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序 文

財団法人千葉県文化財センターは，埋蔵文化財の調査研究，文化

財保護思想、の酒養と普及などを主な目的として昭和 49年に設立さ

れ，以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その成果として多数

の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県文化財センター調査報告第422集として，都市

基盤整備公団(旧住宅・都市整備公団)の千葉寺地区土地区画整理

事業に伴って実施した千葉市鷲谷津遺跡の発掘調査報告書を刊行す

る運びとなりました。

この調査では，和同開称や緑紬陶器が出土するなど， この地域の

古代の歴史を知る上で貴重な成果が得られております。刊行にあた

り， この報告書が学術資料として，また埋蔵文化財の保護と理解の

ための資料として広く活用されることを願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の

方々を初めとする関係の皆様や関係機関 また 発掘から整理まで

御苦労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表しま

す。

平成 14年3月25日

財団法人千葉県文化財センター

理事長清水新次



凡例

l 本書は，都市基盤整備公団(旧住宅・都市整備公団)による千葉寺地区土地区画整理事業に伴う埋蔵

文化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は，千葉県千葉市中央区千葉寺町771ほかに所在する鷲谷津遺跡(遺跡コード 201-

058)である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は，都市基盤整備公団(旧住宅・都市整備公団)の委託を受け，

財団法人千葉県文化財センターが実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当者，実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執筆は，第2章を上席研究員 島立桂，第3章を研究員 四柳隆，第4章~第7章を副所長

白井久美子，上席研究員倉内部子，研究員 田中裕，第8章を上席研究員 西野雅人，第9章を白井

(第2節ー 1，第3節)，島立(第 l節)，田中(前記以外)が担当し，編集は田中が行った。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁生涯学習部文化課，都市基盤整備公団(旧住宅・

都市整備公団)，千葉市教育委員会の御指導，御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は，下記のとおりである。

第 l図:国土地理院発行 1/25，000地形図『千葉東部』 平成 10年4月

向上 『蘇我』 平成 12年 9月

第2図:明治 15年参謀本部陸軍部測量局作成 1/20，00011"千葉町』

上記以外:住宅・都市整備公団首都圏都市開発本部作成現況図

8 周辺地形航空写真は，京葉測量株式会社による昭和 55年撮影のものを使用した。

9 本書で使用した図面の方位はすべて座標北である。

10 挿図に使用したスクリーントーン及び記号の用例は次のとおりである。

遺構カマド(山砂) : 幾機縦三 焼土

貝層

遺物土器・土師器 断面白抜き 須恵器 断面塗りつぶし

陶器 断面網掛け 施紬範囲 緑色網掛け

赤彩範囲 赤色網掛け 黒色処理範囲 網掛け

石器・鉄器 断面斜線 繊維混和胎土 断面に . 

磨面範囲
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第 89図 N27-aフ、、ロック出土遺物実測図(10) 第 128図 SI-136と出土遺物

第 90図 N27-aブロック出土遺物実測図(11) 第 129図 Sト137と出土遺物

第 91図 026-aブロック出土遺物分布図(1 ) 第 130図 引-129と出土遺物

第 92図 026-aブロック出土遺物分布図(2 ) 第 131図 古墳時代後期前半竪穴住居跡配置図

第 93図 026-aブロック出土遺物実測図 第 132図 引-014と出土遺物

第 94図 026-bブロック出土遺物分布図(1 ) 第 133図 SI-018と出土遺物(1 ) 

第 95図 026-bブロック出土遺物分布図(2) 第 134図 引-018出土遺物(2 ) 

第 96図 026-bブロック出土遺物実測図(1 ) 第 135図 引-028と出土遺物

第 97図 026-bブロック出土遺物実測図(2) 第 136図 日-034と出土遺物

第 98図 026-bブロック出土遺物実測図(3 ) 第 137図 日-035と出土遺物

第 99図 027-aブロック出土遺物分布図(1 ) 第 138図 SI-062 

第 100図 027-aブロック出土遺物分布図(2) 第 139図 古墳時代後期後半竪穴住居跡配置図

第 101図 027-aブロック出土遺物実測図 第 140図 日-001と出土遺物

第 102図 単独出土遺物実測図 第 141図 日-002Bと出土遺物

第 103図 上層遺構出土遺物実測図(1 ) 第 142図 日-004と出土遺物

第 104図 上層遺構出土遺物実測図(2 ) 第 143図 訂-006と出土遺物

第 144図 SI-009と出土遺物

第3章 第 145図 日-013・019と出土遺物

第 105図 縄文時代炉穴配置図 第 146図 引-023と出土遺物(1)

第 106図 SK-2ト 22と出土遺物 第 147図 別-023出土遺物 (2)

第 107図 SK-38・39・40・41 第 148図 引-026と出土遺物

第 108図 SK-52と出土遺物 第 149図 日-027と出土遺物

第 109図 SK-97・98と出土遺物 第 150図 日-039と出土遺物

第 110図 SK-113・115・116 第 151図 引-045と出土遺物

第 111図 SK-115・116出土遺物 第 152図 日-047と出土遺物

第 112図 SK-117・118と出土遺物 第 153図 日-050Bと出土遺物

第 113図 SK-119・120・121と出土遺物 第 154図 SI-052と出土遺物

第 114図 SK-1・112と出土遺物 第 155図 引-056と出土遺物

第 115図 遺構外出土縄文土器(1 ) 第 156図 引-057と出土遺物

第 116図 遺構外出土縄文土器(2 ) 第 157図 SI-059と出土遺物

第 117図 出土石器等実測図(1 ) 第 158図 引-086と出土遺物(1 ) 

第 118図 出土石器等実測図(2 ) 第 159図 SI-086出土遺物(2 ) 

第 160図 引-088と出土遺物(1 ) 

第4章 第 161図 引-088出土遺物(2 ) 

第 119図 弥生時代遺構配置図 第 162図 引-090と出土遺物

第 120図 SI-038と出土遺物 第 163図 Sト091と出土遺物
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第 164図 Sト106・107と出土遺物 第207図 Sト109と出土遺物

第 165図 Sト115と出土遺物 第208図 Sト110と出土遺物

第 166図 SI-140と出土遺物 第209図 SI-l11と出土遺物

第 167図 SI-141と出土遺物 第210図引-113

第 168図 古墳時代後期後半遺構外出土遺物 第211図 SI-116と出土遺物

第212図 SI-118と出土遺物

第6章 第213図 SI-120Bと出土遺物

第 169図奈良時代竪穴住居跡配置図 第214図引-122と出土遺物

第 170図引-002Cと出土遺物 第215図引-124と出土遺物

第 171図引-003と出土遺物 第216図引-126と出土遺物

第 172図 Sト005と出土遺物 第217図 SI-127と出土遺物(1 ) 

第 173図引-007と出土遺物 第218図 SI-127出土遺物(2 ) 

第 174図 SI-OI0と出土遺物(1) 第219図 SI-127出土遺物(3 ) 

第 175図 Sト010出土遺物(2 ) 第220図 SI-130と出土遺物

第 176図 Sト012と出土遺物 第221図引-142と出土遺物

第 177図 SI-015と出土遺物 第222図引-143と出土遺物(1 ) 

第 178図引-017と出土遺物 第223図引-143出土遺物(2 ) 

第 179図引-022.029・033と出土遺物 第224図平安時代竪穴住居跡配置図

第 180図引-024と出土遺物 第225図 SI-002Aと出土遺物(1)

第 181図引-025と出土遺物 第226図 SI-002A出土遺物(2 ) 

第 182図引-042と出土遺物 第227図 SI-008と出土遺物

第 183図引-044と出土遺物 第228図引-011と出土遺物

第 184図 SI-050A 第229図 SI-016と出土遺物

第 185図引-053と出土遺物 第230図 Sト030と出土遺物

第 186図引-054と出土遺物 第231図 SI-031と出土遺物

第 187図 SI-055と出土遺物 第232図 SI-036・037と出土遺物

第 188図引-058と出土遺物 第233図 SI-040・041と出土遺物

第 189図 Sト061と出土遺物 第234図 SI-046と出土遺物

第 190図引-063と出土遺物 第235図 SI-049と出土遺物

第 191図引-067と出土遺物 第236図 SI -051A . Bと出土遺物(1)

第 192図引-069と出土遺物 第237図 SI-051A・B出土遺物(2) 

第 193図引-070と出土遺物 第238図 SI-060と出土遺物

第 194図 SI-078と出土遺物 第239図日-064・065・066とSI-064

第 195図 SI-079と出土遺物 出土遺物(1)

第 196図引-080と出土遺物 第240図引-065・066出土遺物(2 ) 

第 197図 SI-081と出土遺物(1 ) 第241図 SI-066出土遺物(3 ) 

第 198図 SI-081出土遺物(2 ) 第242図訂-071と出土遺物

第 199図引-084と出土遺物(1 ) 第243図 SI-072と出土遺物

第200図 SI-084出土遺物 (2) 第244図引-073と出土遺物

第201図引-084出土遺物(3 ) 第245図 SI-075・076と出土遺物

第202図日-098と出土遺物(1) 第246図 SI-077と出土遺物

第203図引-098出土遺物(2 ) 第247図引-082と出土遺物

第204図 SI-I00と出土遺物 第248図引-085と出土遺物(1 ) 

第205図引-102と出土遺物 第249図引-085出土遺物(2 ) 

第206図引-108と出土遺物 第250図 SI-087と出土遺物(1 ) 
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第251図 引-087出土遺物(2) 第296図 SK-19・20・24・28・36・55・60

第252図 引-087出土遺物(3 ) 第297図 SK-15・50・56・122

第253図 引-089と出土遺物 第298図 SK-64・67・68・77・101・103・123・

第254図 日-092・093と出土遺物 124 

第255図 SI-094・095と出土遺物 第299図 土坑出土遺物(1)

第256図 Sト096と出土遺物(1) 第300図 土坑出土遺物(2 ) 

第257図 Sト096と出土遺物(2 ) 第301図 奈良・平安時代遺構外出土遺物(1)

第258図 引-097と出土遺物 第302図 奈良・平安時代遺構外出土遺物(2 ) 

第259図 引-099Aと出土遺物

第260図 引-099Bと出土遺物 第7章

第261図 引-101と出土遺物 第303図 溝・柵列・土坑群配置図

第262図 日-103と出土遺物 第304図 溝・柵列・土坑群実測図(1)

第263図 Sト104と出土遺物 第305図 溝・柵列・土坑群実測図(2 ) 

第264図 Sト105と出土遺物 第306図 溝・柵列・土坑群実測図(3 ) 

第265図 SI-112・117と出土遺物 第307図 溝・柵列・土坑群実測図 (4)

第266図 日-114と出土遺物 第308図 溝・柵列・土坑群実測図(5 ) 

第267図 SI-119と出土遺物 第309図 溝出土遺物(1)

第268図 SI-120Aと出土遺物(1 ) 第310図 溝出土遺物 (2) 

第269図 SI-120A出土遺物 (2) 第311図 SK-5"'-' 12 . SX-20と出土遺物

第270図 SI-120A出土遺物(3 ) 第312図 SK-102と出土遺物

第271図 SI-121と出土遺物 第313図 SK-23・100・114と出土遺物

第272図 SI-123と出土遺物 第314図 SZ-1 • 8 

第273図 Sト125と出土遺物 第315図 出土古銭(1 ) 

第274図 引-128と出土遺物 第316図 出土古銭(2 ) 

第275図 Sト131と出土遺物 第317図 中近世遺構外出土遺物

第276図 SI-132・133 第318図 管状土錘

第277図 SI-132・133出土遺物(1 ) 

第278図 SI-132・133出土遺物(2 ) 第8章

第279図 SI-134と出土遺物 第319図 SI-030貝層分布図

第280図 引-135と出土遺物 第320図 員種組成

第281図 SI-138と出土遺物 第321図 貝類計測値分布

第282図 SI-144と出土遺物 第322図 SK-102人骨遺存部位

第283図 掘立柱建物跡配置図

第284図 SX-1 .2・3・6 第9章

第285図 SX-4・5 第323図 出土石器群編年図

第286図 SX-8・9 第324図 掻器の刃部再生過程

第287図 SX-10・11 第325図 土器編年 I

第288図 SX-7・12・30・32 第326図 土器編年H

第289図 SX-13"'-'18 第327図 鉄鎖の部分名称

第290図 SX-19・22・26・33・34 第328図 鉄鉱

第291図 SX-21・23 第329図 万子(1 ) 

第292図 SX-24・25・31 第330図 万子(2 ) 

第293図 SX-27・28 第331図 鎌・穂摘み具

第294図 掘立柱建物跡 (SX)出土遺物 第332図 工具(1 ) 

第295図 SK-3・4・13・14. 16・17・18 第333図 工具(2 ) 
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第334図 鉄斧・紡錘車・漁具等 第 26表 M26-dブロック母岩別石器組成表

第 335図 釘・鎚等 第27表 M26-dフゃロック石材別石器組成表

第336図 馬具・万装具・錨子・留金具等 第 28表 M26-eフ辛口ック母岩別石器組成表

第 337図 その他の鉄製品(1 ) 第 29表 M26-eブロック石材別石器組成表

第338図 その他の鉄製品(2 ) 第 30表 M26-fブロック母岩別石器組成表

第339図 銅製帯金具 第31表 M26-fブロック石材別石器組成表

第340図 銅製品(1 ) 第 32表 L26-a '" e • M26-a '" fブロック周辺部

第341図 銅製品(2 ) 母岩別石器組成表

第 342図 集落変遷図(古墳時代後期後半) 第33表 L26-a '" e • M26-a '" fブロック周辺部

第343図 集落変遷図(奈良時代) 石材別石器組成表

第344図 集落変遷図(平安時代) 第 34表 M27-aフ、、ロック母岩別石器組成表

第345図 集落変遷図(中近世) 第35表 M27-aブロック石材別石器組成表

第36表 M27-bフ、、ロック母岩別石器組成表

第 37表 M27-bブロック石材別石器組成表

表目次 第 38表 M29-aブロック母岩別石器組成表

第 39表 M29-aフ、、ロック石材別石器組成表

第40表 N27-aフ、、ロック母岩別石器組成表
第 l章 第41表 N27-aフ、、ロック石材別石器組成表
第 l表鷲谷津遺跡発掘調査・整理概要 第42表 026-aフeロック母岩別石器組成表

第43表 026-aフ、、ロック石材別石器組成表
第 2章 第44表 026-bフ守ロック母岩別石器組成表
第 2表 028-aブロック母岩別石器組成表 第45表 026-bブロック石材別石器組成表
第 3表 028-aブロック石材別石器組成表 第46表 027-aフ事ロック母岩別石器組成表
第 4表 P27-aブロック母岩別石器組成表 第47表 027-aフ、、ロック石材別石器組成表
第 5表 P27-aブロック石材別石器組成表 第48表 単独出土遺物母岩別石器組成表
第 6表 M28-aブロック母岩別石器組成表 第49表 単独出土遺物石材別石器組成表
第 7表 M28-aブロック石材別石器組成表

第 8表 N26-aブロック母岩別石器組成表 第 3章
第 9表 N26-aフ、、ロック石材別石器組成表

第 50表 鷲谷津遺跡縄文時代遺構一覧
第 10表 L26-aブロック母岩別石器組成表

第 11表 L26-aブロック石材別石器組成表 第7章
第 12表 L26-bブロック母岩別石器組成表 第 51表 鷲谷津遺跡出土銭貨計測表
第 13表 L26-bブロック石材別石器組成表

第 14表 L26-cブロック母岩別石器組成表 第8章
第 15表 L26-cブロック石材別石器組成表 第 52表 貝サンフ。ル一覧
第 16表 L26-dブロック母岩別石器組成表 第 53表 貝類種名一覧
第 17表 L26-dブロック石材別石器組成表 第 54表 貝種同定結果
第 18表 L26-eフ9ロック母岩別石器組成表 第 55表 貝種組成
第 19表 L26-eブロック石材別石器組成表 第 56表 貝類計測値分布
第20表 M26-aブロック母岩別石器組成表 第 57表 歯牙データ
第21表 M26-aブロック石材別石器組成表

第22表 M26-bブロック母岩別石器組成表 附表
第 23表 M26-bフゃロック石材別石器組成表 附表 l 竪穴住居跡一覧
第 24表 M26-cフ事ロック母岩別石器組成表 附表2 掘立柱建物跡一覧
第25表 M26-cブロック石材別石器組成表

ーは一



附表 3 土坑一覧 図版2 千葉寺地区全景

附表 4 竪穴住居跡出土土器観察表 図版3 遺跡全景

附表 5 掘立柱建物跡出土土器観察表 図版4 台地中央部・南部付近

附表 6 土坑出土土器観察表 台地西部・北部付近

附表 7 溝出土土器観察表 図版5 N27-14旧石器時代遺物出土状況

附表 8 遺構外出土土器観察表(縄文時代) L26・M26旧石器時代遺物出土状況

附表 9 遺構外出土土器観察表(弥生時代) 図版6 Sト001

附表 10 遺構外出土土器観察表(古墳時代) SI-001カマド

附表 11 遺構外出土土器観察表(奈良・平安時代) SI-002A・002B・003

附表 12 遺構外出土土器等観察表(中近世) 図版7 SI-002C 

附表 13 出土瓦観察表 SI-004 

附表 14 土王・土錘観察表(遺構出土) Sト004カマド

附表 15 土王・土錘観察表(地点別採集) 図版8 引-004・005

附表 16 その他の土製品観察表 Sト005カマド

附表 17 羽口・支脚観察表 SI-006 

附表 18 紡錘車観察表 図版9 SI-007 

附表 19 古代石製品観察表 Sト007カマド

附表20 軽石観察表 SI-009 

附表21 砥石観察表 図版 10 引-009カマド

附表22 鉄鍛計測表 SI -010・011

附表23 万子等計測表 SI-012 

附表24 鎌・穂摘み具計測表 Sト012聾 (5)出土状況

附表25 工具計測表(1) 図版 11 Sト012カマド

附表26 工具計測表 (2) SI-013 

附表27 鉄斧計測表 Sト013カマド

附表28 紡錘具等計測表 図版 12 SI-014 

附表29 漁具等計測表 Sト014カマド

附表30 釘等計測表 SI-014遺物出土状況

附表31 馬具計測表 図版 13 Sト015

附表32 万装具・鋸子・留金具等計測表 Sト015カマド・杯 (5)出土状況

附表33 扇平棒状鉄製品計測表 SI-016 

附表34 その他の鉄製品計測表(1 ) 図版 14 SI-017 

附表35 その他の鉄製品計測表 (2) Sト017カマド

附表36 銅製帯金具計測表 Sト017完掘状況

附表37 銅製品計測表(奈良・平安時代) 図版 15 Sト018

附表38 銅製品計測表(中世以降) Sト018カマド

SI-019 

図版目次 図版 16 幻-023

Sト023カマド

SI-024 
巻頭図版 1 (カラー) (灰紬陶器他)

図版 17 引-024カマド
巻頭図版2 (カラー) (土器集合)

引-025遺物出土状況
巻頭図版3 (カラー) 旧石器時代主要石器 l

SI-025カマド煙道
巻頭図版4 (カラー) 旧石器時代主要石器2

SI-025杯(左から 5・8・3)
図版 l 遺跡周辺航空写真

図版 18引-026
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Sト026カマド SI-054カマド

SI-027 SI-055遺物出土状況

図版 19 SI-027遺物出土状況 図版32 SI-055 

Sト027カマド SI-055カマド

SI-028 SI-056 

引-028カマド遺物出土状況 図版33 Sト056カマド

図版20 引-028カマド SI-057 

SI-029 SI-057ピット内聾(17)出土状況

SI-029カマド SI-057カマド

引-029聾(1 )出土状況 図版34 SI-058 

図版21 SI-030 SI-058カマド

Sト030カマド SI-059 

SI-031 図版35 Sト059カマド

図版22 引-032 引-060遺物出土状況

SI-034 SI-060 

SI-036 図版36 Sト060カマド

図版23 剖-039 SI-061・062

Sト039カマド Sト062カマド

SI-040 図版37 SI-063 

図版24 Sト040カマド Sト063カマド

SI-044 Sト066カマド

SI-044カマド 訂-066カマド遺物出土状況

図版25 訂-045 図版38 SI-067 

引-045輩出土状況(前から 5・6) SI-067カマド

SI-045カマド SI-068ピット内弥生土器聾 (2)出土状

SI-046 況

図版26 SI-047・048・049・050AB 図版39 SI-070 

SI-049 Sト070カマド

SI-049聾 (4)出土状況 SI-071 

SI-049カマド 図版40 SI-073カマド遺物出土状況

図版27 SI-050A SI-075上から杯(1 )と皿 (3)出土状

SI-050Aカマド 況

SI-050B SI-076 

図版28 SI-051遺物出土状況 図版41 SI-078 

SI-051A .B SI-079 

SI-051Aピット内聾 (9)出土状況 引-079フラスコ形長頚査(19)出土状況

Sト051Bカマド Sト079カマド

引-051Bカマド遺物出土状況 図版42 SI-080 

図版29 訂-052遺物出土状況 SI-081 

SI-052 SI-082 

Sト052カマド 図版43 SI-082カマド

図版30 SI-053 SI-083 

Sト053カマド SI-084 

引-053床下完掘状況 図版44 SI-085 

図版31 SI-054 Sト085カマド
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SI-086 図版59 SI-119 

図版45 SI-087 Sト120AB遺物出土状況

SI-087カマド SI-120A 

SI-088 図版60 SI-120B 

図版46 Sト088カマド SI-121 

SI-089 Sト121カマド

SI-090 図版61 SI-122 

図版47 Sト090カマド SI-123 

SI-091 SI-124 

SI-092・093 引-124カマド遺物出土状況

図版48 SI-094 図版62 SI-126 

Sト094カマド Sト126カマド

SI-095 Sト127遺物出土状況

図版49 SI-096 図版63 引-127紡錘車(中央)と和同開称(右

Sト096カマド 下)

引-096カマド内聾 (20)出土状況 SI-127 

SI-097 SI-127カマド

図版50 SI-098 図版64 SI-128 

引-098東側の壁柱列 S1-129 

SI-099A Sト129遺物出土状況

図版51 SI-099B 図版65 SI-130 

引-099Bカマド遺物出土状況 SI-131 

SI-100 Sト131遺物出土状況

S1-101 図版66 SI-131カマド

図版52 SI-101カマド 引-132(奥)・ 133(手前)

SI-102 SI-132 (右)・ 133(左)遺物出土状況

SI -102カマド 図版67 S1-132カマド

図版53 SI-103 SI-134 

SI-104 SI-134カマド

SI-105 図版68 SI-135 

図版54 SI-107 S1-135カマド

S1-108 SI-136 

SI-109 図版69 SI-136遺物出土状況

図版55 SI-11O SI-137 

Sト110カマド SI-137遺物出土状況

SI-111 図版70 S1-138 

図版56 Sト111カマド Sト138カマド

S1-113 S1-140 

S1-1l4 図版71 引 -140カマド

図版57 S1-115 S1-141 

S1-115カマド S1-141カマド

SI-116 図版72 SI-142 

図版58 Sト116カマド Sト142カマド

SI-117 SI-143 

Sト119遺物出土状況 図版73 Sト143遺物出土状況
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引-143カマド 図版 82 SD-17 

SI-144 SD-18 

図版74 SK-l SD-19 

SK-4 図版 83 SD-21・22

SK-13 SD-24 

SK-14 SD-26 

SK-15 図版 84 SD-27 

SK-20遺物出土状況 SD-28 

SK-20 SD-29 

図版75 SK-21 図版 85 SD-30・31

SK-22 SD-32 

SK-28 SD-33 

SK-36 図版 86 SD-34・35・36・37

SK-38 SD-36硬化面検出状況

SK-51遺物出土状況 SD-ID・4D

図版76 SK-52 図版 87 SD-ID .2D・4D

SK-52遺物出土状況 SD-3D 

SK-60 SD-5D 

SK-61遺物出土状況 図版 88 SX-l 

SK-61 SX-2 

SK-97 SX-4 

図版77 SK-98 図版 89 SX-5 

SK-I00 SX-6 

SK-I0l SX-7 

SK-103 図版 90 SX-8 

SK-I02 SX-9 

SK-1l2 SX-I0 

SK-1l3 図版 91 SX-ll 

図版78 SK-1l5 SX-12 

SK-1l6 SX-19 

SK-1l7 図版 92 SX-13・14・15・16・17・18

SK-1l8 SX-21 

SK-118遺物出土状況 SX-23 

SK-1l9 図版 93 SX-3・II・21

図版79 SK-120 SX-26・27・28・30・31・32

SK-121 SX-24・25・29・33

SK-122 図版 94 旧石器時代(1 ) 

SK-124 図版 95 旧石器時代(2 ) 

SZ-1 図版 96 旧石器時代(3 ) 

図版80 SD-l 図版 97 旧石器時代 (4)

SD-6 図版 98 旧石器時代(5 ) 

SD-9 図版 99 旧石器時代 (6) 

図版81 SD-I0遺物出土状況 図版100 旧石器時代(7) 

SD-12 図版 101 旧石器時代 (8) 

SD-13・14・15・16 図版102 旧石器時代 (9)
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図版 103 旧石器時代(10) SI-127"-' 132 
図版 104 旧石器時代(11) 図版 130土師器・須恵器(19)
図版 105 旧石器時代(12) 引-132 "-' 135 

図版 106 炉穴等の縄文土器(1 ) 図版 131 土師器・須恵器 (20)
図版 107 炉穴等の縄文土器(2 ) 引-135"-' 143 

図版 108 遺構外の縄文時代石器 図版 132土師器・須恵器 (21) 

図版 109 遺構外の縄文土器(1 )・ (2) SI-143・掘立柱建物跡・土坑・遺構外

図版 110 遺構外の縄文土器 (3)・弥生土器(1 ) 図版 133 暗文土器

図版 111 弥生土器 (2) 図版 134瓦(1 ) 

図版 112 土師器・須恵器(1 ) 図版 135瓦(2 ) 

Sト001"-' 0 1 0 図版 136 中近世遺構外等出土遺物(1 ) 

図版 113 土師器・須恵器 (2) 図版 137 出土古銭

引-011"-' 018 図版 138土錘(1 ) 

図版 114 土師器・須恵器 (3) 図版 139 土錘(2 ) 
引-018"-' 024 図版 140転用硯

図版 115 土師器・須恵器 (4) 図版 141 石皿・鋳型・羽口

日-024"-' 028 図版 142 土板・中近世遺構外等出土遺物 (2) 

図版 116 土師器・須恵器(5 ) 図版 143 ガラス製品・石槌・砥石・軽石

引-028"-' 035 図版 144砥石

図版 117 土師器・須恵器(6 ) 図版 145紡錘車

出-0367'" 051 図版 146SK-I02埋葬遺体

図版 118 土師器・須恵器(7 ) 遺物出土状況・掘りかた

S 1 -051 "-' 058 図版 147鉄製品(1 ) 

図版 119 土師器・須恵器(8 ) 万子

S 1 -058 "-' 066 図版 148鉄製品(2 ) 

図版 120 土師器・須恵器(9 ) 万子・鉄鉱

引-066"-' 079 図版 149 鉄製品(3 ) 

図版 121 土師器・須恵器(10) 鉄鎖・工具

引-079"-' 081 図版 150鉄製品 (4) 

図版 122 土師器・須恵器(11) 小刀・鎌・穂摘み具

日-081"-' 084 図版 151 鉄製品(5 ) 

図版 123 二五師器・須恵器(12) 鉄斧・銅製針金付棒状鉄製品

引-084"-' 086 釘・鍛・鉄製紡錘具

図版 124 土師器・須恵器(13) 図版 152鉄製品(6 ) 

日-086"-' 087 工具・漁具等

図版 125 土師器・須恵器(14) 図版 153 鉄製品 (7) 

S 1 -087 "-' 098 馬具・万装具・鋸子・その他

図版 126 土師器・須恵器(15) 図版 154鉄製品 (8) 
引-098"-' 1 02 金I

図版 127 土師器・須恵器(16) 図版 155鉄製品 (g)・銅製品

Sト102"-'121 花形飾り金具・分銅・キセル

図版 128 土師器・須恵器(17) 図版 156墨書(1 ) 
Sト122"-'127 図版 157墨書(2 ) 

図版 129 土師器・須恵器(18) 図版 158墨書(3 ) 
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第 1章序説

第 I節 調査の経緯

都市基盤整備公団による土地区画整理事業が計画された千葉寺地区は，行政区画では千葉県千葉市中央区

千葉寺町に所在する。また，平成4年4月には京成電鉄千葉中央駅から千葉寺駅を経て大森台駅までの区間

について千葉急行電鉄(現，京成電鉄千原線)が部分開業している。かつて北側の青葉町には農林水産省畜

産試験場があったが，移転に伴う県立青葉の森公園の整備，そして県営千葉寺球場及び陸上競技場の青葉の

森公園への移転などの周囲の環境の変化に対応し，千葉寺球場跡地から千葉急行電鉄に沿った地区に至る千

葉寺町一帯に，土地区画整理事業が計画された。

土地区画整理事業の施工にあたり，区域内に所在する埋蔵文化財の取扱いについては，千葉県教育庁文化

課と都市基盤整備公団との問で度重なる協議が行われ，事業地内に，緑地として現状保存する部分と記録保

存する部分を定め，記録保存を行う部分については事業計画との整合を図りつつ，発掘調査を実施すること

となった。発掘調査は，財団法人千葉県文化財センターが実施することとなり，昭和60年から調査が開始

された。

第 I図遺跡の範囲と名称(1 ) 



対象となった遺跡は，中野台遺跡(201-057)，鷲谷津遺跡(20ト058)，観音塚遺跡(20ト059)，地蔵山遺

跡(201-060)の4遺跡である。各遺跡の範囲は字名を参照のうえ，当初第 l図のように決定された。鷲谷津

遺跡については， A区から D区の4区に分割された。 A区は昭和61年度と昭和62年度に，確認調査 ・本調

査が実施された。 B区はすでに『千葉市地蔵山遺跡(2).Dとして報告済みである。鷲谷津遺跡の中心をし

める C区については，昭和 62年度に確認調査及び本調査が開始された。その後昭和63年度，平成2年度，

8年度， 9年度と断続的に調査が行われ，平成10年度をも って終了した。 D区については昭和63年度と平

成元年度の 2か年で確認調査・本調査が終了している。

なお，千葉寺地区遺跡群の各遺跡については，調査の進展に伴い台地の形状や遺構の分布状態に合わせ，

『千葉市地蔵山遺跡(1 ).D 刊行時点で各遺跡の範囲と名称の見直しが行われている。今回，鷲谷津遺跡の

報告書を刊行するにあたり，これを基準とし，その後の調査により判明した上層 ・下層の遺構・遺物の分布

状態を勘案して，中野台遺跡・観音塚遺跡との境界を第2図のように設定した。鷲谷津遺跡として調査され

た残りの部分については，中野台遺跡 ・観音塚遺跡としてそれぞれ今後報告する予定である。

鷲谷津遺跡の発掘調査開始から報告書刊行に至るまでの，発掘調査・整理概要，及び各年度の担当者は第

l表のとおりである。

第2図遺跡の範囲と名称(2 ) 
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第 1表鷲谷津遺跡発掘調査・整理概要

調査年度 発掘調査・整理内容 期間 調査部長 所長(*班長) 調査担当者

昭和62年度 確認調査 C区上層 935/17，900rri 1111~3/31 堀部昭夫 大原正義* 伊藤智樹・福田誠

本調査 C区上層 3，500rri 

昭和63年度 確認調査 C区下層 694/15，100rri 4/1~10/15 堀部昭夫 西山太郎常 伊藤智樹・福田誠・固形孝一・福田依子

本調査 C区上層 5，700rri 

確認調査 D区上層 550/5，500rri 福田誠・上守秀明

平成元年度 確認調査 D区上層 1，096/14，100rri，下層 128/14，100rri 1/6~3/30 堀部昭夫 谷旬* 伊藤智樹・井上哲朗・四柳隆

本調査 D区上層 800rri 

平成2年度 確認調査 C区下層 105/2，280rri 611~12/7 堀部昭夫 谷旬* 藤岡孝司

本調査 C区上層 2，280rri 

平成3年度 整理作業水洗・注記の部 4/1~3/31 天野努 谷旬* 渡辺修一

平成4年度 整理作業 図面・写真整理から実測の一部まで 4/1~3/31 天野努 谷句* 小林清隆・小林信一・大石理子

平成5年度 整理作業実測の部まで 4/1~3/31 高木博彦 深海克友 伊藤智樹・土屋潤一郎

平成6年度 整理作業 トレースの部まで 4/1~3/31 西山太郎 田坂浩 伊藤智樹

平成8年度 確認調査 D区上層 148/1，100rri，下層 534/8，600rri 511~3/26 西山太郎 藤崎芳樹 山田貴久

本調査 C区上層 8，600rri，下層 970rri 

平成9年度 確認調査 C区下層 52/660rri 711~7/31 西山太郎 藤崎芳樹 岩谷久美子

本調査 C区上層 660rri，下層 188rri 

平成10年度 確認調査 C区下層 32/750rri 6/1~6/30 沼津豊 石田慶美 土屋潤一郎

本調査 C区上層 750rri 

整理作業記録整理・水洗・注記・分類・選別から実測まで 4/1~3/31 土屋潤一郎・島立桂・鈴木良征

平成11年度 整理作業水洗・注記から挿図・図版作成の 部まで 4/1~3/31 沼津豊 石田康美 白井久美子・倉内郁子・森本和男・四柳
隆・田中裕・渡港高弘・西野雅人

平成12年度 整理作業挿図・図版作成の一部から原稿執筆の 部まで 4/1~3/31 沼津豊 三浦和信 白井久美子・倉内郁子・四柳隆・猪股昭
喜・島立桂・稲生一夫・山口典子・鈴木
弘幸

平成13年度 整理作業原稿執筆の部から刊行まで 411~3/31 佐久間豊 三浦和信 倉内郁子・田中裕

第2節遺跡の位置と環境

千葉寺地区の遺跡群は千葉市中心街のある都川沖積地の南側に広がる台地上にある。台地のすぐ西側に

は，狭障な海岸平野を挟んで東京湾が控えており，本来台地と東京湾との距離はわずか 1kmにも満たない。

この台地には都川側と東京湾側に向かつて聞く開析谷が樹枝状に入り組んでいる。千葉寺地区遺跡群は開析

谷によって分断された台地の先端付近に位置し，北東の奥には県立青葉の森公園の整備に伴って調査された

荒久遺跡があり，遺跡群の北西側の，通称「千葉寺谷」及び「引越し谷J を隔てて 8世紀初頭の創建とい

われる千葉寺がある。付近に広がる台地上には，はやくから市街化されたところを除いて，多くの遺跡が確

認されている。

旧石器時代の遺跡は，県立中央博物館・青葉の森公園(荒久遺跡)の調査でややまとまった石器群が得ら

れているほか，千葉寺地区でも随所で、小規模なブロックの調査例がある。

縄文時代の遺跡には早期の炉穴群を伴う遺跡が多い。千葉寺地区内では地蔵山遺跡，中野台遺跡があり，

千葉寺地区から谷を隔てた山ノ神遺跡などでも同様の炉穴群の調査がなされている。縄文時代の著名な遺跡

としては，当遺跡群の北方，都川に面する矢作貝塚があり，後期から晩期を中心に形成されている。しか

し縄文時代についてはさほど周辺遺跡の実態は明らかになっていないと言えよう。
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弥生時代の遺跡としては，京葉道路の建設に伴って調査された星久喜遺跡や大森第2遺跡がよく知られて

いる。ともに弥生時代中期後半の代表的な集落跡である。千葉寺地区では中野台遺跡で同時期の方形周溝墓

群が調査されたほか，地蔵山遺跡では集落跡が検出されている。弥生時代後期には中野台遺跡と荒久遺跡で

集落跡が調査されている。

古墳時代の遺構・遺物が検出された遺跡は多い。先述の荒久遺跡では古墳時代各期の遺構が検出され，矢

作貝塚は古墳時代後期の集落跡でもある。京葉道路建設によって調査された星久喜遺跡，宮崎第 l遺跡，大

森第 l遺跡，大森第2遺跡などの各遺跡では，古墳時代前期から後期の集落跡の調査がなされている。千葉

寺地区の各遺跡でも古墳時代の遺物・遺構は多く，今回報告する鷲谷津遺跡の場合は，古墳時代の竪穴住居

跡群が中核的な存在となっている。

奈良・平安時代についても，古墳時代に続いて多くの遺跡で遺構・遺物が検出されている。千葉寺地区で

はとくに鷲谷津遺跡・観音塚遺跡に該期のまとまった集落跡があるが，谷を挟んだ対岸の山ノ神遺跡や宮崎

第 l遺跡でも同様に多くの遺構が調査されている。とりわけ宮崎第 l遺跡(大北遺跡)の掘立柱建物群及び

多量の畿内産土師器，緑紬陶器の存在は，一般的な集落を超えたものを想起させる。この時期は千葉寺がす

でに創建され，また荒久古墳や荒久遺跡，地蔵山遺跡の墳墓群と各集落の関係についても興味深いものがあ

る。

周辺遺跡の参考文献

柿沼修平ほか『京葉』財団法人千葉県都市公社 1973 

相京邦彦『千葉急行線内埋蔵文化財発掘調査報告書 1~財団法人千葉県文化財センター 1983 

池田大助ほか『千葉急行線内埋蔵文化財発掘調査報告書 II~ 財団法人千葉県文化財センター 1986 

清藤一順ほか『千葉市矢作貝塚』財団法人千葉県文化財センター 1981 

菊池健ーほか『千葉市山ノ神遺跡』財団法人千葉市文化財調査協会 1989 

山口典子ほか『千葉市荒久遺跡(I ) ~財団法人千葉県文化財センター 1986 

小林信ーほか『千葉市荒久遺跡 (2)~財団法人千葉県文化財センター 1986 

渡辺修一『千葉市地蔵山遺跡(I ) ~財団法人千葉県文化財センター 1992 

小林清隆ほか『千葉市地蔵山遺跡(2) ~財団法人千葉県文化財センター 1993 
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1 .鷲谷津遺跡 5 千葉、予 9. 荒久古墳 13.大森第2遺跡

2.観音塚遺跡 6. 矢作只塚 10. 山ノ神遺跡 14. 谷津遺跡

3.地蔵山遺跡 7. 星久喜遺跡 11.大北遺跡 15.種ケ谷津遺跡

4. 中野台遺跡 8. 荒久遺跡 12 大森第 l遺跡 16.大道遺跡

第3図 遺跡の位置と周辺遺跡

-5-



-9-

(000‘02 : l)組制民面白判軍国ヤ単



第3節遺跡の概要と調査方法

遺跡内の地区区分

遺構は全体図(第6図)に示すように比較

的広範囲で密集して検出された。遺構が重複

する部分も多くみられる。遺構所在地点の特

定を容易にするため，遺構の分布状況と地形

から，本文では遺跡内を次のように区分して

記述する(第5図)。遺構が主として集中す

る台地平坦面は，台地中央部・東部・南部・

西部・北部の 5か所に区分する。その周辺に

ついてはそれぞれ調査区南西隅・北西隅・北

東隅に 3区分する。

方眼網の設定

調査区北東隅

臼

主要台地平坦面

南部

第5図遺跡の地区区分と名称

全調査対象範囲内に公共座標に合わせて50mX50mの方眼網を設定し，大グリッドとした。呼称は北西

に起点を置き，西から東へA，8， C…とし，北から南へ 1，2， 3…としてこれを組み合わせて使用す

る。大グリッド内は 10mX10mの小グ、リッドに 25分割し，北西隅を起点に 01，02， 03...として南東隅を

25とする。小グ、リッドをさらに分割する必要があるときは， 5mx 5mに4分割し，北西，北東，南西，南

東の順に a"'dを付す。このため最小グリッドの表示方法はたとえばA15-24bのようになる。なお，鷲谷

津遺跡中央付近にある基準点N27-01の公共座標は X=-45，700， Y=27，900 (平成8年 11月現在)であ

る。

確認調査

上層確認調査については 調査区内の地形も考慮して，全域に 2mx2mから 2mX5mのグリッ

ドを 10%の割合で設定して遺構・遺物の分布を確認し，本調査に移行している。下層については，調

査区全域に 2mx2mのグリッドを 4%の割合で設定し，遺物が出土したグリッドは周囲に拡張し本

調査を実施した。

遺構番号

基本的に，遺構種別毎に SI-001，SI-002…， SK-1， SK-2…等の番号を付している。しかし前述の

ように，遺跡範囲の見直しにより，番号の重複や，混在が生じたため，別掲のとおり遺構番号の振り

替えを行った。また，遺構調査段階では番号を付したが，その後耕作に伴う根切り溝や風倒木など明

らかに遺構でないことが判明したものについては欠番とした。

-7-
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第2章旧石器時代

第 I節概要(第7図)

鷲谷津遺跡では，昭和 63年度から平成2年度までと，平成8年度から平成 10年度までの 6か年にわた

り下層調査を実施した。各年度の調査概要は以下のとおりである。

昭和 63年度は，遺跡南半の 15，100 rrlを対象として確認調査を実施し，ブロック 4か所 (M28-a，M29-

a，P27-a，028-aブロック)と単独出土 Iか所 (027-09グリッド)を検出した。フ、、ロックの調査は，確認

調査の範囲で対応し，終了した。

平成元年度は，遺跡北端の 14，100ぱを対象として確認調査を実施し，単独出土 lか所 (P26-04グリッ

ド)を検出した。調査対象範囲は遺跡北側の傾斜地が中心であり，遺物の分布はわずかである。調査は確

認調査をもって終了した。

平成2年度は，遺跡中央の 2，280r討を対象として確認調査を実施し，ブロック lか所 (027-aブロック)

を検出した。ブロックの調査は，確認調査の範囲で対応し，終了した。

平成8年度は，遺跡北半の 8，600ぱを対象として確認調査を実施し，フ、、ロック 17か所 (L26-a"'-'e， M26-

a"'-' f， M27-a . b， N26-a， N27-a， 026-a . bブロック)と単独出土4か所 (M26-20，M27-25，N26-17，N27-06グ

リッド)を検出した。ブロックの調査は， 970 rrlの本調査によって行なった。

平成9年度は，遺跡北側の 660ぱを対象として確認調査を実施し，平成8年度に調査した M26-a"'-' c . f 

ブロックの一部と単独出土2か所 (L26-13・15グリッド)を検出した。ブロックの調査は， 188ぱの本調

査によって行なった。

平成10年度は，遺跡中央部の750ぱを対象として確認調査を実施したが，遺物の分布はみられなかった。

以上のように，本遺跡では旧石器時代のブロック 22か所と単独出土8か所が検出され，ブロック周辺部

の資料を含めて 677点の遺物が出土した。また，上層遺構中にも 28点の旧石器時代資料が混入していた。

22か所のブロックとその周辺から出土した石器群は，立"1ローム層医c層， VI層下部からVII層 ，N層か

らV層の 3枚の文化層に帰属させることができた。 IXc層を中心に包含され，本遺跡で最も下位の石器群

を第 l文化層， VI層下部からVII層の中位の石器群を第2文化層 ，N層から V層にかけて包含され，最も上

位の石器群を第3文化層とする。石器群の内容をみると，第 l文化層は台形石器を指標とする石器群で，

石器ブロックが2か所，石器総数は41点である。第2文化層は定型的な石器が乏しい。石器ブロックは

2か所で，石器総数は32点である。第3文化層は切出形のナイフ形石器と掻器に特徴があり，石器ブロッ

クは 18か所，石器総数は 594点である。石器石材は，栃木県高原山産と考えられる黒曜石が中心である。

また，掻器がまとまって出土し，刃部再生のあり方に特徴がみられた。石器ブロックの立地は，遺跡北西

の，中野台遺跡に連なる台地のくびれ部に第3文化層のブロック 11か所が集中的に分布し，それ以外は台

地中央から縁辺部にかけて散漫に分布する。

なお，石器の分布図，実測図，組成表で用いた略号は，以下のとおりである。

石器:Kn(*) ナイフ形石器， Tr(ム)台形石器， Ka (⑨)角錐状石器， PO (⑨)槍先形尖頭器， Es(O)掻器， Ss(O) 削器， Gr(O)彫

器， Pi(O)模形石器， Rf(O)加工痕ある剥片， Uf(O)使用痕ある剥片， BI (企)石刃， Bs (企)小石刃， Mb (企)細石刃， Mc (口)

細石刃核， Sp(.) 削片， Ha(・)敵石類， Ab(・)台石， Pe (・)磯器， Ax(+)石斧， B(.)剥片， C(・)砕片， D(口)石核， (*)磯
石材:Ob(.) 黒曜石， An(O)安山岩， An (t) (0) 安山岩(トロトロ石)， Rh (口)流紋岩， Sh (企)頁岩， Csh (企)珪質頁岩， Ch(ム)

チャート， Tu(企)凝灰岩， SI(O)粘板岩， Sa (⑨)砂岩， Ho (禽)ホルンフェルス， Qu (①)石英， Ag (・)璃楢・玉髄





第2節基本層序(第8図)

本遺跡における立川ローム層の堆積状況は，下総台地で広く観察され

る基本層序と共通する。ただし，調査期間が 10年にも及び，また，多く

の職員が関わったため，数種類の層序区分が行われてきた。

ここでは，現在当センターで最も広く採用されている層序区分に統一

し，各層の概略について記す。

皿 層:黄褐色軟質ローム層で，厚さは 30cm"'"' 40 cmで与ある。

IV 層:赤みを帯びた黄褐色硬質ローム層である。武蔵野台地のIV層

上半部に相当する層は軟質化して皿層に取り込まれており，本

層は，武蔵野台地W層下部に相当する土層と考えられる。赤色

スコリアを多く含み，厚さは 10cm程度と薄い。

V 層:にぶい黄褐色の硬質ローム層で，下総台地の立川ローム層

第 l黒色帯に相当する。厚さは 10cm"'"'20 cmで、ある。

VI 層:明黄褐色硬質ローム層で，黒色粒と火山ガラスで構成され

るAT (姶良丹沢火山灰)ブロックが，まとまって包含され

皿

21.000m一一一
1111111山門1111~ 

W 

V 

VI 

vn 

IXa 

医 c

20.000m -一一

X 

第8図基本土層図

ている。厚さは 10cm"'"' 15 cmで、ある。

vn 層:黄褐色硬質ローム層で，第2黒色帯上半部に相当する。 ATが細かく拡散する。厚さは 10cm 

"'"' 20 cmで、ある。

医a層:褐色硬質ローム層で，第2黒色帯下半部の上層である。赤色，暗緑色のスコリアを含む。厚さ

は10cm"'"' 20 cmである。

医b層:黄褐色硬質ローム層で，第2黒色帯下半部の間層である。図示した基本土層図では，表示して

いない。本遺跡内でも安定して確認できる地点は少なく，ブロック状かもしくは確認できない場

合が大半である。

IXc層:暗褐色硬質ローム層で，第2黒色帯下半部の下層である。赤色・暗緑色のスコリアを多く合

む。 IXa層よりもスコリアが多く，また大型のものを含んでいる。厚さは 20cm"'"' 30 cmである。

X 層:黄褐色硬質ローム層で，医層に比べて軟質になる。スコリアは激減するが，部分的に赤樫色で

小型のスコリアを含む。本層下底は波状を呈する。厚さは 20cm"'"' 30 cmである。

第3節石器群の分布と出土遺物

第 1文化層

第 l文化層は，立川ローム層第2黒色帯下部の医c層を中心に包含されている石器群である。定型的な

石器としては，台形石器，掻器，模形石器がみられるが，同時期に特徴的な石斧は出土していなし当。剥片

類は安山岩や黒曜石，チャートを用いた不定型の剥片が主体を占めるが，東北産の頁岩を用いた石刃も含

まれている。

石器群の出土地点は， 028-aブロックと P27-aブロックの 2か所である。両ブロックとも石器総数は 20

点ほどで，石器製作作業の形跡が乏しい小規模なものである。両フ、、ロック聞に石器の接合や母岩の共有関

係はみられない。

ntu 



1 028-aブロック(第9"'12図，第2・3表)

1 )ブロックの概要

028-aブロックは，調査範囲東端の028-03・08グリッドに位置する。フ辛口ックの立地は，鷲谷津遺跡の

東端を画する，北東一南西方向の谷に面した台地縁辺の緩斜面である。

フやロックの規模と形状は，長軸6m，短軸4mの楕円形の範囲に 19点の石器群が散漫に分布する。出土

層位は医c層を中心に， 40cm程の高低差をもって包含されている(第9・10図)。

ブロックを構成する石器群は，台形石器 l点，模形石器 l点，加工痕ある剥片4点(接合により 2個体)， 

使用痕ある剥片4点，剥片8点，石核 l点の合計 19点で，石器石材は，黒曜石4点，安山岩6点，珪質頁

岩7点，チャート l点，ホルンフェルス l点である。遺跡内で剥片生産が行われたと考えられる母岩は，

珪質頁岩 l母岩 (028①)に限られており，それ以外はすべて遺跡外で製作され，製品や素材として搬入

された単独母岩である。

2)母岩の特徴と内容

.028-①:自然面及び節理面は樟褐色，内部は緑がかった淡褐色の嶺岡産珪質頁岩である。石器群の内訳

は，加工痕ある剥片 l点，剥片3点，石核 l点の合計5点で，総重量は 97.5gである。 5点す

べてが接合する。フやロックの西側にまとまって分布する。

.028-②:黒灰色で，白色の爽雑物を含む安山岩である。石器群の内訳は，模形石器 l点，加工痕ある剥

片3点(接合して l個体)，剥片2点の合計6点で，総重量は 21.7 gである。

.028-③:淡黒褐色透明の黒曜石である。 φ1mm以下の爽雑物を少量含む。使用痕ある剥片 l点 (2.7 g) 

の単独資料である。

.028-④:青みがかった黒色不透明の黒曜石である。ゆ 1mm程の白色の爽雑物を含む。使用痕ある剥片

I点(1.3g)の単独資料である。

.028-⑤:黒灰色で乳白色の縞が多数入る，不透明で組悪な黒曜石である。使用痕ある剥片 l点 (5.5 g) 

の単独資料である 0

・028-⑥:黒色半透明で黒色の縞が入る黒曜石である。使用痕ある剥片 l点 (2.1 g)の単独資料である 0

・028-⑦:節理面は櫨褐色，内部は灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。小型の剥片 I点(1.4g) の単独資

料である 0

・028-⑧:褐色で部分的に黒褐色の珪質頁岩である。均質轍密で，よく珪化している。剥片 l点 (4.1 g) 

の単独資料である 0

・028-⑨:青灰色で黒色の縞が入るチャートである。剥片 l点 (2.1 g) の単独資料である。

.028-⑩:緑がかった黒灰色のホルンフェルスである。石質は組いが，比較的均質である。台形石器 l点

(9.2 g) の単独資料である。

3)出土遺物(第 11・12図)

台形石器(第 11図7) 7は，ホルンフェルス製の横長剥片を素材とする台形石器である。素材の打面

と末端側の 2側縁に対し，裏面から緩やかな角度で調整加工を行っている。

模形石器(第 11図 1) 1は，安山岩製の模形石器である。幅広で寸詰まりの縦長剥片を素材とする。

正面右側縁と裏面右側縁の縁辺が潰れている。正面下端は平坦な自然面が残るが，その表裏にも細かな剥

離痕がみられる。
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加工痕ある剥片(第 11図2) 2は，安山岩の加工痕ある剥片である。 1と同一母岩で，類似した形状

の剥片を素材として，表裏に不連続な剥離痕がみられる。 3つに割れているが，意図的な分割なのか，加

工途上での欠損なのかは不明である。

使用痕ある剥片(第 11図3"'6) 3は，小型で幅広の縦長剥片を用いた使用痕ある剥片である。鋭利

な両側縁に刃こぼれがある。 4も3と類似した形状の素材を用いており，裏面右側縁には微細な剥離痕が

連続する。 5は，欠損した剥片の鋭利な縁辺を用いた，使用痕ある剥片である。 6は，正面の剥離方向が

一定しない縦長剥片を用いた使用痕ある剥片である。正面左側縁下半に刃こぼれがある。なお， 4点の使

用痕ある剥片は，すべて黒曜石の単独母岩で，それぞれの原産地も異なる可能性が高い。

剥片(第 11図8'"11) 8"-' 11 は，いずれも不定型の剥片である。 8は安山岩で， 1・2と同一母岩

である。 9"-'11はチャートと珪質頁岩の単独資料である。

4)接合資料とその関連資料(第 12図)

.028-①(第 12図 12"'17) 12は，加工痕ある剥片 l点(13)，剥片3点(14"-'16)，石核 I点(17)の

接合資料である。拳大の円礁を用い正面側からの組い剥離によって上位に打面を設定し，正面を中心に中・

小型の不定型な剥片を生産している。次に，裏面の自然面に打面を移し， 13"-'15を含む大型の横長剥片や

16他の剥片を連続して剥離する。最終的に石核が破損し，残った 17が残核である。また，大型の横長剥

片は石核となり 14等小型の剥片を若干剥離して，本母岩の作業は終了している。

第2表 028-aブロック母岩別石器組成表

母 正'fi Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf Bl Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他

028-Q) (Csh) 1 

028ベ~(An) 11 3 

028也 (Ob) 1 

028ベD(Ob) 1 

028ベ忌(Ob) 1 

028--(⑤(Ob) 1 

028べ1)(Csh) 

028也 (Csh)

028--@(Ch) 

028吻 (Ho) 1 
Z口L 計 1 11 4 4 

第3表 028-aブロック石材別石器組成表

母 王UヨJ Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf Bl Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他

黒曜石(Ob) 4 

安山岩(An) 11 3 

珪質頁岩 (Csh) 1 

チャート (Ch)

ホルン7ェルス (Ho) 1 
i口〉、 計 1 11 4 4 

2 P27-aブロック(第 13"'16図，第4・5表)

1 )ブロックの概要

B C D 石器計 磯 合計

3 1 5 5 

2 6 6 

1 1 

1 1 

1 1 

1 1 

1 1 1 

1 1 1 

1 1 1 

1 1 

8 1 19 19 

B C D 石器計 磯 合計

4 4 

2 6 6 

5 1 7 7 

1 1 1 

1 1 

8 1 19 19 

P27-aブロックは，調査範囲東端の 027-05，P27-01・06グリッドに位置する。ブかロックの立地は，鷲谷

津遺跡東端にある，南に開口する谷奥に面した東斜面である。

-18-



ブロックの規模と形状は，長軸8m，短軸 6mの楕円形の範囲に 22点の石器群が散漫に分布する。出土

層位は医c層を中心とするが ，斜面部のため，出土遺物の高低差は最大 1mにもおよぶ(第 13・14図)。

ブロックを構成する石器群は，掻器 l点，模形石器3点(接合により 2個体)，加工痕ある剥片 l点，使

用痕ある剥片 l点，石刃 l点，敵石 l点，剥片8点，石核2点，礁4点(接合により 3個体)の合計22点

である。石器石材は ，黒曜石 l点，安山岩4点，頁岩4点，珪質頁岩2点，チャー ト7点である。礁は，流

紋岩2点(接合して l個体)，頁岩 l点，珪質頁岩 l点で構成されている。遺跡内で剥片生産が行われたと

考えられる母岩は，チャート l母岩 (P27-①)にすぎない。礁は，流紋岩 l個体と珪質頁岩 l個体が完形

あるいはこれに準じており，頁岩 l個体の遺存率は 25%以下である。礁の出土位置は，フ、、ロックの南北に

分散しており，ま とまってはいない。
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第 13図 P27-aブロック出土遺物分布図(1 )一石器別分布図一
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2)母岩の特徴と内容

. P27-①:緑がかった青灰色のチャートである。石器群の内訳は，模形石器3点(接合により 2個体)，剥

片 l点，石核2点の合計6点で，総重量は 36.4gである。

. P27-②:自然面は褐色，内部は灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。石器群の内訳は，剥片2点で，総重量

は31.0 gである。

. P27-③:黒褐色で均質徹密な東北産頁岩である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 2点で，総重量は

11. 8 gである。

. P27-⑤:きめの細かい砂岩である。被熱のため赤化黒変し，ヒビが入っている。敵石 l点(141.9 g) 

の単独資料である 0

・P27-⑦:自然面は灰白色，内部は暗褐色の東北産頁岩である。石刃 l点 (4.9g) の単独資料である。

なお，母岩分類のできなかった資料として，黒曜石の剥片 l点 (0.6g)，安山岩の掻器 l点，剥片3点
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その他(An)

Es 
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Uf 

3.8g 

ム 6 P27-6-15 
P27ー⑦(Sh)
81 
4.9g 

一命-(f)む
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4.0g 

守寄
3 P27-6ー7

~ 

気量3

P27-6-14 

P27ー①ー1(Ch) 
Pi 8.9g 
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第 15図 P27-aフ、、ロック出土遺物実測図(1 ) 

21 

9 P27-6-5 
P27ー①(Ch)
D 
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(総重量42.0g)，チャートの加工痕ある剥片 I点

(1.7 g) がある。

3)出土遺物(第 15・16図)

掻器(第 15図1) 1は，安山岩の厚手で、不定型の

剥片を素材とする掻器である。素材剥片の末端部に急

角度の調整加工を施し，刃部を作り出している。刃部

以外の部位に，調整加工はみられない。

模形石器(第 15図2・3) 2は，チャートの縦長

剥片を素材とする模形石器である。上端の表裏には細

かな剥離痕が連続し，上端の縁辺は潰れている。下半

部は大きく欠損する。 3も2と同一母岩のチャートを

用いた模形石器である。中央で2つに割れたものが接

合した。

使用痕ある剥片(第 15図4) 4は，東北産頁岩の

幅広の縦長剥片を用いた，使用痕ある剥片である。打

面の一部に自然面があり，正面は多方向からの剥離面

10 P27-6-8 
P27ー⑤(Sa)

Ha 
141.9g 

(2: 3) 。 10c昨1

第16図 P27-aフゃロック出土遺物実測図(2 ) 

によって構成されている。

石刃(第 15図6) 6は，東北産頁岩を用いた「稜付き石刃」である。打面は点状で，正面下端に平滑

な自然面を残し，中央には石核時の側面調整痕がある。鋭利な縁辺部には，微細な刃こぼれが連続してみ

られる。

第4表 P27-aブロック母岩別石器組成表

母 正u.王J Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計 機 i仁〉3、 舌ロιl 

027一①(Ch) 3 1 2 6 6 

027ー②(Csh) 2 2 2 

027ー③(Sh) 1 1 2 2 

027一④(Rh) 2 2 

027ー⑤(Sa) 1 1 1 

027一@(Csh) 1 1 

027⑦(Sh) 1 1 1 

その他 (Ob) 1 1 1 

その他 (An) 1 3 4 4 

その他 (Ch) 1 1 l 

その他 (Sh) 1 1 

A 口 計 1 31 1 1 1 l 8 2 18 4 22 

第5表 P27-aブロック石材別石器組成表

母 正品"三J「 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器言十 磯 合計

黒曜石 (Ob) 1 1 1 

安山岩 (An) 1 3 4 4 

流紋岩 (Rh) 2 2 

頁岩(Sh) 11 1 1 3 1 4 

珪質頁岩(Csh) 2 2 1 3 

チャート (Ch) 31 1 1 2 7 7 

砂岩(Sa) 1 1 1 

b口、 計 1 1 31 1 1 1 1 8 2 18 4 22 
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剥片(第 15図5・7) 5は， 4と同一母岩の頁岩の剥片である。 4と同様，正面は不定方向の剥離面

によって構成される。上半部が欠損するため，本剥片の細かな内容は不明であるが，正面を被う剥離面の

状況から，石刃石核の打面形成か打面再生に関連して剥離されたものと考えられる。 7は，珪質頁岩の不

定型な剥片である。打面や側面にみられる剥離面が不定方向であることから，打面と作業面を頻繁に入れ

替える作業手順が想定される。また，打面周辺には，剥離がスムーズに通らずに潰れた小剥離面が多数み

られることから，本剥片の剥離にあたって，強い打撃の繰り返されたことがうかがえる。

石核(第 15図8・9) 8は，チャートの剥片を素材とする石核である。表裏両面を作業面とし，縁辺

から求心的に剥片剥離を行って小型の剥片を生産しており，残核は，最終的に厚手の両面体となっている。

9もチャートの剥片を素材とする石核で，小口部分から小型の剥片を剥離している。

敵石(第 16図10) 10は，砂岩の敵石である。下端が使用により潰れている。また，強い被熱により赤

化し，正面左側や上端が崩れている。

第2文化層

第2文化層は，立J11ローム層VI層下部からvn層にかけて包含されている石器群である。定型的な石器は

みられないため，帰属時期の詳細は不明で、ある。

石器群の出土地点は， M28-aブロックと N26-aブロックの 2か所である。両ブロックとも小規模で，剥

片と石核を中心に構成されている。

1 M28-aブロック(第 17'"'-'19図，第6・7表)

1)ブロックの概要

M28-aブロックは，調査区南部の M28-19グリッドに分布する。ブ、ロックの立地は，西に向かつて大きく

開口する谷頭である。

ブロックの規模と形状は，長軸 3m，短軸 2mの楕円形の範囲に 5点の石器群が分布する。出土層位は

vn層で，出土遺物の高低差は少ない(第 17・18図)。

ブロックを構成する石器群は，剥片4点，石核 I点、の合計5点である。石器石材は，チャート 4点，砂

岩 l点で，チャートの 3点は同一母岩である。

2)母岩の特徴と内容

. M28-①:青灰色で良質のチャートである。褐色及び灰色の節理面をもっ。石器群の内訳は，剥片2点と

石核 l点で，石核に剥片 l点が接合する。剥片，石核ともに極めて小型で、あり，総重量は 9.8g 

にすぎない。本ブロックに限って分布する。

なお，母岩分類できなかった資料に，チャートの剥片 l点(1.0g) と砂岩の剥片 l点(1.6g)があ

る。いずれも特徴が乏しく 小型の資料であるため，母岩分類できなかった。

3)接合資料とその関連資料(第 19図)

. M28-①(第 19図1'"'-'3) 1は，小型の剥片と石核の接合資料である。中型厚手の不定型な剥片を石核

の素材として，素材剥片の打面を切断している。次に，素材剥片の側面(実測図上端)から小型の剥片(2 ) 

を剥離して打面を設定し，正面を作業面として小型の剥片を生産している。剥離がスムーズには通らな

かったようで，作業面の上端は潰れている。生産された剥片は少なく，早々に石核 (3)は放棄されている。
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第 19図 M28-aブロック出土遺物実測図

第6表 M28-aブロック母岩別石器組成表

第7表 M28-aブロック石材別石器組成表

2 N26-aブロック(第20'"'-'24図，第8・9表)

1 )ブロックの概要

N26-aブロックは，調査範囲北端の N26-08・13グリッドに位置する。フやロックの立地は，鷲谷津遺跡北

端を東西に走る谷津に面した台地の北側緩斜面である。

ブロックの規模と形状は，直径5m程の略円形の範囲に 27点の石器が分布する。出土層位はVI層下部

からvn層にかけてで，出土遺物は 40cm程の高低差をもって包含されている(第20・21図)。

ブロックを構成する石器群は，使用痕ある剥片 l点，剥片 25点，石核 l点の合計27点である。石器石

材は，黒曜石 l点，安山岩 22点，チャート 3点，璃瑞・玉髄 l点である。遺跡内で剥片生産が行われたと

考えられる母岩は，安山岩 1母岩 (N26 ①)だけである。

2)母岩の特徴と内容

• N26-①:自然面，内面ともに黄色みがかった褐色の安山岩である。 φ1mm以下の白色の夷雑物が散漫に

みられる。石器群の内訳は，剥片 21点(接合により 17個体)，石核 l点の合計22点で，総重量

は79.2 gである。本ブロックの大半の資料が，本母岩である。
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• N26ー⑦:内外とも青灰色で，部分的に樟褐色の縞が入るチャートである。使用痕ある剥片 l点 (8.2g) 

の単独資料である。

• N26ー⑨:乳白色で均質な璃瑞である。剥片 l点 (6.2 g)の単独資料である。

• N26-⑩:自然面と節理面は淡褐色，内部が青灰色のチャートである。剥片 l点 (37.0g)の単独資料で

ある。

なお，母岩分類のできなかった資料は，黒曜石の剥片 l点 (0.4g)，チャートの剥片 l点 (0.2g)で

ある。

3)出土遺物(第22--... 24図)

使用痕ある剥片(第22図 1) 1は，チャートの縦長剥片を用いた使用痕ある剥片である。平坦な打面

をもち，正面左側には大きく自然面を残す。また，正面右側には，裏面と同方向の剥離面がある。裏面の

第8表 N26-aブロック母岩別石器組成表

母 王.... ヨ』 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計 磯 合 計

N26-①(An) 21 1 22 22 

N26-⑦(Ch) 1 1 1 

N26-⑨(Ag) 1 1 1 

N26-⑩(Ch) 1 1 1 

その他 (Ob) 1 1 1 

その他 (Ch) 1 1 1 
i口h 計 1 25 1 27 27 

第9表 N26-aプロック石材別石器組成表

母 正!6 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計 穣 合計

黒曜石(Ob) 1 1 1 

安山岩(An) 21 1 22 22 

チャート (Ch) 1 2 3 3 
璃瑞・玉髄(Ag) 1 1 1 

i口L 計 1 
」 」一一

l 25 1L  27 27 

¥GT ，，-....，.匂

ζ二三斗 1123ぷ)

司ミヱミ〉

。産予て三3 ζこコ
2 N26-8-2 B 

N26ー⑨(Ag) 6.2g 

。

第22図 N26-aプロック出土遺物実測図(1 ) 
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(2: 3) 10cm 
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4 N26-8-4 → r N26-8-10 
L N26-8-15 

→ N26-8-6 → r N26-8-7 
LN26-13-2 

→ N26-8-20 

〈之ミ〉
巴〈ユ

自-白
〈ここ~ 5 N26-8-4 

N26ー①-1(An) 
B 

〈ごブ
4.8 B 
4.8g 

Qbtf 

てこニフ己

(2: 3) 

8 N26-8ー 7
N26-13-2 
N26ー①ー1(An) 
B 

8.5g 

10cm 

6 N26-8-1O 
N26-8-15 
N26ー①ー1(An) 
B 

5.7g 

-~-~ 
ζ=ミコ

7 N26-8-6 

9 N26-8-20 

N26-①ー1(An) 
B 
1.4g 

N26ー①-1(An) 
D 
27.9g 

第23図 N26-aブロック出土遺物実測図(2 ) 
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11 N26-8-13 
N26-8-22 
N26ー①-2(An) 
B 

11.8g 

13 N26-8-19 
N26ー①(An)

B 
3.5g 

。

10 r N26-8-13 → rN26-8-12 
L N26-8-22 L N26-13-4 

12 N26-8-12 

(2: 3) 

N26-13-4 
N26ー①-2(An)

B 
8.9g 

第24図 N26-aブロック出土遺物実測図(3 ) 

左側縁に微細な剥離痕がみられる。

10cm 

剥片(第22図2・3) 2は，璃瑞の横長剥片である。平坦な打面をもち，正面は，同一打面からの剥

離面で構成されている。打面直下には，石刃の頭部調整のような，細かな剥離面が連続する。 3は，チャー

トの不定型な縦長剥片である。打面の大部分は，はじけて線状になっている。正面の剥離面は，ほぼ同一

方向の面で構成される。

4)接合資料とその関連資料(第23図4-----9，第24図10-----13) 

. N26-①(第23図4-----9，第24図10-----13) 本母岩は，第23図4と第24図10の2群の接合資料11点

と，非接合資料 11点よりなる。

4は，剥片6点(接合して 4個体)と石核 I点の接合資料である。安山岩の小型の円礁を 3分割'"'-'4分

割したものを石核素材とし，曲面の自然面を打面として，中型不定型の剥片を生産している。打点は広範

囲に移動しており，得られた剥片の正面には，多方向の剥離面が残されている。 6-----8は，いずれも打点

で割れており，剥片生産が順調ではなかったことを物語っている。

10は，不定型な剥片4点(接合して 2個体)の接合資料である。 4の接合資料と異なり，分割した平坦

面を打面にして剥片生産を行っている。
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4の接合資料に含まれる剥片と共通した特徴をもっ。13は，非接合資料の剥片である。

第3文化層

第3文化層は，立J11ローム層N層(下部)からV層にかけて包含されている石器群である。 18か所のブ

ロックが検出されているが，そのうち 11か所が相互に隣接して分布しており，残りの 7ブロックは散在す

る。定型的な石器としては，切出形のナイフ形石器と掻器が主体的で，その他の石器は少ない。また，一

般的には本段階に特徴的な角錐状石器はみられない。なお，複数のブロックで掻器の刃部再生作業が頻繁

に行われている。

L26-aプロック(第25'""27図，第10・11表)

1)ブロックの概要

L26-aブロックは，調査範囲北西部の L26-13・18グリッドに分布する。ブロックの立地は，南北両側

を谷によって開析された，幅 10m'" 20 mの馬の背状の狭い台地上に位置する。ここには，本文化層に帰

属する 11か所のブロックが，東西40m.南北 15mの長楕円形の範囲にまとまって分布しており，接合資

料や同一母岩の共有関係によって互いに結びついている。

ブロックの規模と形状は，直径3.5m程の範囲に 7点の石器群が散漫に分布する。出土層位はW層を中

心に .50cm程の高低差をもって包含されている(第25・26図)。

ブロックを構成する石器群は，ナイフ形石器3点，剥片4点の合計7点で，すべて黒曜石である。

2)母岩の特徴と内容

本プロックから出土した石器群は，黒色不透明で爽雑物が多く含まれる，栃木県高原山産と考えられる
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黒曜石である。接合資料はなく，図示

した 2点のナイフ形石器を除くと，ナ

イフ形石器の小破片と小型の剥片で構

成されていること，色調，央雑物の含

まれ方が微妙に異なることなど特徴が

乏しく，母岩分類はできなかった。類

似石材が周辺ブロックにも多数分布す

ることも，本ブ、ロックで母岩分類がで

きなかった要因のひとつである。総重

量は， 9.9 gである。 第27図 L26-aブロック出土遺物実測図

3)出土遺物(第27図)

ナイフ形石器(第27図1・2) 1は，黒曜石の不整形な縦長剥片を素材とする切出形ナイフ形石器で

ふ

心

。 Kn 

1.6g 

~~Q~d~ 
8 1 L26-18-5 

その他(Ob)

2 L26-13-2 
その他(Ob)

ム
Kn 
5.1g 

。 (2: 3) 10cm 

ある。素材剥片の打面を基部にあて，その両側を入念に調整している。素材の一次面は，先端部左側にわ

ずかに残されている。 2も，黒曜石の縦長剥片を用いたナイフ形石器である。先端，基部ともに欠損して

おり，形態の詳細は不明で、あるが，両側縁に細かな調整加工がみられることから，切出形ナイフ形石器の

一部かも知れない。 1と2は類似した石材を用いてはいるが，色調や不純物の含まれ方が微妙に異なって

おり，同一母岩ではないと考えられる。

なお，図示しなかったが，この他にナイフ形石器の基部の小破片が l点ある。形態は不明である。

第 10表 L26-aブロック母岩別石器組成表

第 11表 L26-aフ、、ロック石材別石器組成表

2 L26-bブロック(第28......_31図，第 12・13表)

1 )ブロックの概要

L26-bブロックは，調査範囲北西部の L26-25，M26-21グリッドに分布する。ブロックの立地は，西側に

隣接する L26-aブロックと共通する。

ブロックの規模と形状は，長軸5.5m，短軸4m程の楕円形の範囲に 61点の石器群が分布する。ブロッ

クの東半部には直径2m程の密集部があり，本ブロックの 9割以上の石器群が分布する。西半部には数点

の石器が散在する。出土層位はW層を中心に， 50cm程の高低差をもって包含されているが，石器群の密集

部分は比較的よくまとまっている(第28・29図)。

フ、、ロックを構成する石器群は，ナイフ形石器2点，掻器3点，削器 l点，模形石器2点，使用痕ある剥

片 l点，剥片39点，砕片 11点，石核2点の合計61点で，石器石材は，黒曜石55点，安山岩 l点，チャー

ト5点である。焼け礁はみられない。
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2)母岩の特徴と内容

. L26-①:灰色がかった黒色半透明で， φlmm以下の爽雑物をわずかに含む黒曜石である。自然面は平滑

で，やや黄色みを帯びている。本ブロックでは剥片 I点(1.8g)の単独資料であるが， L26-cブ

ロックには，本例と接合する剥片素材の石核 l点がある。

. L26-②:黒色半透明で，黒色の縞が入り ，o 1 mm"'" 2 mmの爽雑物を含む黒曜石で、ある。石器群の内訳は，

使用痕ある剥片 l点、，剥片 5点(接合して 4個体)の合計6点で，総重量は 23.2 gである。同

一母岩は， L26-eブロックに l点ある。

. L26-③:漆黒色不透明で，ゆ 1mm"'" 2 mmの爽雑物を多量に含む黒曜石で、ある。石器群の内訳は，掻器 I

点と，その刃部再生剥片 2点で，すべて接合する。掻器 I個体の単独資料として本ブロックに搬

入され，刃部の再生がなされたと考えられる。総重量は 12.2gである。

. L26-④:黒色半透明で，形状の整った円形の爽雑物を含む黒曜石である。石器群の内訳は，掻器 l点，

剥片4点の合計5点で，掻器 l点と剥片 l点は表裏で接合する。総重量は 11.0 gである。

. L26-⑦:黒灰色不透明で，大小の爽雑物を多量に含む黒曜石である。削器 I点 (42.2g) の単独資料

であるが，母岩分類のできなかった資料の中に，類似した石材が若干ある。

. L26-⑩:青灰色から赤褐色にまで変異するチャートである。節理が発達しており，あまり良質で、はな

い。赤褐色は被熱のためかも知れない。模形石器 l点(19.9g) の単独資料である。

. L26-⑩:緑がかった灰白色の安山岩である。剥片 l点(13.7g) の単独資料である。

. L26-⑪:黒色で，きめ細かいチャートである。小型の剥片 l点 (0.6 g) の単独資料である 0

・L26-⑫:赤みを帯びた乳白色のチャートである。剥片 l点 (0.9 g) の単独資料である。

. L26-@ :青灰色で，きめ細かいチャートである。剥片の欠損品 1点 (0.6 g) の単独資料である。

. L26-@ :自然面が檀褐色，内部が青灰色で，きめ細かいチャートである。模形石器 l点 (7.5 g) の単

独資料である。

なお，母岩分類のできなかった資料に，黒曜石のナイフ形石器2点，剥片25点，砕片 11点，石核 l点

(総重量33.3g)がある。

3)出土遺物(第30・31図)

ナイフ形石器(第30図 1) 1は，黒曜石の縦長剥片を素材とする，基部調整のナイフ形石器である。

素材剥片の打面を基部に残して，基部の両側に細かな調整加工を施している。上半部は正面側から大きく

欠損している。

掻器(第30図2・3) 2は，黒曜石の掻器である。厚手で不定型な剥片を素材とする。素材の打面を

大きく残し，それ以外の部位に調整加工を行っている。素材の長軸と石器の長軸は，ほぼ一致する。刃部

中央には，緩やかな刃部の曲線を断ち切るような，扶れた大きな剥離痕がみられる。これは，刃部再生を

行った形跡と考えられる。本遺跡で数例観察された掻器の刃部再生は，まず第一に刃部中央を大きく折り

取り，次にその両脇を細かく調整して刃部を再生するものである。したがって，再生時の調整が少ない場

合，刃部中央に折り取りの面が残されることになる。もっとも，このような刃部の状態で，掻器としての

機能を充分に果たし得たかは疑問が残る。 3も，黒曜石の掻器である。 2と同様，厚手で不定型な剥片を

素材とする。素材の長軸と石器の長軸は大きくずれている。ところで，実測図下端にみられる最終的な刃

部は，調整加工が少なく，掻器特有の急角度の刃部とは言い難い形状である。これは，刃部が製作途上で
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欠損し，廃棄されたためと考えられる。その一方で，元々の刃部は素材剥片の末端部(実測図左側縁)に

あり，繰り返し刃部の再生を行った結果，これ以上再生が不可能なまでに寸詰まりになり，刃部の位置を

大きく変更した可能性もある。

削器(第30図4) 4は，黒曜石の削器である。自然面を打面とする大型の横長剥片を素材に用い，裏

面の一部に刃部を作り出している。正面左側をみると，打面周辺を薄く仕上げるためか，打面から数度の

打撃が加えられている。また，中央の剥離面は末端まで抜け，素材の主要剥離面(裏面)をも切っている。

模形石器(第30図5・6) 5・6とも，チャートの模形石器である。 5は，裏面に素材の主要剥離面

を大きく残し，右側面下半部には自然面がみられる。厚手で，素材はあまり小型の礁ではないようである。

被熱により赤化している。 6は，薄手で左側縁に自然面を大きく残す。上端が細かく潰れており，正面右

側面に模形石器特有の縦長の割れ面がみられる。素材は小型の円礁と考えられる。

使用痕ある剥片(第30図7) 7は，黒曜石の不定型な縦長剥片を用いた使用痕ある剥片である。鋭利
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な左側縁下部に微細な剥離痕がある。

剥片(第30図8"-'11) 8は，安山岩の横長剥片， 9"'11は，黒曜石の不定型な剥片である。 9は，正

面が縞状の細長い剥離面によって被われており，掻器の刃部再生剥片の可能性がある。

石核(第30図12) 12は，黒曜石の厚手の剥片を素材とする石核である。裏面には，素材の主要剥離面

が残されている。厚手の剥片の末端部を切断して打面を作り，中・小型の不定型な剥片を生産している。

4)接合資料とその関連資料(第30図3・第31図13"-'18) 

. L26-①(第31図 16"-'18) 16は，小型の剥片と石核の接合資料である。接合資料からみた剥片剥離作

業は，厚手の縦長剥片を素材とし，素材の長軸と直交する方向で交互剥離を行い， 17を含む小型の剥片を

生産している。石核は，横断面が三角形の稜付き石刃に似る。

. L26-③(第30図3) 3は，掻器に小型の刃部再生剥片 I点が接合する資料である。詳細は上述したと

おりである。

. L26-④(第31図 13"-'15) 13は，掻器 I点と剥片 l点が表裏で接合する資料である。同一打面を用い，

連続して剥離した幅広不定型の剥片の l点を掻器に調整加工したことがわかる。ただし，本母岩は，この

2点の接合資料を除くと，掻器の刃部再生剥片を含む小型の剥片で構成されており，素材剥片の生産は別

遺跡で行われた可能性が考えられる。

第 12表 L26-bブロック母岩別石器組成表

母 正u王J Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器言十 磯 合計

L26一①(Ob) 1 1 1 

L26ー②(Ob) 1 5 6 6 

L26一③(Ob) 1 2 3 3 
L26-④(Ob) 1 4 5 5 

L26-⑦(Ob) 1 1 1 

L26一⑬(Ch) 1 1 1 

L26一⑫(An) 1 1 1 

L26-@(Ch) 1 1 1 

L26-@(Ch) 1 1 1 

L26一@(Ch) 1 1 1 

L26一@(Ch) 1 1 1 

その他 (Ob) 2 25 11 1 39 39 
Z口L 言十 2 21 1 2 1 41 11 1 61 61 

第 13表 L26-bフゃロック石材別石器組成表

母 岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計 磯 l口〉、 呈ロt
黒曜石(Ob) 2 21 1 1 37 11 1 55 55 

安山岩(An) 1 1 1 

チャート (Ch) 2 3 5 5 

l口b、 計 2 21 1 2 1 41 11 1 61 61 

3 L26-cブロック(第32"-' 34図，第 14・15表)

1 )ブロックの概要

L26-cブロックは，調査範囲北西部の L26-19・20・25グリッドに分布する。ブロックの立地は，隣接す

るL26・M26グリッドに分布する他の 10ブロックと共通する。

ブロックの規模と形状は，直径3m程の範囲に 8点の石器群が散漫に分布する。出土層位はW層を中心

に， 30cm程の高低差をもって包含されている(第32・33図)。

ρnυ 円、u
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7.9g 

3 

ζこコ

10cn、3) (2 。L26-19-37 

その他(Ob)

B 
2.3g 

2 

仁ご〉

L26-cフ、、ロック出土遺物実測図第34図

ブロックを構成する石器群は，模形石器 l点，使用痕ある剥片 l点，剥片5点，石核 l点の合計8点で，

石材は，黒曜石7点，チャート l点である。

2)母岩の特徴と内容

. L26-①:母岩の特徴と内容は L26-bブロックで記したとおりである。本ブロックでは石核 l点(19.0

g) の単独資料である。 L26-bブロックの剥片 l点と接合する。

. L26-⑮:自然面は灰褐色，内部は青灰色のチャートである。節理が発達しており，剥離がスムーズに

通っていない剥離面が多い。模形石器 l点(18.0g) の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の使用痕ある剥片 l点，剥片5点(総重量16.4g)がある。
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総じて黒色不透明で，灰白色の爽雑物を多く含む，栃木県高原山産と考えられるものである。

3)出土遺物(第34図)

模形石器(第34図4) 4は，チャートの不定型な剥片を素材とする模形石器である。正面の左右に

自然面がみられることから，原石は小型の円礁と考えられる。裏面の中央部には，大きく主要剥離面が残

る。上下両端は線状に潰れ，表裏に細かな剥離痕がある。

使用痕ある剥片(第34図3) 3は，黒曜石の不定型な縦長剥片を用いた，使用痕ある剥片である。正

面左側には平滑な自然面があり，右側は裏面と同一方向の剥離面である。左側縁は鋭利な縁辺で，刃こぼ

れがみられる。打面は複剥離面で，右側面には細かな剥離面が連続するが，石核の側面調整痕，あるいは

旧作業面と考えられる。

剥片(第34図1・2) 1は，黒曜石の不定型な縦長剥片である。複剥離打面で，正面は裏面とほぼ同

一方向の剥離面で構成されている。打点、で 2つに割れている。 2も黒曜石の不定型な縦長剥片である。下

半部は欠損する。

第 14表 L26-cブロック母岩別石器組成表

母 岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計 磯 i口k 圭ロ+

L26-①(Ob) 1 1 1 

L26一⑮(Ch) 1 1 1 

その他 (Ob) 1 5 6 6 

A口、 計 l 1 5 1 8 8 

第 15表 L26-cブロック石材別石器組成表

4 L26-dブロック(第35......37図，第 16......17表)

1 )ブロックの概要

L26-dブロックは，調査範囲北西部の L26-20グリッドに分布する。ブロックの立地は隣接する L26・M26

グリッドに分布する他の 10ブロックと共通する。

第 16表 L26-dブロック母岩別石器組成表

母 正ιよE4F Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計 磯 lロh、 三ロ+

L26-⑪(An) 1 1 1 

その他 (Ob) 1 1 1 4 1 8 8 

その他 (An) 1 1 1 

L26-⑥(An) 1 1 

L26-⑫(Rh) 1 1 

L26一⑭(Sa) 1 1 
i口k 計 1 21 1 5 1 10 3 13 

第 17表 L26-dブロック石材別石器組成表

母 岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計 礁 合 計

黒曜石(Ob) 1 11 1 4 1 8 8 

安山岩(An) 1 1 2 1 3 

流紋岩(Rh) 1 1 

砂岩(Sa) 1 1 

ム口 計
」ー

1 
」 ~ 1 

」ー
5 1 10 3 13 

。。円。
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ブロックの規模と形状は，長

軸 4m，短軸 2mの楕円形の範

囲に 13点の石器群が散漫に分布

する。出土層位は， IV層を中心に

して， 30cm程の高低差をもって

包含されている(第35・36図)。

ブ、ロックを構成する石器群は，

掻器 l点，加工痕ある剥片2点，

使用痕ある剥片 l点，剥片5点，

砕片 l点で，これに磯3点が加

わる。石器石材は，黒曜石9点，

安山岩 l点である。礁は， 安山

岩，流紋岩，砂岩が各 l点ず、つ出
、、

。
事

*
 
• • • 
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一石器別分布図一L26-dブロック出土遺物分布図(1 ) 第35図

十回-20

この内，

(L26-⑥)は，小破片がL26-eブ

ロックに分布しており，接合する。

礁の重量は， L26-⑥(安山岩)が

211. 6 g， L26-⑫(流紋岩)が36.7 

L26-⑭(砂岩)が8.4gであ

安山岩礁土している。
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2)母岩の特徴と内容

. L26-⑫:緑がかった黄褐色の，

軟質の安山岩である。加

工痕ある剥片 l点 (20.9

g) ---

5m 

• 
.. 

(1:80) 。

の単独資料である。

母岩分類できなかった資料は，

黒曜石の掻器 l点，加工痕ある剥

片 l点，使用痕ある剥片 l点，剥片

4点，砕片 l点(総重量 16.8g)， 

安山岩の剥片 l点 (2.2g)がある。
一一一 20.000m

事. 'lo . . 車
司巳.. 

黒曜石は，黒色不透明で，爽雑物を

多く含む高原山産と考えられるも
一一一 19.000m

一石材別分布図一L26-dブロック出土遺物分布図(2 ) 
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第36図小破片のためのである。掻器は，

図示し得なかった。
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その他(Ob)

で5込3)出土遺物(第37図)

加工痕ある剥片(第37図2) 2は，黒曜石の

不定型な縦長剥片を用いた，加工痕ある剥片であ

る。裏面下端に加工痕がみられる。素材剥片は，

剥離時に打点で 2つに割れている。

使用痕ある剥片(第37図1) 

10c円、

仁三
(2: 3) 

L26-20-55 

その他(Ob)

Uf 
3.8g 

ょフ
。

L26-dブロック出土遺物実測図第37図

剥片を用いた，使用痕ある剥片である。平滑な自

然面を打面とする。正面は，裏面と同一方向の剥

離面で構成されている。本剥片剥離時に打点で割

れているが，割れによって形成された鋭利な縁辺

に，微細な剥離痕がある。

lも2と同様な

(第38""40図，第四・ 19表)L26-eブロック5 

ブロックの立地は，隣接する

1)ブロックの概要

L26-eブロックは，調査範囲北西部の L26-20・25グリッドに分布する。

L26 . M26グリッドに分布する他の 10ブロックと共通する。
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ブロックの規模と形状は，直径5m程の範囲に 28点の石器群が散漫に分布する。出土層位はN層を中

心に， 50cm程の高低差をもって包含されている(第38・39図)。

ブロックを構成する石器群は，ナイフ形石器 l点，削器 l点，加工痕ある剥片 I点，使用痕ある剥片2点，剥

片16点，砕片 l点，石核2点で，磯4点が加わる。石器石材は，黒曜石23点，安山岩 l点で，礁は，安山岩 l

点 (L26-⑥:34.4 g) ，流紋岩3点 (L26-⑧:216.0 g， L26-⑩: 170. 5 g， L26一⑬:22.6 g)である。

2)母岩の特徴と内容

• L26-②:母岩の特徴は， L26-bブロックで記したとおりである。本ブロックでは，中型剥片の折れたも

の l点 (3.6g)が単独出土している。本母岩に帰属する他の資料は， L26-bブロックに分布する 0

・M26-①:暗灰色の安山岩である。表裏は風化により荒れているが，軟質ではない。本ブロックでは，使

用痕ある剥片 1点(16.5g) の単独資料である。同一母岩は， M26-cブロックに I点， M26-fプ

ロックに4点が分布する。

• M26-⑥:黄色みを帯びた黒色不透明の黒曜石である。爽雑物を多く含み，また節理がみられる。石器群

の内訳は，削器 I点，剥片 I点，石核 l点で，総重量は 56.8 gである。削器と石核は大型の剥

片を素材としたもので，搬入品の可能性がある。石核が残されているが，まとまった剥片剥離作

業を行った形跡はない。なお，同一母岩が， M26-cブロックに 2点， M26-fブロックに 2点分布する0

・M26-⑫:黄色みを帯びた黒色不透明の黒曜石である。爽雑物を多く含み，また灰色の帯がみられる。自
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然面は平滑で光沢がある。剥片 l点 (2.4 g) の単独資料である。同一母岩が， M26-bブロック

にl点， M26-cブロックに 8点， M26-fブロックに 8点，ブロック外に 2点分布する。ただし，ブ

ロック間の接合資料はない。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石のナイフ形石器 l点，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥

片 l点，剥片 13点，砕片 l点，石核 l点がある(総重量25.5g)。概ね，黒色不透明で爽雑物を多く含ん

でおり，栃木県高原山産と考えられるものである。 L26-②， M26-⑥， M26-⑫母岩や隣接する他のブロック

の母岩と類似するものもあるが，明瞭な特徴に欠けることから，同一母岩にはしなかった。

3)出土遺物(第40図)

ナイフ形石器(第40図 1) 1は，黒曜石の横長剥片を素材とする切出形のナイフ形石器である。平坦

な打面を残し，末端側の l側縁に表裏から調整加工を施して，切出形に仕上げている。

削器(第40図4) 4は，黒曜石の削器である。大型で不定型の縦長剥片を用い，打面を切断して，左

V 

争②態針。
~ 1 L26-20-31 

その他(Ob)

Kn 
1.2g 
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側縁の上部に組い調整を行っている。上端と右側縁の一部に刃こぼれがみられる。下端は欠損する。

使用痕ある剥片(第40図3. 5) 3は，黒曜石の縦長剥片を用いた，使用痕ある剥片である。左側縁

に刃こぼれがみられる。 5は，安山岩の不定型な剥片を用いた，使用痕ある剥片である。打面に続く右側

縁上半部に刃こぼれがみられる。

剥片(第40図2・6) 2・6は，黒曜石の不定型な剥片である。いずれの資料も正面の剥離方向は一

定しない。

石核(第40図7・8) 7・8は，黒曜石の剥片を素材とする石核である。 7は，平坦な打面を用い，

小型不定型の縦長剥片を生産している。 8は，中型の横長剥片を剥離した痕跡がある。

第 18表 L26-eブ、ロック母岩別石器組成表

母 王'fi Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

L26②(Ob) 1 1 1 

M26 ① (An) 1 1 1 

M26一⑥(Ob) 1 1 1 3 3 

M26一⑫(Ob) 1 1 1 

その他 (Ob) 1 11 1 13 1 1 18 18 

L26一⑥(An) 1 1 

L26ー⑧(Rh) 1 1 

L26一⑩(Rh) 1 1 

L26-⑬(Rh) 1 1 

A 口 計 1 1 11 2 16 11 2 24 4 28 

第 19表 L26-eフ、、ロック石材別石器組成表

6 M26-aブロック(第41"-' 43図，第20・21表)

1 )ブロックの概要

M26-aブロックは，調査範囲北西部の M26-16グリッドに分布する。ブロックの立地は，隣接する L26・

M26グリッドに分布する他の 10ブロックと共通する。

ブロックの規模と形状は，直径2.5m程の円形の範囲に 3点の石器群が分

布する。出土層位は ，N層を中心として，ほぼ水平に包含されている(第42・

43図)。

フやロックを構成する石器群は，ナイフ形石器 l点，剥片2点で，石材は，

3点とも黒曜石である。

2)母岩の特徴と内容

. M26-⑬:黒色半透明で，墨を流したような黒色の縞が入る黒曜石である。

肉眼的に信州産とみることができる。ナイフ形石器 l点 (2.1 g) 

の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片 2点(総重量2.4g) 

がある。いずれも，黒色不透明で爽雑物を多く含むものである。

9
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第41図 M26-aブロック

出土遺物実測図
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一石材別分布図一

第43図M26-aブロック出土遺物分布図(1)

一石器別分布図一

第42図

3) 出土遺物(第41図)

ナイフ形石器(第41図 1) 1は，黒曜石の石刃を素材とした， 2側縁調整のナイフ形石器である。素

材の打面を基部にわずかに残して，左側 l側縁と右側の下半分に，裏面から調整加工をしている。石器の

長軸と素材の長軸は，ほぼ一致する。

M26-aブロック母岩別石器組成表第20表

M26-aフ、、ロック石材別石器組成表第21表

M26-bブロック(第44----46図，第22・23表)7 

ブロックの立地は，隣接する L26・

1)ブロックの概要

M26-bブーロックは，調査範囲北西部の M26-16グリッドに分布する。

M26グリッドに分布する他の 10ブロックと共通する。

ブロックの規模と形状は，長軸3m，短軸2m程の楕円形の範囲に 8点の石器群が分布する。出土層位

はW層を中心に，ほぼ水平に包含されている(第44・45図)。

ブロックを構成する石器群は，剥片5点，石核3点の合計8点である。石器石材は，黒曜石 2点，安山

A
斗
A

4
斗
A



岩5点，珪質頁岩 l点、である。

2)母岩の特徴と内容

. M26-⑫:母岩の特徴は， L26-eブロックで記したとおり，黄色みを帯びた黒色不透明の黒曜石である。ゆ

lmmの爽雑物を多く含む。同一母岩は， L26-eブロックに l点分布する他は， M26-fブロックにま

とまっており，本ブロックでは，掻器の刃部再生に伴う剥片 I点 (0.6 g) の単独資料である 0

・M26-⑭:黒色不透明な黒曜石である。やや灰色がかり， φlmmの爽雑物を多く含む。剥片 l点 (6.6g) 

の単独資料である 0

・M26-⑩:自然面は樫褐色，内部は緑がかった灰色で，黒色の縞が薄墨を流したように入る珪質頁岩であ

る。県南嶺岡産と考えられる。本ブロックでは，大型の剥片 l点 (28.7g)の単独資料であるが，同

一母岩がM26-fブロックに l点ある。

. M26-⑩:黄褐色に風化した安山岩である。 φlmmの夷雑物を多く含み，黒色の縞が多数入る。石核 l点、

(92.5 g)の単独資料である。

なお，母岩に分類できなかった資料として，安山岩の剥片2点，石核2点がある(総重量89.9g)。総

じて褐色に風化し，細かな爽雑物が多数みられる安山岩で，この内，剥片 l点と石核2点は，同一母岩の

可能性もある。

3)出土遺物(第46図)

剥片(第46図1'"'-' 5) 1は，珪質頁岩の不定型な剥片である。正面および左側面の剥離方向は一定せ

ず，多方向からの剥離面で被われている。 2は，黒曜石の不定型な縦長剥片である。正面の剥離方向は，

裏面と同じで一定している。 3・4は，安山岩の不定型の縦長剥片である。 4の正面は，裏面とは異なる

方向の剥離面と自然面で被われている。 5は，黒曜石の小型の剥片で、ある。端部に細かな剥離痕があり，

掻器の刃部再生に伴う剥片と考えられる。

石核(第46図6'"'-'8) 6"'8は，安山岩の石核である。 6は，安山岩の円礁を分割したものを素材

とし，分割面を打面にあて，幅広の不定型な剥片を剥離している。 7は，厚手の剥片を素材として，主要

剥離面を打面に用い，小型の剥片を生産している。 8は，安山岩の円礁を半分に割ったものを素材として，

上端から横長剥片を剥離している。

第22表 M26-bブロック母岩別石器組成表

母 正ιよ玉』 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab P巴 Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

M26⑫ (Ob) 1 1 1 

M26一⑭ (Ob) 1 1 1 

M26一⑮ (Csh) 1 1 1 

M26⑫ (An) 1 1 1 

その他 (An) 2 2 4 4 
A 口 言十 5 3 8 8 

第23表 M26-bフゃロック石材別石器組成表
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8 M26-cブロック(第47'"'-'50図，第24・25表)

1 )ブロックの概要

M26-cブロックは，調査範囲北西部の M26-17グリッドに分布する。ブロックの立地は，隣接する L26・

M26グリッドに分布する他の 10ブロックと共通する。

ブロックの規模と形状は，直径4mの範囲に 40点の石器群が分布する。出土層位はW層を中心に，ほぼ

水平に包含されている(第47・48図)。

ブロックを構成する石器群は，ナイフ形石器2点，掻器 l点，使用痕ある剥片6点，剥片 26点，砕片5

点、の合計40点である。石器石材は，黒曜石32点，安山岩5点，珪質頁岩2点，ホルンフェルス l点である。

2)母岩の特徴と内容

. M26-①:母岩の内容は， L26-eブロックで記したとおり，暗灰色から灰褐色の安山岩である。 L26-eブ

ロックに 1点分布する他， M26-fブロックに 4点まとまっており， M26-cブロックの l点と M26-

fフゃロックの3点が接合する。本ブロックでは，使用痕ある剥片 l点 (4.3g)の単独資料である 0

・M26-②:自然面と節理面は明樫褐色，内部は緑がかった灰褐色の嶺岡産珪質頁岩である。剥片2点の接

合資料(総重量 15.5 g) である。同一母岩は， M26-fブロックに 3点ある。

. M26-③:黒色不透明で，灰色の縞が入る黒曜石である。 φ2mm""'-'3mmの円形の爽雑物を含む。本フ、、ロツ

クの内訳は，使用痕ある剥片 2点(接合して l個体)である (3.0 g)。

. M26-⑥:黒色不透明の黒曜石である。全体に黒みが強く，細かな爽雑物を多く含む。掻器と使用痕ある

剥片各 l点である(総重量 16.3 g)。同一母岩は， L26-eブロックに 3点， M26-fブロックに 2点

分布する。

• M26-⑩:黒色不透明の黒曜石である。全体に灰色がかるが光沢があり，爽雑物は少ない。本ブロックで

は，剥片 l点 (4.6g) の単独資料であるが，同一母岩は， M26-fフゃロックにも l点分布する 0

・M26-⑫:母岩の内容は， L26-eブロックで記したとおりである。本ブロックに分布する石器群の内訳は，

ナイフ形石器 l点，使用痕ある剥片3点，剥片4点で，総重量55.4gである。自然面のある剥

片や石核がみられないことから，剥片剥離作業の中段階の資料群といえる。同一母岩は， L26-e 

ブロックに I点， M26-bブロックに l点， M26-fブロックに 8点ある。

. M26-⑪:黒灰色と灰白色の縞が入るホルンフェルスである。ナイフ形石器 l点 (8.6g) の単独資料で

ある 0

・026-④:黒色半透明で白い縞の入る黒曜石である。爽雑物が散在する。小型の剥片 l点 (0.9g) の単

独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片 13点，砕片5点(総重量4.6g)，安山岩の剥片4

点(総重量 19.7 g)がある。黒曜石の剥片類は，黒色不透明で爽雑物を含むもので， M26-⑫に似た一群

である。概ね，栃木県高原山産と考えられる。安山岩は，表面が黄褐色に風化した爽雑物の多いもので， M26 

①とは異なる内容である。

3)出土遺物(第49・50図)

ナイフ形石器(第49図1・3) 1は，ホルンフェルスの横長剥片を用いたナイフ形石器である。素材

の打面と反対側の l側縁に裏から調整加工を施し，切出形に仕上げている。 3は，黒曜石の横長剥片を用

いたナイフ形石器である。打面側に調整加工がなされているが，下半部は欠失しており，形態は不明である。
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掻器(第49図2) 2は，黒曜石の掻器である。厚手の不定型な剥片を素材として，素材の側縁に弧状

の刃部を作り出している。上端は，折れ面にも加工が及んで、いる。

使用痕ある剥片(第49図4"'8) 4"'8は，黒曜石の不定型な縦長剥片を用いた，使用痕ある剥片で

ある。 5"'8は，正面は多方向からの剥離面で構成されている。

剥片(第49図9'"12) 9・10は，黒曜石の不定型な剥片である。正面にある剥離面と裏面との剥離方

。電ご~~
間
山

志喜多

t1b 13 

とる

M26-17-28ー→ M26-17-27ー

。
じ
り

。 (2: 3) 10cm 

第50図 M26-cフ、、ロック出土遺物実測図(2 ) 

第24表 M26-cフ、、ロック母岩別石器組成表

14 M26ー 17-28ー

M26ー②ー1(Csh) 
B 

1.5g 

15 M26-17-27ー

M26ー②ー1(Csh) 
B 
14.0g 

母 岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax f也 B C D 石器計 磯 合計

M26一①(An) 1 1 1 

M26ー②(Csh) 2 2 2 

M26一③(Ob) 2 2 2 

M26一⑥(Ob) 1 1 2 2 

M26一⑩(Ob) 1 1 1 

M26ー⑫(Ob) 1 3 4 8 8 

M26-@(Ho) 1 1 1 

026ー④(Ob) 1 1 1 

その他 (Ob) 13 5 18 18 

その他 (An) 4 4 4 

ム口 言十 2 1 7 25 5 40 40 

第25表 M26-cフ、、ロック石材別石器組成表

母 岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf 81 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

黒曜石(Ob) 1 1 6 19 5 32 32 

安山岩(An) 1 4 5 5 

珪質頁岩(Csh) 2 2 2 

ホルン7ェルス (Ho) 1 1 1 

A 口 計 2 1 7 25 5 40 40 

p

、υ



向は一定しない。 11は，黒曜石の厚手の不定型な剥片である。打面は平坦な I枚の剥離面で，正面は裏面

と同一方向の剥離面で構成される。下端には底面が付く。 12は，安山岩の不定型な縦長剥片である。

4)接合資料とその関連資料(第50図13----15，第60図17)

. M26-②(第50図13----15) 13は，嶺岡産珪質頁岩の剥片2点の接合資料である。多方向からの剥離の

後に 15(中型の縦長剥片で下半部欠損)を剥離し，同一打面から 14(小型の不定型な剥片)を剥離している0

・M26ー①(第60図17) 17は，剥片の欠損品である。 M26-fブロックの資料と接合しており，後述する。

9 M26-dブロック(第51----54図，第26・27表)

1 )ブロックの概要

M26-dブロックは，調査範囲北西部の M26-21・22グリッドに分布する。ブロックの立地は，隣接する

L26 . M26グリッドに分布する他の 10ブロックと共通する。

ブロックの規模と形状は，直径5mの範囲に 55点の石器群が分布する。出土層位はW層を中心に， 60cm

の高低差をもって包含されている(第51・52図)。

ブロックを構成する石器群は，ナイフ形石器 l点，掻器6点，加工痕ある剥片2点，使用痕ある剥片4

点，剥片35点，砕片6点，石核 l点の合計55点である。石器石材は，黒曜石54点，チャート l点である。

2)母岩の特徴と内容

. M26-④:黒色不透明の黒曜石である。掻器の製作に関わる接合資料2点 (21.8 g) がある。

. M26-⑤:黒色不透明で薄い灰色の縞が入る黒曜石である。本ブロックでは掻器 l点(14.9g) の単独

資料であるが， M26-eブロックに刃部再生剥片があり，接合する0

・M26-⑨・淡褐色で白色の縞が多数入るチャートである。本ブロックでは使用痕ある剥片 l点 (2.1 g) 

の単独資料であるが， M26-fフ*ロックの剥片 l点と接合する。また， 026-bブロックに同一母岩が

3点分布する。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石のナイフ形石器 l点，掻器3点，加工痕ある剥片 2点，使

用痕ある剥片3点，剥片35点，砕片6点，石核 1点がある(総重量 169.4g)。総じて，黒色不透明で爽

雑物を含む，栃木県高原山産と考えられるものである。信州産と考えられる黒曜石はみられない。

3)出土遺物(第53・54図)

ナイフ形石器(第53図 1) 1は黒曜石の横長剥片を用いたナイフ形石器である。打面側の一部に無加

工の部分を残し，それ以外の全体に調整加工を施し，切出形に仕上げている。

掻器(第53図2----5，第54図14----19) 2は，黒曜石の横長剥片を用いた掻器である。右側面には切

断面があり，部分的に加工が及んでいる。素材の打面はポジティブな剥離面で，その打面から正面に向け

て掻器の刃部に特有の剥離がなされていることから，掻器の刃部再生剥片を利用したと考えられる。 3は，黒

曜石の不定型な剥片を素材とする掻器である。素材の主要剥離面側に加工を施している。なお，本掻器の

製作に関わる資料が接合する(第54図17"""'19)04は，黒曜石の不定型で厚手の剥片を素材とした掻器

である。素材の打面側に裏面から加工して，刃部を作り出している。上端の折れ面から正面に剥離がみら

れることから，上半部が欠損した後も利用したと考えられる。 5は，黒曜石の不定型な剥片を素材とする

掻器である。素材剥片の端部に刃部を作り出している。刃部再生剥片が接合する(第54図14"""'16)。

加工痕ある剥片(第53図6・7) 6は，黒曜石の不定型な剥片を用いた，加工痕ある剥片である。右
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側面には裏面から組い調整があり，左側面には折れ面に細かな調整がみられる。素材の主要剥離面には，

掻器と同様の磨滅があり，同種の機能をもっていた可能性がある。上半部は大きく欠損する。 7は，黒曜

石の厚手の不定型な剥片を用いた，加工痕ある剥片である。左側縁の中央に組い調整がみられる。

使用痕ある剥片(第53図8・9) 8は，黒曜石の不定型な剥片を用いた，使用痕ある剥片である。末

端部に刃こぼれがみられる。正面の剥離面は，裏面(主要剥離面)に比べて磨滅していることから，本遺

跡に移動後に剥離されたと考えられる。 9は，黒曜石の不定型な剥片を用いた，使用痕ある剥片である。

打面は，自然面と横方向からの剥離面で構成される。正面の剥離方向は一定しない。右側縁に刃こぼれが

ある。

剥片(第54図10"-'12) 10 '" 12は，黒曜石の剥片である。 10・12は縦長剥片であるが正面の剥離方向

は一定しない。 11は，正面の打面に接して細かな剥離面があり，掻器の刃部再生剥片と考えられる。

石核(第54図13) 13は，黒曜石の石核である。厚手の不定型な剥片を素材として，右側面と裏面から

不定型な剥片を生産している。

4)接合資料とその関連資料(第54図14"-'19)

. M26-⑤(第54図14"-'16) 14は黒曜石の掻器(16)と刃部再生剥片(15)の接合資料である。はじめに，刃

部の中央を大きく割り取って 15を剥離し，その次に中央の大きな剥離面の両側を細かく調整して新たな

刃部を作成している。

. M26ー④(第54図17"-'19) 17は黒曜石の掻器2点の接合資料である。まず不定型の剥片を素材として，

素材の末端部に調整する。この刃部が完成したか否かについては，中央に折れ面があり，明らかでない。

この折れ面は，刃部再生に係る剥離面の可能性もある。次いで，中央部から大きく 2つに割れ，上半部に

ついては，素材の主要剥離面側に調整加工を施して，新たな刃部を作り出している。

第26表 M26-dプロック母岩別石器組成表

母 岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf Bl Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

胞6-④(Ob) 2 2 2 

M26-⑤(Ob) 1 1 1 

M26-⑨(Ch) 1 1 1 

その他 (Ob) 1 3 21 3 35 61 1 51 51 
l口h 計 1 6 21 4 35 61 1 55 55 

第27表 M26-dプロック石材別石器組成表

10 M26-eブロック(第55・56図，第28・29表)

M26-eプロックは，調査範囲北西部の M26-22グリッドに分布する。ブロックの立地は，隣接する L26・

M26グリッドに分布する他の 10ブロックと共通する。

ブロックの規模と形状は，長軸5m.短軸3mの楕円形の範囲に 15点の石器群が分布する。出土層位は

W層を中心に .40cmの高低差をもって包含されている(第55・56図)。

ブロックを構成する石器群は，剥片 15点である。石器石材は，黒曜石 11点，安山岩4点である。
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第55図

M26-eブロック母岩別石器組成表

母 石'" Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計 磯 lロh、圭ロ+

M26⑤(Ob) 1 1 1 

M26-⑦(An) 4 4 4 

M26⑪(Ob) 10 10 10 
i口L 計 15 15 15 

第28表

M26-eフゃロック石材別石器組成表第29表

2)母岩の特徴と内容

. M26-⑤:黒色不透明で、薄い灰色の縞が入る黒曜石である。 M26-dブロックに掻器 l点があり，それに本

ブロックの刃部再生剥片 l点 (4.3g) が接合する。

で，総. M26-⑦:黄色みを帯びた灰褐色の安山岩である。石器群の内訳は，剥片4点、(接合して 3個体)

-57-



重量は 8.2 gである。

• M26-⑪:黄色みを帯びた淡黒色不透明の黒曜石である。爽雑物を多く含む。石器群の内訳は，小型の剥

片 10点で，総重量は 6.4 gである。

3)出土遺物(第 54図)

剥片(第54図 15) 本ブロックの出土遺物は小型の剥片類が大半を占めるため， M26-dフ、、ロックの項で

記した，掻器の刃部再生剥片 l点を図示するに留める。

(第57'"'-'60図，第30・31表)M26-fブロック11 

ブロックの立地は，隣接する L26・

1 )ブロックの概要

M26-eブロックは，調査範囲北西部の M26-17グリッドに分布する。

M26グリッドに分布する他の 10ブロックと共通する。

ブロックの規模と形状は，長軸 5m，短軸 3mの楕円形の範囲に 31点、の石器群が分布する。出土層位は

W層を中心に， 50cmの高低差をもって包含されている(第57・58図)。
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ブロックを構成する石器群は，ナイフ形石器 l点，掻器 l点，使用痕ある剥片 2点，剥片 22点，砕片 l

点，石核4点の合計31点である。石器石材は，黒曜石 18点，安山岩8点，珪質頁岩4点，チャート l点

である。

2)母岩の特徴と内容

. M26-①:母岩の特徴は， L26-eフ、、ロックで記したとおり，暗灰色の安山岩である。石器群の内訳は，剥

片4点で，うち 3点はM26-cブロックの剥片 l点とともに接合する。本ブロックの総重量は， 54.2

gである。

• M26-②:母岩の特徴は， M26-cブロックで記したとおり，緑がかった灰褐色の珪質頁岩である。本ブロツ

このイ也， M26-cブロックに(総重量7.4g)。クでの石器群の内訳は，剥片2点，石核 l点である

2点ある。

. M26-⑥:母岩の特徴は， L26-eブロックで記したとおり，黄色みを帯びた黒色不透明の黒曜石である。夷

雑物を多く含む。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 l点，剥片 l点で，総重量 17.5gである。同

一母岩は， L26-eブロックと M26-cフ、、ロックに分布する。

. M26-⑨:母岩の特徴は， M26-dブロックで記したとおりで，淡褐色で白色の縞が多数入るチャートである。
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本ブロックでは，剥片 l点 (4.7g)の単独資料であるが， M26-dブロックの使用痕ある剥片 l点

と接合する。

• M26ー⑩:母岩の特徴は， M26-cブロックで記したとおり，全体に灰色がかる黒色不透明の黒曜石である。

本ブロックでは，剥片素材の石核 l点 (7.8g)の単独資料であるが，同一母岩は， M26-cブロッ

クに l点ある。

• M26ー⑫:母岩の特徴は， L26-eブロックで記したとおり，黄色みを帯びた黒色不透明の黒曜石である。本

ブロックでの石器群の内訳は，ナイフ形石器 l点，掻器 l点，使用痕ある剥片 l点，剥片4点，

石核 l点で，総重量は 36.1 gである。本母岩は， L26-eブロックに I点， M26-bブロックに l

点， M26-cブロックに 8点，ブロック外に 2点あるが，接合資料はない0

・M26-⑮:母岩の特徴は， M26-bプロックで記したとおり，緑がかった灰色で，黒色の縞が薄墨を流した

ように入る，嶺岡産の珪質頁岩である。本ブロックでは，石核 l点 (25.5g)の単独資料であ

るが， M26-bブロックにも同一母岩がある。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片6点，砕片 l点(総重量2.6g)，安山岩の剥片4点

(総重量5.5g)がある。黒曜石は，黒色不透明の栃木県高原山産と考えられるものである。

3)出土遺物(第59・60図)

ナイフ形石器(第59図1) 1は，黒曜石の横長剥片を素材とする，基部調整のナイフ形石器である。左

側縁は裏面から，右側面は正面から粗い調整加工を行っている。

掻器(第59図2) 2は，掻器の刃部再生剥片である。本剥片剥離時に，打点で2つに割れている。石

材は黒曜石である。

使用痕ある剥片(第59図3・4) 3は，黒曜石の縦長剥片を素材とする使用痕ある剥片である。打点、

で2つに割れた剥片を用いている。鋭利な縁辺の表側に，広く刃こぼれがみられる。 4も黒曜石の縦長剥

片を用いた使用痕ある剥片である。

剥片(第59図5----7) 5"'7は，黒曜石の剥片である。正面の剥離方向が一定しない，不定型の剥片

が主流である。

石核(第59図8----10) 8は，黒曜石の横長剥片を素材とする石核である。素材剥片の裏面側を作業面

として小型の剥片を剥離している。 9も黒曜石の石核である。打面と作業面を入れ替えながら小型不定型

の剥片を生産し，最終的にサイコロ状になっている。 10は，嶺岡産珪質頁岩の不定型な剥片を用いた石核

である。素材の裏面(主要剥離面)を打面として，横長剥片を剥離している。

4)接合資料とその関連資料(第59・60図)

• M26-⑨(第59図11----13) 11 は，チャートの横長剥片(12) と横長剥片を用いた使用痕ある剥片(13)

の接合資料である。 12は，本ブロックの出土であるが， 13は，隣接する M26-dフ9ロックから出土している。

平坦な打面を用い，連続的に横長剥片を剥離しているが， 12の正面には 12・13の主要剥離面とは逆方向の

剥離面がみられ，打面や作業面の広範な移動を伴う剥片剥離作業が想定される。これは， 026-bブロック

で出土している同一母岩の石核のあり方とも一致する。

• M26ー①(第60図14----19) 14は，安山岩の不定型な縦長剥片3点と使用痕ある剥片 l点の接合資料で

ある。粗い複剥離による同一打面を用い，連続して剥離されたものである。 18の正面は荒れており，打撃

痕もあることから，円礁が分割された状態で本ブロックに持ち込まれ，剥片生産を行ったと考えられる。

60 
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8 M26-17-12 

M26ー⑩(Ob)

D 
7.8g 

10 M26-17-23 

M26-⑩(Csh) 

D 
25.5g 

dミP

V9~12 M26-17-22 M26ー⑨ー1(Csh) 
B 

4.7g 

13 M26-22-19 

M26ー⑨ー1(Csh) 

Uf 
2.1g 
(M26-dブロック)
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14 M26-17-26 → M26-17-21 → M26-17-21ー

→ M26-17-33ー

て逗2ア

15 M26-17-26 

M26ー①ー1(An) 

B 
17.8g 

/~ 16 M26-17-21 

M26ー①ー1(An) 

B 

16.4g 

勺翠~

ぐF

V~_' 

17 M26-17-21ー

M26ー①ー1(An) 

Uf 

4.3g 

(M26-cブロック)

9.8g 

ζ二二〉 18 M26-17-33-
M26ー①-1(An) 

B 
10.2g 

。 (2: 3) 10c行1

第 50図 M25-fブロック出土遺物実測図(2 ) 
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17は， M26-cブロック出土である。上半部が欠損するが，右側縁には刃こぼれがある。本フ、、ロックで生産

され，持ち出されている。

第30表 M26-fブロック母岩別石器組成表

母 王叫宝4 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax (也 B C D 石器計 礁 l仁k3 舌ロ+

M26一①(An) 4 4 4 

M26一②(Csh) 2 1 3 3 

M26一⑥(Ob) 1 1 2 2 

M26一⑨(Ch) 1 1 1 

M26⑩(Ob) 1 1 1 

M26一⑫(Ob) 1 1 1 4 1 8 8 

M26一⑮(Csh) 1 1 1 

その他 (Ob) 6 1 7 7 

その他 (An) 4 4 4 
l口込 計 1 1 2 22 11 4 31 31 

第31表 M26-fブロック石材別石器組成表

母 Z叫ゴJ Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計 磯 i口泳 三ロ+

黒曜石(Ob) 1 1 2 11 11 2 18 18 

安山岩(An) 8 8 8 

珪質頁岩(Csh) 2 2 4 4 

チャート (Ch) 1 1 1 

ム口 計 1 1 2 22 11 4 31 31 

12 L26-a '"'-' e . M26-a '"'-' fブロック周辺部(第61・62図、第32・33表)

1 )出土石器群の概要

L26・M26グリッドでは，東西40m，南北 15m程の範囲に，第3文化層に帰属する 11か所のブロックが

まとまって分布していたが，ブロックとブロックの聞にも合計20点の石器群が点在していた(第61図)。

石器群の内訳は，掻器2点，削器 l点，模形石器 l点，使用痕ある剥片 l点、，剥片 5点，石核2点，礁8

点である。石器石材は，黒曜石8点，安山岩 l点、，頁岩 l点，珪質頁岩 l点，チャート l点である。擦は，

流紋岩5点 (L26⑤:305. 1 g ， L26-⑨: 170.8 g)，砂岩 l点 (M26一⑮:19.2 g)，安山岩2点 (M26⑧:

305. 1 g)で， 4母岩に分類した。

2)母岩の特徴と内容

. L26-⑩:黄灰色で青灰色の縞が不定方向に入るチャートである。小型の円礁を素材とする，模形石器 l

点 (5.0g) の単独資料である。

. M26-⑫:母岩の特徴は， L26-eブロックで記したとおり，黄色みを帯びた黒色不透明の黒曜石である。ブ

ロック外での石器群の内訳は，掻器 l点，剥片 l点で，総重量は 13.9gである。 L26-eブロック

にl点， M26-bブロックに l点， M26-cブロックに 8点， M26-fブロックに 8点ある。

. M26-⑫:淡褐色の安山岩である。原石は，拳よりやや小振りの円礁で，剥片剥離作業があまり進行して

はいないで，原石の 7割以上が残っている。石核 l点(147.9g) の単独資料である。

. M26-⑩:黄褐色で軟質の頁岩である。全体にきめ細かく，均質である。剥片 l点(1.0g) の単独資料

である 0

・M26-⑫:自然面，内部とも樟褐色で，部分的に紫色の縞が入る珪質頁岩である。紫色の部分は，玉髄に

似る。石核 l点(13.4g) の単独資料である。
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なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の掻器 l点，削器 l点，使用痕ある剥片 l点，剥片3点が

ある (25.3g)。いずれも黒色不透明で爽雑物の多い，第3文化層通有の黒曜石である。使用痕ある剥片

と剥片は，長さ 1cm'"" 2 cmの小型品である。剥片の中には，掻器の刃部再生に伴うと考えられるものもある。

3)出土遺物(第62図)

掻器(第62図1・2) 1は，黒曜石の厚手不定型の剥片を用いた掻器である。下端に幅の狭い刃部が

あり，その両側は組く，挟るような剥離がみられる。上半部は欠損している。 2は，黒曜石の不定型な剥

片を用いた掻器である。黒色不透明で爽雑物の多い黒曜石で，部分的に灰色不透明のところがある。栃

強弱
どフ

/戸ー

。3 L26-19-4 

L26ー⑩(Ch)

Pi 

5.0g 

1 M26-17-20 

M26ー⑫(Ob)

Es 

8.8g 

V 
〈こ三〉 4 M26-17-1 

M26ー⑫(Ob)

B 
5.1g 

M26-16-3 

その他(Ob)

Ss 

7.2g 

d
q
 

てこ二〉

匂雪

《重診

~ 

7 M26-21-5 
M26ー⑪(An)

D 
147.9g 

2 M26-16-1 

その他(Ob)

Es 

13.4g 

6 M26-17-24 

M26 ⑫ (Csh) 

D 
13.4g 

( 2: 3) 10c町、

第62図 L26-a '"" e . M26-a '"" fブロック周辺部出土遺物実測図
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木県高原山産と考えられるが，石質の特徴が乏しく，母岩分類はできなかった。素材剥片の打面を残し，

ほぽ全周にわたって調整加工がみられるが，下端はとくに厚手で急角度の調整を行っており，下端に限定

された刃部であることがわかる。裏面は，使用のためか，傷だらけである。

削器(第62図5) 5は，黒色不透明の黒曜石を用いた，不定型な剥片を素材とする削器である。裏面

の両側縁に浅く細かな剥離面が連続する。

模形石器(第62図3) 3は，チャートの円礁の一端を用いた模形石器である。

剥片(第62図4) 4は，黒曜石の不定型な剥片である。平坦な大きな打面をもち，正面は同一方向の

剥離面で構成されている。

石核(第62図6・7) 6は，珪質頁岩の剥片を用いた石核である。右側が大きく欠損するため詳細は

明らかではないが，裏面の自然面を打面として，求心的に小型の横長剥片を生産したと考えられる。 7は，拳

よりやや小振りの安山岩の円礁を用いた石核である。チョッパーのような交互剥離によって，横長剥片

を生産している。

第32表 L26-a "-' e・M26-a"-'fブロック周辺部母岩別石器組成表

母 正uミ4f Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計

L26一⑬(Ch) 1 1 

M26一⑫(Ob) 1 1 2 

M26-⑫(An) 1 1 

M26-⑬(Sh) 1 1 

M26-@(Csh) 1 1 

その他 (Ob) 11 1 1 3 6 

L26一⑤(Rh)

L26-⑨(Rh) 

M26-@(An) 

M26-⑬(Sa) 

l口h 計 21 1 1 1 5 2 12 

第33表 L26-a "-' e . M26-a "-' fブロック周辺部石材別石器組成表

母 岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb 

黒曜石(Ob) 21 1 1 

安山岩(An)

流紋岩(Rh)

頁岩(Sh)

珪質頁岩(Csh)

チャート (Ch) 1 

砂岩(Sa)
i口h、 計 21 1 1 1 

13 M27-aプロック(第63'"65図，第34.35表)

1 )ブロックの概要

Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計

4 8 

1 1 

1 1 

1 1 

1 

5 2 12 

磯 合 計

1 

2 

1 

1 

1 

6 

4 4 

1 1 

2 2 

1 1 

8 20 

磯 iロh 圭ロt
8 

2 3 

5 5 

1 

1 

1 

1 1 

8 20 

M27-aブロックは，調査範囲中央部の M27-09・10グリッドに分布する。ブロックの立地は，西に向かつ

て大きく開口する谷頭である。

ブロックの規模と形状は，直径3mの範囲に 19点の石器群が分布する。出土層位はW層を中心に， 30cm

の高低差をもって包含されている(第63・64図)。

ブロックを構成する石器群は，掻器2点，削器 I点，加工痕ある剥片 I点，剥片 10点，砕片5点である。

石器石材は，黒曜石 18点，チャート l点である。

- 66-
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2)母岩の特徴と内容

. M27-②:黒色不透明で爽雑物

寸7

A 
を多く含む黒曜石であ

る。黄色みを帯びた黒

色の縞が部分的にみら

自然面は平滑な
~ . 

0 
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2 

• • • 
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原

大型

石は角礁と考えられる。

石器群の内訳は，

の掻器 l点，削器 I点，

れる。

面が直交しており，

加工痕ある剥片 l点で¥

総重量は 55.3 gであ

る。本ブロックには，製

品だけが分布する 0

・M27-③:青灰色で節理の発達

するチャートである。
5m (1:80) 。

黄色みを帯自然面は，

同
一一一20.000m

-曙・ 0. '" . . ，・・.府叫。。

びる。加工痕ある剥片

の単独

資料である0

・N27-⑩:漆黒色不透明で爽雑

物を多く含む黒曜石で

ある。自然面は，細かな

l点 (25.4g) 

一石器別分布図M27-aブロック出土遺物分布図(1 ) 第63図

あばたをもっ曲面となっ

ている。本ブロックでは小型剥片 l点の単独資料(1.0 g)であるが， N27-aブロックには6点の

石器群が分布する。

(総重量5.8g)。黒色不透明なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片9点，砕片5点がある

小型の資漆黒色不透明で N27 ⑩母岩に似たものの二者がみられるが，でM27 ②母岩に似たものと，

M27-aブロック母岩別石器組成表

母 右μ4 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

M27②(Ob) 11 1 1 3 3 

M27-③(Ch) 1 1 1 

M27一⑩(Ob) 1 1 1 

その他 (Ob) 9 5 14 14 
A 口 計 11 1 2 10 5 19 19 

第34表

M27-aブロック石材別石器組成表

ウ

s
ρnu 

第 35表
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料が中心であるため，

に決定できなかった。

3)出土遺物(第65図)

掻器(第65図1) 1は，黒曜

石の大型厚手で横長の剥片を用い

た掻器である。実測図右側(裏

面)下端には，正面から急角度の

調整加工を行い，掻器特有の刃部

を作り出している。正面左側縁に

は調整加工がなく，素材剥片の打

面を残しているが，右側縁には大

きさの不揃いな小剥離面が連続し

ており，装着を目的とした調整加

工と考えられる。正面には，光沢

のある自然面が広く残されてい

いずれか

E伴料4・・

一一-20.000m る。

一石材別分布図一M27-aブロック出土遺物分布図 (2)第64図
2は，黒削器(第65図2)

~ 

曜石の不定型な縦長剥片を用いた

2 M27-9-2 
M27ー②(Ob)

5s 
8.7g 

Cこ〉

M27-9-5 

M27ー②(Ob)

Es 
43.4g 

倭逮私

I~ dKJ'¥. U J .1'¥¥ /lJ"  
r d予/可i ¥、(¥1 { J、‘/血

4 M27-10-2 
M27ー②(Ob)

Rf 
3.2g 

10c円、

乙コ
( 2・3)。

3 M27-9-3 
M27ー③(Ch)

Rf 
25.4g 

、、

M27-aブロック出土遺物実測図
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削器である。素材の末端に平坦剥離による調整加工がみられる。

素材は，剥離時に打点で 2つに割れた剥片で，鋭利な右側縁には微細な剥離痕が断続的にみられる。これを

使用による痕跡とみると，端部の調整加工は，刃部を形成したものではない可能性もある。

加工痕ある剥片(第65図3・4) 3は，チャートの厚手で不定型の剥片を用いた，加工痕ある剥片であ

る。右側縁の中央部に組い調整がみられる。正面は，自然面と不定方向からの剥離面で構成されている。上

下両端ともに欠損している。 4は，黒曜石の横長剥片を用いた加工痕ある剥片である。右側縁に急角度の調

整がみられるが，ナイフ形石器のように安定したものではない。

第36・37表)(第66--...， 68図，M27-bブロック14 

1)ブロックの概要

M27-bブロックは， M27-aブロックの南東に隣接し， M27-10グリッドに分布する。ブロックの立地は，西

に向かつて大きく閉口する谷頭である。

ブロックの規模と形状は，直径2mの範囲に 5点の石器群が分布する。出土層位はV層である(第66・67

図)。

フ、、ロックを構成する石器群は，使用痕ある剥片 l点，剥片3点，石核 l点である。石器石材は，すべて黒

曜石である。

2)母岩の特徴と内容

. M27-①:黒色不透明で，大型白色の爽雑物を含む黒曜石である。全体に黒みが強く，黄褐色の途切れ途

切れの縞が細かく入る。石核 l点 (24.3g) の単独資料である。

母岩分類できなかった資料に黒曜石の使用痕ある剥片 l点， (総重量25.0g)。剥片3点があるなお，
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1 M27-10-5 

その他(Ob)
Uf 

14.9g 

2 M27-10-3 
その他(Ob)
B 
9.4g 

。

ロ
3 M27-10-4 

( 2 :3) 

M27ー①(Ob)

D 
24.3g 

第68図 M27-bブロック出土遺物実測図

漆黒色のもの，灰黒色のものなど母岩は複数含まれるがいずれも栃木県高原山産と考えられる。

3)出土遺物(第68図)

10cm 

使用痕ある剥片(第68図1) 1は，黒曜石の使用痕ある剥片である。素材は正面が多方向からの剥離

面に被われている，不定型厚手の剥片である。鋭利な右側縁の一部に刃こぼれがみられる。

剥片(第68図2) 2は，黒曜石の不定型な剥片である。打面が欠損する。 lと同様，正面の剥離方向は

一定しない。

石核(第68図3) 3は，黒曜石の石核である。素材は不定型厚手の剥片である。素材剥片の打面部を作

業面として小型の剥片を剥離している。

第36表 M27-bブロック母岩別石器組成表

第37表 M27-bブロック石材別石器組成表

15 M29-aブロック(第69...__71図，第38・39表)

1 )ブロックの概要

M29-aブロックは，調査区南端の M28-91・M29-01グリッドに分布する。ブロックの立地は，西に延びる
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幅40m程の台地の中央平坦部である。

ブロックの規模と形状は，直径4mの範囲に49点の石器群が分布する。出土層位はV層を中心に，最大

80 cmの高低差をもって包含される(第69・70図)。

ブロックを構成する石器群は，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片5点，剥片36点，砕片7点である。

石器石材は，黒曜石が42点と主体を占め，珪質頁岩4点、，頁岩 l点，璃瑠2点が加わる。

2)母岩の特徴と内容

. M29-①:黒色不透明で，ゆ lmm'"'-'2mmの爽雑物を多く含む黒曜石である。青灰色の細い縞が数条みられ

る。自然面はザラザラで光沢がない。石器群の内訳は，使用痕ある剥片2点，剥片6点で，総重

量は 18.8gである。

. M29-②:黒色不透明で，爽雑物を少量含む黒曜石である。自然面は淡黒色で，内部は光沢に富む。石器

群の内訳は，加工痕ある剥片 l点，剥片 l点で，総重量は 3.9gである。

. M29-③:黒色不透明で，爽雑物を含む黒曜石である。 M29①やM29-②母岩に比べて，やや黄色みを帯び

る。自然面は黒灰色で平滑で、ある。石器群の内訳は，剥片2点で，総重量は 4.4gである。

. M29-④:黒色不透明で，ゆ 3凹以上の爽雑物を多量に含む黒曜石で、ある。自然面は黒灰色で，平滑面と

曲面が近接してみられる。剥片 I点 (2l.0 g) の単独資料である。

. M29-⑤:樺色と乳白色が混在する，良質の璃楢である。剥片2点で，総重量 1l.2 gである。

. M29-⑥:樟褐色と灰白色，暗灰色の帯が入る珪質頁岩で，嶺岡産と考えられる。自然面も樫褐色，灰褐

色を呈し，平滑な面が多い。使用痕ある剥片 l点(16.4g) の単独資料である。

. M29-⑦:淡褐色で黄灰色の節理をもっ東北系の頁岩で、ある。明褐色及び暗褐色の縞が水平に入る。使用痕

ある剥片 l点 (5.1 g) の単独資料である。

. M29-⑧:淡褐色から暗褐色にかけて漸移的に変化する珪質頁岩である。石器群の内訳は，剥片2点，砕

片 l点で，総重量2.6 gである。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の使用痕ある剥片 l点，剥片22点，砕片6点がある(総重

量16.3 g)。黒色不透明で爽雑物を含み， M29-①'"'-'M29-③のいずれかに類似するようであるが，小型の資

第38表 M29-aブロック母岩別石器組成表

母 岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計 磯 l仁入3 呈ロ+

M29-① (Ob) 2 6 8 8 

M29一② (Ob) 1 1 2 2 

M29-③ (Ob) 2 2 2 

M29-④ (Ob) 1 1 1 

M29ー⑤ (Ag) 2 2 2 

M29一⑥(Csh) 1 1 1 

M29-⑦ (Sh) 1 1 1 

M29-⑧(Csh) 2 1 3 3 

その他 (Ob) 1 22 6 29 29 
z口b、 計 11 5 36 7 49 49 

第39表 M29-aフゃロック石材別石器組成表

母 王U宝A Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器計 磯 i口泳 三ロi一
黒曜石(Ob) 11 3 32 6 42 42 

珪質頁岩(Csh) 1 2 1 4 4 

頁岩(Sh) 1 1 1 

蒋瑠・玉髄(Ag) 2 2 2 
i口当、 計 11 5 36 7 49 49 
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料が多いこと，各母岩の中間的な様相にもみえることなどから，分類しなかった。

3)出土遺物(第71図)

加工痕ある剥片(第71図6) 6は，黒曜石の不定型な剥片を素材とする，加工痕ある剥片である。正面

右側縁に粗い調整加工があり，左側縁から末端にかけては，刃こぼれがみられる。

使用痕ある剥片(第71図 1-----5) 1は，東北系頁岩の縦長剥片を用いた使用痕ある剥片である。幅広の

平坦な打面で，頭部調整がみられる。正面には，主要剥離面と同一方向の剥離面と， 90度直交する剥離面

がある。末端部に刃こぼれがある。 2.3・5は，黒曜石の不定型剥片を用い，鋭利な縁辺に刃こぼれがみ

られる。 4は，嶺岡産珪質頁岩の不定型な剥片を用いた，使用痕ある剥片である。正面中央には自然面が大

きく残り，その両側に方向の一定しない剥離面がある。素材の打面を除く各縁辺に刃こぼれがみられる。

剥片(第71図7-----13) いずれも黒曜石の中・小型不定型な剥片である。正面を構成する剥離面の方向

は，主要剥離面と概ね同方向である。

16 N27-aブロック(第72-----90図，第40・41表)

1 )ブロックの概要

N27-aブロックは，調査区中央部の N27-14グリッドに分布する。ブロックの立地は，台地中央の平坦面

である。

ブロックの規模と形状は，直径4mの範囲に 127点の石器群が分布する。出土層位はV層を中心に， 50cm 

程の高低差をもって包含されている(第72""79図)。後述するとおり，良好な接合資料が得られたが，各

母岩の構成石器ともブロック全域に広がっており，特定の母岩がブロックの一角に偏在して分布する傾向は

みられなかった。また，剥片剥離作業に関連する資料とナイフ形石器，掻器，使用痕ある剥片などとの聞に

も，分布上有意な偏りは認められなかった。多様な行為が累積的になされた結果なのか，不要品としてまと

めて捨てられたものか，判断し得ない状況である。

ブロックを構成する石器群は，ナイフ形石器 l点，掻器5点，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片 l点，

剥片 104点，砕片 5点，石核 10点である。石材は，加工痕ある剥片 l点が粘板岩である他は，すべて黒曜

石である。本ブロックは第3文化層の他のフゃロックと同様，栃木県高原山産と考えられる黒曜石で構成さ

れているが，黒曜石 126点の内79点は 10母岩に分けられ， 5母岩は剥片剥離作業に係る良好な接合資料を

得ることができた。また，掻器の刃部再生過程を知るうえで重要な接合資料もある。

2)母岩の特徴と内容

. N27-①:黒色不透明で光沢があり， φ1mm程の爽雑物を多く含む黒曜石である。爽雑物は黄褐色で不整形

のものと灰色で球形のものが混在する。灰色の細い線が，数条平行している。自然面は黒灰色で，

ごつごつしている。石器群の内訳は，剥片 10点(接合して 9個体)，石核 l点で，全点が接合し

てひとまとまりになる。総重量は， 71. 2 gである。接合資料からみて，原石が組く分割され，

1/3程になったものが本ブロックに持ち込まれたと考えられる。本ブロックに限って分布する 0

・N27-②:黒色不透明で光沢があり， φ1mm""3mmの爽雑物を多く含む黒曜石である。自然面は黄褐色で，

黒灰色の細かな線が多数入る。全体に磨減しており，緩やかな曲面となっている。石器群の内訳

は，剥片 17点(接合して 14個体)，石核 l点で， このうち剥片 16点(接合して 13個体)と石

核 l点が接合してひとまとまりになる。総重量は 102.3gである。大型厚手の剥片として持ち込
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まれ，剥片剥離作業がなされたと考

えられる。本ブロックに限って分布

する。

• N27-③:黒色不透明で光沢があり， φlmm

"'4mmの爽雑物を多く含む黒曜石で

ある。石器群の内訳は，剥片 1点，

石核2点(接合して l個体)で，総

重量は 27.0gである。 3点すべて

が接合する。本フキロックに限って分

布する。

• N27-⑤:黒灰色不透明で，ゆ lmm"'2醐の

央雑物が散在する黒曜石である。部

分的に灰色みの強いところもある。

自然面は黄褐色で，光沢のある平滑

面である。原石は，接合資料から判

断して，平滑な自然面が数面ある，

十両2山
N27ー②-1

A 
。 (1:80) 5m 

第78図 N27-aフ'ロック出土遺物分布図(7) 

一石材別分布図(2 )一

小型の角礁と考えられる。石器群の 十九九Eh2ト

N27 ⑦ー1

内訳は剥片2却0点で， このうち剥片

山点(接合して 7個体)がひとつに

接合する。総重量は54.8gである。

本ブロックに限って分布する。

• N27-⑥:黒色不透明で， φlmm"'2mmの爽

雑物を多く含む黒曜石である。自然

面は残されていない。内面は光沢の

ある黒色で，灰色の細い縞が l条み

られる。石器群の内訳は，掻器 l点と

刃部再生剥片2点で，すべて接合す

る。本ブロックの外で製作され，持ち

込まれた掻器に刃部再生作業を行っ

たと考えられる。総重量は23.0gで

ある。本ブロックに限って分布する。

A N27ー⑥一1

。 (1:80) 

. . . 

N27ー①ー1

5m 

第79図 N27-aブロック出土遺物分布図 (8) 

一石材別分布図(3 )一

. N27-⑦:黒灰色不透明で，ゆ lmm程の爽雑物が散在する黒曜石である。自然面は黄褐色で光沢があり，平

滑面が多面体となる角礁である。 N27一⑤と極めて類似した質感であるが，別母岩である。石器群

の内容は，剥片 l点，石核 l点で，相互に接合する。接合資料からみて，原石は拳の半分程度の

小型のものと考えられる。総重量は 31.2 gである。本フ、、ロックに限って分布する。

• N27-⑧:青灰色を帯びた黒色不透明で光沢があり， φlmm"'4mmの爽雑物を多く含む黒曜石である。自然

面は黒灰色で，比較的磨滅している。石器群の内訳は，掻器 1点，剥片7点，石核2点(接合し
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て l個体)で，このうち掻器 l点，剥片5点，石核2点(接合して I個体)が接合してひとまり

になる。総重量は 82.5gである。 N27-①と類似した分割礁の状態で，本フ申ロックに持ち込まれ

たと考えられる。本ブロックに限って分布する。

. N27-⑨:黒色不透明で， φlmm""3mmの爽雑物を多く含む黒曜石である。黒色で平滑な自然面と，黄灰

色で平滑な節理面があり，内面，自然面，節理面ともに強い光沢をもっ。石器群の内訳は，剥片

2点と石核 l点で， 3点とも接合する。総重量は， 60.6 gである。本ブロックに限って分布する 0

・N27-⑩:黒色不透明で，ゆ lmm""4mmの央雑物を含む黒曜石である。内部は光沢があり，灰色の細い縞

が数条平行する。自然面は灰色がかった黒色で光沢はないが，互いに直交する平坦な面があり，も

ともと角礁であったと考えられる。石器群は，剥片5点と石核 l点、で，すべて接合する。総重量

は58.5 gである。本ブロックに限って分布する。

. N27-⑪:黒色不透明で細かな爽雑物が散在する黒曜石である。自然面は，黒灰色で比較的平滑ではあるが

光沢はない。石器群は，掻器 l点とその刃部再生剥片 l点で，互いに接合する。総重量は9.9g 

である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石のナイフ形石器 l点，掻器2点，使用痕ある剥片 l点，剥片

38点，砕片5点，石核 l点(総重量79.9g) と粘板岩の加工痕ある剥片 l点 (3.8g)がある。黒曜石の

石器群は，いずれも黒色不透明で爽雑物を多く含む点で一致しており，上記の母岩に帰属すべき資料も含ま

れていると考えられる。しかし，特徴が不明瞭なものや小型のものなど，不確実なものについては，最終的

に各母岩から除外した。肉眼観察では，すべて栃木県高原山産と考えられる。

3)出土遺物(第80-----90図)

ナイフ形石器(第80図 1) 1は横長剥片を素材とするナイフ形石器である。石器の上下両端が大きく欠

損しており，本来の形態は不明で、あるが，素材剥片の末端側に調整加工がみられることから，切出形の可能

性が高い。

掻器(第80図2-----5) 2""5は，中型厚手で不定型の剥片を素材とする掻器である。素材や刃部の位置

は各例とも共通する。 3"'5は，素材の打面を残し，端部側に刃部を作り出している。 2は素材剥片の打面

を除去してはいるが，素材の用い方や刃部の位置は他の例に類似する。 5は刃部とその両側縁に調整加工が

みられるが，他は刃部に限られた調整である。なお， 2および5は刃部再生に関連する接合資料が得られて

おり，後述する。以上の4点は，本ブロックに製品として持ち込まれた可能性が高い。一方， N27-⑧母岩

は，掻器 l点が剥片や石核と接合しており，本ブロックで製作されたことがわかる。

使用痕ある剥片(第80図6) 6は，中型薄手の不定型剥片を用いた使用痕ある剥片である。正面右側は

平滑な自然面で，その右側の鋭利な縁辺に刃こぼれがみられる。石器下半部は欠損する。

石核(第80図7) 7は，中型厚子の剥片を用いた石核である。正面中央部に素材の主要剥離面を大きく

残し，その両側には小型不定型の剥片を生産した形跡がある。

4)接合資料とその関連資料(第81図)

. N27-①(第81図8-----18) 8は，黒曜石の剥片 10点(接合して 9個体;9'" 17) と石核 I点(18)の

接合資料である。本接合資料からみた剥片剥離作業は，以下のとおりである。①;原石を組く分割する。分

割面は実測図8の上面にある平坦な面である。②;分割面を打面として剥片剥離作業を開始する。打面調

整はなく，平坦な分割面をそのまま利用し，石核の各面から，自然面の残る剥片を剥離したと考えられる。
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第80図 N27-aブロック出土遺物実測図(1)

なお，実測図正面及び左側面にみられる下端からの剥離面は，原石の分割に伴う古い剥離面の可能性がある。

また，実際に本母岩に帰属する，自然面に被われた剥片が全くみられないことから，②の段階までは，本遺

跡以外の場所で実施されたと考えられる。石核上面の平坦面が傷だらけであることも，本母岩が持ち運ばれ

てきた傍証のひとつになると思う。もちろん剥片剥離作業に伴って滑り止めのために打面を擦った可能

性も残されてはいるが，本文化層の剥片の打面を観察した結果，その大半に同様の擦痕がみられないため，

-80-



この考えは採らない。③;石核側面に自然面のない状態で，本格的に剥片剥離作業を行い. 9から 17まで

の剥片を連続して生産している。得られた剥片は，幅広不定型な，縦長剥片である。最終的に石核の全面か

ら剥片が剥離され，石核(18)が残される。

. N27-②(第82"-'84図19"-'35) 19は，黒曜石の剥片 16点(接合して 13個体;20"'-' 22・24・25・

27 "'-'34)と石核 l点 (35)の接合資料である。本接合資料からみた剥片剥離作業は，以下のとおりである。

①;原石から大型厚手の剥片を剥離し，石核の素材とする。実測図 19の裏面には，左方向からの大きな剥

離面が部分的に残っているが，これが素材剥片の主要剥離面である。なお，この段階については本ブロック

外で行われ，石核素材の大型剥片が持ち込まれたと考えられる。②;素材剥片の打面部(実測図 19正面右

端)を交互剥離によって除去する。③;素材の主要剥離面を作業面とし，実測図 19裏面の上位から，中・

小型不定型の剥片を生産する。この過程で20"'-'22が剥離され，実測図23の状態となり，さらに 24・25を

剥離して，実測図26の状態となる。④;実測図26の正面を作業面として，全面ないし部分的に自然面の残

る中・小型の剥片を生産する (27"，-， 29) 0 27は下位の打面から. 28・29は上位の打面から剥離している。

⑤;再び作業面を裏面とし，求心的な打点移動で剥片を得ている。上位の打面から 30・31が，右横位から

32が，下位から 33が剥離される。最終的な石核は，交互剥離と求心的な打点移動の形跡を残している。得

られた剥片は，企画性に乏しい中・小型不定型の剥片であるが，残された資料は，横長剥片が多い。

. N27-③(第85図36"-' 38) 36は，黒曜石の剥片 l点 (37) と石核2点(接合して l個体;38)の接

合資料である。まず，大型厚手の剥片を石核の素材とし，素材剥片の平坦な主要剥離面(実測図36の裏面)

を打面，正面を底面として横長剥片を連続して生産している。打面調整はみられない。

. N27-⑤(第86図42"-'50) 42は，黒曜石の剥片 10点(接合して 8個体;43"'-' 50)の接合資料であ

る。接合資料からみた，剥片剥離作業は，以下のとおりである。①;実測図42の正面，裏面，上面，下面

の各面に自然面が残されていることから小型の角礁を石核素材とし，本ブロックで剥片剥離作業を開始し

たと考えられる。②;実測図42正面を作業面，右側に打面を設定して.43を剥離する。③;②の作業面と

打面を入れ替えて，剥片を数枚剥離する(実測図42の右側面の剥離面)。④;③の作業面を打面，実測図42

の下端を作業面として，剥片を剥離する。⑤;平滑な自然面を打面(実測図42の上面)に用い. 44→45 

→47→46・48→49の順で剥片剥離がなされる。⑥;実測図42の下面を作業面として，左方向から 50を

剥離する。⑦;石核は打面と作業面を頻繁に転移し，サイコロ状になったと考えられるが，本ブロックには

残されていない。得られた剥片は 形状の整っていない横長剥片 (44)や縦長剥片 (49)などで，企画性

に乏しい。

. N27-⑥(第87図55"-' 58) 55は，黒曜石の掻器 l点 (58) と刃部再生剥片2点 (56・57)の接合資

料である。 55は，正面と裏面の剥離方向が一致しない，中型厚手の不定型剥片を素材とする掻器である。石

器長軸と素材の剥離軸は斜交する。刃部再生は，まず刃部中央を大きく折り取る (56)。次に，刃部中央に

できた折れ面の両側を細かく調整し，刃部の形状を整える (57)。この作業に関連した側面調整はなく，刃

部だけがそのまま後退し，寸詰まりの掻器になる (58)。なお，打面は光沢が少なくくすんでおり，正面の

他の剥離面とは状況が異なる。裏面は使用されたためか，あるいは石器の状態で長く持ち運ばれたためか，

傷だらけである0

・N27ー⑦(第85図39"-'41) 39は，剥片 l点 (40) と石核 I点 (41)の接合資料である。拳の半分程

度の黒曜石の角礁を用い，平滑な自然面を打面として，小型不定型の剥片を生産するものである。
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第 81図 N27-aブロック出土遺物実測図(2 ) 
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第82図 N27-aプロック出土遺物実測図 (3)
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. N27-⑧(第88図59......66) 59は，黒曜石の掻器2点(接合して I個体;65) と剥片5点 (60'"64). 

石核2点(接合して l個体;66)の接合資料である。接合資料からみた，剥片剥離作業は，以下のとおり

である。①;原石を組く分割する。分割面は実測図59の上面で，分割以後の剥離面によって切られている

が，中央部右寄りに小さく残っている。なお，この分割面や側面の古い剥離面には.N27-①(第81図8)
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第83図 N27-aブロック出土遺物実測図 (4)

の分割面と同様の傷が付着している。したがって，分割作業及び一部の剥片剥離作業については本遺跡外で

行われ，石核(素材)の移動に伴って傷が付着したこと，傷のない周囲の剥離は接合資料こそないものの，

本遺跡あるいは本フ。ロックで行われた可能性が高いことが考えられる。②;分割面を作業面とし，周囲的な

打点移動と求心的な剥片剥離作業によって，不定型の剥片を剥離する。この作業によって得られた剥片は，

側面から剥離された剥片と形態的差異がみられないことから，目的とする剥片の一部と考えられる。③;実

測図 59の上面を打面として. 60を含む剥片数枚を 59の左端から剥離する。④;60の剥離によって生じた

面を打面. 59上面を作業面として. 61を含む剥片数枚を剥離する。⑤;再び59上面を打面として 62・63

を含む剥片を剥離する。⑥;剥片剥離作業中に石核が2つに大きく割れ.65は剥片の一端に調整加工を施

し，掻器にしている。割れたもう一方の石核は.64を含む剥片を若干剥離し，最終的に 66が残る。石核の
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第 40表 M27-aブロック母岩別石器組成表

Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B 

10 

17 

1 

20 

2 

1 

7 

2 

5 

1 

1 38 

1 

11 1 104 

第41表 M27-aフゃロック石材別石器組成表

C D 

1 

1 

2 

1 

2 

1 

1 

51 1 

5110 

形状は，表裏両面を作業面とし，多方向から剥片を剥離した盤状のものとなっている。

O.5g 

76 N27-14-63 
N27ー⑪ー1(Ob) 
Es 
9.4g 

10cm 

石器計 磯 合計

11 11 

18 18 

3 3 

20 20 

3 3 

2 2 

10 10 

3 3 

6 6 

2 2 

48 48 

1 1 

127 127 

. N27-⑨(第87図51"-54) 51は，剥片2点 (52・53) と石核 l点 (54)の接合資料である。本接合

資料からみた剥片剥離作業は，以下のとおりである。①;原石を分割して，石核素材を得る。実測図51の

右側面にある節理面が分割面と考えられる。②;51の正面下半を中心に，打面と作業面を入れ替えながら，

剥片剥離作業が実施されるが，剥離がスムーズにとおらず，小さくはじけるように割れている。打面は，繰

り返し打撃が行われたにも関わらず剥離がとおらなかったため，著しく潰れている。③;作業面を上半部に

移し，打面と作業面を入れ替えながら剥片生産がなされる。 51の上端で52が剥離され，この剥離面を打面

として 53が剥離される。残された石核の形状は 直方体となっている。
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. N27-⑩(第89図67--..-73) 67は，剥片 5点 (68'"'-72) と石核 l点 (73) の接合資料である。 67の

接合資料からみた剥片剥離作業は，以下のとおりである。①;拳よりもひとまわり程小振りの，黒曜石の亜

角礁を石核素材とする。②;上下両端で，それぞれ l枚ず、つの剥片を剥離し，打面と底面を設定する。③;

打面調整，側面調整を行わず，平坦な打面を用い，打点を左右に振りながら，順次中・小型不定型の縦長剥

片を生産している (68→69→70→71→72)。作業面の中心は， 67の実測図の左端である。④;作業の終

了した石核は，全周の 1/2程の範囲に作業面をもち，裏側は自然面が広く残っている。

. N27-⑪(第90図74--..-76) 74は，掻器 (76) と刃部再生剥片 (75)の接合資料である。 74は，不定

型の剥片の端部に刃部を作り出した掻器である。刃部再生は 75ともう l枚の剥片を刃部左端から順に剥

離して始まっているが，失敗したのであろうか。剥片を 2枚剥離した段階で作業を中断し，本石器の機能を

停止させている。

17 026-aブロック(第91--..-93図，第42・43表)

1)ブロックの概要

026-aブロックは，調査区東北部の026-06・11グリッドに分布する。ブロックの立地は，北側の谷に向

かう緩斜面である。

フ、、ロックの規模と形状は，直径3m程の範囲に 33点の石器群が分布する。ブロック内は，石器と礁とが

重なって分布しているが，礁はブロックの北端に，直径l.5mの範囲でまとまっている。出土層位はW層を

中心に， 50 cm程の高低差をもって包含されている(第91・92図)。

ブロックを構成する石器群は ナイフ形石器 I点，剥片 19点，砕片2点，石核2点、，磯9点である。石

器石材は，安山岩 12点，黒曜石6点，珪質頁岩3点，頁岩3点である。石器類24点のうち， 14点につい

ては母岩分類が可能で， 5母岩に分類した。礁は 2個体 (026-⑤:248. 9 g， 026⑦: 112. 7 g)で，い

ずれも流紋岩である。 026-⑤は，灰褐色で部分的に赤化しているが， 026-⑦は，内外とも著しく被熱し，

紅色~桃色に変色している。

2)母岩の特徴と内容

. 026-⑥:褐色がかった黒灰色の安山岩である。比較的硬質であるが，全体にザラついている。爽雑物は

ごくわずかである。自然面は褐色でザラついた曲面である。石器群の内訳は，剥片9点で，総重

量は 2l.8 gである。なお，剥片 l点は， 026-bブロックの剥片 l点と接合し， 1個体となる。

. 026-⑧:淡黄褐色で，黒灰色の縞が入る，良質な珪質頁岩である。剥片 l点の単独資料 (0.9g) であ

る。

. 026-⑩:大半は灰褐色で，きめ細かいが，部分的に樫褐色の不純物層が入る珪質頁岩である。石核 l点

の単独資料 (2l.9g) である。

. 026-⑪:暗褐色から黄褐色に変化する珪質頁岩である。節理はみられず，きめ細かい。剥片 l点の単独

資料 (2.0g) である。

. 026-⑫:黄褐色で軟質の頁岩である。自然面も黄褐色で，光沢のある曲面である。石器群の内訳は，剥

片2点で総重量は 7.5 gである。

母岩分類できなかった資料に黒曜石のナイフ形石器 l点，剥片3点，砕片 l点，石核 l点(総重量26.7 

g) ，安山岩の剥片3点(1.0g)，頁岩の砕片 l点 (0.1 g)がある。黒曜石は，ナイフ形石器 l点が淡黒
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色透明の信州産と考えられる資料であり，それ以外の 5点は黒色不透明で、爽雑物の多いものである。後者は，

同一母岩の可能性もあるものの，相互に接合するものはない。周辺ブロックにも類似した資料はみられるが，

特徴が乏しく，母岩分類できなかった。安山岩は026-⑥に類似するが，小型の欠損品で、あり，母岩分類か

らはずした。

3)出土遺物(第93図)

ナイフ形石器(第93図 1) 1は，黒曜石の横長剥片を用いた，切出形のナイフ形石器である。黒曜石は，

淡黒色透明で爽雑物を含まない良質なもので，信州産と考えらる。素材剥片の打面側 l側縁と末端部の大半

に調整加工を行っており，先端部左側に加工のない縁辺をわずかに残している。また，素材剥片の打面は完

全に除去されず，薄く残っている。

剥片(第93図2"'-'5) 2は頁岩， 3"'5は安山岩の剥片である。いずれも不定型で正面の一部に自然面

がみられる。なお， 5は，上半部が026-bブロック，下半部が026-aブロックから出土したものが接合し

ている。

ゆj
ζコ

1 026-11-13 
その他(Ob)

Kn 

J 1.3g 

3026-11-15 

ど〉 026-⑥ (An) 

B 

3.4g 

ぷとフ

〆行苧1 ~(令、

2 026-11-6 

くご二三〉 026ー⑫(Sh)
B 

7.1g ，、 νρ 
5ミJX A 

4 026-11-3 

乙~. ~ 

6 026-6-3 
その他(Ob)

D 
19.6g 

日 Zてき診

。

第93図 026-aブロック出土遺物実測図
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又J
じこミ 5 026-11-7 

026-16-40 
026ー⑥-1(An) 

B 
15.5g 

7 026-6-2 

(2: 3) 

026ー⑩(Csh)

D 
21.9g 

10cm 



石核(第93図6・7) 6は，厚手の剥片ないしは分割礁を素材とする黒曜石の石核である。正面中央や

や左下に，分割面と考えられる剥離面が小さく残る。表裏を作業面として，交互剥離と周囲的な打点移動に

よって不定型の剥片を生産している。素材の面は残されていない。 7は，中型厚手の剥片を用いた，珪質頁

岩の石核である。表裏を作業面とし，交互剥離と周囲的な打点移動によって不定型の剥片を生産している。

裏面には，素材剥片の主要剥離面を大きく残す。

第42表 026-aブロック母岩別石器組成表

母 岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他

026-⑥(An) 

026-③(Csh) 

026一⑩(Csh)

026⑪(Csh) 

026⑫(Sh) 

その他 (Ob) 1 

その他 (An)

その他 (Sh)

026-⑤(Rh) 

026-⑦(Rh) 
A口、 計 1 

第43表 026-aブロック石材別石器組成表

母 岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他

黒曜石(Ob) 1 

安山岩(An)

頁岩(Sh)

珪質頁岩(Csh)

流紋岩(Rh)

ムロ 計 1 

18 026-bブロック(第94"-'98図，第44・45表)

1 )ブロックの概要

B C D 石器計 機 lEL3 三ロt 
9 9 9 

1 1 1 

1 1 1 

1 1 1 

2 2 2 

3 11 1 6 6 

3 3 3 

1 1 1 

5 5 

4 4 

19 21 2 24 9 33 

B C D 石器計 磯 合計

3 1 1 6 6 

12 12 12 

2 1 3 3 

2 1 3 3 

9 9 

19 21 2 24 9 33 

026-bブロックは，調査区東北部の N26-20・026-16グリッドに分布する。ブロックの立地は，北側の谷

に向かう緩斜面である。

フやロックの規模と形状は，長軸7m，短軸4m程の範囲に 60点の石器群が分布する。出土層位はV層を

中心に，最大 1mの高低差をもって包含されている(第94・95図)。

ブロックを構成する石器群は，ナイフ形石器3点、，掻器2点，削器 l点，使用痕ある剥片3点，敵石 l

点，剥片40点，砕片3点，石核4点，礁3点である。石器石材は，黒曜石29点，安山岩23点，流紋岩 l

点，チャート 3点，ホルンフェルス 13点である。石器類57点のうち， 26点については母岩分類が可能で，

9母岩に分類した。礁は 2個体 (N26②:38. 8 g， 026-⑧ :71.9g)で，砂岩と流紋岩である。いずれ

も被熱により赤化している。

2)母岩の特徴と内容

. M26-⑨:淡褐色で白色の縞が多数入るチャートである。 M26-dブロックに使用痕ある剥片 l点， M26-fブ

ロックに剥片 l点が分布しており，互いに接合する。本ブロックの資料は接合しない。石器群の

内訳は，剥片2点，石核 l点で，総重量は 9.5 gである。

. N26-④:青みがかった黒灰色のホルンフェルスである。自然面はなめらかで凹凸のない曲面である。石核
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l点(154.4g)の単独資料である。

. N26-⑤:淡黒褐色で白色の爽雑物の目立つ安山岩である。自然面はザラつく曲面で，拳大の円礁と考え

られる。石器群の内訳は，剥片 l点，石核 l点で，総重量は 133.2gである。

. N26-⑥:淡青灰色の安山岩である。剥片 l点(1.9g)の単独資料である。

.026-①:黒灰色から淡黒褐色に変化する安山岩である。爽雑物は少なく，細い淡褐色の縞が多数入る。自

然面はザラつくが，凹凸の少ない曲面である。石器群の内訳は，掻器 l点，刃部形成の剥片3点

で，互いに接合する。総重量は 77.1gである。

.026-②:内面は黒褐色，自然面は暗褐色で，白色の爽雑物が多数入る安山岩である。石器群の内訳は，削

器 1点，剥片6点で，剥片2点が接合する。総重量は 42.1 gである。
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.026-④:黒色不透明で爽雑物の多い黒曜石である。光沢に富むが，内部は部分的に灰色ににごる。石器

群の内訳は，使用痕ある剥片 l点，剥片4点，石核 l点で，石核 l点と剥片 l点が接合する他，剥

片2点、が接合して l個体になる。総重量は 18.3gである。

.026-⑥:褐色がかった黒灰色の安山岩である。本ブロックでは，剥片 l点(l1.5g)の単独資料である

が， 026-aブロックの剥片と接合する。

.026-⑨:淡黄褐色の流紋岩である。敵石 l点 (35.1 g)の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石のナイフ形石器3点，使用痕ある剥片 2点，剥片 17点，砕

片 l点(総重量28.0g)，安山岩の掻器 l点，剥片5点，砕片2点(総重量 16.8 g) である。黒曜石は，

全て黒色不透明で爽雑物を含むものであるが，ナイフ形石器の一部や小型の剥片の多くは，灰色みが強く，

一つのまとまりを構成するように思われる。それ以外の製品は，単独母岩の可能性もある。したがって，本

ブロック内に限定して黒曜石を考えれば， 026-④と灰色みの強い一群と単独母岩に分類できる。しかし，以

上の点を踏まえた上で，なお，周辺ブロックに分布する資料との異同が不明瞭で、あることから，母岩分類し

なかった。安山岩は，概ね本ブロックに分布する各母岩の，いずれかに帰属すると考えられるが，小型で、

あったり，特徴の乏しい部分であったりして，母岩を決定できなかった。
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3)出土遺物(第96・97図)

ナイフ形石器(第96図 1----3) 1は，黒曜石の横長剥片を用いた，切出形のナイフ形石器である。素材

剥片の末端側 l側縁と打面側の一部に裏面から調整加工を施している。打面に続く鋭利な縁辺には，刃こぼ

れがみられる。黒曜石の特徴は，淡黒色不透明で爽雑物が少ない。 2は，黒曜石の横長剥片を用いた，切出

形のナイフ形石器である。素材剥片の末端側 l側縁と打面側の一部に裏面から調整加工を施している他，裏

面の打癌部にも細かな剥離がみられる。先端部が欠損している。黒曜石の特徴は，黒灰色不透明で灰色の縞

が入り，微細な央雑物が多い。 3は，ナイフ形石器の破片である。黒曜石の横長剥片を素材とし，裏側から

打面を除去しているが，上下右側が欠損しており，形態は不明である。調整が組いことから，未成品かも知

れない。黒曜石の特徴は，黒灰色不透明で爽雑物が多い。

掻器(第96図4) 4は，安山岩の大型不定型の剥片を素材とする掻器である。素材剥片の打面を残し，

末端側に刃部を作り出している。また，両側縁も裏側から調整加工している。なお，本石器の製作に関連し

た接合資料が得られており，後述する。

削器(第96図7) 7は，安山岩の横長剥片を用いた削器で、ある。素材剥片の末端部に，裏面から細かな

調整加工を行っている。

使用痕ある剥片(第96図5・6) 5は，黒曜石の不定型剥片を用いた使用痕ある剥片である。正面にあ

る数枚の剥離面は，いずれも裏面と一致する。末端側に刃こぼれがある。 6は，黒曜石の横長剥片を用いた

使用痕ある剥片である。打面部は欠損するが，その折れ面と末端部に不連続ながら細かな剥離痕がみられる。

剥片(第97図11・12) 11と12は，安山岩の剥片である。 11は，正面にある剥離面の剥離方向が一定

しない横長剥片である。 12は，正面が自然面に被われ，左側が欠損している。

石核(第96図8----10，第97図13) 8は，黒曜石の中型不定型の縦長剥片を用いた石核である。素材

剥片の主要剥離面(実測図左側)を作業面として，両側縁から小型不定型の剥片を生産している。正面中央

及び上端左側に素材の主要剥離面が，上面には打面が残る。 9は，チャートの剥片を用いた石核である。表

裏両面を作業面として，多方向から小型の剥片を剥離している。裏面の左側には素材剥片の主要剥離面が残

る。 10は，安山岩の大型不定型の剥片を用いた石核である。素材の打面及び正面右側面，裏面上半部を作

業面として，不定型な剥片を剥離している。正面には自然面が大きく残されている。 13は，ホルンフェル

スの大型剥片を用いた石核である。上端を作業面として，打面を除去するように剥片剥離を行っている。上

端及び、正面には自然面が大きく残る。なお，正面右側には，裏面よりも古い縦長の剥離面が複数みられる。

本石核の素材は，縦長剥片石核が斜めに壊れたものとも思える。

4)接合資料とその関連資料(第98図14----21)

.026-①: (第98図14----18) 14は，掻器 l点(18)と刃部形成剥片3点(15'"17)の接合資料である。

正面に自然面が大きく残る大型厚手の不定型な剥片を用い，主要剥離面を打面として，刃部形成

のために 15'"18を順次剥離している。ただし， 16・17は，細かな刃部形成のための剥離という

よりは，むしろアクシデントで大きく折れたような形状である。 17の剥離以後に細かな刃部形成

と側面調整を行い，掻器が完成している。

. 026-②: (第98図19----21) 19は，剥片2点 (20・21)の接合資料である。平坦な打面を用い，不定

型な縦長剥片を連続的に剥離している。接合資料には自然面が広くみられることから，比較的初

期の段階の剥片剥離作業であろう。
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第97図 026-bブロック出土遺物実測図(2 ) 

第44表 026-bブロック母岩別石器組成表

Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他 B C D 石器言十 事襲 合計 l

2 1 3 31 

1 1 1 

1 1 2 2 

1 1 

1 3 4 41 

1 6 7 7 

1 4 1 6 6 

1 1 1 

1 1 1 

2 17 1 23 23 

1 5 2 8 8 

1 1 

2 2 

21 1 3 1 40 31 4 57 3 60 

第45表 026-bブロック石材別石器組成表

Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax f也 B C D 石器計 磯 合計

3 21 1 1 29 29 

21 1 17 21 1 23 23 

1 1 2 3 

2 1 3 31 

1 1 1 

1 1 

21 1 3 1 40 31 4 57 3 60 
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19 027-aブロック(第99---101図，第46・47表)

1 )ブロックの概要

027-aブロックは，調査区東北部のN27-20・027-16グリッドに分布する。ブロックの立地は，北側の谷

に向かう緩斜面である。

ブロックの規模と形状は，直径3.5m程の範囲に 12点の石器群が分布する。出土層位はV層を中心に，

20 cmの高低差をもって包含されている(第99・100図)。

ブロックを構成する石器群は，使用痕ある剥片 l点，剥片7点，石核4点、である。石器石材は，すべて黒

曜石である。石器群 12点のうち， 6点については母岩分類が可能で， 2母岩に分類した。

2)母岩の特徴と内容

.027-①:黄色みを帯びた黒灰色不透明で，爽雑物を多く含む黒曜石である。自然面は平滑面で多面体の

ようになっている。石器群の内訳は剥片2点，石核3点(接合して 2個体)で，総重量は91.7 

gである。

.027-②:黒灰色不透明で，φ2mm"'3mmの爽雑物を多量に含む黒曜石で、ある。石核 l点の単独資料(69.2

g)である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の使用痕ある剥片 1点，剥片 5点 (23.3g)がある。黒色

不透明で爽雑物を多く含むものが主体で半透明のものも若干みられるがいずれも類似資料が周辺の各ブ

ロックに分布するが，特徴が乏しく確定できなかった。

3)出土遺物(第 101図)

使用痕ある剥片(第101図1) 1は，黒曜石の縦長剥片を用いた使用痕ある剥片である。正面は裏面と

同一方向の剥離面を主体に構成され，末端部にだけ，裏面と直交方向の剥離面がある。鋭利な両側縁に刃こ

ぼれがみられる。

剥片(第 101図2・3) 2は黒曜石の縦長剥片である。全体に厚手であるが，打癌は発達せず¥裏面は

平坦である。正面は，裏面と直交方向の剥離面で構成される。 3は，正面に自然面を大きく残す不定型の剥

片である。上半部は欠損する。

石核(第101図4---6) 4は，黒曜石の石核である。実測図右面の左側に分割面を，左面下半に自然面

を残す。上面は作業面で，分割面を打面として不定型の剥片を剥離しているが，途中で石核が2つに割れて

いる。 5も4と同一母岩の石核である。打面と作業面を頻繁に入れ替えながら，不定型な剥片を生産してい

る。自然面はみられないが，分割面は実測図上面の下半に細長く残っている。 6は，黒曜石の角磯を分割し

て石核素材としたものである。正面図を起点として，下面と裏面に平滑な自然面が広く残る。分割面を作業

第46表 027-aフゃロック母岩別石器組成表

第47表 027-aブロック石材別石器組成表
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面として，多方向から不定型の剥片を生産している。剥離がスムーズにとおっていない剥離面が多く，良好

な剥片はほとんど生産されていないと思われる。

単独出土遺物(第 102図，第48・49表)

1)概要

ここでは，今まで記述してきたブロックとは直接関連せず，単独で出土した遺物について報告する。単独

出土遺物は，石器9点，礁 l点で，概ね，第3文化層に帰属すると考えられる。石器は，ナイフ形石器 l

点，加工痕ある剥片 l点，剥片4点，石核3点で，石材は，黒曜石3点，安山岩2点，珪質頁岩3点，凝

灰岩 l点である。 9点のうち 5点について，母岩分類することができたが，すべて単独母岩である。

2)母岩の特徴と内容

. M27-④:暗褐色で均質徹密な東北産頁岩である。剥片 l点(12.9g) の単独資料である。

. N26-③:内部は黒みの強い黒灰色，自然面は黄褐色の安山岩である。 φl剛以下の爽雑物を多く含む。石

核 l点 (35.0g) の単独資料である。

. N26-⑧:淡い灰緑色の珪質頁岩である。均質徹密で，かなり硬質である。ナイフ形石器 l点(11.3g)

の単独資料である。

. N27-③:灰色がかる黄緑色の凝灰岩である。粒子はきめ細かく，均質である。石核 l点 (20.1 g)の単

独資料である 0

・P26-①:内部は緑色がかった黄灰色節理面は樫褐色の嶺岡産珪質頁岩である。きめ細かく，均質であ

る。加工痕ある剥片 l点 (4.9g) の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片3点(総重量18.4g)と安山岩の石核 l点 (52.4g) 

がある。いずれも，特徴が乏しいことから，上述のブロックから出土した資料との異同を決定できなかった。

3)出土遺物(第 102図)

ナイフ形石器(第102図 1) 1は，灰緑色をした珪質頁岩のナイフ形石器である。横長剥片を用い，素

材の打面部 l側縁と，末端部の先端と基部とに裏面から調整加工を行っている。正面左側にはポジティブな

剥離面が大きく残っており，本石器の素材が厚手の剥片を素材とする石核から剥離されたことを示している。

W層から出土している。

加工痕ある剥片(第102図4) 4は，珪質頁岩の加工痕ある剥片である。平坦な節理面を打面とする不

定型な剥片を素材とし，裏面の下端に細かな調整加工を施している。裏面左側には，素材の主要剥離面が残

る。

剥片(第102図2・3) 2は，頁岩の不定型な縦長剥片である。正面には自然面が残り，また， 1枚の

剥離面も裏面とは剥離方向が逆である。したがって，本剥片が剥片剥離作業の初期段階に剥離された可能性

が高い。 vn層出土である。 3は黒色不透明で大型の爽雑物が多量に含まれる黒曜石の不定型な剥片であ

る。正面右側には石核時の分割面が残り，その打点周辺は細かく潰れている。

石核(第102図5"-'7) 5は，安山岩の石核である。正面の上端及び下端から裏面にかけて，広く自然

面が残っており，この自然面を打面として不定型な剥片を剥離している。小型で、扇平な円礁を半分程に分割

し，石核の素材に用いたと考えられる。 6は，凝灰岩の石核である。上下に打面を設定し，ほぽ全周を作業
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面として，小型の石刃を剥離している。正面及び左側面は上設により，右側面は下設打面により剥片剥離作

業を行っている。打面は，上下とも複剥離打面である。打面再生と作業面の転移を繰り返し実施しながら石

刃を生産し，作業の進行に従って石刃の企画も小型化したものと考えられる。 7は，内外とも淡褐色の安山

岩を用いた石核である。円礁を分割したものを石核の素材とし，不定型の剥片を各部分から得ている。

第48表単独出土遺物母岩別石器組成表

母 岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他

M27-④(Sh) 

N26一③(An)

N26-③(Csh) 1 

N27-③(Tu) 

P26一①(Csh) 1 

その他 (Ob)

その他 (An)

その他 (Rh)
i口b、 計 1 1 

第49表単独出土遺物石材別石器組成表

母 岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Pi Rf Uf B1 Bs Mb Mc Sp Ha Ab Pe Ax 他

黒曜石(Ob)

安山岩(An)

流紋岩(Rh)

頁岩(Sh)

珪質頁岩(Csh) 1 1 

疑灰岩(Tu)

Z口A 計 1 1 

上層遺構出土遺物(第 103・104図)

1 )概要

B C D 石器計 磯 合計

1 1 1 

1 1 1 

1 1 

1 1 1 

1 1 

3 3 3 

1 1 1 

1 1 

4 3 9 1 10 

B C D 石器計 磯 l口k きロιl 

3 3 3 

2 2 2 

1 1 

1 1 1 

2 2 

1 1 1 

4 3 9 1 10 

ここでは，上層(縄文時代以後)遺構の調査中に出土した資料で，旧石器時代に帰属すると判断した石器

を報告する。なお，実測図を掲載したもの以外に，黒曜石の小型の剥片5点，頁岩の小型の剥片 l点がある。

2)出土遺物(第 103・104図)

ナイフ形石器(第103図1----4) 1は，黒色の東北産頁岩を用いたナイフ形石器である。小型の石刃を

素材とし，平坦な打面を基部に残して，基部の両側縁と先端部左側に，微細な調整加工を行っている。左側

縁の調整加工は，中央で一度途切れている。 2は，暗灰緑色の嶺岡産珪質頁岩を用いたナイフ形石器である。

縦長剥片を素材とし，基部に打面をわずかに残し，左側縁全体と右側縁の基部寄りに調整加工を施している。

石器の長軸と素材の長軸は一致する。 3は，黒色不透明で，青灰色の縞が入札爽雑物を多く含む黒曜石の

ナイフ形石器である。不定型な剥片を素材として，素材の剥離軸を石器の長軸に合わせている。右側縁に急

角度の調整加工がみられるが，上下両端は新しく欠損しており，形態、は不明である。左側縁の鋭利な縁辺に

は刃こぼれがみられる。 4は，淡黄褐色の頁岩を用いたナイフ形石器である。小型の石刃を素材とし，打面

を斜めに切っている。下半部は欠損している。

削器(第103図6) 6は，淡灰緑色の嶺岡産珪質頁岩を用いた削器である。不定型な剥片を素材として，

裏面の両側縁に微細な調整加工を行っている。末端部には，刃こぼれがみられる。
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加工痕ある剥片(第103図8，第104図13) 8は，紫がかった暗褐色の玉髄の加工痕ある剥片である。

正面右側面は細かい剥離痕が密集して潰れていることから，素材は模形石器から剥離された横長剥片と考え

られる。裏面の末端に細かな剥離痕がある。 13は，青みがかった黒灰色不透明で己爽雑物を多く含む黒曜

石である。正面は，石核素材時の分割面が大きく残り，裏面は，打面を組く除去した剥離面がある。下端に

は黒色でザラつく自然面が残る。

使用痕ある剥片(第103図5・9・10) 5は，淡黒色半透明で，球形の爽雑物が散在する良質な信州産

黒曜石である。複剥離打面の中型の石刃で，鋭利な右側縁に刃こぼれがある。左側縁には，石核素材時の分

割面が残る。下端は新しい欠損である。 9は白色不透明の璃噛の使用痕ある剥片である。正面に多方向の

剥離面と平滑な自然面をもっ横長剥片を素材とし，下端に刃こぼれがみられる。 10は，白みがかった明樫

色の璃瑠の使用痕ある剥片である。打面が小さく 正面の剥離面は多方向から横長剥片を用いている。裏面

の下端に刃こぼれがみられる。

剥片(第103図7・11・12，第104図14----21) 7は，淡褐色の安山岩の不定型な剥片である。正面は，

裏面と同一方向の剥離面と，自然面で構成される。下端は，新しく欠損する。 11は，赤みがかった褐色の

頁岩による不定型な剥片である。 12は，暗褐色の東北産頁岩による不定型な剥片である。打面と正面の剥

離面が交互に形成されている。末端はヒンジフラクチャーとなっている。 14は，淡黒色不透明で，爽雑物

の多い黒曜石を用いた，不定型の剥片である。正面左側にある剥離面は，裏面とは 90度異なる。 15は，

淡黄褐色の頁岩による小型剥片である。 16は，樫色がかる乳白色で半透明の璃瑠の縦長剥片である。 17は，

黄色みがかった褐色の安山岩の剥片である。各所が欠損しており，元の形状は不明である。 18は，明樫色

と乳白色の混在する璃瑠の不定型な剥片である。正面は，裏面と直交する方向の剥離面と自然面とから成っ

ている。 19は，黒色半透明で爽雑物を含む黒曜石の横長剥片である。 20は，黒色不透明で爽雑物を含む黒

曜石の縦長剥片である。横断面は三角形で正面には互いに直交する剥離面がみられるが，稜付石刃とは性

格の異なるものであろう。 21は，淡黒色透明で黒色の縞が入る黒曜石の剥片である。本遺跡では数少ない

信州産の黒曜石である。

石核(第104図22)22は，内部は褐色で爽雑物が散在し，自然面は黄褐色の安山岩を用いた石核である。

拳ほどの円礁を 2分割したものを素材とし，分割面を作業面として不定型な剥片を生産している。分割面は

実測図正面中央に縦に細長く残る剥離面である。
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第3章縄文時代

鷲谷津遺跡で検出された縄文時代の遺構は，炉穴 17基，陥穴 l基，土坑 I基の計 19基で，いずれも早

期後半の条痕文系土器期の所産である。炉穴のなかには2基が重複してタコ足状の平面形を呈するものが

含まれており，実際の基数は 19基""20基にのぼるものと思われる。遺構外からは，早期前葉の撚糸文系

土器から中期後半の加曽利 E式土器までの資料が出土しているが，その主体は条痕文系土器であり，当該

期が鷲谷津遺跡の縄文時代の主体をなすといえる。

第 l節炉穴と遺物

SK-21 (第 106図，図版75・106)

N28-06で検出された。長径2.86m，短径0.80mの東西に長い不整長楕円形を呈し，西端と東端の 2か

所に火床面をもっ。掘込みは 70cmとやや深い。遺構の東端はピット状に 20cm"" 30 cmほど深くなってお

り，そこに存在する火床部の焼土堆積の上面がやや挟れていることから，西側の火床面より古い可能性が
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ある。両火床部とも焼土は厚く堆積しているが，火床面の被熱はそれほど顕著で、はない。なお，東側火床

部付近を SI-018に切られている。図示できる遺物はないが，条痕文系土器の小破片数点が出土した。

遺物は l点を図示した。表裏に貝殻条痕文が施される口縁部破片で，口唇部は連続して指頭押捺を加え

ることによって緩やかな鋸歯状を呈する。胎土中には植物繊維を含んでおり，焼成は悪く脆い。茅山下層

式期の資料であろう。ほかに条痕文系土器の小破片が数点出土している。

SK-22 (第 106図，図版75・106)

N28-07で検出された。長径3.09m，短径l.18 mの南北に長い不整長楕円形を呈する。掘込みは最深部

で69cmを測るが，底面の凹凸が激しく一定ではない。底面の南寄りには浅いピット 2基が眼鏡状に掘ら

れており，その部分を火床部としているが，平面形は必ずしも一致せず，焼土堆積はピットのかなり外側

まで、広がっている。 SK-21と同様，焼土の堆積は厚いものの火床面の被熱は弱い。

遺物としては条痕文系土器の小破片が数点出土しており， うち比較的大型の l点を図示した。表裏員殻

条痕文の胴部破片であるが，細別型式は不明で、ある。

SK-38 (第 107図，図版75・106)

N29-02で検出され，一部N28-22に及んでいる。長径l.95 m，短径l.22 mの不整楕円形のプランを有

し，底面はほぼ平坦で42cm程掘り込まれている。火床部は遺構のほぼ中央から北西端にかけて広く分布

しており，焼土の堆積も 15cm 以上と厚いが，火床面の被熱は弱い。遺物は出土しなかった。

SK-39 (第 107図)

N29-02 "" 03にかけて存在する。不整円形を呈する土坑のなかに良好な焼土堆積がみられたことから，炉

穴の火床部のみが遺存したものと判断した。底面から壁面にかけて全体に焼土が厚く堆積しているにもか

かわらず，その焼土が遺構外に全く及んでいないことからも，遺構の上部が削平されたものと考えるのが

妥当であろう。長径74cm，短径68cm，深さ 32cmと小規模で、ある。本跡のすぐ南側にはSD-4が東西に走っ

ており，その関連で遺構の上部が削平された可能性も考えられる。遺物は出土していない。

SK-40 (第 107図)

N28-08 "" 09にかけて存在する。長径l.57 m，短径0.76mの北西~南東に長い楕円形を呈し，深さは

40cmを測る。形状は整っているものの，他の炉穴に比してかなり小規模である。北端に浅いピットが掘込

まれ，その部分に焼土堆積がみられるが，火床面の被熱は顕著で、はない。本跡の北側には足場状の段がつ

いているが，火床部のすぐ上であることを考えると足場である可能性は低い。遺物は出土していない。

SK-41 (第 107図)

L28-25 "" L29-05にまたがっている。付近は撹乱が激しく 西隅を SI-076に切られているため本来の正

確な規模は不明であるが，遺存部で計測する限りでも長径3.49m，短径1.32 mと大規模である。全体で

は北東~南西に長い不整長楕円形を呈しており，中央部がやや浅くなっている。深さは最深部で48cmを

測る。火床部は北東端に lか所あるのみで，遺構の規模のわりには小さい印象を受けることから，西側半
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分は別の遺構であるのかもしれない。遺物は出土していない。

SK-52 (第 108図，図版76・106)

027 -22 "" 028-02にかけて存在する。長径3.16m，短径l.06 mの北西~南東に長い長楕円形を基本と

するが，一部タコ足状の張り出しを有する。あるいは南北に主軸をもっ長径l.80 m程の炉穴が重複して

いるのかもしれないが，深さは約49cmで、均一であり，火床部の状況等にも差異がうかがえないことから

同時に営まれた遺構であると判断した。火床面は4か所あり，いずれも浅くピット状に掘込まれている。

焼土の堆積は良好で，火床面も被熱赤化が進んでいる。

本跡は遺物が比較的豊富であり，計7点を図示した。いずれも表裏条痕文のみの胴部破片で細別型式は

判然としないが， 1""4や7のようにハイガイと思われる放射肋の細かい員殻で深く施文するものと， 5 

や6のように放射肋の幅が広い貝殻で浅く施文するものの二者が存在している。 7は底部付近の胴最下部

の破片で，表面の破片下端には貝殻条痕文が及んでいない。

SK-97 (第 109図，図版76・106)

N28-04に位置し，北端がわずかに N27-24にかかっている。東側を引-086に切られているため全容は不

明であるが，遺存部から推定される形状は不整楕円形である。長径はl.48mが遺存しており，短径はl.06 

m，深さは 56cmを測る。火床部は南西端付近に lか所あるが，焼土の堆積は薄く，火床面の被熱も顕著

ではない。図示できる遺物はないが 埋土中から条痕文系土器の小破片が数点出土している。

SK-98 (第 109図，図版77・106・107)

027 -11 "" 16にかけて検出された。長径3.20m，短径l.21 mの南北に長い不整長楕円形を呈する。中

央部より南側がやや深くなっており，最深部で 66cmとかなり深い。火床部は北端，南端，中央やや南寄

りの 3か所に存在しており いずれも焼土の堆積はそれほど厚くないが 両端の 2か所は火床面の被熱が

顕著である。

遺物は2点を図示した。尖鋭な波頂部をもっ波状口縁深鉢形土器で，表裏に組い貝殻条痕文が施される。

遺存度が低いため確実に判断できないが，おそらく 4単位の波状口縁となろう。胎土中には大量の植物繊

維を含んでいる。茅山下層式期の所産と思われる。出土遺物はこの 2点のみである。

SK-113 (第 110図，図版77・106)

M26-19で検出された。南側を撹乱されているため正確な規模は不明であるが，遺存部から推定される

平面形は長径0.86m，短径0.74mの比較的整った楕円形である。深さは 21cmを測り， SK-39と同様に火

床部の掘込みのみが遺存したものである可能性が高い。焼土堆積は約6cmの厚みを持ち安定しているが，

底面との聞にはロームを主体とする暗黄褐色土層が介在しており，その被熱痕は顕著ではない。遺物は出

土しなかった。

SK-115 (第 110・111図，図版78・106)

N27-04に存在する。 2基の炉穴が重複しており，調査時に SK-115A . SK -115Bと枝番を付した。 SK-115A
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は長径3.23m，短径l.04 mの北東~南西に長い長楕円形を呈し， SK-115BはSK-115Aの北西壁の中央付

近に直交する形で重複する長径0.86m以上，短径0.86mの楕円形のプランをもっ。底面は SK-115Bは比

較的平坦であるがSK-115Aでは階段状を呈しており，深さは SK-115Aが最深部で 76cmとSK-115Bの25cm 

と比較するとかなり深い。火床部は SK-115Aに3か所， SK-115Bにlか所あるが，いずれも底面との間に

は被熱赤化の進んだロームブロックを主体とする層が介在している。 SK-115Bの火床部がSK-115Aの埋土

に切られていることから， SK-115Aのほうが新しいことは確実である。

遺物は 3点を図示した。 1と2は同一個体で， SK-115Bから出土した。 SK-98出土の資料と類似する形

態の波状口縁深鉢で，胎土中には大量の植物繊維を含んでいる。表裏とも貝殻条痕文が組く施されるが，

表面の口縁部直下には認められない。茅山下層式期であろう。 3はSK-115Aから出土した表裏員殻条痕文

の胴部破片である。 SK-115Aは出土遺物が乏しく，時期決定をすることができなかった。

SK-116 (第 110・111図，図版78・107)

N27-09で検出された。周辺は撹乱が激しいが幸い浅く，遺構の最上部が破壊されているのみで全形を

うかがい知ることが可能で、ある。平面形はタコ足状で，最大径は 2.81m，その直交方向の径はl.04 mを

測り，深さは最深部で 54cmで、ある。火床部は北西側に張り出した部分と東側に張り出した部分の 2か所

にあり，いずれも浅いピット状の掘込みを伴っている。ともに焼土の堆積は厚く下位の層の被熱も顕著で，

とくに東側の火床面で、はレンガ状に赤く焼きしまっている。南側には足場と思われる段がついている。

遺物は比較的豊富で、，径の復元可能な 2点を図示した。 1は口縁部から胴下部までが遺存する資料で，

口唇部には指頭押捺が密に施されて緩やかな鋸歯状を呈している。文様は表裏とも員殻条痕文であるがそ

の施文は密である。 2は胴下部の資料で lよりも径は大きいようである。文様は表面が斜位の，裏面が

縦位の員殻条痕文が施されている。ともに茅山下層式期の所産であろう。

SK-117 (第 112図，図版78・107)

N27-08に位置する。北東側でSD-25と接し，西端を擾乱により破壊された不整楕円形の炉穴である。長

径はl.38 mが遺存し 短径はl.16 m 深さ 52cmを測る。底面は平坦で，西寄りに浅い掘込みを伴う火

床部が存在する。焼土はこの掘込みの中に充満しており，火床面は被熱赤化が進んでいる。

図示できる遺物は l点である。胴下部の小破片で，表面には貝殻条痕文が観察できるが裏面は調整痕の

みで無文である。細別型式は不明である。

SK-118 (第 112図，図版78・107)

N27-17で検出された。長径2.99m 短径l.73 mと比較的規模の大きい不整楕円形のプランを有する。

主軸方向はほぼ東西であり，南壁際が西から東へ向かつて下がる 4段の階段状に掘込まれて，深さ 59cm 

を測る東端の最深部に火床部を設けている。焼土堆積の範囲は広く，火床面もレンガ状にしまるほどの熱

を受けている。

遺構の規模は大きいが遺物の出土量は少なく，図示できたのは l点のみである。口径40cmの深鉢形土

器で，口唇部には刻みが密に加えられている。胴中部を「く」の字状に内屈させて稜を設け，口縁部文様

帯と胴部文様帯の境界としている。口縁部文様帯は員殻条痕文を地文に沈線によって幾何学的に区画し，
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区画内は押引き手法による集合結節沈線を充填したり，地文を磨消したり，員殻条痕文をそのまま残した

りしている。沈線の交点には円形竹管を押捺する。胴部文様帯及び裏面全体には員殻条痕文が施されるが，

上方ほど密であり下方は散漫になる。典型的な鵜ヶ島台式の資料である。

SK-119 (第 113図，図版78)

N27-20で検出された。全形は長径l.94 m，短径l.28 mの菱形に近い不整方形を呈するが，深さは 10

cm程と浅い。内部に主軸方向に沿って長楕円形の土坑が掘られ，その北東端に袋状にピットを設けて火床

部としている。火床部のある最深部の深さは 63cmを測る。焼土堆積は 10cm程と厚仁火床面も被熱赤化

が顕著である。遺物は出土しなかった。

SK-120 (第 113図，図版79・106)

N27-22 "-' 23にまたがって存在する。全体ではタコ足状の平面形を呈するが，土層断面から 2基の不整

楕円形の炉穴が重複しているものと判断した。西側に張り出す新しい方をSK-120A，南東側の古い方をSK-

120Bとして報告する。なお，東側は SI-OOlに切られている。 SK-120Aは西端付近に浅い掘込みを設け火

床部としている。焼土の堆積は約 10cmと厚仁火床面はそれほど顕著ではないものの被熱赤化が進んで

いる。 SK-120Bと接する部分にある浅い段は，本跡に伴う足場であろう。 A-A'の土層断面をみると，こ

の部分の埋土がSK-120Bの埋土を切っている。 SK-120Bは底面が北から南へ下る階段状になっており， 56 

cmを測る最深部を火床部としている。火床部に伴うピット状の掘込みと焼土堆積の範囲は一致しない。焼

土の堆積は約20cmと極めて厚いが 火床面の被熱は不明瞭である。

遺物は4点を図示した。 1と2がSK-120A，3と4がSK-120Bからの出土である。 1は比較的直に立ち

上がる口縁部破片で，口唇部の断面はかなり角張っている。表裏面ともに員殻条痕文が粗く施されるが，

裏面ではとくに粗くなっている。 2は砲弾形を呈する尖底土器の底部破片である。表面には縦位の貝殻条

痕文が観察できるが，裏面は遺存状況が不良で、判然としない。 3はわずかに外反しながら立ち上がる口縁

部破片で，口唇部には斜位の刻みが加えられている。表裏とも密に員殻条痕文が施され，表面には縦位の

粗い沈線文様が観察できる。 4は波状口縁深鉢の小破片で， SK-98や SK-115の資料と類似する形態をとる

ものと思われるが，口縁部の断面形態が角張っている点で若干様相を異にする。表面には横位の員殻条痕

文が浅く施されているが，裏面は調整痕のみである。 4点とも茅山下層式期前後の資料と思われ，出土遺

物からは SK-120AとSK-120Bとの新旧関係は判断しがたい。

SK-121 (第 113図，図版79)

N27-07の西端付近に位置し，東側約 1/4をSト127に切られている。長径0.72m 以上，短径O.72mの

小規模な楕円形を呈し，テラス状の段を l段有する。段より下位の掘込み部分を火床部とするが，その範

囲は東端までは及んで、おらず訂-127には切られていない。焼士の堆積は 15cm程あり被熱赤化したローム

ブロック等も含んでいるが，火床面にはほとんど被熱の痕跡はない。 SK-39や SK-113と同様，火床部の掘

込みのみが遺存している可能性が高い。遺物は出土しなかった。
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第2節陥穴と遺物

SK-1 (第 114図，図版74)

M27-23の北西端付近で検出された。長径1.86 m，短径1.02 mの隅丸長方形の平面形を呈する。掘込み

は1.66 mと深く，壁はほぼ垂直に立ち上がるが，北西と南東の隅はややオーバーハングしている。底面

からは計9基のピットが検出されたが， うち 8基は中央部付近に不規則に存在する浅く小規模なもので，

逆茂木を設置した痕跡である可能性が高い。残る l基は南東隅に掘られた径，深さとも約20cmのもので

あるが，その性格は判然としない。埋土最下層には開口期間中に雨水とともに流入したと思われる黒色腐

植土が堆積しており，埋土上層は自然堆積を思わせる状況を呈している。遺物は出土していないが，概ね

早期後半を中心とする時期の所産とみて大過なかろう。

第3節土坑と遺物

SK-112 (第 114図，図版77)

N26-16に所在する。長径1.32 m，短径1.04 mの隅丸長方形を呈する士坑で，比較的整った掘りかたを

SK-1 B' 
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B 

A 18.7m A' 

一'A'

、白

E
h
∞

凶・

SK-112出土遺物

一
号三三雪
、買ラ京;重

第 114園 田ート 112と出土遺物

124 

SK-112 

A.- 一一・A'

A 21.0m A' 

止二f

。 2m (1 : 40) 

。 (1 : 3) 10cm 



持ち，深さは 38cmを測る。埋土中には全体に少量の焼土粒が含まれているが，明瞭な焼土の堆積や火床

面がみられないことから，炉穴ではないと判断した。

遺物は3点出土している。いずれも胴部の小破片で，表裏に貝殻条痕文が施されている。帰属時期の細

別は判然としないが，ほかに検出されている炉穴と概ね同時期とみてよかろう。

第4節遺構外出土遺物

土器(第 115・116図，図版 109・110)

遺構外または後世の遺構埋土中に混入して出土した縄文土器について報告する。計49点を図示した。こ

れで本遺跡で出土した全資料の約半数にのぼっており，総出土量は少ない。そのうち， 1 '" 35が鷲谷津

遺跡C区， 36'" 49がD区から出土した。

1"'19は早期前半の撚糸文系土器である。 1"'5は井草 l式土器である。いずれも口縁部が大きく肥

厚し，肥厚部外面には縄文が施文される。なお， 3は阻厚部上面，すなわち口唇部に撚糸文が横走する希

有な例である。肥厚部の下位には縄文や撚糸文が横走する口縁部文様帯が設けられ， 5点とも遺存してい

ないが，さらに下位には縄文や撚糸文が縦走する胴部文様帯が存在したと思われる。 6"'11は 1"'5に

比して口縁部外面の肥厚が小さくなり，肥厚部外面への縄文施文は継続されるが口縁部文様帯は省略され

ている。井草2式に比定される。 12は口縁部はほとんど肥厚せず文様は口縁部直下から施文された縦位

の縄文のみになっている。夏島式に比定されよう。 13'"15は同一個体である。わずかに肥厚する口縁部

には刻みが加えられ，幅約2cmの無文部を介して胴部文様帯が観察できる。口縁部直下の無文帯の存在か

ら稲荷台式と判断してここに示したが，口縁部の肥厚や刻みの施文といった特徴からみると井草2式期ま

でさかのぼる可能性も考えられる。 16"'19には撚糸文系土器の胴部破片を示した。

20は早期中葉の沈線文系土器である。口縁部は緩やかに内湾し，おそらくハイガイとおもわれる小型の

アナダラ属の貝殻腹縁を連続押捺することによって文様を描出している。田戸上層式と思われる。

21 '" 32には早期後半の条痕文系土器を示した。 21は口縁部付近の破片で，沈線による区画と条痕文の

磨消し，円形竹管の刺突等の特徴から鵜ヶ島台式に比定される。 22は太沈線による区画と集合沈線の充填

によって幾何学的文様が描出されており，野島式と思われる。 23と24は表裏条痕文のみの口縁部破片で，

いずれも口唇部に指頭押捺を加えることによって小波状口縁を作出している。 25は外面に幅6mm'"10 mm 

の隆線を 3条貼付し，その上から員殻条痕文を施している。 26と27は表裏貝殻条痕文の胴部破片である

が，外面に半裁竹管の押引きによる文様が観察できる。 23'"27の5点は，茅山下層式ないし茅山上層式

期の資料であろう。 28'"32には表裏条痕文のみの胴部破片を示した。

33と34は同一個体で，表面に LR単節縄文が横回転施文されるのみである。胎土中には砂粒の混入量

が多く，焼成は良好で堅轍である。前期後半段階の資料であろう。 35は加曽利E式に伴う連弧文土器であ

る。縦回転施文された RL単節縄文を地文に平行沈線が横走しており，破片上端には連弧文の一部である

と思われる沈線が観察できる。 33'"35の3点以外はすべて早期に帰属する資料であった。

36は早期撚糸文系土器の胴部破片である。胴上部ではRL単節縄文が横走し，胴下部では縦走してい

る。前者が頚部文様帯後者が胴部文様帯となろう。井草 l式に比定される。

37は早期後半の条痕文系土器の胴部破片である。胎土中には植物繊維を含み，表裏ともアナダラ属貝殻

腹縁による貝殻条痕文が施されている。主文様が観察できないため細別型式は不明である。
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第 116図遺構外出土縄文土器(2 ) 
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39 
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48 

。 (1 : 3) 
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49 
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38 '"'-'40には前期後半の諸磯式と思われる資料を示した。 38は半裁竹管2本によって施した 4条の平行

沈線を文様要素とするが，小破片であるため全体の文様構成は不明である。 39と40も同様の文様要素で

あるが，押引き手法である点と波状に施文される点で異なっている。半載竹管は 39では径が小さく細い

ものが， 40では 39に比して径が大きく太いものが使用されている。

41と42は前期後半の浮島式期の資料である。ともに口縁部破片で，交互に連続して押した貝殻腹縁文

を文様の基本とする。 41では口縁部直下から幅の狭いものが6段以上が連続して施されている。 42は鉢

形を呈すると思われ，やや内傾する口縁部は無文で，破片下端に l段の員殻腹縁文が観察できる。

43'"'-' 45は同一個体である。尖鋭な工具による沈線が格子目状に粗く施文されている。文様構成からは

判断がつかなかったが，胎土の特徴が41と酷似していることから前期後半の資料と考えここに示した。

46と47は単節縄文が横回転施文される資料である。 46ではRLが， 47では LRが横回転施文され， 47 

で、は結節文を伴っている。前期終末期の所産であろう。

48は十三菩提式の小破片である。破片上端には彫刻手法による小三角形の陰刻文が並び，その下位に半

裁竹管によって施文した集合細沈線が横走している。

49は半裁竹管2本による 4条の平行沈線が縦位波状に 2単位観察でき，双方が交叉して破片でみる限り

ではX字状を呈している。文様要素は 3と類似するが，胎土が撤密で焼成も極めて良好で、あり他の前期後

半の資料とは確実に異なっていることから，中期終末から後期前半にかけての所産であると判断した。

石器(第 117図，図版 108)

1'"'-'4は石錬(Ah)で， 1が安山岩(An)，2'"'-' 4が黒曜石(Ob)製である。 1は石材に規制されたためか他

の3点に比してやや大型で，整った二等辺三角形を呈している。 2では両側縁中央部付近のほぼ同じ位置

に小さな扶り状の剥離が入っており，川わゆる飛行機鍛のような形態が意識されている可能性がある。

5と8はピエス・エスキーユ (Pi)で， 5がメノウ(1a)，8がチャート (Ch)製である。 5は線状の打面を
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有しており模として使用された可能性がある。

6は凝灰岩(Tu)製の有茎尖頭器(Tp)で，縄文時代草創期の所産である。 7も尖頭器(Po)で，先端部と基

部を欠損しており全体の形状は不明であるが， 6よりも大型であり茎のつく可能性は低いであろう。黒曜

石製である。

9は二次調整痕(Rf)のある黒曜石製の剥片で，貝殻状を呈する小剥片の側縁の一部に押圧剥離を加えて

いる。平面形から判断すると石鍛の未製品である可能性も考えられる。

10と11は黒曜石の剥片(8)である。 10は平面が貝殻状を呈しており，二次加工痕は観察できないもの

の石鍛の素材とするべく意識的に剥離されている可能性が高い。 11は下端に折断痕があるが，これも石鍛

の製作を意識した，すなわち剥片の形状を整えるための人為的なものであるかもしれない。

12と13は黒曜石製の石核(D)である。ともにかなり小型になるまで剥片剥離が繰り返されており，これ

以上は不可能ともいえる残核状を呈している。

石製品・土製品(第 118図，図版 108)

lは石錘である。砂岩製で，対称に4か所を打ち欠いて，縄掛けとしている。 2は土器片を利用した土

製円板である。 3は磨石である。砂岩製で，一面のみ激しく磨っており，平滑になっている。 4は凹石で

ある。砂岩製で，石皿に近い平坦な形状をもっ。縁辺が欠けており，敵石としても利用されたことを示し

~ 
<LJ:2) 

忽~L25

M25 3 

N28 4 

~弘
。 (1:2) 10cm 

第 118図 出土石器等実測図(2 ) 
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ている。 5は磨製石斧の断片である。強く被熱しているため，本来とは異なる用途に転用された際，破砕

された可能性がある。

第50表鷲谷津遺跡縄文時代遺構一覧

遺構番号 種別 形状 規模 主軸方向 火床面 備考

SK-l 陥 穴 間丸長方形 186 x 102 x 166 N-06'-W 床面にピット(逆茂木痕か)

SK-21 炉穴 不整長楕円形 286 x 80 x 70 N-78'-W 2 

SK-22 炉穴 不整長楕円形 309 x 118 x 69 N-07'-W 

SK-38 炉穴 不整楕円形 195 x 122 x 42 N-52'-W 

SK-39 炉穴 不整円形 (74) x (68) x (32) N-19'-W 火床面のみ遺存

SK-40 炉穴 楕円形 157 x 76 x 40 N-22'-W 足場状の段がつく

SK-41 炉穴 不整長楕円形 (349) x 132 x 48 N-52'-E <SI-076 

SK-52 炉穴 タコ足状 316 x 106 x 56 N-59--W 4 2基重複の可能性

SK-97 炉穴 不整楕円形 (148) x 106 x 49 N-37'-E <Sト086

SK-98 炉穴 不整長楕円形 320 x 121 x 66 N-12--E 3 

SK-112 土坑 隅丸長方形 132 x 104 x 38 N-08'-E 

SK-113 炉穴 楕円形 (86) x 74 x 21 N-70'-W 

SK-115A 炉穴 長楕円形 323 x 104 x 76 N-33'-E 3 >Sト115B

SK-115B 炉穴 楕円形 (86) x 86 x 25 N-59'-W <Sト115A

SK-116 炉穴 タコ足状 281 x 104 x 54 N-55--W 2 2基重複の可能性

SK-117 炉穴 不整楕円形 (138) x 116 x 52 N-7l'-E <SD-25 

SK-118 炉穴 不整楕円形 299 x 173 x 59 N-79--E 

SK-119 炉穴 不整方形 194 x 128 x 63 N-68'-E 袋状の火床面

SK-120A 炉穴 不整楕円形 (216) x (92) x 55 N-82'-E >SK-120B <Sト001

SK-120B 炉穴 不整楕円形 (152) x (112) x 56 N-3l'-w <SI-001 • SK-120A 
SK-121 炉穴 楕円形 (72) x 72 x 20 N-83'-W <SI-127 
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第4章弥生時代

第 l節住居跡と遺物

弥生時代の住居跡とみられるのは3軒である。後述の土坑とともに，いずれも台地東部に位置し，奈良

時代以降の住居によって切られている。当遺跡では，古墳時代後期後半以降の土地利用が激しく，弥生時

代の遺構には削平されてしまったものもあると考えられる。しかし，弥生時代の遺構がない台地中央部・

南部も，台地東部とほぼ同様の密度で後世の遺構が展開している。もし，それら未検出地帯に弥生時代の

遺構が構築されていたならば，多少の痕跡は残るものと考える。したがって，弥生時代の遺構は，現在確

認されている台地東部に，ほぼ限られていたものと思われる。

なお，以下に報告する中には，中期前半に遡る希有な検出例が含まれている。

引-038(第 120図，図版 111) 

台地東部の，北東寄りに位置する竪穴住居跡である。ゴボウ栽培用掘削機(トレンチャー)の爪痕が縦

横に走り，溝の SD-7が中央部を横断している。このため，壁と床が大きく失われている。硬化した床面

の一部と，径20cm，深さ 47.6cmの小ピット I基がわずかに残存するのみである。わず、かに残っていた暗

黒褐色の覆土中から， 20点余の土器片が出土している。これらはいずれも小片で，しかも様々な時代のも
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第 119図弥生時代遺構配置図
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SI-038と出土遺物

したがって，本跡の形態や時代を特定するのはきわめて困難な状況である。弥生時代

の住居跡と推定した根拠としては，平面形態が引-083に類似していること，出土した土器片の中に弥生

中期前半のものが含まれていたことが挙げられる。

図示した 2点の土器片は，いずれも壷の頚~肩部破片であり，沈線文をもっ。無節の縄文を地文にもつ

壷片(1)は，文様が平行に横走する沈線文と刺突文で構成されている。胎土には砂粒が多く含まれ，淡

い樫色に焼成されている。沈線文の下地が磨かれている壷片(2) は，前者より多孔質で，褐色に焼き上

第 120図

のが混在している。

カfっている。

SI -068 (第 121図，図版38・111) 

台地東部の，南寄りに位置する竪穴住居跡である。東側を SI-067，西側を SI-108に切られており，北

側には撹乱が入っている。遺存状態が悪いだけでなく，昭和 63年度に東側の 3/4が，平成2年度に残り

が分割されて調査されたため，全容の把握は極めて困難であった。結果，壁はほとんど失われ，検出でき

たのは，わずかに窪んで硬化した床のみであった。その範囲から，長径8m，短径7m程度の楕円形ない

し隅丸方形に近い平面形であったのではないかと想定される。主住穴は方形に配置されたとみられる。柱

穴の形態は横長の隅丸方形である。南の主柱穴に並んで，やや西寄りに浅いピットがある。これは，位置

を考慮すると炉の可能性も考えられるが，焼土等は検出されなかった。ほかの小ピットについては，深さ

が30cmから 40cmあるものではあったが 本跡に伴うとする積極的な根拠は見いだせなかった。

本跡に伴うと考えられる遺物は，柱穴内・床覆土から出土した土器である。まず，南東の主柱穴におい

内部の覆土上部から，聾(2 )が l点出土した。底部を欠いているものの，器形を保ったまま入れら

れていた。また，事の上半部 (3)は北西の柱穴内から，底部 (4) は床覆土から出土した。いずれの聾

口縁部は押圧による刻みによって波状を成し，外面は縦あるいは斜位のハケ，内面はへラナデによっ

これらの土器は，弥生時代中期中頃(宮ノ台式前半)に位置づけられよう。

-132-

て，

も，

て調整されている。



…I
l
l
u
-
-
/
/
/
/
/
 

③

つ0

0
一

O

一

(

V

8

5

一
。¥

• C' C.一一

A 

⑧

¥

 

、、、、
¥
 

、、、、
、

。
ーーーーー一一一「

¥_........ 
/ 

ノ
〆

/ 
f 

Sト108 ! 

C' 
一・ 22.40m

C 

B.-

50cm (1:20) 。A' A 

⑥区三三三3⑨

~'22.60m B 

5cm (1:2) 。4m (1:80) 
。

¥一二二二
一¥ご¥ご¥¥

一弓子γ 一一
" ~ :-，，，、/~

，'，，， / 
「一一-fl

3 

10cm (1:3) 。

2 

ロ
引-068と出土遺物

-133-

第 121図



なお，管状土錘(1 )は北壁際の撹乱内から出土した。形態からみて周辺の奈良時代以降の遺物が混入

した可能性が高い。

図版43・111) SI-083 (第 122図，

台地東部， SI-068の北西20mに位置する竪穴住居跡である。南東隅は平安時代前半の引-082によって

大きく切られ，南西隅は古墳時代後期後半の SI-090のカマド部分に切られている。全体の遺存状態も悪

く，後世の削平によって検出面から床までは 20cmほどしか遺存していない。竪穴の形態は，四隅が鋭く，

南辺が長い。隅丸方形というより，台形に近い形状である。柱穴とみられるピットは 5か所ある。東側に

西壁寄りに 2基配置されている。ほぼ中央に地床炉がある。卵形をなす。焼土と白色砂質

火床面はあまり焼けていない。炉の周辺の床は踏み固められて硬化している。

覆土から土器片が70点出土しているが，大半は，遺構重複によって分離が困難であった奈良時代以降

の土師器片である。その中に 弥生時代中期前半のものがわずかにみられた。壷の頚部(3 )は，炉の覆

土と床面で出土した破片が接合したものである。刻みをもっ聾口縁部(2 )と，沈線文と刺突文で飾られ

た査肩部(1)があり，

3基が縦列し，

土が堆積しているが，

両者とも床面から出土している。

隅丸方形という住居の形態は，古墳時代初頭のものに類似するが，該当する遺物はみられず，周囲の状

況からもその時期の住居跡とは考えがたい。したがって 遺存した遺物は少量で、あるが，弥生時代中期前

半の住居跡と推定される。県内全域を見ても 中期前半の住居跡の調査例はきわめて少なく，

一般的な隅丸方形または小判形の住居跡に先だって，

その形態も

台形に近
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い不整方形の住居が用いられていたことを知ることができる貴重な資料といえる。

第2節 土坑(墳)と遺物

弥生時代の土坑(墳)とみられるのは 2基である。先述の住居跡とともに，いずれも台地東部に位置し

奈良時代以降の住居によって切られている。 2基とも中期前半に遡る可能性が高い。

SK-51 (第 123図，図版75・111) 

台地東部に位置する土坑(墳)である。隣接する奈良時代の Sト070と平安時代の引-071の，両者の下

から検出された。調査時においては，掘込みが明確に確認できず，土器片がまとまって出土したために

その範囲を土坑として認識した。すなわち，削平された土坑の底面のみが検出されたと考える。
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第 123図 SK-51と出土遺物
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土器は 2個体ある。査または蓋(5 )は，折返し状口縁部に，粗い LRの単節縄文帯をもち，頭部外面

は縦ノ、ケ，内面は横方向のハケ調整の後にナデによって仕上げられている。口縁部が1/4周ほど遺存する。

外面には赤色塗彩がみられる。胎土には細砂粒が多く含まれるが，雲母は含まれない。

査の破片(1"'4)は，いずれも同一個体である。沈線で区画した磨消し縄文をもっ。破片の形状から，

胴部はかなり球形に近いとみられるが 断片的な破片に限られるため 全体の形態を復原するには至らな

い。また，垂下する逆「く」の字状区画や，弧状の区画の一部が確認できるものの，全体の文様構成を知

るには不充分である。沈線区画内には，無節の縄文を配しており，所々で縄文が区画からはみ出している

ことから，縄文を施した後で区画したことがわかる。文様の外は磨かれており，縄文→磨消し(研磨)→

沈線区画の順に施文されている。内面には横位の条痕をもっ。胎土には，白色の砂粒と雲母が多量に含ま

れる。断面が黒色に焼き上がっている点は 5と大きく異なっている。

1"'4は，文様や調整技法から，弥生中期前半の須和田式最終末の範鴎にはいる土器と考えられる。 5

については，出土状況から同時期のものとみられるが，中期後半の宮ノ台式終末にも類似した土器がある

ので帰属時期を断定するのは難しい資料といえる。

SK-61 (第 124図，図版76・111) 

台地東部に位置する土墳である。 SK-51と隣接し，平安時代の SI-071の中央部下層に検出された。後世

の削平がSK-61自体にまで達し，遺存が悪い。検出時には，土器片が露出するような状況であり，底まで

深くても 15cm，浅いところでは 10cm以下しか残存していなかった。覆土は，ローム粒・焼土粒を少量含

む，暗い茶褐色土~黄褐色土と観察されており，人為的に埋戻されたことがうかがえる。

土壇中央を中心にして，小型の広口壷と聾が l点ず、つ出土している。壷(1 )は中央部に横倒し状態で

まとまって出土し，蓋(2)の破片は査の下から北側にかけて出土している。これらの状況から， この土

墳は，土器を組み合わせて埋設した，土器棺再葬墓であると考えられる。

壷(1)は，口縁部を大きく欠くものの，頚部以下はほぼ完存する。やや内湾気味の口縁部に，沈線文

で区画された縄文帯がめぐる。頚部には縄文を地文として 4条の沈線がめぐる。頚部下端は段になってい

て刺突文が施される。その段に接して浮文が5か所に貼り付けられる。浮文は勾玉の背を貼り付けたよう

な形状で，遺存しているのは 3か所である。浮文の大きさは，長さ 1.97 cm'" 2. 30 cm，幅1.13 cm'" 1. 29 

cmで、ある。肩部には，沈線で区画された円形の磨消し縄文が施されている。浮文の聞にひとつずつ，ほぼ

均等に 5単位が割付けられている。その周囲から胴部は無文であり，研磨されている。底部には縦方向の

へラ削りによって整形した痕がある。頚部文様帯と肩の一部に赤色塗彩が残っており，外面は全体に赤彩

されていたものと思われる。内面は剥離が著しく，器表面の残る部分はわずかであるが，ほぼ全面にわ

たってミガキが施されていたとみられる。胎土は細砂粒を多く含む精良な土で 淡い樫色に焼成されてい

る。

聾 (2 )は底部を欠失し，口縁部の 1/2周弱，胴部の 1/4周が遺存する。口縁端部が波状に押圧され，

外面が斜位のハケ，内面が横位のハケで調整されている。壷に比べて胎土は粗く，赤みの強い樫色に焼き

上がっている。

これらの土器は，弥生時代中期前半の須和田式後半に位置づけられる。
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第 124図 SK-61と出土遺物

第3節遺構外出土遺物(第 125図，図版 110)

弥生時代の土器は，上記の遺構が検出された台地東部にその分布範囲が限られている。北側SI-038，西

側 SI-088，南側 SI-092，東側 SI-044に固まれた範囲である。とくに，弥生時代中期前半の土器群は SK

51とSK-61の周辺部に集中している。

1"'10は，無節の縄文を地支とし，横走する沈線文と刺突文で飾られた査の口縁部~肩部の破片であ

る。日-038，083， SK-61の出土例に類似する。 11. 12は，口縁部に縄文帯をもっ査， または聾の口縁部

で， 12の端部には刺突による刻みが見られる。 13・14は，磨消し縄文に沈線区画の文様を加えた壷の破

片である。 SK-51に類例がある。 15は組いハケに S字状結節文を 3段施した壷頚部である。 16"'18は，縄

文(無節，単節)を地文にした査， または書の胴部， 19"'23は押圧による波状口縁をもっハケ調整の聾

である。 24はハケ調整の聾底部， 25は無節の縄文が施された査底部である。これらは，中期前半から中

頃の土器群として捉えられ，沈線文をもっ壷類は中期前半に位置づ、けることができる。
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第5章古墳時代

第 1節住居跡と遺物

古墳時代の遺構は，本報告では後期後半として区分した 7世紀以降の竪穴住居跡を主体として，台地の

主要平坦面に広く分布している。それ以前の中期~後期前半については少なく，該期の遺構と判断された

のは 10軒だけである。その分布は，台地の東縁か，西縁，もしくは西部緩斜面に寄っており，台地の主

要平坦面には存在しないのが特徴である。

中期の住居跡に限ると，南西から遺跡中央に入り込んでいる谷に面して，台地西部の緩斜面に 3軒 (SI-

032・Sト136. Sト137)分布している。また，調査区の北東隅に，引-129が l軒だけ離れて検出されてい

る。合計4軒である。いずれもカマド波及以前の中期前半のものである。

後期前半の住居跡は，台地東部の東側縁辺と，台地南部の西側縁辺に，それぞれ3軒ずつ分布している。

合計6軒である。

後期後半の住居跡数は 27軒にのぼる。前時期に比べ数が急増するだけでなく それまで空白だった台

地中央部をはじめ，南部・東部にも広く面的に分布し，北部の一部にまで分布が達している。ただし，中

野台遺跡を望む西側の谷沿い，すなわち台地西部や調査区北西隅には分布がみられない。最大の引-086
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第 126図 古墳時代中期竪穴住居跡配置図
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(一辺7.5m)は台地中央部に位置する。例外的に小さい SI-115でも一辺4.0m程度もあり，比較的大き

いものが多く，規模差は余り目立たない。

なお，土器の説明に用いる記号については，考察に掲げた土器分類(第9章第2節 l項)に拠っている。

土器分類は時期別になっているので，本章の1.中期，および2.後期前半については，土器分類の r( 1 ) 

古墳時代中期・後期前半」を， 3. 後期後半については，土器分類の r( 2 )古墳時代後期後半」を，そ

れぞれご参照いただきたい。また，住居跡規模の詳細については附表 lに，土器の観察結果は附表4にま

とめて報告する。

1.中期

引-032(第 127図，図版22)

西部緩斜面に立地する 3軒のうち，最も南側に位置する。この一帯は，平安時代以降に大規模な整地が

行われて一段低くなっており，台地縁辺の遺構は谷側が削平されて失われている。しかし，古墳時代中期

の住居跡は削平以前から緩斜面の低い位置にあったため，完全に削平されるまでには至らなかった。

本跡は黒色の堆積土中に検出され，やや横長長方形に掘られた竪穴状遺構である。住居跡に分類したが，

内部に柱穴・炉跡はなく，床の硬化面も確認されていないため，住居として使用されたかどうかについて

は確認できない。

南西隅の壁際には焼土塊があり，覆土内から和泉式前半の土器群とみられる聾B (4)，二重口縁査

( 3 )，屈折脚高坪(2 )と，鎌あるいは穂摘み具の雛形とみられる薄板状の鉄製品(1)が出土している。

土器類が出土しているものの 日常の生活痕が希薄であることから，通有の住居ではなく，祭杷用などム

ラで共有するような建物であったと考えられる。
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第 127図 SI-032と出土遺物
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日-136(第 128図，図版68・131) 

西部緩斜面に立地する 3軒のうち，最も西側に位置する竪穴状遺構である。SI-032と同様に谷頭部の

黒色土中で検出された。柱穴4か所と貯蔵穴があるが，壁溝 ・炉は検出されていない。柱穴は，貯蔵穴の

ある南東寄りに設けられている。西側の広い範囲に焼土が堆積し，遺物も中央部から西側に多い。 また，

用材の形をとどめた炭化材が出土していることから，火を受けたものとみられる。

遺物の遺存も比較的良く，和泉式の高坪8(1.2)，平底化した小型丸底査で、ある壷E (3"'5)，直

口縁の査D (6)，外面にミガキまたは丁寧なへラナデを施した聾A (8・9) を図示した。査類に比べ

て聾の遺存状態が悪い。 加えて 椀 ・鉢類がないことから，それら日常什器を持ち去った可能性はあるが，

それらが比較的少ないという特徴も含めて，和泉式前半の土器群といえる。
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SI-137 (第 129図，図版69・131) 

西部緩斜面に立地する 3軒のうち， Sト032と訂-136の聞に位置する竪穴状遺構である。ややいびつな

方形で，柱穴は四隅に設けられている。炉は検出されなかった。西辺を除いて，壁溝をもっているが，東

辺両端では途切れている。南西の柱穴のすぐ北に，貯蔵穴が接している。床面は柱穴部分を除いて大半が

硬化している。柱穴周辺に焼土が堆積し，北辺沿いでは炭化材もみられるところから，本跡は火を受けた

ものと考えられる。

遺物は北壁の炭化材検出位置付近と，南東柱穴付近の 2か所にまとまっている。いずれも赤彩の高坪A

(1 . 3) と高坪B (2)，台付の鉢A (4)，肩部外面にミガキまたは丁寧なへラナデを施した聾A (5) 

を図示した。 SI-136同様 日常什器がないため廃絶に際して持ち去った可能性はあるが，和泉式前半の

土器群に特徴的なあり方でもある。
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SI-129 (第 130図， 図版64・129)

調査区北東隅に l軒だけ離れて検出された竪穴住居跡である。西から遺跡の北側に入っている谷の最奥
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部にあたり，北西に下がる緩斜面が形成されている。鷲谷津遺跡として調査したが，観音塚遺跡との境を

なす谷より奥にあるので，本来は別の遺跡(集落)に含むべきかもしれない。本跡の南辺は SD-36・37と

重複する。主軸は北からやや西へ振れている。壁溝は全周し，壁溝底部に l個"-'3個の小ピットをもっ。

主柱穴は対角線上の隅寄りにあり，それぞれ深さ 1m以上ある。北西の柱穴に建て替えの痕跡がみられる。

北西隅と南東柱穴外側に貯蔵穴をもっ。貯蔵穴の内部に遺物はなかった。北辺壁寄りの中央部に炉が検出

された。炉床の焼土化が進んでトおり，かなり使い込まれていることがうかがえる。北辺の壁溝内と炉の周

辺に焼土の堆積が見られ，炉と北辺壁の聞に土器が集中している。

遺存の良いものは高坪・壷類・小型の事に限られる。高坪は 6点を図化した (1"-'6)。亦部は比較的

小さく，口縁部下端に稜をもっ高坪Aで，脚部は中空の柱状部が裾部で屈折して大きく開く形態である。

赤彩はない。脚部のひとつに，小孔を穿ったもの(3 )が見られる。小型の壷・書類は，壷B (7)が完

形品，壷C (8) と壷A (11)が80%，赤彩の壷E (10)が口縁部を除いて遺存し，比較的遺存率が高

い。 4点とも形態が異なるが，丁寧に作られており， とくに 8・10・11はへラミガキで仕上げられた優品

である。小型聾(9 )は壷の形態ではないが，造りや大きさが小型壷と共通しており，機能的にも小型査

と同類であることを示している。和泉式の良好な土器群であるが， ここでも煮炊き用の土器など， 日常に

使われる土器の欠落が目立つ。

2.後期前半
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第 131図 古墳時代後期前半竪穴住居跡配置図
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SI-014 (第 132図，図版 12・113)

台地南部の西縁に位置する該期 3軒のうち，中央の竪穴住居跡である。主軸をほぼ北にとり，対角線上

に4か所の主柱穴を，南東隅に貯蔵穴をもっ。壁溝は全周せず，東側で途切れる。カマドは北壁の中央に

あり，火床に支脚が残っていた。多量の炭化材と焼土が堆積し，大型の炭化材はいずれも内側に倒れたよ

うな状態で出土しており，本跡の上屋を構成する材であったと考えられる。土層は 3層に分けられるが，

いずれも炭化材，焼土粒を含んでおり，短期間に埋め戻されたことがうかがえる。

遺物は鬼高式の土師器を中心として床全体に散乱しているが，遺存の良いもの (2・5・9) はカマド

の周辺と貯蔵穴の近くから出土している。杯類には内外面の一部を赤彩したもの (2・4)がある。坪B

(2・3) は口縁部が外反し，底部をへラケズリしている。これらがかなり扇平になっており，丸底の浅

い坪 (4) も加わってくるのは新しい要素である。しかし，赤彩の長頚壷である壷G (5) などの古い器

種も残存しているので後期後半まで下るものではない。後期前半のうちに位置づけるのが妥当であろう。

このほか，書C (6・8)，大型甑(9 )などの土師器が出土している。西寄りの床面から出土した滑石

製紡錘車(1 )は径26.0mm"'" 37.8 mm，高さ 15.6mm，子L径 7.2 mm"'" 8. 1 mm，重さ 32.22 gである。

引-018(第 133・134図， 図版 15・113・114)

台地南部の西縁に位置する該期3軒のうち，最北に位置する竪穴住居跡である。北辺の中央にカマドが

あり，主軸をほぼ北にとる。主柱穴は4か所で対角線上に位置し，柱痕が認められる。カマド対面にあた

る南壁際には， imJ の字形に 2つの小区画を形成する，高さ 4cmほどの土手状の高まりが敷設され，そ

のうちの東区画には貯蔵穴がある。壁溝は全周する。

床には炭化材・焼士が散在し，カマドと貯蔵穴周辺の床面が焼土化していることからかなり激しく火を

受けたことがうかがえる。覆土はほぼ2層に分けられ，いずれも炭化材・焼土を含んでおり，焼失後短時

間に埋められたものと思われる。

ほとんどの遺物は北半にあり，図示した遺物のうち南東隅から出土した(2 )を除いて北半から出土し

たものである。土師器杯には口縁下端に明瞭な稜をもっ須恵器蓋の模倣である杯B (1) と，椀形をした

丸底の杯A (2)がある。ともに口縁部内外面を赤彩している。聾類では小型書C (3・4)や椀A (5)， 

鉢C (6)，鉢D (7)，大型の蓋C (8・9・11)と聾D (10)が出土している。鬼高式の蓋としては胴

部の張りが強い形態であることから，後期前半でも比較的古相とみられる。

土錘(12・13) は土器に伴って出土している。長頚鍛とみられる棒状鉄製品(14) は覆土上層からの出

土である。

SI-028 (第 135図，図版 19・115・116)

台地南部の西縁に位置する該期3軒のうち，最南に位置する竪穴住居跡である。主軸をほぼ北にとり，

カマドを北辺中央に設ける。壁溝はなく，主柱穴は対角線上にあるが，やや中心部寄りに位置する。この

ほか，カマド対面にあたる南側中央に出入口施設のピットが，南東隅に貯蔵穴がある。遺物はカマド周辺

にほぼ完形のまま検出されており，構造材の焼けたものと思われる炭化材や焼土が多量に出土した。覆土

の各層に炭化材・焼土・ロームがブロック状に堆積しているため，焼失後人為的に埋め戻されたと考えら

れる。
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残りの良い遺物はカマド周辺に集中しているが，大型甑(9 )は袖の外側にあり，火床に据えられてい

たのは，煮炊き用の聾というより広口壷の形態をした土師器の聾C (6・7) と，小型書B (3)である。

左袖が大きく壊され，そこに壷G (5)が出土していることから，使用時の状態のまま放置されたとは考

えがたい。廃絶に際して土器類を置き，カマドを閉じる儀礼的行為の痕跡と思われる。カマド以外では，

床面から管状土錘(1 )とともに椀A (2) と小型聾B (4)が出土している。口縁部の内傾する赤彩の

椀A (2)，長頚の壷G (5) は和泉式以来の伝統をもつもので，後期前半でも古相の土器群に位置づけ

られる。

引-034(第 136図，図版22)

台地東部の北東端，谷を挟んで観音塚遺跡を望む東向き斜面に位置する竪穴住居跡である。主軸は北西

方向で，北西辺やや東よりにカマドをもっ。北半分がSD-6に切られるほか，土坑や撹乱に切られており、

遺存度はあまり良くない。カマドも東の袖が失われている。カマド、対面の南東壁溝中央に小ピットがあり，

これを中心として半円形の張出し部がついている。半円形の張出し部という類例は乏しいが，住居の内側

にも半円状になると思われる高さ 2cmほどの土手が認められるので 両者を一組にして出入口を構成する
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施設であったと思われる。この土手から住居の中央にかけて 床面が硬化している。

遺物の量は少なく，底部を欠失する杯 l点 ・聾の一部2点 ・砥石 I点を図示するにとどまる。厚手の杯

( 1 )は直線的に大きく開く椀形で，口縁部外面に直立する面をもっ。聾(2 )の胴部は寸胴になってい

る。後期でも新相の土器群である。砥石 (4)は短冊形の新しい形態をもち，その出土位置が住居中央部

の長方形土坑内であることから 後世の混入品とみられる。
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第 136図 Sト034と出土遺物

引-035(第 137図， 図版 116)

台地東部の北東端，引-034の東8mの位置に隣接する竪穴住居跡である。遺構中央を SD-10が通り，遺

存度は良くない。主軸は東西からやや北に振れる。壁溝は全周していたものと推測される。カマドは検出

されていないが，東辺北半分が調査区域外であるため， この部分にある可能性も否定できない。南東隅に

貯蔵穴と思われるピットがあるほか 4か所のピットが検出されたが形状や深さがまちまちで，住穴と

考えられるのは北西隅のひとつにすぎ、ない。

遺物量は少なく，散在していた。高杯Cの杯部(1 )と脚部(2 )は遺存度が悪い。壷F (3・4)は

平底化した小型丸底査で、あるが，すこし肩が張っている。いずれも和泉式の特徴を受け継ぐものである。

中期から後期初頭までの土器群と考えておしこのほか南東隅の穴から出土した石槌もしくは敵石(5 ) 

を図化した。
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第 137図 SI-035と出土遺物

SI-062 (第 138図， 図版36)

台地東部の東端，南東へ下がる斜面に位置する竪穴住居跡である。斜面にあって流失し，奈良時代のSト

061に切られ，東辺中央から南隅にかけて SD-9が重複するため，遺存度は悪い。主軸を北西にとる。カマ

ドは北西辺中央に位置し，対角線上に主住穴4か所を検出した。西辺のみに壁溝が見られる。

図化可能な遺物はなかったが，内面にミガキをもっ赤彩の杯片 l点が出土している。ただし，覆土に千

葉市域産の須恵器聾片や常総型聾片を含んでいるので， SI-061に近い時期である可能性も残る。

-151-



。!

b! 

。

。

回

)> 

!∞ 

1
1
'
s

、i
l
e
e
s

m
 

。。
η
ζ
 

E

一一

E

↑一22230m 

)'¥ 1)> 
-回

(1 :40) 4m (1:80) 。 1m 。

3.後期後半

引-001(第 140図， 図版6・112)

台地中央部に位置する竪穴住居跡である。 SX-3に切られる。主軸は北からやや西に振れている。北辺

中央部にカマドが設置されている。北隅は撹乱により失われているが，残存部では，対角線上に主柱穴4

か所が検出されており 壁溝は全周している。柱穴の聞を中心として 床に硬化面が形成されている。覆

土は暗褐色から黒褐色の腐植土を主体としており， 自然堆積の状態を呈す。

図示した遺物は，おもに北西側柱穴の周囲より出土した。壁際にほぼ完形の土師器室A (6)が遺存し

ており，ほかの土師器蓋 (5・7・8) と甑(9 )も，竪穴の北西区に集中している。須恵器杯類の中で

は，最も遺存のよかった坪(1 )は，床面から出土したものである。口径 15.8cmの大型品で，灰白色の

特徴的な胎土から東海産(湖西窯周辺)の製品とみられる。一見すると坪Hの蓋に類似するが，湖西窯周

辺では丸い椀形の坪身(坪GII)がやや遅れた時期に認められている。沈線状に凹んだ部分は，高台が剥

この場合は底が突出する坪B1の類となる。坪(2 )も， これと同じ焼成，胎

土，形態を有し，坪GIIとみられる。ほかの坪類 (3・4)はいずれも底部に丸みをもっ高台付の杯Bで

ある。湖西窯周辺ではこれらが併存しているようである。須恵器の時期は本報告で後期後半としたうちの，

新相を示すといえよう。土師器聾D (5・7) は口縁部屈曲が鋭く，嗣部が筒に近くなっている。地元の

鬼高式の聾から脱却した，いわゆる「在地」の蓋である。土師器甑 (9)は，大型のもので，内面に粗い

へラミガキをもつのが特徴である。

SI-062 第 138図

がれた痕跡とも考えられ，

Sト002B(第 141図，図版6)

台地中央部の西寄りに位置する小型の竪穴で、ある。引-001の6m西にある。奈良時代の Sト002C，003 
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。 (1:1600) 40m 

の構築により，覆土の大半を失い，検出できたのは壁溝と，ピット lか所のみである。長方形をなすが，

カマド等が検出されなかったため，南北にのびる長軸方向を便宜的に主軸として図示した。南西隅のピッ

トは貯蔵穴と思われる。出土した遺物は少なく，本跡の時期を知りうる資料は，重複を免れた箇所で検出

された 2点の須恵器のみである。

図示した須恵器広口査(1・2)の口縁部は，口縁端部に面をもっ断面三角形の形態から，後期後半の

古相を示す。

Sト004(第 142図，図版7・112)

台地南部の中央付近， N28-13で検出された竪穴住居跡である。南西隅を奈良時代の SI-005に切られる。

主軸を北西に置き，北西側中央にカマドが設けられている。壁溝は，カマド部分を除きほぼ全周している。

主柱穴は対角線上に 4か所整然と配置される。カマドの東袖脇に，深さ 40cmの円形ピットが検出されて

いる。貯蔵穴と位置づけられるが，内部から遺物等は検出されなかった。覆土は，壁際にローム粒を多く

含む暗黄色土・茶褐色土が堆積し，ほかはローム粒・黒色土粒・焼土粒を含む暗茶褐色土が堆積していた。

この状況から，本跡は一気に埋め戻された可能性が高い。

遺物はきわめて少なく 混入品も含めて 20点ほどにすぎない。そのうち，本跡に伴うとみられるのは，

土師器杯 (1. 2) と須恵器聾(3 )である。土師器坪A (1) は，丸底でありながら，浅く，扇平な形
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態であり，奈良時代に盛行する盤状の杯に近い。土師器亦C (2) は，側縁に稜をもち，口縁部にかけて

やや内傾する伝統的な坪で 内面はミガキ仕上げになっている。須恵器蓋(3 )は口縁部の小片であり，

櫛描波状文が認められる。後期後半の新相，ないしは奈良時代の古相を示す。

SI-006 (第 143図，図版8・112)

台地南部の東寄りで検出された竪穴住居跡である。軸をほぼ東西にとる。カマドは西側中央に設けられ

ている。カマドの遺存状態は良く，天井部分は崩落しているが煙道はあまり壊れることなく検出された。

主柱穴は対角線上に 4か所認められる。そのうち 南東の lか所だけ柱穴の上半を大きく掘り広げられた

状態で検出され，抜き取りが行われた様子がうかがわれた。ほかの住穴では柱の裏込めが観察された。東

側主柱穴2基に挟まれて，径58cm，深さ約50cmのピットが認められる。また，壁溝は，カマド部分をの

ぞき，壁際に全周しているのが確認された。覆土はほぼ4層に分層され， 2層から 4層(最下層)では，

ロームブロックと焼土粒を比較的多く含んでいる。とくに， 3層はローム粒の量が多い。これらの状況は，

本跡が人為的に埋め戻されたことをうかがわせる。

遺物は比較的多く検出された。とくに，床面中央部とカマド付近に集中している。このうち，土器は8

点図示した。遺存度は 20%""30%と，あまり良好ではない。小型の須恵器杯(1 )は，口縁部が外方に

開く，やや丸底気味のもので，坪G1にあたる。土師器坪A1 (2)がこれに伴うとみてよい。大型の浅

い杯で，内面はミガキ仕上げである。大型の鉢(3 )は聾A (7) とともにやや上層で出土した。書類 (4

"" 8 )は，カマドの内部とその周辺を取り巻くかのように出土している。いずれも鬼高式の伝統を受け継

ぐ在来の聾Aである。やや多様性が認められ，聾Dに近いもの(5 )と聾Bに近いもの(6 )が含まれて

いる。後期後半では比較的古相を示す。

このほか，南の壁際で破損した砥石(9 )が l点出土した。

Sト009(第 144図，図版9・112)

台地南部の東端に位置する竪穴住居跡である。 Sト006のさらに 7m東にあたる。主軸をほぼ北西にお

き，北東辺中央にカマドを設ける。支谷に面する緩斜面にあるため，検出された壁高は北西で 55cm前後，

南東で8cm"" 11 cmであった。本跡をほとんど覆うように，上面で平安時代の SI-008が重複している。覆

土は 3層に分層できるが，ハードローム粒・焼土粒をまばらに含む土の上に，ハードロームを踏み固めた

SI-008の貼床が載っている状況である。したがって， Sト008の構築に伴って多少の整地が行われたとみ

られる。柱穴は対角線上に 4か所あり，それぞれに柱痕が明瞭に認められた。

カマドの右袖脇に，遺存のよい須恵器坪BII (1)が出土した。底部が高台からやや突出する特徴的な

形態によって，東海産(湖西窯)の製品と判断できる。後期後半の所産といえる。

Sト013(第 145図，図版 11) 

台地南部の中央付近に位置する竪穴住居跡である。 SI-004の西7mにあたる。南東の隅付近を SK-14

が，カマドと床面の一部を SX-7の2柱穴が，それぞれ切って構築されている。上部が全体的に大きく削

平されており，検出面から床までの深さは 16cm"" 25 cmしかない。主軸をほぼ北にとっている。形態は，

東側に比べ西側の辺がやや長い，不整長方形である。覆土は 2層に分けられているが，いずれも暗茶褐色
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SI-009と出土遺物

土にローム粒を霜降り状に含み，壁に近い場所ではローム粒が多い傾向にある。北辺の中央部にカマドが

設けられている。柱穴は，ほぼ対角線に 4か所確認され，南壁近くの小柱穴とともに，柱痕がそれぞれ明

瞭に認められた。小柱穴は，カマドの対面に位置するので出入口施設とみられる。壁溝は，南側を除いて，

第 144図

廻っているのが確認されている。

遺物はきわめて少なく，図化できたものは 2点にとどまる。郎C (1) は側縁に稜をもっ丸底の小型品

内面をミガキ仕上げされている。土師器坪の破片(2 )には，内面に放射状の暗文が確認できる。 とで，

もに，後期後半の所産とみてよい。

SI-019 (第 145図，

台地南部に位置する比較的小型の竪穴住居跡である。 SI-013の北約 10mにあたる。掘込みが浅く，確

壁溝が廻っているのが確認されている。南

図版 15・114)

認面においてすでに床面が露出していた。東辺を除く 3辺で，

辺中央よりやや東寄りで，径30cm， 

位置に，柱穴は認められなかった。

遺物は出土しなかったため，時期決定は困難である。調査過程では，本跡と切り合う掘立柱建物の sx-
まず、先に検出されて調査されている。その際，後期後半の遺物が出土している。本跡がSX-lより古

いとすればそれ以前に遡ることになる。しかし，本遺跡で本跡のような小型の竪穴住居跡が卓越するのは，

奈良時代である。以上を考慮するとあまり遡るとは考えにくく，本跡を後期後半のうちに位置づけるのが

-158一

深さ 19cmの小ピットが検出されたが，本跡との関連性を示すような
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第 145図引-013・019と出土遺物

ょいと考える。なお， SX-l出土の須恵器坪は，本跡からの混入である可能性もある。

SI -023 (第 146・147図，図版 16・114)

台地南縁の中央部に位置する大型の竪穴住居跡である。主軸は，北からやや西に振っている。カマドは，

北壁の中央に位置しており，火床に支脚 (4)が遺存している。竪穴の北東隅には貯蔵穴がある。壁溝は

全周しているのが確認され，東西それぞれの壁溝から， 3条ず、つ，間仕切溝が内側に向かつて延びている。

この溝は主柱穴とその聞の中央部に向かつて伸びており，これによってカマドと貯蔵穴を含む北側の区画，

中央部の 2区画，南側の区画に分けられる。覆土は大きく 3層に分かれ，下層に焼土・砂質粘土粒を含む
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第 147図 SI-023出土遺物(2 ) 

褐色土，中間に暗褐色土が斑状に混じる黒褐色土，上層に後世の遺物が混入した黒褐色土が堆積している。

おそらく，若干埋め戻されたのち， 自然に埋っていった状況を示していると考える。

遺物は散在する程度で，比較的少ない。壁際・柱穴・カマド周辺にやや多く分布する傾向がある。とく

に80%以上遺存しているもの (5・8・12・13・18) は，いずれも壁際から出土している。須恵器坪Hの

蓋 (5"'8)が4点ある。いずれも口径9.9cm'" 12. 0 cmの寸法に納まる小型のものである。これに組と

なる坪Hの身は伴わず，身としては，坪G1 (10)が l点ある。小型で、あり，半球形ではなく，口縁部が

外方にまっすぐ聞くものである。以上はいずれも後期後半の指標とした東海産須恵器であり，本遺跡では

最も古相のものである。土師器では，大小の椀形杯A1 (11・13) と杯B (12)，高杯A (14)，聾A (16・

17・18)がある。鬼高式の流れを汲む高坪A (14) は，坪部内面が黒色処理され，太い円筒形ではなく，

円錐形に広がる脚をもっO 聾A (18) は，鬼高式の流れを汲む地元の土器であるが，やや肩が張るなどの

伝統にはない要素がみられる。平底気味の杯(11・12) は，やや上位で出土している。土師器台付聾の脚

部(15)は明らかに上層出土である。須恵器坪B (9) とともに，比較的新相を示す土器である。

金属器では，万装具破片(2) と扇平板状鉄製品 (3)があるが，明らかに上層出土であり，本跡に直

接伴うものではない。また，東壁中央の間仕切溝付近から，黒色の石製丸玉(1 )が出土している。径9.45

mm'" 9.60 mm，高さ 6.25 mm'" 7. 05 mm，子L径 3.25 mm'" 3. 40 mm，重さ 1.04gである。

SI-026 (第 148図，図版 18)

台地南部の西寄りに位置する竪穴住居跡である。主軸は北からやや西に振れている。カマドは北辺の中

央からやや東寄りに設けられている。壁溝は全周している。対角線上に 4か所の主柱穴があり，それぞれ

柱痕が認められた。柱穴の間の床面は，踏み固められて硬化している。覆土は概して 3層に分層できた。

下層に腐植土を主体とした黒褐色土，中層にローム粒を霜降り状に含む暗茶褐色士，上層にローム粒と焼

土粒をわずかに含む暗茶褐色土が堆積している。自然埋没とみてよい状態である。

床面近くで出土した遺物はわずかに 10点である。覆土中の小片も含めて， 4点を図示した。そのうち，

土器は土師器坪2点のみである。杯A1 (1) は内面にミガキを施した浅い椀形のものである。丸底杯B
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( 2 )は，口縁部が短く内傾する前代以来のものである。後期後半の古相に併行する。ほかに，畿内系暗

文土器を模倣した坪片がみられたが 内面が剥落していて暗文は確認できない。

床面近くから万子の茎 (3) と鉄鍛 (4)が l点ず、つ出土している。鉄鎖は，刃部の小型化した片刃箭

式長頚錬である。「端刃」と呼ばれる形態のものに類する。坪類の示す時期に伴ってよいとみられるが，茎

闘が椋状ではなく台形をなす点などに疑問の余地がある。
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第 148図引-026と出土遺物

日-027(第 149図，図版 18・115)

台地南部に位置する竪穴住居跡である。 SI-026の10m東にあたる。主軸は北からやや西に振れている。

カマドは北辺中央に設けられている。主柱穴はほぼ対角線上に 4か所認められ，カマド対面にあたる南辺

中央には出入口施設とみられるピットがある。柱穴は一度建て替えが行われており，以前の柱穴掘りかた

と抜取り痕が検出されている。覆土は大きく 4層に分層できる。下層にはロームブロック・ローム粒を含

む褐色土とローム粒を多量に含む暗褐色土が，中層には明褐色土とローム粒を含む暗褐色土が，上層には

ローム粒を含む黒褐色土が堆積している。下層は埋土の可能性が高い。
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遺物はほぼ全面に散在しているが，遺存の良いものは，おもにカマド周辺から東側にかけて分布する。

そのうち，須恵器には，坪BII (9・10)とその蓋 (5"'7)がある。坪身は高台から底部がやや突出す

るのが特徴である。これに組み合わせる蓋は，肩平な擬宝珠つまみが付く。これらは東海産(湖西窯周辺)

とみられ，後期後半でも新相を示している。杯H蓋 1 ( 8) は，かなり高さがあるもので，蓋でよいの

なら古い形態を示すが，丸底の身をもっ坪GIIである可能性もある。土師器には，亦A1 (13)・坪B(11)・

杯C (12)がある。聾(15)は長胴であり，在来の聾とは大きく異なる。武蔵ないし相模方面からの搬入

品と考える。鉄製品では，彫刻万のような用途が考えられる 2種類の小型工具(1・2) と， 2点の万子

(3・4)が出土している。

引-039(第 150図，図版23・117)

台地東部のやや北寄りに位置する竪穴住居跡である。主軸を北にとり，カマドは北辺の中央に設ける。

対角線上の主柱穴4か所のほか，カマド対面にあたる南辺中央に小ピット 2か所を検出した。この小ピッ

トの周囲は円形に若干高くなっている。小ピットと併せて出入口施設を構成すると思われる。壁溝は全周

し，北西の柱穴を除いて，それぞれの柱穴から壁溝へ向かつて間仕切溝が設けられている。床は堅撤であ

るが， とくにカマド前面から小ピット周囲のくぼみまで，帯状に硬化している。覆土は 3層に分層でき，

壁際の最下層にきわめて粘性の強い灰色を帯びた黒色土，中間にローム粒・ロームブロックを多量に含み

粘性の強い暗褐色土，上層にローム粒を含みベトついた暗褐色土が堆積する。

遺物は遺構全体に散在し，遺存はあまり良くない。須恵器坪H (1)は口径 11.8cmの小型品で，受け

部が外側から見えなくなっており，蓋と身が逆転する時期のものである。須恵器高台付杯B (2)は底径

の割に高台が小さく，底部の立ち上がりにかなり丸みをもっ。杯Bとしては古いとされる形態で，後期後

半の比較的新相を示す。土師器杯AII(3)は内面を黒色処理したものである。茄子形の小型聾(5)の

形態には，同時期の奈良県飛鳥地方における聾の影響がうかがえる。土師器聾A(4)や須恵器杯Hと同

じ高さで出土している。

ほかに，出入口部付近にある浅い小ピット脇の床面から片刃箭式長頚鍛が I点 (6)，中央付近の覆土

中から銅製花形座金具 (7)が l点出土している。銅製花形座金具は径は 17.34mm'" 18. 35 mmと小さく，

5枚の花弁が立体的に作り出され，中心に径3.2 mm'" 3. 3阻の円孔が聞いている。小箱のような小型製品

に付けられていたものであろう。

訂-045(第 151図，図版25・117)

台地東部に位置する竪穴住居跡である。引-039から 12m南東に離れている。南隅を平安時代の剖-046

に切られる。また，谷頭に位置するため，土砂の流出によって，谷側の壁高はわずか3cffi"-'4 Cffiしか残存

していない。周辺に他時期のピットが散在し，遺存状態は良くない。主軸は北西にとる。北西辺中央にカ

マドをもっ。カマド西脇でのみ壁溝を検出した。主柱穴は対角線上に4か所認められる。カマド前面から

竪穴中央に向かつて，エプロン状に床の硬化部分が広がっている。

遺物は，覆土中の西半分を中心に比較的多く出土したが，図示できるものはわずかであった。須恵器は

つまみを欠失した肩平な杯B蓋(1 )，査口縁部 (2)，風底部 (3)が各 l点ずつある。後期後半の新相

を示す。土師器には，大型の鉢 (4) と，聾D2点 (5・6)が床面でまとまって出土しており，本跡に
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第 150図引-039と出土遺物

(1:2) 5cm 

確実に伴うといえる。聾Dは奈良時代に盛行する「在地J の聾としては，口縁部屈曲がやや弱い。なお，

本跡覆土からは，ほかに多量の千葉産須恵器片が出土しているが，後世に投入されたと考えられる。鉄器

では剣形の広身鉄鎖(11)が l点出土している。また，軽石 (7"'-'10)が4点出土している。

日-047(第 152図， 図版26)

台地東部に位置する竪穴住居跡である。引-045の南西に隣接する。平安時代の引-049，奈良時代のSト

050Aに東側を大きく切られ， sト050Bとも重複するため，西側約 1/4が残存するのみである。確認された

壁高は 7cm"'-'12cmに過ぎない。西壁の中央部に砂層が検出されたので，注意深く調査をしたが，袖や火
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床が検出されず，それがカマドであるとの確証は得られなかった。また，西壁に沿って，少量の焼土が確

認されている。壁溝は西側と南側で確認されている。柱穴は幻-050Bの床下で3か所検出されている。本

跡の形態と規模はこの柱穴をもとに推定し，図示した。

本跡に伴うと考えられる遺物は，砂層付近で検出された須恵器杯H1点(1 )のみである。小型で、あり，

受け部の立ち上がりがわずかに口縁より高い形態である。杯の身と蓋が逆転する時期のもので，後期後半

では比較的古相を示す。

SI-050B (第 153図，図版27・117)

台地東部に位置する比較的大型の竪穴住居跡である。平安時代の訂-046・引-049，奈良時代の引-050A

に切られ， SI-047とも重複していて，遺存状況は良くない。北東隅と南西隅では壁がほとんど残ってお

らず，壁の立ち上がりも明確ではない。主軸はほぼ北と推定される。西側と北側の壁に壁溝が確認されて

いるほかは，対角線上に配置された 4か所の主柱穴により，本跡の存在が認識できるに過ぎない。全体を

覆うように切る Sト050Aは，床面が本住居跡より高いため遺物を分離できる。結果，床面に近い地点で出

土した比較的良好な遺物は，すべて本跡に帰属すると考えられた。

北東の床面から出土したものが本跡に確実に伴う。須恵器杯H蓋 1 ( 2 )，土師器杯B (4)，杯A1 

( 5 )，聾A (7)，鉄製タガネ(8 )である。後期後半の古相を示す。訂-049の床下から出土したものに

は，小型の須恵器坪H蓋II (l)と，土師器坪AII (3)がある。土師器杯(3 )は内面をへラミガキし，

黒色処理が施されている。覆土からは高杯Aの脚部(6 )が出土している。

発掘調査時には， SI -047より本跡が先に掘り下げられている。引-047の方が古い可能性はある。しか
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し， SI -047の床は明らかに高い位置にあり，床面が脆弱で、あったために検出できなかった可能性もある。

遺物の比較では本跡より SI-047のほうが新しい。この場合，須恵器亦蓋(1 )および土師器杯(3 )は，

平安時代住居跡の引-049から本跡出土遺物に振り替えられたものであるから，位置関係から本跡ではな

く訂-047に伴う可能性がある。以上の状況から 重複する 5軒の前後関係は 050B< 047 < 050A < 049 < 
046となる可能性が高い。
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第 153図 Sト050Bと出土遺物

日-052(第 154図，図版29・118)

台地東部に位置する竪穴住居跡である。引-047の3.5m北西にあたる。東の隅を SD-6が切る。主軸は

北西にとる。北西辺の中央にカマドをもっ。壁溝は全周する。対角線上に 4か所の主柱穴が配置されてい

る。カマドの対面にあたる南東辺中央には小ピットが認められる。柱穴のうち，カマドに近い 2基につい

ては，抜取りが行われた痕跡がある。本跡の覆土は，床のすぐ上でローム粒・焼土粒を含む暗灰褐色土が
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一部に堆積していたほかは，ローム粒を霜降り状に含み，焼土粒が少量混入する単一の土層として認識さ

れている。一気に埋戻された可能性が高い。

図化した遺物は，すべてカマド周辺の住居北側から出土している。

本跡に確実に伴うのは 聾A(9)と，一緒に北壁沿いの床面直上で出土したやや大型の須恵器杯H蓋

(3)である。小型の須恵器蓋坪H (4，，-，7)より古相を示す。土師器では，坪A1 (8)がある。放射

状暗文風のへラミガキをもっ。杯B (2) は，須恵器杯身を模倣したものである。内面に黒色処理が施さ

れている。聾A (9) と同様に，鬼高式の特徴を残している。明褐色の土製紡錘車の破片(1)は，土製
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としては比較的薄手である。

引 -056(第 155図，図版32・33・118)

台地東部に位置する竪穴住居跡である。 SI-052の4m南にあたる。主軸を北にとる。北辺にカマドを

有し，対面の南辺中央に小ピットを有する。壁溝はこの小ピットの部分で途切れる。主柱穴は対角線上に

4か所認められる。穴の上部がいずれも広げられているのは，柱が抜取られた痕跡と思われる。東側の 2

柱穴の聞に，径55cm，深さ 23.5cmのピットが認められるが，本跡に伴うかどうかについては確認できな

い。覆土は概ね4層に分かれ，最上層は耕作土である。以下，ローム粒・ロームブロックを含み，褐色土

が斑に入る暗褐色士が2層あり 最下層はローム粒・ロームブロック・砂粒を含む黒褐色土である。人為

的な堆積状況とみられる。

床面から出土した遺物としては，土師器杯AII (7)が唯一，図示できるものであった。小型のもので，

内面に黒色処理が施されている。カマドの周囲から北東隅にかけての覆土中からは，土師器が出土してい

る。皿(6 )は赤彩されているほか，極めて密な胎土を使用しており，やや大振りな造りの杯B (8)な

ど，他の土師器とは異質な焼成である。暗文をもたないものの，近畿地方の暗文土器をかなり忠実に模倣

している可能性が高い。高杯A (9) は内面黒色処理が施され，地元鬼高式の流れを汲むものであるが，

脚や口縁端部の造りが簡素になっている。甑(10) は内面に縦方向の粗いミガキをもっ。聾D (11)は，

頚部屈曲が弱く，過渡的な様相をもつものの，胴部がより筒形に近くなった「在地」の聾である。これら

は後期後半の土器群であり，本遺跡では比較的古相を示す。

金属製品では，片刃箭式長頚鍛 (1. 2) と，断面菱形の環状鉄製品 (3・4)が出土している。後者

は覆土内遺物をまとめて採集した際に出土したもので 混入品の可能性もある。土板状に見える土器片

( 5 )は念のため図示したが，風化の産物である可能性もある。

引-057 (第 156図，図版33・118)

台地東部に位置する竪穴住居跡である。 SI-056の南東に隣接する。主軸を北にとる。北辺にカマドが

配置され，対面の南辺中央に小ピットが設けられている。東辺がSD-6に，南東隅が奈良時代の SI-058に

切られている。壁溝は，残存部から推定すると，全周していたとみられる。覆土については，大きくは 2

層に分けられる。下の 2層はローム粒・ロームブロックを含む褐色土と暗褐色土であり，埋戻しが行われ

た可能性があるが，その上に焼土粒・ローム粒を含む黒褐色土が堆積しているので，その後もしばらく窪

んでいたと考える。上層には後世の撹乱が及んで、いる。

遺物はカマド周辺と西半分に多く，図化した大半の資料はその付近から出土したものである。南西の柱

穴の中からは，完形の聾(17)が l点出土している。断面から観察すると柱の抜取り痕と思われる層中に

斜めに倒れた状態で出土している。左右の層は，ロームブロックを含むしまりのある層であり，動いた形

跡はない。したがって，住居廃棄時に柱を抜取った後，喜重を遺棄したようである。

本跡に確実に伴うのは，上記の聾(17)のほか，床面やカマドから出土した須恵器蓋坪 (7・10)，土

師器坪(1卜 13・14)，聾(16)である。須恵器坪BIIの蓋(7・8) は，肩平な擬宝珠つまみをもち，口

縁端部の立ち上がりが比較的高い。杯BIIの身 (9・10) は，底部が高台とほぼ同じか，あるいはわずか

に下に出る形態である。これら須恵器は湖西窯産の特徴をもち 後期後半でも新相の遺物である。次に土
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師器であるが，まず，杯A1 (14)，杯AII (11・15)，杯C (13)，坪D (12)がある。坪AIIは大(15)

と小(11)があり，内面にミガキが施され，黒色処理が施されている。杯C (13) は口縁直下に稜をもっ

古い形態を有する一方，やや平底気味である。坪D (12)は遺物群中最上層から出土しているので，直接

伴うものではなく，時期が下るものと考える方が妥当で、あろう。全面に黒色処理が施されている，深身の

平底亦である。聾D (17) は，口縁部が外側に強く屈曲する長胴聾で，縦方向の列をなす粗いへラケズリ

と，器面の激しい凸凹が特徴である。千葉県に成立する「在地」の聾としては典型的なものである。蓋B

(16)は，頚部から胴部にかけて緩やかな rS J の字を描き，比較的丸い胴部をもっ厚手の重い聾で，斜

め方向の丁寧なナデにより，滑らかな器面をもつのが特徴である。もう一つの「在地」の聾である。

鉄製品は 5点出土しており，万子の茎(2 )，穂摘み具(5 )，先端部が鈎状になったヤスまたは紡錘具

とみられる棒状製品 (4)がある。ほかの 2点(1・3) は用途を特定できないが 形状からみて小型の

工具ではないかと思われる。このほか，周辺を打ち欠いた褐色の円形土師器片(6)が l点出土している。

鷲谷津遺跡では検出されなかったが，大きな穿孔をもっ聾が該期に存在することから，そうした行為に

よって抜き取られた破片である可能性を考慮、して，図示しておく。

SI -059 (第 157図，図版34・35)

台地東部に位置する竪穴住居跡である。観音塚遺跡に面した谷の肩部に立地する。別-057の南東隅に

接するように築かれている。また西側部分は奈良時代の SI-058に切られ， SD-6とSD-9がこれを切って

走っている。南東側は斜面にかかるため覆土が流失し，床面のみがわず、かに残存する状況である。主軸は

北からやや西に振れている。北辺にカマドが設置され，対面の南辺中央には小ピットが配される。主柱穴

は対角線上に 4か所配置されている。北側柱穴と壁溝の間の床面には焼土塊が検出された。遺存度のよい

東辺，北辺には壁溝が確認できた。

遺物の遺存は悪く，わずかに須恵器杯2点が図化可能であったが，いずれも口縁部の 1/4を残すのみで

ある。蓋身逆転期の小型の杯H (1' 2)である。後期後半の比較的古相を示す。北東隅で片刃箭長頚錬

とみられる鉄製品の破片(3 )が出土している。

引-086(第 158・159図，図版44・123)

台地中央部に位置する，遺跡最大規模の竪穴住居跡である。南東隅を訂-085によって切られている。主

軸は北からやや西に振っている。カマドは北辺の中央に設置されている。壁溝は全周する。対角線上4か

所に主柱穴が配されているほか，壁溝内にも小ピットが存在する。カマドの対面にあたる南辺中央には，

出入口施設とみられるピットがある。カマドの前面から南辺まで，主軸を中心に床面が硬化している。覆

土各層に細かいロームブロックが混入しているので，廃絶時には埋戻しが行われた可能性が高い。

接合された遺物は上層出土のものが多く，それらは埋戻し時に一緒に投棄された可能性が高い。床面を

含む下層遺物と上層遺物とでは，相互に接合することもなく，明瞭に区別できる。両者には形態差もみら

れる。下層や北東隅の床面から出土した須恵器坪B1 (11・14) は高台より下に底部が突出する形態であ

る。これに対し，上層の杯B皿(10・13)は平らである。亦BII (9・12)は中~上層から出土している。

坪G (7・8・15) も上~中層出土であるが，下層の土器群と共伴しうるものであるから，土器の投棄に

は時期差があるものの，期間はあまり長くないと考える。杯B蓋には比較的突出度の高い宝珠つまみ (4)
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から，扇平な擬宝珠つまみ (5・6) までみられる。ほかに，下層で長頚査口縁部片 (23)，上層で壷底

部片 (22)が出土した。これらは，東海産(湖西窯周辺)須恵器を中心として構成されていることから後

期後半に位置づけたが かなり新相を示す土器群である。

土師器杯類では，下層から土師器亦A1 (17)が出土している。黒色処理された大型の丸底杯である。

上層からは，黒色処理されていない坪AII (18)，内面黒色処理されている杯A11 (19)，赤彩されている

杯B (20) など，色は様々であるが，いずれも深身の丸底坪が出土している。浅身の坪は伴っていない。

土師器書類では，下層から聾o(24)が出土している。頚部が強く屈曲している。上層からは台付聾の脚

部 (21)が出土している。ほかに，上・下両層から計 11点もの暗文土器片が出土している。褐色の色調，

焼成，密な胎土の使用，いずれも搬入品とみてよい。底部片内面に螺旋状の図形をもつことから，奈良時

代の所産である可能性が高い。

鉄製品はまとまって出土しており，種類も多い。とくに，本遺跡で唯一の例となる，馬具 (26) を出土

している点が注目される。鉄製素環鏡板付轡であり 鏡板に立聞がなく まったくの素環であるのが特徴
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的である。断面は円形に近く，ねじりや継ぎ目は確認できない。衝が鏡板に直接とりっき，中央連結部で

欠損している。引手が接続していた痕跡はない。これらは最古型式の馬具を連想する単純な造りであるが，

それと比べて環はやや楕円形をしており，大きい(最大径5.8cm)点が異なる。むしろ，終末期古墳から

の出土例がみられ，付近では当センターが調査した市原市中潤ヶ広遺跡23号墳(潤井戸天王台古墳群)に

類例がある。武器類は長頚錬 (35)のみである。茎聞に腕状の突起をもっ。馬具と同時期の所産とみられ
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第 159図 引-086出土遺物(2 ) 
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る。万子 (27"-'29) には，関の部分で柄の木質が良好に遺存しているもの (28)のほか，切先が欠損す

る前に意図的に折り曲げられて投棄されたもの (29)がみられる。多量に出土した小型の工具類 (25・31

"-' 34) は，いずれも叩き潰したような刃部 (31"-' 34)をもつのが特徴的である。撃あるいはタガネとし

て使用されたと考える。肉眼では，ねじりをもつようにみえるもの (33)が含まれるが，断面は四角形で

あり， x線写真では確認できなかった。細長い帯板状鉄製品 (30) は刃部をもたず，用途が不明である。

このほか，土製紡錘車(l)，砥石片 (2)，円礁 (3)が出土した。紡錘車の孔内部は磨かれたように

滑らかで，横方向の擦痕もあることから，実用品とみられる。二次焼成を受けており，そのために破損し

たとみられる。円礁に使用痕・加工痕等はないが、これらは人為的にもたらされたもので，土器等の廃棄

行為と関連があるとみられる。

引-088(第 160・161図，図版45・46・125)

台地中央部に位置する竪穴住居跡である。引-086の南3mに隣接する。平安時代の剖-087・089が東西

両辺を切っている。主軸は北からやや西へ振れている。カマドを北辺の中央にもつ。壁溝は全周する。対

角線上に主柱穴4か所が配置され カマド対面の南辺中央に出入口施設とみられるピットが検出されてい

る。このピットと東側主柱穴で固まれた範囲の床は，踏み固められて硬化している。このほか，東辺中央

に深さ 42.2cmのピットが検出されている。ほかにも，明らかに後出の遺物 (21・22)が床面から出土し

ていることから，床面ぎりぎりまでの掘削を伴う別の遺構が存在したとみられる。覆土の各層には，いず

れもロームブロックの混入が認められた。廃絶後に埋戻された可能性が高い。

須恵器蓋杯B (15・16)の一対と，内面にミガキを施した土師器杯B (17)が本跡に伴うと考える。い

ずれも小片である。本跡を切る引-087覆土中には，底部がやや突出した須恵器高台付杯Bがみられるが，

本跡から混入したと考える。土師器聾D (18"-' 20)は頚部がしっかり屈曲する類の「在地」の聾である。

鉄製品の出土量は比較的多い。しかし，いずれも断片的であり，用途不明なものが大半を占める。それ

らのうち，出土位置の明らかなものをおもに図示した。鉄鍛では，撃箭式長頚鍛(1 )と四面関の茎(2) 

がある。接合はせず，別個体とみられる。工具類では，小型工具とみられる棒状鉄製品 (3，，-， 5)，万子

等の茎 (6)，石突状の鉄製品(11)，鋲頭ないし弓の両頭金具(12)，釘(13)を確認できる。ほかに，方

形の目釘孔をもっ薄板(10)，両端に若干の反りをもっ帯板状鉄製品 (7"-'9)がある。帯板状鉄製品は

同時期の SI-086にも類例がみられるが，後出的な土器 (21)と同一地点から出土しているので扱いには

注意を要する。北西の柱穴付近では砥石(14)が出土した。

訂-090(第 162図，図版46・47)

台地中央部に位置する竪穴住居跡である。引-086の4m東にあたる。奈良時代の引-084により大半を

損ない，検出したのは柱穴の下部と，北辺のみである。主軸はほぼ北で，カマドを北辺中央にもつ。壁溝

は全周していたと推定され 主柱穴4か所も対角線上であったと思われる。

わずかに残存した北辺部出土の遺物を図示した。須恵器坪H蓋II (1) と，内面にミガキを施した土師

器の鉢 (2)がある。後期後半では比較的古相を示す。
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Sト091(第 163図，図版47)

。 (1:4) 10cm 

台地中央部に位置する竪穴住居跡である。SI-086の2m北に隣接する。奈良時代の Sト081構築により

中央部の大半を損ない，検出されたのは南辺を除く周辺部と柱穴の下部のみである。また，北西隅は撹乱

によって失われている。主軸は北と考えて図示している。北辺中央のやや内側に，焼土や白色砂質土の分

布が認められたが，少量で、あったため，カマドの痕跡とは断定し難い状況であった。壁溝は全周していた

可能性が高い。主柱穴は対角線上に 4か所確認されている。本跡の覆土は，残存部で2層ないし 3層に分

層可能であり，各層ともロームフゃロックを含むことから，人為的に埋戻された可能性が高いと考えられる。

残存した遺物はわずかであったが，須恵器2点が図化可能であった。時期差があると考えられている杯

H蓋 1 (1) と亦B蓋 (2 )が共存している状況である。後期後半に位置づけられる。

引-106(第 164図)

台地中央部に位置する竪穴住居跡である。引-091の北東に隣接する。奈良時代後半の SI-098が，本跡

とほぼ重なるように構築されているため，大部分が破壊され，東壁付近を残すのみである。

本跡に伴うとみられる遺物は認められず，造営時期は確定できない。SI-098との重複関係等から，そ

れより遡る古墳時代後期後半の遺構である可能性が最も高いと考える。

引-107(第 164図，図版54)

台地南部のやや東寄りに位置する竪穴住居跡である。奈良時代中頃のSI-010が本跡の南側を大きく切っ

ており，西側を平安時代後期の Sト011Aが，北東隅を奈良時代末の Sト103が切っている状況である。こ

のように，遺存状況は極めて悪いが，北西辺の中央にはカマド跡が認められ，北隅には貯蔵穴，西側には

主柱穴が認められる。

残存部から，鉄鎌ないし万子と考えられる鉄製品の切先(1 )と，土師器杯Cの口縁部片(2 )が出土

している。後者は半球形をした小型のものであり，古墳時代後期後半の所産と考える。
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SI-115 (第 165図，図版57)

台地北部に位置する比較的小型の竪穴住居跡である。平安時代の引-114の西に隣接する。主軸は北に

とる。北辺のやや東寄りにカマドをもっ。竪穴は東西にやや長い，長方形である。壁溝は全周している。

南辺の西寄りに小ピットが2か所隣接して検出されているが，そのほかに柱穴は検出されていない。床面

は踏み固められており ほぼ全体に硬化面が広がっている。覆土は，北西隅から南東へ向かつて土砂を投

入したことを示しており 埋戻しをされた可能性がある。

図化した遺物はカマドの周辺から出土している。内面をミガキ，外面を赤彩した土師器坪A (1) と土

師器蓋Aの口縁部(2 )がある。前者(1 )は，やや深い形態をもっ古墳時代後期前半の杯と識別できず，

聾口縁部の形態も前代のものと変わらない。一方，横長の竪穴形態は，本遺跡では奈良時代以降に一般化

することから，本跡もあまり遡り得ない。したがって，後期後半の所産と考える。
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引-140(第 166図，図版70・71)

台地東部の北西寄りに位置する竪穴住居跡である。日-039の北西 11mに位置する。主軸はほぼ北であ

り， SI-039と一致している。北辺にカマドをもっ。煙道部，袖部とも，前後に細長い構造である。主柱

穴は対角線上に 4か所確認されており，いずれも建て替えの痕跡が認められる。壁溝は全周し，主柱穴よ

り外側には，西側に 2条，東側に 4条の間仕切溝が，左右の壁溝から直角に延びている。カマド対面にあ

たる南辺中央には小ピットが2基重なっている。これも建て替えが行われた可能性を示す。間仕切溝の周

縁には，小振りなピットが列状に検出されている。これらは 屋内施設の補助的な柱穴と思われる。
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蓋と身の見分け3点を図示した。須恵器杯(l・ 2) はともに小片なので，

口径等を考慮すると，杯H

出土した遺物は少ないが，

ともに湖西窯を含む東海産とみられる灰白色の須恵器であり，

蓋とみられる。古墳時代後期後半では比較的古相を示す。土師器室D (3) は，

が困難である。
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日-141 (第 167図，図版71) 

台地東部の北西寄りに位置する竪穴住居跡である。 Sト140のすぐ南に隣接する。近代の耕作により，広

範囲に撹乱を受けて遺存状態は極めて悪い。主軸はほぼ北， SI-140と一致する。北辺にカマドをもっ。対

角線上に主柱穴が4か所 カマド対面にあたる南辺中央に出入口施設とみられるピットがある。このピッ

トの左脇仁竪穴北東隅にもピットが検出されたが，機能は不明である。残存部において壁溝は全周して

いる。

須恵器杯(1 )は，身と判断すると杯Bもしくは坪GIIであり， 後期後半でも新相を示す。土師器杯

( 2 )は小片で判断が難しいが，大型の杯AIIとみられる。外面が赤彩され，内面には丁寧なミガキが施

されている。土師器壷(3 )は内外面ともに赤彩の痕跡がある底部の破片で，さらに遡る時期(中期~後

期)の遺物と考える。
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第2節掘立柱建物跡と土坑

出土遺物から，古墳時代後期後半に遡る可能性のある掘立柱建物跡は， SX-1とSX-11の2棟である。数

は少なく，立地や形態上の特徴は，奈良 ・平安時代の掘立柱建物跡と大きく異なる点もない。とくに後者

の出土遺物は混入が疑われる。そこで，奈良 ・平安時代の掘立柱建物跡と一緒にこれらをまとめて詳述す

る(第6章第2節)。

同じく，後期前半に遡る可能性がある土坑はSK-19の l基のみ，後期後半に遡る可能性のある土坑はSK-

36の I基のみである。これらも立地や形態上から，奈良 ・平安時代の遺構と大きく異なる特徴は抽出でき

ない。したがって，奈良 ・平安時代の土坑と一緒に詳述する(第6章第3節)。

第3節遺構外出土遺物(第 168図，図版132)

遺構外から出土した該期の遺物のうち，図上復原の可能な 11点を図示した。 K25グリッド(鷲谷津遺跡

D区)から後期初頭の土師器高坪(1 )が出土しているほかは，後期後半のものである。土師器には大型

の杯B (2・4・6)，高杯の坪部(5 )，皿(3 )，小型の鉢 (8)，聾底部(7 )がある。杯，高杯，鉢

は，内面ミガキと内外面の黒色処理手法が特徴的である。内面に漆が付着するもの(6) も含む。内面に

放射状の暗文をもっ浅い皿(3 )は，後期後半の新相に位置づけられよう。須恵器は 3点を図示した。小

型の坪H (9) と大型の坪H葦(10)は後期後半では比較的古相を示し，杯B蓋(11)は新相を示す。こ

れらの出土位置は該期における集落の分布域と重なっている。
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第6章奈良時代・平安時代

第 I節住居跡と遺物

奈良時代及び平安時代の竪穴住居跡は，古墳時代後期後半より一段と数を増す。分布は，前代をほぼ引

き継ぐように，台地主要面に広く展開し，それとともに，前代にはみられなかった台地西部にも多数分布

するようになる。台地北部では SI-II0に代表されるような，横長の住居跡などが営まれ，数がやや増

加する。少し離れて，調査区北西隅にも分布が認められるようになる。

奈良時代には 51軒あり，濃淡はあるが面的に広く分布する。最大規模の幻-098(一辺6.2m) は，前

代と同様に台地中央部でみられる。また，これに匹敵する検出例は台地南部にもみられる。最小の引-024

(一辺2.3m以下)と， これら最大例との規模差は著しいものがある。

平安時代には 53軒あり，広く分布する。しかし，台地中央部では南寄りに，台地西部では西寄りに偏

る傾向がある。したがって，台地中央部にみられていた分布空白地が，さらに拡大しているように見える。

一方，台地南部では，北東寄りに分布が移動し，集落全体としては台地主要平坦面への集約度が増してい

る。最大規模の SI-087(一辺5.3m)は前代と同じく台地中央部にある。このすぐ南に，最小級の SI-094

(一辺2.7m以下)が隣接している。前代と同じく規模差が目立つ。

なお，土器の説明に用いる記号と用語は，考察に掲げた土器分類(第9章第2節 I項)に拠っている。
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土器分類は時期別になっているので，本章の1.奈良時代については，土器分類の 1(3)奈良時代」を，

2. 平安時代については，土器分類の 1(4)平安時代」を それぞれ参照いただきたい。住居跡規模等

の詳細については附表 Iに，土器の観察結果は附表4にまとめて報告する。

1 .奈良時代

別-002C(第 170図，図版7)

台地中央部の西寄りに位置する竪穴住居跡である。南隅に平安時代の SI-002Aが重複する。北西に主軸

をとり，カマドを北西辺中央に設ける。壁溝は全周する。主柱穴4か所のうち， 1か所は撹乱により検出

できなかったが， 3か所はいずれも対角線上に設けられている。また，カマド対面にあたる南東辺中央に，

出入口施設とみられるピットをもっ。全体に遺物の出土量は少なく，比較的遺存の良いものはカマド周辺

に集中している。

図示した遺物のうち，箱形の土師器坪HIV(1)はロクロ製で，底部を回転糸切り後，周囲のみドーナ

ツ状に手持ちへラケズリ調整している。出土位置はほかの土器群と離れており 上層出土であることから

直接本跡に伴うものとはいえない。奈良時代末を前後する時期の所産とみられる。一方，カマド付近で出

土した土師器では，内面に丁寧なミガキをもっ坪A (2)，均整な造りの球形の鉢あるいは無頚壷 (4)， 

外面が滑らかな厚手の聾(6 )がともに出土している。聾B (5・6) は，在来の鬼高式の特徴をもっ。

これらは奈良時代よりも少し古い様相を示す。

SI-003 (第 171図，図版6)

台地中央部の西寄りに位置する竪穴状の遺構である。 SI-002Cの2mほど南に並列する。古墳時代後期

後半の Sト002Bを切り，平安時代後期の SI-002Aに切られている。遺存度は甚だ悪い。該期の竪穴住居跡

に比べると小型であり，形状はいびつな長方形である。深さ 15cm'" 20 cmの小ピットが全体に散在するが，

本跡に伴う施設である確証は得られなかった。そのうち，壁を切って掘られたピットが2か所あり， とく

に南西壁中央のピットは深く，床から約 60cm掘り込まれている。床面では，中央部を中心に硬化面が広

がる。カマドは検出されなかった。このように，独立した住居跡としては不備な点が多く， Sト002Cに伴

う施設の可能性がある。

断片的な遺物しか出土していない。須恵器坪 (1 • 2) は回転へラケズリを施した比較的広い平底をも

っ。聾(3 )は，底径が小さく，薄手のものである。これらは奈良時代の土器群である。

SI-005 (第 172図，図版8・112)

台地南部の中央付近に位置する比較的小型の竪穴住居跡である。 SI-004の南東隅を切って重複する。主

軸を北西にとり，カマドは北西辺中央に配置される。壁溝は引-004との重複部分で判然としないが全周

すると思われる。柱穴はなく，周縁部を除いて硬化面が広がっている。遺物はカマドを中心とした北西半

分に集中する。接合資料は，覆土の流れ込み方向に沿って分布しており，住居跡廃棄の際に投入された可

能性がある。とくに，聾・甑はカマド周辺で出土し，坪はカマドと対面する側の壁付近で出土している。

須恵器杯A 1 (1) はやや口縁部の開く箱形で，底部周縁を手持ちへラケズリしたものである。須恵器

窒は口縁部の短く外反するもの(3 )と口縁部が高く立ちあがって外反するもの (7・8)があり，いず
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第 170図 Sト002Cと出土遺物

れもタタキ整形であるが，前者はその後外面がへラケズリされ， さらにナデによって整形痕がほとんど

残っていない。これらの須恵器はいずれも焼成が甘く，黒褐色からにぶい黄樺色を発する。千葉市中原窯

の製品である可能性が高く，奈良時代末から平安時代にかけての須恵器と考えられる。土師器坪(2 )は

外面をケズリで整形した平底のもので，黄櫨色に焼成されている。大型の聾 (4"""6) のうち，武蔵型の

聾A (5・6) は口縁部が「コ」の字形に変化する直前の特徴を有する。 これらも，奈良時代末から平安
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時代にかけての土器群とみてよい。

ほかに，砥石(13)はカマドの西袖脇にあり，覆土内から小型の工具とみられる棒状鉄製品が2点(1卜

第 171図

Sト007(第 173図，図版9・112)

台地南部の東寄りに位置する竪穴住居跡である。主軸は北西にあり カマドは北西辺中央に位置する。

対角線上に主柱穴4か所が位置し，それぞれに柱痕が明瞭に認められた。柱穴の聞の床面は，よく踏み固

められて硬化している。壁溝は全周する。遺物はカマド周辺を中心に散在する。覆土は 3層程度に分層で

中間層にローム粒を多く含み，短期間に埋戻された可能性がある。

カマドの焚口付近で万子(19)が出土しており，切先をわずかに欠く。覆土内で砥石の破片 (20)が出

土した。また，図示しえなかった細片には，内面が平滑になっている須恵器聾片が含まれており，転用硯

12)出土している。

きるが，

等を含んでいる可能性がある。

土器類は須恵器杯6点 土師器坪2点須恵 器聾 l点、土師器聾8点須恵器甑 l点を図示した。須恵

器はいずれも還元焼成された優品で，灰色から青灰色を呈する。坪AIII (5) は底部が広く，比較的浅い

(3) も比較的浅めの杯部であるのが特徴的である。一方，やや深く口縁部ものである。高台付の坪B1 

が聞き気味の坪AII(1.2・4・6)があるが， (4)を除いて比較的上層で検出されたものである。火

だすきをもつもの (1 • 5・6) は，市原市永田・不入窯の製品である可能性が高い。土師器では，丸底

の坪A (8)，小型書A (9・10)，武蔵型の聾A (11・12・15・16)，聾C (17)，聾B (18)がみられる。

杯 (7) は覆土出土品である。聾B (18) はいわゆる「在地」の聾であるが，縦方向の強いケズリによっ

て，やや照りが生じている。このほか，細片には畿内系暗文土器を模倣した杯Dがみられる。以上の土器

群は，出土位置から若干の時期差を含むと考えられるが 総じて奈良時代の比較的新相を示している。
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Sト010(第 174・175図，図版 10・112)

台地南部， SI -007の3m北西に位置する竪穴住居跡である。古墳時代後期後半の Sト107を切り，平安

時代の SI-Ol1に切られている。やや西に振れた北を主軸とする。北側中央にカマドをもっ。柱穴は4か

所で，北側の 2か所は対角線上に，南側の 2か所はやや南辺に寄って設けられている。カマド対面の南辺

中央に小ピットがある。壁溝は北辺のカマド西側を除き全周する。カマドの東側では，壁溝中に小ピット

が並んでいる。西側および東側の壁溝にも ピット様のくぼみがみられる。遺物は床全体に散在しており，

量はとくに多くないが，鉄製品がすべての柱穴付近で出土している点が注目される。

土器は杯類5点、，皿2点，小型聾 l点，聾5点を図示した。須恵器はいずれも灰色基調に還元焼成され

ている。ごく浅い坪AIII (1)と浅いAN(2・3)があり，ほかに蓋の宝珠つまみ (5)，高台付とみ

られる盤 (6)がある。坪ANは永田・不入窯の製品である可能性が高い。須恵器杯ANと同じ形の土師

器坪HI (4)，須恵器盤と同じ形の土師器高台付盤 (7)は， ともにロクロ製で，覆土中から出土した。

(7)は内外面が赤彩され， (4)は明るい樟色に焼き上げられている。同じ器形であるが，ロクロ土師器

と他の須恵器は色調から明らかに区別できる状態である。土師器聾類には，小型聾 (8)，武蔵型の蜜A

(10，，-， 12)， r在地」の聾B (9・13)がある。以上の土器群は奈良時代の比較的新相を示している。ロク

ロ土師器を含む土器群としては初期のものである。

図化可能な鉄製品は 11点にのぼる。北西の柱穴付近では，ヤリガンナ 2点(15・18)・万子 1点 (21)

が出土した。また，北東では万子2点 (22・24)，南東では万子2点(19・23)，出入口施設のピットでは

片刃の鉄鉱 l点(17)，南西では撃状の工具 l点(16)が出土した。ほかに床面中央部で，釘 l点(14)， 

万子 I点 (20)が出土した。

SI-012 (第 176図，図版 10・11・113)

台地南部の南縁に位置する竪穴住居跡である。南東方向へ緩やかに下る斜面に面している。主軸は北か

らやや西寄りにとる。カマドは北辺中央に配置される。明瞭な柱穴は検出されなかったが，ほぽ対角線上

の4か所に深さ 10cm程度のくぼみが検出されており， これらが柱を建てた痕跡と考えられる。出土した

遺物は少ない。覆土にはロームフやロック ローム粒が多く含まれているので 廃絶後に埋戻しが行われた

可能性がある。なお，床面中央部のやや西寄りにおいて，床表面が焼けて劣化した部分がある。そこでは，

掘込みや遺物等は認められず，性格は特定できなかった。

遺物の遺存度は悪い。最も残りのよい土師器杯E (4)で半分強，須恵器杯AII (1)で 1/3程度遺存

するほかは，断片的な資料である。須恵器杯類(1"-'3)はいずれも杯AIIであり，青灰色に還元焼成さ

れている。(1 )は深身で開く形態であり，底部は回転へラ切り後，周囲のみドーナツ状に回転へラケズ

リ調整が加えられている。須恵器聾(5)はタタキ整形され，青灰色に還元焼成されている。土師器杯に

は，肩平な平底の土師器郎E (4)がある。口縁部に歪みがあり，焼成が甘く，暗褐色を呈する。内外面

をへラミガキ調整している。土師器聾には，胎土に雲母を含む常総型の窪D (6)，赤褐色の聾A (7)が

ある。以上の土器群は奈良時代の比較的新相を示している。

ほかに，刺突具と考えられる棒状鉄製品(8 )が I点出土している。
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SI -015 (第 177図，図版 13・113)

台地南部の最南端に位置する比較的小型の竪穴住居跡であり，横長であるのが特徴的である。南側から

入る谷の肩口に面している。主軸をやや西に振れた北にとり，カマドは北辺の西隅寄りにある。カマド前

面から中央部にかけて硬化面が広がる。斜面に位置するため，壁がかなり流失し，大きい撹乱が2か所あ

るため遺存度は悪い。覆土にはローム粒が多く含まれ，人為的に埋戻した可能性もあるが，草根による撹

乱と風化が著しい。

遺構の遺存状態の劣悪さに比べて，遺物は良く残っており，出土した土器片の大半が復原され，図化可

能であった。図示した 9点のうち， 6点は 70%"'95%遺存している。須恵器杯N (1"'3) は浅い身で

あり，いずれも灰色に還元焼成され，胎土に雲母を含んでいる。土師器杯には，内面を漆仕上げした杯B

(4)のほか，平底の杯Eがある。杯Eには、赤彩をもたないもの(5 )と，内外面を赤彩した浅い形態

のもの (6)がある。聾や甑も土師器で構成され，薄い武蔵型の聾A (7)，内外面が滑らかで厚手の聾

C (8)，単孔の甑(9 )がみられる。奈良時代の古相を示す土器群と考えられる。

引-017(第 178図，図版 14・113)

台地南部の中央付近に位置する竪穴住居跡である。主軸をやや西に振った北にとる。カマドは北辺中央

に設けられている。対角線上に主柱穴4か所が位置し，それぞれに柱痕が明瞭に認められた。柱穴の聞の

床面は，よく踏み固められて硬化している。壁溝は全周する。壁溝と壁の聞には，幅4Cffi'" 1 0 Cffiの平坦

部がある。カマド対面の南辺中央には 出入口施設とみられるピットがある。このピットからカマドにか

けての範囲では，床面が踏み固められて，硬化している。

床面下を精査したところ，各壁より 32Cffi'" 66 Cffiほど内側において方形をなす，深さ 36Cffi'" 49 Cffiの掘

込みが検出された。床下の土層は，ほぼ水平に堆積したロームブロックの層，及びロームブロックを含む

黒褐色土層で構成され，その上部に硬化面が形成されている。掘りかたの形状は整然としており，遺物も

検出されず，埋戻しも整然と行われている。内側の掘りかたに伴うカマド・柱穴の設置は行われていない。

これらから，本跡の構築に際し，途中で設計を変更し拡張したと考えられる。

遺物は床全体に散在しており 遺存のよいものは硬化範囲の外側から出土した。カマド内では支脚片

(7)が出土し，右袖脇では砥石(1 )が出土している。また，北東隅付近で土玉が l点(2 )出土した。
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第 177図 SI-015と出土遺物

とされている。小鉢形土器 (9 )は粗い造りが特徴的で，底部に木葉痕をもっ。亦B (10)は口縁部が直

に立ち上がる丸底のものである。聾類については遺存がきわめて悪く ，聾Bの底部 (14) 1点しか図示で
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きなかった。土器群の中で，須恵器は古墳時代後期後半の指標としたものを含むが，床面から出土した土

師器坪Fは，奈良時代の古相を示す盤状杯である。

引-022(第 179図)

台地南部の西寄り， SI-017の西約20mに位置する竪穴住居跡である。東辺がSD-2と接している。掘込

みが浅く，確認面においてすでトに床面の痕跡が露出していた。壁は確認できず，西側にカマドの痕跡を検

出したことから，図のような住居の存在を想定した。

遺物は少なく，いずれも細片のため図示しえないが，カマドの周辺から比較的薄手の土師器聾片が出土

しており，口縁部などの特徴から奈良時代ころと考える。

引-024(第 180図，図版 16・17・114・115)

台地南部南縁の中央付近に位置する。一辺1.85 m X 2. 1 mのきわめて小型の竪穴住居跡である。主軸

を南東にとる。柱穴は確認されなかった。カマドは南東隅にあり，袖部分や煙道は隅を外に向かつて掘り

込んだ掘りかたの中に設けられている。覆土全体にローム粒を多く含み，上層の土器片と床面の土器片が

接合していることから 一気に埋戻されたと考えられる。

須恵器甑 l点，土師器聾3点を図示した。須恵器甑C (1)は灰色に還元焼成され，胎土に雲母を含む。

土師器には小型聾C (2)，器壁が滑らかで厚い聾C (3)，薄い器壁をもっ武蔵型の聾A (4)がある。

これらの特徴は，いずれも奈良時代の土器群であることを示している。

床面から両頭の棒状鉄製品 (5)が出土しているが，用途は特定できない。

SI-025 (第 181図，図版 17・115)

台地南部の南縁中央部に位置する比較的小型の竪穴住居跡である。主軸はやや西に振った北にとる。カ

マドは北辺のやや西寄りにある。壁溝はカマド両脇と南東隅を除いて検出された。柱穴と思われるピット

は，カマド対面にあたる南辺中央のピットを頂点とする三角形状に両側2か所設けられている。いずれも

きわめて浅いため，柱を埋込むことはできない。むしろ柱を置いた痕跡と考える。

カマド内から完形の須恵器蓋 (4)が出土したほか，カマド前方と南東部分から 比較的まとまった量

の遺物が出土した。南東隅では万子が2点(1・2)出土している。須恵器には，坪蓋BV (3・4)と

坪AII (5・6・8・g)，杯AlV(7)がある。坪蓋は円筒状のつまみをもつのが特徴である。底面に

「り」形の線刻をもっ坪身 (7・8) は， ともに黄櫨色に焼成され，火だすきがみられる。ほかに，暗褐

色を呈するもの(5 )と，青灰色に還元焼成されたもの (3・4・6・g)があり 後者の方が多数を占

める。土師器聾類では，武蔵型の蓋A (11 "-13)，蓋B (14・15)，台付聾(10)がある。聾Aの頚部は

「コ」の字化の兆候が現れている。台付聾は小型で整った形態をもち，器壁が薄く，脚部も均整のとれた

丁寧な造りである。奈良時代の新相を示す良好な土器群である。

SI-029 (第 179図，図版20・116)

台地南部， SI -025の5m北に位置する比較的小型の竪穴住居跡である。主軸はやや西に振った北にと

る。北辺中央にカマドがある。壁溝は，カマドの火床部を除き，袖の下部まで、廻っている。柱穴はなく，
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第 180図引-024と出土遺物

カマド対面の南辺中央に小ピットをもっ。

H 

< ~ ____ (C l( 

(g~"- ヒ三

tーや た7i

。 (1:2) 

3 

5 

5cm 

土師器の長胴の聾B (1)が l点出土している。奈良時代に盛行する典型的な「在地」の蜜である。

引-033(第 179図)

台地南部，引-017の東約8mに位置する竪穴住居跡である。掘込みが浅く，確認面ですでに床面が露

出している状態で検出された。対角に主柱穴を 4か所有し，南辺やや西寄りに出入口施設と思われる小

ピットがある。

遺物は，遺構の遺存度が悪いものの，細片ではあるが数多く出土している。しっかりと還元焼成された

灰色の須恵器片が多く，その中に底部を回転へラケズリした杯身片を含むことなどから，奈良時代の所産

と考える。

Sト041(第233図，図版24・117，平安時代の Sト040下層遺構として掲載)

台地東部の東端に位置する竪穴住居跡である。対岸に観音塚遺跡を望む台地斜面に面している。谷の傾

斜と SD-lO・ィモ穴・電柱敷設による撹乱によって，南東部分が大きく失われている。また，平安時代の

Sト040との重複部を 2か年に分けて調査せざるを得なかったため，遺構の検出は困難を極めた。両遺構
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にわたって接合した遺物もあったことから，図面は分離しないで報告することとした(本節2項 Sト040)。

Sト041は南半分を SD-I0の掘削により失い，引-040によって上部の大半が削平されている。残存部分

はほとんど床面のみという状況である。主軸は北西で，カマドは北西辺中央に設けられている。カマドは

火床部のみが確認されている。柱穴は 2か所検出され，西辺の一部で壁溝が検出されている。

SI-041に伴うとみられる遺物は次のとおりである。須恵器杯AIV(6) は浅身であり，青灰色に還元

焼成されている。ロクロ製の土師器坪HII (7)は深身であり，黒褐色に焼成されている。土師器ではな

く，須恵器坪AIIの可能性もある。鉄製工具(8 )は柄の部分のみ出土している。転用硯 (9)は，約 18

cmX 9 cmの硬い須恵器聾片が使用されており，長方形をなす。聾の外面は平行タタキのちナデ調整，内面

は当て具痕を残し，一部ナデ調整している。この当て具痕を貫くように，約 1mm幅で、黒色の擦り筋が認め

られる(網掛け部)。内面中央のやや右上には，径約7cmtまどの範囲でくぼみの中が黒く染まっている。土

器群は奈良時代の新相を示す。

SI-042 (第 182図，図版 117)

台地東部の東縁中央に位置する竪穴住居跡である。南半分を SD-I0によって，東半分を平安時代の SI

040によって壊されている。主軸は北西で カマドは北西辺のほぼ中央に位置すると思われる。北西隅で

柱穴を検出した。この柱穴の周辺に遺物が集中して出土している。

図示可能な遺物は 3点である。灰色に還元焼成された須恵器蓋杯Bが l組 (1. 2)，土師器聾(3 )が

ある。杯が浅身であることから 奈良時代でも古相を示すものと考える。

⑧ 
ー・C'

A'-

-回

C 
P21却 m

。 (1:40) 7rAKミ=AL
3 

子21.50m
f f壬竺三『

。 (1:80) 4m 
巳主J ℃ヒトト/ア

2 

第 182図 SI-042と出土遺物
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SI-044 (第 183図，図版24・117)

台地東部のやや北東寄りに位置する竪穴住居跡である。観音塚遺跡を望む谷頭に面する。東隅でSI-040

に切られ，遺構中央を南北に走る SD-9に切られている。西にやや振った北を主軸とし，北辺中央にカマ

ドをもっ。壁溝は西隅と東隅を除いて検出されている。対角線上に 4か所の主柱穴がある。カマド対面の

南東辺中央には小ピットがある。カマドの前面と，柱穴で固まれた範囲では，床面が踏み固められて硬化

している。遺物は床全体に散在するが，鉄製品はいずれも南西隅付近で出土している。

須恵器杯蓋Bが2種類 (4・5)，いずれも深身の須恵器杯AI . II (6"'-10)が5点みられる。 1点

(10)を除いて，青灰色~灰白色の還元焼成によるものである。蓋 (4)は，口縁部のかえりが突出し，胎

土に雲母を含むので，茨城産の可能性が高い。杯A 1 (10) は，箱形をしており，焼成が甘く，黄褐色を

呈する。ロクロ土師器との区別が困難であるが，須恵器杯(6 )の形態や製作技法と同じであることから

須恵器とした。須恵器聾口縁部(12) も，檀色に焼成された千葉地域の窯跡出土品に類例のある製品であ

る。土師器では，鉢(11)，武蔵型の聾A (14・15)があるが，いずれも覆土上層から出土したものであ

る。武蔵型聾の口縁部が「コ」の字形に変化しているのは，平安時代にみられる特徴である。須恵器亦蓋

(4)の形状は古相を示すが，千葉産須恵器の存在，比較的遺存の良い箱形の杯2種の存在から，奈良時

代の新相を示す土器群ととらえておく。

SI -050A (第 184図，図版27)

台地東縁の中央付近に位置する竪穴住居跡である。古墳時代後期後半の SI-050B覆土上に重なって検出
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された。主軸は北西にとる。壁溝は全周していたと思われる。カマドは北西辺中央にあり，対面の南東辺

中央に小ピットをもっ。主柱穴は 4か所のうち 3か所を確認した。ほぽ対角線上に位置する。カマド前

面からエプロン状に床が硬化している。

図示できる遺物は出土しなかった。

Sト051A(第236・237図，図版28・118，平安時代のSト051Bと一緒に掲載)

台地東部， Sト050Aの北西7mに位置する竪穴住居跡である。平安時代の SI-051Bに切られる。やや西

に振った北に主軸をとる。壁溝はカマド部分を除いて全周する。カマドは北辺中央にあったが， Sト051B

のカマド構築の際に壊されたとみられる。カマドの対面にあたる南辺中央に小ピットをもっ。主柱穴は4

か所検出されており，ほぽ対角線上に並ぶ。北東を除く 3か所の柱穴を結んで，間仕切のような溝が検出

されたが，これはSト051Bの壁溝である。この壁溝の外側部分にのみ， Sト051Aの覆土が残存していた。覆

土はローム粒を含み，微妙に色調の異なる 6つの層に分けられる。埋戻しによって形成されたと考える。

焼土及び炭化材は，最下層において少量が検出されるに留まった。一方，溝の内側にあたる Sト051Bでは，

放射状に遺存する炭化材と 多量の焼土堆積が認められた。また それを被覆していたのは黒褐色土で

あった。このように，内側と外側では明確な違いが認められるので， SI -051A→Sト051Bという 2軒重複

とみて間違いない。ただし，両跡とも床面がほぼ同じ高さであり，柱穴の内側から東側にはみ出るように

硬化面が検出されたため 調査時には 2軒重複の見解には至らなかった。

Sト051Aの遺物は土師器の常総型書 (8)と武蔵型聾 (9)の2点である。常総型聾は粘土紐の継ぎ目

で底部がきれいに抜けており，甑に転用された可能性がある。北西の柱穴に落込んだ状態で出土し，さら

にその下から武蔵型書の一部が出土している。ともに南壁際の破片と接合しているので，本跡廃絶時にお

いて意図的な投入がなされたと考える。このほか，図示しなかった細片には茨城県産須恵器の蓋坪などが

多数含まれている。これらは奈良時代でも比較的古相を示している。

引-053(第 185図，図版30)

台地東部の中央付近， Sト050Aの20mほど西に位置する竪穴住居跡である。主軸を北にとる。北辺にカ

マドをもっ。壁溝は全周する。対角線上に4か所の柱穴があり，その聞は踏み固められて硬くなっている。

出入口施設とみられるピットはない。覆土はローム粒を含むが， しまりはあまり良くない。カマドの煙道

は擾乱により失われている。床面下を精査したところ 一回り小さい方形の掘りかたが検出された。中央

部の平坦面で20cm程度低く，やや内側に柱穴と，その他の小ピット 2か所が検出された。しかし，カマ

ドの痕跡や，遺物は検出されなかった。したがって，構築途中で設計が変更され拡張された，などの可能

性が考えられる。掘りかたの覆土は全体にロームを多く含み，大変硬く締まっている。

遺物は少なく，遺存度も低い。万子切先を l点 (1 )，須恵器杯Aをl点 (2)，土師器坪Bの口縁部2

点 (3・4) を図示した。土師器坪が浅身であることから，奈良時代の古相を示す土器群と考える。

引-054(第 186図，図版31・118)

台地東部，引-053の 1m南に近接する竪穴住居跡である。主軸は北からやや西に振れている。北辺に

カマドが設けられ，対角線上に主柱穴が4か所，出入口施設とみられるピット，西辺中央とカマド両脇，
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第 185図 SI-053と出土遺物

四隅の壁溝中に小ピットが検出されている。東壁はカマド側でやや狭くなってきており， この部分からカ

マドにかけて壁溝も途切れる。主柱穴には柱根の痕跡が残っていた。覆土は最下層まで黒褐色の腐植土を

主体としており，廃絶時の埋戻しはほとんど行われていないようである。

遺物の多くはカマドとその周辺に集中している。全体に遺存はあまり良くない。鉄製品はいずれも北東

区で出土し，広根三角形の鉄鎖(10) は柱穴の上に出土した。小型のタガネ(9 )と万子片(11) は壁際

で出土している。石槌 (8)は，両面の中央に敵打痕がある。混入品かと思われたが，該期の石槌がほか

にもあることから図示した。土器類では，須恵器杯のほかは聾類が中心である。箱形の須恵器坪A1 (1) 
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は胎土に少量の雲母を含み 灰色を呈する。須恵器甑 (4)は櫨色の焼成で，千葉産と考えられる。土師

器では，まず武蔵型の聾A (5"'-'7)が注目される。内外面をへラケズリした，非常に薄手の造りであり，

口縁部がいずれも「コ」の字化している。ほかに，小型の聾が2種類出土している (2・3)。奈良時代

末から平安時代にかけての所産とみられる。

引-055(第 187図，図版32・118)

台地東部， SI -054の2m南に隣接する竪穴住居跡である。主軸は北からやや西に振れている。北辺に

カマドを設け，壁溝は全周する。主柱穴は対角線上に 4か所あり，出入口施設とみられるピットがカマド

対面の南辺中央にある。主柱穴には柱根の痕跡が残っている。覆土上層は耕作が及んでいるため，かなり

撹乱されている。同一個体の遺物出土位置も高低差が大きい。

住居内全体に遺物が散在しており 土器類のほかに管状土錘(1・2)，石製臼玉 (3)，砥石 (4)，鉄

製品 (5"'-'11)などがみられる。鉄製品は用途の特定できないものが多いが，穂摘み具 (7)，紡錘車の

軸 (9・10)，小型のタガネ(11)などがあるとみられる。飾り金具(5 )には，花弁形の縁取りがあり，

頂部が半球形に作り出されている。帯状の金具 (6)には目釘孔がある。

図化可能な土器は 10点あったが，聾 (21)以外は亦類で占められる。須恵器杯類には，蓋杯B (12・

15) と，浅い杯AIV(13)，深い坪A1 (14)がある。いずれも灰色に還元焼成されている。とくに，火

だすきを有するもの(14)は濃灰色をしており，市原市永田・不入窯産の可能性が高い。ほかに，須恵器

坪片が3点(16"，-， 18)あるが，比較的下層から出土したもの(17・18) は灰白色に焼成されており，や

や様相が異なっている。土師器坪には，平底の坪C (19) と丸底の杯A (20)がある。前者(19)は内面

にミガキが施され，赤彩されているが，後者 (20)は赤彩されていない。土師器聾D (21)は，胎土に雲

母を多量に含む，常総型聾である。これらは，明らかに覆土上層出土のもの(12・19・21)が含まれてい

るのでやや時期差を含む可能性はあるが 奈良時代の新相を示す土器群と考えられる。

SI -058 (第 188図，図版34・118・119)

台地東部の南東寄りに位置する竪穴住居跡である。谷頭に面して遺構が密集しており，東側がSI-059

の，北側がSI-057の覆土中で検出された。また，中央を SD-9が南北に走っている。やや西に振った北を

主軸とし，カマドは北西辺の中央にある。主柱穴は，北側柱穴が少し内側にあるほかは，各隅に設けられ

ている。壁溝は南西辺と，北隅に確認された。

遺物は，カマド内と北西区に比較的まとまって出土した。須恵器には，郎B蓋(l)，杯A (2)があ

る。坪蓋は円筒状のつまみをもっ。いずれも焼きが甘く，黄樟色(1) "'-'灰褐色 (2)を呈する。胎土に

白色砂粒が含まれるものの多くはなく，雲母や白色骨針は認められない。ロクロ土師器杯 (3) も，黄櫨

色の焼成で，須恵器の可能性もある。

土師器聾4点のうち 2点は台付聾である。引-025にも類例があるが，本跡のものは口縁部の屈曲が鋭

く，胴部や脚が極めて薄手である。搬入品と考えられ，台付聾としては最新段階のものである。円筒状の

つまみをもっ坪B蓋や，黄樺色の須恵器杯Aをもっ点は SI-025と共通するが，杯の形態は底が小さい割

に浅い。武蔵型の聾A (6・7) は口縁部の「コ」の字化が進んで、いる。これらは新しい要素である。奈

良時代末から平安時代にかけての土器群である。
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第 188図引-058と出土遺物

6 

Sト061 (第 189図，図版36)

台地東部の東端に位置する住居群のなかで， とりわけ小型の竪穴住居跡である。東半分を平安時代の

SI-060に切られ，南側を SD-9によって削られている。北西隅からカマドにかけての部分と，南辺の一部

のみが検出された。主軸はやや西に振った北にとる。カマドは北辺中央に位置する。壁溝は全周していた

と思われる。柱穴は検出されなかった。

カマド周辺から北西隅にかけてわずかに検出された遺物を図化した。内面黒色処理の土師器坪B (1)， 

ロクロ土師器坪G (2・3)，須恵器長頚壷脚台 (4)，赤褐色の須恵器聾口縁部(5 )，灰色の須恵器査

底部(6 )がある。いずれもほぼ同位置から出土しているが，奈良時代以前 (1. 4・6) と平安時代

(2・3 • 5) のものが混在している。

SI -063 (第 190図，図版37)

台地東部の東端に位置する竪穴住居跡である。引-061の南2mに隣接する。西側では壁高が35cmある
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第 189図 Sト061と出土遺物

が，南東隅は流失している。主軸は北で カマドを北辺中央に設けている。主柱穴は4か所認められる。

やや南にずれている Iか所を除き，ほぽ対角線上に位置する。覆土は，著しく撹乱を受けていたので，本

来の堆積状況はわからなくなっている。また，遺構中央部で貝ブロックが検出された。覆土上部で検出さ

れているので，本跡に直接伴うとは考えられない。住居廃絶後，一定期間をおいて後に投棄されたもので

あろう。

遺物はごくわずかで，破片の総数が50点ほどしかない。土師器の杯A (1) と，書B (2) と思われ

る底部破片を l点ずつ図化した。坪は丸底になるものと思われ，内外面に黒色処理が施されている。奈良

時代か，それ以前に遡る土器群と考える。

引-067(第 191図，図版38)

台地東部の南寄り， S1-063の南西 17mに位置する竪穴住居跡である。主軸はやや西に振れた北にとる。

カマドは北西辺中央に位置している。主柱穴は対角線上に4か所みられる。壁溝は全周する。覆土はロー

ム粒を多く含み，ブ、ロック状の堆積をしていることから，人為的に埋戻されたものと考える。出土遺物は

少なく，南東辺寄りに土器片 10点余と，石器 l点が出土したのに留まった。

土師器坪A (1) と石槌 (2)を図化した。土師器は，新しくとも奈良時代の古相か，それ以前の所産

と考える。石鎚は，乳白色の硬い石灰岩もしくは玉髄質の石製で，肩平ながら整った六面体をなし，各面

は磨られて平滑になっている。打撃により欠けている部分がみられ，図の向かつて左側には打撃による凹

面がある。縄文時代の磨石とはやや異なった様相がみられる。撹乱されていない部分の床面から出土して

いるので，混入品とは考えにくく，奈良時代ころに意図をもって本跡に持ち込まれたものと考える。ただ

し，出土地点は，弥生時代住居跡と重複する部分である。
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第 190図 SI-063と出土遺物

引-069(第 192図， 図版 120)

台地南部の最東端に位置する竪穴住居跡である。観音塚遺跡.を望む谷の斜面部に離れて検出された。西

側から北側にかけての壁溝をもっ壁と， 4.0 m x 1. 5 mの床面のみ残存しているのが検出され，そこから

推定される形状は隅丸方形もしくは楕円形である。覆土上部を SD-10によって撹乱されているが，暗褐色

土を主体とした 3層に分けられる。いずれも自然堆積と考えられる。深さ20cm前後のピットが3か所検

出されたが，柱穴であるかは判然としない。

西辺南寄りの壁溝際で，比較的大きな薄手の土師器聾B片(2 )を検出した。武蔵型聾としては比較的

古い形態をもつので，奈良時代の所産である。ほかに鉄製刺突具が I点(1 )出土した。

引-070(第 193図，図版39・120)

台地東部の北西寄りに位置する竪穴住居跡である。主軸は北からやや西に振れている。北辺中央にカマ

ドが設けられている。カマド対面にあたる南辺中央の小ピットと 対角線上に位置する 4か所の主柱穴の

ほか，カマド両側に一対のピットが検出されている。また，南西側と南東側の壁溝中にも壁柱穴と思われ

る小ピットが認められる。床面は全体に堅徹であるが，カマド前面から主柱穴の聞にかけての範囲で， と

くによく締まっている。土層は 7層に分けられるが 自然堆積の状態を呈す。
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第 191図引-067と出土遺物

図示した遺物はカマド前に集中して検出された。 4点の須恵器杯B蓋には 灰色~灰褐色に還元焼成さ

れたもの (4・5) と 赤みを帯びた櫨色に焼成された須恵器もしくはロクロ土師器(7)がある。後者

は，口縁端部内側に身を受ける「かえり」状の突帯がわずかにみられ，胎土には雲母が含まれていること

から，常総地域で生産された可能性が高い。土師器では，杯には内外面にミガキを施した浅い丸底の亦F

が3点 (8，，-10)あり， (8)の内面は黒色処理が施されている。また，浅い平底の坪Hが2点(12・13)

ある。(12) は上部に強いヨコナデを施し，下部のみへラケズリ調整をしており，ヨコナデ部分には内外

面とも黒色処理がみられる。ロクロ整形をした(13)にも，内部に黒色処理の痕跡が認められるとともに，

螺旋状の暗文がみられる。ほかに，内面に組いミガキをもっ甑(14) と武蔵型の聾A (15)がある。奈良

時代の比較的古相を示す土器群である。

鉄製品では鎌(1)と万子(2)が l点ずつ出土している。鎌の切先や刃部はかなり摩滅し，使い込ん

だことがうかがえる。ほかに軽石 (3)が l点ある。

引-078(第 194図，図版41)

台地中央部に位置する竪穴住居跡である。主軸は北からやや西へ振れている。北辺中央にカマドが設け
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第 192図引-069と出土遺物

られている。壁溝は全周する。カマド西側手前に貯蔵穴，対角線上に主柱穴4か所，カマド対面の南辺中

央に出入口施設とみられるピットが配されているほか，カマド正面にも，深さ 10.1 cmのピットが検出さ

れている。覆土各層にはロームプロックが多く混入していることから，人為的に埋戻されたと考えられる。

覆土中からは比較的多くの土器片が出土したが，本跡に伴うと思われるのは台付聾(1)のみである。

脚の造りが厚く，短いことから，奈良時代でも比較的古相を示すと考える。

引-079(第 195図，図版41・120・121) 

台地中央部に位置する竪穴住居跡である。引-078の東4mに隣接する。主軸をほぼ北にとり，北辺に

カマドをもっ。カマド対面の辺中央に小ピット，対角線上に4か所の主柱穴を有する。覆土は4層に分け

られ，最下層に黒褐色腐植土が堆積していることから，廃絶直後における人為的な埋戻しはされなかった

と考える。主柱穴の聞を中心に床面全体が堅轍である。また，主柱穴には柱痕が認められた。

遺物の量，種類ともに多く，遺構全体から検出されており，出土位置で新旧を分離するのは困難である。

土器類のほか，管状土錘が2点，鉄製品が5点出土している。鉄製品はいずれも断片的な資料であるが，

鉄鍛 (4・5)・万子 (6・7)が2点ず、つ，端部を折り曲げた板状鉄製品 (3)が l点ある。土器類で

は，希有な例として須恵器短頚査の蓋 (8・9)が2点みられる。市原市永田・不入窯跡群の製品に類似

している。須恵器杯は広い平底の坪Aを主体とするが 全容のわかる(10)はやや底の小さい亦AIIであ

る。須恵器書類では，粗いが規則的に施された横筋のタタキ目をもっ，厚手の聾 (20)がみられる。これ

ら須恵器は，いずれも灰色に還元焼成されている。土師器杯類では，浅い丸底の杯F (15)がみられる。

口縁の内側に油煙が付着しているので，灯明皿として使用されたとみられる。土師器聾類には「在地」の

聾B (18)，武蔵型の聾A (21 '" 23)，小型聾(16・17)がある。小型聾の口縁端部をつまみ上げる特徴

は新出の要素である。土器群としては奈良時代の比較的新相を示しているが，湖西産とみられるフラスコ

形長頚壷(19)のように，永く伝えられたと考えられるものも出土している。
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図版42・121)

。 (1 :4) 10cm 

台地東部に位置する竪穴住居跡である。剖-079の19m東にある。主軸をほぼ北にとり，北辺中央にカ

マドをもっ。カマド対面の南辺中央に小ピットと，対角線上に 4か所の主柱穴を有する。覆土は概ね3層

に分層でき，最下層にローム粒・細ロームブロックを含む茶褐色土 中層にローム粒・ロームブロック・

黒色粒を含む茶褐色土，上層にローム粒を混入する茶褐色土が堆積する。カマドは袖部のほかに天井材が

残り，当時の状態に極めて近い状態で遺存しており，煙道と思われる部分も検出できた。火床部からは支

脚(5 )が立位で検出された。

遺物は遺構全体に散在しているが，図化可能なものは東側で出土した。須恵器坪Bが l組 (1. 2) あ

る。蓋(1)は硯に転用され，内面にやや平滑になった面があるほか，図の網掛けした範囲で墨がこびり

ついている。杯身(2 )はかなり浅いものである。土師器では，内面を黒色処理した丸底の土師器杯B

と，在来の高杯脚部 (4)が l点ず、つある。奈良時代の古相を示す土器群である。( 3 ) 

引-081 (第 197・198図， 図版42・121・122)

台地中央部に位置する竪穴住居跡である。 SI-079の10m南にある。古墳時代後期後半の引-091が埋没

後，その覆土を掘り込んで、構築されている。主軸をほぼ北にとる。ほぼ正方形であるが，東辺は西辺より

やや短い。カマドは北辺に設けられているが，わずかに東寄りにある。遺存状態は悪く，右側の袖を残す

のみである。カマド対面の南辺中央に小ピットがあり，対角線上に 4か所の主柱穴が認められるほか，西

側壁溝中に lか所，東側壁溝中に 3か所の，柱穴と思われる小ピットが検出されている。覆土は大きく 2

層に分けられ，下層に細ロームフ、、ロック・ローム粒・赤色粒が混入した黒褐色土，上層に細ロームフ、、ロッ

ク・赤色粒・炭化粒が混入した暗茶褐色土が堆積している。人為的な埋戻しの痕跡は見いだしがたい。
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第 195図



遺物は，覆土の上下を問わず，遺構全体から多量に出土した。とくに，カマドの北東周辺に集中する傾

向がみられた。

鉄製品は 4点あり，穂摘み具(1 )・鉄錬(3 )・工具 (2・4)がみられる。

土器類は 26点図示した。須恵器には，杯B蓋(5 )，大小の坪B (9・10)，深身でやや聞き気味の杯

A II (6・7)，浅めの坪AIV(8)がある。土師器では，杯類にやや小型の丸い杯A (12)，浅い丸底の

坪F (11・13)，ロクロ土師器坪G (15・16)，坪H (14)，鉢B (19・25)がある。これらには内外面を

赤彩したもの(11・14'"'-'16)，漆あるいは油煙と思われる煤がつくもの(13・19)がある。聾類には，小

型聾 (21'"'-'25)，武蔵型の聾A (27・29・30)，r在地」の聾B (28) と聾C (26)がある。「在地」の聾

は薄手になり，口縁部をつまみ上げるなど，新しい変容の兆しがみえている。細片には，端部をつまみ上
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げ，内面底から内壁面にかけて螺旋状の暗文が施される畿内系の坪が2片含まれている。これらは奈良時

代の比較的新相を示す土器群と考える。

なお，須恵器坪(17)，内面にミガキをして黒色処理した土師器鉢C (18)，足高高台付杯 (20) は平安

時代の土器群が混入したと考える。しかし いずれも床面のやや上で出土しており，層位的分離が可能と

いう出土状況ではなかった。

SI-084 (第 199.200・201図，図版43・122)

台地中央部に位置する竪穴住居跡である。主軸は北からやや西に振っている。南辺が2.85mに比べて，

北辺が2.55mとやや短い。カマドは北辺のほぼ中央にあり，壁溝は南東隅を除いて全周する。壁溝中に

は各辺3か所以上の小ピットが設けられている。柱穴は対角線上に 4か所 カマド対面の南辺中央に出入

口施設とみられるピットをもっ。カマド前から柱穴の聞にかけて，硬化面が広がる。覆土は 6層に分けら

れるが，各層にロームブロックが混入し， とくに中層に多量のロームブロックがみられることから，人為

的に埋戻されたと考えられる。また，東側の一部では，もともとの掘りかたの上に貼床をしているのが検

出されている。

遺物は床面直上と覆土下層から多量に出土し とくにカマド前面と南東の柱穴付近に集中している。カ

マドの火床には支脚(1 )が l本立てられたまま遺存していたが， これとは別個体で，西側壁溝内と床中

央部から同ーのものと思われる 2点の支脚片 (2・3)が出土している。

土器類は 21点図示した。須恵器は坪類のみであり，浅身の杯AN(7・8・10)，器壁下部を強く削っ

た浅身の坪AV (9)，坪B蓋皿 (4・6)，同IV(5)があり 底部外面に「本」の線刻文字が読みとれ

るもの(11)がある。胎土に白雲母を含む茨城産 (7・8・10"-14) と，市原産 (9) とみられるもの

があるが，前者が主体である。土師器では，杯に内外面を黒色処理した丸底の坪DII (15) と黒色処理を

していない坪DII (17)，赤彩した浅身平底の坪E (16)がみられる。聾は極めて器壁が薄い武蔵型の書

A (18・20'"23)が主体であるが，器壁が滑らかなやや厚手の聾(19)，底部に木葉痕をもち，胎土に白

雲母を含む常総型の聾D (24)が l点、ある。奈良時代の比較的古相を示す土器群といえよう。

覆土から軽石 1点 (25)，鉄製品7点，管状土錘 l点 (33)が出土している。鉄製品には万子4点 (26

'" 28・31)，穂、摘み具 (29)，工具の柄2点 (30・32)があり，万子には意図的に折り曲げられて廃棄さ

れたもの (31)がある。

SI-098 (第202・203図，図版50・125・126)

台地中央部に位置する竪穴住居跡である。日-081・084と並ぶように検出されている。古墳時代後期後

半の引-106を切っており，上部を平安時代の SI-097に切られている。主軸はほぼ北で，カマドを北辺中

央にもつ。壁溝は全周する。カマド前面から主柱穴の聞の床面が踏み固められて硬化している。対角線上

に主柱穴が4か所に配され，カマド対面の南辺中央に出入口施設とみられるピットがある。柱穴はいずれ

も上半が大きく掘り広げられており，抜取りが行われたようである。カマド両脇のほか，壁溝中に各辺2

か所"'7か所の小ピットがある。覆土の各層にはロームブロックが混入しており，上下する層の間で遺物

の接合関係がみられるため，人為的に埋戻されたものと考えられる。床面直上から出土した遺物は，カマ

ド周辺を中心に北側に集中する。また，カマドの中からも聾が 1個体分出土した。
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土製(1 )と石製(2 )の紡錘車が l点ず、つ出土している。鉄製品は 5点あり，万子(3 )，穂摘み具

(4) ，鉄鍛(5 )，鋪子(6 )，吊り手状の鉄製品(7 )がある。

土器類は 26点、を図示した。覆土の上層と下層で出土位置が分かれているが，土器の形態にはあまり差

がみられない。須恵器はいずれも坪類である。浅い逆梯子形の坪AIVが主体 (8・10'"14)である。底

部外面には rXJ 印の線刻をもつもの(11)を含む。いずれも灰色に還元焼成されている。底径が口径の

1/2以下の坪D (9) は，赤褐色に焼成された千葉産須恵器であり，明らかに覆土上層から出土している

ので混入品と考える。土師器では 内面にミガキをもっ平底の亦C (15)，黒色処理した丸底の坪B (18 

'" 20)，赤彩した浅い平底の杯E (16)，赤彩した浅い丸底の坪Fの大型品(17)，赤彩した浅いロクロ土

師器亦H (21"'26)があり，杯類は浅身の士不が主体である。聾類は，武蔵型の聾A (32) と「在地」の

聾B (30・31・33)である。覆土上層出土の聾 (30) は薄手であり，口縁部に面を有するなど，やや変容

している。混入品を除くと 奈良時代の比較的新相を示す良好な土器群である。

SI-I00 (第204図，図版51・126)

台地南部の東寄りに位置する竪穴住居跡である。主軸は北西にとっており，カマドが北西辺中央に設け

られている。隅部分を除き 床面は踏み固められて硬化している。壁溝は全周する。壁溝中には計6か所

の小ピットが検出されている。対角線上に主柱穴4か所が配され，カマド対面の南東辺中央に出入口施設

とみられるピットがある。柱穴はいずれも上半が大きく掘り広げられており，抜取りが行われたようであ

る。北側と南側の柱穴では，その東隣りにロームブロックを主体とする土が小山状に残されていた。これ

は，抜取りの際に出た排土と考えられる。本跡の覆土にも，各層にロームブロックが混入しており，異な

る層の聞で遺物の接合関係がみられるので，埋戻しが行われたと考えられる。

遺物は遺構内全域から出土しているが，遺存のよいものは北半分に集中している。

鉄製品には，万子(2 )・穂摘み具(3 )・鉄鍛 (4)がある。鉄鎖は覆土上層から出土した。当遺跡で

は珍しいことにほぼ全容が残っている。逆刺の深い，広根三角形式の長頚鍛である。ほかに，管状土錘

(l )，敵石(5 )が出土している。敵石には被熱による剥離がみられる。
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土器は 12点を図化した。須恵器坪には浅身の杯AIV (9・10・12・13)，器壁が内湾気味の浅い坪AV

(11) ，高台付坪B1 (14・15)がある。いずれも灰白色~暗灰色で，例外(11・13)を除き雲母を胎土に

含んでいることから，茨城産が主体になっているとみられる。土師器杯には，黒色処理が施された丸底の

杯B (6)，内面にのみ黒色処理が施された浅い平底の坪E (7)，赤彩が施された浅い盤状の坪F (8) 

がある。聾には武蔵型の聾A (16) と常総型の蓋D (17)があり，後者(17)の胎土には雲母が多く含ま

れる。やや上層から出土したもの (7・8・13・16)には，時期差を含む可能性があるが，総じて奈良時

代の比較的古相を示す土器群である。

Sト102(第205図，図版52・126・127)

台地南部のやや東寄りに位置する，やや横長の竪穴住居跡である。 SI-100の北西4mに隣接する。平

安時代の SI-101， 105に切られている。主軸をほぼ北にとり，北辺中央にカマドが置かれている。覆土は

概ね3層に分層できるが，全体にロームブロックが混入していたことから 人為的な埋戻しが行われたと

考えられる。主柱穴は，対角線上に 4か所検出されている。そのうち， 3か所では建て替えが行われた痕

跡が認められた。また，カマド対面の南辺中央に，出入口施設と思われるピットをもっ。柱穴で固まれた

床面部分に硬化面が広がっている。遺物の出土は多く，遺構全域から出土しているが，図示した遺物は，

とくにカマドと北東柱穴周辺に集中している。

南西の柱穴付近で棒状鉄製品(1 )が出土している。先端部が欠けていて確証は得られないが，小型の

タガネとして使用されたものとみられる。土器は，坪2点、，聾4点，甑2点を図化した。杯2点は，深身

箱形の杯A1 (2) とわずかに聞き気味の杯AII (3) に分類できる。いずれも底部が欠けている。黒褐

色~暗褐色(2 )，黄櫨色 (3)の色調から，土師器との区別が困難である。ロクロ製で，底部の回転へ

ラケズリ調整技法や焼成の質感は，千葉産須恵器のものと考える。土師器聾 (4・7"'9)はいずれも武

蔵型の聾Aである。口縁部直下にわずかな段をもち，断面が「コ」の字形に変わる直前の様相をもっ。土

師器甑 (5・6) は，伝統的な形態とは異なり， 2点とも口縁部が強く外反し，高い把手をもっ。奈良時

代末から平安時代初頭にかけての土器群とみられる。

SI -108 (第206図，図版54・127)

台地東部の南寄りに位置する竪穴住居跡である。東側に傾斜する谷の斜面に面する。主軸を西寄りの北

におく。北辺中央にカマドをもっ。カマド対面にあたる南辺中央の小ピットは，遺構東半分が深く撹乱さ

れていたため，一部分しか残存していない。残存部では硬化面が全体に広がり 壁溝も全周している。柱

穴は検出されていない。カマドは袖部だけでなく，山砂で崩落しやすい上部構造が比較的原位置に近い状

態で遺存し，掛口を想定することができた。土層はレンズ状に堆積し，最下層に黒褐色腐植土を主体とし

た土が 15cm'" 30 cm堆積していたことから， 自然埋没の状態を示している。

遺物は残存した遺構内に散在し，図化したものはカマド内と西壁付近で出土した。須恵器杯B蓋田(1 ) 

は，灰色に還元焼成されている。土師器坪C (4) はカマド袖にめり込んだ状態で検出された。ケズリ調

整ながら須恵器杯と同形に平底化したものである。土師器杯DII (3) も，やや口縁部が外反するという

違いはあるが深身平底で，内面がミガキ調整されている。坪F (2) は，浅身丸底が特徴的で，内外面と

も黒色処理が施されている。土師器蓋 (5・6) は，外面が滑らかな厚手のもので， 「在地」の聾の一つ
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である。 これらは奈良時代の古相を示す。

幻-109(第207図， 図版54)

2 
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引-108と出土遺物
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台地東部の東端斜面に位置する竪穴住居跡である。中央部を SD-10と水道管の撹乱坑が走っている。土

層は暗褐色土を主体としていた。撹乱により，層序を詳細に観察することはできなかった。壁溝は全周し

ていたと思われるが， 南東側部分は斜面のため流失し，床面の一部を検出するに留まった。床中央部は硬

化している。柱穴と思われるピット 3か所のうち，西側の 2か所は対角線上に位置するが，残り lか所は，

遺構のやや中央寄りに位置している。北東に主軸をとり 北東辺中央にカマドの火床部が確認された。 カ

マドの右側，東隅付近に，径 1.0m X 0.8 m， 深さ 15cmほどのくぼみを検出した。 くぼみの覆土には， カ

マドから流入したと思われる焼土や砂質粘土が含まれる。 しかし，本跡における機能は不明であり，伴う

かどうかも不明である。

遺物はごくわずかに検出されている。図化した 3点の土器のうち， 坪B蓋の破片(1 )は， にぶい赤褐
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色の焼き締まりの悪い製品である。千葉産須恵器である可能性がある。土師器で、は素口縁の小型書A (2・

3)がある。奈良時代の所産と考える。

Sト110(第208図，図版55)

台地北部に位置する，特異な形状の竪穴住居跡である。ゆるやかに北側の谷へ向かう緩斜面に面してい

る。主軸は北をとる。北辺にカマドをもつが東から 3分の lの位置に偏っている。本跡の形状は長辺が

短辺の約2倍もの長さの 明瞭な長方形をしている。柱穴等は検出されず，唯一カマドと反対側の南辺に

小ピットが検出されている。床面中央部には硬化面が広がる。壁溝は全周するが，北東・北西の隅で一部

途切れる場所がある。覆土は下部で細かく分層できるが，基本的には4層に分けられる。覆土全体にロー

ム粒が含まれ，上層ほど多く含まれている。人為的に埋戻された可能性が高い。長方形の形状から，通常

の住居跡とは考えがたいが，その他の性格を示す手がかりはみあたらない。

出土遺物は少なかった。図示できるものでは，須恵器杯B蓋(1 )，土師器小型聾C (2)，土玉(3 ) 

がみられる。奈良時代の所産である。

引-111 (第209図，図版55・56)

台地北部に位置する竪穴住居跡である。 Sト110と同じく 北側の谷へ向かう斜面に面している。土砂

の流出によって北側約4分の lを失っている。主軸はほぼ東にとる。竪穴形態は，地形の制約により，主
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軸方向に比べて直交する側の辺が，もともと短かった可能性がある。壁際の崩落土を除き，覆土は汚れた

褐色土や黒色土を含む，暗褐色土が主体である。このことから自然堆積により埋没したと考えられる。カ

マドは，東辺のほぼ中央にあったと推定される。遺存状態は悪く，両袖の基部を検出したにとどまった。

カマド寄りの柱穴2基では，底に硬化部分が2か所ず、つ見つかっていることから，建て替えが行われた可

能性が考えられる。しかし，柱穴の断面観察ではその確証を得ることができなかった。壁溝はほぼ全周し

ていたとみられる。

須恵器杯B蓋の口縁部破片(1 )が l点出土している。奈良時代の所産である。

Sト113(第210図，図版56)

台地北部に位置する極めて小型の竪穴住居跡である。ゆるやかに北側の谷へ向かう斜面に面している。

主軸は北からやや東へ振れている。カマドは北辺に置かれているが，中央からやや東に寄っている。竪穴

形態は，南北の辺に比べて東西の辺がやや長い横長長方形をしている。これは，近在する SI-110に似た

印象である。カマド前面に硬化面が広がる。壁溝，柱穴は検出されていない。覆土は概ね4層に分層でき

るが，ロームフ、、ロック等を多く含む層はなく，自然堆積による埋没と考えられる。

遺物は細片ばかりで，図示できるものはなかった。ただし，細片には千葉産須恵器片を含まず，胎土に

雲母を含んだ土師器聾片 内面を赤彩した土師器片，台付書ないし高杯の底部細片等がみられる。遺構の

重複はないのでこれらが本跡に伴う可能性は高く，総合的に判断すると奈良時代までの遺構と考えられる。

Sト116(第211図，図版56・57)

台地北部に位置する竪穴住居跡である。平坦部としては本遺跡最北にあたる。主軸を北西にとる。カマ

ドは北西辺に設けられているが，中央からやや北側に寄っている。壁溝は全周し，北側隅で一部途切れる

場所がある。柱穴は対角線上4か所に配され，出入口施設とみられるピットがカマド対面の南東辺中央に

ある。覆土は周縁部で3層に分層できるが，中層はローム粒が斑に混入した暗褐色土の単一層で，短時間

に埋戻された可能性がある。遺物は少ないが，接合資料は比較的カマド寄りで検出されている。
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東隅の柱穴付近で万子(1 )が l点出土している。万身は完存し，柄の木質部もかなり良く残っている。

( 3 )は高台付である，杯AIV

これらの須恵器はいずれも灰白色に還元焼成され

須恵器杯BII蓋(2 )は口縁部内側にわずかな突帯をもっ。須恵器杯B1 

(4・5)は浅身で底が広く，開き気味の器形をもっ。

( 6) は内外面に黒色処を含む。土師器杯A( 5 ) ている。胎土に白雲母を含む茨城県産とみられるもの
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理が施された丸底のものである。土師器蓋B (7，，-， 9)は典型的な「在地」のものであり，ほかに小型嚢

底部(10)がある。奈良時代でも古相の土器群といえよう。

Sト118(第212図)

台地北部のやや西寄りに位置する小型の竪穴住居跡である。現代のゴミを含む盛土の下で検出された。

北東隅に SD-17， SK -102が重複しており，中央部も帯状に撹乱を受けている。このため，壁は高いとこ

ろで 20cm程度しか残っていなかった。主軸の方向は西にとる。カマドは北西の隅に作られている。カマ

ドの軸は中心部へ向かつておらず，北側の壁に平行である。カマドの前には硬化面が広がり，カマド右側

の一部にのみ壁溝が検出された。北東隅には間仕切状の溝がみられる。南東隅と北辺中央，遺構中央寄り

に小ピットを検出したが，いずれも主柱穴とはいえない。

図示した遺物は，カマド前面と間仕切状の溝付近で出土した。樺色の須恵器杯AII (1) と土師器聾

( 3 )，同小型聾(2 )がある。須恵器坪AIIは，千葉産とみられることから，奈良時代末以降の所産であ

る。土師器聾も「在地」の聾Bが基本と思われるが，薄手であり，やや胴が張るなど，著しい変異がみら

れる。
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S 1 -120B (第213図，図版60・127)

台地西部の西端に位置する竪穴住居跡である。 SI-120Bは主軸を北におく。 約45度ずれて平安時代の

Sト120Aが本跡を覆うように重複しているので，本跡はその最下部のみが遺存している状況である。東辺

に比べ，西辺がやや短い不整長方形をなす。北辺やや西寄りにカマドが設けられている。カマドも上半が

削平され，左袖部は Sト120Aカマドの掘込みに切られて遺存していない。壁溝は検出されていない。四隅

と壁際にピットがみられる。深さは 10cm"-' 20 cmで，いずれも住居跡の外側に向かつて挟り込むように掘

り込まれている。内部床面にも柱穴が検出されており，そのうち北東を除いた 3か所で、対角線上に並ぶも

のは主柱穴とみられる。

調査時はSI-120Aより本跡が新しく，覆土上面で検出された硬化面を本跡の貼床と考えていた。しかし，

その面より下位において，図示したような奈良時代の遺物が出土していること，硬化面より上位では平安

。
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第214図 Sト122と出土遺物

時代遺物が出土し，さらに平安時代遺物が本跡の範囲外で出土していることから，小型の本跡のほうが古

い遺構と判断した。

覆土の大半を失っているため，遺物は極めて少ない。須恵器坪B蓋III(I'2)は灰白色に還元焼成さ

れた良品で，前者上面には自然紬が掛かっている。奈良時代の古相を示す。留め金具状の鉄製品 (3)は

2か所に鋲の痕跡が残る。

SI-122 (第214図，図版61・128)

台地西部の北西寄りに位置する竪穴状の遺構である。北側半分を SD-28と現代の道路によって削平され

ている。また， SX-24が切っている。カマド，壁溝，硬化面は検出されていない。カマドについては撹乱

によって消滅した可能性がある。深さ 12.6Cffi"" 21. 3 Cffiのピット 2か所が検出されたが，柱穴としてはか

なり浅いものである。覆土は 3層に分層できるが，下の 2層はいずれも薄い堆積である。北西隅の SD-28

との境から遺物が出土している。

小型の鉢(1 )は手づくね風の組い造りであり，古墳時代後期後半や，奈良時代でも古相の土器群に多

く含まれる。聾の口縁部 (2)は，厚手で外面が滑らかな「在地」のものである。武蔵型の聾A (3)は，

比較的厚手であり，古い要素をもっ。ほぽ l個体分が検出された。奈良時代の古相を示す土器群と考える。

SI-124 (第215図，図版61・128)

台地西部の北寄りに位置する竪穴住居跡である。 Sト122の10m南東にあたる。道路の下になったため，

堅い現表土からの検出は困難を極めた。また，東側には南北の撹乱坑，南側には風倒木痕があり，本跡を
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大きく破壊している。したがって，確認面から床面まで 10cmほどしか遺存していない。主軸は北にとり，

カマドは北辺の中央に設けられている。北西と南西の隅付近でピットが検出されているが，深さは 12.2cm 

"'19.5cmと極めて浅い。カマド前面からピット周辺までの床は，硬化面になっている。遺物の多くはカ

マド周辺で出土している。

杯類はいずれもにぶい檀色であり，須恵器と土師器の見分けは難しい。須恵器杯A11 (2)は，底部を

回転へラケズリ調整している。ロクロ土師器坪H (3)は底部内面に組いへラナデ痕がある。両者の形態

は近似し， ともにカマド付近で出土している。同じく，明赤褐色の須恵器聾口縁部 (4)や暗灰黄色の須

恵器聾底部 (5) もその付近から出土している。これらは奈良時代末から平安時代にかけての土器群とい

えよう。一方，線刻をもっ須恵器坪(1)は，撹乱からの出土であり，明確に伴うものとはいえない。

鉄製工具 (6)は撹乱中出土ではあるが，須恵器聾(5 )と近い位置であったことから，それら土器群

に伴う可能性は高い。切先を欠損しているが，刃部と棒状部の形態からヤリガンナとみられる。柄部の下

端に釘抜き状の鈎が作り出されて，補強板が鋲留めされる特殊な形態である。
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Sト126(第216図，図版62・128)

台地西部の北寄りに位置する竪穴住居跡である。SI-124から 8m南東にあたる。東辺を SD-29が切り，

北辺を撹乱溝が走っている。主軸は北にとる。カマドは北辺の西隅寄りに設けられている。 カマド前面か

ら，出入口施設とみられるピットにかけて，床には硬化面が広がる。このピッ トの西にも，深さ 25cmの

不整形な小ピットがあるが，本跡の施設であるか明確にできなかった。 このほか，北東隅に貯蔵穴様の

ピットが検出されている。遺物は，カマド東脇に比較的まとまって出土した。

土師器杯HN(1)は焼きが甘く，にぶい黄撞色であることからロクロ製の土師器としたが，千葉産須

恵器との区別が困難な製品である。箱形をなし，底部全面に回転へラケズリ調整が施される。奈良時代末

から平安時代初頭にかけてのものである。須恵器杯Bの高台(2)は，灰色の硬質な須恵器である。底外

面中央が擦れて平滑になっており，高台の縁にかけて器肌の凹部が黒く染まっているので，硯に転用され

たとみられる。ロクロ土師器の高杯脚部(3 )は，製作技法 ・形態ともに三方透かしの須恵器長脚高杯そ

のものであるが，赤彩されていることから，該期にロクロ整形される土師器のーっとして扱った。また，

土師器聾底部 (4)はにぶい黄樟色であり，該期の土師器聾にしては底径が大きすぎる点などから，千葉

産須恵器の可能性がある。須恵器長頚壷 (5 )は薄手で均整がとれ，灰オリーブ色の自然紬が肩まで掛か

る優品である。底内面にも自然紬が溜まっている。

巳主ゴ

。 (1:4) 10cm ミマゴ三グ
第216図 SI-126と出土遺物
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Sト127(第217・218・219図，図版62・63・128・129)

台地西部の北寄りに位置する竪穴住居跡である。 SI-126の12m南にあたる。 SD-26・29が覆土上層を

縦走するが，床面までの掘込みが深いため，本跡の損傷は少ない。主軸をほぼ北にとり，カマドは北辺中

央に設けられている。対角線上の4か所の主柱穴のほか，中央部に深さ 10cm前後の一対の小柱穴がある。

主柱穴にはそれぞれ建て替えの痕跡があり，古い柱の外側に，新しい柱が立てられている。柱穴の周囲は，

ロームブロックやローム粒を含む暗褐色土で貼床が施され，隅部分を除き 床面は非常に堅く硬化してい

る。壁溝は全周し，西辺中央から長さ 60cmの間仕切溝がのびる。検出面から床面まで 53cm'" 85 cmあり，

本遺跡の竪穴住居では最も深い。覆土は大きく 2層に分かれるが，床面には径 1cmのロームブロックやソ

フトロームを大量に含む暗褐色土砂質土や黄褐色土が 10cm'" 20 cmほど堆積している。下層は全体に径5

m程のローム粒を含む暗褐色土が主体，上層は径5mm程のローム粒・焼土粒・炭化粒が散漫に混入する暗

褐色土が主体で，多くの遺物は下層の上面から出土している。また，西側の小柱穴には灰が充満しており，

住居廃棄時に上屋を焼却して埋戻したものとみられる。

遺物は極めて多く，本遺跡では屈指の出土量を誇る。なかでも特筆されるのは 北西隅の床面に接する

層で，和同開祢 (51)が出土している点である。著しく錆が進んだ銅銭であり，図柄はX線写真(巻頭図

版)に拠らねば見ることができないが(第7章第3節)，千葉寺地区では観音塚遺跡に続いて 2例目の出

土である。

覆土内から，銅製の帯先金具 (46)が出土している点も注目される。鋳銅製による厚手の造りで，鍍金

等はない。長さ 44.0mm，幅29.3mm，高さ 6.6mm，重さ 16.72gである。

和同開亦と同じ床面直上の堆積層からは，釘 (50)・須恵器転用硯 (43)・石製紡錘車 (52) も出土して

いる。小型のタガネ (48)は下層，銅製の針金付棒状製品 (47)・鉄鉱 (49)・瓦片 (45) は上層の遺物で

ある。

転用硯 (43) は，最大約 15cmの変形五角形をなす聾の胴部片を使用している。外面に平行タタキ，内

面に青海波文を施す。灰白色を発する硬質の焼成で，東海産須恵器とみられる。破片の形は一部に整形し

た痕がある。内面中央部を中心に擦れており，部分的に光沢を有する。図の網部は擦り面の中でも朱色が

付着した部分であり，廃棄直前には朱書用の硯であった可能性が高い。瓦 (45)の表面は，斜格子タタキ

痕をもっ。奈良時代後半に千葉寺で使用されていたものに類似する。

土器類は 43点図示している。出土位置の明らかな 35点のうち，床面直上で出土したものは 2点，下層

の上面付近で出土したものは 17点，上層で 14点，上下層間で接合したものが2点である。須恵器坪B蓋

皿が7点あり，口径 15cm 以下の小型品 (4・5) と17cm以上の大型品 (6"'8) に分けられる。いずれ

も上下層で出土したものが混在している。須恵器杯身には，箱形の杯A1 (12・16)，器壁が開く杯AII

(9・l卜 13・15)，外壁下部を強く削る杯AV (10・14)，大型の深い坪BII (23 '" 27)があり，下層の

上面から上層の下部で出土したものが大半を占める。土師器杯にはケズリ整形でありながら平底で，深い

坪C (28・31)，ロクロ整形で

壷頚部 (36的)，薯 (39'"42)，五孔の甑 (44)があり， (42)の底面には「五」に類似した線刻がみられる。

いずれも黒褐色~にぶい黄樟色に焼成されている。土師器聾類は小型聾A (35) と武蔵型の聾A (37・38)

で構成される。武蔵型の警は口縁部が「コ」の字化を始める直前の特徴を有する。これらは，奈良時代の

新相を示す土器群といえよう。
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第219図 Sト127出土遺物(3 ) 

土器群の出土層位は下層の上面に集中する傾向にあるが，上層にも相当量の土器が分布し，床面直上か

らも出土している。一方，土器の時期差はそれほど明確で、はない。このような状況をみると，埋戻しは短

期間のうちに，概ね3回に分けて行われ，その都度，意図的に遺物を投棄しているとみられる。和同開祢

のような希有なものが認められる点など これらの投棄行為には相応の意味があったと考えられる。

引 -130(第220図，図版65・129)

台地西部の北西寄りに位置する竪穴住居跡である。中野台遺跡との聞に入る谷の最奥部に面している。

北半分は近代の溝で撹乱されている。南壁際に小ピットがあることから，カマドはその反対側の北辺に

あったものと推定される。主軸は北にとる。壁溝は全周する。床面は西壁際を除いて硬化している。残存

した覆土の堆積状況をみると，最下層にロームブロック・ローム微粒を少量含む黒褐色土，中層にローム

ブロック・ローム微粒をわずかに含む暗褐色土と黒色土 上層にはローム粒をやや多く含む暗褐色土が堆

積している。埋戻された可能性が高い。

図示した遺物は壁際と下層から出土した。南の壁際で出土した土師器(1 )は，底部を強く回転へラケ

ズリした杯Hで，暗褐色を呈する。ロクロ製なので千葉産の須恵器との判別が困難なものであるが，かな

り焼きが甘い印象がある。須恵器とした坪類については，いずれもにぶい黄櫨色であり，土師器との区別

が難しいものばかりである。坪A1 (2)はやや聞き気味ではあるが，深身の杯であり，底部は手持ちへ

ラケズリ調整が施されている。杯Bの高台(3 )は，底部外面に「牛」字形のへラ書きがある。ほかに，

須恵器聾口縁部 (4)があり，覆土中からは砂岩製砥石(5 )が出土している。奈良時代の新相を示す土

器群といえる。

Sト133(第276・277・278図，図版66・130，平安時代の SI-132下層遺構として掲載)

台地西部の西寄りに位置する竪穴住居跡である。中野台遺跡との聞に南西からはいる谷に面している。

北辺が平安時代の訂-132に切られている。主軸をほぼ北にとり，北辺中央にカマドが設けられている。主

244 



④ 〉

A 

-
h
y
、 A' 

第220図引-130と出土遺物

o (1:4) 10cm 

Eヨ

UUK 
UJ 

5 

。 (1 :2) 5cm 

柱穴は対角線上に 4か所検出されている。カマド対面の南辺中央には出入口施設とみられるピットがある。

カマドは Sト132により破壊された状態である。南辺を除いて，壁溝が廻る。南壁では 20cmほど内側に，

柱穴と出入口ピットをつなぐような溝状のくぼみがあり，これが古い壁溝だとすれば，拡張がおこなわれ

た可能性が高い。覆土は概ね3層に分けられ，下層に 5mm大のローム粒が多く含まれるが，中層にローム

粒・焼土粒を少量含む黒褐色土，上層にはローム粒が少量混入する暗褐色土が堆積し，上部を中心に自然

堆積による部分が多いとみられる。

遺物は極めて少ない。須恵器坪B蓋 (27)は宝珠つまみをもっ。須恵器杯Aの底部 (28) は，雲母を胎

土に含んだ茨城県産とみられる。土師器杯AII (29)は，やや平底ぎみの丸い器形で，黒色処理を施され

ている。奈良時代の比較的古相を示す土器群と考える。

日-142(第221図，図版72・131) 旧遺構名 A-006

調査区北西隅に位置する小型の竪穴住居跡である。中野台遺跡につながる鞍部南斜面に面している。斜

面のために南側約 1/3は流失している。主軸を北西にとり，カマドは北西辺中央に設けられている。壁溝

は全周していたと考えられる。柱穴はない。覆土は壁の崩落土を除いて黒色腐植土を主体としたもので，

下層にローム粒を少し含む黒色土，上層にややローム粒の多い黒褐色土が堆積する。自然堆積の可能性が

高い。

遺物は極めて少なく，カマド左袖前で出土した須恵器坪(1 )が図化可能な唯一のものであった。底広

で浅い器形の杯ANであり， 黄灰色に還元焼成されている。奈良時代の比較的古相を示す。

日-143(第222・223図，図版73・131・132) 旧遺構名 A-007-

調査区北西隅， sト142の北東に隣接する竪穴住居跡である。南側が斜面にかかるため約 1/4が流失して
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第221図 Sト142と出土遺物

いる。北東隅には平安時代の SI-144が重複する。主軸を北西にとり カマドは北西辺中央に位置する。壁

溝も全周していたと考えられる。主柱穴は4か所，対角線上にあったものと思われる。南西柱穴に接して

やや浅いピットが検出された。貯蔵穴の可能性もある。覆土の上面は道路た、ったため硬化している。下層

には，山砂を多く含む暗褐色土と淡褐色土，上層には暗褐色土が堆積している。遺物はカマド周辺に集中

して出土した。

須恵器杯B蓋V (1) は，灰白色に還元焼成されており 扇平な宝珠つまみをもっ。須恵器亦B蓋皿

( 2 )は，灰白色に還元焼成されており，端部の屈曲が強い。高台付杯B1 (3) は，灰色に還元焼成さ

れており，浅い器形が特徴的である。坪G (4)は灰色に還元焼成されており，東海産とみられる丸底の

杯である。杯B (5) は灰白色に還元焼成されており 高台の下に底部が突出する東海産特有の形態をも

っ。一般に，古墳時代後期後半の特徴を残すもの (4・5) と，その後の遺物が混在している状況と説明

されよう。土師器杯(6) は，内面に斜格子暗文が施された畿内産土師器(杯D1 )である。口縁部はわ

ずかに外反して端部が内側につまみ上げられた特徴的な形態で，底部に丸みをもっ。内外面とも赤彩され

ているが，地色はにぶい黄樫色で，胎土はかなりきめ細かい。口径 19cmに復原され，器高は 4.6cm，底

部をへラケズリし，強いヨコナデ痕を残す口縁部と区別している。このような特徴から平城宮III期の杯A

IIに近い製品と考えられる。ほかに，小型の台付聾B (7)，武蔵型の蕎A (11)， r在地」の聾B (9・

10・12・14・15・17)，厚手で滑らかな器面をもっ， もう一つの「在地」の聾 (8・13・16)がある。こ

れらは奈良時代でも古相を示す土器群であるが，土師器坪D1の存在を重視するなら， これらの土器群を

奈良時代の中頃に位置づけられる。
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第223図 Sト143出土遺物 (2) 

2. 平安時代

SI-002A (第225・226図，図版6)

台地中央部の西寄りに位置する小型の竪穴住居跡である。 SI-002BとSI-002Cを切って構築されている。

カマドは北辺に設けられ，ほぽ北に主軸をとる。残存壁高は 5cm'"'-'15 cmときわめて浅い。壁溝は全周す

ると思われるが， Sト002BとSト002Cの覆土上に床面があるため，確認できない箇所もあった。南東隅の

2か所にピットが検出されている。北側は径24cm，深さ 16.8cm，南側は径30cm，深さ 20cmである。揃

わないため，用途は特定できない。また，北西の壁を切って小ピットが掘込まれている。これも，本跡の

一部かどうかは不明である。北半分を中心に 炭化材と焼土が床面上に多量に検出された。火を受けたこ

とがうかがえる。床面は カマド前面から広範囲にわたって硬化している。

遺物は，北半と南西隅部を中心に出土し，鉄製品 l点，土器 14点が図化可能で、あった。坪類はすべて

ロクロ製の土師器である。皿F (2)は，浅くなった坪ともいえる器形である。底部は回転糸切り無調整

である。椀DII (3・4) は内面黒色処理ではない。底に糸切り痕を残す。足高高台付坪(5 )は，高台

部分のみ残っている。土師器聾類には，鉢A (6)，聾Bないし D (11'"'-'15)があるが，器形や口縁部に

は多様性があり，同じ特徴を示すものがない。とくに，胴が大きく張る聾(15)は，従来の土師器とは

まったく異なる形態をもち，厚手で大きい。むしろ，須恵器ないし向器の大警に近い。赤褐色に焼けた須

恵器聾C (7'"'-'9) は，口縁が短く 「く」の字に屈曲する形態である。口縁端部が丸みを帯び，簡略化し
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第224図平安時代竪穴住居跡配置図

ている点と，外面のタタキ痕がナデ消しされている点が特徴的である。須恵器甑(10) は，灰色に還元焼

成されている。口縁部は比較的丁寧な作りで，面が整っている反面，聾と同様にタタキ痕をナデ消しされ

ている。これらは平安時代の新相を示す。

引-008(第227図，図版 112)

台地南部の南東隅に位置する竪穴住居跡である。主軸はほぼ北東にとる。観音塚遺跡に面した東斜面で，

南に開口する谷の肩口に位置するため，大半が流失している。検出できた壁高は 一番よく残っていた南

西部分でも， 20crn強であった。北東辺中央の床面には砂質粘土が広がっていた。これがカマドの痕跡と思

われる。カマド痕跡の正面から南側の床は，踏み固められて硬化している。本跡に伴う可能性がある柱穴

は，東隅と南東辺中央の 2か所にのみ検出された。前者は径30crn，深さ 47.7crn，後者は径20crn x 28 crn， 

深さ 46.3crnである。覆土にはローム粒がやや多めに含まれていた。埋戻されたと考えられる。 SI-007，Sト

009が埋没した上に掘込まれており，重複部分の壁を確認することは困難であった。この部分に関しては

推定線を図に示している。

中央部で石製紡錘車(1 )が出土した。土器類のうち，遺存のよいものはいずれも土師器である。カマ

ドの周辺に比較的多く出土した。坪類はすべてロクロ製で，やや浅い坪BVII(2・3)と深い坪BVlII (4・

-249一



i〉

D 一→ D'

-
A

、。
u1 

f ぬ《ー
1m 

¥11 ¥1¥ ¥ 
，111 ‘附

" ¥ ¥ 1¥ ¥ (~ 
9 

て主すク

と主三、
ト半金ず ! I ~ 

」;/dlo
8 

‘h
 ‘
 

.‘F l
 

l
 

『1
 

1
 

1
 

1
 

|
 

1
 

、、

b

噌，f 
，g a' 

ー /ノ ヰーj
、、__./

。 10 
(1:4) 10cm 

第225図引-002Aと出土遺物(1)

-250-



11 

一一戸
13 

。 (1:4) 
14 

20cm 

一一『ーー一一ーーー一一一一一一ー-ー一一一一一ー一
一一一一一一一一一

一一一一一一一〈ミ

12 

主宝忌¥

15 

第226図 SI-002A出土遺物(2 ) 

8)がある。これらの底部は回転糸切り無調整である。亦BVI(7) は底部遺存度が悪いため糸切り痕の

有無を確かめることができない。若干大きい杯BVIII (5・6) は，底部に手持ちへラケズリ調整，内面

にミガキが施され，内面黒色処理を施しているもの(5 )を含む。小型聾D (9・10)はほぼ同じもので

あるが， 9の口縁端部は垂直な面を有する。これらは平安時代でも比較的新相を示す。

S 1 -011 (第228図，図版 10・113)

台地南部，引一008の西11mに位置する竪穴住居跡である。 Sト010の覆土を切って建てられているため，

重複部分の壁は検出が困難であった。主軸はほぼ北西にとり，北西辺中央部にカマドをもっ。カマドの遺

存状態は悪く，わずかに火床仁西側の袖を検出するにとどまった。南隅に径43cm，深さ 85cmのピット

が存在する。床の硬化面は，中心部に大きく広がっている。床面の高さは SI-010よりかなり上であるた

め，遺物の分離は比較的容易であった。また，遺物の分布範囲によって，床の範囲を検証することも可能

であった。覆土は概ね3層に分層できる。下層は，暗褐色土と褐色土が斑点状に混合し，ローム粒を含む

褐色土である。中層は，ローム粒・ロームブロック・黒色土を含む暗褐色土と黒褐色土である。上層は，

褐色土を斑状に混合し ローム細粒を含む暗褐色土である。

土器 13点と台石を図示した。台石(14)は縄文時代の石皿を再利用したものと思われる。付着物はな

く，用途は特定できない。

土師器坪類はすべてロクロ製である。杯BN(1.2) は，器壁が急に立ち上がり，底部を手持ちへラ

-251一
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ケズリ調整している。二次的な被熱により，器壁が剥落しているもの(2 )を含む。皿A (4・5) は2

個体あるが，少し特徴が異なる。前者は口縁端部が厚く，底部中央に回転糸切り痕を残し，周囲を回転へ

ラケズリ調整している。後者は，端部が鋭く，底部を手持ちへラケズリ調整している。土師器の聾類には，

(10) ，聾C (11) などがある。聾Cは暗褐色を発し，外面調整がヘラケズ リであるなど，土師

器の要素をもつが，口縁部形状は須恵器の特徴を示しており 焼成の甘い須恵器聾である可能性もある。

聾の底部片(12)には，焼成前とみられる fXJ ないし「キ」の字状のへラ書きが認められる。須恵器甑

(13) は，樺色の千葉産須恵器であり，五孔の底部をもっ。これらは平安時代でも比較的古相の土器群

土師器の足高高台付杯である杯X

上記土器群に伴うとはいえない。時間差をおいて投棄されたと考える。

突出して上層から出土した(6""'9)があるが，

小型聾B

といえよう。ほかに

B 

を含んでおり，

SI-016 (第 229図，図版 13)

台地南部のやや北西寄りに位置する竪穴住居跡である。主軸はやや東に振れた北にとる。上部を削平さ

(7) もの

れており，確認面から床までの高さはわずか4.5 cm""' 8. 5 cmで、ある。北辺中央部を， SK-37によって壊さ

カマドはこの位置にあったと思われる。壁溝は全周する。柱穴は対角線上にあるものの，西側

の2つはやや外側に偏っている。いずれも深さ 10cm""' 13 cmと浅いものである。柱穴の聞に硬化した床面

-252-
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が広がっている。

遺物の量は少なく ，3点を図示するにとどまる。ロク ロ土師器坪が2点(1・2)，厚手の土師器聾底

部が l点 (3 )である。回転糸切り無調整の底部をもっ杯(2)が存在するので，平安時代でも比較的新
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相の土器群とみられる。

引-030(第230図， 図版21・116)
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第229図 SI-016と出土遺物

台地西部の SD-lを境にして， 一段下がった斜面に位置する竪穴住居跡である。主軸は東に とり，東辺

にカマドをもっ。柱穴は4か所で，それぞれ隅に近い位置にある。斜面側が流失しているため，確認され

た壁高は 10crn前後で、ある。西辺南半分以外では壁溝が確認された。カマドは壁に煙道の掘りかたをもた

ない。カマドと壁の聞にも壁溝がめぐる。

遺構上部には貝層が堆積していた。カマドの直上を覆っているが，本跡外へも大きく広がるので，本跡

に直接関連するものとはいえない。なお，貝層の所見については，採取サンフ。ルの内容も含めて，別項(第

8章)に記すことにする。

遺物はカマドの周辺に集中して出土した。土師器が主体である。土師器皿F (l)は，底部が回転糸切

り無調整である。土師器椀D1 (2・3) と椀DII (4) は内面黒色処理を施されている。須恵器では暗

褐色に焼成された椀(5 )がある。土師器聾類は 小型聾C (6) を除き かなり胴が張る厚手のもので

ある。 口縁部形状で聾B (7)，事D (8) に分類できる。蓋(9 )は，外面調整がナデを主体とし，土

師器的な暗褐色の焼成であるが須恵器や陶器の大聾に近い形態や大きさをもち 古相の土器群には含ま

れないものである。平安時代の新相を示す標識的な資料である。

SI -031 (第 231図，図版21・116)

台地西部の，一段下がった斜面に位置する竪穴住居跡である。 Sト030の北西約 6mに位置する。谷側

の土が流出しているため， 壁はほとんど検出できず，床面も西側 1/4は失われている。主軸を北にとる。

カマドは北辺中央に設けられているが，袖 ・火床部とも残存していない。カマド内に支脚の一部が遺存し

たが，劣化が激しく，図化及び取り上げはできなかった。流失している西側にピットが2か所検出された。

深さは北側が8， 1 crn，南側が 20.6 crnと浅いものである。主軸に平行して並ばないため，仮に本跡に伴う
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としても，柱穴とは考えにくい。

遺物の量も極めて少ない。図示できたのはいずれも土師器である。そのうち 3点がカマド周辺から出土

し，墾 l点が南側のピット付近で出土した。坪V (1)は内面を黒色処理されている。土師器杯A I (2) 

は，ロクロ整形した後外面をへラケズリ調整している。いずれも底部は手持ちへラケズリ調整である。ま

た小型聾(3 )，聾D (4) はともに比較的厚手の造りである。後者の翠は外面の横方向へラナデが特

徴的で，古相の土器群には含まれないものである。平安時代でも比較的新相の土器群と考える。

訂-036(第232図， 図版22・117)

台地東部の北東寄りに位置する小型の竪穴住居跡である。観音塚遺跡を望む谷の斜面に面する。南隅は

SD-9と撹乱によって，西隅も撹乱によってやや損なわれており，さらに後世の削平と土砂の流出により，

谷側の遺存度が悪い。壁の立ち上がりは 10cm'"'-' 17 cmで、ある。主軸を北西にとり，カマドは北西辺中央に
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。 (1:4) 10cm 

設けられている。カマドの前から本跡中央にかけて床面が硬化している。柱穴 ・壁溝はみられない。

遺物は，カマドの内外で、集中的に出土している。土師器杯類には，ロクロ製の皿と杯がある。皿D (2) 

は，底部を回転へラ切りしたのち，細い高台を貼付け， ヨコナデしている。坪BN(1・3) は，底部を

手持ちへラケズリ調整している。土師器の小型聾D (4) は比較的薄手であり，口縁端部をわずかにつま

み上げている。須恵器の大型聾(5 )は，明赤褐色に焼かれた千葉産須恵器である。これらは平安時代の

古相を示す。

SI-037 (第 232図)

台地東部の北寄りに位置する竪穴住居跡である。削平され， さらに本跡の上部で SD-6とSD-7が交差し

ているため，遺存度は極めて悪い。検出できたのは，北東側にあったカマドの痕跡と，カマド脇の硬化部

分及び主軸に平行する両壁面のみであった。

図化できる遺物は検出できなかったが 土器小片には千葉産須恵器片が多く含まれる。平安時代の所産

とみられる。

S[-040 (第 233図，図版23・117)

台地東部の東端，観音塚遺跡を望む谷の斜面に位置する竪穴住居跡である。谷の傾斜で土が流失し， SD-

10の掘削，イモ穴及び電柱敷設の撹乱によって，南東部分が失われている。奈良時代後半の SI-041と重

複する部分で調査区が分かれており，別々に調査されたため遺構の検出は困難を極めた。また，両遺構に

またがって接合する遺物が存在するため，整理段階における両遺構の分離も困難を極めた。 したがって，

ここでは図面の分離をせずに報告する(本節 l項 S[-041)。

SI-040はSf-041より新しく， S 1 -041の覆土上に構築されていたと考える。残存するのは北西側 1/4強

-256一
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主軸を北西にとる。壁溝は全周していた可能性が高い。柱穴は

図示した遺物のうち， SI -040に伴う遺物は 5点である(1 ......， 5 )。床面直上で出土した灰紬陶器の椀B

灰色を基調とし，内面の器壁にのみ薄い灰紬が施されて，わずかに緑色が掛かる。遺存度は 70

内面が研磨ないし頻繁な使用によって摩耗し，灰紬が施されていない中央部分は平滑に

なっている。硯などに転用された可能性も考慮するべきであろう。土師器椀DII (2) は，内外面が黒色

である。カマドは北西辺中央に設けられ，

検出されていない。
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処理されているが， ミガキは施されていない。須恵器聾口縁部(3 )は，灰色に還元焼成された硬質のも

ので

(4 ) 

内外面に自然紬が付着している。 これらは平安時代でも新相を示す土器群である。鉄器では， 万子

と用途不明の鉄板(5 ) が出土している。

引-046(第234図， 図版25)

台地東部に位置する竪穴住居跡である。引-049から西へ8mの地点にあたる。古墳時代後期後半の Sト

045 引-050Bの覆土を掘り込んで構築されている。主軸は南東に振れており 南東辺中央からやや南寄

りにカマドの痕跡とみられる砂質粘土塊が検出された。遺存度は極めて悪く，床の硬化面は部分的に検出

したのみである。壁溝，柱穴は確認されなかった。

出土遺物は全体に散在しているが， 図示できたのは土師器3点と石2点である。 カワラケ様の土師皿

(1 . 2) には，底部が回転へラケズリ調整のもの(1 )と，回転糸切り無調整のもの(2 )がある。土

師器椀A (3) は，外面の下端部を手持ちへラケズリによって高台風に削りだしているが高台にはなって

おらず，底は平らで， 回転糸切り痕を残す。内面に弱いミガキが施され，

i〉

竺一一一一一人iイ
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一・22.30m
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第234図 SI-046と出土遺物
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黒色処理はされていない。焼け

3 

。 (1:4) 10cm 

4 

。 (1:3) 10cm 



石片付)は被熱により割れているが，用途は特定できない。ほかに，軽石片(5 )が出土した。遺構の

遺存状態は悪いが，土器群は平安時代でももっとも新相を示し，中世との間隙を埋める貴重な資料である。

引-049(第235図，図版26・117)

台地東部に位置する小型の竪穴住居跡である。引-046の南西4mに隣接する。引-047，050Bの覆土を

掘り込んで、構築されている。主軸は北東に振れており，北東辺中央にカマドをもっ。床の硬化面は，中央

部から南東壁にかけて検出されている。検出面から床までは 20cmあり，覆土は 2層に分けられる。下層

は少量のローム粒と黒色士粒を含む暗茶褐色土 上層はローム粒・砂質粘土・焼土粒を少し含む暗茶褐色

土である。覆土から砥石(1 )が出土したほか，中央床面とカマドから土師器・須恵器が出土した。

土師器杯BIV(2) は，黄樫色で，底部を手持ちへラケズリ調整しており，ロクロ目が不明瞭で，やや

厚みのある口縁部が特徴的である。当初は訂-047の遺物として取り上げられている。須恵器坪AV (3) 

も黄櫨色であり，土師器の可能性がある。やや大型で，ロクロ目をはっきり有し，底部は手持ちへラケズ

リ調整である。須恵器聾類はいずれもにぶい褐色~暗褐色に焼成されている。聾B (5)・聾C (4)・大

聾底部 (8)がみられる。土師器室には 2種類あり，胎土に白雲母を含む常総型の塞C (6) と， 「在地」

系の聾B (7) がある。平安時代の比較的古相を示す土器群である。

砥石(1 )とした砂岩製の石片は，もともと縄文時代の凹石である。凹みから右辺は割れており，左辺

と上辺には平滑な磨面が認められる。縄文時代遺構の密度に比して，平安時代竪穴住居跡から多く石器が

出土する傾向が遺跡全体にみられるため，むしろ平安時代に砥石等として転用され，本跡から出土するに

至ったと考える。

SI -051B (第236・237図，図版28・118，奈良時代の Sト051Aと一緒に掲載)

台地東部に位置する竪穴住居跡である。引-049の北西 10mにあたる。奈良時代の Sト050Aを切る。主

軸は南北からやや西に振っている。カマドは北辺に設けられており，やや東に寄っている。柱穴はみられ

ず， Sト051Aの柱穴を結ぶような位置に周壁溝がめぐっている。西辺と北辺は SI-051Aの周壁とほぼ重な

るが，西辺はわずかに Sト051Aの外側まで掘り込んでいる。内部には，放射状に遺存する炭化材と，多量

の焼土の堆積がみとめられ，その上を黒褐色土が覆っていた。遺物出土状況は偶然による火災を示すもの

ではなく，住居廃絶時に廃材を焼いたとみられる。床の硬化面は壁溝内部を中心に検出されたが，東側で

は壁溝をはみ出るように検出されたため，調査時には 2軒重複ではなく， 1軒と考えられていた。両跡の

床がほぼ同じ高さであったために硬化面が重なってしまい，分離が困難で、あった。

遺物はカマド内と床にほぼ完形の杯 (1 . 2・4) と瓦片(7 )，南側周壁溝付近に甑(6 )が出土し

た。また，確認面で杯(3 )が出土した。坪類はいずれもロクロ製で，土師器とみられる。内面にミガキ

や黒色処理を施したものは含まれない。杯BVll(1) はやや浅めで，外面下部のみ手持ちへラケズリ調整

し，底部を回転糸切り無調整としている。坪BVsI(2) も同じ調整である。坪BVsIには，底部を手持ちへ

ラケズリ調整しているもの(3 )がある。椀A 1 (4) は，回転糸切り無調整の底部であるが，高台風の

形態になるよう厚く切り離している。五孔の甑(6 )は，褐色を発する千葉産須恵器である。胴部外面に

は，焼成前に施された「分」の字形のへラ書きがみられる。これらは，平安時代の比較的新相を示す。

カマド出土の丸瓦片(7 )は，灰褐色~暗褐色で，比較的良好な焼成である。基部外面には，葺いた際
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に隙聞に詰めたとみられる淡褐色の泥が付着している。基部の破片は火床中央に立位で検出されているの

で，支脚に転用された可能性が高い。ほかに土玉(5 )が出土している。

引-060(第238図，図版35・36・119)

台地東部の東寄りに位置する一辺3mに満たない小型の竪穴住居跡で、ある。主軸は南北からやや西に振

れている。北西隅から南西にかけて SD-9が縦断し，北辺中央に設けられたカマドが大きく破壊されてい

る。柱穴はみられない。カマド対面にあたる南辺の壁溝中に，小ピットが lか所検出された。出入口施設

に関わるピットであろう。覆土については，各層にロームブロックを多く含み，斜面の高い方から斜めに
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堆積しているので，比較的短期間で人為的に埋戻されたと考えられる。規模が小さい割に，遺物は多く，

下層 ・カマド付近と，上層の 2つに分かれて出土している。上下で接合する例は少ない。

下層 ・カマド出土土器はいずれも土師器である。坪類はロクロ製の土師器であるが， これには千葉産須

恵器を含む可能性がある。底部が手持ちへラケズリ調整されている。坪BII (6・7・10)はやや浅めの

身で，口縁部が外反する。坪BN (9)はやや深めの身で、口縁部に厚みをもっ。皿A1 (4)は，底部

が回転へラケズリ調整されている。土師器聾類は多様である。小型聾A (14)は素口縁である。小型聾D
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(13)は口縁端部に面をもっ。窒C (17)は口縁部をつまみ上げている。これらは，平安時代の比較的古

相を示す土器群である。

上層出土の土器には赤褐色~暗褐色を発する千葉産須恵器が含まれる。須恵器坪AVI(1.2)は，浅

めではあるが，口縁端部に丸みをもっ。底部が手持ちへラケズリ調整されている。坪(3 )もほぼ同様の

形態であるが，底部は回転へラケズリ調整されている。土師器杯BII (8) は，浅めの身である。土師器

皿AII (5) は底部が回転糸切り無調整となっている。土師器小型聾B (15) は断面が三角形の口縁をも

っ。ほかに，聾B (16)，窒E (18) などの大型の警がある。大型の蓋類はかなり厚手である。下層出土

土器に比べ，わずかに新しい要素がみられる。

SI-064，065，066 (第239・240・241図，図版37・119・120)

台地東部の東端に位置する竪穴住居跡群である。観音塚遺跡を望む谷の斜面に面しているため，流失に

より谷側が残存していない。そのうえ， SD-I0が縦断し，最近の撹乱によっても，大きく削平されている。

また， SI -064から SI-065及び剖-066の西半分にかけては， 1988年に調査された。一方， SI -065及びSI

066の東半分は， 1996年に改めて調査された。このため，土層観察からは遺構の切り合い等を確認できな

かった。 SI-065・引-066の床面の高さがほとんど変わらないため不明瞭であるが，カマドや壁の掘り上

がった状況からは， SI -064→SI-065→SI-066の順に構築されたとみられる。

引-064は，一辺2.7m，残存する壁高40cmほどの小型竪穴状の遺構で、ある。当初， Sト065の旧カマド

の一部かと思われたが，独立した床面をもつことが判明した。引-065より床が約30cm高い。幻-065の構

築によって大半が削平され，柱穴，壁溝は検出されなかった。後世の撹乱を免れて，聾Bが2点 (1. 2) 

遺存した。

SI-065では，西側と北側にカマドが認められた。このうち，住居跡が廃棄された時点で使用されてい

たと思われるのは西側のカマドである。カマドの位置から推定すると，ほぼ北半分しか残存していない。

北辺のカマドは，壁をややくぼめた程度の煙道がつき，直下に長径52cm・短径27cm・深さ 24.5cmの火

床部をもっ。袖は残っていないが，壁面やピットの上部は焼土と化している。西側のカマドは SI-066と

重複しているため，ほぼ半分が失われている。火床部から須恵器聾(7)が出土している。壁溝は全周し

ていたとみられるが，西カマドから北カマドまでと，東辺でのみ確認できた。北西隅部やや北寄りに，深

さ26.5cmの小ピットが lか所検出された。主柱穴の可能性が高い。また，東壁溝中には深さ 21cm前後の

ピットが2か所認められた。この機能は特定できない。

SI-066は，南西壁が検出面から 55.6 cm"" 58. 6 cm遺存するが，斜面倒は流失して壁溝を残すのみで，そ

れも SI-065の床面が検出面になっている。引-065と重複する北西壁は検出されていない。北西辺では，

SI-065カマドの南袖部の基部だけに壁溝が残っている。このような状況をみると， SI -065の方がSI-066

より古い可能性が高い。この前後関係は下記の遺物の年代観とも合致する。主軸はほぼ南西にとっている。

カマドは南西壁に設けられ，やや南に寄っている。カマド周辺を中心に遺物が集中して検出されており，

南東壁溝中からは銅製の帯金具(巡方) 1点が検出されている。

SI-065の遺物は，引-065の範囲で出土したものに限って図示した。ただし，上記のように SI-066との

重複部分で出土したものが含まれる可能性もある。千葉市宇津志野窯産とみられる赤褐色の須恵器杯AVI

(3・4)，土師器の皿B (5)，貼付高台付皿Dないし E (6) が該当する。 9世紀中頃に操業を開始し
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たとされる宇津志野窯の製品が含まれるとすると，それ以後の年代を当てることになろう。須恵器聾・甑

類 (7"-9・12)は，いずれも口縁部に多くの面をこしらえ，装飾的に仕上げている。灰色 (7・8)に

還元焼成されているものと，赤褐色 (9)，黒褐色(12) に焼成されているものがある。土師器書類には，

「在地」の系統(10) と，武蔵型の系統(11)があり， どちらも極めて薄いという特徴がある。これらは

平安時代の古相を示す。

SI-066の遺物はカマド周辺から南側に集中しているため，これらによって時期を判断することが可能で

ある。漆容器として使われた須恵器坪AV (13) は，底部が小型化する傾向にあるが，暗褐色の焼き色や

質感では千葉市中原窯の製品に近い。周囲を回転へラケズリ調整しているが，中心に糸切り痕を残す。ロ

クロ土師器の坪BII (14)も漆容器として使われた。ロクロ土師器杯BVll(15)は，底部に回転糸切り痕

を残す。土師器杯A 1 (16) はロクロを使用した痕跡がなく，器面全体を横方向のケズリ調整で仕上げて

いる。椀AII (17)は，外面最下部と底面外周に強い手持ちへラケズリ調整を加えて高台風に加工してい

るが，底面は平らで，中心に糸切り痕を残している。聾類には，土師器小型聾B (20)，土師器聾D (26)， 

須恵器聾C(22・23・25) 須恵器甑 (24)がある。須恵器の色は赤褐色 (22・24・25)や暗褐色 (23)で

あり，いずれも千葉産である可能性が高い。千葉市中原窯は，宇津志野窯より先行して操業したとされる。

須恵器坪AV (13)の産地が中原窯とすると，宇津志野窯産を含む剖-065の遺物より古いことになる。し

かし，須恵器聾類の口縁部形状で比べるなら，宇津志野窯産を含む引-065の遺物よりむしろ退化傾向が

強い。土師器聾類も SI-065例とは形状がまったく異質で かなり厚手のものである。土師器坪類には底
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部を回転糸切り無調整のものが含まれる。少なくとも引-065例より新しいとみられる。総合的には平安

時代の比較的新相を示す。

SI-066出土の銅製帯金具(巡方)は，縦3l.41 mm，横32.00mm，高さ 4.00mmで， 17. 80mmx 5. 50mmの

長方形の透かしをもっ。裏の四隅には鋲脚が取り付けられ，最も長いものは 6.8mmある。表面はかなり丁

寧に研磨され，研磨時の擦痕を残している。伴出の SI-066出土土器は時期が下るため，帯金具は前代か

らの伝世品であろう。北西隅で出土した鉄製ノミ (29)は，棒状の柄部と茎の境に明瞭な突起をもっ。砥

石 (28) は小さな破片であるが，厚みがある。

SI -071 (第242図，図版39・120)

台地東部の北寄りにある竪穴住居跡である。同時代の住居では， SI-051が南東3mに隣接する。上部

の大半を削平されて失い，西辺から南辺にかけての壁溝の一部，柱穴2か所，南辺中央のピット，硬化面

の一部を検出したのみである。南辺中央のピットを出入口施設と考えると カマドはその対面位置にあっ

た可能性が高く，主軸は南北からやや西へ振れる。覆土は検出時に失われて内容は不明である。

検出された遺物もごくわずかである。推定される床の範囲から出土した土師器坪を 2点図示した。いず

れもロクロ製である。浅い坪BVll(I) は底部に回転糸切り痕を残す。高台付杯BX (2) は内面にミガ

キをもっ。細片には， 断面が rP J字形となる口縁部片など退化傾向にある聾片を含む。平安時代の新相

を示す。
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SI -072 (第243図)

台地南部の東端に位置する竪穴状の遺構である。観音塚遺跡に面した谷沿いの緩斜面にある。東側を

SD-9と接している。 SD-9は，谷の縁沿いに走る SD-IOと並行した溝であり，台地と谷を区切る施設であっ

たと考えられる。溝の年代は特定できないが，員が投棄されているなど，集落に関係する溝であることは

確かであり，古代に遡る可能性がある(第7章第 l節)。

本跡は，覆土が黒色粒や焼土粒を少量含む暗茶褐色土であったため，当初住居跡として調査された。し

かし，形状が不整で¥カマドや柱穴等の施設もないため，ほかと同じ竪穴住居跡であるとは考えにくい。

ただし，浅い竪穴状の遺構であり，覆土の遺物に緑紬陶器の破片があったことから，竪穴住居跡と同列に

扱った。遺物は遺構全体に散在しているが，比較的遺存度の良い遺物は，遺構の輪郭がほぼ方形に復原で

きる東側部分で出土している。方形の竪穴住居跡仁不整形な土坑の切り合いによって本跡のような形状

にはえている IIJíì~性
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図示した 6点は時期の異なる遺物が混在する状況を示している。灰色に還元焼成された奈良時代末ころ

の須恵器杯蓋 (1. 2) 仁 平安時代の比較的古相を示す黒褐色の須恵器杯V (3)，青灰色の須恵器警

C (4)，赤褐色の須恵器甑(5 )がある。

緑粕陶器(6 )は，薄手でシャープな造りの貼付高台付椀である。Sト072とSD-9の出土資料2片が接

合し，底部が半周程度残っている。両片の接合部には打突によるつぶれや剥落があるが，ほかにはなく，

意図的な破砕を認めるには至らない。底部は，回転へラケズリの後丁寧にナデ仕上げが施され，その際に

ついた同心円状の筋がみられる。内外面から高台の端部に至るまで均一な浅い緑色の紬薬が掛かる。尾北

産の黒笹 90窯式との教示を受けた(愛知県立陶磁博物館井上氏による)。

引-073(第244図，図版40・120)

台地東部に立地する小型の竪穴住居跡である。東側に下る緩斜面に面しており， SI -072からは北に 9

m離れている。大半が削平されており カマドのある北辺から西辺にかけてのみ確認できた。残存してい

る部分では壁溝が認められた。柱穴は検出されなかった。

遺物はカマド内で出土している。土師器杯類(1"-'3) は，いずれも底部に糸切り痕を残す。底径が小

型化する段階の，浅い土師器杯BVIIであり，高台風に厚く切り離したもの(3 )もある。土師器聾 (4・

5) はいずれも「在地」の系統である。口縁部屈曲が強く，厚手になっている。平安時代の新相を示す。

SI -075 (第245図，図版40・120)

調査区南西隅に 2軒だけ離れて検出された竪穴住居跡の一つである。集落としては，むしろ千葉急行線

調査時に検出された，南西の舌状台地上に展開する遺構群との関係のほうが深いと思われる。遺構の北側

は中野台遺跡を望む谷の緩斜面に面しており，流失している。

遺構の大半は調査以前の造成により失われている。検出されたのは，カマドのある側で，北端の 1/4程

度である。小型の竪穴住居跡で，主軸は北にとる。壁溝はなく，柱穴も検出されていない。
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遺物は比較的遺存が良く，カマド左脇では完形の皿(3 )の上に杯(1 )が載っている状態で出土した。

また，東側の壁際では，鉄斧(8) を検出した。須恵器杯(1 )は暗褐色のもので，底部の中央に厚みが

ある杯AVllに類する。千葉市宇津志野産の可能性が高い。須恵器聾 (4"-'7) は，外面が灰色，内面が黄

褐色のものを主体とし，千葉産須恵器独特の焼成である。聾の口縁部は丹念に面とりして装飾的に仕上げ

ている。土師器坪BV (2) は内面黒色処理されている。底部は回転へラケズリ調整であるが，中心に回

転糸切り痕が残る。皿A (3) は，底部を手持ちへラケズリ調整されている。これらは平安時代の比較的

古相を示す。
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引-076(第245図，図版40)

調査区南西隅の訂-075の東に隣接して検出された竪穴住居跡である。大半が土地造成により失われ，カ

マド周辺のみが残存した。主軸はやや西に振れた北にとる。カマドが北辺の東から約 1/3の場所に偏って

置かれている。壁溝，柱穴は検出されず，遺物も出土していない。小型の竪穴住居跡で、あり， S 1-075と

並んで検出されたことから， SI-075とさほど異ならない時期の遺構と考える。

引-077(第246図，図版 120)

台地南部の東端，観音塚遺跡に面した傾斜面に位置する，小型の竪穴住居跡である。北側を SD-I0が

切っている。南側は斜面に流失し，かろうじてカマド周辺のみ検出できた。全体にやや不整形である。主

軸は北西にとる。カマドは，北西辺の西から約 1/3の場所に位置する。壁溝は検出されていない。東辺と

西辺の壁際に柱穴と思われるピッ トが lか所ず、つ検出された。

覆土中の遺物から土器4点を図示した。土師器杯は，やや浅い坪BVll(1)と深い杯BVIII(2)がある。

いずれも底径が小さくなっており，底部に回転糸切り痕を残す。須恵器甑(3 )は，赤褐色に焼成された

もので，その口縁部は比較的丁寧な作りである。ほかに土師器聾D (4)がある。平安時代の比較的新相

を示す土器群といえる。

SI-082 (第247図， 図版42・122)

台地中央部の東寄りに位置する小型の竪穴住居跡で、ある。羽口 ・鉄津 ・銅津 ・土器転用ルツボなど，鍛

冶工房関連の遺物が出土していることが注目される。

弥生時代中期前半の SI-083の覆土を掘り込んで構築されている。四隅は SX-12の柱穴と重複している

が，本跡の硬化面がその上に一部形成されているので，本跡の方がSX-12より新しい。主軸をほぼ東西に

とり，東辺のほぼ中央にカマドをもっ。壁溝は全周している。硬化面は，四隅を除き全面に広がる。カマ

ド両脇の袖部に，深さ 17.1 cmと19.0cmの小ピットが2基検出されている。南側袖部には，カマド材(黄

白色砂質粘土)が残っている。西側の硬化面中に，内面まで硬化しているごく浅いくぼみが2か所検出さ

':1> ⑧ ミ主ョ〆可孟7グ
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れた。ここに柱を立てた痕跡という可能性がある。さらに，遺構のほぼ中央部には径 15cmX 17 cm，深さ

42.3 cmの小ピットがある。大きさの割に深いため 主柱穴以外に，特殊機能を有する施設が存在した可能

性がある。覆土は4層に分層できる。とくに人為的な埋戻しが行われた痕跡はないが，最上層とその下層

の聞にはやや暗緑色を帯びた硬化面が存在する。遺物はこの硬化面付近に集中しており，ある程度埋没し

た後に，遺物が投棄されたことを示している。鍛治関連遺物も付近の工房から一括投棄された可能性が高

し=。

鍛治関連遺物は遺構内全面から出土した。羽口は，本跡中央部の 2点(17・18)のほか，カマドの覆土

内からも小片が出土しているが，鍛冶炉に装着状態での出土ではないため，カマドとの関連は薄いと考え

られる。いずれも溶解した鉄が付着した鉄用の羽口である。銅塊(パリ:23)や，銅津の付着した土器転

用ルツボ(l・ 3)など，銅鍛治の遺物も出土している。これら鍛治工房関連遺物のほかに，鉄製の紡錘

具，あるいは漁具 (20)，鎌 (22)，工具の柄(19・21)の破片が出土している。

土器では須恵器とみられるものは少ない。図示した中では， 2点のみである。須恵器聾底部片(12)は

黒褐色に焼成されており 底外面に『十」字状の線刻が認められる。須恵器聾A (14)は暗褐色の焼成で，

外面のタタキ痕をナデ消しされており，口縁端部の造りが簡略化されている。坪類はいずれもロクロ製で，

土師器とみられる。杯の底部調整は，手持ちへラケズリ調整のもの(l・ 5・6) よりも，回転糸切り無

調整 (2"-'4・7・8・10・11)が主体である。ルツボに用いられたのは，浅い坪BVll(1・3)であり，

前者は杯よりも皿に近い形態である。やや大きめの杯BII (5・6)，深い坪B咽 (8・11)，底径が非常

に小さい杯B医 (2・4・7・10) といった相違があるが，総じて器壁が内湾するという特徴をもっ。土

師器坪BV (13)は，内面にミガキと黒色処理を施されたもので，底部下面が手持ちへラケズリ調整され，

さらに， 「得」の字の一部とみられる明瞭な墨書が認められる。聾A (15) は，筒状の胴部をもっ厚手の

もので，口縁部屈曲が強く，端部をつまみ上げている。聾底部片(16) とは別のものと考える。平安時代

でも比較的新相の土器群である。

訂-085(第248・249図，図版44・123)

台地中央部に位置する竪穴住居跡である。古墳時代後期後半の幻-086の覆土を掘り込んで構築されて

いる。主軸を北にとり，北辺中央にカマドが設けられている。壁溝は全周し，対角線上に4か所の柱穴を

もつほか，四隅の壁溝内にも小ピットをもっ。カマドの対面にあたる南辺中央には，出入口施設とみられ

るピットがある。土層は 5層に分層され 上部の 2層以外はロームブロックを主体とした土砂であったの

で，人為的に埋戻されたものと考える。遺物はこの埋土の中に多く検出されている。

遺物の分布状況をみると，カマド周辺から西側に集中する傾向にあり，使用時の位置を保つものはない

とみられる。全体に杯類の遺存がよい。須恵器杯AII (3・5)，杯AllI(2・6・7)，杯AN(4)は

赤褐色から黒褐色に発色し，いずれも千葉産須恵器の焼成である。須恵器椀A (10) は灰色に発色した硬

質の須恵器である。外反する薄手の貼付高台をもっ。須恵器聾には，底部に向かつてすぽまる聾F (12) 

がある。青灰色を発する。須恵器甑B (13) は，両側に方形の把手状突出部をもつものである。黄櫨色を

発する。土師器杯BV (8) は，ロクロ整形の後，内面にミガキを施して黒色処理をしている。黒色範囲

は口縁部外面に及んでいる。杯の底部は， ドーナツ状に回転へラケズリ調整され，中心に回転糸切り痕が

残る。土師器椀B (9)は，平底であるが外見が削り出しの高台風である。内面にミガキを施し，漆のよ
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あまり遺存していない。底外面には，焼成

工具の柄 (23)，環 (24)がある。ほかに砥石

うな淡い黒色処理をしている。処理は外面も施されているが，

後の IX J 状線刻がある。土師器事類には，口縁端部に稜をもっ小型聾A (11) と，薄い武蔵型の事E

(14"-'17)がある。該期としては比較的多く検出されている。平安時代の古相を示す。

鉄製品には，万子(19)，鉄鍛 (20・21)，責金具 (22)， 

(18)が出土している。

SI-087 (第250・251・252図，図版45・124・125)

台地中央部に位置する竪穴住居跡である。引-085の2.5m南に隣接する。古墳時代後期後半の訂-088

の覆土を掘り込んで構築されている。主軸はほぼ北にとっており，カマドが北辺中央に設けられている。
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壁溝は全周する。カマド前面から主柱穴の聞にかけての床面が踏み固められ，硬化している。対角線上に

主柱穴が4か所配されている。カマド対面にあたる南辺中央には，出入口施設とみられるピットがある。

柱穴はいずれも上半が大きく掘り広げられていることから，柱の抜取りが行われたとみられる。カマド両

脇のほか，壁溝中に計7か所の小ピットがある。覆土は，後世のイモ穴等によって撹乱されているが，概

ね3層に分けられる。上層に細ロームプロック，中層にローム粒・細ロームブロック，下層にローム粒・

ロームブロック混入の茶褐色土が堆積しており，各層ともロームブロックが混入した人為的な堆積状況を

示している。遺物も各層から多量に検出され，異層間で接合関係がみられる。

土器は遺存のよい坪皿類を中心に 37点を図示した。質感や発色では須恵器と土師器の判別が困難なも

のが多く， とくに坪類は，技法によってロクロ土師器を区別することがほとんどできない。このため，こ

こで須恵器としたものは，すべて千葉産須恵器の窯跡出土資料との対照により， とくに似ているものに

限って判断した。したがって，これらは千葉産須恵器とみられる。坪類には底部糸切り痕を残す例がない

など形態的な類似性が高く，同時性の強い良好な土器群といってよい。

須恵器としたもののうち，浅い箱形の坪AII(3)や，底部に丸みのある亦A皿 (2)は，中原窯の製

品に類似する。口縁部が大きく開く坪AV (5・7"'9)は中原・宇津志野両窯跡の資料にみられる。底

径が小さく (約 1/2)深い亦AVl (10)，見込みを深くナデる杯AVIII (11) は，宇津志野窯の製品に特徴

的な形態である。両方の窯が操業していたころ (9世紀中頃)の製品といえよう。聾・甑類 (30'"36)も

暗褐色~赤褐色の焼成であり，宇津志野窯の製品に近い質感をもっ。口縁部片は，甑B (34)の l点しか

図示できなかったが，面を整えて装飾的に仕上げている。蜜の底部に「井」形の線刻をもつもの (25) も

ある。

土師器とした坪類はすべてロクロ製である。杯BN(15・16・21'"23)は比較的浅めで底が小さく，斜

めに開く形態である。坪B11 (17"'19)は比較的深めで，口縁部が外反している。杯BV (20)は内面黒

色処理がなされている。これらのうち，器壁外面に正位で「大内」という墨書のあるものが2点 (21・22)，

底外面に「富」または「宮田」と読める墨書のあるものが2点みられる (23・25)0r大内」墨書土器 (21・

22)は，底部にも「宮田」とほぼ同じ墨書をもつようであるが，現状ではその一部分しか残っておらず，

小さい「ロ」しか見えない(第9章第4節)。皿類には，皿DI (12)，皿D11 (13)，皿E (14)がある。

ともに高台が付いており，体部は内湾する。土師器聾類には，つまみ上げ口縁部をもっ小型聾A (26)，武

蔵型の聾E (27)， r在地」の聾B (28・29)がみられる。いずれもかなり薄手である。平安時代としては

古相の土器群である。

鉄製品には，長頚鍛 (37'"39)，針状製品 (40)，刺突具(タガネ) (42)，釣針 (43)，ヤリガンナ柄部

(46)，穂摘み具 (47・48)，万子 (49'"51)，釘 (44)がある。ほかに，ねじりのある棒状品 (41)，U字

形金具 (45)など用途の特定できないものがある。また，形状の異なる 2種類の砥石 (52・53)が出土し

ている。

図の最後に掲げた緑柚陶器の椀 (54)は， 7片が散らばった状態で，比較的下層から検出された。奈良

三彩と共通の白粉を生じる軟質の焼成であり，破断面は淡い黄色である。にぶい黄色~黄緑色の緑軸が，

底面を含む全面に薄く施されている。内面には施粕前にへラミガキが施されている。底面は剥離が進行し

ているが，高台風に厚く切り離され，回転糸切り痕がナデ消されている様子が観察される。平城宮II"'III

期に畿内で生産された緑軸陶器とみられるので，約 l世紀にわたって伝世されたのち，本跡に投棄された
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ことになる。

引-089(第253図，図版46・125)

台地中央部に位置する竪穴住居跡である。引-087の3m西に隣接している。古墳時代後期後半の幻-088

の覆土を掘り込んで構築されている。壁高は 10cm"-' 15 cmと浅く，かなり削平されている。主軸は北から

やや西に振れており，カマドは北辺中央に位置している。壁溝，柱穴は検出されていない。カマドの前面

に硬化面が広がっている。遺物はわずかながら床面近くで検出された。

土師器杯BV (1) は底部の小型化が進んだ形態で，内湾気味の器形をもち，底部を手持ちへラケズリ

調整している。内面を黒色処理している。須恵器杯AV (2) は赤褐色に発色しており，中原窯の製品に

近いが，底径はかなり小さい。内湾気味の器形をもち，底部を手持ちへラケズリ調整している。聾類は，

「く J の字状口縁をもっ小型聾D (3)， r在地」系の聾B (4・5)がある。いずれもかなり厚手である。

SI-087より新しく，平安時代の比較的新相を示す土器群といえる。

SI-092 (第 254図，図版47)

台地南部の東寄りに，やや離れて位置する竪穴住居跡である。直後の引-093によって北側の一部を壊

されている。検出面から床までは 10cm前後しかなく，覆土の堆積状態は判然としない。壁溝，柱穴は検

出されず，カマドは SI-093構築による破壊で失われた可能性が考えられる。
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訂-089と出土遺物

遺物は少なく，小片である。外面にミガキを施した土師器坪(1 )，高台付のロクロ土師器皿(3 )，厚

手の土師器聾B (2)がみられる。皿の高台は摩耗してほとんどなくなっている。

第253図

SI-093 (第 254図，

引-092を切って構築された竪穴住居跡である。撹乱されている北側中央にカマドがあったとみられる。

図版47)

かなり削平を受けて引-092同様に，深いところで 26cmと浅く，床までの高さは最も浅いところで8cm，

ローム粒を混入した暗褐色土であった。いる。覆土は，

わずかながら南西隅付近に遺存していた。 ロクロ土師器坪(1 )は底部へラケズリ調整ながら

底径が小さいという特徴をもっ。土師器蓋B (2) は器壁が薄いという特徴を残しており，平安時代の比

較的古相を示している。ほかに鉄釘(3 )，管状土錘 (4)がある。

遺物は，

SI-094 (第255図，図版48・125)

台地中央部の南寄りに位置する極めて小型の竪穴住居跡で、ある。 SI-087の南1.5 mに近接している。近

代の耕作によって全体的に撹乱を受け 遺存状態は良くない。主軸は北からやや西に振れている。

は北辺中央に設けられ，対面の南辺に出入口施設とみられるピットがある。主柱穴は検出されていない。

遺構の東部分で焼土の散布が確認された。覆土はローム粒を混入した暗茶褐色土であった。

遺物は少量であったが r大内」の墨書が書かれたロクロ土師器坪(1 )が，床面から出土した。体部

カマド
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外面に正位で小さく書かれている。隣接する SI-087からも

関係が注目されるところである。 SI-087出土の (22)の筆跡は，本例とかなり類似度が高い。土器の色

は赤褐色で，須恵器の可能性も否定できない。底部は回転へラケズリ調整である。書 (2・3)は常総型

聾の影響を思わせる rS J字状口縁をもつが，胎土に雲母を含まない「在地」系の土師器聾である。平安

その「大内」墨書土器が出土しているので，

第254図

時代でも古相を示す。

SI-095 (第255図，図版48)

台地中央部の南寄りに位置する竪穴状遺構である。引-094の西6mにある。一辺3.4m前後の方形をな

南辺は検出されていない。中央から西辺にかけて硬化

-283一

すが，最深部でわずかに 5cmしか遺存しておらず，



面が検出された。カマド，柱穴等は確認できず¥住居跡という確証は得られなかった。

図示できる遺物は出土していない。覆土出土の土器小片には，底を回転へラケズリ調整した，ロクロ土

師器坪片や，タタキ痕をもっ須恵器蓋片があり，後者は千葉産須恵器の焼成である。これらは平安時代の

所産とみてよい。

Sト096 (第256・257図，図版49・125)

台地南部の東側で単独に検出された。カマドを北側隅部にもつ，一辺3m前後の小型竪穴住居跡で、ある。

東辺を除いて壁溝がある。柱穴は検出されなかった。覆土の各層にはローム粒が混入し， とくに下層には

ロームブロックが含まれているので， 自然堆積とは考えがたい。埋戻されたと考える。遺物は，上層から

下層まで本跡全域で出土している。

土器類は坪 10点，聾6点を図示した。坪のうち青灰色から灰色に発色するもの (5・7・8) は明ら

かに須恵器と判断できるが，須恵器かロクロ土師器かの判別が難しい製品 (6・9'"14)が多い。底部

の回転へラ切り技法が確認できるもの(6 )のみを須恵器とした。須恵器坪類は，いずれもやや浅めの，

杯AIVである。胎土に雲母が含まれず，焼成のやや甘い質感が市原市域の窯の製品とよく似ている。底面

はいずれも手持ちへラケズリされ，糸切り痕は認められない。そのうちの l点に朱書がみられる (8)。

「山家」とみられるが， 2文字目左側は欠損している。須恵器聾には，聾B (19)・聾D (18)・聾E (20) 

があり，灰色(18・20)や黒褐色(19) に発色している。 (20) には雲母の混入がみられない。土師器坪

類には，箱形の坪B1 (11・12)，やや浅い坪BIV (10・13) などがある。いずれの底面もケズリ調整さ
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れ，糸切り痕は認められない。土師器事には，武蔵型の聾E (15・17) と，常総型の聾c(16)がある。

武蔵型蓄は口縁部が「コ」の字化したものである。これらの土器は平安時代の古相を示す。

床面付近で万子が4点出土している。このうち(2) と (3)は明らかに折り曲げられた状態で出土し
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第257図 SI-096と出土遺物(2 ) 

引-097(第258図，図版49)

台地中央部の遺構密集区に位置する竪穴状の遺構である。奈良時代の引-098，古墳時代の幻-106を掘

り込んで構築されている。検出面から床までは 15 cm'" 28 cmと浅い。覆土全体がローム粒混入の暗褐色

土と観察されている。主軸は北あるいは西にとる。カマド，壁溝，柱穴は検出されていない。西壁際に焼

土の堆積がみられ，南東隅には床に硬化面が広がっている。

遺物はごく少量であるが，檀色の須恵器聾 1点(1 )，羽口 2点 (5・6)，長い帯状の銅製品 (2)，鉄

鍛ないし工具(3 )，万子 (4)が図化可能であった。羽口は，本跡で使用された痕跡はなく，投棄また

は流入したものであろう。須恵器聾口縁部の退化傾向を考慮すると 平安時代の比較的新相を示すと考え

る。

SI-099A (第259図，図版50)

台地南部の東寄りに位置する竪穴住居跡である。観音塚遺跡を望む斜面に面している。引-099Bと重複
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し，それと床面を一部共有する。横長長方形であるのが特徴的で，主軸は北西にとっており，

西辺のやや東寄りに設けられている。壁溝は全周していたとみられる。カマドはすでに破壊されて袖部は

カマドは北

同カマド

土製紡錘

残っていない。カマドから北隅にかけて焼土の堆積が確認されている。カマドの東側に 2か所，深さlOcm

と17cmの浅いピットが近接して検出された。引-099Bとの前後関係については，重複部に後世の地境溝が

入り込んでおり，土層断面では確認できなかった。焼土分布範囲をみると，本跡の縁辺部にのみ残存して

いるので，内側を Sト099Bにより掘り込まれている可能性はある。この場合，本跡に確実に伴う遺物はカ

マド出土遺物(5 )のみである。

ロクロ土師器皿(1)は底部を回転糸切り後，中心はそのままにして周辺がナデツケされ，高台風に整

形されている。土師器小型聾B(2)と聾A(3)は比較的厚手である。(3 )の口縁部内面には「占」字

状のへラ刻書がある。丸瓦片 (4)は， SI -099Bのカマドと切り合う付近で出土しているので，

からの混入の可能性もある。外面に列をなすへラケズリ痕があり，内面に布目を残す。ほかに

凹石ないし台石(6 ) 釘(7 )がある。平安時代の新相を示す。

カマドは北東辺中

図版51・126)

上記の Sト099Aと重複している。主軸を北東にとり，

カマド前面から硬化面が広がる。竪穴の深さはわ

カマド内と南西の壁際で遺物が遺存していた。

車(5 )， 

SI-099B (第260図，

本竪穴住居跡の北側約半分は，

央に設置されている。壁溝は全周していたと思われる。

ずか 8cm"-' 12 cmしか確認できなかったが，

食
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カマド内出土遺物は，土師器杯B医 (3 )，須恵器聾(5 )，瓦片(6 )である。南西壁際では土師器椀

A I (4) と角釘が2点 (1. 2) 出土した。土師器杯類はいずれもロクロ製で，底部が小さく，高台風

に厚く切り離し，回転糸切り痕を残している。須恵器翠は，外面のタタキ痕が縦方向のへラケズリによっ

て消されている。焼き色はにぶい樫色である。口縁部には装飾性がまったくなく ，素口縁である。瓦片は

支脚に転用したと考えられる。平瓦であり，外面には深い大きな格子状タタキ目があり ，内面には布目が

ついている。土器群は平安時代でも新相を示す。
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SI-101 (第261図， 図版51・52・126)

台地南部の東寄りに位置する竪穴住居跡である。奈良時代の SJ-I02・103の覆土を切って構築されてい

る。主軸は北東に とり，

第 260図

カマドは北東辺中央に設けられている。覆土は削平や撹乱のためあまり遺存して

カマド袖部は検出されず¥掘りかたと火床部

住穴は検出されていない。遺物はカマド周辺と北東壁際で出土している。

黒褐色に発色している。土師器の貼付高台付椀01

ローム粒を合む暗茶褐色土が主体であった。

を残すのみであった。壁溝，

は底径が小さく浅い器形で，

いなかったが，

これらは平安時代の新相を示す土器群である。内面をミガキ調整されている。

-289一

須恵器坪AV

( 2 )はロ クロ製であるが，
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大型の羽口(5 )は直径95Dlsl，内径30mmある。ほかにも，炉壁片(3 )，縄文の石皿破片を転用した

金床石 (4)などの鍛冶関連遺物が出土している。とくに，羽口と炉壁はカマド内から出土しており，ヵ

マドに袖が残っていなかったことを考え合わせると，本カマドが鍛治炉として使われた可能性も考えられ

る。しかし，鍛冶津等の生産関連遺物は出土しておらず，確証は得られない。

引-103(第262図，図版53・127)

台地南部の東寄りに位置する小型の竪穴住居跡である。南側は古墳時代後期後半の SI-107を切り，北

側は平安時代の引-101に切られている。主軸は北西にとる。カマドは北西辺にあるが，ほとんど残って

おらず，火床部分を確認したのみである。床は全体に硬化しており，柱穴は確認できなかった。遺存する

壁高は約20cmと浅い。さらに，近年の撹乱で旧状はかなり損なわれている。覆土にはローム粒の混入が

多く，人為的に埋戻されたと考える。

遺物もごく少数である。赤褐色の須恵器杯(1 )は底部を回転へラ切りし，体部外面下部のみ強く手持
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第262図引-103と出土遺物

ちへラケズリ調整したもので，類例に乏しい深身の小型品である。土師器聾B (2) は外面を丁寧にへラ

ナデしている。平安時代の比較的古相の土器群と考える。

S 1 -104 (第263図，図版53・127)

台地南部の東寄りに位置する竪穴住居跡である。 SI-I05の東に隣接している。主軸を北東にとる。壁

高は 15cm'" 20 cmしか残存していない。床面全体が硬化しているが，柱穴，壁溝はない。カマドは北東辺

の中央からやや東へ寄った位置に設けられている。ほとんど壊されており，火床部と袖の基部のみが確認

された。カマドの東袖付近で，杯を l点検出した。

ロクロ土師器杯BVll(1) は，口縁部がやや外反し，浅く，底部は回転糸切り無調整である。平安時代

の比較的新相を示す。

日-105(第264図，図版53)

台地南部の東寄りに位置する竪穴住居跡である。 SI-I04の西に隣接する。壁高 13cm'" 20 cm程度が確認

できた。主軸はほぼ北にとる。南西隅が奈良時代のSト102と重複していたため，形は不明確であるが，南

北にやや長い形状を呈する。北辺中央にカマドの痕跡とみられる掘りかたを検出した。その前面を中心と

して硬化面が広がっている。柱穴，壁溝は確認できなかった。焼土も，床面全体に広がっている。なお，

北東隅では炭化材と焼土がまとまって出土しているが，床より 2cm'" 10 cm程度上で、検出された。

鉄製品 (1"'3)は， 3点とも比較的複雑な形を有する。刃部は確認できない。 X線調査では(1)に

目釘孔らしき痕跡が2つ認、められる。これらは同一個体と考えられるが用途については特定できない。

土器は遺存度が低く，図の土師器杯 l点と土師器聾3点も小片である。皿状の杯BVll(4) は，器壁に

組いロクロ目が残っており，底部を回転糸切りした後，手持ちへラケズリで調整している。常総型の蓋C

( 5 )は受け口状の口縁部をもっ厚手のもので，ほかの書 (6・7) も厚手である。平安時代の比較的新
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相を示す土器群である。

引-112(第265図)

台地北部のやや東寄りに位置する住居跡である。周囲はやや東に下がる斜面で，北側の谷に面している。

遺構は，中央と西側に撹乱を受け，硬化面の一部とカマド火床部，柱穴4か所が残存しているのみであっ

た。調査時の観察によって推定された範囲を図示している。小型に復原で、きるので，平安時代に分類した。

ただし，もっとも近い該期の遺構は西に20m離れた SI-117であり，近在するのは古墳時代後期後半のSト

114， SI-115である。

遺物は全部で土師器細片4点と砥石片 l点である。そのうち，実測可能なものは土師器皿 l点(1 )の

みである。底部は回転糸切り無調整である。形態的にはカワラケとされるものであるが，確実な中世遺構

との切り合いは認識されていない。 SI-046などにみられるような，平安時代のもっとも新相を示す土器

群に含まれるものではないかと考える。

引-114(第266図，図版56)

台地北部のやや東寄り斜面に位置する小型の竪穴状遺構である。東側を SD-16に伴う掘削により大半が

削平され，半分も残存していなかった。軸は北からやや西に振れている。東辺と南辺では壁溝を確認した。

カマドが検出されていないので，住居跡と断定するには要素が足りないが，本跡の規模は周辺の平安時代

住居跡と一致している。柱穴はみられない。西辺寄りの硬化面上に焼土の堆積が確認されている。

遺物は壁溝中から検出された。古墳時代後期後半の土器と考えられる蓋身逆転期の須恵器坪H (1) と
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第266図 Sト114と出土遺物

須恵器高台付壷底部(3 )が出土しているが，最も良好な状況で出土したのは土師器杯(2 )である。坪

は，ロクロ製でありながらやや不整形で，器壁が短く内湾し，外壁下端部だけを手持ちへラケズリ調整し

ている。褐色に焼成されている。底部は回転糸切り無調整である。これらの特徴は平安時代の新相を示す

ものと考える。

SI-117 (第265図，図版58)

台地北部の北端に位置する竪穴状遺構である。形態は方形大きさは一辺3m前後であり，該期の竪穴

住居跡としては一般的形態である。しかし，カマド，壁溝，ピット，硬化面のいずれも確認できず，住居

跡とは断定できない。覆土は焼土粒を含んだ暗褐色土である。北側の辺に接して，焼土及び砂質粘土が塊

状に堆積するが， これらと床面との聞には覆土が薄く認められ，カマドとは断定しがたい。

遺物は焼土の中から検出された。ロクロ土師器坪BVII(l)は，底部が回転糸切り無調整である。坪B

X (2) は貼付高台が付いている。平安時代でも新相を示す土器群である。

引-119(第267図，図版58・59・127)

台地西部に位置する竪穴住居跡である。北東隅を SD-26に切られる。主軸をほぼ北にとり，カマドは北

辺に設けられている。壁溝は全周する。カマド対面にあたる南辺に出入口施設とみられるピットが検出さ

れている。主柱穴はほぼ対角線上に 3か所検出され，検出きれなかった南東部分では，やや中央に寄った

位置に，主柱穴に匹敵する深さ 20cm'" 35 cmのくぼみが2か所認められた。カマド東脇にも深さ 17cmの

ピットがある。貯蔵穴としては浅い。柱穴聞の床は硬化していた。硬化面中央部には 52cmX 38 cm，深さ

10 cmの，被熱した浅い凹みがあった。工房の炉である可能性を考慮して調査したが，それを裏付ける痕跡

は見いだ、せなかった。主柱穴内や住居跡の覆土は，上層を除いてロームブロックが含まれていた。人為的

に埋戻された結果と考える。また，北辺両隅には，床面のやや上で、山砂を伴った焼土が検出された。
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遺物は比較的多く出土した。図示した遺物はいずれも床面ないし下層から出土したものである。土師器

坪皿類はとくに遺存度が高い。すべてロクロ製である。灰黄褐色の須恵器杯蓋(1 )には肩平な宝珠つま

みがつく。身の底部には糸切り痕を残すものはない。杯BII (3)は一定方向に手持ちへラケズリが施さ

れている。坪BIII (4) は回転へラケズリが施されている。坪BN(2)は手持ちへラケズリが施されて

いる。皿AII (5・6) は回転へラケズリが施されている。また，坪(7) には底外面に「キ」の線刻が

みられる。土師器杯(3 )は，暗赤褐色を発する焼成の質感が宇津志野窯資料と似ており，須恵器の可能

性もある。須恵器聾C (8"-'10)は暗褐色~明褐色を発する千葉産須恵器で占められている。いずれも平

安時代の比較的古相を示している。

瓦片(11)は外面に縦列をなすへラケズリ調整痕，内面に布目を残す。鉄製万子(12) は床面でほぼ完

形のまま出土した。

SI-120A (第268・269・270図，図版59・127)

台地西部の南寄り， Sト119の西隣に位置する。該期としてはやや大型の竪穴住居跡である。奈良時代

のSト120B埋没後，その上に床を貼って構築している。貼床には硬化面が形成されている。調査時には深

いSト120Bの方が新しいと考えて調査したため，カマドが十分に確認できなかったが，土層図等の詳細な

再検討の結果，北西辺中央では山砂と焼土粒が貼床上に分布していた記録があるので，そこにカマドが存

在したものと考える。また，南西辺中央に出入口施設とみられるピットが存在することもこれを裏付ける。

したがって主軸は北西方向である。主柱穴が対角に 4か所認められ，壁溝はほぼ全周する。主柱穴以外に，

北東及び南西辺で，壁溝中にそれぞれ径50cm，深さ 12.5cmと，径35cm，深さ 18.9cmのピットを検出し

た。北東辺のものは，主軸をはさんで南西辺ピット列と対称に位置するところから，本跡に伴う施設と考

える。覆土の堆積にはロームブロックが認められ，遺物の接合関係が遺構内各所に及ぶことから，人為的

な埋戻しが行われたとみられる。

遺物は多量に検出された。大きく分けて，床面付近から出土したもの(13・14・17・20・24・26・32・

34"-' 37) と，覆土上層から出土したものとがある。

土器類のうち，灰白色に還元焼成されているのは，灰粕陶器の椀 (27)のみである。上層から出土した

わずか 10%に満たない小片ではあるが，丁寧に削り出した高台をもち，内面に中央を残して薄い灰紬が施

され，堅く焼きしめられた良品である。坪・皿類(12"-'28)はいずれもロクロ製である。底部に糸切り

痕を残すものはない。須恵器には，灰黄色~暗灰黄色に発色する坪A1 (13・19)，にぶい黄櫨色の杯A

III (17・18)，にぶい樫色で火だすきをもっ須恵器杯AN(12)，黒褐色ないし樟色の坪AV (14・15)，に

ぶい褐色の杯AVII (16)・にぶい黄櫨色の椀A (20)がある。千葉産須恵器とみられる。須恵器書類も同

様の焼成であり，灰色を発色するもの (35・36・40)は小片で、ある。聾B (33・34・36・41)，甑A (39)・

甑C (37)が主体で，口縁部はやや簡略化したものと，装飾的なものとが混在している。一方，土師器に

は，内面にミガキと黒色処理が施されている坪BV (22) のほかは樫色に近い発色であり，浅い杯BN

(21) ，やや深い杯BII (23・24)，口縁部が外反する皿B (25)，同じく内湾する高台付皿D1 (26・28)

がある。皿Bには火だすきがみられるので，須恵器の可能性もある。土師器聾類には， 「在地」の系統を

ひく聾A (31)，聾B (32)がみられる。口縁部がつまみ上げられ，胴部がかなり薄手である。これらの

土器群を総合的に判断すると，やや多様性がみられ，多少の時期差を含んで、いるが，平安時代の古相を示
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すものが多いと考える。

鉄器類 (1"'10) はこれらの土器に混じって出土した。紡錘車(l .2)，釘 (3・10)，鎚 (8)，鎌

( 7 )，万子 (4"'6)，工具(9 )がある。工具(9 )はタガネの可能性が考えられ，意図的に折り曲げ

られた状態で検出された。土製品には管状土錘(11)がある。

r

?

¥

¥

 

て
/
イ
/

一filt¥
ノヒ

41 

k二二一J

、之上J

帆〔」?¥!(じ

(ご CJi〔仁
川/ 戸ーナ

一「一一「一
39 

38 

20cm (1 :4) 

SI-120A出土遺物(3 ) 第 270図

Sト121 (第271図，図版60・127)

台地中央部の西寄りに位置する竪穴住居跡である。 引-119の南南東4mに隣接する。主軸は北からやや

西へ振れている。全体に北辺に比べ南辺が東に少しずれて平行四辺形をなす。カマドは北辺中央に設けら

れている。壁溝は全周する。カマド対面にあたる南辺中央には小ピットがみられる。主柱穴は検出されて

いない。東辺の壁溝は，中央で、二重になっている部分がある。改修された可能性はあるが，新旧関係は確

かめられなかった。周縁部を除いて床に硬化面が形成されている。覆土は大きく 2層に分けられ，

に小さいブロックを含む薄い層がみられる。とくに，住居跡西側に堆積していた層にはロームブロック・

その間

焼土を多く含んでいる。本跡も人為的に埋戻されたと考える。

図示した遺物は床面直上で出土したものである。土師器杯皿類はいずれもロクロ製で，底部を回転糸切

り後，手持ちへラケズリ調整した皿B (1)や杯BIV(3) などがあり，底外面に「キ」の線刻をもつも

(4)が含まれている。書類には，ロクロ整形された小型書(5 )，厚手の土師器事B (7)，須恵器聾

(8・9) などがある。須恵器はいずれも褐色で，口縁部はやや丸みを帯びている。 SI-120より後出
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第271図引-121と出土遺物

的であるが，平安時代としては比較的古相を示す。

SI-123 (第272図，図版61) 

台地西部の北西に位置する。該期としても小型の竪穴住居跡で、ある。 SX-25が重複し， SD-28が北東隅

をかすめる。主軸は北からやや西に振れている。カマドは北辺中央に設けられている。カマドの遺存状態

は悪いが，支脚が火床部に立った状態で検出された。したがって，破棄したおりの破壊よりも SX-25構築

時の破壊が大きいとみられる。壁溝は，北辺西半分と東辺南半分を除いて検出されており，ほぼ全周する

とみられる。ピットは検出されていない。カマドの前面から南辺の壁溝まで，ほぽカマドと同じ幅の硬化

面が形成されている。覆土は数層に分けられるがロームブロックなどを含まず， 自然埋没と思われる。
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第272図 Sト123と出土遺物

遺物はほとんど検出されなかったが，須恵器(1)が出土した。聾Eの口縁部とみられる。にぶい黄櫨

色を基調とするが外面はにぶい黒色に焼かれている。千葉産須恵器であり，胎土には雲母を含まない。千

葉地域の須恵器窯が操業していた奈良時代末以降，平安時代の製品とみられる。

Sト125(第273図，図版 128)

台地西部のやや北西寄りに位置する竪穴住居跡である。 Sト123の南東 16mにあたる。確認面から床面

までの深さは 10crn前後である。北半分は溝状の撹乱により削平され，カマドの一部が残るのみである。南

半分も中央部を撹乱されている。カマドは北辺に位置するが，かなり東に片寄って作られている。主軸は

北方向である。遺存部分に壁溝は確認できなかった。南東隅に底径40crnの貯蔵穴様のピットがあるが，そ

の中からも遺物は検出されなかった。

遺構の状態に反し図示できた遺物は多い。甲斐型坪とされる土師器杯BVI (1) は本遺跡唯一の出土例

である。縦方向のへラケズリ調整が施され，内面に鋸歯状の暗文をもっ。土師器坪BII (2) もロクロ製

で，底部を手持ちへラケズリ調整されている。須恵器坪 (3)はにぶい黒褐色であり，底部は回転糸切り

無調整である。須恵器坪AV (4)は檀色であり，底部は手持ちへラケズリ調整である。聾類には，にぶ

い黄樟色の須恵器聾C (6)，樟色の須恵器甑(7)，土師器小型聾A (8)， r在地」系の形態を残す聾A

(9)がある。聾の底部片に墨書の一部(5 )が明瞭に認められる。総じて，平安時代でも比較的古相を

示す。

SI-128 (第274図，図版64)

台地西部の西寄りに位置する竪穴住居跡である。 Sト125の南西9 mにあたる。平安時代の SK-122を切

る。カマド左脇から南辺までは，近代の溝によって撹乱されている。確認面から床面までは 10crn前後で

ある。主軸はほぼ北で，北辺中央にカマドが設けられている。壁溝は全周する。カマド対面にあたる南辺

_ 301 _ 



j)> 

④ /[37〕
一・ D'

4 

一.B' 
!の 。

D D' 
-. 21.90m 

!)> 
4 )> 

戸「
B B' 。 (1:40) 1町、

ー・ 21.90m

o (1:80) 4m 伝コり
5 

8 

6 

3 

三主三/
7 

。 (1:4) 10cm 

第273図 SI-125と出土遺物

中央に，出入口施設とみられるピットがある。そのほかに 4か所のピットがあるが，配置は不規則で，本

跡に伴うとはいえない。形態的に柱穴とみられるのは北西の lか所のみである。

北東隅で土師器窒口縁部破片(1 )が出土した。カマド内にまとまって出土した土器細片の中には，丸

瓦片(2 )が含まれていた。瓦の外面には規則的な縦方向のへラケズリ痕，内面には布目痕が残る。

SI-131 (第275図，図版65・129)

台地西部の西寄りに位置する比較的小型の竪穴住居跡である。 SI-128の西北西 10mにあたる。南辺と

西辺を，近代の撹乱により損なっている。主軸はほぼ北にとる。壁溝は全周する。カマドは北辺中央に設

置され，内部より比較的大きな土器片が出土した。カマド前面に浅い凹みと，深さ 6cm前後の小ピットが

ある。東側壁溝中には径24cm，深さ 13cmの小ピットがある。主柱穴は検出されなかった。床の硬化面は

カマド前面を中心に広がり，焼土と炭化材がその直上で検出された。覆土の状況から，薄く下層が堆積し

た後，比較的短時間で埋戻しが行われたとみられる。上層からは比較的大きな土器片が散見された。また，
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第274図 Sト128と出土遺物

カマド煙道部にも遺物が多くみられた (2'"'"'4・14)。

灰紬陶器の把手付小瓶(6) は，南壁際で，比較的下位から出土した。把手と口縁部の一部を欠損して

いるが，ほぼ完形である。灰白色の地肌をしており，口縁部から肩部にかけてくすんだ緑色の灰紬がたっ

ぷりと施され，把手の周辺に集中して流れている。胴の下部を高台風に削り出しているが，底面は回転糸

切りののち周囲をナデるにとどまり，ほぼ平らな面を形成している。

須恵器では，貼付高台付椀B (5)がある。黄灰色に還元焼成されている。樫色の須恵器聾(7 )は，

縦方向のへラケズリでタタキ目が肩まで消されている。口縁部の造りは簡略化している。須恵器聾口縁部

片 (8)は灰色の硬い焼成で， 2条の沈線と櫛描波状文がみられる。自然紬が多く掛かる須恵器聾胴部片

( 9 )と同一個体と考える。

土師器の出土割合は須恵器よりやや上回っている。杯類はいずれもロクロ製である。杯BII (1)は口

縁部がやや反る形状で，底部にはドーナツ状に回転へラケズリ調整を施し，中央に糸切り痕を残す。坪B

vlll (2) は，比較的小型で、あるが，身が深く底径は小さい。底部を回転糸切り無調整としている。やや大
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型の杯BII (3)は，底部を手持ちへラケズリ調整している。杯の底部片 (4) もかなり聞く形状で，底

部を回転へラケズリ調整している。書類は多数出土しているだけでなく，多様性がある。小型聾B (10)， 

鉢B (15)のほか，大型の聾(11........14)は口縁部特徴がそれぞれ異なっている。横方向の組いナデが器

壁全面に施される例(14)は，伝統的な土師器聾にはみられない要素である。これらの土器群は，総じて

平安時代の比較的新相を示す。

鉄製品には，ほぼ完形の釘(16)があるが，出土位置は撹乱坑内であった。

Sト132(第276・277・278図，図版66・67・129・130)

台地西部，谷の最奥部に面する竪穴住居跡である。 Sト131の南 5mに位置し，奈良時代の Sト133北辺

を切って構築されている。主軸を北からやや西に振っている。カマドは北辺に設けられている。カマドの

火床部上には多量の灰が残され，よく使用されたことを示す。カマド対面の南辺中央に出入口施設とみら

れるピットがある。壁溝は全周し，底部に不規則に小ピットをもっ。主柱穴はみられない。遺構中央に深

さ20cmの小穴をもっ。この小穴は，覆土中に焼土を含むので，炉の可能性が高いが，炉床はそれほど被

熱していなし=。覆土には ブロックを含む層序がみられ，各層のロームブ、ロック混入割合に差がある。遺

物の接合が各層にまたがっている。これらは本跡が人為的に埋戻されたことを示す。遺物はカマドを中心

とした北半分に集中している。

図示した土器は，褐色に発色する須恵器聾類が多い。内訳は聾B (3・4)・窒C (7)・聾D (1)・

聾E (6)などである。五孔の甑 (8) も褐色に焼けている。口縁部はやや丸みを帯びるが丁寧に作って

いる。土師器聾類には，武蔵型の聾E (10)，受け口状の口縁部をもった聾B (9)，鉢A (11)などがあ

る。武蔵型書は口縁部が「コ」の字形と化している。杯皿類は，黒褐色の須恵器AV1 (12・13)のほかは

ロクロ土師器とみられる。底に糸切り痕を残すものはなく，手持ちへラケズリ調整をした浅い坪BN(14・

15・21)が中心である。底面に「井」の字状線刻をもつもの (20・21)を含む。皿CII (16)は底部を手

持ちへラケズリ調整している。皿C1 (17)は底部を回転へラケズリ調整して高台風に削り出しており，

内面にミガキをもっ。坪AII (18) は内面黒色処理が施されている。高台付椀(19) は高台内部に糸切り

痕が残っている。やや混入が疑われるものもあるが，総じて平安時代の比較的古相の土器群といえる。

「風」字硯 (23)は，千葉産としては焼成の良い黒褐色の須恵器製である。同一個体とみられる破片2

個が出土している。大きい破片には外面に高さ 0.9cmの長方台形の脚が lか所みられ，内面の小高い平滑

部分には，使用の結果を示す若干の研磨痕が認められる。小さい破片にも脚を貼り付け，四角く切り取っ

たへラの痕跡が認められる。

青銅製帯金具の一部 (26)は，東壁際の床面から出土した。四隅に小円孔をもっ。極めて薄手の造りで

ある。長方形ではあるが，絞具などの帯金具の裏金と考えられる。鉄製品にはタガネとみられる工具 (25)

L 万装具とみられる筒状製品 (24)が出土した。タガネは茎が大きく曲げられている。

引-134(第279図，図版67・130)

台地西部，谷の最奥部に面する竪穴住居跡である。 SI-132とSI-119の中聞に位置する。谷に向かつて

やや傾斜しており，遺存状態は良くない。 SX-31を切り， SD-29に切られる。 SX-28とも接するが，前後関

係は明確でない。東辺の南側は最近の撹乱で失われている。主軸は北にとり，北辺中央にカマドが設けら
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れている。南東隅には径46cm，深さ 20cm程度の円形ピットがある。貯蔵穴の可能性がある。硬化面はカ

マドの幅で帯状に広がる。柱穴 壁溝はない。覆土はブロックを含み 人為的な埋戻しで形成されたとみ

られる。北半分では，床面から間層を挟んで薄い焼土が分布する。この範囲に遺物が集中して出土した。

カマ ド内からもやや多く出土した。

杯類はいずれもロクロ土師器である。浅い坪Bvn (1・2・4)は，底部を回転糸切り無調整としてい

る。杯BVllI(3・5)は底部を手持ちへラケズリ調整としており，線刻と墨書の両方が外面にそれぞれ施

されている。 5は「七」または「士」に近い形の墨書と rXJ 状の線刻がある。3の墨書は判読不可能

であり，線刻は，底から口縁の手前にかけて縦方向に筋をつけた単純なものである。蜜類では，土師器小

型聾B(6)，聾A(7)とみられる底部片，須恵器五孔の甑B(8)がある。甑はにぶい褐色であり，口

縁部はかなり簡略になっている。平安時代の比較的新相を示す。

カマドの火床部，やや奥のほうから瓦片 (9)が出土した。湾曲に対し外面には，整然とした粗い格子

状タタキ痕をもち，内面には布目痕を残す平瓦である。
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Sト135(第280図，図版68・130・131)

台地西部の西端に位置する竪穴住居跡である。谷の最奥部に面する。 SI-132の西隣にあたる。台地肩

部に段が形成されているため西半分が削平されている。主軸はほぼ北にとり，カマドは北辺に設けられて

いる。壁溝は全周していたと思われる。カマド対面の南辺中央に出入口施設とみられるピットをもっ。そ
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の周辺には焼土の堆積が確認されている。柱穴と思われるピットは北東隅と南東隅寄りにみられる。東辺

では，壁溝内側にもう l条の溝と小ピットが2か所あり，また，南辺の壁溝外側には平坦面が検出されて

いることから，拡張が行われたと考えられる。台地側の壁高は 30cm程度遺存しているが，斜めに削り取

られていて覆土の堆積状態は判然としない。遺物はカマド部分に集中して出土している。

坪皿類はロクロ土師器と判断したが，質感が中原窯等の千葉産須恵器と類似しているもの(1・7)が

あり，区別は困難である。いずれにも二次的に被熱した形跡がある。杯BII(l・ 7)は，底部がそれぞ

れ回転と手持ちのへラケズリにより調整されている点で異質で、ある。底部が手持ちへラケズリ調整されて

いるのは，ほかに皿AII (8)だけである。亦VlII(4・5)は底部が回転糸切り無調整である。杯BIX

(3・6) は，体部外面下部にのみ手持ちへラケズリ調整が施され，底部を回転糸切り無調整としている。

これには「ー」字状の線刻を底部にもつもの(3 )がある。高台付杯 (9)は中央に回転糸切り痕を残し

ている。また，小片であるが内面に漆が付着した坪(2 )が認められる。須恵器事類はいずれもにぶい黄

櫨色~明赤褐色で，事C (11)・聾D (10)・薯E (12)がみられる。いずれも口縁部が丸みを帯び，簡略

化している。灰柚陶器もしくは須恵器の瓶(13・14)は小片のため全体像を示しえない。土師器薯類は書

Dが基本であるが，口縁端部が三角形に角張るもの(15・18) と，丸みをもち胴部に横方向のナデを施し

たもの(16)がある。武蔵型の聾E (17)は，明瞭な「コ」の字状口縁をもち，かなり厚手になっている。

平安時代の比較的新相を示す土器群である。

鉄製品には万子(19)がある。カマド東脇から出土した。

SI -138 (第281図，図版70・131)

調査区北西隅に位置する竪穴住居跡である。中野台遺跡とをつなぐ細尾根の南斜面にあり， SD-32の南

側に位置する。主軸は東北東にとる。南半分は整地により削平されている。カマドが東辺中央に検出され，

北辺のみに壁溝が確認された。カマド内では煙道部近くで支脚が立位のまま出土したが，状態が悪く，取

り上げることはできなかった。柱穴はみられない。遺物は少なく 図示したものはカマド内から出土した。

土師器椀A1 (1) は内湾する小型のもので，ロクロ製の浅い坪ともいえる。底部は回転糸切りで高台

風に厚く切り離され，無調整である。土師器聾A (2・3) は，頚部屈曲が強く丸い素口縁をもっ。かな

り厚手である。嚢底部片 (4) も聾Aの一部と思われる。これらは平安時代の新相を示す。

Sト144(第282図，図版73)

調査区北西隅，中野台遺跡との境界に位置する竪穴住居跡である。引-138の西約 25mにあり，奈良時

代前半の Sト143北東隅を切って構築されている。南斜面に面しているため，南東側は整地による削平を

受けて失われていた。カマドは検出されなかったが，削平された東辺にあったとすると， SI-138の主軸

と一致する。壁溝が全周し 四隅に主柱穴がある。柱穴の深さは 82cm'" 91 cmあり，住居の規模に比して

深い。遺物はごく少ないが，床面は全体に堅轍で，広い範囲に焼土が検出された。

須恵器杯(1 )は灰色に還元焼成されており， ヨコナデによりロクロ目を消しているもので，胎土に白

雲母を含む茨城県産須恵器とみられる。灰白色の須恵器壷(2) は東海産とみられる。底部内面に柚溜ま

りがみられる。土師器小型聾(3 )はにぶい黄櫨色で，強く丁寧に削って平底としている。 SI-143から

の混入を考慮するべき遺物もありそうであるが，奈良時代~平安時代初期の所産と考える。
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第2節掘立柱建物跡と遺物

掘立柱建物跡として調査・記録された遺構は 34棟である。このうち建物遺構として柱列が組となるの

は30棟，後世の削平によって片側の柱列のみが残ったと思われる例は 3棟， もとから柱列であったと考

えられるのが l棟ある。建物の配置に規則性は認められないが，遺跡の中央部に集中している。奈良時代・

平安時代の竪穴住居跡と相互に切り合う例が少なくなく，両者が併存していたことがうかがえる。

出土遺物から，奈良時代よりも遡る可能性のある建物が2棟 (SX-l・11)あるが，主軸や形態上の特徴

から積極的に分離が可能というわけではないので， ここでまとめて報告する。また，中世に下る可能性を

残す建物も 2棟 (SX-4・5)あるが，柱穴がやや細いというほかは差異は少なく，出土遺物は古代が主体

であることから本節に収録した。

桁行3間×梁行2聞の南北建物が大半を占め，次いで 2間x2聞の建物が多い。 3間x2間の建物の平

均的な規模は桁行5.13m，梁行3.71mで、ある。桁行5.1m (17尺(l尺ー 30cmとして換算))または 5.4

m (18尺) x梁行3.6m(12尺)の建物が最も多いが，規模にはかなりばらつきがある。柱聞は1.8 m 

(6尺)前後の例が最も多いが，やはりばらつきが大きく，規格性は希薄である。総柱建物が l棟，庇付

建物は 3棟認められる。

柱掘りかたの状況には，柱の抜取り痕がほとんどなく，黒褐色土や暗褐色土の柔らかな腐植土を主体と

した柱痕が確認された建物が多い。掘りかた覆土にはローム粒・ロームブロックを霜降り状に含む暗褐色

土・黄褐色土が多用されており，白色粘土の使用はわずか l例にとどまる。以下に個々の所見を記すこと

にする。

④ 

sx-14bsm 

℃叱淳子-7

第283図掘立柱建物跡配置図
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なお，出土遺物は第 294図に，個々の遺構の規模については附表2にまとめた。

SX-l (第284図，図版88)

台地南部のやや北寄りに位置する桁行3間×梁行2聞の総柱建物跡である。 N28グリッドにあたる。遺

物が出土しなかった Sト019を切って建てられ， SX-2に切られている。柱穴は遺構確認面から概ね60cm'" 

80cmの深さがあり，径60cm'" 70 cmで、ある。束柱とみられる内側2か所の柱穴は，径が一回り小さく (45 

cm)，浅め (45cm'" 55 cm)である。柱穴覆土の上層には，一様に灰白色の砂質土が含まれ，熱を受けて赤

化したブロックやスサ状の炭化物が目立つ。上屋の焼失を示すものであろうか。

図化した遺物は，北西偶の柱穴内から出土した須恵器杯 l点，南西隅の柱穴から出土した鉄鍛2点であ

る。須恵器坪H (第294図-1) は口径 10.6 cmの小型の身で，口縁の立ち上がりはわずか4mm，受け部

より約 lmm高いだけにすぎない。底部は平底気味の丸底である。鉄鎖は広身の鍛身と棒状部の破片(2 ) 

であり，同じ穴からの出土で，同一個体の可能性がある。須恵器坪Hは古墳時代後期後半を示すが，図示

しえない遺物の中に，須恵器杯Bの蓋や高台の小片，鬼高式の系譜をひく内黒の杯片も含まれている。 Sト

019の時期決定資料にもなるので慎重に評価しなければならないが，本跡の造営時期は古墳時代後期後半

以降と推定できる。

SX-2 (第284図， 図版88)

台地南部のやや北寄りに位置する掘立柱建物跡である。 SX-lの東半部に重複し ほぼ90度主軸を回転

して建てられている。住間の間隔からみて，基本的には桁行3間×梁行2聞の建物であるが，南側の梁は

柱聞が短く 3聞になっている。南西隅の柱穴は奈良時代前半の SI-017を切っていることから，それ以降

に建てられたことが推定できる。最も残りの良い南東隅柱で柱痕が確認されており，覆土は 5cm'" 10 cm 

に層を成す版築状である。

柱穴内からは土器片が出土しており，図化した須恵器杯身片(第294図 3) は北東隅の柱穴から出土

した。灰色に還元焼成され，胎土に雲母を含む茨城県産須恵器の可能性が高い。図示できない細片には千

葉産須恵器片や薄手の土師器聾片等がある。奈良時代末から平安時代前半のものと考えられる。これは遺

構の重複状況とも整合する。

SX-3 (第284図， 図版93)

台地中央部の西寄り， SX-2の北に 14m離れて位置する，桁行2間×梁行2聞の掘立柱建物跡である。古

墳時代後期後半の住居跡Sト001を切っている。西辺中央の柱が撹乱により失われている。南辺と北西隅

の柱穴は，大きさも一定で柱痕を残し，ローム粒・ロームフ、、ロックを主体とした版築状の根固めが見られ，

しっかりした造りであることがうかがえる。掘りかた径80cmの規模は，遺存の良い例としては本遺跡で

最大の規模である。遺物は出土していないが， Sト001との切り合いから奈良時代以降の造営と推定される。

SX-4 (第285図，図版88)

台地南部のやや西寄りに位置する，桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡である。古墳時代後期の SI-014

を切って建てられ，溝SD-2に切られている。柱聞は梁の方が若干狭いが柱筋は整っている。北隅柱穴の
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覆土には砂粒を含む(第7章第 l節 l項 SD-2)。掘りかた径は，遺存の良いところで 50cm程度で、あるが，

深さは 70cm"" 80 cmと比較的深い。

周辺から土師器聾口縁部の小片などが出土しているが，図化可能なものはなかった。薄手の窒小片を出

土していることや， Sト014との関係から奈良時代以降の建物と考えられる。 SX-5に主軸が平行であるこ

とから， これと同時期の可能性が高い。

SX-5 (第285図，図版89)

台地南部やや西寄りに位置する桁行3間×梁行2聞の掘立柱建物跡である。 SX-4と主軸をほぼ同じくし

て，東側に隣接している。西列の柱穴の lつは柱筋上になく，柱筋を大きく逸れた外側に柱穴が認められ，

本跡に伴う確証はない。

柱穴の深さは，ほぼ35cm"" 50 cmで、あるが，東列の北から 2番目・南東隅の柱穴が20cm"" 25 cmと浅い。

掘りかた径は約50cm程度で、ある。梁行の両側には 柱聞は異なるものの同じ主軸をとる 2列の柱列が検

出されている。配列で判断するなら，庇が本跡に伴う可能性がある。ただし，掘りかたが不整形であるこ

とから，調査時の所見では庇の存在に否定的であった。建物の内部で検出された 2つの柱穴の'性格は不明

である。側柱では柱痕が確認されており 東列の lか所から炭化材の小片が認、められた。

複数の柱穴内から武蔵型聾などの薄手の土師器聾小片が出土している。図示した土師皿(第294図-4) 

はロクロ製で，底部は回転糸切り無調整である。形態はカワラケと見分けがつかない。瀬戸・美濃産陶器

細片 l点が混入していることから中世の所産である可能性を残すが，本遺跡における出土遺物のうち，平

安時代の新相を示す土器群に含まれるものと考える。

SX-6 (第284図，図版89)

台地南部のほぼ中央に位置する掘立柱建物跡である。 SX-5の東側に隣接し SX-1の南8mにある。古

墳時代後期後半の住居跡SI-013を切って建てられている。北側の梁行筋に検出された小柱穴を含めると

2間x2聞となるが，柱聞が不均等で南側にはそれに対応する柱穴がないため 2間x1聞の可能性がある。

ただし小柱穴の深さには他の柱穴にほぼ同じものがあり，本跡に伴う可能性を否定できない。

図化不能であるが遺構確認面から茨城県産須恵器坪蓋の口縁部小片が出土している。身を受ける部分の

内側にはカエリをもたない。ほかに千葉産須恵器片も若干混じる。奈良時代末以降とみられる。

SX-7 (第288図，図版89)

台地南部中央付近， SX-6の東側に隣接する l間x1聞の掘立柱建物跡で， SX-6と主軸をほぼ同じくす

る。やはり SI-013を切って建てられている。柱穴の深さは遺存の良いもので 60cmで、ある。

出土遺物はない。

SX-8 (第286図，図版90)

台地中央部の南東寄りに，単独で検出された掘立柱建物跡である。南北に主軸をおく桁行3間×梁行2

間の建物であるが，桁行の柱筋が通らず東西とも中間の 2本が外側に配置されている。柱穴の中心部を結

ぶと亀甲形の柱配置となるが，柱上部でずれを解消していた可能性もあり， ここでは両方の可能性を示し

315 



A 

10 

〉

⑧ i》

〆-， 
〆-， 

r 
，--ー、 一、

O 

T・B'B.-

一.C'

81-019 

)::_ 
・)>

.0 

81-017 

B B' 
一・ 22.10m

C C' 
8X-1・2

回
④ C.- -.C 回

・

l
l

② 
一一、エメグ一一

~・C'

81-013 

A 
A' 

一・ 22.10m

回
B B' 

子22.10m

8X-6 

B B' 。 (1:80) 4m 

8X-3 

第 284図 sx卜 2・3・6

-316一



⑨ 

i》⑨
s.-

80-2 

@ 燈J 慰) に彰) 。」、。l

。 。l
国

∞l 

A A' 8X-5 

一 -・ 22目10m

(1:80) 4m 

.)> 
81-014 

B 

、
田
・
1
1 ∞1 

A .-ー

。

A' <; 。
G 

@ 

s' 
-・ 22.00m

8X-4 

。1

第 285図 SX-4・5

-317 



た。柱穴の中心部で梁行を求めると，南北の側柱列で3.8m，中央で 4.2mで、ある。また，南北側柱が50

cm'" 60 cmの深さをもつのに対し，中間の4柱穴は 30cm'" 40 cmと浅い。北列と東列で柱痕が検出されてい

る。

茨城県産須恵器亦や千葉産須恵器聾のほか，薄手の土師器聾などが出土したが，いずれも細片で図化で

きるものはなかった。奈良時代末から平安時代前半とみられる。図示した土錘(第294図-5)は西側柱

列の柱穴から出土した。ほかに，板状鉄製品(第294図 6)が出土している。

SX-9 (第286図，図版90)

台地南部の東寄り， SX-8から南西約20m離れて単独で、検出された桁行3間×梁行2聞の掘立柱建物跡

である。柱聞は1.6 mで一定し柱筋も通っている。桁側柱穴の深さが50cm'" 70 cmで、あるのに対し，梁中

央の柱穴は 40cm前後の深さにとどまっている。

柱穴内から武蔵型聾に似た口縁部片や，内黒の土師器丸底坪片などが出土したが，いずれも細片であり，

図化に耐えるものはなかった。奈良時代ころとみられる。

SX-10 (第287図，図版90)

台地中央部の中央に位置する掘立柱建物跡である。 SX-8の北西 7mにあり，奈良時代前半の住居跡Sト

08ト 084に挟まれている。本跡の南側部分は古墳時代後期後半の住居跡SI-086を切っている。日-086に

かかる南西隅の柱穴は 東側に対応するものが見つかっていないが建物が北側に伸びる可能性が少ない

ため本跡に伴うものとして図示した。また，幻-086の方が先に調査されたため，柱穴の南半は推定復原

している。中央部に束柱とみられる 2つの柱穴があり，西側柱筋に対して直角に並ぶが，東の柱筋には並

ばない。現状では平面形を復原することは困難である。柱穴の覆土には炭化粒・焼土粒の混入が目立つ。

いずれも細片で図化していないが，柱穴内から内面黒色処理のロクロ土師器椀や，薄手の土師器蓋，千

葉産須恵器片も若干出土している。平安時代の新相とみてよい。

SX-11 (第287図，図版91) 

台地中央部に位置する桁行3間×梁行2聞の掘立柱建物跡である。 SX-IOの南西6mにある。北東隅の

柱は古墳時代後期後半の訂-086を切っている。梁と東側柱の柱聞は1.8 mと1.7 mでそれぞれ等間隔で

あるが，西側柱の間隔はかなりばらつきがある。柱穴の径には多少の幅がみられるが，深さは検出面から

50cm前後で、ほぼ一定している。西側柱で、は柱穴底面に柱の重みがかかったと思われる硬化面が検出された

(スクリーントーン部)。とくに北西隅の柱穴では，底面を一段掘り込んで柱を据えた痕跡がうかがえる。

また，南東隅の柱穴覆土の最下層には粘土を含む版築状の根固めが確認されている。

北側の中央・東側柱・南西隅の柱穴から土器片が出土しており，北側中央から出土した須恵器短頚査口

縁部(第294図-7)を図示した。これは引-086の遺物が混入した可能性が高く SX-IIの時期を判断す

る上限資料である。図示できないが，鬼高式の系譜を継ぐ内黒町二小片や，薄手の土師器蓋小片，常総型書

の影響をうけた土師器聾口縁部小片がみられ，むしろ奈良時代に下る可能性が強い。
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SX-12 (第288図，図版91・132)

台地中央部に位置する l間x1聞の掘立柱建物跡である。 SX-I0の北東 7mにある。平安時代後期の鍛

冶工房引-082に切られ，弥生時代中期前半の住居跡 SI-083と奈良時代中頃の住居跡SI-084を切ってい

る。主軸はほぼ南北にある。桁行3.15m，梁行2.25mの規模で、ある。柱穴の深さは検出面から 30cm'" 

50 cmと浅く，引-082に削平されたことが考えられる。

南東隅の柱穴内から図示した須恵器杯(第294図-8)が出土した。須恵器は千葉産特有の焼成により

黒褐色を発し，底部をへラ切り後手持ちへラケズリ調整している。図示できない細片には， これと同様の

焼成による須恵器聾小片や武蔵型聾に似た小片等も含まれ， SI-084との切り合いも考慮すると，本跡、を

奈良時代末から平安時代にかけて位置づけることができる。

SX-13 (第289図，図版92・132)

台地中央部のやや北寄り， SX-I0の北 6mに複数の竪穴住居跡と掘立柱建物跡が重複する地点がある。

本跡はその建物群の一つ，桁行3間×梁行2聞の掘立柱建物跡である。遺構の切り合い関係を見ると本跡

は内側に建てられたは 14とSX-18の南西隅の柱穴を切っており，また本跡南西隅の柱穴が奈良時代後半

の引-098のカマドを切っていることからこれらの遺構より新しいことがわかる。台地中央部建物群では

最も新しいと考えられる。

柱穴内から出土した遺物には図示した須恵器坪・土師器杯・土師器奮が出土した。須恵器杯(第294図

9) は千葉産特有の焼成による暗褐色を発し，底部を手持ちへラケズリ調整している。土師器杯(10) は

椀形に近く，赤褐色を発し，内面にミガキをもっ。土師器聾(11)は底までへラケズリ調整しており，厚

手で比較的長胴であるとみられる。図示できないが，多く出土した土器細片は千葉産須恵器が主体で，若

干の茨城県産須恵器小片や 武蔵型に似た薄手の事小片が少量混じる。土師器坪(10) は平安時代の比較

的新相を示すとみてよい。

SX-14 (第289図，図版92)

台地中央部建物群の一つで， 2間x2間の掘立柱建物跡である。 SX-13の内側に，それと主軸をほぼ同

じくして建てられている。桁行2.8m，梁行2.8mで、柱聞は1.4 mである。南西隅の柱穴は SX-13の柱穴

とほぼ同じ位置，引-098のカマド付近にあったと推定される。また，南側と東側の中央には柱穴が検出

されていない。南東を除いて隅の柱穴の深さは検出面から 60cm'" 70 cmで、ある。

なお，確実に伴うとはいいきれないが，覆土出土遺物には千葉産須恵器坪小片等が若干みられ，平安時

代の可能性が高い。

SX-15 (第289図，図版92)

台地中央部建物群の一つで， 1間x1聞の掘立柱建物跡である。 SX-14の西側に隣接し，それと主軸を

同じくして建てられている。桁行3.2m，梁行2.4mと推定したが，南東の柱を除いて他の柱穴との重複

が著しく，数値は柱穴の中心部を結んで割り出した。柱穴の深さは北側の 2か所で確認されており，検出

面から 65cm前後で、ある。本建物跡の中央部を貫いて1.6 m間隔で、南北に並ぶ 3つの柱穴があり，主軸は

ほぼ一致するが本跡との関係は不明である。
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須恵器亦(第294図 12)は千葉産特有の焼成で，黒褐色である。細片には同様の焼成による須恵器片

と武蔵型窒をふくむ薄手の土師器片が主体を占め，若干の茨城県産須恵器等も混じる。奈良時代末から平

安時代にかけての所産である。

SX-16 (第289図，図版92)

台地中央部建物群の一つで， SX-15の南側に重複する掘立柱建物跡である。北西隅の柱がSX-15 • SX -1 7 

の柱穴と重複しているが，前後関係は不明である。南東隅の柱は訂-098の覆土中にあったと思われるが

検出されていない。また，現状では桁・梁ともに l間分の柱しか組み合わない。桁行208m，梁行201m

である。柱穴の深さは 55cm'" 60 cmである。

南西の柱穴から須恵器坪底部(第294図-13)が出土している。千葉地域特有の焼成による黒褐色を発

し，底部に手持ちへラケズリ調整がなされる。図示できないが，ほかに千葉産の須恵器聾片，茨城県産の

杯片や，還元焼成の杯B蓋，聾口縁部小片などが若干ある。土師器には薄手の蓋小片多数や赤彩ロクロ土

師器坪片等があるが， SI-098からの混入の可能性もある。土器は奈良時代の新相を示す。

SX-17 (第289図， 図版92)

台地中央部建物群の一つで， 1間x1聞の掘立柱建物跡である。 SX-15と重なるように建てられており，

主軸はSX-15よりやや北に振れている。北東の土層断面ではSX-15の方が新しく，北西の土層断面ではSX

17の方が新しいと記録されているため前後関係は不明といわざるを得なし=。検出面からの柱穴の深さは40

cm'" 62 cm，桁行208m，梁行204mで、ある。

柱穴から土器片が出土しているが，いずれも小片で、ある。 SI-098からの混入の可能性があるが，赤彩

ロクロ土師器亦底部片，常総型聾片，茨城県産須恵器杯片のほか，薄手の聾小片が若干みられ，奈良時代

の比較的新相を示す。

SX-18 (第289図，図版92)

台地中央部建物群の一つで， 2間x2聞の掘立柱建物跡である。 SX-15 . SX -1 7の北側に隣接する。主

軸は SX-17とほとんど変わらない。北東隅，および北辺中央の柱は引-079の覆土中にあったと思われる。

平安時代の SX-13に切られる。桁行405m，梁行402mで、ある。柱筋は通るが柱聞は一定でなく， 1. 7 m・

200m・2025m .205 mとぱらつきがある。東側中央の柱が最も残りが良く，柱痕跡を確認している。

図示できない細片のなかには千葉産須恵器があり，手持ちへラケズリ調整した坪底部片等がみられる。

奈良時代末から平安時代前半にかけての所産とみられる。

SX-19 (第290図， 図版91) 

台地中央部のやや東寄りに位置する掘立柱建物跡である。 SX-8とSX-12の中間に当たる。西側の柱穴は

奈良時代中頃とみられる引-084の覆土中に位置していたとみられるが，調査時にその痕跡は検出されて

いないため， SI-084に切られていると判断した。 1間x2間と推定され，住穴は比較的浅く，検出面か

らの深さは 32cm'" 45 cmで、ある。

出土土器は武蔵型書に似た薄手の土師器聾小片が主体で、あることから， SI-084より新しい可能性もあ
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る。奈良時代の所産とみられる。

SX-20 (第311図 後掲)

台地北部の西寄りに位置する，建物というよりは柵や垣のような施設であったと考えられる。柵列につ

いては後にまとめて報告する(第7章第 I節2項)。奈良時代の所産と考える。

SX-21 (第291図，図版92・93)

台地中央部に位置し，奈良時代中頃の SI-081を切っている掘立柱建物跡である。 2間x3間の建物で，

北東の 3穴は SI-081の覆土中にあったと推定される。検出面で柱痕とみられる黒褐色土部を確認してお

り，抜取りは行われていないと考えられる。また，柱穴全体に炭化粒・炭化材の混入が見られ，火災に

あった可能性もある。南東隅・南西隅・西列の柱穴底面には，柱根の当たりが検出されている。柱穴の深

さは検出面から 33cm'" 46 cmで、ある。

北西隅の柱穴内から出土した赤彩の土師器杯(第294図 14)を掲載したが，建物に伴うものではなく，

整地時の上限資料である。細片資料には千葉産須恵器が大半を占め，平安時代に下る公算が大きい。

SX-22 (第290図)

台地中央部の西寄り， SX-21の西8mに位置する 2間x2聞の掘立柱建物跡である。南に隣接する SX

3と主軸・規模がほぼ等しく，同時期に並列していた可能性が高い。南東隅を除いて柱痕が確認されてお

り，柱の抜取りが行われた形跡はない。柱穴の深さは 40cm前後で，南東隅と西側中央を除いた底面に柱

根の当たりが検出されている。

すべての柱穴から土器片が出土しているが いずれも小片で、ある。このうち 北辺中央の柱穴付近から

出土した回転へラケズリ調整のロクロ土師器杯底部片(第294図-15)を図示した。ロクロ土師器坪片が

細片にも多くあり，内面にミガキをもっ椀形の破片がみられる。千葉産須恵器も多く，坪には回転ヘラ切

り底部片を含む。平安時代の比較的古相とみられる。

SX-23 (第291図， 図版92)

台地西部の北寄りにある掘立柱建物跡で， SD-26・29に切られている。西側に庇をもっ 2間x2聞の建

物と推定されるが，北西隅の庇の柱は見つかっていない。北東の隅柱を除いて柱痕が確認されており，抜

取りは行われなかったとみられる。西列と庇は削平を受けて浅くなっているが，東列は比較的残りが良く

検出面から 50cm'" 60 cmの深さがある。

北東隅の柱穴覆土内(底面から 27cm上)からヤリガンナの完形品(第294図一16)が l点出土している。

建築時に埋められたものであろうか。ほかには欠けた石塊があるが 土器は出土していない。

SX-24・25(第292図，図版93)

台地西部の北寄りに位置する 2棟の掘立柱建物跡である。 SX-23の北西20mにある。ともに東西主軸を

とり，重複している。北側に SD-28，建物中央部に 2軒の竪穴住居跡 (Sト122・123)が絡み，さらに後

世の撹乱も加わって複雑に重複している。柱の配置・覆土の状態から東側の桁行4聞の建物を SX-24，西
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側の 3間x2聞の建物を SX-25として組んだが， SX-24の中央に北側に伸びる柱穴があり， これを東側柱

とすればSX-24は2間x2聞の建物となる。後者によると，東側に同軸の建物がもう一棟あると想定され

る。いずれにしても， SX-24は奈良時代前半のSト122を切って建てられ， SX-25との切り合いでは SX-24

が新しいことが確認できる。

SX-25はSX-24と主軸をほぼ同じくして建てられており Sト123を切っている。柱聞は1.7 mで均等に

配置されているが，南東隅柱は SX-24に切られ，南列の東よりの柱穴は撹乱によって失われている。 SI

123の須恵器の聾口縁は奈良時代末から平安時代にかけての製品とみられるので(前節2項)， SX-24・25

はこれ以降の建物と推定される。

SX-26 (第290図，図版93)

台地西部の東寄りに位置する 3間x2聞の掘立柱建物跡である。 SX-22の北東8mにある。柱穴と重複

する遺構はなく，遺存は良い。ほとんどの柱穴は検出面から 60cmほどの深さがあり，南列では柱痕が確

認されている。とくに梁中央の柱では，版築状の堅微な根固めが見られる。北西隅と隣接する 2穴にはテ

ラス状の掘込みが付随し，柱の抜取りが行われた可能性がある。柱間は桁行1.7 m，梁行1.8 mでほぼ均

等に配置されている。

遺物は，西列の柱穴から出土した手持ちへラケズリ調整の須恵器亦底部(第294図-17) と，周辺の落

込み等から出土した回転へラケズリ調整のロクロ土師器亦底部(18)・土師器聾(19・20)を図示した。こ

れに対し図示不可能な細片の主体は千葉産須恵器片であり，ロクロ土師器の杯や皿を含む。平安時代の比

較的古相を示す土器群ととらえられる。

SX-27 (第293図，図版93)

台地西部， SX-26の西 15mに位置する 3間x2間の掘立柱建物跡である。南北主軸をとる。重複する

SD-27・29の掘削時に削平を受けたとみられ とくに南側の柱穴は浅い。遺存の良い北列で深さ 50cm"""'60 

cm，南列では 20cm""'" 35 cmである。柱聞は1.8m(6尺)等間で整然と配置されている。

柱穴内から出土した杯3点と聾底部 l点の合計4点の土師器を図化した(第294図-21""'"24)。杯のう

ちI点は内外面を赤彩した丸底のもの (21)， 1点には内面の底に漆の付着が認められる (24)。奈良時代

の古相を示す遺物が含まれることから，これが建物の上限を示しているといえよう。

SX-28 (第293図，図版93)

台地西部， SX-27の北側に隣接する 2間x2聞の掘立柱建物跡である。北東隅柱は平安時代前半の Sト

134を切って掘り込まれ，南列はSD-29や撹乱(ブロック塀の基礎)による削平を受けている。柱穴の深

さは最も遺存の良い北西隅で検出面から 50cm，重複のない東西列の中央で45cm前後である。柱を抜取っ

た形跡はなく，北西隅柱の土層断面には柱痕が認められる。

図化できるものはなかったが，柱穴内から出土した土器片には，底部手持ちへラケズリ調整の茨城県産

須恵器杯片と千葉産須恵器聾片があり，奈良時代末から平安時代にかけての所産と考える。
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SX-29 (図版93)

台地西部の北西寄り， SX-25の南4mに位置する 3穴 (4穴)の柱列である。北側の 2穴との聞に揖乱

があり， 1穴が失われているとみられる。掘りかたの形状・径はほぼ等しく，南端の柱穴では柱痕も確認

されたため，掘立柱建物の一部と判断した。柱聞は1.8m(6尺)等間である。遺構の西側は地形自体が

大きく整形されて，該期の遺構が存在しないため西側の柱穴はすべて削平されたものと考えられる。

これに伴う遺物は出土していない。

SX-30 (第288図，図版93)

台地西部の中央， Sト128と重複する掘立柱建物跡である。 Sト128の南縁に切られており，北列中央の

柱穴は Sト128の床下から検出された。北側に伸びる形跡はなく 2間x2聞の建物とみられる。西列北側

の2穴を除いて掘りかた底面に柱根の当たりが確認されている。北西の隅柱は西側に隣接する SX-32の南

東隅柱と同じ位置にあり，柱掘りかたの土層では SX-30の方が後から掘込まれたことがうかがえる。柱聞

は梁行が1.7 mの等間隔であるのに対し，桁行は南側が1.7 m，北側が2.1mとなっている。西列には北

西隅柱の掘りかたに切られた柱穴があり，ちょうど中央から1.7 mの位置にあることから SX-32の柱穴を

再利用するために設計を変更した可能性がある。

柱穴群からは土器片が少量出土している。その中から底部手持ちへラケズリ調整の須恵器杯(第294図-

25)を図示した。胎土に雲母を含む茨城県産須恵器とみられ，奈良時代末から平安時代にかけての所産と

みられる。

SX-31 (第292図，図版93)

台地西部に位置する 3間x2聞の掘立柱建物跡である。 SX-30の南側2.5mに主軸をほぼ同じくしてい

る。 SO-29と平安時代の S1-134に切られる。南西隅柱は Sト134の構築によって上半が失われ， Sト134の

床下から検出された。柱穴は検出面から 50cm"'"' 55 cmの深さがあり，西列の 3か所で柱痕が確認されてい

る。柱聞は1.8m(6尺)等間である。なお，南東隅柱の東に隣接する小ピットは，形状・深さとも本跡

との柱穴と同様であるが，本跡の関係は明らかではない。

北東隅柱内から出土した灰白色の須恵器杯底部(第294図-26)を図化したが，時期の判定には不充分

な資料である。ほかに，千葉産須恵器としては還元度の強いタタキの聾片や杯片がある。本跡を切る Sト

134は平安時代でも比較的新相の土器群をもつから，少なくともそれ以前に遡るといえる。

SX-32 (第288図，図版93)

台地西部に位置する 2間x2間の庇付建物跡である。 SX-30の北西に隣接する。庇と推定される柱列は

北面にあり，北列から 70叩の位置に近接して並んでいる。 SX-30に比べ柱穴の掘込みが深く， SX-30が30

m前後であるのに対し， SX-32では庇部も含めて 50cm前後のものが大半を占める。掘りかた覆土には柱痕

とみられる腐植土層が何か所か確認されており，柱の抜取りが行われた形跡はない。

図示した遺物は，北列中央と庇前面の小ピットから出土した。須恵器聾片(第294図 27)は千葉産特

有の焼成である。須恵器聾底部片 (28)は灰色をしている。ほかに，千葉産須恵器片を主体とする細片が

多く，茨城県産須恵器片も若干みられる。奈良時代末から平安時代にかけての所産と考える。上記の様に
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SX-30より先行して建てられていたと考えられるが，出土土器を検討する限り造営時期があまり遡ること

はない。

SX-33 (第290図， 図版93)

台地西部の北寄り， SX-32の北 10mに位置する 3穴の柱列である。土層に柱痕が確認されており，掘立

柱建物の一部をなすものと推定した。南側一帯は大きく削平を受けていることがSト125・130の遺存状況

からうかがえ， これらの柱列に組合う柱穴も失われたものと考えられる。梁行2聞の建物であった可能性

がある。西端を除いて後から掘込まれた柱穴状の小ピットが重複している。柱聞は1.5mで、ある。

これに伴う遺物は出土していない。
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SX-34 (第290図)

台地東部の西寄りに位置する 4穴の柱列である。径33cm'""47 cm，深さ 23cm'"" 60 cmの比較的小型のピッ

トからなり，柱間隔も少しばらつきある。本来は北に隣接する引-039およびSI-071と切り合っていたが，

浅い穴のため検出が困難で、あったと思われる。覆土はいずれも黒色でよく締まっており，下層にややロー

ム粒が多い傾向が見られた。

これに伴う遺物は出土していない。

第3節士坑(墳)と遺物

土坑は竪穴住居跡の密集地区にほぼ対応するように分布する。これは，各期の集落に付随する施設であ

ることの結果と考えてよい。ただし，報告する遺構の中には，掘立柱建物であったが，組になる他の住穴

が検出されなかった場合の柱穴を含んでいる可能性がある。

士坑には，径が2m以上の大型， 1 m'""2mの中型， 1 m未満の小型がある。大型は方形の竪穴に近い

形状をもっ。中型は円形のものと，方形・長方形を基調とし入念に埋戻された土墳とみてよいものがある。

小型の土坑は円形を基調とし，断面観察等から柱穴と判断されるものを含む。そこで， 1 大型の土坑，

2. 中型の円形土坑， 3 中型の方形土坑， 4 小型の土坑の 4つに分けて順に記載していく。

以下に報告する土坑はいずれも内部より遺物を出土したもので，そのほとんどが奈良時代・平安時代に

属すと考えられる。他時期の遺物も若干みられるが，土坑の形態に特徴がなく，積極的に該期の土坑と分

離できないのでここで一括して掲載している。そのほか，形態上特段の特徴がなく，出土遺物がない土坑

については，このような状況から察して該期の所産を含んで、いる可能性は高いが 個別に時期を特定する

のは不可能であり，土坑群の分布と各グリッド出土遺物を対照しながら，別章で報告することにした(第

7章第2節)。また，土坑の形態・規模等については，附表3にまとめた。

なお本節では，台地東部，台地南部，および調査区南西隅・北西隅の 4か所にある土坑群のうち，台地

南部の土坑群は，良好な遺物を出土しているので比較的多く掲載している。台地東部の土坑群についても，

細片ながら遺物を出土しているので比較的多く取り上げている。

1.大型の土坑

SK-3A・B(第295図)

台地南部の北寄りに位置する長方形の土坑 (A)と隅丸方形の土坑 (B)である。ともに竪穴状遺構と

も呼びうる規模と形状をもっ。 AがBを切る。 Aは長さ約 2.5m，幅約1.6 m，深さ約40cmで、あり，中

央やや南寄りに深さ 35cmの小ピットがあるが本跡に付属するという確証は得られていない。 Bは長さ約

2.8m，幅約 2.5m，深さ約30cmで、あり，内部に径 10cm'"" 20 cmの小ピットが検出されている。両者の床

はほぼ同じ高さに検出され，平らであり， ともに少し硬化している。カマドや炉はもたないが，両者は竪

穴住居跡と似た用途のために相次いで、営まれた可能性がある。 Aの覆土には多量のロームブロックが含ま

れ，一度に埋戻されたことがわかる。 Bの覆土はローム粒や黒色土粒が混じっており，埋戻された可能性

が高い。

遺物は少なく，平安時代ころとみられる土師器・須恵器事の細片が若干出土したに過ぎなかった。
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SK-4 (第295図，図版74)

台地南部の南端，南斜面に面した台地肩部に位置する不整隅丸方形の土坑，または竪穴状遺構である。

一辺約2.2m，深さ約30cmであり，東辺では床面に厚さ約 10cm程度の焼土が検出された。床はやや丸底

気味であり，中央付近に深さ約50cmの小ピットをもっ。覆土はロームの含有度から 3層"'4層に分けら

れ，埋戻された状態を示す。小ピットは最下層の覆土に覆われていたため，本跡に伴うとみてよい。

遺物は少ないが，奈良~平安時代にかけての須恵器杯・壷細片が出土した。

2. 中型の円形土坑

SK-13 (遺構第295図・図版74，遺物第299・300図・図版 132)

台地南部の西寄り， SD-2とSD-4が交差する付近に位置する。平安時代の SI-016の東隣にあたり，ほぼ

同時期に営まれた土墳と考える。平面形態は円形で，径は1.1 m前後，深さは検出面から約30cmである。

底面はやや凹凸があるものの平坦で，壁はほぼ垂直に立ち上がっている。ローム粒を多量に含む黒色土と

褐色土が底面から交互に堆積し，中層からほぼ完形の土師器坪2点，上層から鉄製品が出土しており，意

図的な埋設が行われたことを示す。これらの特徴は，南部土坑群と同じ内容をもつが，分布は少し離れて

いる。

ロクロ土師器坪(1 )は底部が回転糸切り無調整のもので，平安時代でも比較的新相を示す。鎚とみら

れる鉄製品 (33)が出土している。

SK-14 (遺構第295図・図版74 遺物第299図・図版 132)

台地南部中央付近に，中型の土坑 10数基から構成される南部土坑群 (SK-14・16"'18・20・24'"28等)

のうち， もっとも時期決定資料に恵まれたのが本跡である。古墳時代後期後半の SI-013の覆土を切って

作られた，平安時代の土墳と考える。ほぼ円形で，径は1.5 m前後，深さ 60cm前後である。皿状の底部

をもち，壁はやや傾斜をもって立ち上がる。 3層の覆土のうち最上層には砂質粘土粒と少量の焼土粒が含

まれている。坪 (3)が完形の状態で出土し，なおかっ支脚片等も出土しているので，カマドを破壊した

際の砂や遺物が本跡に投入されている可能性がある。直接重複してはいないが SI-013のカマドの砂で

ある可能性が考えられる。下層はローム粒を含み，埋土と考えてよい。

須恵器高台付壷底部片付)は黄味灰褐色の精良品で，破片の内面(上面)を硯に転用している。硬質

の須恵器で格子タタキをもっ 11cm大の聾胴部片(5 )も，内面に平滑な面があり，やや黒ずんで見える

ことから転用硯と考える。ロクロ土師器杯 (2・3)の底部は回転糸切り無調整であるが， 4は縁辺外壁

面のみ回転ヘラケズリにより形を整えている。淡褐色であり，黒斑を有する。図示しなかった土師器細片

には足高高台付坪や内黒椀があり，厚手で硬質の須恵器聾片には口縁部にへラ描波状文をもっ陶質の聾片

も含む。遺物は平安時代でも新相を示す。

SK-16 (第295図)

南部土坑群中の一つで、ある。径約1.1 m，深さ約70cmで、ある。不整円形の上部に対し，底は円形でほ

ぼ平坦で、ある。覆土は 2cm大のロームブロックを含む暗褐色土で占められており 一度に埋戻された可能

性がある。
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遺物は少なく，千葉産須恵器の聾片等が主体である。

SK-17 (第295図)

南部土坑群中の一つで、ある。径約1.0 m，深さ約 50cmの円形をなすが，浅い土坑Aをもう一つの深い

土坑Bが切っているという，重複した 2基の土坑からなる。底は平らではないが， Aは他の南部土坑群と

同じく平らに構築されていた可能性がある。 Aの覆土はロームの含有度で3層に分けられ，埋戻された状

態を示す。これを切っている Bの覆土はローム粒が少なく， 自然埋没の可能性がある。

遺物は極めて少なく，千葉産須恵器片が若干含まれていた。

SK-18 (遺構第295図，遺物第 299図・図版 132)

南部土坑群中の一つで、ある。平面形態はほぼ円形を呈し，径は約1.1 m 深さは最大 16cmの浅い土坑

である。床はほぼ平坦である。ローム粒をやや多く含む暗褐色土という覆土には，埋没過程を判断できる

材車ヰはない。

1/2ほど遺存するロクロ土師器杯 (8) は，赤褐色を発し，静止糸切り無調整の底部である。平安時代

としても新相を示す。

SK-19 (第296図)

台地南部西寄りに位置し，重複する 2基の土坑である。上部を SD-4に切られているとみられる。長さ

は約2.7m，幅は約1.8 mの不整楕円形で，すぐ北隣にも径約0.9m，深さ 50cmの小型土坑がある。深い

土坑Aは浅めの土坑Bを切っている。

遺物は少なく，古墳時代後期の聾片等がみられる。

SK-20 (遺構第296図・図版74，遺物第299・300図・図版 132)

南部土坑群中の一つで，奈良時代の引-017の南に隣接する。平安時代の土墳と考える。平面形態は円

形で，径は約1.5 m，深さは1.1 mである。底面はやや凹凸があるものの，壁はほぼ垂直に掘り込まれて

いる。覆土は9層に分層できる。上部の 1"'4層には焼土をまばらに含み 5層以下はハードロームを多

く含むなど，人為的に埋戻されたと考えられる。図示した遺物は， 4層を中心に検出した。

ロクロ土師器皿 (9)は赤褐色を発し，回転糸切り無調整の底部をもっ。一部煤が付着したか所があり，

灯明皿に使われた可能性がある。図示したロクロ土師器杯口縁部片(10)のほか 細片にも底部回転糸切

り無調整の土師器杯や，足高の椀の高台，内黒坪などの椀坪類が多数みられるとともに，陶質の聾なども

みられ，平安時代の新相を示す。

ほかに，粘板岩製とみられる垂飾 (36)が出土した。両側面には整形時の研磨痕が残る。下半分は欠損

している。

SK-24 (遺構第296図)

南部土坑群中の一つで、ある。径約1.1 m，深さ約30cmの円形土坑で、ある。北側で SK-25と切り合って

いる。
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遺物は細片が比較的多く出土し，回転糸切り無調整の土師器杯底片等がみられ，平安時代の比較的新相

を示す。

SK-28 (遺構第296図・図版75，遺物第299・300図・図版 132)

南部土坑群中の一つで，群中では最も北寄りに位置する。平安時代の土墳と考える。奈良時代の引-033

の西に隣接する。平面形態は円形で，径は1.5m前後 深さは約60cmである。底部は皿状である。 8層

からなる覆土のうち上の 6層まではローム粒を含む暗褐色~褐色土で，下の 2層はローム粒と炭化物粒を

含む黒褐色土であり，埋戻された可能性が高い。図示した遺物のうち下層から鉄鎖が，上層から土器が出

土した。

鉄鉱 (37)は両丸造りで，浅い逆刺をもっ三角形鍛身を有し 比較的太く長い棒状部(頚部)がつく。

ロクロ土師器坪(11) は黄樫色を発し，回転糸切り無調整の底部をもっ。ロクロ土師器椀(12) は暗褐色

を発する。ほかには内黒を含むロクロ土師器杯片が中心で，灰粕とみられる陶質の壷，軽石などが出土し

た。平安時代でも新相を示す。

SK-36 (遺構第296図・図版75，遺物第299図)

台地南部南寄り，古墳時代後期後半の SI-023の東側に位置し，出土遺物からそれとほぼ同時期に営ま

れたとみられる土坑である。平面形態は楕円形を呈し，長軸で約1.1 m，幅約0.9m，深さ約70cmで、あ

る。底部は東側がやや深い。奈良・平安時代の土坑と区別できる形態上の特質はなく，同時期の土坑がほ

かにみいだせないため， ここにまとめて報告することとした。

覆土から須恵器片が2点検出された。須恵器杯蓋(13) は灰色によく還元された焼成で，外面は薄い自

然柚により黒光りしている。須恵器杯身(14) も灰色によく還元された焼成である。いずれも小片でトある

が径lOcm前後の小型品に復原で、き，古墳時代後期後半の所産とみてよい。聾細片についても矛盾はない。

SK-55 (遺構第296図，遺物第299図)

台地東部やや北東寄りには， SD-6とSD-9の聞を中心に総数39基にも及ぶ土坑群 (SK-50・56"'-'60・62

"'-' 95)がある。本跡はその中の一つで、あるが，径1.5 m 以上の円ないし楕円形で，群中では大きい部類に

入る。引-051の東に隣接し， SD-6との聞に掘られている。底はやや丸底気味である。覆土最上層は焼士

粒と炭化粒を含み，斜めに切れ込む層によって撹乱されている。上から 2・3層はローム粒の含有度に

よって分けられ， しまりはないが埋戻された可能性がある。最下層は黒色土である。

転用硯(16) は上から 3層目で検出された。灰色に還元焼成された須恵器薯胴部の 10.5 cm X 8. 5 cm大

の破片を使用し，表側はタタキの後へラケズリ調整，内面には当て具痕跡を残すが，内面が二次的な擦れ

によりかなり平滑になっており，当て具痕内は周囲に比べてやや黒い。図の左上辺と右下辺の破断面は内

面とは異なる粗い研磨を受けている。細片には底部を手持ちへラケズリ調整した須恵器坪片や蓋片などがあ

る。

SK-60 (遺構第296図・図版76，遺物第299図)

台地東部土坑群中の一つである。1.45 m X 1. 10mの不整円形ないし楕円形であり，深さは約40cm，底
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部は皿状である。覆土は 3層に分けられ， 2つの黒褐色土層の上にローム細粒を含む暗褐色土層が堆積す

る過程は， 自然埋没とみるべきであろう。

下層から出土したロクロ土師器坪口縁部片 (23)は椀形に近く，下部が手持ちへラケズリ調整されてい

る。細片にも同様の特徴がみられる。上層から出土したロクロ土師器坪底部片 (24)は，底部外面が回転

糸切り無調整，内面が黒色処理されているとみられ，外面に肉眼でもどうにか確認できる程度の墨書が遺

存する。字は確定できないが，あえて候補をあげるなら，「万肩(遍)Jなどが考えられる。転用硯とみら

れる陶質の破片 (25)は，薄く粧の掛かった滑らかな外面をもち，当て具痕を内面にもつ聾の肩部が使用

されている。 12cmxllcm大の破片には一部に整形痕がみられ，内面には幅 lmm前後を基調とする磨り痕

が3か所認められ，わずかに黒い部位もみられるが使用度は低い。いずれも平安時代の所産とみてよく，

比較的新相を示す土器群と考える。

3. 中型の方形土坑

SK-15 (遺構第297図・図版74，遺物第299・300図)

台地南部のやや東寄りに位置する土坑である。 SD-14が切る。北に隣接する平安時代の SI-Ollとほぼ同

時期に営まれたもので，南部土坑群中に含まれるが，形態から 3基の土坑からなるとされており，最後の

土坑は他に比べ少し時期が下る可能性がある。ただし，土層図では必ずしも切り合いが明確でなく，単独

の土坑(有天井土壇)である可能性も残る。仮に 3基からなるとして説明すると，最も深いAは約l.6 m 

X l. 3 mの長方形で，そのすぐ上に営まれた Bとともに主軸を北西方向にとる。 Aはハードローム主体の

土で人為的に埋められている。 Bの覆土には，焼土粒と少量の砂質粘土が含まれており，図化した遺物も

すべてそこから検出された。最上部のCはBが埋まった後に設けられており，ハードローム粒を含むその

覆土はしまりに欠ける。

図示した遺物はすべて SK-15Bに帰属する。ロクロ土師器坪片 (6)は椀に近い形態であり，底部を手

持ちへラケズリ調整している。布目瓦 (7)，鉄製万子身 (34)，砂岩製砥石 (35)はいずれも破片である。

図示しなかった土師器片は多数に及び，杯底部片はすべて回転糸切り無調整であった。内黒椀片 l点も含

まれる。聾片は厚手のものが多い。ほかに灰粕陶器査とみられる 8cm大の胴部破片や，陶質の聾片などが

ある。遺物は平安時代の比較的新相を示すものが多いが遺構の重複に伴い若干の時期差を含んでいる可

能性がある。

SK-50 (遺構第297図，遺物第299図・図版 132)

台地東部やや北東寄りには， SD-6とSD-9の聞を中心に総数39基にも及ぶ東部土坑群 (SK-50・56"'60・

62'" 95)がある。本跡はその中の一つである。古墳時代後期後半の SI-045北西隅を切っている。約l.0

mX O. 7 mの隅丸長方形で 底部も長方形，南西側に 20cm程度高い段状部分が付いているが，有天井土

墳にしては小さ過ぎる。壁は直線的に立ち上がる。覆土下半分にはローム粒が多く，上半分には砂質粘土

を多く含む。最上層中から完形の亦 I点を正位で検出した。

ロクロ土師器皿(15)は明褐色を発し，底部を回転糸切りで切り離し，その際にはみ出た底部中央の粘

土と，縁辺外壁面だけを，組い手持ちへラケズリによって形を整えている。平安時代でも新相を示す。細

片には，聾片多数の中に底部手持ちへラケズリ調整の坪などが混じる。
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SK-56 (遺構第297図，遺物第299・300図・図版 132)

東部土坑群中の一つである。古墳時代後期後半の Sト0508北西隅を切って設けられている。約1.OmX 

0.8mの隅丸長方形で，底部も隅丸長方形を呈し ほぼ垂直に掘り込まれている。遺構確認面を中心に遺

物がまとまって検出された。

須恵器亦(17)は千葉地域独特の焼成により赤褐色を発する。須恵器皿(18)は外面こそ灰色だが内面

は樺色である。両者ともに底部は手持ちへラケズリ調整がなされる。須恵器査口縁部片 (21)は灰色によ

く還元焼成され，深緑色の自然柚が掛かる優品である。須恵器聾 (22)は暗褐色を発する。箱形のロクロ

土師器杯底部片(19)は回転糸切りの後，回転へラケズリ調整しているが，底部中央部を削り残している。

聾底部片 (20)は底面が組く削られていて平滑になっていない。ほかに 鉄鍛ないし工具とみられる鉄製

品 (38)，鈎状部を有する用途不明鉄製品 (39・40)がある。平安時代の古相を示す。

SK-122 (遺構第297図・図版79，遺物第299図)

台地西部に位置する平安時代の土坑である。平安時代の SI-128によって切られ，南側上半を失う。約

1.6mX 1.2mの長方形をなし 深さは約50cmである。底面は隅丸長方形で ほぼ垂直に立ちあがる。覆

土はロームブロックを多量に含む土が北側から投入された状態で堆積している。

五孔の底をもっ須恵器甑片 (28)は千葉地域独特の焼成により樺色を発する。ロクロ土師器杯片 (29)

は底部を回転へラケズリ調整している。細片も千葉産須恵器の聾や坪が中心で，わずかに常総型聾片が混

じる。平安時代でも比較的古相を示す。

4. 小型の土坑

SK-64 (第298図)

東部土坑群の中でも，平安時代の引-037の南側において， SD-6とSD-9の聞に並んで存在する SK-64.......， 

68・84の一つである。径約0.6m，深さ約20cmの浅い円形土坑で、ある。

土器はごくわずかながら千葉産須恵器を含む。

SK-67 (第298図)

東部土坑群の中でも，平安時代の SI-037の南側において， SD-6とSD-9の聞に並んで存在する SK-64.......， 

68・84の一つである。径約0.7m 深さ約20cmの浅い円形土坑である。底は平らではない。最上層はロー

ムをほとんど含まず，下2層は比較的ローム粒を多く含む。

土器細片には奈良時代~平安時代にかけての極めて薄い土師器蓋片を含む。

SK-68 (第298図)

東部土坑群の中でも，平安時代の SI-037の南側において， SD-6とSD-9の聞に並んで存在する SK-64.......， 

68・84の一つである。径約0.6m，深さ約30cmの浅い円形土坑である。底は平らではない。覆土中央に

暗褐色土，その両側に黄褐色土が充填され，柱穴の特徴を有する。

土器細片には奈良時代ころとみられる須恵器杯片を含む。
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SK-77 (第298図)

東部土坑群中の一つである。 SD-9とSD-lOの聞に位置する楕円形の土坑であり，東側は木根によって揖

乱されている。長さ約0.9m 幅約0.6mで、あるが，断面観察によると土坑2基が重複している。深い土

坑を浅い土坑が切っている。

土器細片には千葉産須恵器杯片を含む。

SK-I0l (遺構第298図・図版77，遺物第299図)

台地北部やや西寄り，奈良時代とみられる浅い柵列(土坑列)のは-20と， SD-17に隣接する土坑であ

る。約0.9mX 0.7 mの楕円形を呈し，深さは約20cm弱の浅い丸底の土坑で、ある。 SX-20の関連施設であ

る可能性がある(第7章第 l節2項)。

覆土中から須恵器杯 (26)を検出した。千葉産須恵器特有の焼成により黄褐色を発する。底部を回転へ

ラケズリした比較的箱形に近い坪であり 奈良時代の新相を示す。

SK-I03 (遺構第298図・図版77，遺物第299図)

台地北部， SK-I0lの西約 13mに位置する土坑である。約1.1 m X 0.9 mのややいびつな楕円形を呈し，

深さは約30cm，底部は皿状である。覆土は黒色土と，黄色土が互層をなし，埋戻しがなされているとみ

てよい。
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覆土の上層から須恵器坪身片 (27)が出土した。黄味灰褐色に還元焼成がなされた須恵器の優品で， 口

縁端部が強く外反する椀形に近い形態をとる。高台等の有無は確認で、きない。奈良時代の所産とみてよい。
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第300図土坑出土遺物 (2)

SK-123 (遺構第298図，遺物第299図)

台地西部のやや東寄り 奈良時代の SX-26の柱穴聞に位置する土坑である。径約1.1 mのほぼ円形を呈

し，深さは約30cmである。覆土は4層に分層できるが，壁際を除き，いずれも砂質粘土を大量に含む。人

為的に埋められており，中心に砂を含まない層がみられるので，柱穴の可能性を示唆している。 SX-26の

柱穴覆土には山砂を含まないので，両者は別の遺構とみてよい。

覆土中から須恵器聾口縁部片 (30)を検出した。千葉産須恵器特有の焼成で，褐色を発する。細片にも

同様の焼成がみられる。奈良時代末から平安時代前半の所産である。

SK-124 (遺構第298図・図版79，遺物第299図)

台地西部のやや北寄り，平安時代の Sト125の南側に隣接して位置する土坑である。径1.0 m"-'O. 9 m 

のほぼ円形を呈し，深さは 26cmである。土層は中心部と周辺部に分けられる。中央部には焼土や炭化材

片を含む土が，周辺部はローム粒を多く含む埋土が検出され，柱穴様の堆積である。

覆土中央部分からロクロ土師器亦底部片 (31)が出土した。樟色を発し 底部は手持ちへラケズリ調整

がされている。細片もロクロ土師器坪類が中心である。ほかに須恵器事口縁部片 (32)が出土した。千葉

地域独特の焼成によりにぶい黄褐色を発する。平安時代の比較的古相を示す。

第4節遺構外出土遺物(第301・302図，図版 132)

台地主要部に集落が全面展開するのに伴って，奈良時代・平安時代の遺物もほぼ全面に散布している。

土師器では，畿内から搬入されたとみられる暗文をもっ杯(16)が注目される。平城N"-'V期とみられ，

併行関係を探る良い資料ではあるが，平安時代の引-060から出土した極細片であることから，遺構に伴

うものではないと判断する。そのほか，奈良時代の坪には，底部中央のみ糸切り痕を残して回転へラケズ

リ調整(3 )と手持ちへラケズリ調整 (6)，回転へラケズリ調整 (7)を施したものがある。台付聾(14・
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第 301図 奈良 ・平安時代遺構外出土遺物(1 ) 

15) も奈良時代に多い。図示したこれらは， 遺構密度が薄い台地北部の東寄り (M26グリ ッドなど)で検

出されたものが多い。平安時代の土師器で、は，底部回転糸切り無調整の杯 (1. 2・4)，高台付椀 (8・
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第302図 奈良・平安時代遺構外出土遺物(2 ) 

11 . 13)などの比較的新相を示す例が台地南部中央 (N28グリッドなど)で検出されている。遺構分布で

は，該期の住居跡がむしろ西寄りに集中し，中央には南部土坑群が分布する。したがって後者に関連する

遺物と考える。土師器にはほかに底部手持ちへラケズリの皿(5 )，聾口縁部片(17・18)，そして坪(10)

と同ーの撹乱坑から出土した墨書のある在地整胴部片 (9)を図示した。墨書は文字以外の可能性がある。

須恵器は大きく 2つに分けることができる。還元焼成されたもの(19"-'22・25・27・30・33・34・36)

と千葉地域独特の焼成のもの (23・24・26・29・31・32・35・37)である。前者は奈良時代が主体で，搬

入品が多く，東海産 (20・27・30・36)や茨城産 (25) とみられるものを含む。一方，後者は平安時代が

主体で，黒褐色 (37)から褐色 (31)まで発色は多様である。住居跡に分布の偏りは認められない。内面

周辺から外面を施紬した灰紬陶器皿 (28) もみられたが，極細片である。

以上とは別に， M28-4グリッド出土土器をまとめて掲載した (38"-'45)。訂-030を覆うようにして検出

された貝層出土土器である。自然紬の掛かった硬質の須恵器 (38・39)や 底部外面に「大」字形の線刻

をもっ須恵器坪 (46)のほか，土師器で内面黒色処理をした高台付椀 (41・43)などがある。遺物には時

期差がみられ， SI-030よりも古相を示す土器も少なくない。員層に古相の土器が含まれる経緯は不明で

あるが， (41)・(43) は土器群の下限を示しており，員層形成の時期に近いと考える。

他に砥石(第302図-1)，石製紡錘車(同 2)，布目瓦(同 3"-'5)を当該時期の遺物として図示した。

-346-



第7章 その他の遺構と遺物

第 I節溝・柵列

溝・柵列等については，通路の機能や空間を区画するなどの機能が考えられるため，相互の関係が重要

である。しかし，出土遺物などに恵まれた例は少なく，多くの検出例については造営時期ごとに分離する

ことが困難である。遺物が出土した例では，奈良・平安時代の遺物が中心であり，中世以後の遺物は乏し

い例が多い。これは，本遺跡が奈良・平安時代を中心に営まれた集落であることを反映しているが，混入

品と断じる要素は少ないので 成立期が古代に遡る，あるいは前時代の区画を踏襲する形で中近世まで営

まれた，などの可能性も考えられる。このような状況から，時期識別が困難な遺構と遺物を総合的に検討

できるよう本章を設け，まとめて報告する。

本節では溝と柵列を扱う。溝に近接する土坑列や柵列は，溝に付随する施設とみなし，溝とともに報告

する。また，溝中に土坑が連続する場合は，柵や生け垣などの区画施設が想定されるが，部分的に土坑を

検出できなかった区間もあるので， これも溝として報告する。

④ 
北西宮E土坑群

三ふ宮1

~??、.
"，0-
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SD-24 
SK-128 = 

SK-3 

偽

~ミ之

第303図溝・柵列・土坑群配置図
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1.溝

SD-1 (遺構第 306図・図版80，遺物第310図・図版80)

西側の谷奥に位置し，台地西部の縁辺に沿って，一段低い西部緩斜面を囲んでいる溝である。幅1.0 m 

""'-'2.0m，深さ 30cm""'-' 50 cmの浅いU字形断面をもっ。北側で検出された SD-30は同一遺構とみられ，総

延長は 130mに及ぶ。底に比較的平らな面をもつが硬化面等は検出されなかった。覆土は暗褐色~黒褐色

で，砂粒はなく，崩落したローム粒を含むが自然な埋没による。

SD-2との分岐点の前後では 本溝と主軸をーにして列をなす長方形土坑列がある。長さは1.6 mを中心

に1.1m""'-'2.0m，幅は 0.5m""'-'O. 6 m，深さは 60cmを中心に， 30cm""'-'120cmのものがある。土層断面

観察では，溝が土坑列の後に埋まっている様子が複数の箇所で認められた。土坑の覆土はしまりはないが，

ローム粒を多く含み，埋土と考えられる。後述のように，土坑列は SD-2と密接な関係があるので， SD-1 

とSD-2の重複関係は，前者が後者を切っていると考える。出土した銅製品 (33)は，帯飾りの裏蓋等と

考えるが，時期決定根拠に欠ける。寛永通宝・文久永宝や，近世以降の板状鉄製品も出土しているので，

主に営まれたのは近世以降とみられる。ただし，成立は SD-2等の時期に近い，中世に遡る可能性が残る。

本溝は調査区南西隅において西に大きく屈曲する。これに沿って，南側を併走する柵列がある。この柵

列は， SD-2ないし SD-10，SD-16等と同じく中世の柵列(溝)と考える。

SD-2 (第306図)

台地西部において SD-1から分岐し，斜めに南東方向へ延び，台地南部の中央付近にまで至る，長さ約

33 mの溝である。幅1.1 m""'-' 2.0 m，深さ 40cm""'-' 60 cmの緩やかなU字ないしV字形溝である。底に硬化

面等は検出されなかった。覆土は下層のほうがローム粒を多く含むが，作為的に埋められた痕跡はない。

黒色砂質土が充填された窪みが最下層にみられる。これは，平安時代建物跡とみられるは-4の北隅柱穴

であり，本溝に切られている。 SD-3やSK-5""'-'12の柵列(本節2項)は，本溝の南東末端に接続すること

から，本溝と同時に存在した可能性が高い。このような状況から，本溝は主として中世以後に営まれたと

みられる。

本溝南半部の底には， SD-1との分岐点にあるのと同じ長方形の土坑4基が軸を揃えて掘られている。調

査時にはイモ穴と形態上の区別がつかないとされたが， SD-1土層断面観察の結果を踏まえると撹乱とは断

じきれない。

出土遺物は細片ばかりで 平安時代の土師器・須恵器片が多い。

SD-3 (遺構第 306図，遺物第309図)

台地南部， SD-2の南東末端部から発し，ほぼ東方向へのびる長さ約22mの溝で、ある。幅は約 1m，深

さは最深部で 23cmの浅いU字形溝である。古墳時代後期後半の引-023を切る。ほぽ同一方向に走る SK-

5""'-' 12の柵列と途中で交わる(本節2項)。その地点の SK-10における土層断面観察では，本溝が柵列に

切られている。覆土には水平堆積層がなく，ローム粒を多量に含むことから，埋戻しが行われたとみられる。最

も右側の黒褐色土層は少量の砂粒を含むが これは竪穴住居跡のカマドを切ったことに起因する。硬化面

等はない。

平安時代の須恵器・土師器を中心とした遺物は多量に出土しているが 細片のため図示できるものはな
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い。その中に中世のすり鉢片や，比較的扇平な砥石(1 )が若干含まれている。泥面子も含まれるが，耕

作等による混入であろう。柵列との切り合いを重視すれば，本溝は柵列の直前，すなわち中世に廃絶した

とみられる。本溝は区画のための施設であり，方向をほぼ共有する柵列にその役割が号|き継がれたと考える。

SD-4 (遺構第306図，遺物第310図)

台地南部の西寄りを， 「し」字形に走る約 70mの溝で、ある。台地西部を縦走する SD-26に連なり，総長

は130mにも及ぶ。台地南縁の肩から西北西に延び，弧を描きつつ北北東へ 90度方向転換し，ほぼ直線

的に SD-26に連なる。 SD-26の北端は台地北部との境界にまで達する。幅約0.5m，深さ 5cm'" 15 cmのご

く浅いU字形溝である。硬化面等は認められていない。もし，台地の主要な平坦部を囲むとすればSD-7，

SD-ll， SD-21， SD-22などとの関係があるとみられる。 SD-26は平安時代前期の SI-II9を切っているのが

確認されており， SD-27には切られている。

SD-4から遺物は出土しなかったが， SD-26からは豊富に出土した。そのうち，千葉産須恵器の坪(19)

とロクロ土師器椀(18)を図示した。前者は，底部手持ちへラケズリ調整である。細片も平安時代ころの

須恵器・土師器が中心で，陶磁器類は含まない。また，竪穴住居跡からはほとんど出土しない鉄製雛形

(39) も， SD-26部分から出土している。

SD-5 (第305図)

台地東部の北東端にあり，台地狭障部を横断する溝である。近代の道路などにより撹乱され，検出でき

たのは約 5m程度で、ある。 SD-6と交差するが切り合いは不明である。溝中に径約l.1 m，深さ 30cm'" 40 

cmの1Ill.状土坑が連なる，柵列に近い形態をもっ。この点はすぐ南の SD-I0などと類似する。

若干の須恵器・土師器細片が出土しており，内黒の土師器椀片など 平安時代の比較的新相の土器がみ

られる。これが成立の上限を示すなら，中世ないしそれ以前の施設とみて矛盾はない。

SD-6 (遺構第305図・図版80，遺物第 309・310図)

台地東部の北東側縁辺から弧を描きながら再び南東側縁辺に向かつて伸びる溝である。遺存度の良いと

ころでは幅約l.9 m，深さ 50cm'" 60 cmほどの浅いV字形溝である。硬化面等は検出されていない。奈良

時代の SI-058を切って作られているが，平安時代とみられる SI-037との切り合いは確認できなかった。

周辺に多数の土坑が分布するが，溝の方向に対する規則的な配列はみられない。

奈良時代や平安時代の土師器・須恵器細片が多数出土している。陶磁器類はまったく出土していないの

で，古代に遡る可能性もあるが，泥面子が l点あるので断定はできない。ほかに割石(2 )，土玉 (34)， 

鉄製万子 (35)，棒状鉄製品 (36)があり， これらの遺物は古代の所産とみられる。

SD-7 (遺構第305図，遺物第309図)

SD-6の中間点から横に分岐し，台地東部の北寄りを東西に走る約22mの溝で，約20m西の台地中央部

で検出された SD-21，約60m西の台地西部で検出された SD-28，さらに西方の調査区北西隅で検出された

SD-44・SD-32へと連なる，総延長約 200mの溝の一部とみられる。幅約0.8m，深さ 20cm'" 30 cm，断面

は逆台形であるが，西方では，幅や深さは同じで，断面がU字形となっている。鷲谷津遺跡から中野台遺
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跡まで通じる溝であり 地形を考慮すると，道路として利用していた可能性が高い。 SD-21から SD-28に

かけては現代の道路と重なる部分がある。ただし，調査時に硬化面等の検出はなされていない。平安時代

の引-037を切っている。

台地西部の SD-28部分では，手持ちへラケズリ調整をもっロクロ土師器杯底部片 (28)が出土した。平

安時代の所産である。東の SD-7部分や 西の SD-32部分でも平安時代頃の須恵器・土師器細片が若干出

土している。陶磁器類はない。

SD-8 (第305図)

台地東部の北寄りを， SD-6， SD-9と交差してほぼ南北に走る溝である。北端から南の台地縁辺部で消

えるまで，総長は約 30mあり，幅は約0.8m，深さは約20cmで、ある。底部に長径約l.5 m，短径約0.8

m，溝底部からの深さ約40cmの，長方形・楕円形の土坑が接しながらー列をなす。柵などの施設であっ

たと思われる。特徴的なのは，中央付近で 3.5mほどの聞が途切れており，門や出入り口施設があったと

想定される。

出土遺物は少なくないがいずれも細片である。平安時代くらいの須恵器・土師器片である。

SD-9 (遺構第305図・図版80，遺物第309図)

台地東部から南部にかけて，東端を縦走する溝である。北側台地縁辺より出発し，すぐに西から南へ方

向を変え，台地の縁に沿ってまっすぐ南下し，南側台地縁辺に至るとそのまま斜面を下っている。長さは

約 115mに及ぶが，幅約 1m，深さ約20cm'"" 30 cmの浅い溝で、あり，底に比較的平らな面をもっ。硬化面

等は検出されなかった。平安時代の Sト060を切る。

多くの竪穴を切るため，出土遺物は極めて多く 須恵器・土師器片数は 1000点を超える。時期は奈良・

平安時代が主体である。そのうち，灰紬の陶器査(5 )，土師器室(6 )，外面下端のみへラケズリ調整し

て，回転糸切り痕を残すロクロ土師器坪(7 )を図示した。また，緑紬陶器片 l点が出土し，本溝に接し

ている引-072の出土片と接合した(第243図-6)。陶器の壷・警の細片が極微量あるが耕作等による混

入とみてよい。 SI-060のほかには平安時代の竪穴と重複していないのに，平安時代の比較的新相の土器

群が多いことが注目される。本溝の成立時に近い時期の資料と考える。

南部の SD-llが分岐する付近に，多量の貝が投入されていた。土層観察(第305図G-G'セクション)

では底から薄い間層をわずかに挟んだだけで堆積している。投入されたのは溝の機能がまだ維持されてい

た段階であったと考える。

SD-I0・SD-I0B(遺構第305図・図版81，遺物第309図)

台地東部と南部の東端を， SD-9に平行して，さらに谷側(東側)を縦走する溝である。南部の東側斜

面にかけて，斜面に沿ってほぼ直線的に走り，南部では次第に斜面を斜めに切りながら下っている。途中，

平安時代の Sト040とSI-066などを切って構築している。検出された長さは 120m 以上に達し，北方では

調査区北西隅の SD-2Dへと連なっていくものと考える。幅は約l.5 m 深さは 50cm'"" 80 cmの比較的深い

V字形溝であり，底部に長さ約l.1 m，幅約0.7m，深さ約20cmの連続した楕円形土坑状のくぼみが認

められる。柵などの施設が想定される。
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SD-I0の南端で，同一方向に掘られた短い溝SD-I0Bと切り合っている。新旧関係は不明だが， SD-I0Bの

方がわずかに 20cmほど深く，南端の土層断面には切り合いが見つからなかったので，深い SD-I0Bのほう

が新しい可能性がある。

SD-I0は多くの遺構を切るため，出土遺物は比較的多い。奈良・平安時代の須恵器・土師器が主体であ

る。そのうち，須恵器坪蓋(8 )や土師器高台付椀 (9・11)，須恵器聾(12)を図示した。足高高台付

亦(9 )は内面黒色処理を施されており 平安時代の新相を示す。

SD-I0Bには雲母を多量に含む茨城県産の須恵器坪片(10)があり，奈良時代の所産とみられるが，北

隣にある奈良時代の SI-069に伴う遺物の可能性もある。

SD-ll (遺構第305図，遺物第309図)

台地南部の東端に位置する溝である。 SD-9から分岐し，斜面を下らず、に台地肩部に沿って走る。長さは

約27m，幅約 1m，深さ約20cm"'" 30 cmの浅い溝で、あり，底に比較的平らな面があるが，硬化面等は検出

されていない。分岐点では SD-9よりわずかに浅く，段差がある。

出土遺物は多いが，奈良・平安時代の須恵器・土師器の細片が主体を占め，図示できたのは軽石 (4)

のみである。

SD-12 (第307図，図版81)

台地中央部のやや北寄りに位置し，奈良時代の幻-079から東南東へのびる細い溝である。長さ約 18m，

幅約0.5m，深さ約20cmの細いU字形溝である。重複する SI-019. SI-079・SX-18との前後関係は確か

められていない。

遺物は少なく，いずれも平安時代ころの須恵器・土師器細片である。

SD-13 . SD-16 (遺構第304図・図版81，遺物第309図)

台地北部の北端，北から入る谷の斜面に沿って弧状に走る一連の溝である。東方で連続する SD-4Dを含

めて総長約 100mに及ぶ。幅 1m"'" l. 5 m，深さ約 10cm"'" 30 cmの浅い溝で、あるが，底に長さ約 1m，幅

約0.6m"'" 1 m，深さ 5cm"'" 20 cmの楕円形土坑が連続している。上述の SD-I0や本溝が合流する SD-2Dと

同じ特徴をもち，柵のような施設が想定される。

出土遺物は細片が多く，格子タタキをもっ瓦片 l点(13)のみ図化した。表面は暗褐色，断面は褐色の

やや軟質な焼成である。布痕はない。古代から中世の所産とみてよい。ほかの細片には近世陶磁器を含ま

ず，古墳時代~平安時代土器片が中心である。

SD-14 (遺構第304図・図版81，遺物第310図)

台地北部に位置し， SD-13と交差しながら斜面に沿って弧状に走る溝である。長さ約45m，幅約0.6m

"'" 1. 2 m，深さ約20cm"'" 50 cmのU字ないしV字溝であり，約20m東方で、検出されている SD-IDに連なる

とみられる。 SD-13との新旧関係は不明であるが， SD-IDとSD-4Dの関係と等しいなら，本溝の方が古い。

硬化面等は検出されていない。

遺物は茨城県産を含む須恵器や土師器の細片を中心に若干数が出土した。そのうち，棒状鉄製品 l点
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(38)を図示した。紡錘具の軸と考える。

SD-15 (第304図， 図版81) 

台地北部に位置し， SD-14の中央付近から南へ分岐し，平坦面に向かつて 6m程度検出された浅い溝で

ある。幅約 0.6m，深さは分岐点が最も深くて約 20cmで、ある。硬化面等は検出されていない。

遺物もごく少量で，須恵器・土師器片のみである。

SD-17 (遺構第307図・図版82，遺物第 309図)

台地北部のやや西寄りをほぼ南北に走る溝である。柵列 SX-20とほぼ直交する方向であり，両者は関連

する施設の可能性がある。長さ約 18m，幅約1.3m以下，深さ約 10cm以下のごく浅い溝で，底に広い平

坦面をもっ。奈良時代の日-118を切るので上限は平安時代ということになる。後述の土墳SK-I02に切ら

れることから，少なくとも近世初頭以前である。

図示した杯(15) は灰白色，五孔の甑(14)は暗褐色の千葉産須恵器である。細片も含め，土器は奈良

時代の所産とみられる。

SD-18 (遺構第308図・図版82，遺物第 309図)

調査区北西隅に位置し，鷲谷津遺跡の台地と中野台遺跡の台地をつなぐ細尾根を，斜めに横断する長さ

約63mの溝である。幅約1.5 m，最深部約45cmの，断面が逆台形の溝である。広い平坦面を有するが硬

化面等は検出されていない。年度を違えて調査した道路下の SD-40は本跡の中央部にあたる。注目される

のは，頂上部で約1.8mほど溝が途切れていることである。この陸橋の南端をかすめるようにして， SD-

32 (SD-7)が交差している。

須恵器坪蓋(16) と事の底部(17) を図示した。いずれも灰白色の良好な焼成で，聾はタタキ整形の後

ケズリによって平底を形成しており，底内面には自然柚が溜まっている。周囲に同時期の遺構はみあたら

ないので， これらは本溝の構築年代が古代に遡る可能性を示している。

SD-19 (第307図，図版82)

台地北部の西寄り， SD-17の西約4mに位置する約5mの溝で、ある。方向は南東方向で，幅は約 1m，深

さは浅いところで約 15cm，北側に一段深くなる部分では，深さ約 20cmで、ある。

遺物はほとんどなく，瓦質土器細片があるのみであった。

SD-20 (第308図)

台地北部の西端を南北方向に走る長さ約 5m，幅約0.7m，深さ約 10cm以下の浅い溝で、ある。断面は

逆台形で，比較的平らな面をもつが，硬化面等は検出されていない。覆土最下層の暗褐色土層には焼土粒

が微量検出された。南方約 7mで、検出されている SD-28と交差したところで， SD-30に切られて消滅して

いる。

遺物はほとんどなく，須恵器・土師器細片が若干認められた。
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SD-21 (第307図，図版83)

SD-7と一連の溝である。台地中央部の北端を走る。

SD-22 (第307図，図版83)

台地中央部の北端に位置し， SD-21から分岐して西南西へのび、る長さ約7mの溝である。幅約0.3m，深

さ10cm 以下と浅く，底に平坦面をもつが，硬化面等は検出されていない。遺物は出土しなかった。

SD-24 (遺構第307図・図版83，遺物第310図)

台地中央部のやや北寄りを東西にのびる溝である。約9mが検出された。幅は最大の東側で約 1m，深

さは約 10cmとごく浅いU字形の溝である。

図示したのは青銅製のキセル (37)である。差込みは破損しており本来はもっと長い。土圧の影響もあ

るが，頚の屈曲が短く強いことから，比較的新しい形態といえる。ほかに近世鉄紬陶器片がある。

SD-26 (第307図，図版83)

SD-4と同ーの溝である。台地西部の東側を縦走して中央部との境界を画する。平安時代前期の幻-119

を切り， SD-27には切られる。

SD-27 (遺構第307図・図版84，遺物第309図)

台地西部を東西に走る溝である。長さは約 18m，幅は最大で約0.8m，深さは東の台地上面が最も深

くて 24Cffiであり，逆台形断面をもっ。硬化面等は検出されていない。 SD-lとSD-26とをつなぐように見

えるがこれらは同時には存在しておらず， SD-26よりは新しい。

遺物量は多くないが比較的大きめの土器片が多く，須恵器の杯 (20・21)，査 (22)，聾 (23)を図示し

た。査のみ灰白色の良好な焼成であるほかは，黒褐色に焼成されている。坪の底部は細片も含めていずれ

も手持ちへラケズリ調整されている。平安時代の比較的古相をしめす。

SD-28 (第308図，図版84)

SD-7等と同じ溝である。台地西部の北寄りを東西に走る。

SD-29 (第307図，図版84)

台地西部に位置し， SD-26の谷(西)側を弧状に縦走する道である。平安時代の Sト134を切る。幅約 l

m，深さ 10cffi"-'15cmの浅い溝で，底に比較的平らな面をもち，硬化面を形成している。

SD-30 (遺構第308図・図版85，遺物第309図)

台地西部の北西に位置し SD-28から南に分岐して南方の SD-lへと繋がる溝である。ただし， SD-lと

異なり， SD-30では奈良~平安時代の須恵器・土師器が多量に出土し，近世遺物等が混じらないので，別

遺構の可能性も残す。 SD-20を切って構築されている。

出土遺物のうち，灰白色の焼成で，下部が丸い古墳時代後期後半の須恵器高台付坪 (24)，灰色の焼成
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で底部を手持ちへラケズリ調整した奈良時代の須恵器杯 (25)，灰褐色の焼成で底部を手持ちへラケズリ

調整した平安時代の須恵器坪 (26)，灰色の須恵器査底部片 (27)を図示した。

SD-31 (遺構第308図・図版85，遺物第309図)

台地西部の緩斜面に沿って， SD-30の西側を平行に走る弧状の溝である。長さ約 11m，幅0.7m""'1.5

m，深さ約30crnの比較的浅めの溝である。硬化面等は検出されていない。北西端に，すり鉢状の浅い小

土坑があり，そこから南に延びている。

奈良~平安時代の須恵器・土師器細片が比較的多く出土している。そのうち灰白色の焼成で底部を手持

ちへラケズリ調整した奈良時代の須恵器坪 (29) と灰色の五孔の甑底部片 (30)を図示した。

SD-32 (第308図，図版85)

SD-7等と同じ溝である。調査区北西隅の部分をさす。

SD-32B -旧遺構名 A-015ー(第308図)

調査区北西隅に位置し，中野台遺跡に通じる尾根部分を分断するように南北に定る溝である。長さ約30

m，幅約1.4 m，深さ約30crnと，底に平らな面をもっ広くて浅い溝であるが，硬化面等の検出はなされ

なかった。北側の谷へ落ちる部分 (SD-38)には， ピットを不規則にもつ半円形の浅い土坑 (SK-129)がある。

SD-33 (第308図，図版85)

調査区北西隅に位置し， SD-32Bの東に平行して，尾根を分断するように南北に走る溝である。長さ約

15m，幅約1.2 m，深さ 10crn"'" 20 crnと，広くて浅い。年度を違えて調査した北側の谷に面する部分 (SD-

39)に，同じくピットを不規則にもつ半円形の浅い土坑 (SK-130)がある。

SD-34 (第304図，図版86)

後述の SD-3Dと同ーの溝で，北東端部分にあたる。

SD-35 (第304図，図版86)

調査区北東隅に位置し， SD-3D北側を平行に走る長さ約20mの溝である。幅約0.6m，深さ 20crn"'" 30 

crnのV字形断面をもっ。

SD-36 (第304図，図版86)

調査区北東隅に位置し， SD-35北側を平行に走る長さ約20mの溝である。幅0.5m""'0.7m，深さ 10crn 

"'" 20 crnのU字形断面をもっ。覆土上層の南側と溝の南側外面にかけて硬化面が形成されている。本溝は

道の側溝であった可能性がある。

SD-37 (遺構第304図・図版86，遺物第309図)

調査区北東隅に位置し， SD-36から北西に分岐して，そのまま谷に沿って北西に延びる長さ約30mの溝
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である。幅0.5m"-' 0.7 m，深さ 10cm"-' 20 cmのU字形断面をもち， SD-36とよく似ている。

古墳時代中期の高坪脚部 (31)が出土しているが，これは引-121からの混入とみられる。

SD-38 . SD-39 • SD-40 (第308図)

それぞれ SD-32B・SD-33. SD-18の一部である。

SD-41 (第308図)

調査区北西隅の，北斜面に沿って走る細い溝である。 SD-40(SD-18)を切って交差している。長さ約 11

m，幅20cm，深さ 14cm，断面は方形である。

SD-42 (第308図)

調査区北西隅の東寄り， SD-18の付近で検出されたやや幅広い溝である。水道管埋設坑に揖乱されて一

部しか検出されていない。同様に底が平らな SD-18に合流する可能性や，南の沢を廻る SD-1 (SD-30)等

に連続する可能性がある。

SD-43 (第308図)

調査区北西隅の西端において，現代の道路に沿って検出された長さ約8m，幅約0.5m，断面方形の溝

である。

SD-44 (第308図)

東方の SD-7と同ーの溝である。調査区北西隅を東西に貫通する。 SD-32の東側部分にあたる。

SD-45 (第306図)

台地南部の南寄りを逆L字形に走る溝である。 Sト011A付近から発し，約3mほど南下し，直角に折れ

て約3mほど西進したところで，引-012の覆土中に消えている。幅約0.6m，深さ約 10cm"-' 30 cmで，断

面は浅いU字もしくは逆台形をしている。

重複して検出された SK-15Bは平安時代でも新相の土器群をもっ。 SK-15Aはその上に掘られている。本

溝はこれらより先に検出されているので SK-15Aを切っている可能性が高く，相互関係から中世以降に下

る可能性が高い。

SD-46 (第306図)

台地南部の南西端に位置し，さらに南方へと延びてゆく溝である。千葉急行線調査の 001号溝に続くと

考えられる。

SD-1D (第304図，図版86・87)

鷲谷津遺跡D区のうち，調査区北東隅の台地縁辺から緩斜面に展開する溝の一つで、ある。 SD-2Dから南

へ発し， SD-4D (SD-13) と交差しながら弧状に西へ曲がる約 20mの溝である。幅は約 1m，深さは約30
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cmのやや浅いU字形断面を有する。断面観察の結果， SD-4D (SD-13)，次いで SD-2Dに切られ，群中で最

も古いことが確認された。覆土中には宝永の火山灰とみられる青黒色砂がみられた場所もあったがごく一

部であり，後世の撹乱で混入したとするなら，本跡は中世以前に遡る。途中検出できなかったものの，さ

らに約20m西方の SD-14へと連なっていくものとみられる。

SD-2D (第304図・図版87，遺物第310図)

鷲谷津遺跡D区のうち，調査区北東隅の台地縁辺から緩斜面に展開する溝の一つである。北西から入る

谷を取り巻くように緩やかな弧を描きながら南に向きを変え，台地東部の SD-lOに向かつて南下する。検

出された長さは 70mほどで，幅は約2m"'4 m，深さは約50cm'" 60 cmの浅いV字形断面を有し，底面に

不整円形の浅い土坑が連続して検出された。 SD-10や，南方で分岐する SD-4D(SD-13) と同じく，柵のよ

うな施設の痕跡とみられる。断面観察では， SD-1 D， SD-4D (SD-13)を切り， SD-3Dに切られている。覆

土中には宝永の火山灰とみられる青黒色砂がみられた場所もあったがごく一部であり，後世の撹乱で混入

したとするなら，本跡は中世以前に遡る。

出土遺物は図化困難であるが，近世以降の陶磁器はなく，平安時代土器片が中心であり，中世のすり鉢

片が l点含まれている。やや太めの管状土錘 (40)もみられる。総じて中世以前の所産とみられる。

SD-3D (第304図，図版87)

鷲谷津遺跡D区のうち，調査区北東隅に位置し，台地縁辺から緩斜面に展開する溝の一つである。北東

の台地奥部から，鷲谷津の台地に向かつて延び， SD-2Dに合流する。断面観察では， SD-2Dを切って構築

されている。長さは約30m 幅は約2m 深さは約40cmと浅く広い溝である。

出土遺物は図化困難であるが，近世以降の陶磁器はなく，平安時代土器片が中心であり，中世のすり鉢

細片や陶器査細片が含まれている。中世以前の所産である。

SD-4D (第304図，図版86・87)

鷲谷津遺跡D区のうち，調査区北東隅に位置し，台地縁辺から緩斜面に展開する溝の一つで， SD-13の

東側約40m部分が本溝にあたる。柵列状の溝である。 SD-1Dを切り， SD-2Dに切られる。

SD-5D (遺構第304図，図版87，遺物第309・310図)

鷲谷津遺跡D区のうち，調査区北東隅の台地縁辺から緩斜面に展開する溝の一つである。谷の斜面中に

あり， SD-2Dの南側をうねりながらもほぼ平行して走る。長さは約50m，幅約O.6 m'" 1. 2 m，深さ約 10

cm'" 30 cmの浅い溝で，断面は山側に寄ったV字形である。

出土遺物は図化困難であるが，平安時代土器片のほか，中世のすり鉢細片 l点と瀬戸・美濃焼とみられ

る陶器皿片3点を含む。近世の陶磁器細片も 3点あり， うち l点が灰粕を施した仏飯椀 (32)である。大

型の管状士錘 l点 (44) と小型の管状土錘3点 (41'"43)が出土している。総じて中世から近世にかけ

ての所産とみられる。
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2.柵列

SK-5・SK-6・SK-7• SK-8・SK-9AB. SK-10・SK-11・SK-12AB(第311図)

台地南部のほぼ中央に溝の SD-3と重複しながらもほぼ同一方向に並ぶ 10基以上の士坑列である。溝と

対応するように，東端の SK-5で直交する SD-2にぶつかり，列が終了する。個々の土坑は約1.8mx1.0 

mの隅丸長方形で、あり，底の形態はすり鉢状になっている。すべての土坑が列と同一方向に主軸を向け，

整然と等間隔に並んで、いる。

なお， SD-2にも，対応するような土坑列 (SK-33'" 35)がある。これらは形態的に少し違いがあり，調

査時にはイモ穴となんら特徴を異にしない状況がみてとれた。この土坑列の南方延長上約3m地点に位置

する SK-23(第6章第3節)のほうが むしろ SK-5など本跡の形態に近い。

柵列西端の SK-5より遺物が出土した。まず，内耳鍋， もしくは倍熔の破片(1・2)がある。淡褐色

~暗褐色をしている。板状の瓦器(3 )は，淡褐色であり，表面に四角い枠と文字が陰刻されている。文

字は判読不能である。破片左側上半部は透し孔の一辺であり 破片の下側は直角に貼り付けてあった他の

粘土板が剥がれた痕跡がある。鬼瓦などの一部と考える。瓦片 (4)は，外面に斜格子タタキ目をもっ。

基本は淡褐色であり，二次的に火を受けて赤色化した痕跡がタタキ日の中だけ剥がれず、に残っている。内

面はケズリまたはナデ調整である。 SD-16出土瓦と同様に，布目瓦とは特徴が異なる。ほかに古伊万里焼

などの近世陶磁器片が2点，常滑焼などの中世陶器片が2点，須恵器長頚壷片が l点， 5 cm大の焼け石 11

個がある。遺物は近世前期が下限と考えられ，中世に遡るものが主体を占める。

SX-20 (第311図)

台地北部の西寄りに位置する， 8基からなる土坑の列である。径は 0.62m'" 0.8 m，柱聞は1.1m'"

1. 5 mと当遺跡では通有の規模であるが，深さは 12.4cmをはじめ 20cm 以下が3基， 20 cm'" 30 cmが4基，
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最も深い東端のものが33.7cmで，浅くばらつきが大きい。また， これに平行する柱穴列がみられないた

め，建物というよりは柵や垣のような施設であったと考えられる。西に隣接する SK-101 (第6章第3節)

が同時期であれば，一連の施設とみなすことができる。

図示できる出土遺物はないが，灰白色に還元焼成された須恵器片と，褐色の土師器もしくは千葉産須恵

器聾片が中心であり，奈良時代~平安時代の所産である。これらは本跡の上限を示す資料であり，他の柵

列状溝と同様に中世に営まれた可能性もある。しかし，周辺に土器の混入源が少ないので，遺物の示す年

代のとおり成立は古代に遡る可能性がある。

第2節土坑群と建物跡

遺物を出土した土坑や掘立柱建物跡については，それぞれ第6章第3節及び第2節で報告したとおりで

ある。その中に，中世以降に下る可能性もある SX-4・5などが含まれていた。遺物をもたない例には古代

以外の土坑も含まれているとみてよい。そこで，ここでは中世の確実な土坑・建物跡とともに，出土遺物

に恵まれなかった土坑についても記述する。その際，形状に特段の特徴をもたない土坑が多いので，個別

報告はせず，土坑群の分布を中心に報告することとし，溝と一緒に図示する(第304図~第308図)。形

態や規模については附表3にまとめた。

1.土坑群

東部土坑群(第305図)

台地東部の SD-6・SD-9周辺に分布する，総数39基に及ぶ土坑群である。 SK-50"" 95がこれにあたる。

すで、に触れたように奈良時代・平安時代の遺物を出土する土坑が多く，中近世遺物は見あたらないので，

古代の所産である可能性が高い。 SK-62"" 70. SK-80 "" 84は いずれも径 1m未、満の小型円形士坑が並ぶ

ように密集しており，掘立柱建物跡の存在を考慮するべきであろうが，組合せを抽出できなかった。

南部土坑群(第306図)

台地南部の中央に分布する，総数 13基ほどの土坑群である。 SK-14""36などがこれにあたる。すでに

触れたように平安時代新相の遺物を出土する 径 lm""2mの中型円形土坑からなる。住居跡密集地区で

あるが，平安時代の住居跡と切り合っているものはない。並んでおらず，建物跡ではないと考える。平安

時代の土墳群である可能性が高い。

北西部土坑群(第308図)

中世遺跡の中野台遺跡へと連なる調査区北西隅から，台地北部にかけての土坑を総称する。 SK-99"" 

113， 129""133等がこれにあたる。調査区北西隅の SZ-8はこれらのーっと捉えることもできるが，比較

的並んで検出されたので，掘立柱建物跡とみられる。

本土坑群の性格を知る上で数少ない手がかりとなるのがSK-102(第312図，図版77・146)である。台

地北部西寄り，奈良時代の SI-118と， SD-17を切って設けられた土墳であり，径0.9mの円形で，深さは

40cmほどである。内部より人骨とともにカワラケ l枚，六道銭として寛永通宝6枚，銅製キセル l本が出

土した。座棺とみられる。新寛永を含む六道銭は近世中期に下るものであるが， これにカワラケが伴った
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ことは中世カワラケ編年研究にとっても参考にすべき埋納資料となる。

台地北部にこのような土墳がみられることは，一帯が墓域として機能していたことを示す。

土坑分布域からは比較的多くの中近世銭貨が採集されている。第3節で触れるように，六道銭として墓

に納められる可能性が高い銭貨の出土位置は，時期を追って次第に西から東へ移行する。第4節ではグ

リッド出土土器・陶磁器にも同様の分布変化がみられる。

これらの状況から，中野台遺跡に近い調査区北西隅は中世の墓域であり，次第に墓域を東の台地奥部へ

と移しながら土壌が連綿と営まれ 後の SK-102に受け継がれてきた公算が大きいとみてよい。

南西部土坑群(第306図)

調査区南西隅には 50基以上に及ぶ土坑が検出されているが，時期決定根拠には恵まれなかった。土坑

分布域である M28グリッドから銭貨等は採集されておらず，北西土坑群とは性格を異にする。一方で中世

陶器片等の散布はみられ 近世陶磁器片は少ないことから 中世の所産が含まれていると考える(本章第

4節)。
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2. 中世の土坑

SK-23 (第313図)

台地南部の南端に位置する土坑である。奈良時代の訂-024の西に近接する。平面形態は1.86 m X 1. 23 

mの楕円形を呈し，深さは最深部で 84cmである。底部は平坦で，壁は緩やかに開きながら斜めに立ちあ

がる。調査時点、では， SD-2 tこ沿ってイモ穴が並んでおり，このイモ穴列の延長上に本跡があるとした一方

で，形態や土層断面がそれらとは異なるとしている(第7章第 l節2項)。覆土はしまりに欠ける。

上層より花弁付竿先金具(1 )を検出した。ほかに 8cm大の焼け石が3個出土している。焼け石の出土
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第313図 SK-23・100・114と出土遺物
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は下記のは 114のほか柵列の SK-5と共通要素であり，形態上からも中世以降の所産と考える。

SK-I00 (第313図，図版77)

台地北部の東寄り，北側より入る谷に沿って走る SD-13と重複する土坑である。溝との新旧関係は確認

できなかった。底面は約1.3mxl.lmの方形ないし長方形を呈す。床面は平らに整えられ，壁は床から

20cmの付近で一度屈曲し，直線的に立ち上がる。床直上に細かい炭化材が堆積していたほか，北東隅の壁

が一部被熱により赤化している。これらから調査時には，内部で木材を燃やしたものと観察された。覆土

は9層もの分層が可能で，ローム土と黒褐色土の互層を形成しており，短時間に入念な埋戻しがなされた

と考えられる。

遺物は覆土中からごくわずか検出されたのみであり，図示した須恵器坪蓋片(2 )以外に時期決定でき

る資料はない。同じく SD-13と重複する Sト114にも古墳時代後期後半の遺物が混入するので，付近に溝

により破壊された該期遺構があり，そこから混入した可能性がある。溝との有機的関係を想定すると，平

安時代以降と考えるべきであり，中世まで下る可能性がある。

SK-114 (第313図)

台地中央部の北西寄りに単独で位置する長方形ないしは長楕円形土坑である。長さ約 2.5m，幅約80

cm，深さ約 50cm以下で，非常に細長い。断面観察では溝状の SD-25に切られるとされたが，周辺の著し

い撹乱のため SD-25が遺構として十分把握できず，本跡との関係も明確にはならなかった。

遺物は奈良・平安時代の土器片が中心であったが， 8 cm大の焼け石5個や，わず、かに陶器細片がみられ

る。遺物総体としては古代であるが，中世まで下る可能性が高い。

3. 中世の建物跡

SZ-1 (第314図， 図版79)

中野台遺跡に近い調査区北西隅の東寄り，谷の緩斜面に面して位置する竪穴状遺構である。南端を後世

の削平によって失う。長軸は推定4.5mで，南北からやや東に振れている。幅は約2.4mである。中軸上

に小ピットが2か所並ぶ。また，北西隅寄りにも小ピットを検出した。土層は 9層に分けられ，上から 3

層以下が堆積した時点では，南側の壁はまだ遺存していたと考えられるが，上部2層は， 3層以下を斜め

に切るような削平が行われたあとに形成されたものである。

最上層には貝の投棄が認められたが，本跡とは直接関係するものではない。貝の内容については第8章

で触れる。

遺物はごく少なく，図示できるものはない。下層で黒曜石片が出土しているので，本跡が縄文時代の可

能性はある。しかし，貝層内からは中世常滑産とみられる聾や壷片，瀬戸・美濃産とみられるすり鉢片が

出土しており，上層が中世に形成されたのは確実で、ある。本跡一帯が平安時代の竪穴住居跡の分布域に挟

まれていることや，上記のように中世の墓域に近いことから，むしろそれらの時代における小型竪穴状の

建物跡であると考える。
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中野台遺跡に近い調査区北西隅の北側斜面に面して検出された掘立柱建物跡もしくは土坑群である。径

40cm前後の小ピットからなり，ほぼ東西を主軸とした長方形に並んで、見える。その一方，

形態的にばらつきがあり，斜めに掘り込まれたものもあるなど，

中世遺物の分布域に所在することから，

ピット単体では

あまり企画性がみられない。

中世の所産と考える。
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遺物は出土していないが，



第3節出土銭貨(第315・316図，図版137)

鷲谷津遺跡では 35枚の銭貨が出土した。種別 初鋳年代と各部計測値は第51表のとおりである。

特筆されるのは和同開称(1 )の出土である。しかも，奈良時代竪穴住居跡である SI-127から出土し

ている点で，同時期における貨幣流通史を探る上での資料的価値は極めて高い。

文字部分は完全に錆で覆われていて肉眼では判読できない(第6章第 l節 l項)0x線写真により読み

とれた図像をそのまま実測したのが(1 )である。これによれば，均整のとれた伸びやかな「新和銅」と

呼ばれる，銀銭にはない字体のものであることがわかる。 X線写真では図示した上部右側の穿孔仁左右

対称位置にも穿孔らしい影が認められるが，意図的な造作であるかについては確認できない。

中世銭貨はいずれも北宋から明時代にかけて中国で鋳造された銅銭である (2'"'-'11)。遺構からの出土

例はなく，グリッドでしか位置を把握できないが グリッド番号のアルフアベットが西から順につけられ

ていることに注目すると，中世銭貨はK'"'-'Mの付く西方のグリッドを中心に分布している。とくに，調査

区北西隅の L25・L26グリッドにおいて北宋銭・明銭が集中する (2'"'-'4・6'"'-'8)。ただし， この傾向は

調査区北西隅に限られ，調査区南西隅では銭貨が採集されていない。

一方，寛永通宝などの近世銭貨はM'"'-'Nのグリッド，すなわちやや東方の台地主要部で多く出土してお

り，西方には少ない(12'"'-'31)。このうち確実に遺構に伴うのがN25グリッドにある SK-102の六道銭(15

'"'-' 20)であり， このNのグリッドに至っては寛永銭しかみられない。

このように，銭貨は中野台遺跡に近い調査区北西隅においては中世の北宋銭・明銭が中心であり，中間

第51表鷲谷津銭貨計測表

持図番号 遺構番号 遺物Nu 種類(書体等) 初鋳年 外縁外径 外縁内径 内縁外径 内縁内径 外縁厚 文字面厚 重量

SI-127 5 和同開祢 新和同，銅銭 708 24.48 20.56 8.53 6.45 1. 31 1. 11:t 2.23 

2 L25-16 12 至道冗宝 北宋，銅銭(行書体) 995 25.30 17. 15 7.05 6.00 1. 60 1. 50 4.05 

3 L25-I 7 3 皇宋通宝 北宋，銅銭(築書) 1039 24.15 16.90 7.55 6.15 1. 03 1. 06 2.41 

4 L26-23 2③ 皇宋通宝 北宋，銅銭(築書) 1039 24.50 19.50土 8.IO:t 6.90 1. 20 1. 28:t 3.15 

5 M25-15 9 照寧元宝 北宋，銅銭 1068 24.05 19.95 8.50 7.00 0.98 1. 10 2.40 

6 L26-23 2① 照寧7t宝 北宋，銅銭 1068 23.85 18.80 8.25 6.30 1. 35 1. 16 3.66 

7 L26-23 3 無寧元宝 北宋，銅銭 1068 7.8日 6.45 1. 30:t 1. 14 1. 97 

8 L25-19A 2② 7t豊通宝 北宋，銅銭(家書) 1078 24.05 18.30 7.70 5.50 1. 30 1. 18 3.65 

9 L26-23 克祐(符)通宝北宋，銅銭(築書) 祐 1086，符 1098 24.50:t 17.10 7.15士 5.75 1. 30 1. 25 2.43 

10 K25-13 永楽通宝 明，銅銭 1408 24.30 20.50 7. 15 5.65 1. 75 1. 55 4.81 

II 表採 ⑮ 官徳通宝 明，銅銭 1433 25.30 20.45 6.55 5.30 1. 43 1. 48 4.01 

12 K25-7A ⑫ 寛永通宝 古寛永，銅銭 1636~ 24.80 20.20 7.40 5.85 1. 00 0.88 2.20 

13 K25-20A 10 寛永通宝 銅銭 1636~ 24.25 17.85 1. 15 1. 13 2.21 

14 L25-20 寛永通宝 銅銭 1636~ 24. 10 19.35 5.75 1. 23 2.85 

15 SK-102 4a 寛永通宝 古寛永，銅銭 1636~ 24.30 18.70 7. 10 5.80 0.93 0.90 2.61 

16 SK-I02 4d 寛永通宝 古寛永，銅銭 1636~ 25.45 19.90 7.60 5.90 1. 20 0.88 3.45 

17 SK-102 4b 寛永通宝 新寛永，銅銭 1668~ 23.10 18.65 7.95 6.25 1. 20 1. 03 3. 13 

18 SK-102 4c 寛永通宝 新寛永，銅銭 1668~ 24. 10 19.00 7.25 5.85 1. 15 0.81 2.85 

19 SK-102 4e 寛永通宝 新寛永，銅銭 1668~ 23.55 18.35 7.60 5.95 1. 20 0.90 2.35 

20 SK-102 4f 寛永通宝 新寛永，銅銭 1668~ 23.05 18.70 7.90 6.20 1. 03 0.81 2.38 

21 SD-I 8 寛永通宝 新寛永，銅銭 1668~ 23.10 19. 15 7.85 6.80 1. 05 0.93 2.02 

22 N27-23 3 寛永通宝 新寛永，銅銭 1668~ 23.00 18.70 8.20 6.45 1. 03 0.81 2.13 

23 N28-10 寛永通宝 新寛永，銅銭 1668~ 23. 10 18.45 7.95 6.20 0.98 0.90 2.48 

24 N28-14D 5① 寛永通宝 新寛永つ，銅銭 1668~ 1. 03 日73 0.95 

25 表採 ⑧ 寛永通宝 新寛永，鋼銭 1668~ 22.75 18.00 7.30 5.85 0.93 0.79 2.35 

26 M25-14 9 寛永通宝 新寛永，銅銭(背佐つ) 1668~ (l 714~) 22.45 17. 10 7.90 6.40 1. 18 1. 03 2.25 

27 SI-084 283③ 寛永通宝 新寛永，銅銭(虎/尾寛小字)I 668~ (l 736~) 23.40 18.50 7.70 6.50 1. 03 0.96 2.69 

N27-14 3⑦ 寛永通宝 新寛永，鉄銭 1739~ 1. 25 1. 00 

28 M25-13 寛永通宝 新寛永回文，銅銭(正字 II波) 1768~ (1769~) 28.10 20.65 8.35 6.55 0.98 0.94 3.46 

29 M25-15 8 寛永通宝 新寛永四文，銅銭(正字 11波) 1768~ (l 769~) 27.95 20.70 8.20 6.50 1.10 1. 28 3.97 

30 SO-1 4 文久永宝 銅銭(深字) 1863~ 26.40 19.80 8.15 5.80 1. 05 0.96 3.59 

31 M26-17 38 文久永宝 銅銭(草文) 1863~ 26.95 21. 10 8.55 6.75 1. 25 1.19 4.59 

32 K25-07 12 銅銭 20.95 7.50土 5.65 1. 15土 2.12 

33 M25-12cdhi 4 銅銭 1. 05 0.82 

K25-20B 11 銅銭 24.70 19.40 6.90 1. 25 1. 14 1. 67 
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にあたる M25グリッド周辺で次第に寛永銭が多くなり，さらに東では寛永銭で占められるようになる。つ

まり，中世に始まる連続的な営みが次第に西から東へと移行していった蓋然性が高いと概括できる。

第4節遺構外出土遺物

中世以降とみられる遺物は，主として鷲谷津遺跡D区にあたる台地北部の斜面から谷中にかけて多く分

布する(第317図，図版 136)。とくに調査区北西隅以北の K25"'" M25グリッドには，カワラケや陶器など

の良好な中世遺物が分布しており，隣接の中世遺跡である中野台遺跡と直接的に関係する遺物群であるこ

とがうかがわれる。カワラケ(1 "'" 3 )はいずれもロクロ製の底部糸切り無調整で，極めて浅い。中世瀬

戸・美濃産すり鉢(9 )は，大窯期 1期新段階(16世紀初頭)とみられる。中世陶器の香炉蓋(12) は，

二次的に白く焼けただれている。全面に灰粧をかけた中世瀬戸・美濃産皿(5 )は，大窯期3期古段階(16

世紀第III四半期) とみられる。志野焼丸皿 (4)は，大窯期 5期(17世紀前葉)とみられる。瀬戸・美

濃産の灰紬鉄絵皿 (6) は近世初頭に卓越する。素焼き盃(10) は近世の所産である。上面に灰柚を施し

た燭台(11)も近世である。

一方，西側の谷に面した西部緩斜面から調査区南西隅にかけての M27・M28グリッドも，細片ながら中

世遺物が多い場所である。 M27グリッドでは中世瀬戸・美濃産香炉片やすり鉢片とともに中国青磁の破片

が採集されている。 M28では白柚の陶器皿片などがあり，これらを併せると中世陶器片が 19点もあるのに

対し近世陶磁器片はわずかに 5点しかなく，中世遺物の卓越が認められる。

これに対し，台地主要面にあたる N27・28，027・28グリッドは，近世陶器の灯明具体)や泥面子(17

"'" 25)があり，中世陶器片等 10点に対し近世陶磁器片は 75点以上と後者が圧倒的多数を占める。

このように，調査区北西隅で中世陶器片等が卓越し東では少ない。この状況は，銭貨の出土状況と対

応している。また，調査区南西隅では銭貨が出土していないのに，中世陶器等の散布が認められた。これ

は，中世に北西隅と異なる土地利用がなされていた証拠と考える。

このほか，多量の管状土錘が出土しているが，形態から時期を推し量ることが難しいのでここにまとめ

て報告する(第318図，図版 138・139)。このうち， c区の台地主要面から出土しているもの(1 "'" 39) 

に対し， D区の台地斜面や谷中からの出土遺物 (40"'"46) は，両者に大きさや形態の相違が認められる

点は注目される。小型で、斉一性の高い前者は 奈良時代と平安時代の集落が所在する台地主要面からの出

土であることから，当該期の所産であると考えられる。後者は中世主体の中野台遺跡と古墳時代主体の地

蔵山遺跡の聞の谷にあたり，両者の関連遺物が混在しているとみられる。
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第8章 貝・骨等の遺存体

第 1節貝サンプルの分析結果

平安時代の遺構内貝層2か所，遺構上の面状貝層 lか所及び古代または中世遺構上の面状貝層 lか所を

調査した。平安時代の 3か所の員層は伴出土器に若干の差がみられるが，土器の示す時期と貝層の堆積時

期がある程度ずれる可能性が高いことを考えると 9世紀後半から 10世紀前半という幅でとらえるのが

妥当と思われる。

貝サンプルは9.52 mm， 4 mm， 2 mm， 1 mmメッシュの試験フルイによる水洗分離を経て，選別を行った。

員類の同定は，当センタ一所蔵の員類標本(U'研究紀要.lI19 千葉県文化財センター 1999)を用い，伊

藤智樹と西野雅人が行った。なお，一部のサンプル中で、多くの微小貝を検出したが、分析を行っていない。

員類のほかに SI-011でエイの歯版片が検出された。

千葉寺地区では中野台遺跡と観音塚遺跡でも古代と中世を中心とした多数の貝層が調査され，サンプル

の分析結果を報告する予定がある。また，同じく村田川右岸の低地に面した千葉東南部地区・市原市千原

台地区でも多くの貝サンプルの分析をすすめている。したがって，比較検討は今後の報告で併せて行うこ

ととし，今回は事実記載を中心に行う。

1.出土状況

( 1) SI -002A 

住居跡の床面に堆積した1.2 mX 0.9 m，厚さ 10cmほどの混貝土層である。草の根が多くふかふかし

ていて撹乱層ともみられたが，住居跡床面を壊さず面的に堆積しているので 放棄された掘込みに廃棄さ

れたものと考える。層の一部を任意にサンプリングした。掲載された土器群は員層付近に中心があるので，

貝層の時期 (9世紀中葉から後葉)を示す可能性が高い。イボキサゴが組成の 96%ほどを占めている。

( 2) SI -OllA 

貝層の堆積範囲には，奈良時代の SI-107と平安時代の Sト011Aが重複している。図では貝層の範囲が

時代の新しい引-OllAの壁から若干はみ出しているが， この住居跡の覆土中に堆積した可能性が高い。一

部は調査区外に続いている。調査範囲での員層の規模は， O. 7 m X O. 6 m，厚さ 10cm'-"" 15 cmである。貝

層の時期は，遺構出土土器の示す 9世紀末からそれほど離れないものとみられる。

(3) SI -030 

長さ 8mX幅2.-.，.， 3m，面積22.6rriほどの古代としては大きな貝層である。厚さの平均約 15cmとして

算出した体積は約3400はである。員層は， SI -030から住居外の緩斜面にかけて面状に広がる。住居跡の

床面を直接覆っており，多くの土器を伴う。住居の廃絶後に，掘込みとその周辺がごみ捨て場となったも

のと考えられ，その形成時期は 10世紀前半と推定される。

4か所でコラムサンフ。ルが採取された。選別・集計はカットごとに行ったが，員層は分層できず，集計

の結果を見てもほとんどカットごとの変化が見られなかったので，報告はコラムサンプルごとにまとめる

ことにした。 4か所のサンプルのうち， A. BとC・Dでは種構成やサイズの分布に差がみられる。貝殻

可
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の遺存状態はきわめて悪く，破砕率が高い。

(4) SZ-1 

。

(1 :80) 4m 

2mx4mの長方形の遺構が埋まりきってから，斜面に員層を形成している。伴出土器は貝層に近い部

分で中世陶器片 l点，遺構覆土から須恵器・土師器片が各 l点あるのみで 員層と遺構の時期は不明確で

ある。サンブρル一覧で、は古代または中世としたが，この時代に限定するのも無理があるかもしれない。後

に述べるように，員種組成・大きさとも，平安時代の 3つのサンプルとの差が目立っている。

2. 貝種組成

4つの貝層から 15種を検出した。主要な構成種であるイボキサゴ，アサリ，ハマグリ，シオフキガイ，

マテガイは内湾砂底種であり，遺跡から近い干潟で採取が可能であったとみられる。ウミニナ科，アラム

シロガイ，スガイ，マガキの幼員は，イボキサゴ主体のサンフ。ルで、多いことから，混獲されたものと考え

られる。村田川流域の貝塚に一般的にみられる特徴を示しており，希少種や，他の海岸から持ち込まれた

可能性を示す種は認められなかった。

遺構別にみると， Sト002Aでイボキサゴが圧倒的に多いのに対して，引-OIIA. Sト030・SZ-1では比較

的多くの種がみられる。 SI-OIIAはイボキサゴとアサリが桔抗する。 SI-030ではイボキサゴが半分を占め，

ハマグリ，シオフキガイ，カガミガイ，アサリ，マテガイの 5種が残りの半分近くを占めている。大きな

員層であり，複数の漁で採取されたものが混じった結果であろう。ところで，カガミガイは比較的よく採

取できるにもかかわらず，あまり市場に出ない員である。食用とするかどうかは地域差がみられ，当地で

は現在も，また縄文時代も価値が低いようである。このようにまとまって検出される例はきわめて少ない。

SZ-1ではイボキサゴを除くとシオフキガイ，アサリが多く，サルボウガイもかなり多く混じる。
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第 52表貝サンプル一覧

サンプル名 遺構 時期 詳細

S1002A 住居跡 平安 9C中~後

S1011A 住居跡 平安 9c末

S1030 面状貝層 平安 lOC前

-A (住居跡上)

ーB

ーC

-0 

SZOOl 面状貝層 古代01中世

第53表貝類種名一覧

原始腹足目

ニシキウズガイ科イポキサゴ Umboni蝿 (Suchium)冊 '()i/iferum
上回'ellaCOTO!j宙 tacore回目Sスガイ

中腹足目

ウミニナ科 ウミニナ科 Potamididae gen. & sp. Indet 
タマガイ科 ツメタガイ G/ossau/ax did}7lI3 

新腹足目

アクキガイ科 アカニシ Rapana venosa 

ムシロガイ科 アラムシロガイ Rel icUJ日S四 fesliva 

フネガイ目

フネガイ科 サルボウガイ Scaphar四 subcr，四 ala

ウグイスガイ目

イタポガキ科 マガキ Crassoslr田 grgas

マルスダレガイ目

バカガイ科 シオフキガイ 紛 clraquadrangu/aris 

バカガイ IJaclra chinensis 

7テガイ科 7テガイ So/田 slriclus

計

7 )レスダレガイ科カガミガイ
アサリ

ハマグリ

オオノガイ

10科

加∞saJ田 iq_開~íCl担
組組ilapestlii/ippi国 H血

踊'erelrix /usoria 
Mya arenaria四X田>gal

15種

採取リ7トル 備考 グリッド

36.8 N28-02 

12.4 N28-24 

96. 7以下のコラムサンプル4か所 M28-04 

19. 5 30x30x5 cmを4カット

18. 8 30x30x5 cmを4カット

28. 2 30x30x5 cmを6カット

14. 7 30x30x5 cmを5カット

15.5時期 ・性格不明竪穴上 M26-21 

第54表貝種同定結果

SI∞2A SIOIIA SI03O-A SI03O-B SI030 C SI03O-D SZC泊l
イポキサゴ 11734 48 269 237 157 291 1677 
スガイ 6 6 2 
ウミニナ手} 69 3 3 3 
ツメタガイ 2 6 7 
アカニシ

アラムシロガイ lBO 16 17 3 26 
サルポウガイ 3 4 63 
7ガキ

シオフキガイ 28 4 35 28 56 42 491 
バカガイ

マテガイ 29 10 17 17 10 
カガミガイ 49 32 56 49 
アサリ 148 51 16 21 22 17 213 
ハ7 グリ 22 10 76 74 110 72 38 

オオノガイ
メE弘3、 計 12247 116 490 445 446 491 2512 

第55表貝種組成 a.イボキサゴとその他の種の比率

SI∞2 SIOIIA SI030 SZOOI 

イポキサゴ 11734 48 954 1677 
日% 20也 40% 60% 凶% 100% 

シオフキガイ 28 161 491 

ハマグリ 22 10 332 38 
SI002 

アサリ 148 51 76 213 

カガミガイ 186 SI011A 

サルポウガイ 18 63 

7 ガキ 23 SI030 

マテガイ 29 54 

その他 8 43 SZ001 

合 計 11998 115 1824 2483 

混入とみられるウミニナ干斗、アラムシロガイを除いた。
-イボキサゴ 口その他

bイボキサゴを除いた組成

0弘 10帖 30弛2ω6 

SI002 

SI011A 

SI030 

SZ001 

40% 70首 90弛 100弛50% 60首 80目

ロアサリ 爾シオフキガイ 口ハマグリ ・カガミガイ ・サルボウガイ圃マテガイ・マガキ ロその他
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3. 員殻のサイズ

平安時代の Sト002A. Sト011A・SI-030と，時期不明の SZ-1ではかなり異なっている。前者は当地域の

縄文員塚の貝に比べて，かなり大きな個体が目立つが，後者ではどの種もやや小ぶりなものが多い。

SI-002 Aの 1cm'" 2 cmのアサリの幼買はイボキサゴに混じって採取されたものとみられる。SI-030の

ハマグリはきわめてサイズのばらつきが大きく， 2 cmほどの幼貝から， 9 cmを超える大型貝まで採取して

いる。計測値分布のグラフをみると， 4 cm'" 5 cmと8cm'" 8. 5 cmの2つのピークがある。サンプルA.B

には前者が，サンプルC'Dには後者が多いので，複数の漁に由来する，サイズの平均と分布の異なる

データが交じり合った結果と考えられる。試料数が少ないため，合計の数値のみを示したものである。

第2節出土人骨

SK-I02出土の埋葬遺体について，歯牙の同定分析は渡辺新氏に依頼し，それ以外は西野雅人が行った。

遺体の保存状態は良くないが，ほぼ全身骨が遺存する。遺存部位はスケルトンマップ(第322図)の網掛

け部分である。ただ し，手足の骨と肋骨は同定せず，椎骨の一部など同定できなかった破片も多い。頭蓋

は破片のみであった。大坐骨切痕が広いことから女性であろう。年齢は，第3大臼歯がすべて萌出してい

て，岐耗がほとんど進んでいないことから，壮年前期と推定される。なお，下顎左の第3大臼歯には校合

面に麟蝕がある。歯牙の計測値 ・観察結果は第57表に示す。[藤井 1960]の方法による推定身長は 149.97

cmある。推定式(女性の大腿骨)は身長=大腿骨全長x2. 24 + 61. 043である。
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第322図 SK-I02人骨遺存部位
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第57表歯牙データ

歯種
保存 歯冠計測値

暁耗 踊蝕 形態観察
冠/根 m-d b-l 

上右 11 0/0 8. 5 7. 1 。シャベル形[sJ

12 保存なし

C 保存なし

P1 0/0 7. 2 9.6 。
P2 0/0 7. 3 10. 1 。
M1 0/0 10. 7 12.4 2 。岐頭[4J

M2 0/0 9.8 12. 7 。暁頭[4-J

M3 0/0 7.5 9.2 。。岐頭退化形，単根

上左 11 歯槽閉鎖途

12 0/0 7. 1 6. 3 1 。シャベル形[sJ，近心方斜岐耗，唇面黒灰色班

C 0/0 7.2 7.9 l 。
P1 0/0 7.0 9. 3 1 。エナメル質減形成

P2 0/0 7.3 9.6 。
M1 0/0 10.4 12. 5 2 。岐頭[4J

M2 0/0 9. 5 12. 1 l 。岐頭[4-J 

M3 保存なし 歯冠ヒダ

下右 11 歯槽閉鎖

12 歯槽閉鎖

C 0/0 7.0 (7.9) 。エナメル質減形成，頬側面頚部歯石

P1 保存なし

P2 保存なし

M1 0/0 12. 3 11. 4 2 。Y5 

M2 0/0 11. 6 10.2 。+4 

M3 0/0 12.0 10. 7 。
下左 11 歯槽閉鎖

12 0/0 6. 3 5.8 2 。遠心方斜暁耗

C 0/0 7.0 7.5 2 。
P1 0/0 7.0 7.8 。
P2 0/0 7. 7 9.2 。
M1 0/0 12.3 11. 4 2 。Y5 

M2 0/0 11. 6 10.3 X4+1，第6暁頭[3J，遠心面頚部麟蝕

M3 0/0 11. 1 10.3 歯冠ヒダ，単根，岐合面麟蝕
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第9章考察

第 I節旧石器時代

1.石器群の位置付け(第323図)

本遺跡では， 22か所の石器ブロックとその周辺部，単独出土地点，上層遺構内から合計677点の旧石器

時代石器群が出土し， これらを 3枚の文化層に区分した。

第 l文化層は，立JlIローム層第2黒色帯下部の医c層を出土層準とし，小規模な 2か所のブロックから

41点の石器群が出土した。石器組成は，台形石器(1 )，掻器(2 )，模形石器(5 )，加工痕ある剥片，

使用痕ある剥片 (6・7)，石刃 (4)，敵石，剥片・石核類 (3・8)で，石斧類がみられない点を除く

と，小規模ながら当該期石器群の様相をよく示している。石器群の大多数は搬入品で，本格的な剥片生産

に関連する資料は， 028-aブロックの珪質頁岩 l母岩に限られる。石器石材は，黒曜石，安山岩，頁岩，

珪質頁岩，チャート，砂岩，ホルンフェルスで，剥片生産がほとんど実施されていないことを反映してか，

多種多様な石材が少量ず、つ含まれる構成である。石材産地については，肉眼観察によると，黒曜石は，信

州和田峠周辺産，八ヶ岳周辺産，神津島産を含むと判断され，それぞれが単独の製品として搬入されてい

る。頁岩には，硬質轍密な東北産があり，珪質頁岩は，房総半島南部の嶺岡産と考えられる。安山岩や砂

岩，ホルンフェルスなどは石材産地を特定することが困難であるが，上総丘陵砂醸層を含めた東関東地方

一帯で採取可能なのであろう。黒曜石や安山岩による不定型な剥片類と東北産頁岩による石刃の組合せは，

柏市中山新田 I遺跡や千葉市東大野第2遺跡，市原市草刈六之台遺跡など類例が多く，房総半島における

医c層石器群の一般的な姿と捉えられる。反面，当該期の黒曜石は栃木県高原山産の利用頻度が最も高く，

その点で本遺跡はやや異なっている。

第2文化層は，立JlIローム層第2黒色帯上部周辺のvn層~羽層を出土層準とし， 小規模な 2か所のブ

ロックから 32点の石器群が出土した。石器組成は，使用痕ある剥片(10) と剥片・石核類 (9・11・12)

で，定型的な石器はみられない。搬入品が多く，剥片生産は， N26-aブロックにおける安山岩 l母岩に限

られる。石器石材は，安山岩を中心に，チャート，黒曜石，砂岩，璃瑠が加わる。いずれも石材産地を特

定することは困難である。一般的に，房総半島における当該期は，①東北産頁岩による大・中型の石刃石

器群，②信州産黒曜石の中・小型石刃と 2側縁調整のナイフ形石器を指標とする石器群の二者が顕著であ

るが，そうした遠隔地石材によらない石器群も散見され，当遺跡の石器群もこれに該当するのであろう。

第3文化層は，立JlIローム層第 l黒色帯周辺のV層"-'N層下部を出土層準とし， 中・小規模の 18か所

のブロックとその周辺部から 576点の石器群が出土した。石器組成は，ナイフ形石器(13"-'25) と掻器

(26"-' 29， 31"-' 33)，削器等を中心とし，加工痕ある剥片，使用痕ある剥片など臨機的な石器も多い。ナ

イフ形石器は横長剥片，あるいは不定型の剥片を用いた切出形(14"-'17など)が主体をなし， これに石

刃・縦長剥片製の 2側縁調整(18)，基部調整 (22)がわずかに伴う。掻器は，いずれも厚手の不定型な

剥片を利用したもので 遺跡内で、刃部再生作業を行った形跡がある。剥片生産については， N27-aブロッ

クから出土した黒曜石数母岩の接合資料からみて (30)，粗割りされた拳大程度の黒曜石塊を石核の素材

とし，分割面を打面として不定型の剥片や形状の整わない縦長剥片を生産したものが多い。また，各母岩
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の接合状況や分割面等に付着した細かな擦痕(キズ)から，分割礁の状態で長期に携行され，本遺跡に搬

入されたことがわかる。この他，安山岩を中心に，厚手の剥片を石核の素材として，交互剥離によって不

定型の横長剥片を生産するものもある。石器石材は黒色不透明で爽雑物の多い黒曜石が8割を占め， これ

に安山岩，珪質頁岩，チャートなどが加わる。黒曜石の大半は栃木県高原山産と判断され， これにごく少

量の信州産が含まれるようである。石器組成，剥片剥離技術，石材構成から，武蔵野編年IIa期，相模野

編年III期に対応する典型的な内容である。ブロック数は多いものの，その大半が限定された空間に密集す

ること，石器石材が限定されること，中・小規模のブロックが主体であること，礁群を伴わないことなど

から，その多くがほぼ同時期で一過性のものではないだろうか。

2. 掻器の刃部再生について(第324図)

第3文化層を特徴づける点として 21点ものまとまった掻器があげられる。房総半島では，当該期に栃

木県高原山産黒曜石を主体とする石器群に掻器が多出する傾向があり，典型例としては千葉市バクチ穴遺

跡，山武郡芝山町岩山中袋遺跡などがあげられる。本遺跡では， こうした掻器の一群に，刃部再生過程を

知る上で良好な接合資料を得ることができた。石器が製作から廃棄に至る過程で変形していくことについ

ては，外国例も含めて研究が進展しつつあるが，接合資料による具体例となると意外に少ないようである。

そこで，基礎資料の提示という意味で， ここで再度資料を掲載し，注意しておきたいと思う。

第324図 lから 3は，掻器の刃部再生に関わる接合資料である。また， 4は掻器の製作に関連する資料

である。いずれも栃木県高原山産黒曜石による不定型の剥片を用いていると考えられる。

laは，掻器(lc)の刃部の左側に偏ったところに，横長剥片(lb)が接合したものである。 lbは，打

面に沿ってやや縦長の細かな剥離面が連続しており，打面と表面の接する部分が掻器の刃部の一部だった

ことを示している。また， laをみると， lbとlcの接合面は小さく，接合面の両側には隙聞があることか

ら， 1 bを剥離した後，その剥離面の両側を細かく修正したことがわかる。なお， laとlcとを比べると，

石器の長軸が45度ほどずれており，掻器の刃部再生に伴って石器本体の外形を変えたことがわかる。同

時に，当該個体の刃部の再生は，石器を柄からはずして行ったと考えられる。

2も基本的に lの接合資料と同じである。 2aは，掻器 (2d) の刃部正面に横長剥片 (2b) と小型の縦

長剥片 (2c)が接合したものである。 1と同様， 2aから 2bを剥離した後， 2bによってできた大きな剥離

面の両側を細かく調整して (2cの剥離を含む)，新たな刃部を作り出している。本例は刃部再生前 (2a)

と再生後 (2d) の石器長軸が一致しており，着柄状態のままでも刃部の更新が可能だったようである。

3aは，掻器 (3c)の刃部の左側面に小剥片 (3b)が接合したものである。 3bの背面左側にもやや大き

めの剥離痕があること， 3bの剥離後にも小剥片が剥離されていることから，刃部再生の意図が感じられる

が，おそらく失敗し，その後の作業を放棄した資料と考えられる。

4aは，当初，表面右側に刃部を作り出そうとしたが欠損したため，挟りをいれて上下切断し，掻器 (4b)

を製作した資料である。この他にも L26-bブロック出土の第30図2のように刃部中央に大きな剥離面が

残る掻器があること， 2b， 2cに似た剥片が散見されることから，さらに多くの個体で類似した作業が実施

された可能性が高い。
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5は，本遺跡で確認できた刃部再生過程を模式化したものである。刃部の消耗が激しい掻器にあっては

刃部の頻繁な更新が当然予想されることであり，上記の刃部再生の方法は，現代のカッターナイフのよう

に，当初から備わっていたと考えられる。

石器の刃部再生がそれを用いた作業に直結した行為と仮定すると，刃部再生を行った場所は，その石器

を使用した場所の可能性が高い。集落内の各空間が作業内容を限定していたとは考え難いが，それでも，

どこで， どのような行為を行ったかを考える上で，数少ない手掛かりになると思う。

第2節 古墳時代から平安時代の土器分類と時期区分

1 .土器分類

第 5章及び第6章における土器の説明は，以下の土器分類に対応している。なお 各時期ごとに分類す

るが，混入品のうち前後に連続する時期のものについては あえて分離していない。

坪 A

坪 B

椀 A

椀 B

高杯 A

高杯 B

高杯 C

古墳時代中期・後期前半

lゼノ
ミレf

j 

387 

( 1 )古墳時代中期 ・後期前半

(第5章第 l節 1・2項)

土師器杯類

士不A:内湾する丸底。底部外面へラケズリ，ナデ仕

上げ。内外面赤彩。

亦B:口縁強く外反し，下端に明瞭な稜をもっ丸

底。底部外面へラケズリ，ナデ仕上げ。内外面

赤彩。

椀A:口縁内傾し，下端に稜をもっ深い丸底。底部

外面へラケズリ，ナデ仕上げ。内外面赤彩。

椀 B:口縁短く外反し，下端に弱い稜をもっ。

高坪A:口縁外方に聞き，杯底部に稜をもっ。脚の

柱状部は中空で，裾は屈折して大きく聞く。坪

内面ハケ調整後ミガキ，外面はへラケズリ調

整。

高杯B:口縁部外反し，下端に明瞭な稜をもっ。杯



高杯 D 

弓手ヲ
高杯 E 

鉢 A

鉢 B

鉢 C

部は浅く，底面はほぼ水平。 Aと同様中空の屈

折脚がつく。杯部内外面 ・脚部外面赤彩。

高杯C:口縁下端に稜線があり，中空の屈折脚をも

っ型式で、は最も新しい段階のもの。外面はへ

ラケズリ後ほとんど無調整で，全体に雑なっ

くり。

高坪D:杯部は内湾気味に聞き，口縁下端に弱い稜

をもっ。内外面赤彩。

高杯 E:直接的に開く椀形の杯部をもっ短脚の高

杯。内面はミガキ仕上げ。

鉢A:脚台付の鉢。鉢部は「く」の字状口縁をもっ

イチジク形。外面横位のへラケズリ，内面ナデ

調整。

鉢B:弱く外反する口縁部をもっ深い鉢。胴部はや

やふくらみをもっ。外面へラケズ リ，内面ナデ

仕上げ。

鉢C:短く外反する口縁部をもっ。胴部のふくらみ

はわずかで，ゆるやかにすぼまっている。

鉢D. rく」の字状に外反する口縁部をもっ大型の

鉢。肩がやや張る形態。平底と思われる。外面

横位のへラケズリ。

土師器壷聾類

小型聾A:大きく開いた「く」の字状口縁をもっ平

底の整。外面へラケズリ後ミガキ。内面口縁ハ

ケ調整，以下へラケズリ後ナデ。
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壷 A

壷 B

壷 C

蓋 E

査 F

j 

壷 G

小型聾B:口縁強く外反し，体部との境に稜線をも

つ。外面へラケズリ，内面ナデ調整。底部は大

きな平底。

小型番C:屈曲の弱い短い口縁部をもっ。全体に下

半がふくらむナスビ形。平底の大きな底部をも

つ。

壷A:有段口縁の長頚壷。球形の胴部，やや上げ底

気味の平底をもっ。外面 ・口縁部内面はミガキ

仕上げ後赤彩。

壷B:やや内湾気味の直口査。口頭部内外面ハケ調

整。胴部へラケズリ後部分的にミガキ仕上げ。

底部ハケ調整。

査C:短く直立する頚に外反する口縁がつく。外面

へラケズリ後ミガキ仕上げ。分割成形痕を明瞭

に残す。

壷D:球形の胴部をもっ丸底の直口査。外面 ・胴部

は平滑なミガキ仕上げ，底部はへラケズリ後ナ

デ，内面へラナデ。

査E:小型の直口壷。平底。頚部~胴部外面細かく

へラケズリした後所々にへラミガキ，内面

頚部へラケズリ，胴部ナデ仕上げ，輪積痕明瞭

に残す。

壷F:小型の直口査。 Eより長頭。肩が張るソロパ

ン形の体部に平底がつく。外面へラケズリ後ナ

デ，内面へラナデ，外面と口頭部内面を赤彩。

査G:ほぼ直立する口頭部をもっ長頚査。体部外面

へラケズリ後ナデ，内面ナデ仕上げ，輪積痕残
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聾 A

聾 B

聾 C

る。外面と口縁部内面を赤彩。

聾A:高く立ち上がる「く」の字状口縁の聾。外面

ハケ調整後胴下半をへラケズリする。内面胴部

上半に輪積痕が明瞭に残る。

聾B:口縁端部が強く外反する「く」の字状口縁の

聾。内外面共にへラケズリ調整。

聾C:高く直立する頚部をもっ。胴部は倒卵形。頚

部外面縦方向のへラケズリ後ナデ，胴部外面横

方向，底部斜位のへラケズリ後ナデ，内面ナデ

仕上げ。

聾D:直立気味の口縁部に球形の胴部をもっ。外面

縦方向のへラケズリ，内面は口縁の屈曲部を横

方向にへラケズリし，胴部はナデ仕上げ。

甑A:単孔の甑。穿孔部へラケズリ，内外面共縦方

向のへラケズリ，底部外面は斜位の細かいへラ

ケズリ。
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古墳時代後期後半

~二ノ

にこ野

J記ノ

ぷ三戸ノで1ノ

手頁子主主

5主ミ
ζ君主当

民同ミ三三吉二二子

E全 h

E-~~ 

ミ主j

( 2 )古墳時代後期後半

(第 5章第 l節3項)

土師器坪類

亦A:浅い椀形の丸底の坪。

A 1 (小):口径 10cm，高さ 3cm前後の丸底の杯。

外面はへラケズリ後ナデ仕上げ。

A 1 (大):口径 13cm，高さ 4.5cm前後の平底気

味の杯。外面はへラケズリのちナデ仕上げ，内

面ナデ仕上げ。

A II (小):口径 12.5cm，高さ 3.5cm前後。へラ

ケズリ，内面ミガキ仕上げの平底気味の杯。黒

色仕上げするものもある。

A II (大)・口径 17.0cm，高さ 6.0cm前後。

杯B:口縁部下端に明瞭な稜をもっ。外面へラケズ

リ，内面ミガキ。

(小):口径 11.0cm，高さ 3.3cm前後。

(大):口径 14.0cm，高さ 4.0cm前後。外面を赤

彩するものがある。

坪C:口径 14.0cm""'-' 16. 0 cm，高さ 4.5 cm""'-' 5. 0 cm 

前後の平底の杯。外面へラケズリ，内面ミガキ。

内面黒色仕上げのものが多い。

杯D:口縁部がやや丸みをもって外方に立ち上がる

平底の杯。藤原京期の須恵器亦Gを模倣した形

態。

須恵器坪類(須恵器は飛鳥・藤原宮跡発掘調査報告

書Hの分類に基づく)

杯H蓋:口縁部に受け部をもっ杯Hと組み合う蓋

HI 口径 12cm前後，高さ 4.5cm前後。口縁部と

天井部の境に稜をもっ(1)，天井部まで一気に
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回転ナデ仕上げし，天井部にカキ目を施す (2)，天井

部を回転へラケズリし，口縁内面に沈線をもっ (3)が

ある。

HII 口径 10cm前後，高さ 2.5cm前後口縁部と天井部の

境に沈線をもっ(1)と，境がなく口縁内側に沈線をも

っ (2) がある。短く内傾する径 11cm弱の受け部をも

っ杯Hが組み合う。
差杯 BIT

/一会 L
竺手 主ご±三、

モヨ三ゴ

杯G:口縁部が外方に開く，身の深い坪。

G 1 底部はやや丸みをもっ平底。口径 11.5 cm，高さ 4

cm前後。

GII 椀形の丸底で，口縁部はやや外方に開いて立ち上

がる。口径 11.5 cm，高さ 3.5cm前後の小型品から口径

14 cm前後，高さ 5cm前後の大型品がある。

蓋坪Bill

杯三ヨ三デ二ゴ
蓋杯B:高台付の亦Bとそれに組み合うつまみ付の蓋。

B 1 口径 14cmの組み合わせ。蓋は高さ 5cm前後の傘型

で口縁端部がやや外に聞く 。杯は高台付で，丸みのあ

る底部が突出する。口縁部はやや内湾する。

土師器

下町

BII:口径 15cm (前後)の蓋と 14cm前後の杯。蓋には低

いつまみが付き，口縁端部が内傾する。杯は B1と同

様底部の突出する高台付であるが，口縁部が外方に開

く点が異なる。

高杯A

三ミg 司 二-;?
BIII:口径 16cm (前後)の蓋と 15cm"'" 15. 5 cmの杯。蓋

には宝珠形のつまみが付き，口縁端部にはほぼ垂直の

面がっくり出される。高台付の杯は底部がほぼ水平で

ある。

杯A:口径 16.5cmに及ぶ大型の杯。底部は回転へラケズリ

による平底。

nJ
“
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土師器

聾A

聾B

重C

聾 D

土師器高坪・皿

高亦A:中空のやや高い脚をもっ高坪。士不部は椀形のもの

と，外方に聞く浅いものがある。

皿:浅い皿。口縁下端に稜をもっ。内外面赤彩。

須恵器壷聾類

査A:フラスコ型長頚査。湖西産とみられる。

土師器壷聾類

聾A:口縁部の径と胴部最大径がほぼ等しい。胴部外面の

上半は縦方向，下半は斜位のへラケズリ。

事B:肩が張り球形の胴部をもっ。外面は肩部から斜位の

ヘラケズリ，内面は横方向のへラナデ。

聾C:口縁部が外方に大きく聞き端部が内側につまみ上げ

られる。最大径は口縁部にあり，ほとんど張りのない

長胴の聾。外面は底部付近まで、縦方向のへラケズリ，底

部付近まで縦方向のへラケズリ 底部付近で斜位に方

向を変えてへラケズリが施される。内面はへラナデ。

聾0:口縁部の外方に大きく聞き，端部は丸く納められて

外側に玉縁をもっ。底部に向かつてすぽまる器形で，胴

部の張りはCよりも目立たない。胴部外面の上半を縦

方向，下半~底部を斜位に方向を変えてへラケズリし

ている。内面は横方向のへラナデ，ナデ仕上げ。
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奈良時代
土師器

吏~
杯A

ミ斗グJ
ミこレノ

杯B

杯C

杯 01

DII 

いヰd ¥;;_ι匠フ

ミE富野

守主コf
杯G

与三主ゴ

ミ司三三f

Hill 
ヒョ望号

』圭三ず

( 3 )奈良時代

(第 6章第 l節 l項)

土師器坪類

坪A:浅い丸底の椀形。外面へラケズリ，内面へ

ラミガキ。内面黒色仕上げと， しないものが

あり，口径 12cm，高さ 3.8cmの小型品と口径

15 cm，高さ 5.0cmの大型品がある。

士不B:口縁ほぼ直立し丸底の底部との聞に明瞭な

稜を持つ。外面へラケズリ，内面ミガキ。

B I 内面のみ黒色仕上げ。

BII 内外面とも黒色仕上げ。

BIII: I， IIより深い丸底。黒色仕上げしない。

坪C:比較的深い平底の杯。外面へラケズリ，内

面ミガキ。口径13.0cm，高さ5.0cmと口径14.5

cm，高さ 5.2cmの大型品があり，後者は赤彩。

杯D:底部に丸みのある浅い平底の杯。口縁端部

がわずかに外反する。

D I 畿内産の暗文土器。内面に放射状 ・螺旋

状の暗文，口縁部外面に横方向のへラミガキ

が施される。

DII :DIを模倣し，内面をへラミガキしたも

の。

士不E:平底の盤状杯。深さ 3.0cmの浅いものと 3.7 

cmの深いものがあり，前者は赤彩。

杯F:丸底気味の盤状杯。口径 15.0cm，高さ 3.0

cmの浅いものと，口径 16.5cm'"'" 17. 0 cm，高

さ4.0cm前後の大型品があり，前者は赤彩。

杯G:箱形のロクロ土師器。底部は手持ちへラケ

ズリ。口径 15.5cm，高さ 5.2cmの大型品と口
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須恵器
戸主主E

杯B蓋I
争‘ ー、

メ三三ヨ一一璽~

モ主主J

予 I~
ミヰニJ

ヒ主二J
三正三Y

E主二戸

;ミ三主ゴ

哲三耳

径 11.5 cm，高さ 4.0cmの小型品があり，前者

は赤彩、静止糸切り離し。

H II :底部静止糸切り離し後周縁を手持ちへラ

ケズリ。赤彩。

H III :底部手持ちへラケズリ。内面黒色仕上げ。

HN:底部回転糸切り後，周縁手持ちへラケズ

リ。

須恵器坪類

坪B蓋:高台付の坪Bと組み合うつまみ付の蓋

B 1 :擬宝珠形のつまみをもっ非常に扇平な

蓋。

BII:口縁端部がほぼ水平に引き出されるタイ

プ。わずかにかえりの痕跡を残す。茨城県南

部産か。口径 16cm前後のものと 13cm前後の

ものカfある。

BIII:擬宝珠形のつまみをもち，口縁端部に面

をもっ。回転へラケズリによって水平な天井

部をっくり出している。口縁端部は内側へ強

く折り込まれる。口径 19cmの大型品， 16 cm 

前後の中型品がある。

BN:笠型の天井部をもち，口縁の折り返しが

不明瞭なもの。口径 15cm前後。

BV:円筒形のつまみをもっ口径 19cmの大型

品，径の割に大きなつまみがつく口径12cm前

後のものと，口径14cm前後のものがあり，端

部はほぼ直角に折れる。
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土師器

高坪A

鉢A

鉢 B

鉢 C

小型聾A

小型聾B

杯B:高台付の杯。口縁部は直線的に外方に開く。

B 1 :底部はやや出っぱり気味だが，高台の中に納まる。

口縁がやや内湾するものと，外方に開くものがあり、

口径 14.5cm前後と 16cm前後のものがある。

BII:身の深い高台付の坪，口縁部はやや外反する。高

台は外側に聞いてふんばる形態。口径15cm"'"16cm，高

さ6cm"'" 6.4 cm。

BIII:小型の高台付杯。底径7.6cm。

坪A:平底の杯。口縁部は直線的に外方に開く。

A 1 :口縁部の聞きが少ない。箱形の平底杯。口径11cm， 

13 cm前後のものがある。

AII:AIより口縁部の開く逆梯子形の杯。底部の調整

には回転へラケズリと手持ちへラケズリがある。口径

12em"'" 13 cm，高さ 3.8"'"4.5 cmo 火だすきのあるもの

は永田・不入産か。

AIII:浅く底部の大きい平底の坪。口径 13.8 cm，底径

10.0cmに復元で、きる。ひと回り大きい口径 14.0cm"'" 

14.5 cm，高さ 4.1cm""'4. 7 cmのかなり厚手のものもある。

AIV:浅い逆梯子形。口径 13.0cm"'" 13. 5 cm，高さ 3.5 

cm"'" 3.6 cm。

AV:内湾気味に立ち上がる。口径13.8cm，高さ 3.9cmo 

坪C:丸みをもって外方に聞き 底部は丸底風である。口

径 14.5cm，高さ 3.8cm。湖西産。

杯D:底径の小さい平底の杯。口径 12.6cm，高さ 4.0cmo 

土師器高坪・鉢

高杯A:脚部は大きく聞く中空の柱状部をもっ。浅い椀状

の坪部がつく前代の残存型式。

鉢A:口径の割に深い形態。口縁部が肥厚するのが特徴。外

面幅の広い横位のへラケズリ，内面ナデ。

鉢B:大きな平底をもつやや内湾する形態。外面横方向の

へラケズリ，内面ナデ。

鉢C:直線的に聞く形態。内面ミガキ仕上げ後黒色処理。
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土師器

嚢 B

聾 C

甑 A

土師器童書類

小型蓋A: rく」の宇状口縁の小型書。外面縦方向

のへラケズリ。

小型聾B:イチジク形の胴部をもっ脚台付の小型

聾。胴部外面上半は横方向のへラケズリ。底

部付近は縦方向のへラケズリ。かなり薄手。

内面上半は横方向のへラナデ，下半はナデ。

小型書C:口縁部が短く外反する寸胴な小型窒。

比較的大きな平底をもっ。外面大きく縦方向

にへラケズリ，内面ナデ仕上げ。

聾A:ゆるやかに聞く 「く」の字状口縁をもっ長

胴聾。底部は小さく不安定。外面斜位~縦方

向のへラケズリ，内面頚部横方向のへラナ

デ，以下ナデ仕上げ。かなり薄手。

蓋B:強く外反する口縁部をもっ長胴の蓋。外面

縦方向のへラケズリ，内面横方向のへラナ

デ

事C:直口気味の口縁と強く張る肩部をもっ。胴

部は球形に近い。外面縦方向のへラケズリ~

横方向のへラケズリ，内面横方向のへラナ

円ア

聾D:外面の胴部下半をへラミガキする常総型の

蓋。内面は，横方向のへラナデ。

甑A:口縁部が強く外方に聞く単孔の甑。外面は

へラケズリ，内面はナデ調整。

甑B:口縁部が強く外反する甑。胴部がやや丸み

をもっ。牛角形の把手が2方向につく。外面
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はへラケズリ，内面はナデ調整。

須恵器壷聾類

短頚査蓋:永田・不入窯の製品に，口径13.1 

mの類品がある。口径13.6cm，高さ 3.1 

cm。天井部回転へラケズリ。

長頚壷:やや厚手の長頚査。肩の張る胴部に

付くとみられる。

聾A:口縁部に明瞭な面をもっ短頚の費。口

縁端部は下方につまみ出され，断面三角

形を呈する。

聾B:口縁部に稜のある面をもっ。 Aより長

頚。やや肩の張る長い胴がつく。

事C:口縁部が大きく外方に聞き，端部をつ

まみ上げた広口の聾。胴部の張りは弱

しヨ。

甑A:口縁端部が短く外に聞き外面に面をも

つ。底に向かつて直線的にすぽまる器

形。叩き板成形で，底部外面をへラケズ

リする。五孔の甑。



平安時代

ぷ手茸写〆

係 BI 三証ゴ
Bll ~主ダモ主j

ミ主プ
ミ葺~~主ゴ

町道五ヨグミヰヨク

BV 

B羽
xj膨

BVll 

問 主主ダ三~
阻ミ~

(4 )平安時代

(第6章第 l節2項)

土師器坪類

杯A:非ロクロ土師器。

A 1 口縁下端を境に底部に向かつてすぼまる平

底の杯。外面はへラケズリ調整。きわめて希だ

が，千葉市域で9C後半代に残る例(高沢遺跡)

がある。口径16.2cm，底径8.0cm，高さ 4.5cmo 

AII:外方に大きく開く平底の杯。外面は口縁以

下をへラケズリ調整し，内面はへラミガキ後黒

色仕上げ。口径 16.9cm。

坪B:ロクロ土師器

B 1 :箱形。底部回転へラケズリ。口径 12.8cm，

底径8.3cm，高さ 4.8cm。赤褐色。

BII:口縁端部がやや外反する比較的深い逆梯子

形。口縁部が内湾気味に立ち上がるものと直線

的に開くものがある。口径 1l.9 cm'" 14. 8 cm， 

底径6.5 cm'" 7. 0 cm，高さ 4.3 cm'" 5. 0 cm。樫

色~にぶい桂色。

BIII:口縁部が大きく外反する形態。口径 13.7 

cm，底径6.6cm，高さ 4.4cm。褐色。

BN:逆梯子形。口縁部が内湾気味に立ち上がる

ものと，直線的に開くものがあり，前者の方が

深い傾向にある。底部調整は回転へラケズリ・

手持ちへラケズリの双方がみられる。口径1l.9 

cm'" 12. 6 cm，底径6.5 cm'" 7. 2 cm，高さ 3.9cm 

'" 4. 2 cm。黄櫨色~暗褐色，褐色，赤褐色。

BV:内面を磨いて黒色仕上げする。底部を回転

へラケズリするものと 手持ちへラケズリする

ものがある。黄櫨色。

BVI:平底で内面に連続鋸歯状暗文をもっ。いわ

ゆる甲斐型杯。

BVll:底径が口径の半分以下 (37%'"49%) に小

きくなったもの。底部は回転糸切り後無調整

で，削出し高台風の例もある。灰褐色，明赤褐
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色。

BVlII:底径が小さく深い形態 (38%'"48%)。底

部の切り離しには回転糸切りと静止糸切りが

ある。樟色赤褐色。

B医 BVlIIよりさらに底径の比率が小さいタイ

プ(37%以下)。底部は回転糸切り後無調整。黄

樺色。

BX:足高高台付杯。貼付けられている高台は高

さ2cm以上に達し，ロクロで整形されている。

椀A:底部を高台風にへラケズリした椀。口縁部は

回転ナデ仕上げ。

A 1 :底部は回転糸切り離し後無調整。口径12.8

cmの小型品。

AII 底部は回転糸切り離し後周縁を手持ちへ

ラケズリ。口径 17.3cmの大型品。

椀B 成形の粘土柱を高台風に切り離している。内

面全体をへラミガキし うるし仕上げ。外面に

もうるし仕上げの痕があるが，遺存が悪い。口

径 16.2cmo 

椀C:薄手の貼付け高台をもっ椀。高台端部を先細

りに仕上げる。

椀D:薄手の貼付け高台をもち，内面をへラミガキ

後黒色仕上げした椀。

DI かなり内湾し，口縁端部が短く外反する形

態。 口径 (14.0cm前後)に対して，小さい高

台(径6.0cm前後)がつく 。内面に加えて外面

の口縁上部をへラミガキしたものもある。

D II : 1より湾曲が弱く，深い大型品(口径16.4

cm'" 18. 4 cm)。外方に大きく開く高台がつく。

基本的には内面を磨いて黒色仕上げするタイ

プであるが，内外面共磨いて黒色仕上げする

例がある。

皿A:平底の浅い皿。回転糸切り離し後回転へラケ
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ズリするものと無調整のものが伴出している。

A 1 :口縁部が直線的に聞くもの。口径 12.0cm，

高さ 2.3cm。

AII:口縁端部が外反するもの。口径 12.0cm"'"

13.6cm，高さ1.9 cm""" 2. 5 cmo 

皿B:口縁部が強く外反し，底部を手持ちへラケズ

リする。火だすきがある。口径13.3cm，高さ 2.4

αn。

皿C:底部を高台風にっくり出したもの。

C 1 :底面を回転へラケズリし，内面をへラミガ

キしたもの。口径 13.1 cm，高さ 2.2cm。

CII:底面を手持ちへラケズリし，内面を磨かな

いもの。口径 12.7cm，高さ 2.1cm。

皿D:口縁部が直線的に開く貼付け高台付の皿。口

径 12.7cm"'" 13. 5佃，高さ 2.6 cm""" 3. 4 cmo 

D 1 :底面を回転へラケズリするもの。

D II :底面回転ナデ。

皿E:口縁端部が短く立ち上がる貼付け高台付の皿。

底面は回転へラケズリ。口径 14.0cm，高さ 2.7 

cm。

皿F:小型(口径11.0cm以下)の皿。底部回転糸切

り離し後無調整。

須恵器坪類

キミミE-: ;，)刷:口縁部が開け方にーの杯。

A 1 :深い箱型。口径 12.6cm，底径8.5cm，高さ

AVミ主主イイミヨヨf
4.4 cm。底部を手持ちへラケズリ。灰黄褐色。

AII:AIより浅い箱型。口径13cm前後，底径7.5

cm，高さ 4.0cm。底部を手持ちへラケズリ。黒

褐色。中原窯の製品に類似する。間ミヨ'
ヌ二~

三去三

AIlI :底部に丸みがある比較的深い形態。口径

13.0 cm，底径7.1cm，高さ 4.1cm。暗褐色。中

原窯の製品に類似する。

AN:比較的浅い逆梯子形。火だすきがある。口

径 13cm前後，底径7cm前後，高さ 3.5cm前後。

青灰色のもの(1)とにぶい樺色の厚手のもの

(2 )がある。
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椀i間 J

手付紙

土師器

鉢 A

小型饗 A

AV:口縁部が大きく外に開く。底部小型化。口

径 13cm'""-' 14 cm，底径6cm前後。樟色~明赤褐

色のもの(1 )と黒褐色のもの(2 )がある。

2は中原窯の製品とみられる。

AVl:底径が小さく，深い逆梯子形。口径 13.4

cm，底径6.5cm，高さ 4.7cm。外面黒褐色~内

面暗灰黄色。

AVII:大きく開く逆梯子形の大型品。口径 14.4

cm，底径7.6cm，高さ 4.1 cm。底部回転へラケ

ズリ。褐色。底部に線刻あり。

AVIII:亦H 身込みを深くナデる逆梯子形の杯。

口縁部は大きく外反する。口径 13.9cm，底径

6.7 cm，底径6.7cm，高さ 4.6cm。赤褐色。宇

津志野窯の製品に類似する。

椀A:高く外反気味の貼付け高台をもっ。薄いっ

くり。高台径7.8cm。

椀B:強く外反する厚手の貼付け高台をもっ。高

台径7.3cm。

緑柚間器

椀A:薄手でシャープなっくりの貼付け高台付椀。

底部回転へラケズリ。全面に均質な粕が掛か

る。尾北産の黒笹 90号窯式。

灰紬陶器

椀A:削出し高台の椀。猿投 ・黒笹 14号窯式の堅

く焼きしまった良品。高台は非常に小ぶりで

ていねいなっくり。内面全体に施紬。高台径

6.0 cm。

椀B :Aに比べかなり焼きの甘い製品。発色が悪

く全体に黒ずんでいる。口縁部内面のみ施紬。

やや内湾する貼付け高台がつく。底部から口

縁部下半をへラケズリする。猿投 ・黒笹90号

窯式に類似する。口径 15.5 cm，底径7.6cm， 
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小型聾 B

小型聾c ~ 

小型聾 D

ア
仏
、

u
u

聾A

聾 B

聾 C

高さ 4.3cm。

手付瓶:猿投・黒笹 14号窯の製品。底部回転糸切

り。

土師器鉢類

鉢A:やや内湾気味の口縁をもっ平底の鉢。外面は

横方向にへラケズリした後上半をナデ仕上げ。

内面は横方向のへラナデ。

鉢B:口縁部が強く外反するバケツ型の平底の鉢。

内外面とも横方向のへラナデ。底部外面へラ

ケズリ。粘土組接合痕が残る。

土師器聾類

小型聾A:ゆるやかな「く」の字状口縁をもっ。端

部を強くナデ，明瞭な稜がある。外面上半は縦

方向のへラケズリ，下半は横方向のへラケズ

リ。内面ナデ仕上げ。

小型聾B:短い「く」の字状口縁で外面に面をもっ。

外面上半は縦方向のへラケズリ，下半は横方

向のへラケズリ。内面へラナデ。かなり厚手の

っくり。

小型聾C:口縁はほぼ直立し，端部は短く内湾して

内面に沈線をもっ。外面縦方向のへラケズリ，

内面横方向のへラナデ。

小型聾D: rく」の字状口縁。外面縦方向のへラケ

ズリ (A，，-， Cより細い)，内面ナデ仕上げ。

書A:口縁部は大きく「く」の字状に聞き，端部を

若干つまみ上げている。最大径は口縁部にあ

り寸胴。外面縦方向のへラケズリ，内面横方向

のへラナデ。

書B:ゆるやかな「く」の字状口縁をもち，やや胴

部の張る器形。口縁端部ヨコナデによって外
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聾 D

聾 E

須恵器 ロ=ゴ小型嚢 A

小型聾 B

聾 A
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面に面がっくり出されている。外面縦

方向のへラケズリ，内面横方向のへラ

ナデ。

聾C:胴部下半をへラミガキすることを特

徴とする常総型の聾。口縁端部が短く

立ち上がって，つまみ出すように外反

する。

書D: rく」の宇状の口縁部から底部に向

かつてすぼまり，非常に小さな底部が

つくナスビ形の聾。外面上半縦のへラ

ケズリ，下半は横のへラケズリ，内面は

ヘラナデ。

肇E:口縁部は直立して，上端だけ短く外反

する。上半は横方向のへラケズリ，下半

は縦のへラケズリ。非常に薄手。内面は

ナデ仕上げ。

窒F:口縁部は短く外反し，外側に面をも

つ。最大径は口縁部にあり，次第にすぼ

まる器形。

須恵器聾類

小型窒A:ロクロ成形の小型蓋。底部外面を

手持ちへラケズリする。

小型蓋B:叩き板成形の小型聾。底部外面を

へラケズリする。

聾A:やや受け口状の「く」の字状口縁をも

つ中型品。最大径は肩部にあるが，肩の

張りは~~い。底部は安定感のある大き

な平底。内外面に叩き板成形の痕が残

り，外面上半を縦方向にへラケズリす

るものとナデ仕上げするものがある。
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整B:受け口状の「く」の字状口縁をもっ大

型品。胴部上半に最大径がある。外面は

叩き板成形痕を残し，下部に横方向のへ

ラケズリ，内面は頚部付近のみ横方向の

へラナデを行い，以下には当て具痕を残

す。

事C:口縁部は「く J の字状で，外面に明瞭

な面をもっ。胴の張りは弱い。大きな平

底の底部をもっ。外面上半は叩き板成形

痕を残し，下半は斜位のへラケズリ。内

面は当て具痕が残り，部分的にへラナデ

がみられる。

聾D:口縁部は強く外反した「く」の宇状で，

外面に面をもっ。 A"'Cに比べ頚のくび

れが強く胴部に丸みがある。内外面に叩

き板成形痕を残す。

聾E:長頚の聾，外面叩き板成形痕。底部外

面へラケズリ，内面ナデ仕上げ。大きい

平底をもっ。
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聾F:口縁部は短く外反し，外側に稜をもっ

面がっくり出される。最大径は口縁部に

あり，底部に向かつてすぽまる器形。外

面に叩き板成形痕を残し，水平に横方向

のナデが加わる。内面は，当て具痕がそ

のまま残る。

甑A:五孔の甑。口縁部はほぼ水平に聞き，外

側に稜のある面をもっ。口縁直下に把手

の形骸化した突起が2個ある。外面は叩

き板成形痕を所々ナデ消し，内面にも当

て具痕の上に横方向のへラナデがみられ

る。

甑B:五孔の甑。 Aに類似するが，口縁部の

外反度が弱い。把手状の突起の断面は台

形。

甑C:単孔の甑。孔の少し上にストッパー状

の内面突帯がある。口縁に最大径がある

がすぼまりは小さく，底部は比較的大き

し)0



2.土器編年

本書は，遺跡内で大規模な集落が営まれた時期を「古墳時代後期後半J，r奈良時代J，r平安時代」に分

けて報告を行っている。ここでは，この時期区分と実際の出土資料を対照するための前提として，土器編

年を示す。なお，断片的資料しかない古墳時代中期及び後期前半の土器については，後の資料との聞に断

絶があるのでここでは触れない。 1項の土器分類を参照いただきたい。

編年は竪穴住居跡出土の土器群から行った。とくに聾類を基軸とした。その結果が第325・326図である。

まず，千葉寺地区の土器群を概観すると，大きく 2つに分けられる。

1 :聾・甑類の多くが土師器で構成される土器群

II :聾・甑類の多くが須恵器で構成される土器群

千葉市周辺に現れる地域色の最たるものは，煮炊き用の聾類が独特の須恵器によってまかなわれること

である。千葉寺地区では土師器が駆逐されるほどに強く現出している。むろん伝統的な須恵器の用いられ

方ではないから，この地域色の発現をもって新旧の基準とすることができる。須恵器の質も異なる。灰色

や灰白色に還元焼成された須恵器を主体とする I群に対し， II群は褐色ゃくすんだ黒褐色に焼成され，土

師器と区別しにくい須恵器を主体とする。土師器を含め，器種別の形態や，皿の有無といった器種構成そ

のものにも，両土器群の聞には目立った違いがある。これらすべての要素から，土器群における最大の画

期が， 1群と II群の間にあることがわかる。

つぎに， 1とIIの土器群を細分する。

Iの土器群については差異が大きく，区分はしやすい。加えて，近くの遺跡に指標とするべき良好な一

括資料がある。千葉寺地区の 5kmほど南に位置する，千葉市種ヶ谷津遺跡(第3次調査，主要地方道生実・

本納線調査としては第2次)出土の土器集積遺構 (SX)である。同遺構では，住居跡 l軒分ほどの範囲

に，復原可能な個体だけで600個体以上出土した。間層をほとんど挟まずに，関東各地の土器が密集状態

で認められている。通常の集落跡と同じく，坪類や聾類で構成されているので，ある一時期，当地方で日

常的に入手可能であった土器の大部分が網羅されているとみてよい(以下，種ヶ谷津資料と呼ぶ)。

種ヶ谷津資料は，土師器のみで蜜が構成されており， 1の土器群に含まれる。逆に， 1群は種ヶ谷津資

料より多様である。種ヶ谷津資料を基準にして， 「種ヶ谷津期J (3段階)，その前の「先種ヶ谷津期J (2 

段階)，その後の「後種ヶ谷津期J (4段階)の 3つに区分することが可能である。また，種ヶ谷津資料に

先行する土器群には，同資料に近い段階 (2段階)のほかにも，古墳時代後期・鬼高式の伝統を色濃く残

す，さらに古い土師器が含まれている(l段階)。これは，鷲谷津遺跡ではまだ少ない段階である。聾の

形態等にも後の様相と大きな相違がある。このため，本来， 1の土器群に含めるのは相応しくない。しか

し，かつて鬼高式と真間式は連続的とされたように，この時期の変化は漸移的である。鷲谷津遺跡の開村

時における土器群という意味から，あえて切り離すことはしていない。

Hの土器群については差異が小さく，区分はしにくい。種ヶ谷津資料ほどの一括資料がないため，ここ

では地域的な主要器種である須恵器書類の「退イ包」を基軸とした。まず，聾類への須恵器使用という視点、

に戻ると，圧倒的多数の千葉産須恵器によって土師器聾類がほぼ駆逐される段階(l， 2段階)と，須恵

器が比較的少なくなる段階 (3，4段階)が認められる。つぎに，須恵器聾類の口縁部に注目すると，前
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者の塞が端部に多数の面をとり，丁寧かっ装飾的な造りであるのに対し，後者の聾は丸みを帯びたり，素

口縁になっている。これを退化とみるなら，後者のほうが新しい。退化傾向を示す書類には，器壁内湾・

底部回転糸切り無調整の坪が伴うなど 共伴器種に明瞭な変化がみられる。なお 編年表では諸要素から

前後をさらに 2段階ず、つに区分しているが，緩慢な変化であるため厳密な境界はない。

さて，変遷を理解するためには系統の整理が不可欠で、ある。このとき，最大の難問は土師器聾類である。

種ヶ谷津資料では，外部地域の武蔵型聾・常総型聾と，地域内部の「在地聾」の 2種類・台付聾・小型警

があり，最低でも 6種類の聾がそれぞれ多量に出土している。

長谷川厚によって「在地聾」とされたものは，通常頚部が「く」の字形に強く屈曲する，やや開いた筒

型の長胴聾をさす。縦方向の粗いが規則的なへラケズリ痕が特徴的で，器面の凹凸が激しい。これに対し，

もう一つ異系統の聾がある。頚部から胴部にかけて緩やかな rS J字ラインを描くように，比較的ふくよ

かな胴部をもっ，厚手で重量感のある歪である。斜めや縦のへラナデで器面が比較的滑らかに調整され，

調整単位が明瞭でない場合がある。数は少なく，査の要素も持ち合わせるが，在来の鬼高式聾から生じた

「在地聾」である。両者の混乱を避けるため，便宜的に名前を与えておく必要があろう。形状から，頚部

が「く j の字に屈曲する前者を「房総KJ型，緩やかな rS J字を描く後者を「房総 SJ型としておく。

本節 l項で、行っている土器分類に照らすと，土師器聾類の系統は以下のように整理できる。なお，分類

は暫定的に時期区分ごとの説明となっているので，本文中では混同しないよう記号の頭に，

コ=古墳時代後期後半 ナ=奈良時代へ=平安時代

の略号を付ける。また，図中の亦に「イ J とあるのは底部糸切り無調整のことである。

武蔵型 :ナ聾A ・へ聾E

常総型 :ナ聾D・へ聾C

房総K型:コ聾D ・ナ蓋A (II群では， K'型=へ事A :千葉寺地区では系譜が続かない)

房総S型:コ聾B ・ナ聾C (II群では， S'型=へ窒B・0:器形のみ武蔵型に近似したもの)

台付聾 :ナ小型聾B

小型書 :ナ小型蓋A ・C

他地域との併行関係を示す聾以外の外来系土器では，良好な土器群を伴う大きな破片のみ図に組み入れ

た。近畿地方の暗文土器(ナ杯01)は，ほかに引-081の2点，日-086の11点， 027-19グリッドやN27-

24グリッドの各 l点があり，模倣品(コ皿・ナ杯oII) については SI-007，SI-026の各 l点がある。上

総型坪は，幻-070で I群3段階の土器群との共伴例が唯一である。甲斐型杯(へ杯BVI)は Sト125での

み出土している。灰粕陶器はほかに 026グリッドで出土している。緑粕陶器は SI-087の伝世品を除くと，

SI -072の出土例だけである。

その他の系統分類は編年図のとおりとした。 H群における杯類は，ロクロ土師器と須恵器との見分けが

困難であることから，系統分類を断念している。

須恵器窯の特定については，形態と，胎土や焼成等とを考慮して初めて見極めが可能になる。それでも

既知の窯に限られてしまい， 自ずと限界がある。したがって，本書ではとくに必要があるときのみ窯の特

定を試みているが，基本的には東海産，茨城産などといった大枠での把握をするほうがよいと考えた。千

葉市域及びその近隣に所在する窯で焼かれた須恵器は，黒褐色，暗褐色，褐色，赤褐色など独特の色調を

有する軟質の焼成であるため，いわゆる須恵質に焼成された他地域の須恵器とは明確に一線を画す。千葉
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市南河原坂窯，中原窯，宇津志野窯，富里町吉川窯，佐倉市端山越遺跡等の製品を一枠内でとらえ， ここ

では「千葉産須恵器」とした。なお，南河原坂窯ではミガキをもっ土師器坪などが，窯ないし窯と隣接し

た場所で生産されているという。つまり，土師器と須恵器が異なる工人集団の産物とは認識しえない状況

である。生産側，消費側ともに，土師器と須恵器の区別が暖味になった土器群， というのがII群の本質と

考える。

以下，土器の群と段階を，時期変化であるとして期と読み替え，各期ごとの特徴を記していく。

(1) 1-1期

新しい土器様式が成立する直前の状態である。一部に次代への過渡的要素がある。千葉寺地区で本格的

に集落形成が始まる段階の土器で，資料的には少ないため，欠けている器種の存在が想定される。

須恵器坪

東海産とみられる小型の丸い蓋(コ杯H蓋)を主体とする。身(コ坪H)の出土量は蓋に比べて極端に

減少する。丸底と平底の中間で，素口縁の小型亦(コ坪G1 )がまれに含まれる。

土師器坪

須恵器亦H蓋と同形同大の，丸い小型杯(コ杯A1 )が主体である。内面をミガキ調整している。放射

状の暗文をもつものがある(コ杯AII)。鬼高式の特徴である身の模倣坪は極端に減少する。

高坪

土師器高亦が少数みられる。内面黒色処理を施した亦部に，太い脚部がつく (コ高坪A)。坪部形態は

単純化し，土師器坪と同じ椀形になる。脚も単純化し，短い「八J の字形で，下端部屈曲は形骸化する。

聾

鬼高式以来の伝統的な土師器聾である。口縁端部や頚部に丸みをもっ，縦長球形をした厚手の聾で，下

ぶくれではなくなり，やや肩の丸みが増した，房総S型の原形が主体となる(コ聾A)。口縁部や胴部な

どの一部形態に房総K型の特徴が出現し始める。

(2) 1-2期

先種ヶ谷津期である。須恵器は少なく，出土例のほとんどが東海産(湖西窯)と考えられる。土師器で

は房総K型警の定着，台付事出現，浅い杯の増加など，漸移的に新しい土器群の要素が出揃う。

須恵器坪

東海産の小型杯蓋(コ坪H蓋)が残り，高台付蓋坪(コ坪B)が加わる。高台付蓋杯には，高台より底

が丸く突出する「出っ尻」のもの(コ坪B1・BII) と平らなものがある(コ杯BIII)。無蓋坪では，や

や平底の小型杯(コ坪G1 )と，半球形の杯(コ杯GII)がある。これらは時期差を含むとされるが，集

落では混在した状態で出土する。

土師器坪

浅めの丸い小型杯が主体であるが，同形の大型杯がある(コ坪AI'AII'B)。内面はへラミガキ・

黒色処理が多い。また，平底気味の坪(コ杯C)や丸底の盤状坪(ナ士不F)が現れる。畿内の暗文土器(ナ

亦D1 )やその忠実な模倣品(コ皿)を伴うことがある。

高坪

土師器高杯がごく少数例みられる。単純な椀形の杯部に， 「八」の字形の太く短い脚が付く。内面はへ
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ラミガキ・黒色処理が多い。

聾

房総K型と房総S型の土師器聾を主体とし，前者が急増する。房総K型(コ聾D・ナ聾B)は，頚部が

「く」の字に屈曲し，外面に列をなす縦へラケズリ痕をもつが，初期ほど頚部屈曲が鈍く，調整にも過渡

的要素が強い。地元鬼高式の流れを汲む厚手の房総S型(コ聾B) は，器形，頚部形状，口縁端部に丸み

があり，横や斜めの丁寧なへラナデにより，外面がきわめて滑らかな段階である。この段階で出現する台

付聾(ナ小型聾B) は，脚が短く，厚手の造りで，ゆがんだ奮形ないし鉢形をなす。武蔵型聾や常総型聾

など，他地域の聾が参入を始めるがまだ比率は低い。武蔵型聾はまだ少し厚めである。

甑

底が抜けた単孔の土師器甑で占められる。ややふくらみをもっ鉢形をなし，厚手である。外面は縦を基

調とするへラケズリ，内面は器壁中央部に縦ミガキが施されるものが多い。暗褐色から明褐色をしている。

(3) 1-3期

種ヶ谷津期である。土師器中心とした様式が完成する。須恵器は杯類にのみみられるのが基本で，東海

産が姿を消し，茨城県産など近隣からの供給に切り替わる。地元では市原市永田・不入窯があるが，この

段階での出土数は少ない。土師器では，盤状の杯が主体を占める一方，地元の聾を凌駕する量の武蔵型聾

などが搬入され，異系統の聾が共存するという特徴がある。後半になると，搬入品の影響で地元の聾が変

容を始め，ロクロ土師器の坪が登場するなど，様式が急速に崩壊を始める。

須恵器坪

浅身の杯(ナ杯AIV) が主体である。広い平底で，器壁は斜めにまっすぐ聞き，鋭い口縁端部をもっ。

浅箱形の坪(ナ杯A1lI)，下端を強く削った坪(ナ杯AV)，浅身の高台付杯(ナ杯BIV)を伴う。深身の

坪(ナ杯AI)や深身の高台付杯(ナ坪BII )は種ヶ谷津資料にはあまり含まれないので，参入の時期が

少し遅れる種類であると考える。

土師器坪

丸底の盤状坪(ナ坪F) と，平底の盤状坪(ナ杯E)が主体である。内面ミガキ・内外面赤彩が多い。

小型の丸い杯(ナ坪A・B)は減少する。畿内系暗文土器の模倣品(ナ坪DII)が伴う。前半には厚手で

粗い造りの小鉢が多数存在するが，鷲谷津遺跡では l例 (Sト122) しかない。後半には，ロクロ製の杯

(ナ坪G • H 1) や深身の平底杯(ナ杯C・ナ鉢B)が出現する。盤状坪と同様，内外面赤彩が多い。

聾

武蔵型が増進し，次いで房総K型，房総S型，常総型の順に多い。武蔵型(ナ聾A) は，明褐色を基調

とし，横・斜めへラケズリによる極薄(3mm前後)器壁が特徴で，頚部が「く」の字に屈曲し，直線的で

長い口縁部をもっ。房総K型(ナ聾B) は，暗褐色を基調とし，縦列をなす粗いへラケズリが特徴で，比

較的厚手であるが，後半には薄くなる。房総S型(コ聾B)は，暗褐色から明褐色を基調とし，上部縦へ

ラナデ・下部横へラナデが特徴的な極厚の聾で，多様性に富み，須恵器短頚査に類似した聾(ナ聾C) も

これに含まれる。後半には数が減少し，器壁は薄くなる。常総型(ナ聾D) は，胎土に大粒の白雲母を含

む比較的淡い色調を基本とし，丁寧なナデと下半部の組い縦へラミガキが特徴で，厚みがあり， rSJ字

状またはつまみ上げ口縁をもっ。底部外面に木葉痕を残すものがある。台付聾は資料的に恵まれないが，

厚手・不整形である。小型聾(ナ小型聾A・C)も厚手・不整形で，縦列の組いへラケズリが特徴である。
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(4) 1-4期

後種ヶ谷津期である。土師器中心の構成であるが，須恵器が書類に参入し始める。須恵器杯類は，灰色

に還元焼成された市原市永田・不入窯産等が多く，書類は黒褐色ゃにぶい黄櫨色の千葉産が多い。土師器

では，伝統的技法を保っていた盤状杯が消え，ロクロ土師器杯に交代する。地元の聾は減少し，搬入品の

影響による変容が進む。これらは須恵器の比率増大と一体の現象で， II式への過渡的様相である。

須恵器坪

箱形杯(ナ坪A1 ) と，やや底が狭い坪(ナ杯AII) が主体となる。浅身底広の杯は含まれなくなる。

高台付杯(ナ杯BII )も深身で，椀状の形態をなす。蓋のつまみには，中央が凹んでいるものを含む。

土師器坪

ロクロ製の杯(ナ坪H)が主体となる。須恵器杯と同形で，黒色処理が施されたもの，ケズリやミガキ

が加わるものを含む。箱形杯の底部調整には，糸切り痕を中央に残し， ドーナツ状に周囲をへラケズリし

たものが含まれる(ナ坪HN)。器壁全面にへラケズリ調整が施される杯は，須恵器に追随した深身平底

の杯(ナ坪C)のみとなる。ロクロを使わない盤状坪は消滅し，以後，ロクロ整形が杯の基本となる。

土師器聾

主体となる武蔵型(ナ事A) は，二度の口縁部ヨコナデのうち二次ヨコナデが口縁端部にのみ強く施さ

れ，頚部付近に施される一次ヨコナデとは分離する傾向がみられる。これにより口縁端部にも頚部とは別

の屈曲が生じ，頚部「コ」の字化(へ聾E) への前兆が認められる。房総K型，房総S型は減少する。調

整は伝統の縦へラケズリ(下部は横へラケズリ)，形態は武蔵型に似て肩が張り，底部が小型化し，薄手

化する。つまみ上げ口縁は常総型の影響と考える。台付書は均整で薄手の搬入品がみられる。脚部の精美

な造りは，前代で姿を消す厚手の台付蓋とは大きく異なる。数は少なく次第に消滅する。

須恵器聾・甑

数は少ないが，長頚の聾(ナ蓋B・へ費E) と甑(ナ甑・へ甑B)がある。甑と同形の聾(ナ聾C) は

希である。比較的操業開始が古い千葉市南河原坂窯にはこのような器種構成が認められる。千葉産須恵器

の供給元はまだ少ない段階と考える。蓄は三角形に近い，かなり鋭利な口縁部形態をもっ(ナ聾B)。

(5) II-l期

ロクロ製の土師器・須恵器杯類と，須恵器書類が飛躍的に比率を増し，隆盛を極める。黒褐色から褐色

に焼成された中原窯などの千葉産須恵器を主体とする。入れ替わりに，土師器の伝統的な整形技法をもっ

坪はみられなくなり，土師器書類は著しく減少する。

坪類

灰色に還元焼成された須恵器は激減する。箱形杯(へ坪A1 )が若干残るほかは，底が狭く浅い杯(へ

杯AII"'V)や，口縁部が大きく外反する杯(へ杯AVIII)が主体である。土師器はロクロ製が基本で，独

自の技術的系譜をもたず，須恵器と連動する。古くは箱形杯(へ杯B1)を多くみかけるが，すぐに底が

狭く浅い杯(へ坪BN)に交代する。椀に連なる大型杯(へ杯BV) は，内面ミガキ・黒色処理が多い。

赤彩は姿を消す。

皿

焼成・形態ともに須恵器か土師器かの区別が難しい。須恵器盤等を祖形として，一般的にはこの段階に

参入する。高台の有無は別系統を示し，当初から両者が存在する。口縁部が盤状に立ちあがる(へ皿E)
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か，杯部が内湾する(へ皿DI • 11) ものが原形に近いので古いと考える。

須恵器聾・甑

甑と同形の薯(へ聾B)が主体となる。褐色の甘い焼成で，二次焼成を受けているものが多い。タタキ

整形で，外面下部 1/3に横へラケズリが加わり，胴上半部には幾本ものナデによる細い横筋が均等に配さ

れる場合が多い。口縁部は突帯やつまみ上げを複合的に施し 装飾的で複雑な造りである。甑も出土量は

多く，焼成・調整は書と共通で，口縁部は聾よりさらに複雑な面取りがされている。底部は単孔(へ甑C)

と五孔(へ甑B)があり 後者が主体である。二方向に方形の突起をもっ O 長頚の蓋(へ聾E・D) は比

率的にやや少ないが，造りは同様で、，二次被熱もしている。口縁部突帯は比較的突出度が低い。

土師器聾

武蔵型は減少に転じながらも搬入が続く。器壁が極めて薄く，頚部断面が「コ」の字形に変わるのが特

徴的である。房総S'型(へ聾B) は， S型を母胎に，胴部外面上半の縦へラケズリ(ナデ)，下半の横へ

ラケズリという伝統を受け継ぐ一方，胴部形態は武蔵型に近似し，頚部屈曲は鋭く，器壁は薄くなるとい

う変化を経て成立する。常総型は少量搬入されている。小型聾(へ小型聾A) は薄手で，均整がとれてく

る。房総S'型と同じ調整がなされ つまみ上げ口縁をもっ。

(6) 11-2期

ロクロ製の杯類と，須恵器書類が隆盛である。暗褐色から明褐色に焼成された宇津志野窯などの千葉産

須恵器が中心である。土師器書類は最も減少する段階を迎えるが 後半になるとやや増加に転じる。

坪類

須恵器では，底が小さくやや深身の坪(へ坪A)が主体である。器壁はまっすぐ斜めに立ち上がり，口

縁端部が若干ふくらみをもっ。土師器では，ロクロ製の浅い杯が主体で，器壁がやや内湾気味(へ坪BN)

と外反気味(へ郎B11 )がある。大型の坪はやや口縁部が外反する(へ杯BII・III)。ヘラケズリを加え，

内面にミガキを施し，さらに黒色処理をする杯(へ坪A11) が希にみられる。

皿

鷲谷津遺跡では高台付皿は減少し，高台風の痕跡が残る土師器(へ皿C)や，平底の土師器または須恵

器皿(へ皿A)が主体となる。いずれも口縁部が外反するか，直線的である。糸切り痕を残すものを含む。

須恵器聾・甑

甑に似た書(へ窒B)が主体である。後半になるとタタキ痕のナデ消しが始まり 口縁部はやや短くな

るとともに，端部装飾がやや簡略になる(へ事C)。長頚の蓋や甑も同様の変化を示す。

土師器聾

武蔵型はほとんど搬入されなくなる。前半には薄手であるが，後半には器壁の厚みがかなり増す。房総

S'型は，口縁部は短くなり，端部に須恵器と似たつまみ上げや面取りが施され，器壁は再び厚くなる。少

量ながら参入を始める房総K'型は， K型とほぼ同じ特徴をもつが，調整や器形がかなり不規則・不整形

である。小型聾(へ小型聾A・D)はまだ比較的薄手のものが多い。ロクロ製は須恵器の可能性が高いと

されるが，縦へラケズリ調整されたものと同様の器形・口縁部をもっ。

(7) 11-3期

須恵器と土師器の区別がより困難になるが，聾類に関しては，須恵器に対して土師器の比率が増加に転

じ，共存するようになる。また，各器種ごとの形態的な変化が， 11式の中ではもっとも明瞭に起こる。
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坪類

須恵器と土師器の区別はほとんどできない。器壁が内湾するのが特徴的である。ロクロ製の浅い杯(へ

須恵器坪AV・へ土師器杯BII . vn)が主体で，底部はへラケズリ調整を含むが，基本的に回転糸切り無

調整となる。椀を模倣する傾向が強まり(へ土師器坪A1 • II・椀A1)，小型の深い杯(へ杯BVIII) も，

側面下部を椀の高台風に削り出す。これらの傾向は後半ほど顕著になる。なお，皿は著しく減少する。

須恵器聾・甑

依然として甑に似た聾(へ聾A)が主体であり，タタキ痕をもつが，縦方向のへラケズリやナデにより

タタキ目を消すものが多い。口縁部装飾の退化が著しく，焼成はますます軟質になる。甑は減少する。

土師器聾

搬入品が減少，薄手の塞が消滅する。増加に転じる房総S'型(へ聾D) は，端部に面をもっ短い口縁

部が特徴的で，外面の横へラケズリが，胴部上半にも施される場合がある。房総K'型(へ聾A) は，胴

部が均整な筒形と化し，鋭い頚部屈曲以外は，古式の姿に戻る。つまみ上げ口縁が多い。小型聾(へ小型

聾B) は調整や口縁部形態が房総S' 型と同じで，比較的厚手になる。

(8) II-4期

全体的に土器の出土量が減少する。須恵器はそれと認識できる資料の減少が著しく，土師器との融合が

進み，口縁部等の形態が簡略化する。

坪・椀類

すべてロクロ製である。小型の浅い杯または椀(へ椀A1 )と深い坪(へ坪IX) は高台風に底部を厚め

に切り離し，回転糸切り痕を残す。足高高台付杯(へ杯x) は，高さ 2cm"" 6 cmの高台をもち，丁寧なロ

クロ整形後，あまり調整を加えていない。低い高台をもっ椀(椀DII) は，口縁端部の反り方などに繊細

な造形がみてとれ，内面ミガキ・黒色処理などを施す。これらは共伴することがある。高台風に厚底と

なっている椀(へ椀B) は，木製椀とよく似た土師器最後の椀である。

皿

減退していた皿が再び現れる(へ皿F)。数は少なく，形は土師器の浅い坪に類似する。底部に回転糸

切り痕を残す。カワラケ様の土師皿が出現するのはさらに後半のことである。

須恵器聾・甑

依然として甑に似た聾(へ聾A)が主体である。タタキ痕は縦のへラケズリやナデによりほとんど見え

なくなり，口縁部は素口縁に近くなる。

土師器聾

房総S'型.K'型には大きな変化がないが，口縁部は単純化する。また 須恵器の聾(へ聾E)の形態

をもちながら，外面をヘラケズリや丁寧なへラナデ(ミガキ)とした暗褐色の聾が現れる。

3. 時期区分

千葉寺地区の鷲谷津遺跡は 総合的にみて奈良・平安時代の大きな集落であり 隣接する観音塚遺跡に

ついても同じことがいえる。古墳時代中期および後期前半とみられる資料も出土しているが，断片的にし

か認めらず，断絶がある。これに対し，奈良時代の直前，あるいは古墳時代の終わり頃と考えられる資料

は比較にならないほど多い。本遺跡の集落が本格的に形成されるのはこの時期といえる。
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本書では住居跡に関して，古墳時代を 3時期(1中期J， r後期前半J， r後期後半J)に区分し， さらに

「奈良時代J，r平安時代」の順に分けて報告している。とくに後期を 2時期に分割したのは上記のような

状況を考慮したためであり，実際には「後期後半」といっても，もっとも新しい時期に資料が集中してい

る。むしろ後続する『奈良時代」との分離のほうが難しい状況といえる。

「古墳時代後期後半」の分離については，整理作業上の問題からあまり複雑な指標では行いえなかった。

このため，作業当初から，飛鳥あるいは藤原宮を念頭に，そのころ生産されたと考えられている東海産の

須恵器，あるいはそれに類似の須恵器が伴うこと，を指標としてきた。本書の構成は基本的にこの方針に

沿ったものである。したがって 生産地における編年が正しかったとしても，そこから遠く離れた消費地

である本遺跡では，様々な要因により廃棄される時期に誤差を生じているはずで、ある。このことは当然，

「奈良時代」以降の区分にも影響する。

上記の指標をもって，土器編年と時期区分を対照させるとほぼ次のようになる。

「古墳時代後期後半J =1 -1期・ 1-2期

「奈良時代J =1 -3期・ 1-4期

「平安時代J =II-l""'4期

これをみると，時期区分と土器群から連想される年代観に矛盾が生じている。 1-3期の分類基準と

なった種ヶ谷津資料は，その報告書においても 8世紀第3四半期とされていて，少なくとも通常でいう奈

良時代の始まりには位置づけられていない。

一方， 1 -2期の Sト143出土土器に含まれる畿内系暗文土器は，平城京での事例から確実に奈良時代

の所産と考えられる (SI-143に限っては，奈良時代に分類して報告した)。同様に， 1 -2期の SI-086出

土土器においても，層序的に分離不可能な状態で螺旋状の暗文をもっ搬入土器片が多数出土しており，奈

良時代の所産と考えてよい。

「古墳時代後期後半」の古相にあてた 1-1期の須恵器についても問題がある。本来，蓋杯は，蓋と身

が組で生産されたと考えられるかもしれないが，鷲谷津遺跡には杯H身の出土例が蓋に比べて著しく少な

いという現象がみられる。千葉寺地区の 1-1期よりも以前には，身模倣の土師器杯が出土する段階があ

り，須恵器杯Hの身がこの段階に多数共伴する。

須恵器供給元が，はるか遠方の東海産に偏る 1- 1・2期においては，限られた入手ルートの中で働く

消費地独自の論理を考慮しなくてはならない。器種は小さい杯類に限られるので，容易には破損しない。

祭租で埋めてしまうものではなく，生活用具として定着していたなら，なおさら繰り返し大切に使用され

たとみられる。もし，須恵器編年を額面どおり援用すると，奈良時代前半の土器資料は極めて少なくなり，

集落に断絶があることになる。しかし，集落分布は， 1 -2期と 1-3期の聞に長い断絶があったという

よりも，連続性があったとみるほうが無理のない様相である。土器編年上，土師器の変化も比較的連続的

に追える。とすれば，須恵器坪類は新旧が混在しながら，かなり遅い時期まで残る可能性が高い。した

がって，須恵器を指標とした区分である「古墳時代後期後半J は，そのうち 1-2期の相当部分が，奈良

時代にくい込むことになる。

このように，本書における「古墳時代後期後半J，r奈良時代J，r平安時代」の時期区分は，土器編年上

の区分に対し，近似値を示す時期名称であって，文献上の時代区分とはまったく異なる。土器編年上の区

分が，文献の時代区分をまたがることは当然ありうる。
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最後に，土器編年の考え方と時期区分についてもう一度整理しておきたい。

千葉寺地区鷲谷津遺跡では，奈良時代以前から，平安時代のかなり新しい時期まで，ほぼ継続的に集落

が営まれ，各時期の土器が出土している。土器群は須恵器の入手状況に大きく影響を受けている。 1-2

期までははるか遠方の東海産須恵器にほぼ限られており 土器群は土師器を主体に構成されている。 1-

2期から 1-3期にかけては，東海産から一転して，茨城県産や近隣の窯からの須恵器杯類を入手するよ

うになる。須恵器は一変するが，土師器杯類・聾類には連続性が認められ，引き続き土師器を中心に構成

されている。ただし，土師器聾類には近隣の県外産を多く含むようになる。土師器坪類も、増加した須恵

器坪類と同じく、大きくて浅い形態が中心となる。この時点を，本書では「古墳時代後期後半J と「奈良

時代」の境界としているが，実質は奈良時代の前半期に大きくくい込んで、いると考える。

つぎに，最大の変化がみられるのが 1-4期から 11-1期にかけてである。千葉産須恵器が飛躍的に多

くなることに関連して，煮炊き用の塞が須恵器に交代し，土師器聾類が激減する。この時点を「奈良時代」

と「平安時代」の境界としたが，実質は平安時代に少し入っている可能性がある。

一方，ほぼ「平安時代」にあたる 11-1期から 11-4期にかけては， 須恵器聾類が緩慢に変化(退化)

してゆく過程である。坪類に大きな変化がみられる 11-3期，及び 11-4期についても，他器種において

は比較的連続的な変化を示している。最終的にはカワラケ様の土師器皿を含むことから，中世直前まで断

絶はなく，連綿と続いた公算が大きい。

第3節出土金属製品

1.鉄製品

鷲谷津遺跡では，鍛冶関連資料を除いて 405点の鉄製品が出土している。これらは洗浄・分類した後，

X線撮影を行った。このうち，古墳時代から平安時代，および中近世の製品とみられる 229点を図化した。

計測表は附表 22'"35に示した。

図化した鉄製品の出土遺構は竪穴住居跡が最も多く 調査した 144軒の住居のうち 56軒が該当する。そ

の他の遺構では，掘立柱建物跡 15棟，土坑24基に出土例がある。

時期別に見ると，竪穴住居跡では古墳時代中期・後期前半が2/10軒，古墳時代後期後半が 12/27軒，

奈良時代が23/51軒，平安時代が 19/53軒で，弥生時代を除いた 141軒のうち 56軒が該当する。掘立柱建

物跡では古墳時代後期後半に帰属すると思われる例が2例，奈良時代と推定されるものが3例，平安時代

の建物跡が6例，平安時代と推定される例が4例ある。土坑には古墳時代後期後半の例が2例，奈良時代

の例が3例(うち 2例は推定)，平安時代に 14例(うち 4例は推定)，中近世に 3例みられる。

種類別に見ると，万子が最も多く 55点で，引-010のように l軒から 6点出土した例もある。ついで、多

いのは工具類で，柄部のみの例も含めると 51点ある。用途を特定できないものもあるが，形状からヤリ

ガンナとみられる例が 10点，ノミが8点，タガネが9点，錐あるいは刺突具が4点，彫刻万が3点ある。

次に多いのは鉄鉱で 29点あり，住居跡からは 22点出土している。このほか，利器では穂、摘み具が9点，

鎌が6点 (1点は用途不明瞭に鉄斧が l点ある。漁具とみられるものが6点あり，ヤスが2点，針状製

品3点，釣針状製品 l点が確認できる。また，紡錘具には，紡錘車2点・軸部4点がある。

古墳時代後期後半の竪穴住居跡で素環の轡が l点出土しており，集落内に騎馬を所有する人物が存在し

たことを示すものとして注目される。
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一方，建物等に用いられた釘や鎚，模などは 27点が図化可能であった。このう

ち，竪穴住居跡から出土したものは 14点である。土坑やグリッド出土品の中には

中近世に下る可能性のものもみられるが，かなり大型の角釘があり，相当の大型

建築物が存在したことがうかがえる。

板状・棒状の鉄製品については，用途や年代のわからないものが大半を占める。

以下，種別に総括的な特徴を述べる。

( 1 )鉄鍛(第328図，図版 148・149，附表22)

全体に刃部の遺存が悪く，図化した 29点のうち刃部の形態がわかるものは 13

点にとどまる。刃部と判別できるものは 17点である。

刃部の大きさ・形態から「広身」と「細身」に大別され，棒状部の有無によっ

て有頚鍛と無頚鍛に分けられる。有頚錬には棒状部の長い「長頚鍛」と棒状部の

;匂
俸

突起部幅

H
H刊

H
H

突起部長

短い「短頚銑」がある。無頚錬には刃部を直接矢柄に挟み込むものと舌状の突起

第327図鉄錬の部分名称をもつものがあるが，本遺跡では前者はみられない。

細身の長頚鍛には片刃と両刃があり，刃部の形態によって片刃箭 (1"-3・6"-9)・長三角形(11)・

ノミ箭(13・14・16) に分類できる。片刃箭には明瞭な直角関をもっ 3・6と刃部にふくらみをもっ l・

2，さらに刃部と棒状部の境が不明瞭な 7"-9がある。棒状部と茎の境には突起が作り出されている。長

頚鍛の突起部の形状には，明瞭な方形突起 (5・13・15・17)，方形がくずれて裾広がりになったもの (2・

6・12)，四面関に作り出されたもの(10)がある。

広身鍛は刃部の形態によって三角形(18・20)，長三角形 (21) 剣身形(19) 短冊形 (23) に分けら

れる。棒状部が短い短頚鍛(18"-21) と有舌の無頚鍛 (23)がある。短頚鍛の棒状部と茎の境は両関に

作り出され，ほぽ直角に切り込まれたもの(18) と，やや鈍角に切り込まれたもの (20)がみられる。

( 2 )万子(第329・330図，図版 147・148，附表23)

大きさ・形態ともに個体差が大きく，長期の使用によって刃部が摩耗したものが少なくない。また， sト
084 (26)・訂-096(35・36)で、は意図的に折り曲げて廃棄したと考えられる例が出土している。刃部・背

両側に闘をもつものが大半を占めるが，刃部側のみに関をもっ例もある (1. 2・16・17・54)。刃関に

は刃部に対してほぼ垂直に切り込まれたものと斜めに切り込まれたものがあり，柄の取り付け角度も多様

であることがうかがえる。現存する柄の素材はすべて樹木である。 46には茎を柄に固定するために巻いた

植物繊維が残る。背関にも直角に近い角度で明瞭に切り込まれたものと緩やかな角度でつくり出されたも

のがあり，時期による差はとくに認められない。

( 3 )鎌・穂摘み具(第331図，図版 150，附表24)

木製の横柄に装着したいわゆる草刈鎌と判断できるのは， 1"-4である。 5・6は同様の用途を推定し

たが薄板で作られた形状の異なるものである。 7"-15は穂摘み具である。 7"-12には柄あるいは握り部

を固定した孔が一対穿たれている。 12では木製の握り部と目釘が残存している。 13"-15には孔がないが，

刃部の形状から穂摘み具の一種と推定した。なお， 7はほぼ中央で、折れ曲がっており，万子と同様，意図

的に折り曲げて廃棄された可能性が高い。
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(4)工具(第332・333図，図版 149・152，附表25・26)

上記のように，柄部のみの例も含めると 51点ある。形状からヤリガンナとみられる例が 10点，ノミが

8点，タガネが9点，錐あるいは刺突具が4点，彫刻万が3点ある。

ノミには木材の加工に用いられる大型品(図333-1 )と細工に用いられる小型品(図332-1'" 6) 

があり，小型品は刃部の割に長い鉄柄の付くタイプで， 4にはねじりがある。 6は短冊形の棒状部の先に

刃をっくり出した形態で，幅を減じる茎との境に段がみられる。 7.9は6を小型にした形態である。ま

た， 8・14は刃部の先端が丸く作られているが，ほぽ同様の工具である。木材の細工より金属の加工に用

いた可能性が高いと判断し，タガネとした。 10・11は，さらに小型の工具で，やはり金属の切断や加工に

用いるタガネとみられる。 12・13も小型の工具で， 13は刃部が匙面状にくぽむ。彫刻万のように用いら

れたものと考えられる。 20・31・32は同一個体の可能性があり，刃部の形状からタガネ，あるいは彫刻万

として用いられたものであろう。そのほかの図332に示した棒状部・茎は， これらの工具の一部である可

能性が高いものである。

図333には大型のノミ・タガネとヤリガンナを図示した。 1のノミ棒状部と茎の境には，明瞭な方形突

起が認められる。 17は刃部の先端を欠くが，形態からノミとして用いられたと考えられる。 4は大型のタ

ガネである。

刃部の残るヤリガンナは， 2. 3・5"'8の6点である。 3は，柄部を二股にっくり出した特殊な形態

をもっ。溝 (SO-26)から出土した。 SO-26は，奈良時代以降に掘削された時期を特定できない溝である

ため， 3の時期については推測の域をでないが，古代のヤリガンナには例を見ない形態で，中世以降に下

る可能性がある。

( 5)鉄斧(第334図，図版 151，附表27)

平安時代の住居跡から l点のみ出土している。柄の装着部を袋状にっくり出し，断面はほぼ方形である。

袋部の深さは 35.5mmあり 全長のほぼ半分に達している。刃部は 7.25醐'"8.45 mmの幅で研ぎ出されて

おり，現状では裏側(袋部折り返し側)の研ぎ出し範囲を確認できない。刃部の厚みは研ぎ出し部で5.60

mm，袋部下端で 11.20凹である。

(6)紡錘具(第334図，図版 151，附表28)

図示した紡錘車2点は平安時代の住居跡 (Sト120A)から出土した。これに組み合う軸は出土しておら

ず，紡錘具の軸とみられる断面円形の棒状品は引-055から 2点， SO-14から l点出土している。これらは

いずれも両端を折損しており 全体の形状は不明であるが引-055から出土した 11・12の径は3.0mm'" 

4.0阻， SO-14から出土した 10の径は4.7 mm'" 5. 0 mmで， Sト120Aから出土した 2点の紡錘車の孔径に合

うため，紡錘具の軸として用いられたものと推定した。 13の断面は隅丸方形で，ヤスの可能性もある。

(7)漁具(第334図，図版 151，附表29)

ヤスが2点，針状製品3点，釣り針状製品 l点がある。 15・16は短い鈎状の先端部をもち，断面方形の

細い棒状部の形態からヤスと判断した。 17"'19については現状の先端部は丸く，断面円形で前者とは形

状が異なる。針の可能性が高い。 14は大きく鈎状に曲がる先端部の形状から釣針とみられる。

-421 -



1
1
 

~ 

ll5 

19 

~ 7 

au 

し
「
い
い

24 

第328図鉄鉱

-422-

パ
円
関
門
U
，

U
'
1
1

8 

パ
聞

13 

。

‘
い
刊
以
月
切

υパ
川

16 

@ 

‘' ， ， 

28 

29 



~斗ーー一
一防ィ〆=-r.

，:C~ .寸 「f-dff 弘
4 

週三F 一二閲 r-

c--=ー~ 二三::ζむ
7 

8 

/で三A一一一 互会-
9 

12 

国~二-~y-

13 

三ニヨ士一闘で ~-rn--=~ t~CCーでhr
14 

CE 晶一一一 Eコ ζ二r::F -LTI ¥関 L
17 

正二二 ー一三でー-~ 21 

どケτー} 'c SJ_~ 
26 

24 
-rl} 25 

27 

28 
m Lてコ--~ 

(4:5) 10cm 、匂woOA== 29 

』血ttl

第329図万子(1 ) 

-423-



《21--リ Ad--

:-[ & 
(X線投影図)

ーー「仁、 (I i←一一三一

，P=ミミミて

ζ士仁~ -Lつ- L~コ
38 

ζ二五一
40 

ー~~二二円
41 

49 

どー---=c= ~--
ヤ九一三士一仁五平~---~\fD~

50 

-~L{~ _ Aー十 凶

fτJ- 事二マミ
52 

一一一一__J 二三=も 54 

(4:5) 10cm 

第330図万子(2 ) 

-424-



~- ~信F里=ニ~一一

二J

「ーム¥←a
二三~//////////〓7////ZZZLLU 
~-4 

一人口

-. ， 

--

トG 

』出
(4:5) 

12 -;匂泡-ZZZZZZZ;ZZ:: 1 5 

10cm 

第331図鎌・穂摘み具

-425 

14 



』出国

25 

14 

ハハハ門川間一
26 ~ 

)
 

ro 
i
 

a
q
 

(
 

29 

18 

ー

l

h‘
仇
副
膚
臥
剛
山
明
閣
閣
圃
皿
恥
恥

M
m
y
I
6
7
'

ー

。，

i 
・1

32 
30 

第 332図工具(1)

-426 

， ， 
， ' 

33 

4 、t

5 
込/:

6 
S E 

8 E 

削 11 !I 「古i t1). 
， ， ， ， ， I 

3 

~ 

'!̂ '..' oj 九一1 1 
I ， 

" " 
I I 

" " 10 11 0 
12 13 

8 

1 ， ， 

い
門
川
門
川
M
J

34 



(X線投影図) 働

。
一

第333図工具 (2) 

円

t9“
 

a-

仁コ

3 



2 

ct，Z 2< 222222 2b ニ077%22%221'= 8 

い
い
円

1
1

ーピ4-17
'
』

4
1
1
1
U
1
q
l

9 

@ 

13 

R
U
 -

-』t
t
 17 

:J 

" 19 

10cm 

10 14 

(4:5) 。

第 334図鉄斧・紡錘車・漁具等

-428-



6 

lZJ 

15 

: 14 ，， ， 。
三三 l 11 ¥η: 〆'戸、ー、、

三割 トペー圧 1) 
I ! '"、

' 

~ 

庁1¥ 11 レ￥主主

I ， 
20 。

19 21 

， 23 
、v

22 24 25 
‘日82 0 18 。 (4:5) 10c町E

Itttttttm 

第 335図釘・鑓等

-429一

為
川
川
川
一
一

、、図



C 》

~ー

ヨ

。

7 

も

】:こ互 記
11 

10 

)
 

F
h
u
 

l
 

a斗(
 

第336図馬具・万装具・錨子・留金具等

430 -

〈三三一
2 

8 9 

、、

ζコじ;

:口
3 

12 14 



ぐゴ E 
10 電

3 

目

7 

6 

8 

修習

n
M
M
Uけ
円
M
M
M
M
U

¥、-L

。 (4:5) 

13 

12 

10cm 

第337図その他の鉄製品(1 ) 

431 

F 11 

可
14 



3 

一，巧アノノノノノノノ'//.ノノノ'//.ノ"/A r:ノノノノノノノJノノ///ノノノFフh

一/τ三三 三 ¥

5 

(4:5) 

出血泊

第338図その他の鉄製品(2 ) 

-432-



(8 )釘・縫等(第335図，図版 151，附表30)

頭部を L字形に折り曲げた角釘と頭頂部に厚みのある丸釘を古代から中世の釘として掲載した。 6. 7 

は平安時代前半の住居跡覆土下層から出土し，腐食して接合しないが本来は一体のものである。頭部を作

りださない釘，あるいは模として用いられた可能性が高いが，先端部の形状によってはタガネであった可

能性もある。 8も同様の用途が想定される。

12は角が直角にまがり，角で幅広になる形状から鍛と判断した。 14はねじりが加わった棒状鉄製品で

ある。平安時代前半の住居跡覆土下層から出土した。釘に類する用途が考えられる。

( 9 )万装具等(第336図，図版 153，附表32)

小万の把縁金具(6) と大万の責金具(8 )がある。 6は1/2周弱の破片で，腐食により周縁をほとん

ど失っているが，現存径(18.9mm)や厚さから小万の把縁金具と判断した。 8はほぼ完形の責金具であ

る。内径41.4 mmX 16.5 mmの大きさからみて通有の大刀に付くものと思われる。 7は，現状では歪んだ環

状となっている。縁の片側が薄くなっているが，合わせ目はほぼ均一の厚さである。大きさから小刀，あ

るいは大型刀子の把縁金具の可能性が高い。

(10)錨子(第336図，図版 153，附表32)

環状に曲げた頭部と脚の上部が遺存する。奈良時代後半の住居跡から出土した毛抜きである。やや内湾

気味の長い脚部がつくタイプとみられ， 2/3ほどを欠損していると思われる。

2. 銅製品

古代の銅製品で注目すべきなのは，帯金具と SI~082 のところで報告した，銅浮などの銅鍛治跡に関わ

る遺物である。また，中世以降の銅製品では，分銅と，土壇に伴うキセル・古銭があげられる。計測表は

附表36'"'-'38に示す。なお，和同開弥については出土銭貨の項にまとめた(第7章第3節)。

( 1 )帯金具(第339図，図版 155，附表36)

帯金具は，方形の透しをもっ巡方(1 )・裏金 (2・3)・帯先金具 (4)の4点である。 巡方の大きさ

31. 41 mmX 32.00 mmは，隣接する観音塚遺跡007号住居跡出土品 (29.90 mm X 31. 60 mm)・054号住居跡出

土品 (30.00mm X 31. 80 mm)・084号住居跡出土品 (31.60 mm X 34. 20 mm)・239号住居跡出土品 (32.50mm 

X 33.75 mm)に近い数値である。巡方は鷲谷津・観音塚遺跡で合わせて 6点出土しており，観音塚遺跡出

土の残りの l点は 24.10mmX 28.20 mmとやや小振りである。いずれも単独で、出土しており，本来一連で

あったものが分割された可能性も考えられる。

帯先金具は，裏に 3鋲を配して帯に装着したものである。この型式の帯先金具は，観音塚遺跡でこれよ

り小型の裏金が l点出土している。

( 2 )花形飾り金具等(第340図，図版 155，附表37)

古代の銅製品では，ほかに花形飾り金具(1 )と扇平な棒状製品(3 )がある。花形飾り金具は 5弁の

花弁を打ち出したもので，中央に径3.30mmx 3. 20mmの孔をもっ。古墳時代後期後半の竪穴住居跡から出
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土しており，箱などの飾り鋲に用いられたものと考えられる。銅板(2 )は厚さ1.1 mmの薄板の破片であ

る。方形の孔が lつ確認で、きるが，用途は不明でトある。

( 3 )鍛冶関連遺物(第340図，附表37)

銅製品の工房に関わる遺物には， M25-12eグリッドから出土した銅塊 (4)がある。前掲の SI-082 (平

安時代)からは銅の付着した坪転用増塙・羽口と共に銅塊(パリ)が出土しており，銅鍛治工房が確実に

存在したことがうかがえる。 M25-12eグリッドから出土した銅塊は，北側谷部の斜面で検出された精錬炉

(大鍛冶跡:地蔵山遺跡SX-OOI，別途報告予定)の南側で，多量の鉄津に混じって出土したものである。

検出された炉は l基のみであるが 鉄・銅両方の精錬を行う工房が存在した可能性を示唆している。
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(4)分銅(第341図，図版 155，附表38)

直方体の本体に環状の釣手を付けた分銅で、ある。角を面取りし，研磨している。刻印等の銘はない。重

さは 38.94gである。竿の一端に天秤皿を下げる小型の竿秤に用いられたもので，近代以降に使われてい

た真鍛製の類品(実見したものは47.25g) が現存する。本品も質感から真鍛製とみられる。瓢箪形の木

製容器に入ったものがあり，携帯用の竿秤であったことがうかがえる。

( 5 )キセル(第341図，図版 155，附表38)

8点、出土しており，雁首と吸口の双方が残る l点 (5・6)は土壇墓から古銭と共に出土したものであ

る。ほかの 7点はグリッドで取り上げられた。墓に埋納されていたものが後世に撹乱を受けて表出した可

能性が高い。いずれも銅板を鍛造して作られ，管状部を円形に作りだしたものと八角形に作りだしたもの

がある。 5・6の木質部を見ると 吸口と雁首の問は長い木製の柄で結ぼれていたことがうかがえる。

第4節出土文字資料

鷲谷津遺跡では，墨書土器7点，朱書土器 l点が確認された。遺物量に比して少なしユ。風字硯や，朱書

用を含む多数の転用硯が認められるのとは対照的である。

墨書「得J (図版 156)

平安時代の SI-082から出土した墨書は，左半分が欠損しているが， しっかりした字体の「得」である。

内黒の土師器坪底部外面に書かれている。

SI-017出土の墨書は，三日月形に著しく反った「β」形をしており，後からトレースしたような焼成

後の線刻もみられることから，重要な意味をもっ記号で、あったと想像される。「β」は「得」の草書体が

記号化したものとされる。盤状坪の底部中央に書かれており，奈良時代に遡る墨書はこの l点のみである。

墨書「大内J (図版 156・157)

平安時代の SI-087とSI-094から計3点出土した。いずれもしっかりした字体であり，杯の側面に正位

で，縦に小さく書かれているのが特徴的である。墨の遺存状態は悪く，肉眼では一部しか見えない。

墨書「宮田J，rロJ (図版 157)

4点とも， SI -087において確認された。いず、れも坪の底部外面にみられ，そのうち 2点は r大内J墨

書土器である。

「宮田Jの字が明瞭に見えるのは 24のみである。間隔がやや聞いているため二文字と考える。一文字と

考えると，「富」となる。

ほかの 3点はいずれも不明瞭で，小さな「ロ」の字のみが見えている状態である。 23の赤外線写真で

は， 「ロ」の周囲と，その上方にも墨書らしい線があるので r宮田」の一部である可能性は高い。この場

合，肉眼で見えている「ロ」は r田J の右下部分にあたる。ただし， この部分だけ， とくに太く書かれ

ているので，一筆書きとは考えにくい。もともとの字に合わせて rロ」のみ，別途書き加えられた可能

性がある。赤外線写真では， これらの上部にもうひとつ， 「大」がついていた可能性があり， この場合は
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三文字となる。「大内」墨書をもっ残りの 2点については Iロ」の周囲に墨書らしい痕跡が認められるも

のの，遺存状況が悪いため，判読は困難である。

朱書「山家J (図版 157)

平安時代の日-096から出土した。灰色の器肌をもっ須恵器杯の底面に，朱筆で鮮やかに書かれている。

「山」は明確であるが I家」はやや崩れているのに加えて，左下が欠損しているため，ほかの読み方があ

りうるかもしれない。本遺跡では唯一の朱書である。

墨書「七J (図版 158)

平安時代の引-134から出土した。杯の側面に，正位で，大きく，勢いよく書かれている。現状では「七」

もしくは「士」と読める。左上側が欠損している。

墨書「万ロロJ (図版 158)

平安時代の SK-60から出土した。椀の底面に書かれている。肉眼では墨書の有無程度しかわからない。

本文では，赤外線写真をもとに， 「万肩」と解釈した。「万」は「不j の可能性もある。また， 「万」の上

部が「ーJ ではなく I ，_._， J形にも見えるため I宮田J 等の可能性もある。

その他の墨書(図版 158)

上記のほか，平安時代の SI-125出土土器と表土採取土器のなかに墨書土器がある。これらは欠損部が

多く，全容が把握できない。 SK-29の例は，唯一書の胴部に書かれたものである。文字の可能性はあるが，

目が二つ揃うことから，むしろ人面墨書土器の可能性が高い。

以上の墨書のうち，吉祥旬や， よく用いられる文言を除くと，注目されるのは「山家」である。

『和名抄』にみられる郷のうち，所在地からすると，千葉寺地区はすくなくとも池田郷の一部， もしく

はその中心的な位置を占めている可能性が高い。一方，山家郷は，同じく古代千葉郡域にはあるが，郡の

最も西方に比定されている。千葉寺地区を山家郷の一部とみることには無理がある。

したがって，もし朱書資料を「山家」と読んでよいなら，西方に存在した山家郷との聞に，直接的交流

があったことを示す資料になるといえる。同一郡内における交流は，むしろ当然のことである。ただし，

地元の郷名と考えられる「池田」が出土しないのに，他地区の郷名が記されている点は，慎重に考慮する

必要がある。また，墨書が頻繁に出土する印据郡内とは，墨書の機能が異なる可能性もあるので，単純に

文字のみを評価することは 正当な手続きとはいえないであろう。

墨書に関連して，硯についても補足しておく。鷲谷津遺跡では，朱書用の硯として， SI-127から須恵

器聾片の転用硯 (43)が出土している。朱色のみ付着しており，赤外線写真でも黒色墨の遺存は確認でき

なかった。「山家」を出土した幻-096の土器群とは l段階程度の時期差しかなく，無関係というほど離れ

てはいないが，遺構の位置は相互に離れている。

ほかの硯には，風宇硯 (Sト132)，転用硯 (SI-041，日-080，SK-14， SK-55， SK-60)がある。いずれ

も黒色墨用とみられるが 実際に墨が付着していたのは， SI-080出土の須恵器坪蓋転用硯のみである。
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第5節集落の展開

鷲谷津遺跡では， 144軒の竪穴住居跡と 34棟の掘立柱建物跡を検出している。ここではこれらの遺構を

中心に集落の変遷を概観することにする。

遺跡には，縄文時代早期末から後期の土器片が散布している。このうち，遺構としては，早期の炉穴や

土坑等が営まれている。台地平坦面を中心に散在し，あまり密度は濃くない。陥穴は斜面に l例みられる

だけで，本遺跡が陥穴を用いる狩猟の場になることはあまりなかったといえる。

竪穴住居跡では，弥生時代中期前半終末期のものが最も古い。続いて，中期後半の例もみられる。いず

れも残存するのは I軒ずつである。弥生時代中期前半終末期では，壷と聾を埋納した土壌が I基営まれて

いる。見かけ上は単独の墓であるが，その周辺の包含層から該期の土器片が出土しているので，ほかにも

遺構が存在した可能性は高い。とはいえ，集落としての密度は極めて希薄といわざるをえない。

次に住居跡を確認できるのは，古墳時代中期の初めになる。 4軒の竪穴住居が ほぼ同時期に営まれて

いる。台地平坦面ではなく，斜面部や台地の狭窄部分に偏って分布する。再び間隙があって，古墳時代後

期前半を中心に 6軒の住居跡が営まれている。分布は台地平坦面に移るが，やはり東部や南部の台地縁辺

に偏る傾向がみられる。この時代の集落は，時期的な断絶が認められるのに加え，合計しでも 10軒の竪

穴住居跡が検出されているに過ぎず，後世に比べ，極めて密度が薄いといえる。

その後，新たに集落が営まれ， しかも急激に拡大するのは，古墳時代が終わるころ，本書でいう古墳時

代後期後半である。この時期には 27軒の竪穴住居跡が確認されている。それまで空白だった台地中央部

第342図集落変遷図(古墳時代後期後半)
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をはじめ，南部・東部にも広く面的に展開し，北部にまで達している。最大の竪穴住居跡(一辺7.5m) 

は台地中央部に位置し，それを筆頭に，大型の竪穴住居跡が多数営まれる。また，以後平安時代までの間，

相前後する住居跡がほぼ主軸を同じくして重複，ないしは近接する， という現象がみられるようになる。

つまり，土地利用における基本的な地割りが，以後継承されていったことを示唆している。このように

規模やその後の連続性を評価基準とするならば，集落展開における最初の画期は，明らかに古墳時代後期

後半にあると考えられる。

遺跡内で唯一の総柱構造をもっ SX-lは，状況から古墳時代後期後半に遡るとみてよい唯一の掘立柱建

物である。しかし，重複関係から，長期の存続期間を想定することは困難で、ある。該期の土坑も，極めて

少ない。となると，村落景観として，墓や倉庫等，竪穴住居以外の集落施設を復原する手がかりがまった

くない。これが当該期の特徴であり，房総においてはむしろ一般的なあり方と考える。すなわち，墓等は

隣接する他の地区に集中していることが想定される。一方，掘立柱建物等については，ごく限られた遺跡

でしか卓越しないと考える。

奈良時代に入ってしばらくすると，集落はさらに発展的な展開をする。該当する竪穴住居跡は 51軒に

達する。これは平安時代とした住居跡とほぼ同数にあたる。当該期は，土器群の実年代比定方法によって

は，実際の奈良時代よりかなり短期間になることが予想され，半世紀程度に縮まるおそれもある。とすれ

ば，極度に密集する様は他時期とは比較にならない。まさに集落全盛期と評価してよい。前代をほぼ引き

継いで台地主要面に広く面的に分布し，前代にはみられなかった台地西部にも広がる。少し離れて，調査

。 φもf
oφoぞ〉
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区北西隅にも分布している。台地北部には横長の住居跡などが新たに営まれる。これらに固まれた台地中

央部の北半分は，遺構がまったくない空間となっている。

最大規模の竪穴住居跡(一辺6.2m)は前代と同様に台地中央部の南半分でみられ， これに匹敵するも

のが台地南部にもみられる。最小の竪穴住居跡(一辺2.3m) との規模差が目立つ。注目されるのは，

大小の竪穴住居跡が対になるかのように，隣接して営まれている点である。

同時に， 2間x3聞を基本とする掘立柱建物が多く分布するようになる。東部土坑群にはこの時期の遺

物を含む例が多いが，墓などの施設というより，掘立柱建物の柱穴である可能性が高い。これを加えて分

布をみると，台地中央と台地西部にやや多いが，明らかな偏りはなく 分散的に分布しているのが分かる。

それぞれの隣には，大型の竪穴住居跡が対応するかのように位置しており 主軸も一致している。

このように，奈良時代における集落では，大型の竪穴住居と小型の竪穴住居 掘立柱建物の 3種類の施

設が復原できる。これらが併存するか否かを証明することは困難な作業であるが たとえば千葉寺地区 I

-3期後半の剖-098(一辺5.6m) と町一081(4.0 m)， 1 -4期の剖-127(4.5m) とSI-126(3.0 m) 

など，極めて隣接する大・小の竪穴住居跡から，まったく同じ土器群が出土している例はある。少なくと

も竪穴住居跡の大小に関しては，時期差に起因するとはいえないのが現状である。なお，古墳時代後期後

半にはなかった，墓などの土坑は奈良時代においても集落中に認めることはできない。

集落が該期に隆盛を迎えることを，近在する千葉寺の建立と切り離して考えることはできない。千葉寺

の建立時期の詳細は明らかではないが，寺域出土土器や瓦は，本遺跡の 1-3期に確実に併行するものが

第344図集落変遷図(平安時代)
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ありそうである。また，本遺跡ではカマド支脚にしばしば瓦を用いており， このことが千葉寺との関連を

示唆している。とはいえ，本遺跡の東には，さらに大きな集落を内包する観音塚遺跡が控えており， この

問題は本遺跡単独で解決できることではない。次回の報告を待ちたい。

平安時代に該当する竪穴住居跡は 53軒である。前代とほぼ同数であるが，設定期間が長いため，集落

の密度はかなり薄くなってきているとみられる。しかし，分布は前代の傾向をそのまま受け継いだもので

ある。わずかに異なる点を挙げるならば，台地中央部では南寄り，台地西部では西寄りにやや偏る傾向が

みられ，それによって台地中央部に存在する分布空白地が拡大している。一方では台地南部の分布が北東

寄りに移動し，区画する溝の範囲に納まってくるので，集落全体としては台地主要面への集約度が増して

いる。

最大規模の竪穴住居跡(一辺5.3m) は前代と同じく台地中央部にある。そのすぐ南には最小級の(一

辺2.7m)竪穴住居跡が隣接している。この両者(引-087とSI-094)は， この時期としては古相のH

l期の土器群をもち， ともに同じ「大内」墨書土器を含むので，同時に存在したとみて矛盾はない。

台地中央部の西寄りから台地西部にかけて，竪穴住居跡と掘立柱建物跡が隣接する例が複数認められる。

これらは軸が一致しており， SI-119とSX-26(II -2期)， Sト121とSX-22(II -2期)， S 1 -132とSX-30

(II -2期)のように，同じ土器群を出土している。併存していた可能性が高い。

このように，奈良時代と同じく，大・小の竪穴住居と掘立柱建物という施設の存在が復原可能である。

基本的には，前代の景観をとどめ，受け継がれたと考えてよい。しかし，台地南部や台地東部には，前代

第345図集落変遷図(中近世)
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にみられなかった遺構 すなわち 柱穴とはみなしがたい大型・中型土坑が密集する。機能は明らかにし

がたいが，墓などの可能性が考えられ，少なくとも前代にはみられなかった施設を新たに想定しなければ

ならない。

そこで，平安時代についてもう少し詳しくみてみよう。平安時代でも比較的新相の土器群 (II-3期・

4期)を出土する遺構を分析してみると，以前にはなかった特徴がある。まず，竪穴住居跡の主軸が変わ

る。カマドの位置を北ないし北西に置くという伝統は古墳時代後期後半以来継承されてきた。しかし， こ

のころには，東，北東，南西など，ほぼ90度回転した位置にカマドが置かれる例が多い。竪穴住居跡の

規模に関しても，大型(たとえば日-099B)が引き続き存在するものの，小型が大多数を占めるようにな

る。これら新しい竪穴住居跡は，土坑群と同じく，台地南部や台地東部に多い。台地西部では新たに斜面

部に構築している。これらの竪穴住居跡の周辺にあった掘立柱建物跡は見あたらなくなる。土坑には，完

形に近い亦類や転用硯等を 1'"'-'数点出土する例がみられる。新しい竪穴住居跡と土坑は重複することがな

く，土坑群は，概ね居住地とみられる竪穴群の西隣に位置している。さらに，古代の溝は上限がこのころ

に求められる。溝と重複している竪穴住居跡は，いずれも平安時代の比較的古相 (II-1期・ 2期)の土

器群をもっ例に限られている。したがって，その後の竪穴住居，土坑，及び溝は，併存しているとみて矛

盾はない。

以上のように，奈良時代から平安時代の境界では，土器が最も大きく変化するのに対し，村落景観的に

は密度が減少するだけで 前代の様相がそのまま受け継がれているように見える。大・小の竪穴住居と掘

立住建物が基本的に組となっていた可能性が高く 施設の主軸方向にも大きな変化はない。墓などを想定

し得るような土坑は，集落内部に存在しない。ところが，平安時代の後半 (II-3期)になると，居住地

が東側に偏ってくるとともに，向きの違う竪穴住居が造営される。掘立柱建物は一般的な施設組成からは

ずれる。居住地を溝や道が囲み，その区画内には，居住地に隣接して土坑群が営まれるようになる。土坑

群は墓の可能性がある。これらから 村落景観的に大きな変化が起こるのはむしろこの時期といえる。

本遺跡で最後に竪穴住居がみられるのは，およそ中世の直前であったと思われる。その後は台地の縁を

画する柵や溝が中心なので，里山や畠などに転じていったものと考えられる。遺構の中心は西側に移り，

斜面部などに土坑が営まれた。とくに，調査区北西隅においては，中野台遺跡から連続する土坑群があり，

古銭の分布から推論すると，墓域に利用されていた可能性が高い。この墓域は場所を次第に東へ移動しつ

つ近世へと受け継がれてゆく。

離合集散の結果としての集落遺跡において，同時性を見極めることが分析の出発点と考えられてきた一

方，同時性の証明は事実上不可能であるとする意見もある。本節では，時期をかなり長く区切った上で，

施設の種類と土地利用という観点から，大枠での展開の把握をはかった。集落研究のもう一つの視点，す

なわち集落の継続性については，言葉が十分尽くされなかった。ほぼ同時期の集落が隣の観音塚遺跡で展

開しているため，鷲谷津遺跡単独で、の分析にはそれほど意味がないと考えるからである。ただし，古墳時

代後期後半から平安時代まで 集落は連綿と営まれており 明確な断絶があったとは認めがたい点は重要

である。そのなかで最盛期は奈良時代である。千葉寺地区を除くと，周辺地域における同時代の集落は多

くは知られておらず，むしろその前後の時期の遺跡の方が多く知られている。奈良時代の直前，ないし奈

良時代に周辺地域から集住することにより，急、発展した集落であると仮定しておきたい。この場合，平安

時代には再び離散するが，鷲谷津遺跡と隣接の観音塚遺跡を合わせると それでも拠点的集落というのに
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ふさわしい規模を保ったと考えられる。
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第 10章結語

鷲谷津遺跡は旧石器時代から中近世までの複合遺跡である。

旧石器時代では，大きく 3層に分かれて， 22か所から総数677点の石器が出土している。

縄文時代の主な遺構としては，早期の炉穴 17基が散在している。密度は薄い。

弥生時代においても密度は薄い。特筆されるのは，検出例がなく未だ様相が明らかではない中期前半の

竪穴住居跡3軒と，再葬墓とみられる土墳が調査されたことである。

本遺跡の最大の特徴は，古墳時代から平安時代にかけて展開する集落遺跡という点である。竪穴住居跡

144軒中，実に 141軒がこの時期に営まれている。とくに，古墳時代の終わりから奈良時代にかけて飛躍

的な発展を遂げ，すぐに最盛期を迎えた後，平安時代を通じて連綿と集落が営まれたとみられる。このよ

うな遺跡のあり方は，隣接の観音塚遺跡にもほぼ共通する特徴である。 2遺跡を合わせた集落規模は，当

時の拠点的集落にふさわしいものと思われる。

鷲谷津遺跡ではこれらを裏付けるように，和同開称，銅製帯金具，緑紬陶器など奈良時代に搬入された

とみられる特殊な遺物が出土している。一方で，本遺跡においては竪穴住居跡等から生活に密着した書類

などの土器が豊富に出土した。少なくとも本遺跡に関しては，出土遺物が日用品を主体としていることか

ら，政治的・宗教的な特殊性はあまり認められない。主体としては，民衆を中心とした生活の場であった

ことが推察される。

奈良時代の土師器聾等には，近隣の他地域から入手したものも多く，当時の物流が活発であり，生活に

深く結び、ついていたことを知ることができる。その後，平安時代に入ると流通形態が変わり，料理等の煮

炊き用に，土師器に変わって千葉産須恵器の聾を用いるようになる。通常の須恵器は硬質過ぎて煮炊きの

道具に適さないため，他地域で当該用途に供することはまずない。これは単純な転用ではなく，本地域に

独特の現象である。ここに，生活に根ざした地域性をみることができる。

また，考察で述べているように，本遺跡で検出された集落の発展契機は，近在する千葉寺の建立時期と

関連する可能性がある。奈良時代前後における千葉寺の造営は，地域史的に非常に大きな意味をもってい

ると考える。

以上のように，本遺跡の発掘調査では，千葉県における古代の様相を知るうえで，貴重な考古学的資料

を記録し提供する結果となった。隣接する観音塚遺跡・中野台遺跡は，さらに豊富な調査成果を有してい

る。今後，千葉寺地区におけるこれらの遺跡を報告することにより，本遺跡の資料がますます有益なもの

となることが期待される。
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附表2 掘立柱建物跡一覧

遺構名 位置 時代 規模 主軸 桁行長 梁行長 柱問寸法 柱穴径 備考

S X-l N28 (古墳後期後半) 3x2 N -500 
- E 6.3 3.6 1. 8~2. 2 O. 45~0. 70 総柱

S X-2 N28 平安 3 x 2 N -340 -W  4.35 3.2 1. 05~ 1. 8 O. 34~0. 52 

S X-3 N28 奈良 3x2 N -290 -W  3.9 3.9 1. 8~2. 1 O. 48~0. 84 

S X-4 N28 (平安) 3x2 N-300 -W  6.6 4.2 2. 1~2. 2 O. 32~0. 54 

S X-5 N28 (平安) 3x2 N -320 -W  4.8 4.05 1. 2~ 1. 8 O. 56~1. 06 庇付き?

S X-6 N28 (奈良) 2 x 2 N -260 -W  2. 7 2. 7 1. 2~ 1. 5 O. 36~0. 76 

S X-7 N28 奈良・平安 1 x 1 N-300 -W  2.3 2.3 2.3 O. 62~0. 70 

S X-8 027 (平安) 3 x 2 N-I00 -W  5.4 3. 8~4. 2 1. 8~ 1. 9 O. 43~0. 55 

S X-g N28 (奈良) 3 x 2 N-410 -W  4.8 3.2 1.6 O. 70~0. 78 

S X-I0 N27 (平安) (2 x 2) N-80 -E 4.5 3.0 1. 2~ 1. 8 0.80~ ト 10

S X-ll N27 (奈良) 3 x 2 N-30 -W  5. 1 3.6 1. 3~2. 1 O. 72~0. 93 

S X-12 027 奈良・平安 (1 x 1 ) N-IO-W  3. 1 2.2 2. 2~3. 1 O. 72~0. 92 

S X-13 N27 平安 3 x 2 N-40 -W  4.2 3.6 1. 4~ 1. 8 O. 63~0. 83 

S X-14 N27 (平安) (2 x 2) N-70 -W  2.8 2.8 1.4 O. 60~0. 92 

S X-15 N27 (平安) 1 x 1 N-60 -W  3.2 2.4 2. 4~3. 2 O. 68~0. 92 

S X-16 N27 奈良 ( 1 x 1) N-170 -W  2.8 2. 1 2. 1~2.8 O. 70~0. 98 

S X-17 N27 奈良 ( 1 x 1) N-20 -W  2.8 2.4 2. 4~2. 8 O. 64~0目 84

S X-18 N27 奈良・平安 2x2 N-30 -W  4.5 4.2 1. 7~2. 5 O. 66~0. 92 

S X-19 027 奈良 (1 x 2) N-20 -E 2.8 1.6 1.3~1. 6 O. 54~0. 70 

S X-20 N26 (奈良) l 列 N-800 -W  。目 62~0. 80 柱穴8・柵列

S X-21 N27 (平安) 3x2 N-IOO-W 5.4 4.2 1.8~2.1 0.75~ 1. 12 

S X-22 N27 平安 2 x 2 N-210 -W  4.0 4.0 2.0 0.66~0. 86 

S X-23 N27 奈良・平安 2 x 2 N-40 -E 4.5 3.6 1. 8~2. 3 O. 68~0. 96 庇付き

S X-24 M26 平安 つx4 N-W-W 7.4 1.6+ 1. 6~ 1. 85 O. 82~ 1. 04 

S X-25 M26 平安 3 x 2 N-W-W 5.1 3.4 1.7 O. 56~0. 97 

S X-26 N27 平安 3 x 2 N-130 -W  5.1 3.6 1. 7~ 1. 8 O. 88~1. 02 

S X-27 M27 奈良 3 x 2 N-40 -W  5.4 3.6 1.8 O. 66~0目 88

S X-28 M27 (平安) 2x2 N-80 -E 3.9 3.8 l. 9~2. 0 O. 72~0. 84 

S X-29 M27 奈良・平安 l 列 N-30 -W  O. 78~0. 94 柱穴4

S X-30 N27 (平安) 2x2 N-60 -E 3.8 3.4 l. 7~2. 1 O. 44~0. 78 

S X-31 N27 (奈良) 2x3 N-80 -E 5.4 3.6 1.8 O. 64~0. 98 

S X-32 N27 (平安) 2x2 N-20 -E 3.0十O.7 3.0 1.5 O. 70~0. 92 庇付き

S X-33 M26 奈良・平安 l列 N -850 
- E 1.5 O. 52~0. 76 柱穴3

S X-34 027 奈良・平安 l列 N-700 
- E O. 33~0. 47 柱穴4
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附表3 土坑一覧

遺構名 旧番号(注記) 位置 平面形 規模 (m) 深さ (m) 時期 遺構種類

SK-l SK-OOl M27-23 隅丸長方形 1. 86 x 1. 02 1. 66 縄文 陥穴

SK-3A SK-003A N28-07 長方形 2.54 x 1. 60 0.39 平安 土坑

SK-3B SK-003B N28-08 隅丸方形 2.78 x 2.45 0.27 平安 土坑 」

SK-4 SK-004 N29-04・05 不整隅丸方形 2. 20X2. 18 0.29 奈良~平安 土坑

SK-5 SK-005 N28-21 楕円形 1. 98X 1. 15 0.40 中世 柵列

SK-6 SK-006 N28-21 楕円形 1.80X1.04 0.40 中世 柵列

SK-7 SK-007 N28-22 楕円形 1. 42 X 1. 00 0.29 中世 柵列

SK-8 SK-008 N28-22 楕円形 1. 00 X 0.70 0.25 中世 柵列

SK-9B SK-009 N28-18 楕円形 1. 03 X 0.50 0.31 中世 柵列

SK-9A SK-009A N28-22 楕円形 [0. 90] X O. 86 0.26 中世 柵列

SK-lO SK-Ol0 N28-18 楕円形 1.64X1.00 0.49 中世 柵列

SK-ll SK-Oll N28-18 楕円形 1. 88 X O. 98 0.42 中世 柵列

SK-12A SK-012 N28-18 楕円形 1. 62 X 0.93 0.34 中世 柵列

SK-12B SK-012B N28-18 (楕円形) [0. 50] X O. 94 0.43 中世 柵列

SK-13 SK-013 M28-15 円形 1. 16X1.07 0.34 平安 土壌

SK-14 SK-014 N28-17 円形 1. 55 X 1. 54 0.68 平安 土壌

SK-15 SK-015 N28-24 長方形 2.37 X 2. 16 0.85 平安 土坑

SK-16 SK-016 N28-18 不整円形 1. 24 X 1. 06 0.65 平安 士坑

SK-17 SK-017 N28-13 円形 1. OOX 1. 10 0.50 平安 土坑

SK-18 SK-018 N28-13 円形 1.16X1.10 0.14 平安 土坑

SK-19 SK-019 M28-15 不整楕円形 2.72 X 1. 82 0.70 古墳 土坑

SK-20 SK-020 N28-12・13 円形 1.61X1.50 1. 15 平安 土壌

SK-21 SK-021 N28-06 不整長楕円形 2.86 X 0.80 0.70 縄文 炉穴

SK-22 SK-022 N28-07 不整長楕円形 3.09X1.18 0.69 縄文 炉穴

SK-23 SK-023 N28-21 楕円形 1. 86 X 1. 23 0.84 中世 士坑

SK-24 SK-024 N28-13 円形 1.07X1.07 0.23 平安 土坑

SK-25 SK-025 N28-13 楕円形 1. 47 X 0.93 0.80 土坑

SK-26 SK-026 N28-13 円形 1. 06 X 0.94 0.24 土坑

SK-27 SK-027 N28-13 円形 0.93 X 0.83 0.50 土坑

SK-28 SK-028 N28-13 円形 1. 65 X 1. 57 0.60 平安 土墳

SK-32 SK-032 N28-16 隅丸長方形 1. 80 X 0.85 O. 79 土坑

SK-33 SK-033 N28-21 隅丸長方形 1. 32 X 1. 04 0.65 土坑

SK-34 SK-034 N28-21 隅丸方形 1. 00 X O. 49 0.78 土坑

SK-35 SK-035 N28-21 隅丸長方形 2.20 X 1. 00 0.66 土坑

SK-36 SK-036 N28-22 楕円形 1. 09 X 0.96 0.73 古墳時代 土坑

SK-37 SK-037 N28-11 不整円形 1. 96 X 1. 57 0.26 土坑

SK-38 SK-038 N29-02 不整楕円形 1. 95 X 1. 22 0.42 縄文 炉穴

SK-39 SK-039 N29-02 不整円形 0.74XO.68 0.32 縄文 炉穴

SK-40 SK-040 N28-08 楕円形 1.57 X 0.76 0.40 縄文 炉穴

SK-41 SK-04l L29-05 不整長楕円形 3.49 X 1. 32 0.48 縄文 炉穴

SK-50 SK-050 027-14 隅丸長方形 1. 17 X 0.98 0.59 平安 土坑

SK-51 SK-051 027-07 不整円形 1. 30X 1. 15 。 弥生 土坑

SK-52 SK-052 028-02 長楕円形 3. 16X 1. 06 0.49 縄文 炉穴

SK-55 SK-055 027-13 楕円形 2.24 X 1. 52 0.78 平安 土坑

SK-56 SK-056 027-13 隅丸長方形 1. 08 X 0.78 0.63 平安 土坑

SK-57 SK-057 027-18 不整円形 1. 03 X 0.82 0.49 土坑
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遺構名 旧番号(注記) 位置 平面形 規模 (m) 深さ (m) 時期 遺構種類

SK-58 SK-058 027-13 長円形 O. 94XO. 52 0.37 土坑

SK-59 SK-059 027-13 円形 0.85 x 0.74 0.69 土坑

SK-60 SK-060 027-09 楕円形 1.45X 1. 09 0.40 平安 土坑

SK-61 SK-061 027-07 不整円形 O. 88XO. 70 0.14 弥生 土横

SK-62 SK-062 027-09 円形 0.77 XO. 73 0.31 土坑

SK-63 SK-063 027-05 円形 。目 61XO. 57 0.25 土坑

SK-64 SK-064 027-10 円形 0.70 X 0.59 0.21 平安 土坑

SK-65 SK-065 027-10 円形 0.64 XO. 59 0.23 土坑

SK-66 SK-066 027-05 円形 0.75 X 0.68 0.32 土坑

SK-67 SK-067 027-10 円形 0.76 X 0.65 0.19 奈良~平安 土坑

SK-68 SK-068 027-10 円形 0.61XO.55 0.25 奈良 土坑

SK-69 SK-069 027-05 円形 0.85 X 0.78 0.30 土坑

SK-70 SK-070 027-09 円形 1. 05XO. 97 0.46 土坑

SK-71 SK-071 027-09 円形 0.76XO目70 0.38 土坑

SK-72 SK-072 027-09 (円形) O. 88 X (0. 80) 0.20 土坑

SK-73 SK-073 027-09 円形 O. 69XO. 68 0.40 土坑

SK-74 SK-074 P26-21 (円形) (0. 97) X O. 97 0.35 土坑

SK-75 SK-075 P26-21 (円形) (0. 72) X (0. 61) 0.31 土坑

SK-76 SK-076 P27-0l 円形 1. 66XI.63 0.35 土坑

SK-77 SK-077 P27-06 楕円形 0.90 X 0.65 0.30 平安 土坑

SK-78 SK-078 P27-06 不整円形 O. 90XO. 70 0.26 土坑

SK-79 SK-079 P27-06 円形 0.96XO目96 0.63 土坑

SK-80 SK-080 027-10 円形 1. 38X 1. 25 0.50 土坑

SK-81 SK-081 027-08 隅丸長方形 1.40XI.03 。ー 18 土坑

SK-82 SK-082 027-09 楕円形 1. 40 X 0.90 0.32 土坑

SK-83 SK-083 027-09 不整円形 1. 04X日目 84 0.37 土坑

SK-84 SK-084 027-10 円形 0.75XO.71 0.23 土坑

SK-85 SK-085 P26-21 円形 0.63 X 0.51 0.24 土坑

SK-86 SK-086 027-13 円形 O. 40XO. 36 0.46 土坑

SK-87 SK-087 027-13 円形 O. 49XO. 40 0.46 土坑

SK-88 SK-088 027-17 円形 0.39 X 0目37 0.58 土坑

SK-89 SK-089 027-17 円形 0.83 X 0.73 0.42 土坑

SK-90 SK-090 027-17 円形 0.37 X 0.37 0.27 土坑

SK-91 SK-091 027-18 円形 0.73 X 0.71 0.49 土坑

SK-92 SK-092 027-18 円形 。ー 75X 0.66 0.44 土坑

SK-93 SK-093 P26-21 円形 O. 74XO. 60 0.39 土坑

SK-94 SK-094 P26-21 円形 1. 05XO. 96 0.52 土坑

SK-95 SK-095 P26-21 円形 0.51XO.49 0.19 土坑

SK-96 SK-096 027-22 円形 O. 48XO. 49 0.30 土坑

SK-97 SK-097 N28-04 (不整楕円形) [1. 48] X 1. 06 0.56 縄文 炉穴

SK-98 SK-098 027-11 不整長楕円形 3目20X1. 21 0.66 縄文 炉穴

SK-99 SK-099 026-17 円形 1. 00 X (1. 00) 0.30 土坑

SK-100 SK-100 026-17 長方形 1. 90 X I. 70 0.95 中世 土坑

SK-101 SK-101 N26-17 楕円形 0.95 X 0.70 0.30 奈良 土坑

SK-102 SK-102 N26-17 円形 1. OOXO. 85 0.30 近世 土横

SK-103 SK-103 N26-16 楕円形 I. 10 X 0.90 0.35 奈良 土坑

SK-104 SK-104 M26-20 円形 。目 70XO. 60 0.35 土坑

SK-105 SK-105 M26-19 円形 O. 84XO. 76 0.35 土坑
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遺構名 旧番号(注記) 位置 平面形 規模 (m) 深さ (m) 時期 遺構種類

SK-112 SK-112 N26-17 隅丸長方形 1. 32 x 1. 04 0.38 縄文 土坑

SK→ 113 SK-113 M26-20 (楕円形) (0.86) x 0.74 0.21 縄文 炉穴

SK-114 SK-114 N27-08 長楕円形 2.50 x O. 84 0.50 中世 土坑

SK-115A SK-115A N27-04 長楕円形 3.23 x 1. 04 O. 76 縄文 炉穴

SK-115 B SK-115B N27-04 楕円形 [0. 86J X O. 86 0.25 縄文 炉穴

SK-116 SK-116 N27-09 蛸足状 2.81 X 1. 04 0.54 縄文 炉穴

SK-117 SK-117 N27-08 不整楕円形 1. 38X 1. 16 0.52 縄文 炉穴

SK-118 SK-118 N27-17 不整楕円形 2.99 X 1. 73 0.59 縄文 炉穴

SK-119 SK-119 M27-25 不整方形 1.94Xl.28 0.63 縄文 炉穴

SK-120A SK-120A N27-23 不整楕円形 1. 56 X 0.88 0.58 縄文 炉穴

SK-120B SK-120B N27-22 不整楕円形 1. 72 X 0.92 0.56 縄文 炉穴

SK-121 SK-121 N27-07 楕円形 [0. 72J X O. 72 0.23 縄文 炉穴

SK-122 SK-122 N27-06 隅丸長方形 1. 56 X 1. 22 0.54 平安 土墳

SK-123 SK-123 N27-17 円形 1. 32 X 1. 08 0.28 奈良 土坑

SK-124 SK-124 N27-02 円形 0.95 X 1. 00 0.28 平安 土坑

SK-125 SK-125 M27-20 円形 1. 02 X O. 92 0.12 土坑

SK-126 SK-126 M27-20 円形 O. 90XO. 84 0.42 土坑

SK-127 SK-127 M27-20 円形 1. OOX 1. 00 0.30 土坑

SK-128 SK-128 N27-07 円形 1. 04 X (0. 30) 0.12 土坑

SK-129 SK-129 K26-15 半円形 2. 52X (1. 80) bgb 土坑

SK-130 SK-130 L26-12 半円形 1. 90 X (1. 20) 0.25 土坑

SK-131 SK-131 K26-20 円形 1. 92 X 1. 75 0.90 土坑

SK-132 SK-132 K26-20 楕円形 1. 32 X 1. 08 0.75 土坑

SK-133 SK-133 N26-22 (隅丸方形) (1. 60) X (1. 40) デーヲなし 土坑

SK-134 SK-134 K26-15 楕円形 0.50 X 0.35 0.90 土坑

SK-135 SK-135 K26-15 円形 O. 40XO. 42 0.22 土坑

SK-136 SX-004 M26-12 長円形 0.13XO.70 0.18 土坑

SK-137 016 K26-25 隅丸長方形 2.85 X 1. 34 0.47 土坑

SK-ID SK-OOl 026-20 円形 0.83 X 0.90 0.29 土坑

SK-3D SK-003 P26-11，16 楕円形 0.78 X 0.52 0.257 土坑

SK-4D SK-004 P26-11，16 円形 0.65 X 0.68 0.26 土坑

SK-5D SK-005 P26-11，16 隅丸長方形 0.98 X 0.68 0.551 土坑

SZ-1 SZ-OOI M26-21 長方形 2.40 X (4.5) 0.94 中世 竪穴状遺構

SZ-2 SZ-002 L26-13 隅丸長方形 0.99 X 0.78 0.973 土坑

SZ-5 SZ-005 L26-12 隅丸長方形 1. 09 X 0.73 1. 07 土坑

SZ-6-1 SZ-006 L26-11 円形 0.41 X 0.37 0.128 土坑群

SZ-6-2 L26-11 不整円形 ト05X [0.8J 0.43 土坑群

SZ-6-3 L26-11 円形 0.43 X O. 4 0.16 土坑群

SZ-6-4 L26-11 円形 0.35 X O. 35 0.26 土坑群

SZ-6-5 L26-11 楕円形 0.24 X 0.3 0.326 土坑群

SZ-6-6 L26-11 円形 0.29 X 0.24 0.364 土坑群

SZ-6-7 L26-11 円形 0.25 X 0.28 0.112 士坑群

SZ-6-8 L26-ll 円形 0.22 X 0.24 0.202 土坑群

SZ-6-9 L26-ll 円形 0.31 X 0.32 0.252 土坑群

SZ-7-1 SZ-007 L26-12 楕円形 0.48 X O. 4 0.227 土坑群

SZ-7-2 L26-13 円形 0.4 XO. 4 0.343 土坑群

SZ-7-3 L26-14 円形 0.4 X O. 37 0.349 土坑群

SZ-8-1 SZ-008 L26-15 円形 0.43 X O. 47 0.158 中世 土坑群
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遺構名 旧番号(注記) 位置 平面形 規模 (m) 深さ (m) 時期 遺構種類

SZ-8-2 L26-15 楕円形 0.83 x 0.5 0.54 中世 土坑群

SZ-8-3 L26-15 円形 0.44 x O. 49 0.233 中世 土坑群

SZ-8-4 L26-14 楕円形 0.83 x 0.41 0.321 中世 土坑群

SZ-8-5 L26-14 楕円形 1. 23 x 0.7 0.236 中世 土坑群

SZ-8-6 L26-14 円形 0.25 x O. 31 0.508 中世 土坑群

SZ-8-7 L26-14 不整楕円形 0.58 x 0.3 0.58 中世 土坑群

SZ-8-8 L26-14 楕円形 0.46 x 0.37 0.442 中世 土坑群

SZ-8-9 L26-14 楕円形 0.58 x 0.5 0.67 中世 土坑群

SZ-8-10 L26-15 円形 0.59 x 0.64 0.29 中世 土坑群

SX-20-1 SX-20 N26-17 円形 0.68 x 0.76 0.264 奈良~平安 柵列

SX-20-2 N26-18 略円形 0.63 x 0.77 0.288 奈良~平安 柵列

SX-20-3 N26-18 略円形 0.64 x 0.8 0.124 奈良~平安 柵列

SX-20-4 N26-18 円形 0.78 x 0.78 0.148 奈良~平安 柵列

SX-20-5 N26-18 略円形 0.6 x 0.77 0.211 奈良~平安 柵列

SX-20-6 N26-18 円形 0.78 x O. 8 0.199 奈良~平安 柵列

SX-20-7 N26-18 楕円形 1.00XO.81 0.212 奈良~平安 柵列

SX-20-8 N26-18 略円形 0.82 X 0.79 0.337 奈良~平安 柵列
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附表4 竪穴住居跡出土土器観察表

遺構名 番号 焼質 器形
色調

口径 器高 底径 胴径 遺存度 混入物 注記Nu 実測
外面 内面

SI-OOI l 須恵器 亦蓋 灰白色 灰白色 15.8土 4.1 40 少ない 4 3 

SI-OOI 2 須恵器 杯 青灰色 灰色 14.8土 3.7+ 2日 少ない 11 

SI-OOl 3 須恵器 高台付杯 浅黄色 灰白色 1. 5+ 10.0土 15 少ない 11 4 

Sl一日01 4 須恵器 高台付杯 黒褐色 黒褐色 1. 2+ 9.7土 10 少ない 13 2 

SI-OOI 5 土師器 費 赤褐色 赤褐色 21. 7土 11. 3+ 20 多い(砂) 4 5 

SI-OOI 6 土師器 費 明黄褐色 明黄褐色 16.7 21. 7 7.6 16.2 90 少ない 36 81 

SI-OOl 7 土師器 聾 暗褐色 暗褐色 19. e土 22.9+ 18. 8土 30 多い(砂) 20 7 

SI-OOI 8 土師器 聾 明褐色 明褐色 15.3+ 13.2 50 少ない 4 91 

SI-OOI 9 土師器 甑 種色 にぶい黄樫色 13.6+ 12.6土 20 少ない 2 6 

SI-002A 2 土師器 皿(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 12.0士 3.4 5.2 60 少ない(砂) 5 14 

SI-002A 3 土師器 椀(ロクロ) 暗褐色 暗褐色 17. (fr 4.8+ 12.8土 30 少ない(砂) 4 5 

SI-002A 4 土師器 高台付椀 黄燈色 暗黄櫨色 2.4十 7.6 20 少ない 99 6 

SI-002A 5 土師器 足高高台付杯 赤褐色 暗褐色 4.1+ 16. I土 10 少ない 125 12 

Sl 日日2A E 士師器 鉢 赤褐色 赤褐色 16.8土 3.8+ 5 少ない(砂) 132 13 

Sl→002A 7 須恵器 聾 赤褐色 赤褐色 20.2土 8.2+ 10 少ない(砂) 95 4 

Sl-C日2A 8 須恵器 聾 赤褐色 赤褐色 19.6土 7.7+ 10 少ない(母) 168 

SI-002A 9 須恵器 費 赤褐色 赤褐色 21. 8土 19.1+ 10 少ない(母) 69 2 

SI-002A 10 須恵器 甑 灰色 灰色 26.4土 9.3+ 10 少ない 64 3 

Sl 日日2A II 土師器 聾 黄燈色 黄櫨色 21. 3" 11. 0+ 15 少ない 178 10 

SI-002A 12 土師器 蜜 黄燈色 黄檀色 2日O土 9.5+ 15 少ない 58 9 

SI-O日2A 13 土師器 蜜 暗赤褐色 暗赤褐色 22.6士 9.3+ 20 少ない(砂) 66 8 

SI-002A 14 土師器 聾 暗褐色 黒褐色 21. 8" 11. 1+ 22.8土 20 多い(砂) 108 II 

SI-002A 15 土師器 聾 黄樟色 にぶい赤褐色 27.7+ 28.2土 30 多い(砂) 119 7 

SI-002B l 須恵器 壷 灰オリープ色 灰オリープ色 12.2土 4.5+ 5 少ない 110 

SI-002B 2 須恵器 壷 オリープ黒色 暗灰黄色 14.4士 5.0+ 10 多い(白) 116 2 

SI-002C I 土師器 亦(ロクロ) 明赤褐色 明赤褐色 11. 3 4.0 8.0 80 多い(赤) 3 2 

Sl一日目2C 2 土師器 杯(丸底) にぷい櫨色 にぶい燈色 13.3土 5. I 50 少ない 8 4 

Sl一日日2C 3 土師器 亦 黄樟色 黄燈色 2.3+ 7.2 50 少ない 188 

SI-002C 4 土師器 鉢 赤褐色 赤褐色 15.0土 13.0+ 17.2士 30 多い(砂) 6 

SI-002C 5 土師器 蜜 黒褐色 黒褐色 16.4土 6.8+ 5 少ない 7 

SI一日日2C 6 土師器 聾 暗褐色 にぶい褐色 15. I土 12.8+ 18. (fr 30 少ない(砂) 3 

SI-002C 7 土師器 聾 暗褐色 暗褐色 19.5 33.7+ 19.9土 60 少ない 5 5 

SI-003 I 須恵器 杯 暗灰黄色 暗灰黄色 1. 5+ 5.1土 10 少ない 31 2 

SI-003 2 須恵器 杯 暗黄灰色 黄灰色 2.0+ 8.4土 15 少ない 29 

SI-003 3 土師器 士干(ロクロ) にぶい撞色 にぶい檀色 1. 4+ 7.8士 25 少ない 19 3 

SI-004 l 土師器 ff(丸底) 明褐色 明褐色 12.6土 3.2+ 30 少ない 3 3 

SI-004 2 土師器 杯(丸底) 褐色 褐色 13日土 4.1+ 10 少ない 2 2 

SI-004 3 須恵器 聾 青灰色 青灰色 5.7+ 5 少ない(砂) 20 

SI-005 l 須恵器 杯 黒褐色 黒褐色 12.5" 4.0 7.4 40 少ない 15 

SI-005 2 土師器 杯 黄樟色 黄樫色 1. 6+ 8.2土 15 少ない(母) 22 6 

SI-005 3 須恵器 聾 黄樫色 暗褐色 26.0土 18.1+ 22.0士 45 少ない(砂・母) 2 8 

SI-005 4 土師器 蜜 階褐色 暗褐色 14.0士 8.3+ 20 少ない(砂) 29 9 

SI-005 5 土師器 聾 暗褐色 暗褐色 18. (fr 6.5+ 5 少ない(砂・母) 36 10 

SI-005 6 土師器 聾 黄樟色 黄種色 21. 2土 11. 0+ 19.0" 10 多い(砂・母) 44 II 

SI-005 7 須恵器 墾 にぶい黄燈色 にぷい黄櫨色 22.0土 15.0+ 20 少ない(砂・母) 12 4-1 

SI一日日5 8 須恵器 碧 にぶい黄積色 にぶい黄檀色 12.7土 17.0土 10 少ない(砂・母) 46 4-2 

SI-005 9 須恵器 甑 黒褐色 黒褐色 33.0土 15.0+ 10 少ない(母) 9 5-1 I 
SI-005 10 須恵器 甑 黒褐色 黒褐色 12.3+ 14.8士 10 少ない(母) 5 5-2 

SI-006 l 須恵器 杯 灰白色 灰白色 10.4土 3.8+ 7.6" 20 少ない 4 3 

SI-006 2 土師器 亦(丸底) 黄澄色 黄樫色 15. I土 4.5+ 20 少ない 47 6 

SI-006 3 土師器 鉢 暗黄褐色 明黄褐色 14.3土 8.0+ 17.4士 20 少ない 24 5 

SI-006 4 土師器 墾 黄燈色 黄樺色 15.6" 8.6+ 16.2土 15 少ない 28 7 

Sl-O日6 5 土師器 費 黄櫨色 黄樺色 16.6土 16.6+ 17.8土 30 少ない(砂) 16 9 

Sl 日日6 6 土師器 窪 黄燈色 黄糧色 16.7土 7.8+ 15 少ない 7 8 

SI-006 7 土師器 費 櫨色 檀色 16.4" 15.0+ 18.2土 20 少ない(砂) 25 10 

SI-006 8 土師器 費 赤褐色 黄櫨色 2.5+ 8.0 10 少ない 14 11 

Sl 日目7 l 須恵器 亦 灰色 灰色 12.4土 4.2+ 7.4土 25 少ない(砂・白) 22 3 

SI一日日7 2 須恵器 杯 灰色 灰色 13.2土 4.5+ 7.6土 10 少ない(砂・母) 90 4 

Sl-O日7 3 須恵器 亦 灰色 黒灰色 14.4土 4.1 8.6 40 少ない(砂) 47 

Sl-O日7 4 須恵器 杯 青灰色 灰色 12. (fr 3.2+ 10 少ない(砂・白) 15 2 
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調整・文様 版部

外面 内面 切り離しβ法 下而調整
備考

回転ナデ， InJ転ヘラケズリ ["J転ナデ

[PJ幸ムナデ 阿転ナデ 不叩] 不明

阿転へラケズリ 向転ナデ イJ叩l 阿転へラケズリ， ヨコナデ

回転ナデ 回転ナデ 不可j ヨコナデ

日縁部ヨコナデ，縦へフケズリ後ナデ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ， 1~具痕

口縁部ヨコナデ守縦・斜位へラケズリ後ナデ 11縁部ヨコナデ，へラナデ， I'SH貞，輸積痕 ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ後ナテザ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ

横ヘラケズリ ヘラナデ ヘラケズリ 内而剥離

縦へラケズリ，横ヘラケズリ後ナデ ヘラケズリ， ミガキ ヘラケズリ

回転ナデ 回転ナデ u'l転糸切り離し 無調整

同転ナテ["]転へラケズリ ミガキ ィ、叩j 不明

ヘラナデ ミガキ 同転糸切り離し ヨコナデ， [日l転ナデ

回転ナデ 回転ナデ 不明 ィ、明

ヘラナデ ヘラナデ

11縁部ヨコナデ，タタキ後ナヂ 口縁部ヨコナデ，あてH痕

11縁部ヨコナデ，タヲキ後ナデ 口縁部ヨコナデ，あて具痕

口縁部ヨコナデ，タタキ後ナデ 11縁部ヨコナデ，あて具痕

LI縁部ヨコナデ，タタキ後ナデ 円縁部ヨコナデ，あて只痕

LI縁部ヨコナデ，縦)j向ナヂ，縦へラケズリ [，縁部ヨコナデ，ヘラナデ

υ縁部ヨコナデ守横方向ナデ，横ヘラケズリ 11緑郎ヨコナデサ横方向ナデ。へフケズリ ー

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

横方向ナデ，縦・横へラケズリ後ナデ ヘラナデ，横へフケズリ 51 ~003 と接合

口縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ 自然柑1

口縁部ヨコナテザ 日縁部ヨコナデ

凶転ナデ，手持ちへラケズリ 同転ナデ 向転糸切り離し 手持ちへラケズリ

ヘラケズリf圭ナデ ミ力、キ

ナデ，横ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ

縦へラケズリ後ナデ ナデ 内而摩減

口縁部ヨコナデヘ縦ヘラケズリ後ナデ [ 1*墨田lヨコナデ

"縁部ヨコナデ， ミガキ 口縁部ヨコナデヲヘラナデ

I1縁部ヨコナデ，縦へラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナテ¥ナデ，輸積痕

円転ナデ，同転ヘラケズ'} 回転ナデ 不明 手f寺ちへラケズリ

回転ナデ， [nJ転ヘラケズリ 凶転ナデ イ~I列 !日開』ヘラケズリ

手持ちへラケズリ 回転ナデ イ4町l 子持ちへラケズリ

ヘラケズリ後:ナデ ナデ ヘラケズリ

ヘラケズリ後ナデ ミガキ ヘラケズリ

口縁部回転ナデ，波状文 口縁部阿転ナデ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し l円l転ヘラケズリ

ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ，ヘラケズリ 1 タタキ 口縁部ヨコナデτ あて具板守ナデ

口縁部ヨコナデ，横・斜位ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

"縁部ヨコナデ，横ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ?ヘラナデ

"縁部ヨコナデ，ヘラナデ，横・斜位へフケズリ 口縁部横万向ナデ，ナデ

口縁部回転ナデヘタタキτ ヨコナデ 日縁部同転ナデ，あて具痕，へフナデ 子持ちへラケズリ

ヂタキ，ヨコナデ あて具痕，ヘラナデ 子j;'fちへラケズリ

日縁部ヨコナテ:横方向ナデ，タタキτ横ヘラケズリ 日縁部ヨコナデ?ヘラナデ，あて具痕

タタキ，横ヘラケズリ，ナデ ヘラナデ，あて具痕

向転ナデ，回転ヘラケズリ 凶転ナデ ィ、明 同転へラケズリ

ヨコナデ，横ヘラケズリ後ナデ ミガキ

横へラケズリ後ナデ ミフヲキ 内外面黒色処理

日縁部ヨコナデ，ヘラケズリ後ナデ [1*主部ヨコナデ，ナデ

U縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，ヘラケズリ後ナデ "縁部ヨコナデ，へフナデ

口縁部ヨコナデ，横-縦ヘラケズリ後ナデ 11縁部ヨコナデ，ヘフナデ，剥離

ヘラケズリ ヘラナデ へフケズリ

回転ナデ 同転ナデ 不可l 子十字ちへラケズリ 火だすき

回転ナデ 凹転ナデ ィ、l明 手f寺ちへラケズリ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し いl転へラケズリ

回転ナデ rwr転ナデ ィ、明 不明
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遺構名 番号 焼質 器形
色調 ，Ii-手 器高 底径 胴径 遺存度 混入物 1主記Nu 実測

外而 内面

SI-007 5 須恵器 品不 青灰色 青J:k色 13.8" 3.0+ 10.0士 30 少ない 14 5 

SI -007 6 須恵器 t干 灰色 青灰色 2.4+ 7.2土 20 多い(砂・白) 18 6 

S I -007 7 土師器 生干(ロクロ) 燈色 燈色 11.2土 3.7+ 20 少ない 90 12 

SI -007 8 士師器 t干 椅色 権色 15.0士 4.2+ 20 少ない(砂・白) 63 11 

S I -007 9 土師器 小型翠 暗褐色 陪褐色 12.4土 4.1+ 5 少ない 54 17 

SI -007 10 土師器 小型蜜 暗褐色 暗褐色 10.6" 6.0+ 5 少ない 46 18 

SI -007 11 土師器 墾 階褐色 暗褐色 20.2土 6.7+ 5 多い(砂) 10 14 

SI -007 12 土師器 墾 明黄褐色 褐色 19.4土 4.6+ 5 少ない 90 16 

SI -007 13 須恵器 準 灰色 灰色 20 日土 6.0+ 5 少ない 82 H 

SI -007 14 須恵器 甑 灰色 灰色 5.3+ 16.8土 5 少ない(砂・母) 45 9 

SI -007 15 土師器 翠 階褐色 日音褐色 17.8" 8.4+ 10 少ない(砂) 29 15 

S I -007 16 土師器 墾 暗褐色 暗褐色 6. 1+ 2.9 20 少ない 79 20 

SI -007 17 上師掠 聾 暗褐色 暗褐色 16.8士 14.2+ 21. 7土 40 多い(砂) 6 13 

SI→007 18 土師器 斐 暗褐色 階褐色 11.1+ 7.0土 10 少ない(砂・ il) 48 19 

SI-008 3 土師器 生千(ロクロ) 特色 符色 10.7 3.9 4.4 100 少ない(赤) 32 

SI -008 2 土師器 郎(ロクロ) 黄燈色 黄権色 12.0 3.6 5.9 70 少ない(砂・赤) 4 4 

SI-008 4 土師器 生手(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 12.6 4.3 5. 1 60 少ない 3 5 

SI -008 51 r.師器 杯(ロクロ) 権色 黒褐色 13.3土 4.8 5.0 70 少ない(砂・白) 40 2 

SI -008 6 土師器 F干(ロクロ) 椅色 +壁色 14.3土 4.4 5.0 50 少ない 27 3 

SI-008 7 土師捺 I不(ロクロ) 黄燈色 黄檀色 12.0土 3.8+ 5.5土 40 少ない 30 6 

SI -008 81 t.師器 士干(ロクロ) 黄椅色 黄権色 1. 9+ 5.2" 30 少ない 7 7 

SI -008 9 土師器 小型墾 黄燈色 黄燈色 11.8土 12.8 10.5 13.4士 60 少ない(砂) 7 日

SI町8 10 土師器 小型聾 黄燈色 黄椅色 11.8土 11.2 5.9 13. I土 60 少ない 8 

SI一日日9 l 須恵器 高台付封、 黒灰色 灰色 15.3 5. I 9.4 75 少ない 4 

SI -009 2 須恵器 高台付坪 灰色 灰色 1. 4+ 9.2土 10 少ない 5 2 

SI-OIO l 須恵器 士千 灰色 灰色 13.7士 2.8+ 9.6土 20 少ない(黒税) 85 

SI-Ol0 2 須恵器 均、 灰色 灰色 15.4士 3.4+ 8.0土 20 少ない 12 2 

SI-OIO 3 須恵器 t干 暗灰色 !ぅ}え色 14.0土 3.8+ 20 少ない 153 3 

SI-01O 4 士師器 亦(ロクロ) 権色 燈色 15.4士 4.2+ 10.0土 30 少ない 84 6 

SI-OIO 5 須恵器 封、蓋 灰色 )1(色 1. 4+ 5 少ない(母) 77 5 

SI-OIO 6 須J恵器 盤 青灰色 青灰色 2.5+ 13.6" 20 多い(砂・母・1'1) 78 4 

SI-OIO 7 土師器 両台付皿 赤褐色 亦褐色 2.0+ 13.0土 10 少ない 14 7 

SI-OIO 8 士師器 小聖護 赤褐色 黒褐色 11.2土 7. 1+ 11.8土 25 少ない(砂) 128 8 

SI-OIO 9 士師器 饗 暗褐色 陪褐色 18.4土 9.4+ 10 少ない(砂) 119 11 

SI-OIO IO 土師器 蜜 黄椅色 黄権色 22.6土 7.7+ 10 少ない(砂) 53 13 

SI-Ol0 11 上師禄 墾 黄燈色 黄椅色 6.1+ 5.6土 10 少ない(砂) 85 10 

SI-01O 12 1 f:師器 き豊 黄燈色 黄梅色 17.8土 7.4+ 10 少ない(母) 17 12 

SI-OIO 131 t師器 聾 暗褐色 日昔褐色 20.6+ 6.6" 20 少ない(砂) 5 9 

SI-OllA l 上師器 士干(ロクロ) 暗黄褐色 暗黄褐色 12.6士 3.9 7. I士 30 少ない(砂) 52 21 

SI-OIIA 2 土師器 士干(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 14.4土 4.1 8.2士 35 少ない 12 3 

SI-OIIA 3 須恵器 士千 暗褐色 暗褐色 0.9+ 5.9 20 少ない(砂) 42 7 

SI-OllA 41 i:師器 皿(ロクロ) 黄燈色 黄栂色 13.2 2.4 7.6 98 少ない(赤) 43 81 

SI-OIIA 5 土師器 皿(ロクロ) 黄褐色 黄褐色 13.4土 2.5+ 5.8士 30 少ない 54 9 

SI-OllA 6 土師器 高台付杯 赤褐色 赤褐色 13.0" 6.5+ 30 少ない(砂) 37 6 

SI-OIIA 7 土師器 高台付杯 暗褐色 暗褐色 13.4土 4.6+ 5.8土 30 少ない 39 

SI-OllA 8 土師器 両台付坪 燈褐色 燈褐色 12.2土 3.7+ 25 少ない 57 4 

SI-OIIA 9 土師器 荷台付杯 暗褐色 暗褐色 3.0+ 8. uoo 15 少ない(砂) 52 5 

SI-OIIA IO 土師器 璽 黒褐色 黒褐色 12.4土 4.5+ 5 少ない 54 12 

SI-OIIA 11 土師器 聾 暗褐色 暗褐色 18.2土 4.5+ 5 少ない 26 11 

SI-OIIA 12 土師器 小型蜜 黒褐色 黄樫色 3.5+ 7.8 IO 少ない(砂) 2 10 

SI-OIIA 13 須恵器 甑 燈色 燈色 29.4土 12.0+ 15 少ない 15 

SI-012 l 須恵器 士千二 青h民色 青灰色 13.3土 3.9 8. I 50 多い(砂・白) 14 

SI-012 2 須J忠器 士イ、 青11く色 青灰色 13.4土 3.3+ 20 少ない 26 3 

SI-0I2 3 須恵器 主fミ 青灰色 青灰色 3.6+ 7.2" 10 少ない(母・白) 21 4 

SI-012 4 上師器 士+ 暗褐色 暗褐色 15. I土 3.5 9.4土 60 少ない 18 2 

SI-012 5 須恵器 裏 青灰色 青灰色 23.2+ 27.7土 15 少ない(砂) IO 6 

SI-012 6 土師器 斐 黄櫨色 黄樫色 18.4士 1. 8+ 5 多い(砂・母) 26 8 

SI-012 7 上師器 聾 暗褐色 赤褐色 22.5士 3.9+ 5 少ない(砂・付) 20 7 

SI-013 I IJ:師器 土イ、 にぶい褐色 燈色 11.2土 3.2+ 10 少ない 25 4 

SI -013 2 I f:師器 会干 暗褐色 黄権色 5 少ない 26 3 
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調整・文様 底部

外面 内面 切り離し方法 下面調整
備考

回転ナデ 回転ナデ ヘラ切り離し 阿転ナデ N28-25Aと岡ー個体

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ 内外面火だすき

回転ナデ.手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

横ヘラケズリ後ナデ ナデ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ナデ

口縁部ヨコナデ.縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ナデ

口縁部ヨコナデ，横ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ.ナデ

口縁部ヨコナデ，ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ

口縁部回転ナデ，タタキ 口縁部回転ナデ

ナデ，横ヘラケズリ.タタキ ヘラナデ 手持ちへラケズリ

口縁部ヨコナデ，横・斜位ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ.ヘラナデ

ヘラケズリ，剥離 ヘラナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ.縦・横ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ.ヘラナデ

ミガキ.縦・横ヘラケズリ ヘラナデ ヘラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ， 下部手持ちへラケズリ 不明 大部分無調整

回転ナデ 回転ナヂ 回転糸切り離し 無調整

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ， 下部手持ちへラケズリ 悶転糸切り離し 無調整

回転ナデ，手持ちへラケズリ ミガキ 不明 手持ちへラケズリ 内面黒色処理

回転ナデ.手持ちへラケズリ ミガキ 阿転糸切り離し 手持ちへラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ナデ 回転ナデ l"l転糸切り離し 無調整

口縁部ヨコナデ，縦・横へラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ.縦・横ヘラケズリ ヘラナデ ヘラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 不明 ヨコナデ

回転ナデ 回転ナデ 不明 ヨコナテ. SI-008と接合

回転ナデ 回転ナデ 不明 l叶転へラケズリ 永田産

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ナデ.回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 不明

回転ナデ 回転ナデ 不可J 手持ちへラケズリ

回転ナデ 宝珠つまみ

回転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ 不明 r"l転ヘラケズリ，ヨコナデ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 l叶転ヘラケズリ， ヨコナデ 内外面赤彩

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ナデ

口縁部ヨコナデ，ヘラケズリ後ナデ，指押さえ痕 口縁部ヨコナデ.ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，績へラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

縦ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ 武蔵型

口縁部ヨコナデ，横ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

縦ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ SI-OIIBと接合

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 回転糸切り離し 手持ちへラケズリ

手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 佐l転糸切り離し 回転へラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 不明 ヨコナデ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 静止糸切り離し 不明

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 不明

横方向ナデ 横方向サデ ナデ SI-OIIBと接合

口縁部ヨコナデ，横方向ナデ 口縁部ヨコナデ.横方向ナデ

口縁部ヨコナデ.ヘラケズリ後ナデ 日縁部ヨコナデ，ヘラナデ

横ヘラケズリ ナヂ Sト01/こ接合底部焼成削線刻

口縁部ヨコナデ，タタキ後ナデ 口縁部ヨコナデ.ヘラナデ.あて具痕 手持ちへラケズリ 五孔

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 不明 不明

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

横方向ナデ， ミガキ ナデ， ミガキ ヘラケズリ

タタキ，ヨコナデ ナデ，あて具痕

ロ縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ

口縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ

ヘラケズリ ナデ目 ミガキ

ヘラケズリ.ナデ 放射状暗文あり
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遺構名 番号 焼質 器形
色調

11千手 oHri'Jj 民径 刷径 遺存度 混入物 I主 ~GNo. 実測
外面 内l師

SI-014 21 t師器 杯 (JLJ底) 明亦褐色 褐色 13.0 4.6 90 少ない(砂) 10 

SI-014 31 I-_師器 杯(丸底) 黒褐色 黒褐色 14.0士 4.5 日日 少ない(砂) 2 

SI-014 41 t師器 杯(;lU底) 燈色 的色 14. 1土 4.1 45 少なし，(赤・砂) 15 3 

SI-014 5 士師器 壷 明亦掲色 権色 12.3 12.2+ 13.4 95 少ない 28 4 

SI-014 61 t師器 墾 隣褐色 暗赤褐色 12.6 9.0+ 30 少ない(砂・赤) 31 6 

SI-014 7 士;師器 墾 暗褐色 暗褐色 16.2土 12.8+ 15.8土 30 少ない(砂) 34 7 

SI-014 8 土師器 喜望 暗褐色 階褐色 14.6 15.8+ 19.2 70 少ない(砂) 4 5 

SI-014 9 土師器 甑 黄+音色 黄+音色 20.5 22. I 6.5 19.8 95 少ない(砂) 20 自

SI-015 1 須恵器 bィ= 灰色 灰色 14. I 4.7 8.3 80 多い(砂・母・白) 12 

SI-015 2 須恵器 士イ、 灰色 灰色 2.7+ 9.6 30 多い(砂・母) 6 2 

SI-015 3 須恵椋 向、 灰色 灰色 2.0+ 9.0 20 多い(砂・母.['1) 25 3 

SI-015 41 +師器 士不()Lls) 燈色 !It符色 12.7 3.9 75 少ない 6 

SI-0I5 5 土師器 士干 黄符色 員権色 13.8 3.8 9.6 95 少ない 29 5 

SI-015 6 土師器 I干 赤褐色 赤褐色 14.6 3.0 10.6 80 4ない(砂・ 1'1) 2 4 

SI-0I5 7 1 ，I-_鮒器 喜望 黄椅色 符色 22.6 32.3 6.0 21. 8 70 少ない(砂) 18 7 

SI-015 81 _t師器 婆 時褐色 晴褐色 23.2 9.0+ 10 多い(砂・黒粒) 11 9 

SI-015 9 1 _I-_師器 甑 権色 燈色 22.4 19.8 8.7 70 少ない(砂・ ['1) 13 8 

SI-016 i 士制器 珂、(ロクロ) 黄樹色 黄褐色 14. C土 4.2+ 30 少ない 4 

51-016 2 土師器 士干(ロクロ) 日百黄褐色 暗黄褐色 1. 8+ 5.5土 IO 少ない(fj・亦) 4 2 

SI-016 3 士師器 聾 黒褐色 黒褐色 8.7+ 7.8 20 少ない(砂) 2 3 

SI-0I7 8 1 _I-_師器 杯(丸底) 燈色 燈色 16.7土 4.0 70 少ない(砂) 137 5 

SI-017 9 上自市器 手担 赤褐色 黒褐色 8.0土 3.0 4.8土 25 品ない 166 IO 

SI-017 IO 士師器 士干(丸底) 黄権色 貨償色 13.8"， 4.4 6.6 35 少ない(砂) 61 7 

SI-0I7 II1 t師器 材、(丸底) 符色 +音色 15.6土 3.7+ 25 少ない 147 6 

SI-017 12 須恵器 士千二 灰色 灰色 14.5 3.8 6.6 70 少ない(砂・ 1'1) 26 

SI-017 13 須恵器 高台付上干 灰色 灰色 1.3争 10.7土 10 少ない(1']) 162 4 

SI-017 14 土師器 墾 黄燈色 陪褐色 3.0+ 9.6 20 少ない(砂・吋) 136 9 

SI-018 l 土師器 H、(丸底) 赤褐色・黒褐色 d、褐色 15.8 5.2 40 少ない 19 2 

SI-0I8 2 士師部 杯(メLliI:) 赤掲色 赤褐色 13.6士 5.5+ 40 多い(砂臼)

SI-0I8 3 土師捺 小型蜜 赤褐色 県褐色 11. 6 12.2 7.3 自3 少ない(砂・自白川粒) 3 5 

51-018 4 上師器 小引饗 椅色 特色 14.6士 10.5+ 14.8土 40 多い(砂) 25 6 

SI-018 51J師器 椀 赤褐色 A、褐色 13.2土 4.8+ 14.7土 10 少ない 60 4 

51-018 6 上師滞 鉢 述、何色 亦褐色 15.9士 8.7十 15.5+ 10 少ない 6 31 

SI-018 7 土師器 鉢 晴褐色 時褐色 22.9 12.8+ 22.6 60 少ない 13 9 

SI-018 81 j師器 重量 日吉拘色 附褐色 12.9 22.5 7.4 85 少ない 4 IO 

51-018 9 士師器 護 黄燈色 黄Iil色 15.9土 23.2土 22.6土 40 少ない(砂) 10 H 

51-018 IO 士師器 窪 亦褐色 褐色 17.0土 27.0 7.3 24.6土 60 少ない似合) 23 71 

SI-018 II 士師器 墾 亦樹色 赤褐色 14.2土 21. 4'" 5.6+ 20.4土 25 少ない 50 II 

SI-023 5 須恵器 士千蓋 灰色 以色 9.9 3.3 3.7 98 生ない 70 5 

S 1-023 6 須J息器 士干蓋 青/j(色 灰色 10.9 3.9 70 少ない(砂) 49 

S 1-023 7 須忠器 士干蓋 灰色 灰色 12. C土 4.0+ 引) 少ない 22 4 

SI-023 81，良恵器 士干蓋 灰色 灰色 11. 9 4.6 80 少ない(砂) 21 6 

S 1-023 9 須忠:器 高台H杯 灰色 灰色 14.6"， 4.6 11. 7土 10 少ない 77 2 

SI-023 10 須恵器 士イ、 灰色 }j(色 13.2土 4.5+ 20 少ない(砂) 6 3 

51-023 II 土師器 杯 (;!U氏) 燈色 符色 13.7 4.4 5.4 70 多い(砂) 73 7 

SI-023 12 土師器 I干(丸I氏) 権色 燈色 14.0 4.6 5.8 80 多い(砂・白) 3 8 

SI-023 13 上師器 主不()Llf主) 黄燈色 黄符色 10. 1 2.4 80 少ない 69 9 

SI-023 14 士師器 品軒、(脚部) 黄栂色 黄椅色 4.6+ 20 少ない 25 10 

SI-023 151 +.師器 台付蜜(脚部) 椅色 燈色 7.0+ 20 多い(砂'['1) 11 

SI-023 16 士師器 護 黄崎色 黄燈色 3.8t 6.0 30 少ない(砂・赤) 18 12 

SI-023 17 士師器 費 黄椅色 黄燈色 12.5+ 9.5 30 少ない 72 14 

S 1-023 18 上師器 斐 亦褐色 赤褐色 19.6 24.9 8.4 19.5 90 少ない(砂) 80 13 

S 1-024 l 須恵器 甑 灰色 }五色 28.0土 13.7+ 10 争最(母'(:1・赤) 32 

S 1-024 2 士師器 小型空 赤褐色 語、褐色 11. 7 24.3 5.8 85 少ない(自) 51 3 

SI-024 31 _t師器 斐 H音褐色 暗褐色 12.8"， 13.3+ 17.8土 30 多い(砂・ 1'1) 35 2 

S 1-024 41 [.師器 費 赤褐色 赤褐色 18.9土 17.1+ 20.5土 30 少ない 47 4 

51-025 3 須，t{器 珂ミ蓋 青};i<'色 青灰色 12. I 3.5 95 少ない(砂) 19 7 

SI-025 4 須忠掠 杯蓋 青灰色 青灰色 19.2 3.7 100 争い(砂 Ij'['I) 50 6 

SI-025 5 須恵器 t1、 日昔褐色 晴樹色 12.5 4.1 7.7 80 少ない(砂) 21 

SI-025 6 須恵器 t干 青灰色 首灰色 12.5土 3.7+ 7.1土 20 少ない(砂) 43 5 
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調整・文様 底部

外面 内面 切り離し方法 ド面調整
備考

横方向ナデ，横ヘラケズリ後ナデ ナデ 内外凶赤彩

横方向ナデ.ヘラケズリ ナデ 1:1縁部赤彩

ナデ，ヘラケズリ後ナデ ナデ 内外面赤彩

口縁部ヨコナデ.横ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ナデ 内外面赤彩

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ.縦ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，斜位へラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ，ヘラナデ，ミガキ 口縁部ヨコナデ.ヘラナデ， ミガキ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し IQ]転ヘラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 子持ちへラケズリ

回転ナデ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ

横へラケズリ後ナデ ナデ 内面漆付着

横ヘラケズリ後ナデ ナデ ヘラケズリ

横ヘラケズリ後ナデ ナデ ヘラケズリ 内外面赤彩 外出の」部煤付着

口縁部ヨコナデ，縦・横・斜位ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ.斜位へラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ.ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦・斜位へラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ナデ ヘラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 不可1 不明

回転ナデ，へラケズリ 回転ナデ 回転糸切り離し 無調整

縦・横へラケズリ ナデ.へラナデ ヘラケズリ

績へラケズリ ミガキ ヘラケズリ 底部外I函焼成後刻書・墨書

ナデ ヘラナデ 底部に木葉痕

横ヘラケズリ，ナデ ナデ ヘラケズリ

横ヘラケズリ，ミガキ ミガキ ヘラケズリ

回転ナデ 回転ナデ ヘラ切り離し 子t寺ちへラケズリ， ヨコナテ'

回転ナデ 回転ナデ 不明 lii1転ナデ

斜位ヘラケズリ ヘラナデ ヘラケズリ

横方向ナデ，横ヘラケズリ 横方向ナデ ヘラケズリ 内外面共に11縁部~体部赤彩

横ヘラケズリ後ナデ ナデ ヘラケズリ 内外面共に口縁部~体部赤彩

横ヘラケズリ後ナデ 横ヘラケズリ，ヘラナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ，横ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

ナデ ナデ

口縁部ヨコナデ，横ヘラケズリ後ナデ 横ヘラケズリ，ヘラナデ

口縁部ヨコナヂ.縦・横ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ナデ

口縁部ヨコナデ，横ヘラケズリ後ナデ 日縁部ヨコナデ，ナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ，縦・横・斜位ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナテ:横・斜位へラケズリ，ヘラナテeー

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ，ヘラナデ 横方向ナデ，横ヘラケズリ ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ，縦・斜位ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ナデ ヘラケズリ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 天井部・ヘラ切り離し ー

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 天井部。ヘラ切り離し ー

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ 天井部ヘラ切り離しー 渦文

回転ナデ 回転ナデ 不明 ヨコ十デ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 不明

横ヘラケズリ，ナデ ミガキ ヘラケズリ

横ヘラケズリ後ナデ ナデ ヘラケズリ.ナデ

ヘラケズリ後ナデ ナデ ヘラケズリ後ナデ

ヘラケズリ ヘラナデ， ミガキ 内面黒色処理の痕跡あり

ヘラケズリ ヘラケズリ

横ヘラケズリ，ナデ ナデ ヘラケズリ

ヘラケズリ後ナデ ヘラナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ，縦・斜位ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ.タタキ 口縁部ヨコナデ，ナデ，あて具痕

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ナデ ヘラケズリ 火だすき

口縁部ヨコナデ.縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ナデ

口縁部ヨコナデ.横・斜位ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

回転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ 円筒つまみ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 円筒つまみ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 阿転糸切り離し 問転ヘラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ
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遺構q， 番号 焼質 器形
色調

1 If手 器高 底符 胴f手 遺存度 混人物 注記No. 実測
外面 内l而

SI-025 7 須恵器 t1' 黄掩色 黄4音色 12.2 3.7 7.8 60 少ない 3 3 

SI-025 8 須恵器 f干 黄権色 黄燈色 12.6 4. 1 7.7 IC日 少ない(砂赤) 20 2 

S 1-025 9 須恵器 t干 青灰色 青灰色 4.3+ 7.5 50 多い(砂・白) 10 4 

SI-025 101 J師器 台H鐙 A、褐色 明赤褐色 10.2 8.6 14.3十 12.4土 40 少ない(砂) 14 8 

SI-025 II 土師器 蜜 黄燈色 黄燈色 27.0 17.6+ 22.5+ 25 少ない(砂) 27 10 

S 1-025 12 上師器 準 黄椅色 黄樫色 20.7土 7.0+ 10 少ない(砂) 23 11 

SI-025 131:1:師器 要 黄符色 黄椅色 4.0+ 4.7 10 多い(砂) 52 13 

SI-025 14 士師器 護 黒褐色 黄燈色 4.0+ 8.0 20 少ない(赤) 7 12 

S 1-025 15 土師器 斐 H音褐色 暗褐色 6. 1+ 6.9 20 少ない(砂・白) 53 91 

SI日26 l 士師器 亦(メLIぽ) 黄椅色 茂僚色 15.0土 4.6+ 20 少ない(砂・黒粒) 14 2 

SI日26 2 士師搭 町、(丸氏) にぶい燈色 にぶい符色 15.0土 3.6+ 10 少ない(砂) 4 3 

SI-027 5 須忠{器 杯蓋 青灰色 青灰色 15. 1土 3.1 70 少ない 40 4 

SI-027 6 須恵器 折、義 百}j(色 古}j(色 2.0+ 25 少ない 123 5 

S 1-027 7 須忠器 封、蓋 青灰色 古灰色 16. 4~ 2.3+ 10 少ない 20 6 

S 1-027 8 須恵器 坪蓋 灰色 灰色 3.5+ 20 少ない 60 2 

SI-027 9 須恵器 尚台付t干 }j(色 百灰色 14.2土 4.2 9.6土 30 少ない(砂) 74 

SI-027 10 須恵器 前台{、tt干 百}jえ色 青以色 13. 4~ 4.4 9.2土 30 少ない 3 3 

SI-027 11 土師器 郎(丸氏) 亦褐色 赤褐色 11. 5 3.3 60 少ない(母・亦) 35 7 

S 1-027 12 土師揺 士イF にぶい特色 にぶい椅色 13.0士 3.6 4. O~ 20 少ない(1吐) 72 10 

S 1-027 13 士師器 t1' (丸底) 晴褐色 日青褐色 14.4土 3.5+ 10 少ない 67 8 

SI-027 14 士師器 白河、(脚部) 日青褐色 日百褐色 3.0+ 5 少ない 98 9 

S 1-027 15 土師器 蜜 にぶい赤褐色 にぶい亦褐色 17.8士 28.8 6.7土 15.8土 30 多量(砂・白) 32 12 

SI-028 21 !:師器 椀 ()LI丙) 赤褐色 亦褐色 12.6 6.6 100 少ない(['1)

SI-028 3 1 I:F，IP器 小型鐙 赤褐色 黒褐色 12.0 10.4 7. 1 98 少ない 21 4 

SI-028 4 上師器 小型墾 黄椅色 黄槍色 12.2 1l.8 4.5 12.5 90 少ない(砂) 2 3 

S 1-028 51 t師器 壷(財) 亦褐色 にぶい赤褐色 7.4 14.8+ 14.5 80 少ない(母・白) 5 2 

SI-028 6 上師器 鐙 持色 燈色 14.7 27.5 7.0 21. 5 90 少ない 9 5 

S 1-028 7 上師器 餐 述、褐色 亦褐色 14.0+ 19.6土 20 少ない(砂) 10 7 

SI-028 8 土師器 重量 栓色 椅色 15. 8~ 10.6+ 16.3土 30 少ない(砂) 9 6 

SI-028 91 +.師器 甑 赤褐色 黄椅色 20.6 18.0 5.1 98 少ない(砂) 日 8 

S 1-029 l 士師器 盤 貨燈色 黄椅色 22.0 29.5 6.4 18.7 90 多い(lj) 2 

S 1-030 1U:師器 皿(ロクロ) 燈色 検色 10.9 2.6 5.0 75 少ない 32 

SI-030 21 J.:師器 椀(ロクロ) 員椅色 黄燈色 13.8 5.4 6.3 90 少ない 22 2 

SI-030 31 J:師器 高台付郎 民椅色 黄燈色 14.3士 6.4 6.2土 45 少ない(砂) 33 4 

SI-030 4 上師器 椀(ロクロ) ぷ褐色 黒褐色 18.4土 6.6+ 50 少ない(砂) 14 3 

SI-030 5 須忠器 両内付I不 暗褐色 黒褐色 3.2+ 7.5 20 少ない 43 51 

S 1-030 6 士師器 小型主主 赤褐色 乙庁、褐色 12.3土 10.7+ 13.4土 30 多量(砂) 38 8 

SI-030 7 上師器 護 H音褐色 赤褐色 19.5土 6.6+ 20 品ない 39 10 

SI日30 8 土師招 斐 赤褐色 赤褐色 19.5士 5.5+ 10 少ない 3 7 

SI-030 91 t師器 墾 暗褐色 時褐色 23.0土 11. 8+ 10 少ない(砂) 29 9 

SI-031 l 土師器 折、(ロクロ) 黄樟色 黒褐色 13. h 3.9 6.7 45 少ない(砂) 6 2 

SI-031 2 上師器 郎 赤褐色 亦褐色 12.h 4.1 7. 1士 30 少ない(亦) 10 

SI-031 31 l師器 翠 赤褐色 亦褐色 7.0+ 8.0 30 少ない(砂) 9 3 

SI-031 4 土師器 窪 暗褐色 暗褐色 17.3 19.0+ 70 多い(砂) 4 4 

SI-032 2 十，師器 I同士干(脚部) にぶい赤褐色 にぶい亦褐色 3.3+ 5 少ない(赤)

S 1-032 3 土師器 査 赤色 赤色 15. 6~ 3.7+ J 戸 少ない(砂・赤) 4 

SI-032 4 土師探 護 椅色 1音色 15.2 21. 4+ 5.5 21 日土 40 多い(赤) 2 

SI-034 l 士師器 町、 黄燈色 黄種色 13.6土 4.7+ 30 少ない 18 2 

S 1-034 2 土師器 蜜 黄樫色 黄燈色 12.6士 4.7+ 10 少ない(砂) 2 3 

S 1-034 3 1 ，-_師器 墾 黄燈色 黄燈色 4.0+ 6.1 10 少ない(白・付) 4 

SI-035 l 土師器 両封、(士干部) 赤褐色 赤褐色 15.9土 6.5十 10 少ない 6 3 

SI-035 2 士師器 品向、(脚部) にぶい褐色 にぶい褐色 2.3+ 12.0 20 少ない 3 4 

SI-035 3 上師器 査(柑) 赤褐色 赤褐色 6.5士 8.1 3.4 9.2 50 少ない(白) 日

SI-035 4 上師器 壷(ヰ() にぶい檀色 明褐色 6.5 8.3 3.3 98 少ない(白) 2 2 

S 1-036 1 1 t.師器 I干(ロクロ) 黄燈色 黄燈色 2.4+ 7.4 30 少ない(亦) 37 3 

SI-036 2 士師器 同台付肌 燈色 符色 13.6" 2.6 7.0 60 少ない(砂) 16 4 

SI-036 3 土師部 士十(ロクロ) 責樟色 黄符色 13.7 3.9 7.2 65 少ない(砂) 2 2 

SI-036 41 1:師器 小型獲 燈色 檀色 13.8土 8.4+ 13.4土 20 少ない 41 5 

S 1-036 5 須恵器 墾 明赤褐色 にぶい黄褐色 6.9+ 5 少ない(赤) 44 

SI-038 l 弥坐上認 告ー にぶい黄燈色 }j(I'1色 5 多い(砂・亦) 12 
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調整・丈様 氏i司:

外而 内IlIi 切り離 l!J法
備45'

卜1(11調幣

回転ナデ，子持ちへラケズリ Inl車ムナデ イ~fリj H守ちへフケズリ 阪市;外l(rj焼成時ij線車Ij

回転ナデ，手持ちへラケズリ 1"1転ナデ イく I~J T持ちへラケズリ 火だすき 肢外出焼成。ij線刻

回転ナデ |円l転ナデ 不可l !日l転へラケズリ

n縁部ヨコナテ:横へラケズリ後ナテ: ミガキ，ヘラナデ υ縁部ヨコナデ，ヘラナデ 脚部;横HI"Jナデ [叱11で筏f;-

U縁部ヨコナデ，横・斜位ヘラケズリ II縁部ヨコナデ，へラケスリ後ナテ¥輪積痕

口縁部ヨコナデ，へラナデ，横ヘラケズリ 1I縁部ヨコナデ，ヘラナデ

縦へラケズリ ナデ ヘラケズリ

横へラケズリ ヘラナデ ヘラケズリ

縦・横ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ

検ヘラケズリ後ナデ ミガキ

横・斜位ヘラケズリ後ナデ ミガキ

凹転ナデ， 1日]車ムヘラケズリ 1"1転ナデ 1'1何つまみ

!ロl転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ 1、球つまみ

回転ナデ |円|転ナデ

回転ナデ 1"1転ナデ

凶転ナデ 阿転ナデ ヘラ切り離し 1"1転ヘラケズリ，ヨコナデ

同転ナデ [口l転ナデ ヘラ切り離し ヨコナデ 底部焼bX:前線刻

横へラケズリ，ナデ ミガキ

横へうケズリ後ナデ ミガキ ヘラケズリ

横ヘラケズリ ミガキ 内外I(fi出色処f型

縦へフケズリ後ナデ 縦ヘラナデ

日縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ ヘラケズリ

縦・横ヘラケズリ後ナデ ナデ ヘフケズリ 内外1(li亦彩

1I縁部ヨコナデヲ横・斜位ヘラケズリ後ナデ 1I縁部ヨコナデ。横えi向ナデ，ヘラナデ ヘラケズリ

LJ縁部ヨコナデ，横ヘラケズリ後ナテe 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ，輪積痕 ヘラケズリ

LI縁部ヨコナデ，縦・横ヘラケズリ後ミガキ 11縁部ヨコナデ，ナデ 内外lill赤彩

口縁部ヨコナデ，縦・横・斜依へラケズリ u縁部ヨコナデ，ヘラナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ，横へラケズリ後ナデ 日緑樹iヨコナテ:横ヘラケズリ後ナテ;へフナデ

1I縁部ヨコナテ:横・斜位ヘラケズリ II縁部ヨコナデ!横へフケズリ。へラナデ

口縁部ヨコナデ，縦 斜牧へラケスリ後ナデ I1縁部ヨコナテ¥縦へフケズリ後ミガキ

LJ縁部ヨコナデ，縦・横斜位へラケズ')後ナデ fl縁部ヨコナデ，ヘラナデ ヘラケズリ

InJ転ナデ 削転ナデ !日l転糸切り離し 月!(，)両手堅

凹転ナデ， ミガキ [iiJ転ナデ， ミガキ ィ、 I~J 1"1申ムナデ 内Ifli，lg色処理

|叶転ナデ，回転へラケズリ ミガキ 司、iリl ヨコナデ 内げu黒色処pp

凶転ナデ I"J申ムナデ， ミガキ ィ、Iリj H'iちへラケズリ |斗出黒色処sI'

阿転ナデ，回転ヘラケズリ ["1転ナデ ヘラ切り離し H転へフケズリ， ヨコナデ

11縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 日縁部ヨコナデ，ヘラナデ

I'J縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ

1I縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ IJ縁部ヨコナデ，ヘラナデ

1I縁部ヨコナデ，横方向ナデ，横へラケズリ後ミガキ 11縁部ヨコナデ，横へラケスリ

In[転ナデ，子持ちへラケズリ ミガキ 不明 F持ちへラケズ') 内I(II黒色処sjl

横ヘラケズリ後ナデ ナデ ヘラケズリ

縦横ヘラケズリ ヘラナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ，横ヘラケズリ後ナデ 横へラケズリ 1 ヘラナデ

縦へラケズリ 横ヘラケズ') 外出品、彩

口縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ 内外1(11亦彩

11縁部ヨコナデ，縦・斜位ヘラケズリ後ナデ 11融部ヨコナ子¥横}flロlナデ!ヘラナデ。指頭痕 ヘラケズリ

横ヘラケズリ，ナデ ミガキ 11縁部黒色処珂

11縁部ヨコナテ:縦へラケズリ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ

縦・横へラケズリ ヘラナデ ヘラケスリ

縦へラケズリ，ヨコナデ，ヘラナデ ナデ.へうすデ

へラナデ ナデ

口縁部ヨコナデ，横・斜位ヘラケズリ後ナデ IJ縁部ヨコナデ，ヘラナデ へラケズリ 内外的i赤彩

口縁部ヨコナデ，縦・横・斜{守ヘラケズリ後ナデ 11縁部ヨコナデ，ナデ へラケズリ 11緑内 I(Ji~外 I自l亦彩

同転ナデ守子持ちへラケズリ 阿転ナデ ヘラ切り離し ["1転へフケズリ

同転ナデ l口l転ナデ ヘラ切り離し ヨコナテe

!日l転ナデ，手持ちへラケズリ いl転ナデ イJ町l 千持ちへラケズリ

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 日縁部ヨコナテ:へラナデ

横方向ナデ，タタキ ナデ，あて具痕

ハケ，刺突文 ヘラナデ
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遺構名 番号 焼質 器形
色調

1I径 器高 底径 胴係 遺存度 混入物 1対己Nu 実測
外出 内面l

SI -038 2 弥生土器 牽 にぶい檀色 明赤褐色 5 少ない 29 2 

SI -039 l 須恵器 土干 灰色 白I:k.色 11.8" 4.0+ 4.0 30 少ない 4 

SI -039 2 須恵器 荷台付杯 灰黄色 灰色 3.2+ 9.0士 20 少ない 52 3 

SI -039 3 1 l:師器 士千(丸底) 黄褐色 黒褐色 13. I 3.5 60 少ない(赤) 64 4 

SI -039 41 r.師器 護 黄椅色 黄燈色 22.9土 6.0+ 10 少ない 30 5 

S I -039 5 上自凶器 小型蜜 黒褐色 黄燈色 13.5" 14.8+ 8.4土 17.9" 30 少ない 35 6 

SI -040 l 灰糊陶器 椀 灰褐色 灰色 15.5 4.3 7.6 85 少ない(砂・臼) 28 

SI -040 2 土師器 椀(ロクロ) 黒褐色 黒褐色 16.4土 6.5 8.8土 20 少ない 8 3 

SI -040 3 須恵器 壷 晴灰黄色 灰色 25.2土 9. 1+ 5 少ない(砂.1'1) 16 2 

SI-041 l 須恵器 会干 青灰色 '*色 12.6土 3.4 7.2 60 少ない 5 

SI-041 2 土師器 坪(ロクロ) 黒褐色 黒褐色 11.8土 4.0 17.4 40 少ない(白) 8 2 

SI-041 9 須恵器 聾(転用硯) 灰黒色 灰黒色 17.5+ 5 多い(白) 20 3 

S I -042 l 須恵器 杯蓋 灰色 灰色 16.6土 2.0+ 50 少ない 7 2 

S I -042 2 須恵器 高台付向、 灰色 灰色 14.2土 4. I 10.4土 20 少ない 23 

SI -042 3 士師器 聾 灰黄褐色 灰黄褐色 2.3+ 8.3土 5 少ない 13 3 

SI -044 4 須恵器 士干童 I:k.色 灰色 14.2土 3.3+ 10 少ない(砂・母) 126 6 

S I -044 5 須恵器 Iイミ蓋 灰色 灰色 17.6" 2.4+ 10 少ない(砂) 33 7 

SI -044 6 須恵搭 I干 青灰色 灰色 12.2土 4. I 7.6土 40 少ない 86 l 

SI-044 7 須恵器 士干 黄灰色 灰n色 3.7+ 8.2士 30 少ない 106 2 

SI-044 8 須恵器 亦 灰色 灰色 1. 3+ 7.4土 20 少ない 241 4 

SI -044 9 須恵器 主手 灰色 !火色 4.0+ 9.6土 20 多い(母・内) 246 3 

SI-044 10 須恵器 亦 黄褐色 黄褐色 11.5土 4.0 8. I土 30 少ない 101 11 

SI -044 11 上師器 鉢 黄燈色 黄符色 12.6土 5.7+ 5 少ない(砂) 62 13 

S I -044 12 須恵器 要 樫色 燈色 21. 0土 7.9+ 5 少ない 85 9 

SI -044 13 須恵器 査 民黄色 !火黄色 10.1" 1. 8+ 5 少ない 153 8 

SI -044 141 l:師器 葱 明亦褐色 明赤褐色 19.8土 6.7+ 10 少ない(白・赤) 83 15 

S I -044 15 1 r.師器 聾 黄檀色 黄符色 19.5土 7.2+ 10 少ない(砂) 3 14 

S I -045 l 須恵器 亦蓋 以黄褐色 l火黄褐色 1. 4+ 20 少ない 106 2 

SI-045 2 須恵器 奄 灰黄褐色 灰黄褐色 10.0土 3.2+ 5 少ない 129 3 

SI -045 3 須恵器 R 灰色 灰色 2.9+ 30 少ない 36 

SI -045 4 上自雨器 鉢 黄褐色 黄褐色 15.0" 10.2+ 30 多い(砂・母・赤) 140 6 

SI -045 5 土師器 要 赤褐色 赤褐色 21. 5 17.8+ 19.9土 40 多い(砂・母) 59 4 

SI -045 6 上師器 聾 赤褐色 赤褐色 20.3 23.6+ 18. 7 65 多い(砂・母・白) 58 5 

SI-046 I1 r.師器 皿(カlワラケ) 黄檀色 黄拘色 8.8" 1.4 4.8土 40 少ない 14 2 

SI -046 2 土師器 皿(カワラケ) 黄梅色 黄樟色 10.2土 1.8 6.0土 20 少ない 25 3 

S I -046 3 土師器 椀(ロクロ) 黄燈色 黄燈色 15.4" 5.9 6.2 25 少ない(砂・赤) 17 

SI-047 I 須恵器 I干 灰色 灰色 10.6" 1. 8+ 10 少ない 2 

SI -049 2 1 r.師器 杯(ロクロ) 黄燈色 黄椅色 19.8土 5.4+ 25 少ない(砂) 2 6 

SI -049 4 須恵器 翠 赤褐色 暗褐色 20.8 25.8 14.5土 24.2 80 少ない 75 2 

S I -049 5 須恵器 翠 にぶい褐色 褐色 20.0土 7.8+ 10 少ない 63 4 

SI -049 6 土師器 墾 暗褐色 暗褐色 19.2士 9.3+ 2日 多い(砂・母) 67 8 

SI -049 7 土師器 聖書 黄燈色 黄檀色 20.0土 9.5+ 20.6土 20 少ない 29 7 

SI -049 8 須恵器 費 暗褐色 暗褐色 14.8+ 7.0" 20 少ない(砂) 28 3 

SI -0508 l 須恵器 F干蓋 青灰色 青灰色 9.0土 3.6+ 20 少ない 049-40 日49-1

S I -0508 2 須恵器 t干蓋 青灰色 青灰色 10.5士 3.1+ 10 少ない 26 

SI -0508 4 土師器 亦(丸底) 燈色 椅色 12.0" 2.2+ 30 少ない 45 4 

SI -0508 5 十.師器 亦(丸底) 橋色 橋色 13.4土 4.1+ 10 少ない(砂・赤) 18 3 

SI -0508 6 土師器 高坪(脚部) 黄燈色 黄燈色 2.5+ 11.3土 5 少ない 49 5 

SI -0508 7 土師器 窪 赤褐色 黄樟色 4.6+ 6.0 5 少ない 24 6 

SI -0508 3 土師器 珂Z 黄褐色 黄椅色 10.6土 3.3+ 30 少ない(赤) 049-6 049-5 

SI-05IA 8 土師器 聾 樟色 燈色 21. 9士 30. 1+ 23.2 70 多い(砂母白・赤) 2 7 

SI-05IA 9 土師搭 護 黄燈色 黄燈色 21. 3士 16.4+ 20.4" 20 少ない 31 8 

SI-0518 l 上師器 F手 黄燈色 黄燈色 13.0士 3.6 6.8 30 少ない 117 6 

SI-0518 2 土師器 長干(ロクロ) 黄檀色 黄椅色 13.6土 4.7 6.4 45 少ない(砂) 56 2 

SI-0518 3 上師器 t不(ロクロ) 燈色 燈色 12.5 4.7 5.6 90 少ない(砂) 4 5 

SI-0518 4 土師器 士不(ロクロ) 亦褐色 亦褐色 12.8土 4.4 6. I 70 少ない 125 

SI-0518 6 須恵器 甑 燈色 崎色 18.2+ 13.5土 20 少ない(砂) 34 4 

S I -052 2 土師器 tf にぶい黄掩色 にぶい黄椅色 9.5" 3.1+ 30 少ない 185 8 

SI -052 3 須恵器 上干蓋 ト瓦色 灰色 12. I 4.4 10日 少ない 77 

S I -052 4 須恵器 育、義 灰色 '*色 10.0 3.5 60 少ない 74 4 
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調整・文様 底部
備考

外面 内面 切り離し方法 下回調整

ナデ後ハケ ナデ

回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り離し 無調整 図上で接合

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 回転へラケズリ.ヨコナデ

ヘラケズリ後ナデ ミガキ 内面黒色処理

口縁部ヨコナデ.縦へラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦・横ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ ヘラケズリ

回転ナデ.回転ヘラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 回転ヘラケズリ.ヨコナデ

回転ナデ 回転ナデ，ミガキ 不明 ミガキ 内外面黒色処理

口縁部回転ナデ 口縁部回転ナデ 自然軸

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

タタキ あて具痕.ナデ

回転ヘラケズリ，回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 回転ヘラケズリ，ヨコナデ

斜位ヘラケズリ ヘラナデ ヘラケズリ

回転ヘラケズリ，回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ 体部内面墨書

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ 不明 回転ヘラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ナデ.手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

横ヘラケズリ ナデ

口縁部回転ナデ 口縁部回転ナデ

口縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ 自然紬

口縁部ヨコナデ，横ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，横へラケズリ 口縁部ヨコナデ.ナデ

回転ヘラケズリ，回転ナデ 回転ナデ

口縁部回転ナデ 口縁部回転ナデ 自然軸

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 回転ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ.横ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ後ナデ 円縁部ヨコナデ，横へラケズリ，ヘラナデ

回転ナデ 回転ナデ ヘラ切り離し 回転ヘラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り離し 無調整

回転ナデ，下部手持ちへラケズリ 回転ナデ， ミガキ 回転糸切り離し 無調整

回転ナデ 回転ナデ 不明 不明

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 不明

口縁部ヨコナデ，横方向ナデ，タタキ，斜位へラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ，指圧痕

口縁部ヨコナデ，横方向ナデ，タタキ 口縁部ヨコナデ.ヘラナデ，あて具痕

口縁部ヨコナデ，斜位へラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，横ヘラケズリ

横ヘラケズリ，横方向ナデ，タタキ ヘラナデ，あて具痕 手持ちへラケズリ

回転へラケズリ，回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ.回転ヘラケズリ 回転ナデ 口縁部つまみ上げ

ヘラケズリ後ナデ

ヘラケズリ後ナデ ナテr

ナデ，ヘラケズリ ナデ，ヘラケズリ

ヘラケズリ後ナデ ヘラナデ ヘラケズリ

横ヘラケズリ後ナデ ミガキ ヘラケズリ 内外面黒色処理

口縁部ヨコナデ，ヘラケズリ後ナデ， ミガキ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ 常総型

ロ縁部ヨコナデ，斜位ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ 武蔵型

回転ナデ.下部手持ちへラケズリ 回転ナデ 阿転糸切り離し 周縁部へラケズリ

回転ナデ， f部手持ちへラケズリ 回転ナデ 回転糸切り離し 無調整

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 静止糸切り離し 手持ちへラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り離し 無調整

横ヘラケズリ.横方向ナデ，タタキ ナデ，へラケズリ.あて具痕 手持ちへラケズリ 胴部外面焼成前線刻

ヘラケズリ ミガキ 内面黒色処理漆

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 天井部ヘラ切り離し

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 天井部・ヘラ切り離し
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遺構:r， 番号 焼質 2柱形
色調

外出 内ilri
lJj毛 様高 氏f子 刷係 遺存度 混入物 Iも記Nu 実測

S I -052 5 須恵器 杯蓋 !?灰色 青灰色 9.8土 3.2+ 20 少ない 186 5 

SI -052 61'fi忠:器 士イ、 以色 1*色 10.0" 2.2+ 5 少ない 168 3 

SI -052 7 須恵器 1不 灰色 灰色 9.2" 2.3+ 5 少ない 186 2 

S I -052 81 j師罷 1千; 長褐色 黄褐色 13.0土 3.7+ 25 少ない 121 7 

S I -052 91 1:師器 き豊 黄権色 黄燈色 20.0土 10.4+ 40 多い(砂) 161 10 

S I -053 2 須忠器 前台付t干 灰色 灰色 12.0土 3.6+ 20 少ない(砂) 17 

S I -053 31 L師器 好、 員宿色 黄燈色 14.6土 3.5+ 10 少ない 63 3 

S I -053 4 上師器 士不 時褐色 哨褐色 15.6土 3.2+ 20 少ない 62 2 

SI -054 l 須JJJ器 月、 灰色 灰色 13.6土 4.7 9.4" 10 少ない(f手) 156 

SI -054 2 1 1師搭 聾 褐色 黄褐色 12.9土 4.4→ 10 少ない 24 6 

SI -054 3 1 1師器 小It'墾 暗褐色 燈色 11.6士 13.0+ 7.6 11.6土 35 多い(砂・赤) 188 5 

S I -054 4 1 ~(j恵掠 魁 にぶい亦褐色 権色 15.2土 6.5+ 5 少ない 135 4 

S I -054 51 t師器 釜 茶褐色 茶褐色 19.3士 5.4+ 10 少ない 134 7 

S I -054 6 1 l:師需 小型鐙 赤褐色 赤褐色 20.0" 7.2+ 20 少ない 29 9 

SI -054 71 L師器 窒 黄惰色 黄符色 19.6土 17.7+ 21. 0土 40 少ない 28 日

S I -055 12 須恵器 士干義 ト丸色 灰色 17.0士 3.3 30 多い(砂・白) 7 7 

S I -055 13 三~i恵器 封、 灰色 灰色 13.6" 3.7 8.6 50 多い(砂・白) 29 3 

SI -055 14 須恵器 H、 k瓦色 灰色 13.2 5.2 8.3 70 多い(砂・内) 18 2 

S I -055 15 須且1器 高台Hl1、 濃灰色 濃灰色 15.9 5.9 9.6 98 少ない 71 

S I -055 16 須必掠 洋回三 灰色 灰色 14.4土 3.2十 5 少ない 150 6 

S I -055 17 ~ti恵底 占ポ 灰I'I色 浅黄色 15.3" 3.9+ 10 少ない 152 5 

SI -055 18 須恵器 士不 灰ドl色 以白色 13.9土 3.9+ 10 少ない 17 4 

SI -055 19 1:師器 士干 黄符色 黄燈色 14.5 5. I 7.0 70 少ない(砂・亦) 115 9 

SI -055 20 l今日雨器 打、 陪褐色 f青侍色 13. I土 2.2+ 30 少ない 65 8 

S I -055 21 j'.帥需 重 黄椅色 黄椅色 22 日土 6.8+ 10 多い(砂・L}'，J'赤) 93 10 

S I -056 61 1-.印U:lli 山 黄燈色 貨燈色 19.3土 2.7+ 20 少ない 43 4 

S I -056 71 1:師括 坪(h底) iJf.樗色 黒褐色 11.6土 3.7+ 20 少ない 24 

S I -056 81 1師掠 I不(JLIぽ) 格色 燈色 15.4土 3.7+ 20 少ない 56 5 

SI -056 9 1 1師器 高士不 l自褐色 褐色 15.5土 10.5 10.2 40 少ない 18 8 

S I -056 101 j-.削器 甑 にぶい燈色 にぶい格色 10.0+ 8.4土 5 少ない 36 10 

SI -056 111 U同í~号 斐 4、褐色 赤褐色 20.6土 14. 1+ 18. C土 20 多い(砂・亦) 64 9 

S I -057 7 須恵器 上不蓋 灰色 ト瓦色 14.6土 3.4+ 25 少ない 21 4 

S I -057 8I!且止〈器 河、益 灰色 灰色 2.3+ 10 少ない 96 3 

S I -057 9 1 ~且必需 向子?イナI不 以色 灰色 14.2土 4.5 10.0 35 少ない 28 

S I -057 10 須恵器 両台HT小 ;t，'，灰色 1*色 1. 5+ 9.5" 20 少ない 142 2 

SI-057 11 上 ~llí :lli 杯(}L民) jj1褐色 黄褐色 12.6土 3.5+ 25 少ない 127 自

SI-057 121 1師揖 士イ、 にぶい明符色 にぶいiリ11在色 13.8土 4.8 8.0 40 少ない(砂) 48 10 

SI-057 13 I I:Alp骨量 tィ、 赤褐色 A、褐色 15.9 4.0 8.4 80 少ない 173 7 

SI-057 14 1 1師掠 I干 s!燈色 黄燈色 13.2士 4.3十 20 少ない 55 6 

S I -057 151 +.師器 t1、(丸氏) 黄椅色 黒褐色 17. (土 5.6+ 30 少ない 5 9 

S I -057 161 1:師捺 墾 #11音色 黄燈色 13.7 9.0+ 35 少ない 73 13 

S I -057 17 1 urn出 多A雀， 員格色 黄符色 22.0 28.3 6.7 18.2 60 多い(砂・白) 174 12 

SI -058 l 須u邑諮 士十議 黄符色 黄+音色 16.6土 3.6+ 35 少ない(白) 38 3 

S I -058 2 須恵掛 士不 浪灰褐色 I*.褐色 1.7十 7.0 20 少ない(砂) 35 

SI -058 3 1 l:師器 杯(ロクロ) i電位色 黄権色 11.6土 3.2十 6. 1土 15 少ない 64 2 

SI -058 41 t.Arli器 台封、準 f苦悩色 員褐色 9.3+ 13.0" 40 少ない(砂) 56 5 

SI -058 51 -t師器 台会f主豊 A、制色 亦褐色 11.2 13.9+ 13.0 80 少ない 22 4 

SI -058 6 1 i削器 窪 A、褐色 赤褐色 19.7士 6.8+ 10 少ない 54 7 

S I -058 711師器 準 にぶい赤褐色 燈色 6.5+ 4.4土 10 少ない 2 8 

SI -059 l 須，IL{部 町、 青1*色 行灰色 10.2土 2.3+ 20 少ない 3 

S I -059 2 須恵掠 村、 NJk色 おト九色 10.6士 2.9+ 20 少ない 12 2 

S I -060 l 須合1器 t干 H百尚色 陪褐色 13.5土 3.6+ 7.7土 25 少ない 40 6 

S I -060 21;日忠ZJ 杯、 11一樹色 11，何色 14.7土 3.9+ 7.5 30 少ない(砂・赤) 129 5 

S I -060 3 三UJJ'(Ni 問、 I*I'I色 灰色 1. 9+ 6.6 10 多い(砂・黒粒) 208 自

S I -060 41 Hlli:;';) 日(ロクロ) 亦褐色 赤褐色 12. (土 2.3 6.0 40 少ない 55 14 

SI -060 5 1 1:師器 出(ロクロ) 黄1骨色 黄燈色 13.6土 2.5 7.2" 40 少ない 153 12 

S I -060 6 1 !師~ 土不(ロクロ) 員符色 黄櫨色 12 2土 3.8 6.6 60 少ない(砂・亦) 204 11 

SIじ!iO 7 1 I:f:附属 士干(ロクロ) 黄符色 tJi燈色 13.4土 4. I 6.4 60 少ない(砂・語、) 192 2 

S I -060 日 I:i制措 上f、(ロクロ) 同色 褐色 13.4" 3. 1 6.0 30 多い(砂・赤・I'I) 131 4 

S I -060 9 I I師器 11、(ロクロ) ;lit喧色 亦褐色 14.2 4.0 7.9 80 少ない(砂・亦) 148 
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調整・文様 底部

外面 内面 切り離し万法 下回調整
備考

l吋転ナデ 炉l転ナデ

回転ナデ 同転ナデ 不明 不明

回転ナデ 同転ナデ ィ、明 不明

ヘラケズリf圭ナデ ナデ， ミガキ 内凶i放射状H吉丈

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ

回転ナデ!回転ヘラケズリ 同転ナデ 不明 1"1転ヘラケズリ

ヘラケズリ後ナデ ナデ

ヘラケズリt圭ナデ ミガキ

凶転ナデ 回転ナデ 不明 子持ちへラケズリ

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 11縁部ヨコナデ，ナデ

口縁部ヨコナデ，縦・横・斜i1):ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナテ1横方向ナデ，タタキ 11融部ヨコナデ，横 }J[~~ナデヘラナデあて Ui.艮

口縁部ヨコナデ，横へラケズリ 日縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，横へラケズリ 日縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦・横ヘラケズリ後ナデ LJ縁部ヨコナデ，ヘラナデ 武蔵型

回転ナデ，問転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ，子持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し T 持ちへラケズリ

同転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ へフ切り離し 手持ちへフケズリ

回転ナデ 凶転ナデ ヘラ切り離し l円l車ぷヘラケズリ? ヨコナテ。 本凶産火だすき

口縁部阿転ナデ 日縁部回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ 不明 不可l

回転ナデ阿転ヘラケズリ ~Ù転ナデ ィ、iザ1 司、lijJ

ヘラケズリ ナデ， ミガキ ヘラケズリ 内外而赤彩

ヘラケズリ 指ナデ痕，ナデ

口縁部ヨコナデ，剥離 LJ縁部ヨコナデ，ヘラナデ

ヘラケズリ ナデ 内外li'ri赤彩

ヘラケズリf圭ナデ ナデ， ミガキ ヘラケズリ 内面黒色処理 外1ftト岐部ィ、町I瞭

ヘラケズリ ナデ 内外出l不明際

縦ヘラケズリ ナデ，ミガキ 脚部手持ちへラケズリ 内面J黒色処珂

縦へラケズリ 横へラケズリ。ナデ， ミガキ ヘラケズリ !氏部亦彩

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

回転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ 外出自然粕 'l{珠つまみ

回転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ ヘラ切り離し lnl転へフケズリ 1 ヨコナデ

回転ナデ 同車ムナデ ヘラ切り離し |円l転ヘラケズリ，ヨコナデ

ヘラケズリ後ナデ ナデ， ミガキ へフケズリ{長ナデ 内外出黒色処舟漆

ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ 全lilI黒色処理漆

ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ 内面黒色処理

ナデ ナデ 内外Iiliィ、明瞭

ヘラケズリ後ナデ ミガキ ヘラケスリ後ナデ 内曲]黒色処理

口縁部ヨコナデ，横ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデτ ヘフナデ

口縁部ヨコナデ，縦・斜位へラケズリ 口縁吉liヨコナデ，へフナデ ヘラケズリ後ナデ

凶転ナデ，同転ヘラケズリ lnl転ナデ 円筒状つまみ

回転ナデ，手持ちへうケズリ 回転ナデ へフ切り離し 子f寺ちへラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 阿転ナデ イJ日月 手持ちへラケズリ

ナデ，横・斜位へラケズリ後ナデ ナデ ナデ

口縁部ヨコナデ，横・斜位へフケズリ LI縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，横ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

縦ヘラケズリ ヘラナデ

回転ナデ 凶転ナデ ィ、rVl 不明

回転ナデ，回転ヘラケズリ 阿転ナデ 不明 lnl転ヘラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手J寺ちへフケズリ ql原産

削転ナデ守手J寺ちへラケズリ l'u車五ナデ イ~Iijl 子t寺ちへラケズリ 宇津dE野産

回転ナデ lwl転ナデ !日l転へラ切り離し Ij~l車出へラケズリ 中原産

担I転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 lμ|転ヘラケズリ

凶転ナデ 回転ナデ l司転糸切り離し 無調整

回転ナテ¥手持ちへラケズリ 回転ナデ [円l転糸切り離し HIJちへラケズリ

回転ナデ，子持ちへラケズリ 回転ナデ l'可転糸切り離し [wl転ヘラケズリ

回転ナテ¥手持ちヘラケズリ 阿転ナデ 不明 チf寺ちへラケズリ SI-061と同イ同体焼成不良

回転ナデ，手持ちへラケズリ !υl転ナデ イ4可l 手持ちへラケズリ
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器形
色調

口径 器高 氏径 胴径 遺存度 混入物 ii:記Nu 実測
遺構名 寄り 焼質

外面 内面

10 f師2苦 主fミ 黄桜色 黄燈色 14.8土 5.0 7.0 40 少ない(砂赤) 226 3 
S I -060 

II 七師器 tィ'(ロクロ) 明赤褐色 明赤褐色 13.3" 3.7+ 15 少ない 37 7 
SI -060 

S 1-060 12 1:師器 士干(ロクロ) 明赤褐色 明赤褐色 3.7+ 3.2土 15 少ない 173 9 

SI-060 13 1:師器 準 赤褐色 北、褐色 14.8土 9.3+ 15.0土 15 少ない(白) 260 19-1 

SI-060 13 I師器 重量 亦褐色 赤褐色 3.9+ 6.5土 10 少ない(白) 4 1 19-2 

S 1-060 14 士師器 小型聾 暗褐色 晴褐色 Il.h 6.5+ 25 少ない 168 17 

SI-060 15 I師器 小型重量 黄燈色 黄燈色 14.9" 7.4+ 15 少ない(赤) 141 20 

S 1-060 16 土師器 護 日円赤褐色 明赤褐色 23.3土 12.4+ 5 多い ((J・黒粒) 231 18 

S 1-060 17 1 1:師器 準 暗褐色 暗褐色 21. 6" 9.3. 30 多い(母・赤・白) 182 16 

S 1-060 181 U市器 盤 にぶい功、褐色 にぶい黄褐色 32.3土 13.4+ 5 少ない(赤・針) 56 10 

SI-061 11 I師探 Ji、()Ll定) 赤褐色 黒褐色 10.7土 3. 1 9.8 60 少ない(砂・ド!) 2 8 

SI-061 21 r.er!i器 郎(ロクロ) 黄概色 黄燈色 12.4" 5. 1 5.6 40 少ない 19 

SI-061 3 1 I帥器 窪 黄符色 黄燈色 1. 4+ 6.4 10 少ない 28 4 

SI-061 4 須忠器 高台付者 青灰色 /k色 4.7+ 10.6" 20 少ない(砂) 6 

SI-061 5 須恵器 饗 赤褐色 品、褐色 20.0土 6.0+ 5 少ない 12 3 

SI-061 6 須，~l(器 護(丸底) 灰色 灰色 9.8+ 5 多い(黒粒) 25 7 

SI-063 l 上:師器 封、(丸底) にぷい黄褐色 にぶい黄褐色 11. 4土 3.3+ 10 少ない

S 1-063 21 J師器 主主 赤褐色 赤褐色 5.2+ 7.5 10 少ない(砂・]"1) 50 2 

SI-064 l 士師器 事晶係 赤褐色 亦褐色 20.5土 日7+ 10 少ない(砂赤) 3 

SI-064 2 士師揺 姿 黄樫色 黄燈色 22.8 16.9+ 23.3" 40 少ない(亦) 2 

SI-065 3 須恵器 N、 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 13.3 4.5 6.6 60 多い(砂・亦) 6 10 

S 1-065 4 須忠器 長不 赤褐色 亦褐色 13.6" 5.3+ 7.0土 20 少ない(赤・内) 20 

SI-065 5 士師器 ITll(ロクロ) 亦褐色 赤褐色 14.4土 2.3 6.8士 20 少ない(赤) 68 6 

S 1-065 6 1 1師器 高台付tィ、 黄燈色 黄権色 2.1+ 7.6 40 少ない(赤) 47 5 

S 1-065 7 須恵器; 甑 灰色 灰色 29.2土 8.0+ 10 少ない (fl) 97 3 

SI-065 81~且止{器 ま聖 灰色 灰色 23.4" 12.0+ 20.0士 20 少ない 16 2 

SI-065 9 須恵器 甑 亦褐色 赤褐色 39.6土 8.0+ 10 少ない 5 4 

S 1-065 101 1:師器 ~ 燈色 椅色 22.6士 5.5+ 5 少ない 63 自

S 1-065 11 上師器 整 黄権色 黄符色 7.6+ 4.4 20 少ない(砂) 28 7 

S 1-065 12 須忠器 甑 黒褐色 黒褐色 8.0+ 15.0" 5 少ない 11 9 

S 1-066 13 須恵器 士千二 陪褐色 黄椅色 13.0士 4.2 6.3 90 少ない 110 7 

S 1-066 14 士郎器 上干(ロクロ) 黄4音色 黄燈色 14.2 4.5 5.2土 50 少ない 34 H 

S 1-066 15 土師器 t干(ロクロ) 黄椅色 黄椅色 12.5 3.6 6.2 70 少ない(亦・白) 106 10 

SI-066 161 L師器 土手 亦褐色 赤褐色 16.2" 4.5 8.0士 35 少ない(砂.u.黒粒) 6 11 

SI一日66 171 j師器 椀(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 17.3 6.4 7.0 70 少ない 6 9 

SI悦6 181 1師器 Iイ、(ロクロ) 燈色 燈色 1. 8+ 8.2 40 少ない 43 13 

SI-066 19 須恵器 折、 赤褐色 赤褐色 1. 5+ 7.2 20 少ない 25 12 

S 1-066 20 1 J師器 聾 黄符色 赤褐色 12.2 13.2 7.9 13.9 98 少ない(砂) 111 14 

S 1-066 211 -!:slli器 聾 赤褐色 暗褐色 15.2土 3.3+ 5 少ない 104 17 

S 1-066 22 須恵器 整 赤褐色 赤褐色 21. 0 11. 4十 20.2土 25 少ない 11 4 

SI-066 23 須忠掠 費 暗褐色 暗褐色 23.4 27.5+ 14.8士 25.6 40 少ない 79 3 

S 1-066 24 須忠器 甑(底部) 黄燈色 黄椅色 5 少ない(白) 106 6 

SI-066 25 須恵器 墾 赤褐色 赤褐色 23.2土 24.5 10.9 23.8土 50 少ない 122 15 

S 1-066 26 上師器 主豊 赤褐色 赤褐色 20.5 25.0 4.3 20.2 70 少ない(砂) 16 

S 1-067 l 士師器 坪(丸底) 黄椅色 黄樫色 12.2土 3.3 5 少ない(母) 11 2 

SI-068 2 弥'1土器 聾 黄樺色 黄燈色 17.2 14.9十 14.6 70 少ない(白) 2 

S 1-068 3 弥'1'士号号 聾 日音褐色 亦褐色 22.0士 14.3+ 21. 2土 30 少ない(白) 4 

SI-068 4 弥サ 1'.器 墾 f珂黄褐色 明黄褐色 3.5+ 7.6+ 5 少ない(ド!) 2 6 

SI-069 2 1 1 師器 警 品、褐色 赤褐色 21. 6土 9.2+ 10 少ない(砂) 22 

S 1-070 4 須忠搭 上干主主 /k色 灰色 15.8土 1. 4+ 5 少ない 17 

S 1-070 5 須忠告書 町、蓋 灰黄褐色 灰蔚褐色 17.6土 1.4 10 少ない 39 13 

SI-070 6 須恵路 封、蓋 灰白色 灰白色 16.0土 2.6+ 20 少ない 81 12 

S 1-070 71，且1M.器 士干蓋 権色 栂色 15.4土 2.2+ 2日 多い(母自霊母) 39 II 

S 1-070 81 1:F，lp器 杯(丸氏) にぶい符色 にぶい燈色 14.4土 3.4+ 10 少ない 10 2 

SI -070 9 士師棺 珂、(}L底) +音色 持色 14.8土 3.8+ 20 少ない 30 4 

SI-070 101 j師揺 士干 (h)ぽ) 明赤褐色 明赤褐色 13.5土 3.6+ 20 少ない 36 10 

S 1-070 II げh申器 士千 (メLl氏) 格色 符色 14.8" 4.0+ 15 少ない(砂) 20 3 

S 1-070 12 1 j自由器 円、 にぶい燈色 褐色 13.6土 3.4 10.5" 20 少ない(亦) 54 8 

S 1-070 13 1 1 帥器 11、 にぶい黄椅色 にぶい黄椅色 14.6土 3.1 10.2土 20 少ない 97 

S 1-070 14 1 1師器 富民 符色 fリl褐色 23.7土 24. 1土 7.9 50 少ない 39 5 
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調整・文様 底部
備考

外面 内面 切り離し方法 ド曲.調整

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 手持ちへラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 不明 不明

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

日縁部ヨコナデ，縦・横ヘラケズリ後ナデ 日縁部ヨコナデ，横方向ナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナヂ，縦・横ヘラケズリ後ナデ Ll縁部ヨコナデ.ヘラナデ ヘラケズリ

L1縁部ヨコナデ.縦ヘラケズリ後ナヂ LI縁部ヨコナデ

Ll縁部ヨコナデ.縦ヘラケズリ後ナデ 仁l縁部ヨコナデ，ナデ

LJ縁部ヨコナデ.縦ヘラケズリ 日縁部ヨコナデ，ヘラナデ

日縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ後ナデ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ

日縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 日縁部ヨコナデ，ヘラナデ

ヘラケズリ後ナデ ミガキ ヘラケズリ後ナデ 内面黒色処理

["J転ナデ，手持ちへラケズリ ド1転ナデ ィー司阿 手持ちへラケズリ

ナデ，横ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ

凶転ナデ [ロl転ナデ 不明 回転ナデ

U縁部ヨコナデ，横方向ナデ，タタキ rl縁部ヨコナデ.ヘラナデ，あて具痕

ヨコナテ:タタキ ヨコナデ，ヘラナデ，あて具痕 内面白然紬

ヘラケズリ後ミガキ ミガキ 内外面黒色処理漆

ナデ，横ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナヂ，縦ヘラケズリ後ナデ u縁部ヨコナデ，ヘラナデ

日縁部ヨコナデ.縦・横ヘラケズリ後ナヂ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

[ロl転ナデ， uロI転ヘラケズリ [，，]転ナデ 不明 阿転ヘラケズリ 宇津志野産

同転ナデ，手持ちへラケズリ いl転ナデ ;不可i 手持ちへラケズリ 宇津志野産

1"]転ナデ，手持ちへラケズリ I!'J転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

問転ナヂ ミガキ， ヨコナテ・ 不明 回転へラケズリ，ヨコナデ

日縁部ヨコナデ，横方向ナデ，タタキ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ，あて具痕

11縁部ヨコナデ，横方向ナデ.タタキ I1縁部ヨコナデ，織へラケズリ，あて具痕

日縁部ヨコナデ，横方向ナデ，タタキ 日縁部ヨコナデ，ヘラナデ，あて具痕 方台形突起あり

[]縁部ヨコナヂ，縦ヘラケズリ I1縁部ヨコナデ，ヘラナデ

縦へラケズリ ナデ ヘラケズリ

斜位ヘラケズリ後ナデ ヘラナデ 手持ちへラケズリ

[ロl転ナデ，阿転ヘラケズリ [，，]転ナデ JP]転糸切り離し ITi]転ヘラケズリ 内外面漆付着漆容器

I寸転ナデ，手持ちへラケズリ ["]転ナデ 不自Vl 手持ちへラケズリ 内外面漆付着漆容器

凶転ナヂ 1"]転ナデ l叶転糸切り離し 無調整 底部内面焼成前線刻

ヘラケズリ [1縁部ヨコナデ，ヘラケズリ 簾状圧痕

阿転ナデ，手持ちへラケズリ ["]転ナデ 阿転糸切り離し 手持ちへラケズリ

[ロ]転ナデ 同転ナデ ヘラ切り離し 無調聾

ヘラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ 底部外面焼成前線刻

[1縁部ヨコナデ，縦・横ヘラケズリ後ナデ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ ヘラケズリ

[l縁部ヨコナデ，縦へラケズリ [1縁部ヨコナデ，ヘラナデ Sト065と接合

ヨコナテ¥ タタキ ヨコナデ，ヘラナデ，あて具痕

11縁部ヨコナデ，横Jji勾ナデ，績へラケズリ，タタキ後ナヂ [J縁部ヨコナデ，ヘラナデ.あて具痕 手持ちへラケズリ SI-065と接合

手持ちへラケズリ 底部焼成前線刻

11縁部ヨコナデ 横}j向ナデ。横ヘラケズリ 1 タタキ後ナデ u縁部ヨコナデ，ヘラナデ，あて具痕 雑なヘラケズリ SI-065と接合

日縁部ヨコナデ，縦・横ヘラケズリ [1縁部ヨコナデ，ヘラナデ ヘラケズリ

ヘラケズリ ミガキ

日縁部刻み，ハケ Ll縁部刻み，ヘラナデ

[J縁部室uみ，ハケ 口縁部刻み，ヘラナデ

ハケ ナテr ヘラケズリ

11縁部ヨコナデ，横・斜位ヘラケズリ後ナデ [J縁部ヨコナデ，ヘラナデ

Iri]転ナデ [0]転ナデ 自然軸

["1転ナデ [叶転ナデ

1"1転ヘラケズリ，いl転ナデ [口l転ナデ

In]転ヘラケズリ， IP]転ナヂ I，~il転ナデ

ヘラケズリ. ミガキ ミガキ 内面黒色処理漆

ヘラケズリ後ミガキ ミガキ

ヘラケズリ後ミガキ ミガキ

横ヘラケズリ ミガキ 内外面摩滅

ヨコナデ，子持ちへラケズリ ヨコナデ 手持ちへラケズリ 内外面黒色処理
ヨコナデ ヨコナデ 手持ちへラケズリ 内面ラセン状暗文

I1縁部ヨコナテ:縦・横ヘラケズリ後ナデ 11縁部ヨコナデ， ミガキ
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遺構1'， 苦手号 焼質 ~~形
色調

rl干平一 器高 底径 胴径 遺存度 i昆人物 i主 ~èNu 実測
外面 内面

S I ~070 15 士附;rc， 主聖 にぶい棺色 にぶい燈色 22.2 24.5+ 70 少ない 39 7 

SI~071 l 上師器 杯(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 11.0 3.7 5.4 70 少ない(赤) 8 

SI~071 2 士:師;m 高台付封、 赤褐色 赤褐色 14.0土 5.0+ 15 少ない 4 2 

SI ~071 弥生 f器 聾 暗褐色 暗褐色 19.8土 8.6+ IO 少ない 3 3 

S I ~072 l 須恵器 Iィ、義 灰色 灰色 1. 8+ IO 少ない 14 4 

S I ~072 2 須恵器 士干蓋 灰色 灰色 15. 9~ 2.1+ 5 少ない 15 3 

S I ~072 3 須忠器 月、 黒褐色 黒褐色 12.8土 4.2 6.6土 25 少ない 20 2 

SI ~072 4 1 ~j'lJ，占~ð骨 費 古灰色 青灰色 28.8士 5.5+ 5 少ない 43 5 

SI ~072 5 須，也器 甑 赤褐色 にぶい亦褐色 5.5+ 7.0土 5 多い(砂) 8 7 

S I ~072 6 緑粧陶器 椀 ト瓦オリーブ色 灰オリ プ色 2.4+ 6.6+ 5 少ない 3 8 

SI ~073 111師器 t干(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 12. I 3.6 5.5 98 少ない(赤) 21 

S I ~073 211師器 士千(ロクロ) 黄符色 黄椅色 12.5士 3.4 5.9土 40 少ない(赤) 3 

SI ~073 3 1 1師器 上十(ロクロ) 亦褐色 亦褐色 12.5士 3.9 5.6土 40 少ない 3 2 

S I ~073 4 士;附器 建 赤褐色 赤褐色 10.0土 5.6+ IO 少ない 5 

SI ~073 5 1 i'.師器 聾 亦褐色 赤褐色 13.8土 6.8+ 15 少ない(赤) IO 4 

SI ~075 l 須恵器 士干 黒褐色 黒褐色 12.6 4.0 6.8 98 少ない(砂) 9 

SI ~075 2 士師掠 tィ、(ロクロ) 黒褐色 黒褐色 15.3土 5.0 7.5 60 少ない(砂.tJ) 19 6 

S I ~075 3 土師器 血l(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 15.7 2. 1 6.3 98 少ない(赤) 10 7 

S I ~075 4 須恵器 費 百以色 黄樫色 20.4土 5.0+ 10 少ない 2 5 

S I ~075 5 須ll:i器 葱 赤褐色 H百褐色 22.2土 9.0+ 5 少ない 17 4 

SI ~075 6 須恵捺 費 灰色 灰色 26.4土 13.7+ 24. O~ 20 少ない 11 3 

5 I ~075 7 須忠器 E豊 灰色 黄符色 13.0+ 25.8 20 少ない 7 2 

5 I ~077 l 土師器 珂、(ロクロ) 黄燈色 黄燈色 13.2土 3.8 6.4 50 少ない(亦) 4 3 

S I ~077 2 士師器 坪(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 13.4土 4.4 5.6土 30 多い(亦) 3 2 

51 ~077 3 須泊、器 饗 H音赤褐色 にぶい赤褐色 28.4土 5.5+ 5 少ない 2 

5 I ~077 4 土師器 主題 赤褐色 赤褐色 21. 0土 6.1+ IO 少ない 4 

51 ~078 111師器 台付費 E肯褐色 階褐色 13.1+ 14.7 40 少ない(赤・白) 26 

51 ~079 8 須止{器 知頚壷(蓋) 灰色 灰色 13.6土 3. 1 9.8土 10 少ない 5 3 

51 ~079 9 須止1器 対頭壷(蓋) 灰色 灰色 12. 2~ 2.5+ 10 少ない 15 4 

5 I ~079 10 須感器 生千 灰色 灰色 13. O~ 4.2 7. 1士 70 多い(砂・母・白) 4 

S I ~079 11 須恵器 F不 灰色 灰色 12.4土 3.9+ 30 少ない 272 2 

SI ~079 12 須恵器 士不 灰黄色 μ〈賞色 2.5+ 4.5土 5 少ない(針) 79 7 

S I ~079 13 須恵器 珂、 I九色 灰色 1.3十 8.2土 10 少ない 123 6 

S I ~079 14 須恵掠 f不 灰色 灰色 0.9+ 8. C土 10 少ない(砂) 430 5 

S I ~079 15 土師器 tィ、 権色 檀色 14.4土 3.3+ 25 少ない 394 11 

S I ~079 16 土師揺 小型葱 7}J、褐色 褐色 12.3土 3.5+ 5 少ない(赤) 465 15 

SI ~079 17 士師器 察 H青褐色 黒褐色 15.6土 14.1+ 15.9土 30 少ない(砂・白) 84 16 

SI ~079 18 土師器 翠 経色 燈色 13.0士 12.8+ 30 少ない(赤) 16 12 

SI ~079 19 須恵器 フラスコ瓶 灰色 灰色 19. 1+ 90 少ない 555 8 

51 ~079 20 須恵器 饗 灰色 灰色 7.9+ 5 少ない(自) 91 9 

SI ~079 21 土自fi器 翌 寅燈色 黄燈色 21. 6士 10.0+ 20 少ない 48 14 

SI ~079 22 土師器 費 樫色 燈色 19.6土 8.3+ 20 少ない(砂赤・白) 100 17 

SI ~079 23 土師器 ~ 黄椅色 黄符色 19.9土 5.8+ 10 少ない 340 13 

51 ~080 l 須忠:器 坪蓋(転用硯) 灰色 J火色 16. I~ 1. 9+ 40 少ない(砂) 138 3 

S I ~080 2 須且{搭 高台付郎 灰色 ト九色 15 日土 4. I 11.8土 30 少ない 43 

51 ~080 3 1 j師器 杯(丸底) 黄権色 黒褐色 12.2士 3.5+ 4.6土 30 少ない 106 5 

SI ~080 41 +.師器 高I千(胸部) 暗褐色 暗褐色 5.9+ 30 少ない 150 7 

SI~081 5 須忠一器 I干蓋 灰色 灰色 3.2+ 25 少ない 102 7 

SI~081 6 須恵器 主手 灰色 灰色 13.7土 4. I 7.3 25 少ない(砂・自) 771 3 

SI~081 7 須忠窓 If j火色 灰色 15.0土 4.0 8.3士 40 少ない(母) 227 2 

SI~081 自 須 恵 器 '1く 灰色 灰色 14. I土 4.0 8. 2~ 30 少ない(白) 769 

SI~081 9 須忠'器 高台付村、 育灰色 青/1(色 2.8+ 7.6士 25 少ない 780 5 

SI ~081 10 須恵器 高台付幣 黄椅色 黄椅色 1. 8+ 12.0土 20 少ない(砂・母・自) 1284 6 

SI~081 11 上師器 杯(丸底) 赤褐色 赤褐色 15.2土 3.2+ 30 少ない 786 15 

SI~081 12 十e師器 判、(jL/~) 黄椅色 陪褐色 14.3 3.2十 50 少ない 255 16 

SI~081 13 1 _f:師器 杯 ;ffi褐色 赤褐色 14.8土 2.8+ 25 少ない 26 13 

SI ~081 14 土師嵩 坪(ロクロ) 功、褐色 赤褐色 13.1土 3.9 8.5 60 少ない 134 9 

SI~081 15 1 ，t.師器 J;f(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 15.5士 5.2 10.4 80 少ない 1390 8 

16 土師器 折、(ロクロ) JJ;褐色 亦褐色 14.2土 4.5 9.6土 25 少ない 950 10 
SI~081 

17 須忠器 珂二 暗褐色 暗褐色 15. h 3.5+ 30 少ない 1385 17 
SI~081 
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調整・文後 応部
備考

外由 IAjl(Ji 切り離し五法 卜白l調整

[1縁部ヨコナデ。斜{、tヘラケズリ後ナデ [[縁部ヨコナデ，へラナデ

回転ナデ [凸l転ナデ ["[申ム糸切り離し 無調整

同転ナデ，横へフケズリ [w[転ナデ1ミガキ ィ、iザl ィ、昨]

ヘラナデ，結節縄文，撚糸丈 [[縁部ヨコナデ?ヘラナデ

同転ナデ， [wl転ヘラケズリ |叶転ナデ 宝珠つまみ

[111転ナデ [111事u.¥ナデY

[n[転ナデ，予持ちへラケズリ [nl車五ナデ ィ、iリ1 千持ちへラケズリ

U縁部ヨコナテ:横万I;'jナデ，タタキ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ

ヘラケズリ，タタキ ヘラナデ。あて H瓜 ィ、町l

[w[転ヘラケズリ， ~，[転ナデ [，，[転ナデ [，，[転糸切り離し [w[転ナデ 緑紬陶器 !es北序:の K90窯式

[w[転ナデ [，，[転ナデ [，，[転糸切り離し 無調整

い!申ムナデ [n[転ナデ 静 1['，糸切り離し 無調事者

["1転ナデ [日開(LCナデ ["[ti糸切り離し 無調整

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ [1縁部ヨコナデ，ヘラナデ

仁l縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ [[縁吉[jヨコナデ，ヘラナテ。

["1転ナデ，手持ちへラケズリ |口|車兵ナテー ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ

!日l転ナデ， [w[転ヘラケズリ 十|転ナデ， ミガキ [，，[転糸切り離し [w1転へラケズリ 内外面黒色処理

|口l転ナデ1手持ちへラケズリ |白|転ナデ ィ、 I~I 子J寺ちへラケズリ

日縁部l叶転ナデ [1縁部["1転ナデ

11**剖lヨコナテ: タタキ Ll縁部ヨコナデ，あて只痕

11縁部ヨコナデ，横Jjlbjナデ，タタキ ，1縁日liヨコナデ，ヘラナデ，あて只瓜

償へラケズリ，横方向ナデ，タタキ ヘラナデ，あて見保 手持ちへラケズリ

!日l転ナデ [w[転ナデ lぃl転糸切り離し 無調整

[n1転ナデ [nJ転ナデ M転糸切り献し 期~l淵中堅

I[縁部ヨコナデ，横h!flJナデ，タタキ [ 1縁部ヨコナデ，ヘラナデ

日縁部ヨコナデ1縦ヘラケズリ [[縁部ヨコナデ，ヘラナデ

縦・績ヘラケズリ ナデ 脚部子持ちへラケズリ ナデ

l可転ナデ， In[転ヘラケズリ !日l転ナデ 永田産

!寸転ナデ [，，[転ナデ 火だすき 永田産

炉|転ナデ，手持ちへラケズリ ~'J転ナデ イ~Iリl 子持ちへラケズリ

!日l転ナデ， ，w[転へラケズリ [wJ転ナデ イ~lifJ 不明 火だすき

l"[転ヘラケズ') |口|転ナデ ヘラ切り離し 1"1転ヘラケズリ 火だすき

阿転ナテ ["1転へラケズリ I"J転ナデ イ~I~J [，，[転ヘラケズリ 永十1[産

["J転ナデ， [，，[転ヘラケズリ ~ ，[転ナデ イ~IザJ [，，[転ヘラケズリ 火だすき 永川産

ヘラケズリ後ナデ ナデ ヘラケズリ後ナデ 内面油矧付着

[[縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ後ナデ 仁l縁庁[iヨコナデ，ヘラナデ

[1縁部ヨコナデ，縦・横ヘラケズリ後ナデ [ 1縁部ヨコナデ，ヘラナデ

11縁部ヨコナデ，縦ヘラケズ') [[縁部ヨコナデ1ヘラナデ

!日l転ヘラケズリ，手持ちへラケズリ， [日l転ナデ [，，[転ナデ 1"[転へラケズリ 外出自然粕

日縁部ヨコナデ，横JJI{，jナテ¥ タタキ あて只泌

[[縁部ヨコナデ，斜f立へラケズリ後ナデ LJ縁部ヨコナデ，ヘラナデ

11縁部ヨコナテ¥横ヘラケズリ，指pJI狼 11縁部ヨコナデ

[1縁部ヨコナデ，横へラケズリ後ナデ rl縁部ヨコナテ:ナデ

~，[転へフケズリ，かl転ナデ [ii[転ナデ 宝珠つまみ

恒l転ナテ:阿転ヘラケズリ In1転ナデ イミ!リl 阿転へラケズリ， ヨコナデ

ヘラケズリ ミガキ 内面J黒色処理

縦へラケズリ 横ヘラケズリ， 1具仮

!日l転ヘラケズリ，阿転ナデ 戸l転ナデ 阿転ナデ 宝珠つまみ

いi転ナデ，子持ちへラケズリ 制転ナデ 不明 千持ちヘラケズリ

!日|転ナデ l持ちへラケズリ 凹転ナデ ィ、iザ] 千二t寺ちへラケズリ

l叶転ナデ，子持ちへラケズリ E'[転ナデ ィ、rifl 子f寺ちへラケズリ

l日l転ナデ !日|転ナデ ィ、lifJ 1"[転ヘラケズリ， ヨコナデ 内面白然wl
|ぃl転ナデ 阿転ナデ 不明 |口|転へラケズリ， ヨコナデ

横へラケズリ後ナデ ミガキ ヘラケズリ 火だすき 内外出赤彩

ヘラケズリ1後ミガキ ミガキ ヘラケズリ

横へラケズリ ナデ
内出黒色処理 主長

!日l転ナテ¥子持ちへラケズリ ["1転ナデ 静 I[糸切り離し 子持ちへラケズリ 内外IflIi!l、彩
In[転ナデ，子持ちへラケズリ 161転ナデ 静[[糸切り離し N寺ちへラケズリ 内外出赤彩

回転ナデ，子持ちへラケズリ 阿転ナデ ィ、iリj 手持ちへラケズリ 内外j!ij赤彩

["J転ナデ I"J車ムナデ ィ、IリI ィ、 r~1
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遺構名 番号 焼質 器形
色調

外面 内面
口径 器高 底径 胴径 遺存度 混入物 注記Nn 実測

SI-081 18 土師器 郎(ロクロ) 赤褐色 黒褐色 14.6土 5.0+ 20 少ない 1604 14 

SI-081 19 土師器 鉢 暗褐色 赤褐色 14.2土 6.1 8.0 50 少ない 160 12 

SI-081 20 土師器 高台付亦 黄櫨色 黄檀色 12.6土 5.0+ 25 少ない(砂) 849 11 

SI-081 21 土師器 小型聾 にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 11. 2土 4.0+ 10 少ない 1294 27 

SI-081 22 土師器 小型聾 暗褐色 暗褐色 11. 2土 5.0+ 20 少ない(赤l 122 26 

SI-081 23 土師器 小型聾 暗褐色 赤褐色 11. 8土 3.9+ 10 少ない 901 25 

SI-081 24 土師器 小型謹 赤褐色 暗褐色 16.0 7.6+ 25 少ない 157 19 

SI-081 25 土師器 鉢 暗褐色 赤褐色 4.8+ 6.6 70 少ない(白) 1736 28 

SI-081 26 土師器 聾 暗褐色 暗褐色 16.6土 18.4 8.6 50 少ない 146 23 

SI-081 27 土師器 聾 赤褐色 赤褐色 21. ()> 13.8+ 20.&> 5 少ない{白) 140 20 

SI-081 28 土師器 費 明赤褐色 にぷい赤褐色 22.4+ 
上下 13.6+ 

12.3+ 20 少ない 223 24 

SI-081 29 土師器 聾 赤褐色 赤褐色 21. 8土 9.7+ 20 少ない 94 22 

SI-081 30 土師器 費 赤褐色 赤褐色 23.7土 14.5+ 22.0土 25 少ない 138 21 

SI-082 l 土師器 杯(ロクロ) 灰褐色 灰褐色 12.6土 3.4 5.2 30 少ない 224 20 

SI-082 2 土師器 杯(ロクロ) 黄櫨色 黄檀色 11.9 4.5 4.4 80 少ない 320 4 

SI-082 3 土師器 杯(ロクロ) 灰褐色 黒褐色 12.4土 4.6 5.4+ 45 少ない 93 19 

SI-082 4 土師器 杯(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 13.1 4.3 5.8 10日 少ない(赤) 350 

SI-082 5 土師器 杯(ロクロ) にぷい赤褐色 にぷい檀色 12.7 4.1 6.0 100 少ない(赤) 386 2 

SI-082 6 土師器 杯(ロクロ} 黄樫色 黄檀色 13.8" 4.5 6.0 40 少ない 7 6 

SI-082 7 土師器 杯{ロクロ) 赤褐色 赤褐色 13.2土 4.3 5.2" 25 少ない(赤) 393 9 

SI-082 8 土師器 坪(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 12.5企 5.3 6.0 50 少ない(砂) 392 3 

SI-082 9 土師器 亦(ロクロ) 黄栂色 黄檀色 15.1土 3.7+ 20 少ない 387 8 

SI-082 10 土師器 杯(ロクロ) 暗褐色 暗褐色 3.9+ 4.7 40 少ない(赤) 74 7 

SI-082 11 土師器 坪(ロクロ) 黄樺色 赤褐色 12.5土 4.6 5.8 50 少ない 388 5 

SI-082 12 土師器 費 暗褐色 黒褐色 1. 2+ 5 少ない 140 14 

SI-082 13 土師器 亦 暗褐色 黒色 1. 4+ 8.6土 20 少ない 58 10 

SI-082 14 須恵器 聾 暗褐色 暗褐色 20.1土 18.9 10.5 50 少ない 209 11 

SI-082 15 土師器 聾 赤褐色 赤褐色 20.& 11. 3+ 10 少ない 406 12 

SI-082 16 土師器 聾 赤褐色 暗褐色 5.9+ 6.0 10 多い(砂・白) 97 13 

SI-083 l 弥生土器 聾 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 5 少ない 10 2 

SI-083 2 弥生土器 壷 にぷい褐色 灰黄褐色 5 少ない(白) 35 

SI-083 3 弥生土器 壷 にぷい黄檀色 にぷい黄櫨色 5 少ない(砂) 43 3 

SI-084 4 須恵器 杯蓋 灰色 灰色 2.4+ 20 少ない 418 10 

SI-084 5 須恵器 坪蓋 灰色 灰色 15.6" 3.1+ 25 少ない 456 9 

SI-084 6 須恵器 杯蓋 灰色 灰色 17.5土 2.3+ 10 少ない 1229 11 

SI-084 7 須恵器 F平 灰色 灰色 13.3土 3.5 8.0 40 多い(母・白) 342 3 

SI-084 8 須恵器 杯 灰色 灰色 13.2 3.6 7.6 90 少ない(砂・母・内) 1251 

SI-084 9 須恵器 杯 暗褐色 暗褐色 13.8土 3.9 7.9 50 少ない 661 2 

SI-084 10 須恵器 杯 灰色 灰色 13.8土 4.2 8.6土 20 少ない(母・白) 271 4 

SI-084 11 須恵器 杯 灰色 灰色 2.2+ 8.3 40 少ない(母) 1252 5 

SI-084 12 須恵器 杯 灰色 灰色 1. 6+ 7.9ま 25 多い(母・砂) 717 7 

SI-084 13 須恵器 亦 灰色 灰色 2.8+ 7.u 25 多い{母) 80 6 

SI-084 14 須恵器 杯 灰色 灰色 2.2+ 9.5土 25 少ない(母) 984 8 

SI-084 15 土師器 亦(丸底) 黄櫨色 黄燈色 14. ()> 3.2 7. &> 30 少ない 339 12 

SI-084 16 土師器 杯(丸底) にぷい檀色 にぷい檀色 13.8土 2.65+ 10 少ない 281 13 

SI-084 17 土師器 杯(丸底) 黄檀色 黄積色 14.&> 3.3+ 10 少ない 273 14 

SI-084 18 土師器 聾 黄檀色 黄檀色 25.2土 6.6+ 20 少ない 119 33 

SI-084 19 土師器 聾 にぷい檀色 にぷい褐色 23.~ 8.2+ 15 少ない{赤) 314 22 

SI-084 20 土師器 聾 暗褐色 暗褐色 24.2 19.7+ 21.&> 50 少ない 89 18 

SI-084 21 土師器 費 赤褐色 暗褐色 22.8土 20.5+ 22.0土 40 少ない(砂・母・砂) 305 21 

SI-084 22 土師器 聾 黄機色 黄積色 23.~ 20.4+ 22.~ 20 少ない 716 20 

SI-084 23 土師器 費 黄檀色 黄檀色 22.1 24.7+ 20.~ 50 少ない 101 19 

SI-084 24 土師器 聾 赤褐色 赤褐色 23.4+ 8.7 40 多い(砂・母・白) 292 17 

SI-085 l 須恵器 杯蓋 黄燈色 黄燈色 19.4土 2.1+ 20 少ない 535 8 

SI-085 2 須恵器 杯 暗褐色 暗褐色 13.0土 4.3 7.h 50 少ない 107 3 

SI-085 3 須恵器 杯 黒褐色 黒褐色 13.2土 4.0 7.5 60 少ない 63 2 

SI-085 4 須恵器 士干 暗褐色 暗褐色 12.4 3.5 6.6 90 少ない(赤) 1170 

SI-085 5 須恵器 杯 明赤褐色 赤褐色 12.9土 3.9 7. ()> 25 少ない(赤) 1171 6 

SI-085 6 須恵器 t干 にぶい赤褐色 にぷい赤褐色 12. :l土 4.5 7.0土 25 少ない 759 5 

SI-085 7 須恵器 杯 黒褐色 黒褐色 15.4土 3.9 8目 7土 25 少ない 54 4 
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調整・文様 底部

外面 内面 切り離しjj法 F画調整
備考

凶転ナデ ミガキ 不明 不明 内而黒色処煙

横ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ 内外而黒色処理漆漆容器

回転ナデ 回転ナデ 不明 l司転ヘラケズリ，ヨコナデ

口縁部ヨコナデ，ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ナデ

1]縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ後ナデ 日縁部ヨコナデ。ナデ

口縁部ヨコナデ，横へラケズリ 口縁部ヨコナデ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ナデ

斜{立へラケズリ，ナデ ナデ 子持ちへラケズリ

口縁部ヨコナデ，縦・横へラケズリ 口縁部ヨコナデ，ナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ，斜位ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ，ナデ 常総型

[J縁部ヨコナデ，縦へラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナテ:ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，横へラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ナデ

口縁部ヨコナデ，縦・斜位ヘラケズリ後ナデ 1 ]縁部ヨコナデ，ヘラナデ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 子f寺ちへラケズリ

回転ナデ， ド部手持ちへラケズリ 回転ナデ M転糸切り離し 無調整

回転ナデ I叶転ナデ l吋転糸切り離し 無調整 内外面金属付着

回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り離し 無調整 内面黒色処理漆

回転ナデ，下部子持ちへラケズリ lcil転ナデ 不明 子持ちへラケズリ

回転ナデ，下部子持ちへラケズリ 凶転ナデ 回転糸切り離し 手t寺ちへラケズリ

回転ナデ 凹転ナデ 同転糸切り離し 無調整

回転ナデ 伺転ナデ 骨l転糸切り離し 無調整

同転ナデ 同転ナデ ィ、明 不明

回転ナデ，回転へラケズリ I~I転ナデ ←l転糸切り離し 無調整

回転ナデ，下部子持ちへラケズリ 同転ナデ 阿転糸切り離し 無調整

ヘラケズリ 底部内面焼成削線車1)

ヘラケズリ ミガキ ヘラケズリ 底部外而墨書 内面黒色処理

日縁部ヨコナデ，横方向ナデ，タタキ，横へラケズリ 口縁部ヨコナデ，横方向ナデ，あて具痕 手持ちへラケズリ

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ後ナデ 日縁部ヨコナデ，ヘラナデ

横・斜位ヘラケズリ ヘラナデ ヘラケズリ

ハケ，刺突文 ハケ

ハケ ハケ

沈線文，刺突文

回転ナデ，回転へラケズリ 同転ナデ 宝珠つまみ

回転へラケズリ. 1"1転ナデ 回転ナデ

回転ナテ¥回転ヘラケズリ 同転ナデ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ィ、H月 子持ちへラケズ 'J 茨城県産

回転ナデ l叶転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ 茨城県産

凶転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ 不日月 同転ヘラケズリ 市原産

回転ナデ 回転ナデ 不可j 子f守ちへラケズリ 茨城県産

回転ナデ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ 茨城県産底部外面焼成後線刻

回転ナデ，回転ヘラケズリ 同転ナデ 不明 回転へラケズリ 茨城県産

回転ナテ¥手持ちへラケズリ 回転ナデ イ4日月 子f寺ちへラケズリ 茨城県産

回転ヘラケズリ，回転ナデ 同転ナデ ヘラ切り離し 阿転へラケズリ 茨城県産

横斜位ヘラケズリ ミガキ ヘラケズリ 内外面黒色処理

横ヘラケズリ ミガキ ヘラケズリ 内外商赤彩

横・斜位ヘラケズリ後ナデ ナデ

口縁部ヨコナデ，横へラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，横ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ1 縦・横・斜位ヘラケズリ，輪積痕 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦・横・斜位ヘラケズリ後ナデ Ll縁部ヨコナデ

口縁部ヨコナデ，横・斜位へラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，斜位ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ.ナデ

横ヘラケズリ，後ナデ， ミガキ ヘラナデ 木葉痕常総型

回転ナデ 阿転ナデ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 子持ちへラケズリ 中原産

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズ 'J 中原産

回転ナデ，手持ちへラケズリ 同転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ 宇津，志里F産

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手f寺ちへラケズリ

回転ナデ.手持ちへラケズリ 回転ナデ イく町! 子t寺ちへラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手f寺ちへラケズリ 宇津志野産
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遺構名 番号 焼質 器形
色調

11筏 掠IFS 鼠径 胴不要 遺{f度 混入物 il記Nu ，)!測

外IHI 内面

SI-085 8 土師器 士干(ロクロ) 黄符色 黒褐色 15.8土 5.1 8.5 60 少ない(砂) 413 11 

SI-085 9 土師器 椀(ロクロ) 燈色 椅色 16.2土 6.5 6.9土 20 少ない 2069 25 

S 1-085 10 須恵器 高台付杯 灰色 灰色 2.1+ 7.6土 15 少ない 53 7 

SI-085 11 土師器 小型窪 暗褐色 階褐色 12.6土 12.5 5.9 60 少ない(砂) 710 14 

SI-085 12 須恵器 聾 灰色 青灰色 33.6士 22.8+ 30. I士 10 少ない 601 9 

SI-085 13 須恵器 甑 黄椅色 黄燈色 32.6士 12.5+ 10 少ない 869 10 

SI-085 14 土師器 重皇 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 21. 2 16.2+ 23.1士 40 少ない(砂・白) 114 12 

SI-085 15 士師器 主草 赤褐色 亦褐色 20.4 19.5+ 22.8 30 多い(砂) 42 13 

SI-085 16 土師器 護 赤褐色 赤褐色 19.0+ 4.2 20 少ない 756 17 

SI-085 17 士師器 聾 赤褐色 赤褐色 17.4+ 4. 4~ 20 少ない 569 16 

SI-086 4 須恵器 坪蓋 灰色 灰色 15.6士 4.4 40 少ない 11 13 

SI-086 5 須恵器 杯蓋 灰色 h民色 2.5← 30 少ない 739 14 

SI-086 6 須恵器 村、蓋 灰色 灰色 3.2+ 40 少ない 256 15 

SI-086 7 須恵器 t干蓋 吉1;1え色 青灰色 11. 5土 3.5+ 30 少ない(砂) 422 5 

SI-086 8 須恵器 I{' 灰色 !火色 13.8士 4.9+ 30 少ない 86 4 

SI-086 9 須恵器 高台付封、 l止色 灰色 14.6 3.8 9.2 8日 少ない 1027 

SI-086 10 須恵器 高台付士十 灰色 灰色 14.6土 4.2 10.2 45 少ない 1750 3 

SI-086 11 須恵器 高台付杯 灰色 トえ色 13.3土 3.8 9.8士 20 少ない 2011 9 

SI-086 12 須恵器 高台付士十 民黄色 灰員色 14日土 4. 1十 9.2土 20 少ない 2054 7 

SI-086 13 須恵器 高台付坪 灰色 灰色 15.6士 3.9 12.0土 15 少ない 382 8 

SI-086 14 須恵器 高台付珂、 灰色 11<.白色 14.0土 4. 1+ 10.4士 20 少ない 2281 6 

SI-086 15 須恵器 11ド 灰色 11<.色 11. 5 4.1 4.7 70 少ない 615 2 

SI-086 16 須恵器 筒、 民褐色 褐色 16.8土 3.9+ 9.1土 15 多い(i'J・円) 455 10 

SI-086 17 士師器 杯(JL底) 茶褐色 茶褐色 12.0土 4.8+ 25 少ない(赤) 749 20 

SI-086 18 土師器 杯(丸氏) 権色 燈色 13.0 4.5 80 少ない 494 18 

SI-086 191+.師器 杯(丸底) 暗褐色 附褐色 12. C士 3.6+ 40 少ない 1262 19 

SI-086 20 土師器 杯(丸底) 黄符色 黄椅色 14.1士 4.0+ 25 j，ない 1144 21 

SI-086 21 1 t姉器 台付費(脚部) 黄符色 黄樟色 4.2土 9.2土 30 j，ない 431 23 

SI-086 22 須恵器 高台付封、 青灰色 庁灰色 1. 0+ 9.2土 20 少ない 68 11 

SI-086 23 須恵器 長顕'主 灰色 灰色(向然有1J) 9.4土 4.3+ 5 少ない 706 16 

SI-086 241 i:師器 墾 黄慨色 黄符色 25.8土 10.0+ 10 多い(砂・赤白) 1329 24 

SI-087 l 須恵器 ff 黄燈色 黄燈色 13.5土 3.6 6.1 40 少ない(赤) 97 22 

SI-087 2 須忠器 向F 暗褐色 附褐色 12.6土 3.6+ 7.4士 50 少ない(亦) 167 5 

SI-087 3 須恵器 b干 赤褐色 暗褐色 12.3土 4. 1 6.8土 40 少ない(亦) 45 21 

SI-087 4 須恵器 F干 暗褐色 日音褐色 2.3+ 6.9 30 多い(赤) 500 291 

S 1-087 5 須恵器 杯 明褐灰色 明褐灰色 13.2土 4.0 6.0 50 少ない(白) 128 4 

SI-087 6 須忠告書 封、 黄樫色 黄権色 12.2土 4.0 6.0 40 少ない(亦) 1797 25 

SI-087 7 須恵器 杯 にぶい褐色 にぶい褐色 14.0 4.0 6.7 90 多い(赤) 1483 

S 1-087 8 須恵器 t1' にぶい褐色 にぶい褐色 14.2 3.9 7.2 80 少ない(赤) 957 2 

SI-087 9 須恵器 長不 黒褐色 黒褐色 13.7土 3.9 5.8 50 少ない 1147 3 

SI-087 10 須恵器 好、 赤褐色 赤褐色 14. C土 4.5 7.4 50 少ない(赤) 123 6 

SI-087 11 須恵器 F干 赤褐色 赤褐色 13.9土 4.6 6.7土 25 少ない 744 7 

SI-087 12 土師器 高台付皿 黄権色 黄符色 13. 5~ 2.6 6.4 50 少ない 190 32 

SI-087 13 上師器 高台付皿 亦褐色 赤褐色 12.7土 3.4 6.4 90 少ない 1850 30 

SI-087 14 土師器 高台付皿 黄燈色 黄権色 14. C土 2.7+ 60 少ない 446 31 

SI-087 15 士師器 坪(ロクロ) 黄椅色 黄燈色 13.1 3.4 6.9 80 少ない 101 23 

SI-087 16 土師器 t1'(ロクロ) 燈色 椅色 12.5土 3.8 7. 2~ 45 少ない(砂・赤) 202 24 

SI-087 17 土師器 会干(ロクロ) 椅色 符色 13.6土 4.3 6.6 40 少ない(亦) 16 26 

SI-087 18 土師器 杯(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 12.8土 4.1 7.0 40 少ない 141 27 

SI-087 19 土師器 士不(ロクロ) 黄符色 黄燈色 12.6土 4.2 6.6 40 少ない 1061 28 

SI-087 20 土師器 士干(ロクロ) 黄燈色 暗褐色 14.4 4.1 7.2 70 少ない 199 20 

SI-087 21 士師器 士干(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 12.6 4.1 6.5 80 多い(赤黒粒) 750 16 

S 1-087 22 士師器 主干(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 12.5土 4.2 6.3土 50 少ない 272 17 

SI-087 23 土師器 土干(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 12.6 3.9 6.4 80 少ない(亦・黒粒) 748 18 

SI-087 24 士郎器 士干(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 1. 5+ 6.2 30 少ない 484 19 

S 1-087 25 須恵器 盤 茶褐色 青灰色 0.8+ 7. 7~ 5 少ない(砂) 898 8 

SI-087 26 土師器 小型翠 陪褐色 H音褐色 13.7 8.5+ 13.4土 30 少ない 24 33 

SI-087 27 士師器 建 黄符色 暗褐色 18.2土 2.8+ 5 少ない 69 36 

SI-087 28 土師器 主望 日青褐色 暗褐色 22.5土 6.1+ 5 少ない 596 34 

SI-087 29 土師器 費 黄樫色 黄積色 21. 3土 9.3+ 10 少ない 732 35 
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調整・文段 民i日

切り離し方法 下面調整
備考

外l自1 内IHi

回転ナデ，凶転ヘラケズリ ミガキ M転、糸切り離し |叶転ヘラケズリ 内面黒色処理

回転ナデ 凶転ナヂ， ミガキ 不明 子t寺ちへラケズリ 底部内面焼成前線刻黒色処理

同転ナデ 凶転ナデ ィ、町l rnJ転ナデ1 ヨコナデ

1 J縁部ヨコナデ，縦・斜位へラケズリ 口縁部ヨコナデ，ナデ ヘラケズリ

H縁部ヨコナデ，横へラケズリ，横方向ナデ，タタキ 11縁却ヨコナデヘラケズリ あて具痕。ナデ

u縁部ヨコナデ，横方向ナデ，タタキ 日縁部ヨコナデ，あて具痕，ナデ つまみ

"縁部ヨコナデ，ハケ状工具のナデ!横縦・斜位へラケズリ 口縁部ヨコナデτ ナデ

口縁部ヨコナデ，縦・横・斜位ヘラケズリ 日縁部ヨコナデ，へラナデ

縦・斜位ヘラケズリ後ナデ ヘラナデ，ナデ ヘラケズリ

縦へラケズリt堂ナデ ヘラナデ ヘラケズリ

同転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 東海産宝珠つまみ

同転ナデ 阿転ナデ 東海岸宝珠つまみ

凶転ナデ，回転ヘラケズリ いI転ナデ 宝珠つまみ

回転へラケズリ，凶転ナデ 回転ナデ 東海産 自然紬

回転ヘラケズリ， [riJ転ナデ 回転ナデ 不明 不明 東海崖

JnJ転ナデ JnJ転ナデ JnJ転糸切り離し l叶転ナデ， ヨコナデ 東海産

回転ナデ [nJ転ナデ 不明 子f寺ちへラケズリ

回転ナデ 阿転ナデ 不明 [，，[転ヘラケズリ，ヨコナデ

同転ナデ，凶転へラケズリ ["]転ナデ ィ、叩j いl転へラケズ')，ヨコナデ

凶転ナテ¥同転ヘラケズリ [口]車ムナデ 不明 [，，]転へラケズリ，ヨコナデ 東海産

同転ナデ，凶転へラケズリ 凶転ナデ ィ、昨j l叶転へラケズリ，ヨコナデ

凶転ナデ，手持ちへラケズリ 向転ナデ 静止糸切り離し 子持ちへフケズリ 東海産

同転ナデ，凶転ヘラケズリ l叶転ナデ 不明 ["J転、ヘラケズリ 市原産

横ヘラケズリ後ナデ ミガキ，ナデ ヘラケズリ 内外出黒色処理

横ヘラケズリ後ナデ ミガキ 子持ちへうケズリ後ナデ

横ヘラケズリ後ナデ ミガキ ヘラケズリ後ナデ 内由l黒色処理一

ヘラケズリ，ナデ ミガキ ヘラケズリ後:ナデ 亦彩

脚部縦へラケズリ後ナデ 横ヘラケズリ後ナデ

回転ナデ いj車ムナデ イミ即j !日l転へラケズリ， ヨコナデ

口縁部回転ナデ LJ縁部!日l転ナデ 自然柑l

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

!日1転ナデ，手持ちへラケズリ 同転ナデ ヘラ切り離し [n1転ヘラケズリ 宇津，ι里子産
回転ナデ，同転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 l叶転ヘラケズリ 中原産

凶転ナデ，回転へラケズリ 阿転ナデ 不明 J"1転ヘラケズリ 中原産

回転ナテ¥同転ヘラケズリ [nJ転ナデ 不日月 同転ヘラケズリ ιn幸志野産

向転ナデ，手持ちヘラケズリ [P]転ナデ ヘラ切り離し 子f寺ちへラケズリ ア津志野座

回転ナデ，凶転へラケズリ 住l転ナデ ヘラ切り離し 同転へラケズリ '1'原産

回転ナデ，同転ヘラケズリ 向転ナデ ィ、明 阿転ヘラケズリ 'HJt志野庵

回転ナテ:凶転へラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 子f寺ちへラケズリ 宇津志野産

回転ナデ，手持ちへラケズリ 凶転ナデ 不明 手f寺ちへラケズリ '1'原産

回転ナデ，同転ヘラケズリ l円i転ナデ ヘラ切り離し 回転へラケズリ 宇津志野庵

回転ナデ，子持ちへラケズリ [nJ転ナデ 不明 子J寺ちへラケズリ 宇津忘野産

回転ナデ 回転ナデ， ミガキ ヘラ切り離し [iil転へラケズリ， ヨコナデ

回転ナデ [nJ転ナデ 不明 !日|車厄ナテ¥ ヨコナテ。

凶転ナデ 回転ナデ 不明 l司転ヘラケズリ，回転ナデ

回転ナデ，回転へラケズリ 凶転ナデ 不明 |吋転ヘラケズリ

凶転ナテ¥回転ヘラケズリ 回転ナヂ 回転糸切り離し 凶転ヘラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手;寺ちへうケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ l司転ナデ 不明 子持ちへラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ，ヘラ痕 阿転糸切り離し 手持ちへラケズリ

阿転ナデ ミガキ 不明 向転ヘラケズリ 底部外面焼成前線刻 l勾面黒色処理

阿転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ ィ、明 [nJ転へラケズリ 体部・底部外面墨書

回転ナデ， Jロl転ヘラケズリ 回転ナデ ィ、可1 M転ヘラケズ') 体部・底部外IHI墨書

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ィ、i珂 J"]転へラケズリ 底部外出i墨書

回転ナデ，回転へラケズリ ln1車五ナデ ィ、町j J"]転へラケズリ 底部外面翠芹

子1#ちへラケズリ 底面焼成前線刻

口縁部ヨコナデ，斜{立へラケズリ後ナデ 11縁部ヨコナデ，横ヘラケズリ後ナデ

口縁部ヨコナデ L1縁部ヨコナデ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ後ナデ rJ縁部ヨコナデ

円

4

・
ウ

t
A
4
1
 



遺構名 番号 焼質 器形
色調

u径 器高 底f韮 胴径 遺存度 混入物 1主~GNo. 実測
外面 内面

SI -087 30 須恵器 墾 暗褐色 黒褐色 8.8+ 8.8土 14.8土 10 少ない 436 II 

SI -087 31 須恵器 肇 権色 燈色 23.8 24.3+ 10 少ない(白) 984 9 

SI -087 32 須恵器 窪 赤褐色 赤褐色 10.6土 15.8土 20 少ない(赤) 778 10 

SI -087 33 須恵器 墾 暗褐色 灰色 6.4+ 15.6" 5 少ない 1853 12 

SI -087 34 須恵器 甑 赤褐色 暗褐色 31. 4土 9.0+ 5 少ない 67 14 

SI -087 35 須恵器 甑 黒褐色 黒褐色 9.6十 12.8土 5 少ない 523 15 

SI-087 36 須恵器 護 赤褐色 赤褐色 3.0+ 13.6" 5 少ない(亦) 763 13 

SI -087 54 緑粧陶器 皿 にぶい黄色 にぶい黄色 19.3土 4.5+ 8.0士 10 少ない 668 39 

SI -088 15 須恵器 亦叢 灰色 灰色 2.1+ 16.5土 25 少ない 105 

SI -088 16 須恵揺 高台付亦 灰色 灰色 9.0+ 10.8土 10 少ない 71 I 2 

SI-088 17 土師器 郎(丸底) にぶい棺色 にぶい樫色 17.3" 3.8+ 15 少ない(赤) 93 5 

SI -088 18 上師器 墾 赤褐色 赤褐色 19.7土 6.4+ 10 多い(赤) 289 9 

SI -088 191 t.師器 建 赤褐色 赤褐色 29 日土 6.4+ 10 少ない 344 10 

SI-088 20 士師器 費 にぶい樺色 にぶい樫色 21. 0+ 20.5土 40 多い(砂・赤) 103 81 

SI -088 21 七師器 向台付椀 黄燈色 暗褐色 12.7土 4.9 5.7 60 少ない(赤) 66 3 

SI -088 22 上師器 椀(ロクロ) にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 13. h 3.8+ 20 少ない 372 4 

SI -089 l 士師器 亦(ロクロ) 燈色 暗褐色 12.9土 4.4 5.0 60 少ない(赤) 76 

SI -089 2 須恵器 t干 赤褐色 赤褐色 12.5" 3.8+ 5.3土 30 少ない 95 2 

SI -089 3 土師器 小型蜜 赤褐色 赤褐色 13.2土 5.5+ 10 少ない 138 5 

SI -089 4 土師器 葱 赤褐色 赤褐色 18.9士 10.6+ 10 少ない(赤) 142 3 

SI -089 5 土師器 護 赤褐色 赤褐色 21. 6" 10.0+ 10 少ない(亦) 148 4 

SI -090 l 須恵器 士千蓋 灰黄色 灰黄色 10.7土 2.3+ 5 少ない 33 

SI -090 2 土師器 鉢 明褐色 明褐色 12.6土 3.8+ 5 少ない(白) 28 2 

SI-091 l 須恵器 土干蓋 明灰褐色 明灰褐色 11.7土 2.2+ 5 少ない 2008 

SI-091 2 須恵器 杯蓋 !火オリ プ色 にぶい黄椅色 14.4" 2.0+ 5 少ない 2103 2 

SI -092 l 土師器 長干 にぶい権色 黄褐色 13.9" 4.8+ 10 少ない 108 

SI -092 2 士師器 墾 明赤褐色 明赤褐色 16.4土 8.6+ 5 少ない 109 3 

SI -092 3 土師器 高台付椀 にぶい黄褐色 黄褐色 1. 1+ 8.8土 5 少ない 123 2 

SI -092 41J:.師器 費 明赤褐色 明赤褐色 1. 0+ 11. 0士 15 少ない 108 4 

SI -093 111師器 土干(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 2.6+ 5.7士 25 少ない 79 

SI-093 2 土師器 墾 赤褐色 赤褐色 20.2" 8.2+ 10 少ない(赤) 51 3 

SI-094 l 上師器 士不(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 12.8 4. I 6.8 70 少ない 20 2 

SI -094 2 士師器 窪 暗褐色 暗褐色 19.7土 3. 1+ 10 少ない 94 5 

SI-094 3 土師器 甑 赤褐色 赤褐色 2.8+ 13.4土 5 少ない(赤) 81 6 

SI-096 5 須恵器 f1' 青灰色 奇灰色 13.0 3.7 6.8 100 少ない 125 

SI -096 6 須恵器 長干 黄燈色 黄樫色 12.4 3.9 7.2 80 少ない 175 13 

SI -096 7 須恵器 t干 青灰色 青灰色 3.4+ 6.9" 25 少ない 52 4 

SI -096 8 須恵器 士千二 灰色 灰色 1. 1+ 6.0" 15 少ない(砂) 103 9 

SI -096 9 土師器 幸子(ロクロ) 暗褐色 暗褐色 15.6土 3.7+ 20 少ない(砂) 36 2 

SI -096 10 上師器 坪(ロクロ) 暗赤褐色 黒褐色 12.3土 3.8+ 6.8土 15 少ない(赤) 179 5 

SI-096 II 土師器 士干(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 12.8土 4.8+ 8.3" 10 少ない 242 6 

SI -096 12 土師器 土干(ロクロ) 灰褐色 灰褐色 2.0+ 7.2土 20 少ない 116 7 

SI -096 13 土師器 士不(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 4.1+ 6.8土 25 少ない 114 3 

SI-096 14 土師器 河、(ロクロ) 黒褐色 暗褐色 2.1+ 8.2土 10 少ない 150 8 

SI -096 15 上師器 費 暗褐色 赤褐色 20.5土 14.6+ 22.5土 25 少ない(砂) 115 16 

SI -096 16 土師器 墾 暗褐色 日昔褐色 20.4土 17.0+ 22.0土 40 多い(母・白) 172 15 

SI一日96 17 上師器 窒 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 14.8+ 4. I土 30 少ない(赤) 248 14 

SI-096 18 須恵器 護 灰色 灰色 19.8" 15.2+ 21. I士 20 少ない 109 II 

SI -096 19 須恵器 墾 黒褐色 黒褐色 26. I土 19.0+ 25.8土 10 少ない 184 12 

SI→ 096 20 須恵器 翠 灰色 灰色 32.7+ 13.9 26.5 70 少ない 299 10 

SI -097 I 須恵器 墾 権色 褐灰色 26.5土 11.1+ 5 少ない(赤・白) 1142 2 

SI一日98 8 須恵器 長不 灰色 灰色 13.6土 4.2 8.8土 25 多い(母・白) 1068 4 

SI -098 9 須恵器 会干 赤褐色 赤褐色 12.6士 4.0 5.4土 40 少ない(砂) 2144 3 

SI -098 10 須恵器 t干 灰色 灰色 13.8土 3.6 9.0. 25 多い(母・ I'_J) 1236 6 

SI -098 II 須恵器 t干 灰色 灰色 13.2土 3.6 7.6 60 多い(母・白) 808 2 

SI-098 12 須恵器 主干 灰色 灰色 13.6土 3.7 8.4" 30 多い(母・白) 374 13 

SI -098 13 須恵器 士干 灰色 灰色 14.0士 4.4+ 10 日土 20 多い(母・白) 1558 5 

SI -098 14 須恵器 士干 灰色 灰色 3.0+ 9.3 50 多い(母， [0 1508 

SI -098 15 上師器 士イミ 亦褐色 赤褐色 15.3" 3.8 8. I土 40 多い(赤) 398 II 

SI一日98 16 土師器 士干 燈色 情色 13.9 2.8 10.8 80 少ない 2205 9 
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調整・丈係 底部
備号

外I剖 内I(!i 切り雌 L}jit 卜I(IL調整

ヘラケズリ守 タタキ τ 横}jl;リナデ ナデ。あて ¥ti良 子持ちヘラケズリ

ヘラケズリ，横舟I;'jナデ，タタキ 1"1晶、ナデ，あて具民

子持ちへラケズリ，タタキ。横}j向ナデ ナデ，あてW:艮 子持ちへうケズリ

子持ちへラケズリ，タタキ，ナデ へうナデ1 あて具似 子持ちへラケズリ

口縁部ヨコナデ，タタキ，横}jl;'jナデ ナデ，あて H痕

手持ちへラケズリ，タタキ守横h向ナデ へフナデ，あてgj!{ 子持ちへラケズリ

横へラケズリ ナデ 子持ちへラケズリ

!日1転ナデ ミガキ ィ、Iりl ィ、HJJ

阿転ヘラケズリ， 1叶転ナデ l叶転ナデ

[nl転ナデ 1"1転ナデ ヘラ切り離し 1"[転へラケズリ。 ヨコナデ

横ヘラケズリ ミガキ 子J寺ちへラケズリ 内外出黒色処J1t'

11縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 11縁部ヨコナデ。ヘラナデ

11縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ

IJ縁部ヨコナテ:縦ヘラケズリ後ナデ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ

戸|転ナデ Inl車ムナデ， ミガキ ィ、iザI !日l転へラケズ 'J， ヨコナデ 内曲l黒色処到i

回転ナデ，子持ちへラケズリ I'~世話ナデ ィ、lijl 不明

阿転ナデ1 ド部手持ちへラケズリ 問転ナデ， ミガキ l'可申ム糸切り離し 周縁部へラケズリ 内出黒色処J1t'

回転ナデ Inl転ナデ ィ、11月 fI寺ちへラケズリ 中原産

11縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 11車球部ヨコナデ，ヘラナテ。

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 日縁部ヨコナデ，ヘラナデ

1]縁部ヨコナデ，縦へラケズリ，新FH艮 11縁部ヨコナデ。ナデ

1"1転ナデ !日l転ナデ ィーiリ1 不明

ヨコナデy ヨコナデ， ミガキ

いl転ナデ 1"1転ナデ

|ロl転ナデ |円l転ナデ

ヨコナデヘ ミカ。キ ヨコナデ

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ

[，，[転ナデ ["1転ナデ

H転糸切り離し 子!!iちへうケズ')

|寸転ナデ，手持ちへラケズリ i寸転ナデ ィ、iリ1 H!iちへラケズリ

日縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ

回転ナデ， [日l転ヘラケズリ u'J転ナデ イくiザ] !日]転ヘラケズリ 体部外而1墨書

日縁部ヨコナデ，縦へラケズリ後ナデ 11縁部ヨコナデ，横へラケズリ

横ヘラケズリ ヘラナデ

1"1転ナデ守凶転へラケズリ 阿転ナデ ヘラ切り離し 同転ヘラケズリ 1付耐火だすき痕 T津忘野広

凶転ナデ， 1司転ヘラケズリ |ロl転ナデ ヘラ切り離し 1"1転ヘラケズリ

i司転ナデ，回転へラケズリ 凶転ナデ ィ、叶I 子持ちへラケズリ

手持ちへラケズリ 回転ナデ ィ、i珂 子持ちへラケズリ 底部外面朱書

|叶転ナデ [01転ナデ イミ時j 不明

l叶転ナデ，子持ちへラケズリ 円転ナデ ィ、叩l 子持ちへフケズリ

回転ナデ，子持ちへラケズリ I司転ナデ イJ印! 子jiIちへラケズリ

恒]転ナデ。子持ちへラケズ') 阿転ナデ ィ、町l 子J寺ちへうケズ')

阿転ナデ，予持ちへラケズリ |司転ナデ 不明 子f寺ちへラケズリ

同転ナデ，子J寺ちへラケズリ Iwl転ナデ イミ印l 子持ちへフケズリ

口縁部ヨコナデ，縦・横へラケズリ後ナデ 11縁部ヨコナデ，ナデ

11縁部ヨコナデ1 横舟向ナデ?横へラケズリ， ミガキ 11縁部ヨコナデ，ナデ 常総型

縦・横へラケズリ ヘフナテψ ヘフケズリ

口縁部ヨコナデ，タタキ，横方向ナデ 11縁部ヨコナデ守ヘラナデ，あて見狼

1I縁部ヨコナデ，タタキ，横h向ナデ 口縁部ヨコナデ?あてH保

ヨコナデ1 子持ちへラケズ 'J，タタキ，横Jj向ナデ ヨコナデ，あて只主{，ナデ 子持ちへラケズリ 底部外出焼成tllJ線刻

日縁部ヨコナデ，タタキ τ 横h向ナデ u縁部ヨコナデ，あて只jJ:(

1"[転ナデ，子持ちへラケズリ |円|恥、ナデ イミlijJ F持ちへラケズリ 茨城県産

1"[転ナデ。手持ちへラケズリ 1"1転ナデ ィ、iリ1 子j!iちへラケスリ

I"J転ナデ 1"[転ナデ ィ、tりl 子f寺ちへラケスリ 茨城県産

1"[転ナテ[叶転ヘラケズリ 1"1転ナデ ヘラ切り離し 1"1転へラケズリ 成部外IIti焼成前線刻

I~[転ナデ， [6[転ヘラケズリ |口|転ナデ ィ、iザl 1"[転へラケズリ

l日l転ナデ，手持ちへラケズリ [IlJ晶、ナデ へフ切り離し 子十年ちへラケズリ 茨城県産

いl転ナデ 1"1転ナデ ヘラ切り敵し 1"1転へラケズリ

ヘラケズリ後ミガキ ミガキ へラケズリ

手持ちへラケズリ後三ガキ ミガキ ヘラケズリ 内外I耐亦彩
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遺構名 醤サ 焼質 器形
色調

口径 器高 底径 胴径 遺存度 混入物 注記ぬ 実測
外面 内面

SI-098 17 土師器 杯(丸底) にぷい檀色 にぷい棺色 15.4土 3.6 60 少ない(赤) 383 8 

SI -098 18 土師器 坪(丸底) 黄樟色 黄櫨色 13.0 3.4 100 少ない 2499 7 

SI-098 19 土師器 亦(丸底) 黄櫨色 黄積色 14.1土 2.9+ 10 少ない 2351 19 

SI-098 20 土師器 杯{丸底) 黄檀色 黄樫色 12.3土 3.4+ 30 少ない 2267 14 

SI→098 21 土師器 土不(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 14.4土 3.7 9.6 60 少ない(黒粒) 830 12 

SI-098 22 土師器 土干(ロクロ) 樫色 檀色 15.1'" 3.7+ 20 少ない(砂) 459 16 

SI-098 23 土師器 坪(ロクロ) 檀色 種色 14.2"， 4.1+ 10.4土 25 少ない(赤) 623 17 

SI-098 24 土師器 杯(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 13.6土 3.3+ 10.4" 25 少ない 820 18 

SI-098 25 土師器 杯(ロクロ} 権色 積色 15.2ま 3.4 10.8"， 50 少ない(赤) 1084 10 

SI-098 26 士師器 坪(ロクロ) にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 2.7+ 11. 0"， 25 少ない(砂) 656 15 

SI -098 27 土師器 費 檀色 檀色 2.9+ 5 少ない 171 30 

SI-098 28 土師器 聾 黄褐色 黄檀色 2.8+ 5 少ない(砂) 1264 33 

SI-098 29 士師器 費 檀色 樫色 3.0+ 5 少ない 1509 31 

SI-098 30 士師器 聾 燈色 檀色 20.8土 15.7+ 19.6土 5 少ない 1243 32 

SI -098 31 土師器 聾 黄樟色 黄檀色 21. 3"， 15.8+ 19.0土 25 多い(砂・赤・白) 577 23 

SI-098 32 土師器 聾 赤褐色 赤褐色 23.8 23.0+ 23.0土 70 少ない(赤) 2453 21 

SI-098 33 土師器 費 赤褐色 赤褐色 25.3土 13.5+ 22.3土 40 多い(砂・白) 1340 22 

SI-099A l 土師器 皿 黄棺色 黄燈色 2.1+ 6.5土 20 少ない 103 2 

SI-099A 2 土師器 小型費 暗赤褐色 暗赤褐色 16.2土 9.4+ 15.4土 5 少ない 185 3 

SI-099A 3 土師器 護 暗褐色 暗褐色 23.5土 7.1+ 10 少ない(砂) 225 4 

SI-0998 3 土師器 t干(ロクロ) 黄樫色 黄櫨色 12.7 4.0 5.4 80 少ない(白) 4 

SI-0998 41 :t師器 椀(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 13. oot 4.0 5.7 50 少ない(砂) 27 2 

SI -0998 5 須恵器 聾 にぶい穏色 にぷい栂色 24.3土 19.1+ 24.~ 20 少ない(赤) 3 

SI-100 6 土師器 杯(丸底) 明赤褐色 明赤褐色 12.8 3.6 70 多い(砂) 579 9 

SI-100 7 土師器 珂、 にぷい黄椅色 にぶい黄栂色 14.4'" 3.3+ 10.3土 25 少ない 367 10 

SI-100 8 土師器 長F(盤状) 浅黄樫色 浅黄樫色 17.2土 2.8+ 25 少ない 280 II 

SI-100 9 須恵器 会fミ 灰色 灰色 13.4 3.7 7.8 60 少ない(母) 886 3 

SI-100 10 須恵器 t平 灰色 灰色 14.0土 4.2 8.4土 25 多い(母・白) 805 5 

SI-IOO II 須恵器 珂ミ 灰色 灰色 14. oot 3.8+ 8.9土 40 少ない(砂・白) 455 2 

SI-100 12 須恵器 士不 灰白色 灰白色 2.6+ 8.6 40 多い(砂・母) 289 6 

SI-100 13 須恵器 亦 灰黄色 灰黄色 2.4+ 8.7土 25 少ない(母) 27 7 

S 1-1 00 14 須恵器 高台付杯 暗灰色 暗灰色 14.2 4.7 8.2 100 少ない(母・白) 800 

SI-IOO 15 須恵器 高台付坪 灰色 灰色 1. 3+ 9.2+ 10 少ない(母・白) 659 4 

SI-100 16 土師器 費 にぷい赤褐色 にぶい赤褐色 24.1土 6.5+ 5 少ない 247 13 

SI-100 17 土師器 蜜 にぷい褐色 にぷい褐色 27.3土 4.5+ 5 多い(母・自) 88 14 

SI-101 l 須恵器 珂ミ 黒縄色 黒褐色 12.6土 3.4+ 5.8土 30 少ない 29 

SI-101 2 土師器 高台付椀 権色 燈色 12.9 5.0 7.2 80 少ない 123 2 

S 1-1 02 2 須恵器 t不 黒褐色 暗褐色 13.3土 4.0+ 20 少ない 67 

SI-102 3 須恵器 士不 黄櫨色 黄櫨色 14.1土 3.6+ 20 少ない(赤) 2 2 

SI-102 4 士師器 曹 赤褐色 赤褐色 20.6 17.3+ 21. 5 60 少ない(赤) 151 4 

SI-102 5 土師器 甑 暗褐色 にぶい褐色 25.1土 7.2+ 10 少ない(赤) 122 8 

51-102 6 土師器 甑 にぶい檀色 にぶい樫色 25. h 14.0+ 20 少ない 151 7 

51-102 7 土師器 聾 黄樫色 黄櫨色 20.8 21. 5+ 21. 9 60 少ない(砂・白) 103 3 

51-102 自土師器 聾 にぷい樺色 にぷい樺色 20.3 23.1+ 22.0土 30 少ない 151 5 

51-102 9 土師器 聾 樺色 にぶい赤褐色 7.0+ 10.8 20 少ない(白) 240 6 

51-103 l 須恵器 亦 赤褐色 赤褐色 I I.~ 3.8 6.2土 45 少ない(黒粒) 31 

51-103 2 土師器 聾 暗褐色 暗褐色 19.0土 17.5+ 20.~ 25 少ない 73 2 

51-104 l 土師器 坪(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 13.0土 3.4 6.2 40 多い(砂・赤) 117 

51-105 4 土師器 杯(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 14.2土 3.2+ 7.0土 25 少ない(砂・赤・白) 278 

51-105 5 土師器 聖 檀色 にぶい黄檀色 25.2土 4.8+ 5 多い(白) 279 3 

51-105 6 土師器 蜜 赤褐色 赤褐色 20.~ 5.0+ 10 少ない 279 2 

51-105 7 土師器 蜜 赤褐色 赤褐色 7.2+ 6.&土 10 少ない 240 4 

51-107 2 土師器 杯(丸底) 赤褐色 赤褐色 12.0士 3.0+ 20 少ない 55 

51-108 l 須恵器 珂t蓋 灰色 灰色 15.3 3.3 80 少ない 120 

51-108 2 土師器 杯(丸底) 黄檀色 黄檀色 13.8土 3.0+ 20 少ない 149 4 

51-108 3 土師器 亦 黄檀色 黄檀色 14.8土 4.3+ 7.4土 25 少ない(砂) 6 3 

51-108 4 土師器 土干 黄権色 黄檀色 13.8"， 4.3 7.6土 25 少ない 187 2 

51-108 5 土師器 聾 明赤褐色 明赤褐色 18.4土 5.9+ 5 少ない(砂) 17 7 

51-108 6 土師器 聾 赤褐色 赤褐色 16.0土 6.1+ 10 少ない(赤) 31 6 

51-109 l 土師器 土平蓬(ロクロ) にぷい赤褐色 にぶい赤褐色 16.5"， 1. 9+ 10 少ない(黒粒) 3 2 
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調整文様 民i邪

切り離し刀法 ドl自1，調整
備考

外商 内I(II

横へラケズリ後ナデ ナデ， ミガキ ヘフケズリ 内外出亦彩

ヘラケズリ後ナデ ナデ ヘラケズリ 内外出黒色処用漆

ヘラケズリ後ナデ ナデ ヘラケズリ 内外出黒色処照漆

ヘラケズリ後ナデ ナデ ヘラケズリ後ナデ 内l而黒色処開漆

凶転ナデ，子持ちへラケズリ 阿転ナデ 不可1 子持ちへラケズリ 内外l(iill、彩

同転ナデ，子持ちへラケズリ [i可車ムナデ 不明 ィーIVJ 内外出品、彩

回転ナデ，子持ちへラケズリ 向転ナデ 不明 H年ちへラケスリ 内外出i亦彩

回転ナデ，手持ちへラケズリ l"J転ナデ 不IVI 子liiちへラケズリ 内外lui亦彩

回転ナデ，手持ちへラケズリ In1転ナデ， ミガキ イく日月 子持ちへラケズリ 内外凶ill;彩

回転ナデ，手持ちへラケズリ ["1転ナデ イミ叩j H寺ちへラケズリ 内外出赤彩

口縁部ヨコナデ I1縁部ヨコナデ 1I縁部外l自j'i)'iTx前線刻

ナデ ナデ 11縁部線却l

ナデ ナデ 1I縁部線主u

[J縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 11縁部ヨコナテ:ナデ

IJ縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ [1縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，横・斜{すヘラケズリ後ナデ []縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 11縁部ヨコナデ，へフナデ

凶転ナデ 回転ナデ いi転糸切り離し !品縁部ナデ

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ LJ縁部ヨコナデ，ヘラナデ

円縁部ヨコナデ，縦へラケズリ [1縁部ヨコナデ，横へラケズリ [1縁部内l面刻芹

凶転ナデ 制転ナデ 1"[転糸切り離し 無調整

向転ナデ 1"1転ナデ 1"[転糸切り離し 無調寺区

11縁部ヨコナデ，タタキ後縦へラケズリ 11縁部ヨコナデ，あて只痕

ヘラケズリ後ナデ ナデ 内外面黒色処JI!l 漆

ヨコナデ， 子持ちへラケズリ ミガキ 子持ちへラケズリ 内[(，j黒色処即漆

ヘラケズリ後ミガキ ミガキ ヘラケズリ 内外l(lI赤彩

同転ナデヘ阿転ヘラケズリ 1"1転ナデ ヘラ切り離し ["1転ヘラケズリ 火だすき 茨城県産

凹転ナデ，1"1転へラケズリ [叶転ナデ ヘラ切り離し i"I転へラケズリ

同転ナデ，同転へラケズリ ~，[転ナデ 炉l転糸切り離し 1"1転ヘフケズリ

回転ナテ:子持ちへラケズリ |ロl転ナデ イ~IVj 子十守ちへラケズリ

回転ナデ，回転ヘラケズリ |ロl転ナデ ヘラ切り離し 1"1転ヘラケズリ

!日l転ナデ， 1口l転ヘラケズ 'J 制転ナデ ヘラ切り離し 無調整， ヨコナデ

回転ナデ 阿転ナデ ヘラ切り雌し [，，[転ヘラケズリ， ヨコナテー

口縁部ヨコナデ。横ヘラケズリ [-1縁部ヨコナデ守ヘラナデ

11縁部ヨコナデ 11縁部ヨコナデ，へラナデ 常総型

凶転ナデ 凶転ナデ 不lifJ イ~IYJ

l吋転ナデ ミガキ 1"1転糸切り離し 無調幣， ヨコナデ

回転ナデ， 1吋転へラケズリ [nJ転ナデ ィ、即j 1"1転へラケズリ

回転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ ィ、IYJ 1'1転へラケズリ

日縁部ヨコナデ，縦横ヘラケズリ 1 指圧痕 日縁部ヨコナデ1 ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 11縁部ヨコナデ1 ヘラナデ t巴子付

日縁部ヨコナデ，縦・横へラケズリ 11縁部ヨコナデ1 ヘラナデ 担予付

口縁部ヨコナデ，横 斜位ヘラケズリ，指圧痕 [1縁部ヨコナデ守ナデ

口縁部ヨコナデ，縦・横ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ナデ

斜位ヘラケズリ後ナデ ヘラナデ，ナデ ヘラケズリ

凶転ナデ，手持ちへラケズリ 凶転ナデ ヘラ切り離し 1"1転ヘラケズリ

IJ縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ [1縁部ヨコナデ，ヘラナデ

阿転ナデ 阿転ナデ I'~転糸切り離し 無調整

回転ナデ， [nJ転ヘラケズリ 回転ナデ |円l転糸切り離し 子持ちへラケズリ

I1縁部ヨコナデ，不明瞭 11縁部ヨコナテ:不明瞭

日縁部ヨコナテ¥縦へラケズリ 日縁部ヨコナデ，ヘラナデ

斜{立ヘラケズリ，ナデ ヘラナデ ヘラケスリ

へラケズリ後ナデ ナデ

回転ナデ， ~口l転ヘラケズリ 回転ナデ 宝珠つまみ

ヘラケズリf圭ミガキ ミガキ ヘラケズリ f圭ミガキ 内外[(，I黒色処月漆

ヘラケズリ，ナデ ミガキ ヘラケズリ

ヘラケズリ後ナデ ナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナヂ，縦へラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

II縁部ヨコナデ，縦へラケズリ後ナデ [1縁部ヨコナデ，ヘラナデ

回転ナデ 凶転ナデ
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遺構名 番号 焼質 器形
色調

口径 器高 底径 胴径 遺存度 混入物 注記Nu 実測
外面 内面

SI-109 2 土師器 小型蜜 灰褐色 にぷい褐色 13.5" 4.4+ 5 少ない 10 3 

SI-109 3 土師器 聾 燈色 檀色 9.5+ 7.6" 20 少ない(赤) 6 4 

SI-IIO l 須恵器 杯蓋 黄灰色 黄灰色 1. 9+ 10 少ない 3 2 

SI-IIO 2 土師器 小型聾 樺色 燈色 14.3" 10.4+ 30 少ない 7 3 

SI-III l 須恵器 杯蓋 灰白色 灰白色 15.45士 1. 6+ 15 少ない 4 

SI-I12 l 土師器 皿(カワラケ) 黄樫色 黄樫色 8.9" 1.8 6.6士 15 少ない(赤) l l 

SI-114 l 須恵器 亦 灰白色 灰白色 10.9士 2.3+ 5 少ない 2 

SI-114 2 土師器 亦(ロクロ) 明赤褐色 明赤褐色 11. 6" 3.95 6.8土 40 少ない 4 

SI-114 3 須恵器 短頚壷 灰オリープ色 灰オリープ色 3.0+ 15.6" 5 少ない 3 3 

SI-1I5 l 土師器 士干(丸底) にぶい黄樫色 檀色 3.7+ 15 少ない 7 

SI-1I5 2 土師器 費 樫色 樫色 20.9土 5.4+ 10 少ない 2 

SI-116 2 須恵器 土干蓋 灰白色 灰白色 16.2土 1. 9+ 40 少ない 4 3 

SI-116 3 須恵器 高台付杯 灰黄色 灰白色 16.6土 4.0 12.3土 20 少ない 12 

SI-1I6 4 須恵器 高台付杯 灰色 灰黄色 14.7土 3.2+ 20 少ない 6 9 

SI-116 5 須恵器 杯 灰白色 灰白色 1. 8+ 10.2土 10 多い(母・白) 2 2 

SI-116 6 土師器 汗(丸底) 樟色 樫色 14.4土 5.0 80 少ない 22 4 

SI-116 7 土師器 蜜 檀色 にぷい澄色 22.4士 20.8+ 21. 2土 40 多い(砂・白) 6 

SI-116 8 士師器 窪 燈色 檀色 23.1土 13.1+ 20. lli 15 多い(砂・赤・白) 3 8 

SI-I16 9 土師器 蜜 樟色 燈色 23.8土 7.6十 10 少ない(砂・白) 7 

SI-116 10 土師器 護 にぷい黄椅色 樫色 2.8+ 7.2 20 少ない(赤) 7 5 

SI-117 l 土師器 杯(ロクロ) 燈色 明赤褐色 13.1土 4.0 7.2土 10 少ない(赤) 6 

SI-117 2 土師器 高台付杯 樫色 檀色 15.4土 6.0+ 20 少ない(赤) 2 

SI-1I8 l 須恵器 杯 檀色 樺色 12.0士 4.5 7.6 25 多い(砂・母白) 8 

SI-118 2 土師器 饗 樺色 燈色 18.4土 7.1+ 5 少ない 14 2 

SI-I18 3 土師器 聾 樺色 樟色 21. 3" 13.8+ 15 少ない 5 3 

SI-119 l 須恵器 杯蓋 灰黄色 灰黄色 1. 7+ 30 少ない 128 7 

SI-119 2 土師器 杯(ロクロ) 褐色 明褐色 12.2 3.7 6.6 90 少ない(赤) 55 3 

SI-1I9 3 須恵器 杯 暗赤褐色 褐色 13.6 3.9 7.3 80 少ない 112 4 

SI-1I9 4 土師器 杯(ロクロ) 褐色 褐色 13.7土 4.4 6.6士 30 少ない 78 21 

SI-119 5 土師器 皿(ロクロ) にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 12.0 2.1 5.6 100 少ない(赤・黒粒) 70 6 

SI-119 6 土師器 皿(ロクロ) 明褐色 明褐色 12.1 1.9 5.8 70 多い(赤・黒粒) 57 5 

SI-119 7 土師器 亦(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 1. 2+ 6.0ゴt 20 少ない(母) 2 

SI-1I9 8 須恵器 聾 褐色 明褐色 23.0土 25.0 13.8" 30 少ない 3 10 

SI-119 9 須恵器 謹 明褐色 明褐色 27.5土 18. 0+ 26.6 25 少ない 9 

SI-119 10 須恵器 要 褐色 暗褐色 25.6" 20.0 25.6士 25 少ない 3 8 

SI-120A 4 須恵器 長干 にぶい褐色 褐色 14.4土 4.1 7.6土 10 少ない 4 3 

SI-120A 12 須恵器 杯 にぶい樺色 にぷい稽色 12.4土 3.5 7.0土 45 少ない 6 13 

SI-I20A 13 須恵器 長手 灰黄褐色 黒褐色 12.6土 4.4 8.5土 30 少ない 5 6 

SI-120A 14 須恵器 郎 黒褐色 にぷい褐色 13.9土 3.9 7.1" 30 少ない 95 4 

SI-120A 15 須恵器 坪 檀色 明赤褐色 12.8土 4.0 6.2 50 少ない 3 15 

SI-120A 17 須恵器 亦 にぶい黄燈色 にぷい黄積色 14.1" 5.0 6.9 50 少ない 2 5 

SI-120A 18 須恵器 亦 にぶい黄燈色 にぷい黄燈色 3.2+ 7.4 40 少ない 256 7 

SI-120A 19 須恵器 杯 暗灰黄色 暗灰黄色 2.4+ 8.2土 10 少ない 171 2 

SI-120A 20 須恵器 高台付杯 にぶい黄燈色 浅黄色 3.0+ 8.1 50 少ない(白) 124 

SI-120A 21 土師器 杯(ロクロ) 明赤褐色 明赤褐色 12.3" 2.4 5.2" 25 少ない(黒粒) 5 17 

SI-120A 22 土師器 杯(ロクロ) にぶい燈色 にぷい黄種色 14.2士 4.1 6.8土 20 少ない 2 9 

SI-I2日A 23 須恵器 杯 にぶい黄樟色 黄褐色 13.7土 4.4 7.8土 40 少ない 150 8 

SI-120A 24 土師器 坪(ロクロ) 檀色 樫色 12.4土 4.5 6.4 60 少ない(赤) 5 16 

SI-120A 25 土師器 皿(ロクロ) 栂色 燈色 13.3土 2.4 5.2 40 少ない 5 18 

SI→ 120A 26 土師器 高台付皿 樫色 燈色 13.4士 2.7 5.3土 30 少ない(母・赤) 164 19 

SI-120A 27 灰軸陶器 椀 灰白色 灰白色 2.1+ 6.Q土 10 少ない 214 11 

SI-120A 28 土師器 高台付杯 燈色 栂色 2.4+ 7.8 50 少ない(母・赤) 63 14 

SI-120A 29 須恵器 亦(底部) 黒褐色 黒褐色 5 多い(母) 5 12 

SI-120A 30 須恵器 葱 暗緑灰色 暗緑灰色 1. 6+ 5 少ない 5 31 

SI-I20A 31 土師器 費 にぶい檀色 にぷい檀色 19. Q土 5.7+ 5 少ない(赤) 292 25 

SI-120A 32 土師器 聾 明黄褐色 明黄褐色 20.9土 13.0+ 23.2土 10 少ない 180 35 

SI-120A 33 須恵器 聾 暗褐色 にぷい黄褐色 23.8土 10.1+ 5 少ない 4 27 

SI-120A 34 須恵器 蜜 にぶい褐色 にぶい褐色 27.65土 12.0+ 28.4 10 少ない 181 29 

SI-120A 35 須恵器 聾 灰色 灰色 19.0土 7.2+ 5 少ない 264 30 

SI-120A 36 須恵器 蜜 暗灰色 暗灰色 23.4土 6.0+ 5 少ない U_ 28J 
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調整・文様 底部
備考

外面 内面 切り離し方法 下面調整

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

縦・横ヘラケズリ ヘラナデ ヘラケズリ

回転ナデ 回転ナデ，回転ヘラケズリ 自然粕宝珠つまみ

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

回転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ

回転ナデ 阿転ナデ 回転糸切り離し 無調整

手持ちへラケズリ，回転ナデ 回転ナデ 不明 不明

回転ナデ，下部手持ちへラケズリ 向転ナデ 回転糸切り離し 無調整

回転ナデ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ

横ヘラケズリ後ミガキ ミガキ 外面赤彩

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

回転ヘラケズリ，回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ 不明 回転ヘラケズリ， ヨコナデ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 不明

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 子持ちへラケズリ 茨城県産

横・斜位ヘラケズリ ミガキ 内外面黒色処理

日縁部ヨコナデ.縦ヘラケズリ 日縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

縦・横ヘラケズリ ヘラナデ ヘラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り離し 無調整

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 ヨコナデ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 回転ヘラケズ') 茨城県産

縦ヘラケズリ後ナデ ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

回転ヘラケズリ，回転ナデ 回転ナデ 宝珠つまみ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ 宇津志野産

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 回転ヘラケズリ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 凹ヘラ切り離し 回転へラケズリ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 回ヘラ切り離し 同転へラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ 底部外面焼成目日線刻

口縁部ヨコナデ，斜位へラケズリ，タタキ，横方向ナデ ヨコナデ，へラナデ，あて具痕，輪積痕 手持ちへラケズリ

口縁部ヨコナデ，タタキ，ナデ ヨコナデ，へラナデ，あて具痕

口縁部ヨコナデ，タタキ，ナデ ヨコナヂ，ヘラナデ，あて具痕

回転ナデ，回転へラケズリ 凹転ナデ 不明 回転ヘラケズリ 底部外面焼成問線刻

回転ナデ，手持ちへラケズリ 問転ナデ ヘラ切り離し 子持ちへラケズリ 火だすき

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 同転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

凹転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 同転ナデ 不明 手持ちへラケズリ 底部外面焼成日目線刻

回転ナデ 回転ナデ，ヘラナデ ヘラ切り離し 回転ナデ，ヨコナデ

回転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ 回転糸切り離し 阿転ヘラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ， ミガキ 不明 手持ちへラケズリ 内面黒色処理

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ 底部外面焼成前線刻

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ 火だすき

回転ナデ 凹転ナデ ヘラ切り離し 同転ナデ

回転ナデ 回転ナデ 不明 回転ナテ: ョコナデ

回転ナデ 同転ナデ 不明 同転ヘラケズリ， ヨコナデ

ヘラ切り離し 無調整

ヘラケズリ ナデ 底部外面焼成別線刻

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ1 ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，ヘラナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，タタキ，横方向ナデ fl縁部ヨコナテ¥あて具痕

口縁部ヨコナデ，タタキ，横方向ナデ 口縁部ヨコナデ.ヘラナデ，あて具痕

口縁部ヨコナデ，タタキ，横方向ナデ 日縁部ヨコナデ，あて具痕

口縁部ヨコナデ，タタキ，横方向ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ，あて具痕
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色調
遺構名番号 焼質 器形 [1径 器高 底筏 胴径遺存度 混入物 注記fu 実測

外面 内面i

5ト120A 1 37 須恵器 甑 明黄褐色 にぶい黄褐色 310" 130.0 1 15.8士 一 20 少ない(赤) 1 51 22 

SI-I20A 38 須恵器 甑 黒褐色 黒褐色 325" 1 16.6+ 1 1 1 10 少ない 141 26 

5ト120A 39 須恵器 甑 燈色 明赤褐色 348土 128+ ー 29.0土 10 少ない I 1 23 

SI-I20A 40 須恵器 費 灰色 灰白色 ー 5.6+ 1 180，， 1 1 5 少ない 532  

5ト120A 41 須恵器 甑 黄褐色 にぶい黄褐色 26.8" 1 14.4+ ー 25.6" 1 15 少ない 5 24 

SI-120A 1 42 須恵器 聾 黒褐色 褐色 5.0+ 1 164，， 1 1 5 多い(赤) 2951 33 

SI-I20A 43 須恵器 聾 暗赤褐色 暗赤褐色 46+ 1 88土 5 少ない 51 34 

SI-I20B l 須恵器 坪蓋 灰白色 灰白色 162" 1 3.2 ー 1 25 少ない 2801 21 

SI-I20B 2 須恵器 杯蓋 灰白色 灰白色 162土 2.7+ 1 1 1 20 少ない(砂) 1 26720 

5ト121 1 I 土師器 亦(ロクロ) 樫色 明赤褐色 12.0" 1 2.9 1 5.3 1 60 少ない 401 4 

5ト121 1 2 土師器 坪(ロクロ) 明赤褐色 明赤褐色 12.8土 3.9 1 6.0± 40 少ない 121 1 2 

SI-I21 1 3 土師器 杯(ロクロ) 樫色 明赤褐色 14.0 1 4.2 1 7.8 70 少ない 21 I 

SI-121 1 4 土師器 杯(ロクロ) 明赤褐色 明赤褐色 ー 1. 3+ 1 68土 1 25 少ない 771 3 

SI-I21 1 5 土師器 小型碧(ロクロ)褐色 褐色 13.2 111.9+ 14.0 70 少ない 31 8 

5ト121 1 6 士師器 小型聾 明褐色 檀色 13.6" 1 9.8+ 一 一 30 少ない(赤) 1 501 6 

Sト121 1 7 土師器 聾 褐色 燈色 20.4" 1 149+ ー 20.1" 30 少ない 61 9 

5ト121 1 8 須恵器 聾 にぷい褐色 にぶい褐色 250土 5.4+ 1 1 1 5 少ない 51 1 5 

5ト121 1 9 須恵器 謹 褐色 明褐色 18.8" 1 159+ ー 2 1.~ 30 少ない 81 1 7 

5ト122 1 I 士師器 小鉢 にぶい黄樫色 にぶい黄燈色 8. 7 1 6. 0 1 5. 5 1 1 I00 少ない(砂) 91 I 

I SI-122 I 2 士師器 費 にぶい黄燈色浅黄燈色 152" 1 6.0+ 一 一 5 少ない 51 2 

Sト122 1 3 土師器 聾 明赤褐色 明赤褐色 200" 1 26. 3 1 5. 7 1 20.0" 1 45 少ない 10 1 3 

5ト123 1 須恵器 費 にぷい黄檀色 にぶい黄檀色 240土 5.8+ 1 1 5 少ない 1191 I 

SI-I24 1 I 須恵器 亦 燈色 檀色 115" 1 3.7 1 6.7，， 1 1 25 少ない 21 2 

SI-I24 2 須恵器 材F 檀色 にぶい褐色 1 2.8+ 1 72，， 1 1 15 少ない 451 3 

5ト124 1 3 士師器 坪(ロクロ) にぷい檀色 にぷい檀色 132" 1 3.8 1 8. I土 30 少ない 591 I 

SI-I24 1 4 須恵器 費 明赤褐色 明赤褐色 232土 8.2+ 1 1 5 少ない 461 4 

SI-I24 1 5 須恵器 室 暗灰黄色 晴灰黄色 ー 5.3+ 115.9" 1 I 10 少ない 41 5 

SI-125 1 I 士師器 杯 燈色 燈色 105" 1 3.8 1 5.8，， 1 1 20 少ない 21 2 

51-125 1 2 土師器 杯(ロクロ) 燈色 倦色 10.8" 1 3.5 1 6. 1" ー 155bない I 1 3 

51-125 1 3 須恵器 坪 オリープ褐色 オリープ褐色 126土 4. 0 1 7. ~ 1 1 25 少ない I 1 4 

SI-125 1 4 須恵器 坪 燈色 燈色 127" 1 4.35 1 7. ~ 1 1 40 少ない 41 I 

51-125 1 5 土師器 聾(底部) にぶい黄燈色 黄燈色 5 少ない I 1 9 

SI-I25 1 6 須恵器 聾 にぶい黄樫色にぶい黄檀色 238" 110.5+ ー ー 5 少ない 6 1 6 

5ト125 1 7 須恵器 費 樟色 偉色 19.0" 1 11. 2+ 1 1 1 5 少ない(黒粒) 1 51 8 

51-125 1 8 土師器 小型費 にぶい積色 にぷい栂色 117" 1 6.4+ 1 1 1 5 少ない 21 7 

引ー125 1 9 土師器 聾 にぶい燈色 にぶい樫色 21.3± 200+ ー 20.0" 1 25 少ない 3 1 5 

SI-126 1 I 土師器 杯(ロクロ) にぷい黄檀色 にぶい黄権色 11. 7 1 4.25 1 7.3 1 90 少ない 41 I 

SI-I26 1 2 須恵器 高台付亦 灰色 灰色 1. 9+ 1 10. 2 1 1 10 少ない 61 2 

SI-I26 1 3 士師器 高坪(ロクロ) にぶい黄檀色 にぶい黄檀色 7.9+ 1 14.4，， 1 1 5 少ない 51 3 

SI-I26 1 4 土師器 費 にぶい褐色 にぷい黄褐色 4.5+ 1143，， 1 1 10 少ない 21 5 

51-126 1 5 須恵器 長頭者 灰オリープ色 灰オリープ色 一 17.0+ 8.3 1 45 少ない(黒粒・白) 1 I 1 4 

Sト127 1 21.t師器 杯蓋(ロクロ) 樫色 槍色 2.4+ 1 1 1 30 少ない 3 1 9 

SI-127 1 3 須恵器 杯義 灰色 灰色 1 2.5+ 一 一 70 少ない 661 41 

5ト127 1 4 須恵器 亦蓋 灰黄色 灰黄色 138土 3.5 1 80 少ない 31 35 

5ト127 1 5 須恵器 坪蓋 浅黄色 灰黄色 14.3 1 3.4 60 少ない 26 36 

Sト127 1 6 須恵器 杯蓋 灰黄色 灰色 17.0土 2.3+ ー ー 20 少ない 238  

5ト127 1 7 須恵器 亦藁 灰色 灰色 182" 1 2.7+ 1 1 1 20 少ない 571 37 

SI-127 1 8 須恵器 亦葦 灰色 灰色 17. I士 2.5+ 1 1 1 15 少ない 142  

SI-127 1 9 須恵梼 杯 灰色 灰色 12.9" 1 4.0 1 8. ~ 1 45 多い{白) I 13529 

5ト127 1 10 須恵器 郎 にぶい褐色 にぶい燈色 126土 4.15 17.8 1 75 少ない 1391 19 

5H27 1 11 須恵器 杯 灰黄褐色 灰貨褐色 11.8" 1 3.7 1 77土 30 少ない(白) 1 31 26 

5ト127 1 12 須恵器 坪 黒褐色 晴褐色 11. 5" 1 4.0 1 76，， 1 1 35 少ない 671 18 

51-127 13 須恵器 郎 灰色 灰色 12."" 1 4.0 1 7.6 1 50 少ない I 1 21 

SI-127 I 14 須恵器 坪 にぶい黄棺色 にぶい黄褐色 122" 1 3.8 1 82，， 1 1 35 少ない 131 1 22 

51-127 1 15 須恵器 坪 にぶい黄梅色 にぶい黄棺色 13.9" 1 3.9 1 9.5土 20 少ない 1 20 

SI-127 1 16 須恵器 亦 暗灰色 暗灰色 1 35+ 1 70土 30 少ない 41 24 

51-127 1 17 須恵器 亦 オリープ黒色 オリーブ黒色 137土 4.3+ 1 1 1 10 少ない I 1 31 

51-127 1 18 須恵器 郎 にぷい褐色 灰色 1 2.9+ 1 7.8" 1 1 15 少ない(内) 1 1121 32 

51-127 1 19 須恵器 坪 にぶい黄色 晴灰黄色 一 24+ 1 9.1" 1 1 15 少ない I I 30 

S 1-1 27 1 20 須恵器 杯 黄灰色 黄灰色 2.6+ 1 7.6士 一 15 多い(母) 1461 33 
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調整・文様 底部
備考

外面 内面 切り離しJj法 ド面調整

U縁部ヨコナデ。斜位へラケズリ!タタキ 横方向ナデ []縁部ヨコナデ，あて具痕

日縁部ヨコナデ1 タタキ!横力向ナテ 11縁部ヨコナデ!へフナデ，あて只痕

口縁部ヨコナデ，タタキ，横方向ナデ 11縁部ヨコナデ，ヘラナヂ!あて具jf!

斜位ヘラケズリ ナデ。あて具仮 子持ちへラケズリ

LJ縁部ヨコナデ1 タタキ，横hl句ナデ Ll縁部ヨコナデ，ヘラナテ¥あて具似

横へラケズリ ナデ，あて JU良 千七子ちへラケズリ 底部外liJj焼成前線刻

斜位ヘラケズリ [n1転ナデ 子持ちへラケズリ

同転へラケズリ!向転ナデ [，~車五ナデ 自然和l宝珠つまみ

回転ヘラケズリ， ["J転ナデ |叶転ナデ

|叶転ナデ，子持ちへラケズリ ["1転ナデ [ci[転糸切り雌し 子持ちへラケズリ

回転ナテ:子持ちへラケズリ |口l転ナデ イミlリl 子f年ちへラケズリ

["1転ナデ!子持ちへラケズリ [口l転ナデ [，，[転糸切り離し 子l<iちへラケズ') 外面l黒1耳

手持ちへラケズリ [，，[転ナデ ィ、可l 子持ちへラケズリ 底部外I自i焼成前線刻

IJ縁部ヨコナデ，阿転ナデ1 手持ちへラケズリ [1縁部ヨコナデ， [，，[転ナデ

11縁部ヨコナテ¥縦・横ヘラケズリ 11縁部ヨコナヂ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ1 縦へラケズリ 仁l縁部ヨコナデ!ヘラナデ

11縁部ヨコナデ!タタキ!横方向ナデ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ!あて只仮

il縁部ヨコナデ 1 タタキ後ナデ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ!あて民M

縦ヘラケズリ後ナデ ヘラナデ ヘラケズリ{圭ヘラナデ

日縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ後ナデ 11縁部ヨコナデ

日縁部ヨコナテ¥縦・横・斜1¥1.へラケズリ 11縁部ヨコナデ!ヘラナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ 11縁部ヨコナデ

[nJ転ナデ!子持ちへラケズリ いl転ナデ ヘラt;I)り雌し H寺ちへラケズリ 版部外l市焼成後線刻

同転ナデ， [司転へラケズリ !日i転ナデ ヘラ切り開tし [，，[転ヘラケズリ

いl転ナデ1 子持ちへラケズリ 川転ナデ，ヘラナデ イ~Iリl 子持ちヘラケズリ

11縁部ヨコナデ 11縁部ヨコナデ

横へラケスリ，タタキ，横方向ナデ ナデ 手持ちへラケズリ

縦へラケズリ ヨコナテ¥連続鋸状Bfi丈 静I[糸切り離し 千持ちへラケズリ 甲斐型土ィ、 陥文あり

回転ナデ，手持ちへラケズリ !日l車ムナテ 不明 T持ちへラケズリ

凶転ナデ [，，]転ナデ |口|転糸切り離し Pli凋弊

削転ナデ T持ちへうケズリ [，i[転ナデ ヘラ切り離し T 持ちへラケズリ

子持ちへラケズリ ナデ 底部外出患者

，，'1転ナデヘタタキ 問中!l-~ナデ，ヘラナデ，あて具瓜

IJ縁部ヨコナデ。タタキ。横方向ナデ横へラケズリ 11縁部ヨコナデi ヘラナデ，あて具瓜

l寸縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 11縁部ヨコナテ¥ヘラナデ 外llii黒斑

u縁部ヨコナデ!斜1\1.ヘラケズリ後ナデ1 指~JH且 rl縁部ヨコナデ，ヘラナデ

阿申ムナデ!回転へラケズリ ["1車以ナデ イ~I り l ["1転ヘラケズリ

回転ナデ !日l申ムナデ イ〈印j ["If.弘へラケズリ! ヨコナデ 硯転用

["1転ナデ |口l転ナデ!ヘラナデ イサリi 不明 内外面亦彩脚に hのh形透し

横ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ

[UI転ナデ，凶転ヘラケズリ |日|車ムナデ ナデ， ヨコナデ 自然粕

!日l華ムヘラケズリ， ["1転ナデ H転ナデ 川転ナデ 円筒つまみ

I寸転ヘラケズリ， [叶転ナデ !日l転ナデ ナデ

同転ヘラケズリ， ["1転ナデ ，，'J転ナデ 火だすき 門筒つまみ

["J転ヘラケズリ， [口1転ナデ [n]転ナデ 火だすき ['J筒つまみ

l司転へラケズリ， i"[転ナデ [nl転ナデ

|口l転へラケズリ， [口l転ナデ [nl転ナデ

M転ヘラケズリ， [nl転ナデ !日l転ナデ

!日|転ナデ， r 持ちへラケズリ D'I転ナデ 不可l F持ちへラケズリ

[，，[転ナデ!回転ヘラケズリ !日l転ナデ へフ切り離し 十l転へラケズリ

["J転ナデ， p叶転ヘラケズリ ["1転ナデ ヘラ切り離し ["1転ヘラケズリ

阿転ナデ! 子持ちへラケズ') [nl転ナデ ィ、Iリ1 手持ちへラケズリ

!日l転ナデ ["1転へラケズリ |口l転ナデ ヘラ切り離し ["1転へフケズリ

[口]転ナテ[叶転ヘラケズリ ["1転ナデ ヘラ切り離し !日l転へフケズリ

["1転ナデ1 子J寺ちへラケズリ !日!転ナデ 不明l 千持ちへラケズリ

阿転ナテ¥子持ちへラケズリ |口|転ナデ ヘラ切り離し 予持ちへラケズリ

[口|転ナデ ["1転ヘラケズリ |口l転ナデ ィ、lリi ィ、1リl

回転ナデ いl転ナデ ヘラ切り離し ド'1転ヘラケズリ

l司転ナデ。 l円l転ヘラケズリ |ιl転ナデ 不可l ["1転ヘラケズリ

!日!転ナデ，手持ちへラケズリ いl転ナデ イF叩l 子持ちへフケズリ
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遺構名 番号 焼質 器形
色調

口径 器高 底径 胴径 遺存度 混入物 注記Nu 実測
外面 内面

SI-127 21 須恵器 杯 にぶい黄色 にぶい黄樫色 1. 7+ 8.3土 30 少ない 2 23 

SI-127 22 須J恵器 杯 黄褐色 にぶい黄樺色 1. 9+ 7.9土 45 少ない 79 34 

SI-127 23 須恵器 高台付杯 灰色 灰色 15.7土 6.4 10.3土 30 少ない 3 28 

SI-127 24 須恵器 高台付郎 黄灰色 灰黄色 16.9土 5.4+ 15 少ない 4 27 

SI-127 25 須恵器 高台付亦 灰黄褐色 灰色 1. 8+ 8.3 40 少ない 132 

SI-127 26 須恵器 高台付杯 灰色 灰白色 1. 4+ 10.2土 10 少ない 43 

SI-127 27 須恵器 高台付杯 灰黄色 灰黄褐色 2.0+ 8.0 45 少ない 130 3 

SI-127 28 土師器 亦 暗褐色 暗赤褐色 11.4 4.5 7.0 90 少ない 150 4 

SI-127 29 土師器 杯(ロクロ) 暗褐色 黒褐色 12.3 4. I 8.3 8日 少ない 116 17 

SI-127 30 土師器 町、(ロクロ) 燈色 種色 12.5士 3.9 7. 6~ 45 少ない 3 5 

SI-127 31 土師器 杯(ロクロ) にぶい燈色 黒色 2.6+ 7. lli 35 少ない 16 日

SI-127 32 土師器 杯(ロクロ) 暗灰黄褐色 賞褐色 1. 8+ 7. I土 25 少ない 25 

SI-127 33 土師器 亦(ロクロ) にぶい積色 黒褐色 1. 2+ 8.0土 2日 少ない 151 7 

SI-127 34 土師器 杯(ロクロ) にぶい赤褐色 明赤褐色 2.9+ 8.2土 15 少ない 3 8 

SI-127 35 土師器 小型蜜 赤褐色 にぶい赤褐色 11.7土 5.5+ 20 少ない 84 10 

SI-127 36 須恵器 壷(頚部) 灰色 灰色 5.0+ 10 少ない 45 16 

SI-127 37 土師器 蜜 燈色 にぶい槍色 19.5 26.2 4.6土 21. 0 70 少ない 3 39 

SI-127 38 土師器 準 にぶい樟色 澄色 13.3+ 4.5 30 少ない 40 

SI-127 39 須恵器 盈 にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 22.8土 11.7+ 20.6土 5 少ない 161 11 

SI-127 40 須恵器 壷 にぶい黄褐色 黒褐色 20.4土 10.5+ 10 少ない 3 15 

SI-127 41 須恵器 費 にぶい赤褐色 にぶい檀色 1. 3+ 15.2 10 少ない 14 

SI-127 42 須恵器 蜜 灰黄褐色 にぶい黄褐色 7.8+ 9.2土 10 少ない 125 13 

SI-127 44 須恵器 甑 黒褐色 黒褐色 11.5+ 17.0土 10 少ない 30 12 

SI-127 43 須恵器 窪(転用硯) 灰白色 灰白色 5 少ない 48 44 

SI-128 l 土師器 聾 にぷい黄燈色 にぶい黄櫨色 18.4土 5.0+ 5 少ない 9 

SI-129 l 土師器 高坪 燈色 赤褐色 14.2 11.2十 11.7土 85 少ない 14 6 

SI-129 2 土師器 高杯(杯部) 赤褐色 明赤褐色 14.4 5.3+ 50 多い(白) 17 7 

SI-129 3 土師器 高杯(脚部) 樺色 にぶい積色 7.2+ 40 少ない 34 11 

SI-129 4 土師器 高杯(脚部) にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 7.4+ 10.9 45 多い(白) 10 8 

SI-129 5 土師器 高杯(脚部) にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 7.2+ 40 少ない(白) 11 10 

SI-129 6 土師器 高坪(脚部) 燈色 にぷい黄樫色 6.8+ 40 少ない 5 9 

SI-129 7 土師器 壷(柑) にぶい黄燈色 にぶい澄色 9.7 14.4 3.5 100 少ない(赤) 15 

SI-129 8 土師器 壷(柑) にぷい赤褐色 赤褐色 8.8土 11.7 4. I 80 少ない(砂) 4 

SI-129 9 土師器 小型建 にぶい赤褐色 明赤褐色 11.4土 9.7 4.7 95 多い(白) 16 2 

SI-129 10 土師器 壷(柑) にぷい黄燈色 灰黄褐色 6.7+ 2.3 70 少ない 18 5 

SI-129 11 土師器 壷 にぶい黄樫色 にぶい黄燈色 11.2土 17.4 5.0 80 少ない 2 3 

SI-130 I 土師器 亦(ロクロ) 暗褐色 暗褐色 12. 4~ 4. I 7.5土 40 少ない 4 4 

SI-130 2 須恵器 杯 にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 12.0土 4.15 7.8 60 少ない(白)

SI-130 3 須恵器 高台付費 にぶい黄燈色 にぶい黄褐色 2.3+ 11.5 5 少ない(白) 10 3 

SI-130 4 須恵器 饗 暗褐色 暗褐色 20.0土 4. 1+ 5 少ない 8 5 

SI-131 l 土師器 亦(ロクロ) 明黄褐色 浅黄色 11.9土 4.2 6.5 50 少ない 23 2 

SI-131 2 土師器 杯(ロクロ) 権色 燈色 12. I土 4.8 6.4土 60 少ない 50 3 

SI-131 3 土師器 杯(ロクロ) 明赤褐色 にぶい赤褐色 14.4土 5. I 8.3土 15 少ない 46 5 

SI-131 4 土師器 亦(ロクロ) にぶい褐色 にぶい褐色 2日+ 6.6 50 少ない 45 4 

SI-131 5 須恵器 高台付坪 黄灰色 黄灰色 2.4+ 10. O~ 25 多い(白) 12 

SI-131 6 灰紬陶器 手付き瓶 灰白色 灰白色 3. I土 10.0 7.5 95 少ない 5 13 

SI-131 7 須恵器 翠 燈色 樫色 19.6土 10.1+ 10 少ない(赤) 14 11 

SI-131 B 須恵器 壷 暗緑灰色 灰色 5 少ない 18 14 

SI-131 9 須恵器 費 灰黄褐色 にぶい黄褐色 5 少ない 13 15 

SI-131 10 土師器 蜜 にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 14.6土 6.7+ 10 少ない 7 7 

SI-131 11 土師器 小型聾 燈色 明語、褐色 21. 2土 6. 1+ 5 少ない 15 10 

SI-131 12 土師器 盈 にぶい褐色 にぷい褐色 22.2土 6.4+ 5 少ない 10 9 

SI-131 13 土師器 聾 樫色 樫色 22.8土 8.0+ 10 少ない ¥9 8 

SI-131 14 土師器 饗 明赤褐色 明赤褐色 21. 4~ 17.0+ 35 少ない 2 12 

SI-131 15 土師器 鉢 機色 樺色 10.4+ 13.0ま 35 少ない(赤) 4 6 

SI-132 l 須忠器 蜜 明赤褐色 明赤褐色 17.1土 7.2+ 5 少ない 4 18 

SI -132 2 須恵器 費 赤褐色 赤褐色 24.0土 19.0+ 10 少ない 16 

SI-132 3 須恵器 碧 褐色 褐色 18.5 17.9+ 18.8土 40 少ない 4 20 

SI-132 4 須恵器 費 にぶい黄樫色 にぶい黄櫨色 23.5 22.0+ 12.2 80 少ない 129 21 

SI-132 5 須恵器 碧 褐色 褐色 24.8 22.0 24.4 50 少ない 48 19 
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調整・文様 底部

外面 内面 切り離し方法 F面調整
備考

回転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 回転へラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 不明 回転ヘラケズリ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 不明

回転ナデ 回転ナデ 不明 不明

回転ナデ 回転ナデ 不明 回転ヘラケズリ，ヨコナデ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 回転ナデ， ヨコナデ

横ヘラケズリ ミガキ ヘラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ 不明 回転ヘラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ ミガキ 不明 手持ちへラケズリ 内面黒色処理

回転ナテ¥手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 回転ヘラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

口縁部ヨコナデ，縦・斜位ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

回転ナデ 回転ナデ 自然粧

口縁部ヨコナデ，横・斜位ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ ヘラケズリ

斜位ヘラケズリ ナデ，ヘラナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ，タタキ，ナデ 口縁部ヨコナデ，あて具痕

口縁部回転ナデ，タタキ 口縁部回転ナデ

横ヘラケズリ ナデ ナデ

横へラケズリ，タタキ ヘラナデ，あて具痕 手持ちへラケズリ 底部外面焼成前線刻

横・斜位ヘラケズリ，タタキ ナデ，あて具痕 ヘラケズリ 五孔

タタキ 青海波文，ナデ 自然粕

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

縦ヘラケズリ後ナデ ハケ， ミガキ，脚部絞り痕，ヘラナデ

縦・横ヘラケズリ，ナデ ミガキ

縦へラケズリ ヘラケズリ，ヘラナデ，脚部絞り痕 穿孔 lヶ所

縦ヘラケズリ，ハケ ヘラケズリ，へラナデ.脚部絞り痕

縦ヘラケズリ，ミガキ.ハケ ヘラケズリ，脚部絞り痕

縦へラケズリ ヘラケズリ，ヘラナテ¥脚部絞り痕

ハケ，横・斜位ヘラケズリ， ミガキ ハケ，ヘラナデ，ナデ

口縁部ヨコナデ，横へラケズリ ナデ ヘラケズリ後ミガキ ナデ後ミガキ，輪積痕 ヘラケズリ後ナデ

口縁部ヨコナデ，縦・横・斜位ヘラケズリ後ミガキ ハケ，横ヘラケズリ後ナデ ヘラケズリ後ナデ

横ヘラケズリ後ミガキ ナデ，輪積痕 ヘラケズリ 外面赤彩

口縁部ヨコナテ¥横・縦へラケズリ後ミガキ，ナデ後ミガキ ヘラナデ，ナデ後ミガキ ヘラケズリ 内外面赤彩

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 回転へラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 不明 回転ヘラケズリ，ヨコナデ 底部外面焼成後線刻

口縁部ヨコナデ，回転ナデ 日縁部ヨコナデ，回転ナデ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 回転糸切り離し 回転ヘラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り離し 無調整

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ 不明 回転へラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り離し 回転ヘラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り離し 無調整

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ.タタキ ヘラケズリ，あて具痕

回転ナデ，波状文 ナデ

タタキ ナデ，あて具痕 自然軸

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，横方向ナテ:横ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，横方向ナデ，ヘラナデ

ヘラケズリ，ヘラナデ ヘラナデ，輪積痕 ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ，タタキ，横方向ナデ 口縁部ヨコナデ，あて具痕

ロ縁部ヨコナデ，タタキ 口縁部ヨコナデ，あて具痕

口縁部ヨコナデ，横方向ナデ，タタキ，横ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ，あて具痕

口縁部ヨコナデ，横方向ナデ，タタキ，横へラケズリ 口縁部ヨコナテヘヘラナデ，あて具痕

口縁部ヨコナデ，タタキ，斜位ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，あて具痕
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焼質 器形
色調

口径 器高 成径 胴径 遺存度 混入物 7主記Nu 実測
遺構名 番号

外面 内面

SI-132 6 須恵器 墾 褐色 褐色 26.7+ 14.0土 26.1土 70 少ない 53 22 

SI-132 7 須恵器 聾 明赤褐色 明褐色 28.7土 18.4+ 30.6" 20 少ない 86 17 

SI-132 8 須恵器 甑 褐色 褐色 8.2+ 15.2土 15 少ない(砂) 2 13 

SI-132 9 土師器 費 褐色 にぶい燈色 18.8" 8.3+ 5 少ない 27 15 

S 1-1 32 10 土師器 墾 燈色 燈色 19.6土 6.5+ 10 少ない 3 23 

SI-132 II 土師器 蜜 明赤褐色 明赤褐色 4.4+ 13.6土 5 少ない(赤) 2 14 

SI-132 12 須恵器 士イ、 暗灰黄色 黒褐色 13.4 4.7 6.5 99 少ない 85 2 

S 1-1 32 13 須恵器 杯 にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 12.4土 4.5 7.8土 45 少ない(赤) 68 3 

SI-132 14 土師器 杯(ロクロ) にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 12.1土 3.9 6.6土 20 少ない 75 5 

SI-I32 15 土師器 F干(ロクロ) にぷい燈色 にぶい符色 13. 1 3.7 6.8 90 少ない(赤・白) 44 

SI-132 16 土師器 皿(ロクロ) 明赤褐色 明赤褐色 12.7 2.1 6.8 100 多い(赤) 78 II 

SI-132 17 土師器 皿(ロクロ) 積色 燈色 13. 1 2.2 7. 1 80 少ない 10 

SI-I32 18 土師器 高台付杯 にぶい燈色 黒色 16.9土 4.1+ 15 少ない 3 7 

SI-132 19 土師器 高台付杯 赤色 明赤褐色 1. 7+ 7.0士 5 少ない(赤) 2 9 

SI-132 20 土師器 杯(ロクロ) 明赤褐色 明赤褐色 1. 7+ 7. C土 20 少ない(赤) 6 

SI-132 21 I t師器 上干(ロクロ) 褐灰色 褐以色 13.3士 4.3 7.4士 45 少ない 18 4 

S 1-1 32 22 土師器 鉢 明赤褐色 にぶい燈色 15.5土 13.5 10.2 40 少ない 3 24 

SI-132 23 須恵器 風字硯 黒褐色(断面灰色} 黒褐色(断面灰色) 40 少ない 100 12 

SI-133 27 須恵器 杯蓋 灰白色 灰白色 1. 8+ 10 少ない

SI-133 28 須恵器 会干 灰色 灰色 2.0+ 8.0 10 多い(母) 9 2 

SI-I33 29 土師器 封、(丸底) にぶい黄樫色 黒褐色 14.5土 5.0 10 少ない 2 3 

S 1-1 34 l 土師器 士十(ロクロ) にぶい縄色 にぶい燈色 11.9 3.9 6.0 90 少ない

SI-134 2 土師器 士千(ロクロ) にぶい樟色 にぶい燈色 12.3" 3.7 6.2 45 少ない 2 5 

SI-134 3 土師器 士干(ロクロ) にぶい椅色 にぶい赤褐色 12.4 4.3 5.1 90 少ない 2 4 

SI-134 4 士:師器 亦(ロクロ) にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 12.4 4.7 5.8 95 少ない ~ 
SI-134 5 土師器 土干(ロクロ) にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 12.4土 5.6 5.9 60 少ない 29 3 

SI-134 6 土師器 墾 黒褐色 暗赤褐色 9.6土 8.9 5.3 40 少ない 6 

SI-134 7 土師器 費 にぶい燈色 にぶい燈色 8. 1+ 8.7 40 少ない 4 7 

SI-134 8 須恵器 甑 にぶい褐色 にぶい褐色 24.0土 21. 7 12.7土 35 少ない 29 8 

SI-135 l 須恵器 珂ミ 符色 符色 12.3土 3.4 6.0土 30 少ない 7 

SI-135 2 上師器 士干(口縁部) にぶい槌色 にぶい褐色 10 少ない 9 

SI-135 3 土師器 士干(ロクロ) 褐色 褐色 13.2土 4.4 6.5 60 少ない 2 3 

SI-135 4 上師器 F干(ロクロ) 明赤褐色 明赤褐色 12. 1 4.2 6.8 90 少ない 2 

SI-135 5 土師器 F干(ロクロ) 樟色 符色 12.3土 4.6 7.0 40 少ない 2 5 

SI-135 6 土師器 坪(ロクロ) 樺色 明亦褐色 13.5 4.4 3.2 95 少ない 138 

SI-135 7 須恵器 幸子 燈色 明褐色 12.7士 3.9 6.0土 40 少ない 59 4 

SI-135 8 土師器 皿(ロクロ) 燈色 権色 13.5士 2.2 6.0 60 少ない 13 6 

SI-135 9 土師器 高台付杯 赤褐色 明褐色 1. 9+ 6.5 20 少ない 19 8 

SI-135 10 須恵器 聾 符色 にぶい黄褐色 17.~ 18.0+ II.~ 25 少ない 12 

SI-135 II 須恵器 葱 にぶい黄色 にぶい黄色 21. 0" 9.7+ 10 少ない 12 14 

SI-135 12 須恵器 査 明赤褐色 明赤褐色 21. 3 12.6+ 30 少ない 45 II 

SI-135 15 土師器 費 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 19.0土 上 9.0-+ 25 少ない 36 13 

S 1-1 35 16 土師器 聾 にぶい黄燈色 にぶい黄燈色 18. Q土 9.9+ 10 少ない 32 15 

SI-135 17 土師器 聾 燈色 燈色 18.0士 6.8+ 10 少ない 42 17 

SI-135 18 土師器 輩 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 20.7士 6.0+ 5 少ない 85 16 

SI-135 13・14 須恵器 壷 日青灰黄色 灰黄色 10 日土 8.4+ 10 少ない 3，36 10 

SI→ 136 I 土師器 高士干(脚部) 日青褐色 赤褐色 3. 1+ 12.8土 10 少ない 3 2 

SI-136 2 土師器 高杯(脚部) 明褐色 黒褐色 10.1+ 13.9 50 少ない 7 3 

SI-136 3 土師器 査(士甘) にぶい黄褐色 黒褐色 8.9 8.5 2.6 95 多い(砂・，1) II 7 

S 1-1 36 4 上師器 者(柑) 椅色 にぶい褐色 8.0 9. I 3. I 8.4 98 少ない 12 6 

SI-136 5 I !:師器 査(柑) 明赤褐色 にぶい褐色 9.0土 日l 2.3 80 多い(砂) H 8 

SI-136 6 土師器 壷 にぶい褐色 にぶい樫色 II 日土 14.8 14.6" 70 少ない 5 

SI-136 7 上師器 蜜 赤褐色 明赤褐色 16. I 16.0+ 18 日土 50 少ない 4 

SI-136 8 土師器 5望 明赤褐色 明赤褐色 17.5+ 6.4 40 少ない(砂) 18 9 

SI-136 9 上師器 肇 明赤褐色 H青赤灰色 6.3+ 5.4" 5 少ない(砂) 6 10 

SI-137 I 士師器 高亦(杯部) 赤色 赤色 13.4 4.8+ 90 少ない 25 

SI-137 2 土師器 高亦(杯部) 明赤褐色 明赤褐色 14. I 4. 1+ 40 少ない 6 3 

SI-137 3 上師器 高坪(脚部) 赤褐色 灰褐色 7.2+ 30 少ない 8 2 

SI-137 4 土師器 台付鉢 明赤褐色 明赤褐色 10.8 7.7+ 12.0 80 少ない 2 4 

SI-137 5 土師器 妻 明赤褐色 にぶい赤褐色 13.9土 20.0 6.0 19.4土 40 少ない 9 5 
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調整・文機 底部
備考

外前i ÎJllu 切り離し必法 下而調整

タタキ後ナデ，斜{、iヘラケズリ ヘラナデ，あてJtlR

rl縁部ヨコナデ，タタキ，斜{立ヘラケズリ IJ縁部ヨコナテ¥へラナデ，あて具痕

横・斜{中ヘラケズリ ヘラナデ ヘラケズリ

rl縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 日縁部ヨコナデ，ヘラナデ

LI縁部ヨコナデ，横方向ナデ，横ヘラケズリ II縁部ヨコナデ，ヘラナデ

横ヘラケズリ へラナデ ヘラケズリ

l叶転ナデ，手持ちへラケズリ |口]申云ナテ ヘラ切り離し 子持ちへラケズリ

!日|転ナテ¥手持ちへラケズリ !口l転ナデ ィ、呼j 子持ちへラケズリ

いl転ナデ，子持ちへラケズリ I"J転ナデ ィ、呼j 子持ちへラケズリ

I'~転ナデ，子持ちへラケズリ 1"1転ナデ ィ、i列 千持ちへラケズリ

I"J転ナデ 同転ナデ ィ、lijj 子持ちへラケズリ

1"1転ナデ ミ力fキ 不明 阿転ヘラケズリ

横へラケズリ後ナデ ミガキ ィ、町1 ィ、町l 内面黒色処理

同転ナデ [口l転ナデ !日|転糸切り離し ヨコナデP

1"1転ナデ，手持ちへラケズリ lυl転ナデ イ~I珂 子持ちへラケスリ 底部外岡焼成前線刻

1"1車ムナデ，子J寺ちへラケズリ 1"1転ナデ ィ、IVj 子持ちへラケズリ 底部内面l焼成削線刻

横ヘラケズリ，ナデ ヘラナデ ヘラケズリ

ヘラナデ ナデ ヘラケズリ

1"1転ヘラケズリ， [nl転ナデ 1"1転ナデ

1"1転ナデ守手持ちへラケズリ 1"1転ナテ ["1転ヘラ切り離し チjijちへラケズリ 」
横ヘラケズリ。ハケ ミガキ 子持ちへラケズリ 内面黒色処瑚

[，~転ナデ 1"1転ナデ ["1転糸切り離し 無調整

["1転ナデ [ロ]転ナデ |口|転糸切り離し 無調整

["1転ナデ， T持ちへラケズリ [n]転ナデ |けl転糸切り離し ヂt寺ちへラケズリ 体部外出焼成前線刻 体部外面墨書

I口l転ナデ 凶転ナデ 1"1転糸切り離し 無調整

同転ナデ，子持ちへラケズリ 間転ナデ ィ、明 子t寺ちへラケズリ 体部外面焼成前線刻 体部外出墨書

11縁部ヨコナテ¥横へラケズリ後ナデ u縁部ヨコナデ，償)j1~IJ ナデ ヘラケズリ

縦横へラケズリ ナデ ヘラケズリ

日縁部ヨコナデ，タタキ後ナデ，横へラケズリ II縁部ヨコナデ，ヘラナデ，あて只浪 ヘラケズリ

[ロ!転ナデ， 1日l転ヘラケズリ 1"1転ナデ イくiザl 1"1転ヘラケズリ 中原産

I"J転ナデ 回転ナテー 日縁内部漆付着

1"1転ナデ，子持ちへラケズリ 1"1転ナデ 1"1転糸切り離し 無調整 底部外而焼成問線刻

1"1転ナデ !日l転ナデ 1"1転糸切り離し 無調整

l円i転ナデ l"l転ナデ 1"1転糸切り離し 無調整

阿転ナデ，下部子持ちへラケズリ 1"1転ナデ 1"1転糸切り離し 無調整

1"1転ナデ，子持ちへラケズリ ~'I車出ナデ ィ、I明 子持ちへラケズリ 中原産

1"1転ナデ Fil転ナデ イ~Iifl 子十寺tぅヘラケズリ

l叶転ヘラケズリ ミガキ 1"1転糸切り離し 知t調整， ヨコナデ

11縁部ヨコナデ，タタキ，斜{立ヘラケズリ I1縁百1Iヨコナデ，ヘラナデ!あてよH1f

I1縁部ヨコナデ1 タタキ，横方向ナデ u縁部ヨコナテ:あて見痕

U縁部ヨコナデ1 タタキ，横方 rf~ ナテ守 il縁部ヨコナデ?ヘラナデ，あて只瓜

II縁部ヨコナデ，縦・横ヘラケズリ 日縁部ヨコナデ，ヘラナデ

I1縁部ヨコナデ，横hl句ナデ，ヘラナデ 11縁部ヨコナデ，横}jl旬ナデ，ヘラナデ

円縁部ヨコナデ 1 横ヘラケズリ後ナデ I1縁部ヨコナデ

口縁部ヨコナデ守縦ヘラケズリ後ナデ 1-1縁部ヨコナデ，ヘラナデ

1-1縁部ヨコナデ，胸部!日l転ヘラケズリ 11縁部ヨコナデ， 1叶転ナデ 自然称

縦ヘラ削後ミガキ ヘラケズリ， ヨコナテ会 外面赤彩

縦・横ヘラケズリ，へラナデ 縦横ヘラケズリ，絞り痕 外商赤彩

ヨコナテ¥横ヘラナデ，横へラケズリ， ミガキ ヨコナデ?へラケズリ，へラナデ!輪積痕 ヘラケズリ

ヨコナデ，縦ヘラナデ，縦・横ヘラケズリ， ミガキ ヨコナデ ヘラケズリ!ヘラナデ!輪積損 ヘラケズリ 内外而赤彩

ヨコナデ，横・斜位へラケズリ後ミガキ ヨコナデ!へラケズリ!ヘラナデ!輪積痕 ヘラケズリ 内外面赤彩

1I縁部ヨコナデ， ミガキ，縦・横ヘラケズリ後ナデ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ ヘラケズリ

I1縁部ヨコナテ:縦・斜位ヘラケズリ I1縁部ヨコナデ，ヘラナデ

斜{立へラケズリ後ミガキ ミガキ守ナデ ヘラケズリ 1 ミガキ

横・斜{立へラケズリ ヘラケズリ後ミガキ ヘラケズリ

ヨコナデ，横ヘラケズリ後ナデ ヨコナデ，ナデ 内外面亦彩

ヨコナテ:縦ヘラケズリ後ナデ ヨコナデ，横ヘラケズリ後ナデ 内外面赤彩

縦へラケズリ ヘラナデ，ナデ 外面赤彩

縦・横ヘラケズリ後ナデ へうナデ，指頭痕，ナデ

ヨコナデ 横ヘラケズリ後ミガキ，横へラケズ'J，ナデ ヨコナデ， ミガキ，ナデ1 輪積狼 ヘラケズリ
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遺構名 番号 焼質 器形
色調

口径 器高 底径 胴径 遺存度 混入物 注記Nu 実測
外面 内面

SI-138 l 土師器 椀(ロクロ) 明赤褐色 明赤褐色 12.0土 4.0 5.9土 40 少ない II 

SI-138 2 土師器 蜜 櫨色 檀色 20.4士 9.2+ 10 少ない 9 2 

SI-138 3 土師器 小型聾 赤色 赤色 14.3土 5.0+ 5 少ない 16 3 

SI-138 4 土師器 聾 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 1. 4+ 11.6士 5 少ない 10 4 

SI-140 l 須恵器 亦蓋 灰白色 灰白色 11.5" 4.2 15 少ない 25 l 

SI-140 2 須恵器 杯蓋 灰色 オリープ灰色 11.7土 4.0 10 少ない(砂) 29 2 

SI-140 3 土師器 葱 樫色 樫色 17.0土 13.4+ 10 多い(砂) 37 3 

SI-141 l 須恵器 杯 灰白色 灰白色 13.6士 3.9+ 10.4土 10 少ない l 

SI-141 2 土師器 杯(丸底) にぶい樟色 にぷい樺色 31. 0土 6.4+ 5 少ない 8 2 

SI-141 3 土師器 壷 黒色 種色 2.0+ 5.1土 25 少ない 3 

SI-142 l 須恵器 亦 黄灰色 黄灰色 13.8土 3.7 8.8 70 多い(砂・白)

SI-143 l 須恵器 杯蓋 灰白色 灰白色 16.8 3.1 75 少ない(砂) II 

SI-143 2 須恵器 F早蓋 灰白色 灰白色 15.9土 2.6+ 20 少ない 2 

SI-143 3 須恵器 高台付杯 灰色 灰色 14.3土 3.8 9.5士 20 少ない(砂) 2 16 

SI-143 4 須恵器 杯(丸底) 灰色 灰色 15.4" 4.8+ 25 少ない 2 17 

SI-143 5 須恵器 高台付杯 灰色 灰白色 2.6+ 10.1 50 少ない 4 12 

SI-143 6 土師器 杯 にぷい黄燈色 にぶい黄種色 19.0土 4.6 14.0士 25 少ない(赤) 2 

S 1-1 43 7 土師器 台付費 にぶい赤褐色 暗灰黄色 14.5土 18.4 9.8 15.0 70 少ない 3 

SI-143 8 士師器 聾 にぷい燈色 燈色 18.9土 10.6+ 22.8土 10 少ない 10 4 

SI-143 9 土師器 葱 にぷい褐色 褐灰色 20.3" 10.4+ 21. 4土 5 多い(砂・白・黒) 38 5 

SI-143 10 土師器 費 にぷい黄櫨色 樺色 23.6土 7.0+ 5 少ない(砂) 62 6 

SI-143 II 土師器 聾 にぶい檀色 にぶい黄櫨色 22.0土 7.6+ 5 少ない 27 7 

SI-143 12 土師器 碧 にぶい燈色 にぶい褐色 22.2土 10.5+ 20.0土 5 多い(砂・白・母) 2 8 

SI-143 13 土師器 聾 燈色 燈色 22. 1" 8.8+ 15 少ない 15 13 

SI-I43 14 土師器 聾 明赤褐色 明赤褐色 23.0士 11.5+ 19.6土 10 多い(赤・白・砂母} 73 9 

SI-143 15 土師器 費 にぶい檀色 にぶい燈色 26.1+ 28日± 40 少ない 2 10 

SI-143 16 土師器 聾 にぶい樺色 にぷい褐色 21. 5" 13. 1+ 26.9土 5 少ない(母) 37 14 

SI-143 17 土師器 蜜 種色 にぶい黄樫色 5.4+ 10.1 15 少ない 2 15 

SI-144 l 須恵器 杯 褐灰色 灰黄褐色 16.6" 3.4+ 5 多い(母)

SI-144 2 須恵器 高台付壷 黄褐色 灰黄色 2.5+ 10.4土 5 少ない 33 4 

SI-144 3 土師器 小型聾(ロクロ) にぶい黄燈色 にぶい黄糧色 4.0+ 9.0土 10 少ない 3 

附表5 掘立柱建物跡出土土器観察表

遺構名 番号 焼質 器形
色調

日係 器高 底径 胴径 遺存度 混入物 注記Nu 実ぬ測 I 
外面 内面

SX-I l 須恵器 坪蓋 灰色 灰色 10.6" 4.1+ 15 少ない 2 2 

SX-2 3 須恵器 杯 灰色 灰色 12.8土 3.3+ 20 多い(母・白) IJ 
SX-5 4 土師器 皿(カワラケ) 黄燈色 黄樫色 1. 4+ 3.6" 20 少ない 3 

SX-II 7 須恵器 短頚壷 灰白色 灰白色 9.3ま 3.3+ 5 少ない

SX-12 8 須恵器 杯 黒褐色 黒褐色 14.1土 4.1 8.3土 30 少ない 322 Z 

SX-13 10 土師器 杯 赤褐色 赤褐色 18.2" 4.2+ 20 多い(黒粒)

SX-13 9 須恵器 亦 階褐色 暗褐色 13.8土 4.2 5.2" 30 少ない(白・黒粒) 2 2 

SX-13 II 土師器 費 暗褐色 赤褐色 3.2+ 7.2 10 少ない 4 

SX-15 12 須恵器 杯 黒褐色 黒褐色 15.0土 3.2+ 10 少ない 2 

SX-16 13 須恵器 坪 黒褐色 黒褐色 2.4+ 6.8土 20 少ない(母・白) 3 

SX-21 14 土師器 亦(丸底) にぶい樫色 にぶい檀色 12.2土 4.0+ 20 少ない 6 

SX-22 15 土師器 杯(ロクロ) 明赤褐色 明赤褐色 1. 1+ 6.2土 5 少ない 12 

SX-26 17 須恵器 杯 灰色 灰色 1. 0+ 6.0土 5 少ない(砂) 5 

SX-26 18 土師器 杯(ロクロ) 黄褐色 黄褐色 2.0+ 6.2土 5 少ない 2 2 

SX-26 19 土師器 建 赤褐色 にぶい赤褐色 1. 9+ 11.8土 5 少ない 4 3 

SX-26 20 土師器 蜜 櫨色 種色 12.2土 2.9+ 5 少ない 3 4 

SX-27 24 土師器 亦(ロクロ) にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 8.0+ 1.8土 5 少ない SX-27C-2 

SX-27 22 土師器 町、 にぷい褐色 にぶい褐色 1. 8+ 5.6土 5 少ない SX-27F 

SX-27 23 土師器 費 明赤褐色 明赤褐色 2.6+ 14日土 5 少ない SX-27F-4 2 

SX-27 21 土師器 杯 赤色 赤色 12.2" 3.0+ 10 少ない(砂) SX-271-5 

SX-30 25 須恵器 五干 灰白色 灰白色 2.2+ 7.6ま 5 少ない(母)

SX-31 26 須恵器 亦 灰白色 灰白色 1. 2+ 6.4土 15 少ない 3 

SX-32 27 須恵器 聾 燈色 檀色 30.8土 10.0+ 5 少ない 9 

SX-32 28 須恵器 聾 灰色 灰色 3.3+ 16.0土 5 少ない 5 2 
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調整・文様 底部

外面 内面 切り離し方法 下面調整
備考

回転ナデ 回転ナデ 阿転糸切り離し 無調整

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

ヘラケズリ ヘラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 回転ヘラ切り離し 無調整

回転ナデ 回転ナデ 回転ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

凹転ナデ，回転ヘラケズリ 同転ナデ 不明 回転ヘラケズリ

ヨコナデ，ヘラケズリ後ナデ ミガキ 外面赤彩 内面黒色処理

ヘラケズリ後ナデ ミガキ ヘラケズリ 内外面赤彩

回転ナデ，回転へラケズリ 回転ナデ 回転ヘラ切り離し 回転ヘラケズリ

回転へラケズリ，回転ナデ 回転ナデ 宝珠つまみ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ 不明 回転ヘラケズリ 自然粕

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ 不明 回転ヘラケズリ，ヨコナデ

横方向ミガキ，ヘラケズリ 暗文 ヘラケズリ 内外面赤彩放射状暗文畿内産か

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ 底部内面へラケズリ， ヨコナデ，ヘラナデ，シポリ

口縁部ヨコナデ，縦・斜位ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ。縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ナデ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，斜位へラケズリ 日縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 口縁部ヨコナデ，へラナデ

口縁部ヨコナデ，ナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ守へラナデ

ヨコナデ，縦ヘラケズリ ヨコナデ，ヘラナデ

口縁部ヨコナデ，縦・斜位へラケズリ 口縁部ヨコナデ，へラナデ

斜位ヘラケズリ ナデ

凹転ナデ 凹転ナデ

回転ナデ 回転ナデ ィ、明 回転ヘラケズリ，ヨコナデ 自然粕

回転ナデ，横ヘラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

調整・文様 底部

外面 内面 切り離し方法 下面調整
備考

手持ちへラケズリ，回転へラケズリ守回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ 不明 不明

回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り離し 無調整

口縁部回転ナデ 口縁部回転ナデ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ 中原産

ヨコナデ，手持ちへラケズリ ヨコナテ¥ ミガキ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ

縦・横ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ

回転ナデ 回転ナデ SX-15とは 18と接合

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

ヘラケズリ後ナヂ ミガキ ヘラケズリ 内外面赤彩

回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 回転ヘラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 不明 回転ヘラケズリ

斜位へラケズリ ナデ ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ，縦ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ，ナデ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ ピット C 内面漆付着

手持ちへラケズリ，ナデ ナデ ヘラケズリ ピット F

横ヘラケズリ ナデ ピット F

横・斜位ヘラケズリ ナデ ピット I 内外面赤彩

手持ちへラケズリ，回転ナデ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

口縁部ヨコナデ，タタキ、横方向ナデ 口縁部ヨコナテ¥あて具痕

横ヘラケズリ ナデ1 あて具痕

一
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附表6 士坑出土土器観察表

遺構1'， 番号 焼質 器形
色調

111子
外面 内1M

器商 底径 目同径 遺存度 混入物 I主記Nu
実測

No. 

SK-5 l 瓦質土器 内耳鍋 にぶい格色 』目燈色 4.7+ 5 少ない 2 

SK-5 2 瓦質土器 内耳鍋 灰褐色 にぶい褐色 4.3+ 5 少ない 3 

SK-13 l 土師器 土干(ロクロ) 符色 燈色 11. 4 3.8 5.2 98 少ない(砂)

SK-14 3 土師器 杯(ロクロ) 淡茶色 淡茶色 11. 6 2.9 5.0 100 少ない 9 

SK-14 2 土師器 Jf(ロクロ) 符色 燈色 11. 3土 3.4 4.4土 30 少ない 12 2 

SK-14 4 須恵器 者(転!1J硯) 灰黄褐色 }j({官褐色 1. 7+ 11. 6" 5 少ない 12 4 

SK-14 5 須恵器 盤(転用観) 灰色 灰色 5 少ない 8 5 

SK-15 6 土師器 t干(ロクロ) 晴黄褐色 暗黄褐色 14.8'" 5.4+ 7.0"， 25 少ない 4 

SK← 18 8 土師器 杯(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 12.4土 3.6 6.2土 40 少ない(砂)

SK-2日 9 上師器 士干(ロクロ) 赤褐色 亦褐色 12.5土 2.9 5.7土 50 少ない(砂)

SK-20 10 土師器 杯(ロクロ) 赤褐色 機色 12.4'" 3.4+ 20 少ない 7 2 

SK-21 l 縄文1:211 深鉢 にぶい燈色 にぶい員椅色 5 多い(繊維)

SK-22 l 縄文土器 深鉢 灰褐色 にぶい黄褐色 5 多い(繊維) 2 

SK-28 II 土師器 上不(ロクロ) 黄燈色 民燈色 12. 1土 3.4 5.7土 10 少ない 4 

SK-28 12 土師器 椀(ロクロ) 暗褐色 H百褐色 14.8土 4.8+ 25 少ない 7 2 

SK-36 14 須恵器 上不(丸底) 灰色 以色 1. 8+ 2.4 70 少ない

SK-36 13 須恵器 上千蓋 黒})(色 })(色 9.6士 3.9 20 多い(黒) 13 2 

SK-50 15 上師器 l皿(ロクロ) 明褐色 明褐色 13.0 2.4 7.1 100 少ない(砂・赤)

SK-51 l 弥生土器 壷 灰黄褐色 })(黄褐色 5 少ない 12 3 

SK-51 2 弥生士器 壷 明黄褐色 にぶい樫色 5 少ない 9 4 

SK-51 3 弥生土器 壷 にぶい燈色 にぶい燈色 5 少ない 7 5 

SK-51 4 弥生土器 1在 Jj(黄褐色 にぶい椅色 5 少ない 2 2 

SK-51 5 弥生1器 壷 赤褐色・黒褐色 前開色丹と椎J白晴樹巴 26.6土 7.8+ 5 少ない 3 

SK-52 l 縄文 i器 深鉢 にぶい棺色 にぶい椅色 5 多い(繊維) 148 7 

SK-52 2 縄文士器 1架鉢 にぷい褐色 県褐色 5 多い(繊維) 6 6 

SK-52 3 縄文上器 深鉢 にぶい赤褐色 黒褐色 5 多い(繊維) 2 5 

SK-52 4 縄文 k招 深鉢 明ポ褐色 黒拘色 5 多い(繊維) 3 4 

SK-52 5 縄文土器 深鉢 続色 黒褐色 5 多い(繊維) 9 2 

SK-52 6 縄文士器 深鉢 にぶい椅色 にぶい栂色 5 多い(繊維) 12 

SK-52 7 縄文I器 深鉢 明赤褐色 黒褐色 5 多い(繊維) 3 

SK-55 16 須忠:器 準(転!日制) 黄灰色 })(色 5 少ない

SK-56 17 須恵器 何、 灰色 燈色 14.4 3.3 6.2土 25 多い(砂) H 

SK-56 22 須恵器 蜜(L1縁) 暗褐色 暗褐色 26.~ 8.4+ 10 少ない 2 2 

SK-56 18 須JM器 土干 赤褐色 赤褐色 14.8土 5. 1 7.0 25 多い(赤) 12 3 

SK-56 19 1 t師器 ff、(ロクロ) 茶褐色 茶褐色 1. 9+ 6.8 30 少ない 18 4 

SK-56 20 土師需 主聖 黒褐色 w褐色 2.0+ 7.0 10 少ない II 5 

SK-56 21 須恵器 壱 黒緑色 ))(色 5.8土 3.7+ 10 少ない 22 7 

SK-60 23 11:師器 士不(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 13.2土 4.8+ 15 少ない

SK-60 24 1 .1師器 上不(ロクロ) 淡茶褐色燈色 黒褐色 1. 7+ 7.8土 20 少ない 7 2 

SK-60 25 須忠器 墾(転用硯) 灰オリーブ色 以黄色 5 少ない 10 3 

SK-61 l 弥生↑器 壷 黄健色 黄符色 15.5+ 5.45土 70 少ない 2 

SK-61 2 弥生 1:器 葱 暗褐色 暗褐色 22.8土 16.4+ 19.1士 20 少ない 2 

SK-98 l 縄文士器 深鉢 にぶい褐色 にぶい符色 5 多い(繊維)

SK-98 2 縄文 l穏 深鉢 亦褐色 w、樹色 26.8 28.4+ 50 多い(繊維)

SK-IOO 2 須恵器 坪蓋 にぶい黄色 浅黄色 1. 3+ 20 少ない

SK-IOI 26 須忠器 町、 黄褐色 黄褐色 12.5土 3.8 8.1土 20 少ない

SK-I02 l 上師端 杯(ロクロ) 燈色 符色 10.7 2.2 6.2 95 少ない

SK-I03 27 須恵器 I干 黄灰色 灰貨褐色 16.5士 5.4+ 10 少ない 2 

SK-112 l 縄文士器 深鉢 灰黄褐色 にぶい黄褐色 5 多い(繊維) 2 

SK-112 2 縄文土器 深鉢 灰黄褐色 にぶい褐色 5 多い(繊維)

SK-112 3 縄文土器 深鉢 灰黄褐色 階以黄色 5 多い(繊維) 3 

SK-115 l 縄文上器 深鉢 にぶい黄褐色 権色 5 多い(繊維) 8 IB 

SK-115 2 縄文士器 深鉢 にぶい褐色 にぶい権色 5 多い(繊維) 4 IA 

SK-115 3 縄文上器 深鉢 檀色 黒褐色 5 多い(繊維) 10 2 

SK-115 l 縄文士器 深鉢 にぶい燈色 明褐色 18.2+ 10 多い(砂・亦;・繊維) 4 2 

SK-115 2 縄文士器 深鉢 権色 ト九誌色 12. 1+ 5 多い(繊維) 3 

SK-117 l 縄文士器 深鉢 明赤褐色 にぶい黄褐色 5 多い(繊維)

SK-118 I 1 縄文土器 深鉢 にぶい槍色 にぶい燈色 39.6土 26.4+ 35 多い(繊維)
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調整・文様 底部

外面 内l商 切り離し方法 ド而調整
備考

ヨコナデ ナデ

ヨコナデ ナデ

回転ナデ 回転ナデ M転糸切り離し 無調整

回転ナデ，干一部回転ヘラケズリ 阿転ナデ ~'J転糸切り離し 無調整

回転ナデ 回転ナデ Iロl転糸切り離し 無調整

同転ナデ 回転ナデ 不明 !日l転ナデ1 ヨコナデ

タタキ ナデ

回転ナテ¥下部手持ちへラケズリ 凶転ナデ 不明 不明

回転ナデ 回転ナデ 静止糸切り離し 無調整

回転ナデ 凶転ナデ [nJ転糸切り離し 無調整

回転ナデ 回転ナデ

条痕文 条痕文

条痕文 条痕文

同転ナデ，回転へラケズリ [nJ転ナデ 凶転糸切り離し 無調整

回転ナデ 同転ナデ

何転ナデ 向転ナデ ヘラ切り離し ["J転へラケズリ

[nJ転ヘラケズリ，回転ナデ |ロl転ナデ 自然動

阿転ナデ，下部手持ちへラケズリ [nJ転ナデ [，~転糸切り離し 無調整

ミガキ，ハケ 糸痕

ミガキ， ナテザ 糸痕

ミガキ，ハケ 糸痕

ヘラケズリ， ミガキ，ハケ 糸痕

LR縄文，ハケ ハケ 1 ナデ

条痕文 条痕文

条痕文 条痕文

条痕文 条痕文

条f良文 条痕文

条痕文 条痕文

条痕文 条痕文

条痕丈 条痕文

あて具痕 低{_jとしても使用

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ィ、明 子二t寺ちへラケズリ

口縁部同転ナデ 口縁部回転ナデ

制転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ

回転ナデ，回転へラケズリ 同転ナデ l叶転糸切り離し 凶転へラケズリ

ヘラケズリ ヘラナデ 布日

回転ナデ 回転ナデ 自然袖

回転ナテ:手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 不明

l司転へラナデ，ロクロ目 ミガキ 同転糸切り離し 周縁lロl転ヘラナデ 内出黒色処理 底部外面墨書

あて具痕

LR縄瓦沈線，劇l突A. 5つの実起，へラナデ!ミガキ ナテ: ミガキ

ハケ，指頭痕 ハケ

条痕文 条痕文

ヘラ状工具のナテ¥貝による条痕文 貝による条痕文

回転へラケズリ，阿転ナデ 凶転ナ・デ 天井部焼成問線刻

回転ナテ:回転へラケズリ 回転ナデ ィ、明 回転へラケズリ

回転ナデ |司転ナデ 回転糸切り離し 無調整

向転ナデ 回転ナデ 不明 不明

条痕文 条痕文

条痕文 条痕文

条痕文 条痕文

条痕文 条痕文

条痕文 条痕文

貝による条痕文 只による条痕文

貝による条痕文 貝による条痕文

員による条痕文 貝による条痕文

貝による条痕文 貝による条痕文

員による条痕文，上部文様帯あり 見による条痕文
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遺機No. 番" 焼質 岩形
色調

11筏 器両 底f壬 肋~j手 遺存度 混入物 ita¥陥L
'だ測

外凶l 内面 Nu 

SK-120 l 縄文土器 深鉢 責灰色 にぶい褐色 5 多い(繊維) 2 

SK-120 2 縄文 i器 深鉢 にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 5 多い(繊維) 2 3 

SK-120 3 縄文土器 深鉢 灰黄掲色 にぶい貨褐色 5 多い(繊維) 7 

SK-120 4 縄文 f:器 深鉢 黒褐色 にぶい褐色 5 多い(繊維) 6 4 

SK-122 29 上師器 土十(ロクロ) 明黄褐色 にぶい黄褐色 14.2土 3.3+ 5 少ない

5K-122 28 十.師器 甑(底部) 燈色 明褐色 5 少ない 2 

5K-123 30 須恵器 主聖 褐色 褐色 27.3士 2.3+ 5 少ない

SK-124 31 to•師器 杯(ロクロ) 燈色 燈色 0.8+ 7. 1 20 少ない

5K-124 32 須忠掠 重主 にぶい黄掲色 にぶい黄褐色 23.0士 7.8+ 10 少ない 2 2 

附表7 溝出土土器観察表

色調 実測
遺構No. 揺り 焼質 器形 11径 器高 底径 胴径 遺存度 混入物 注記Nn

外的i 内l而 No. 

50-9 5 陶器 壷 階灰色 黄灰白色 6.3+ 12.2土 60 少ない(赤自白砂) 74 4 

SO-9 6 土師器 翠 暗褐色 黄樺色 17.7土 7.6+ 10 多い(母) 45 2 

50-9 7 土師器 J;f 明赤褐色 明赤褐色 4.3+ 5.8 60 少ない 47 

SO-1O 8 須恵器 杯蓋 灰色 灰色 1. 7+ 45 少ない(砂) 4 2 

50-10 9 土師器 足高高台付杯 にぷい樟色 青黒色 1. 5-t 10 少ない 14 3 

SO-10 11 土師器 高台付亦 にぷい黄燈色 にぶい黄燈色 3.2+ 7.2土 10 少ない 14 4 

50-10 12 須恵器 聾 灰黄色 灰白色 3.4+ 17.8土 5 少ない 14 5 

SO-IOB 10 須恵器 士平 灰黄褐色 にぶい黄樫色 1. 3+ 9. C土 10 多い(母) 8 

50-17 14 須恵器 甑(底部) 暗灰黄色 黄褐色 5.2土 5 少ない 2 2 

SO-17 15 須恵器 土手 灰色 灰色 2.6+ 10.1土 5 少ない

SO-18 16 須窓器 亦蓋 灰色 灰色 1. 8+ 15.9土 10 少ない 2 

SO-18 17 須恵器 聾 灰色 灰色 4.4+ 13.2土 5 少ない 7 2 

50-25 土師器 高台付皿 明赤褐色 褐色 1. 5+ 6.0土 15 少ない

SO-26 18 土師器 杯(ロクロ) 樺色 燈色 14.4土 4.3+ 5 少ない

50-26 19 須恵器 郎 黒褐色 黒褐色 1. 4+ 8.0土 10 少ない 3 

SO-27 20 須恵器 士千二 黒色 黒色(にぶい黄褐色) 0.9+ 6.0士 5 少ない

SO-27 21 須恵器 杯 灰色 灰色 8.6+ 2. 4~ 5 少ない 2 

SO-27 22 須恵器 長頚壷 灰色 灰白色 6.7+ 5 少ない 4 

SO-27 23 須恵器 聾 黒褐色 灰黄褐色 2.7+ 5 少ない 3 

SO-28 28 土師器 杯(ロクロ) 檀色 燈色 0.8+ 7.0土 10 少ない 3 

SO-30 24 須恵器 高台付壷 灰色 灰黄色 1. 5+ 10.1士 5 少ない 4 

SO-30 25 須恵器 坪 灰色 灰色 1. 8+ 9.0士 10 少ない 2 

50-30 26 須恵器 杯 黄灰色 黄灰色 0.8+ 9.4土 10 少ない

SO-30 27 須恵器 長頚壷 灰色 灰色 4.4+ 7.6土 5 少ない 3 

SO→31 29 須恵器 亦 灰色 灰白色 1. 6+ 8.6土 15 少ない

SO-31 30 須恵器 甑(底部) 灰色 灰色 2.5土 5 少ない 2 

SO-37 31 土師器 高坪(銅]部) にぷい褐色 にぶい褐色 4.4+ 20 少ない(砂)

SO-50 32 陶器 仏飯椀 明緑灰色 灰白色 2.6+ 4.3 50 少ない 8 

附表8 遺構外出土土器観察表(縄文時代)

位置 番号 焼質 器形
色調

口径 器高 底径 胴径 遺存度 混入物 注記Nn
実測

外面 内面 No. 

51-007 10 縄文土器 深鉢 にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 5 少ない 93 13 

SI-013 5 縄文土器 深鉢 にぶい樫色 にぷい黄燈色 5 少ない(繊維) 28 11 

SI-015 19 縄文土器 深鉢 にぷい黄燈色 にぷい燈色 5 少ない 25 24 

SI-017 6 縄文土器 深鉢 にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 5 少ない 5 

SI-018 18 縄文土器 深鉢 樺色 にぷい燈色 5 少ない 78 23 

SI-018 21 縄文土器 深鉢 灰褐色 灰褐色 5 多い(繊維) 72 18 

51-026 3 縄文土器 深鉢 にぷい黄褐色 灰黄褐色 5 少ない 14 4 

SI-027 17 縄文土器 深鉢 にぶい燈色 黄褐色 5 少ない(繊維) l 14 

SI-027 20 縄文土器 深鉢 灰色 灰色 5 多い(繊維) 120 20 

SI-029 2 縄文土器 深鉢 にぶい黄檀色 にぷい黄櫨色 5 少ない 12 2 

SI-052 23 縄文土器 深鉢 にぷい燈色 樫色 5 多い(繊維) 14 16 

SI-052 28 縄文土器 深鉢 にぷい黄褐色 灰黄褐色 5 多い(繊維) 37 34 

SI-054 35 縄文土器 深鉢 にぶい褐色 灰黄褐色 5 少ない 22 

SI-056 12 縄文土器 深鉢 にぶい櫨色 にぶい黄櫨色 5 少ない 112 

SI-082 16 縄文土器 深鉢 日E主¥>黄檀色 にぶい黄櫨色 5 少ない 295 25 

494 -



調整 底部

外面 内面 切り離し万法 下面調整
備考

条痕文 条痕文

条痕文 条痕文

条痕文.沈線文 条痕文

条痕文 条痕文

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ 不日VJ 不明

ヘラケズリ

ヨコナデ ヨコナテ.

手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

口縁部ヨコナデ.横方向ナデ，1'タキ 口縁部ヨコナデ.ヘラナデ，あて具痕

調整 底部

外面 内面 切り離しJj法 ド面調整
備考

回転ナデ 回転ナデ ヘラ切り離し b反軸

口縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

回転ナデ・下部ヘラケズリ 回転ナデ 1"1転糸切り離し 無調整

回転ヘラケズリ，回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ ミガキ，ナデ 不明 不明 内面黒色処理

回転ナデ 回転ナデ イくUJJ 回転ナデ， ヨコナデ

横ヘラケズリ ヘラナデ イ引VJ 手持ちへラケズリ

手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ

ヘラナデ ヘラケズリ 五孔

1"1転ナデ 不明 回転ヘラケズリ

回転ヘラケズリ，回転ナデ 回転ナデ

タタキ後ナデ ナデ 手持ちへラケズリ 自然軸

回転ナデ 回転ナデ イ剖月 手持ちへラケズリ

回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ナデ イ~AJl 不明

回転ナデ，手持ちへラケズリ 回転ナデ ィー叩j 手持ちへラケズリ

手持ちへラケズリ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 阿転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

回転ヘラケズリ，回転ナデ 回転ナデ

横ヘラケズリ ナデ

手持ちへラケズリ 回転ナデ ィ、Iljj ヘラケズリ

回転ナデ 回転ナデ ヘラ切り離し 回転ヘラケズリ.ヨコナデ

手持ちへラケズリ 回転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ

手持ちへラケズリ 同転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ

手持ちへラケズリ 岡転ナデ 手持ちへラケズリ

回転ナデ.手持ちへラケズリ 削転ナデ ヘラ切り離し 手持ちへラケズリ

ナデ 五孔

縦ヘラケズリ後ナデ ヘラケズリ，絞り痕 外面赤彩

回転ナデ 回転ナデ，回転ヘラケズリ 回転ヘラケズリ.ヨコナデ 灰粧がかかる

調整・文様 底部

外面 内面 切り離し方法 下面調整
備考

燃糸，口縁端部撚糸 不明

擦痕 不明

撚糸 不明 幻-024-58と接合

撚糸，口縁端部撚糸 不明

撚糸 不明

員による条痕文 条痕文

撚糸，口縁端部撚糸 日縁部撚糸

撚糸 不明

員殻縁痕 ミガキ

撚糸，口縁端部燃糸 ミガキ

条痕文 条痕文

条痕文 条痕文

RL単節縄文 不明

撚糸 不明

撚糸 不明
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位置 書号 焼質 器形
色調

日ft. 器肖 底径 胴係 遺存度 混人物 注記Nu
~掴IJ

外[面 内面 Nu 

SI-086 29 縄文土器 深鉢 黒褐色 灰黄褐色 5 多い(繊維) 109 32 

SI -087 8 縄文 k器 深鉢 にぷい椅色 にぶい黄燈色 5 少ない 1842 10 

SI-IO日 7 縄文上器 深鉢 にぶい黄褐色 にぶい褐色 5 少ない(繊維) 807 6 

SI-I02 13 縄文士器 深鉢 にぶい燈色 にぶい黄縄色 5 少ない 319 8 

S 1-1 02 14 縄文 t器 深鉢 にぶい褐色 にぶい褐色 5 少ない(繊維) 309 15 

J25-14 37 縄文土器 深鉢 にぶい黄褐色 にぷい黄褐色 5 多い(繊維) 2 

.128日6A 24 縄文士器 深鉢 にぶい褐色 にぶい褐色 5 多い(繊維) 26 

L28-02A 32 縄文土器 深鉢 にぶい樫色 にぶい燈色 5 多い(繊維) 29 

L29-01A 30 縄文土掠 深鉢 明褐色 にぶい褐色 5 多い(繊維) 31 

L29-OIA 31 縄文土器 深鉢 にぶい褐色 にぶい褐色 5 多い(繊維) 30 

M25-04 38 縄文上器 深鉢 燈色 にぶい黄燈色 5 多い(砂) 9 

M25-04 42 縄文 i溶 深鉢 にぶい員燈色 にぶい黄燈色 5 多い(砂) 14 

M25-04 46 縄文上器 深鉢 にぶい褐色 にぶい黄褐色 5 多い(砂) 11 

M25-05 48 縄文一上器 深鉢 黒褐色 明赤褐色 5 少ない 12 

M25-05AG 49 縄文土招 深鉢 黒褐色 褐色 5 少ない 7 

M25-05BG 47 縄文土器 深鉢 にぶい黄燈色 にぶい黄樫色 5 少ない 8 

1125-14 43 縄文 i器 深鉢 褐色 にぷい褐色 5 少ない 3 

M25-14 44 縄文士器 深鉢 にぶい褐色 権色 5 少ない 5 

M25-14 45 縄文土器 深鉢 にぶい褐色 椅色 5 少ない 4 

M25-15 39 縄文上器 深鉢 にぶい褐色 明褐色 5 多い(砂) 10 

M25-15 40 縄文 i密 深鉢 灰黄褐色 にぶい黄樫色 5 多い(砂) 6 

M25-15 41 縄文一上器 深鉢 にぶい褐色 にぶい褐色 5 多い(砂) 13 

M26-10 33 縄文土器 深鉢 にぶい燈色 椅色 5 少ない 2 

M26-IO 34 縄文t器 深鉢 にぶい黄燈色 にぶい権色 5 少ない

N28-03 22 縄文士器 深鉢 にぶい椅色 Jj(黄掲色 5 多い(繊維) 19 

N28-16 l 縄文上器 深鉢 にぶい黄褐色 にぶい褐色 5 少ない 3 

N28-22A 4 縄文土器 深鉢 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 5 少ない 9 

N28-22A 15 縄文上器 深鉢 にぶい褐色 にぶい燈色 5 少ない 7 

027-18A 25 縄文士器 深鉢 Jj(黄褐色 にぶい黄褐色 5 多い(繊維) 28 

P25-19日 36 縄文 I..~号 深鉢 黒褐色 にぶい黄燈色 5 少ない

SO-IO 11 縄文士器 深鉢 にぶい11:褐色 にぶい褐色 5 少ない 14 6 

SO-6 26 縄文 i器 深鉢 権色 にぶい賞特色 5 多い(繊維) 116 27 

SO-6 27 縄文士器 深鉢 椅色 にぶい黄色 5 多い(繊維) 118 17 

SK-3A 9 縄文上器 深鉢 にぶい黄概色 にぶい黄袴色 5 少ない 8-4 12 

附表9 遺構外出土土器観察表(弥生時代)

位置 蕎号 焼質 器形
色調

11符 器;高 底径 !~Jf子 遺{f度 混入物 1主記Nn 'J!担IJNn
外両 内前i

SI -044 8 弥生土器 壷 にぶい黄椅色 にぶい黄格色 5 少ない(砂)

SI-044 20 弥生土器 き星 黒褐色 にぶい縄色 5 少ない(砂) 78 

SI-045 3 弥生七器 奄 黄灰色 黄灰色 5 少ない(砂) 129 

SI -045 4 弥生上器 査 にぶい黄椅色 黄灰色 5 少ない(砂) 22 

SI -045 6 弥生士器 4量 にぶい黄燈色 黄灰色 5 少ない(砂) 134 

SI -045 7 弥生七器 壷 にぶい黄燈色 褐トλ色 5 少ない(砂) 115 

SI -045 9 弥生土器 査 にぶい黄+音色 灰黄色 5 少ない(砂) 145 

SI -045 IO 弥生七器 査 灰黄褐色 褐灰色 5 少ない(砂) 129 

SI -045 18 弥生土器 者 にぶい黄椅色 褐灰色 5 少ない(砂) 791 -

SI -052 24 弥生士器 主霊 にぶい褐色 にぶい燈色 5 少ない (li少) 53 

SI-057 12 弥生土器 壷 にぶい褐色 にぶい褐色 5 4ない(砂) 177 

SI-028 22 弥生 t器 肇 黄灰色 にぶい赤尚色 5 少ない(砂) 2 

SI-049 25 弥生士掠 南4 燈色 浅黄色 5 少ない(砂) 16 

SI -053 5 弥生土器 壷 にぶい符色 階灰黄色 5 少ない(砂) 66 

SI-068 13 弥生七器 壷 にぶい黄権色 褐Jj(色 5 少ない(砂) 4 

SI-086 11 弥生土揺 4量 にぶい黄燈色 黒褐色 5 少ない(砂) 944 

SI-086 21 弥生土需 墾 にぶい黄褐色 灰黄褐色 5 少ない(官'!>) 733 

SI-088 2 弥生士器 告 灰黄色 E瓦員色 5 少ない(砂) 907 

SI-088 15 弥生士器 告 Jj(寅褐色 にぶい員燈色 5 少ない(砂)

SI-088 19 弥生土器 登 にぷい黄掲色 黒褐色 5 少ない(砂) 727 

SI-092 17 弥生 i器 5詰 にぶい黄燈色 にぶい黄符色 5 少ない(砂) 76 

SI-093 16 弥生土器 盟 にぶい格色 にぶい黄燈色 5 少ない(砂) 126 
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調整 民吊:

外liiI IAli(iI 切り離しJJiよ r-I(II.i刈牧
官il号

条痕文 条痕え;

撚糸， IJ縁端部撚糸 不明

撚糸， Il縁端部撚糸 ィ、i閃

僚痕， 1I縁主uみ 擦仮

擦被， 11縁刻み 擦痕

条痕J主 条痕丈

条痕丈 条iH丈

条浜文 条仮文

条痕丈 条痕え;

条痕丈 条痕丈

下裁竹管丈 ィ、I閃

n殻腹縁文 不!ザl

RL単節縄文 ィ、吋1

半裁竹管丈， 二角形陰刻 ミガキ

'F裁竹管文 ケズリ ミガキ

LR単節縄立: ナデ

栴 f状沈線文 ィ、lifj

格 f状沈線丈 イサ閃

格子状沈線丈 ィ、II/j

押引半裁竹管文 不明

押 ~I 半裁竹管丈 ミカザキ

只殻腹縁文 不明

LR単節縄文 ミガキ

LR単節縄文 ミガキ

条痕文守沈線丈 条i!~丈

撚糸， il縁端部撚糸 ミガキ

撚糸 イJ叩]

擦痕， IJ縁刻み 擦痕

条4民文，沈線丈 条M文

R L単節縄文 ィ、I円

撚糸， IJ縁端部撚糸 不明

条痕丈，車1)突文 条痕丈

条仮文τ 事l突文 条痕丈

撚糸， Il縁端部撚糸 不明

調整 底古r:

外面 |勾I(II 切り離し刀法 卜I(V，)司唱を
備.J5'

LR単節縄文，沈線 不明

ハケ，刻み ハケ，ナデ

縄文，沈線 不明

LR単節縄文，沈線 不明

縄文，沈線，刺突文 イ刊1

縄文，沈線 イ"閃

LR単節縄文，沈線 不明

沈線1 刺突文 不明

撚糸丈 不明

ハケ ナデ

縄文1 ハケ ナデ

本目刻み，ハケ ハケ

撚糸文 ナデ

LR単節縄文，沈線，刺突丈 ナデ

撚糸丈，沈線，ナデ 不明

燃糸文， ミガキ ミガキ

木目刻み ナデ

縄文，沈線 ナデ

撚糸丈，結節縄文 ナデ

ハケ，刻み ハケ

撚糸文 ナデ

撚糸文 ナヂ
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位置 番号 焼質 器形
色調

口千票 器高 底径 胴径 遺存度 混入物 注記N"
実測

外面 内面
Nu 

SK-50 l 弥生土器 壷 にぶい黄稽色 暗灰黄色 5 少ない(砂) 31 -

SK-60 23 弥生土器 聾 黒褐色 にぶい褐色 5 少ない(砂) 4 

SX-15 14 弥生上器 壷 黒褐色 燈色 5 少ない(砂) 6 

027-22A 弥生士禄 不明 赤褐色 暗黄褐色 5 少ない(砂)

附表 10 遺構外出土土器観察表(古墳時代)

位置 番号 焼質 器形
色調

LJf子 器高 底径 胴径 遺存度 混入物 注記Nu 実測Nu

外面 内雨

K25-01 l 上師器 高士干(脚部) にぶい栂色 にぶい褐色 6. 1+ 30 少ない 21 

L27-10 2 土師器 杯(丸底) 黒掲色 黒色 13.4" 4.6 40 少ない 136 

N27-06 7 士師器 士干 );1(黄褐色 にぶい褐色 2.2+ 7.2土 5 少ない

N27-16 41 t師器 杯(丸底) にぶい黄燈色 にぶい黄燈色 14.2" 4.0+ 20 少ない 120-66 

N27-24 3 土師器 杯(丸底) 概色 燈色 16.6土 2.8+ 10 少ない 4 

N28-20 5 士師器 珂4 黄椅色 暗褐色 14.0" 3.4+ 20 少ない 日99A-254 2 

N28-20 6 上師器 士不 明褐色 明褐色 13.8士 3.0+ JO 少ない

026-21 JO 須恵器 上千蓋 灰白色 灰白色 1. 1+ 15 少ない

027-12 1I 須恵器 士干蓮 灰色 灰色 15.2土 2.0+ 20 少ない

027-13 9 須恵器 町、 灰色 灰色 8.4士 3.3+ 25 少ない

表採 8 土師器 折、 暗褐色 暗褐色 8.2土 4.0+ 30 少ない 2 

附表 11 遺構外出土土器観察表(奈良・平安時代)

位置 番号 焼質 器形
色調

口千華 器高 底径 胴係 遺存度 混人物 注iieNu 実測Nu
外面 内面

J25-14 12 土師器 I不(ロクロ) にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 14.6土 4.0+ JO 少ない(砂)

L26-19 26 須恵器 士干 にぶい黄燈色 にぶい黄権色 1. 2+ 9.0土 20 少ない(母) 48 

L27-16B' 17A 8 士師器 高台付上不 暗褐色 暗褐色 1. 6+ 6.4土 20 少ない 2 

M25-07 18 土師器 饗 にぶい樫色 にぶい樫色 17.2" 8.5+ 5 多い(砂・赤)

M26-19 14 土師器 高亦(脚部) 明褐色 明褐色 3.7+ 20 少ない

M26-21 15 土師器 高村I'(脚部) 燈色 燈色 2.8+ 10 少ない 2 

M26-21 須;容器 壷 明灰色 明灰色 4.5+ 5 少ない

M26-22 31 +自市宮品 Jf(ロクロ) 燈色 にぶい黄燈色 12.0土 4.6 7.0土 30 少ない

M26-23 5 上師器 坪(ロクロ) 明赤褐色 明赤褐色 1. 5+ 5.0土 JO 多い(砂)

M26-25 32 土師器 聾 褐色 明褐色 21. 3土 3.3+ 5 少ない

M27-05 27 須恵器 高台付壷 にぶい黄燈色 にぶい黄燈色 6.1+ 8.4" 5 少ない 130-2 2 

M27-05 31 須恵器 護 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 48.1土 5.2+ 5 少ない

M27-07 須恵掠 蜜 明灰黄色 明灰黄色 5.0+ 5 少ない(砂)

M27-07 須恵器 墾 明褐色 明褐色 3.5+ 5 少ない 2 

M27-07 須恵器 議 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 3.7+ 5 少ない 3 

M27-15 16 上師器 坪(ロクロ) 褐色 褐色 1. 5+ 7.4土 20 少ない

M27-18 23 須恵器 珂= 1火黄褐色 黒褐色 13.7士 3.0+ JO 少ない 2 

M27-25 29 須恵器 珂、 褐灰色 褐灰色 2.0十 7.3" 20 少ない

M28-04 38 須恵器 亦蓬 !火オリープ色 灰色 3.4+ JO 少ない 31 2 

M28-04 39 須恵器 査 灰色 灰色 5.0+ 12.0土 5 少ない 5 4 

M28-04 40 須恵器 墾 !火褐色 灰褐色 5 少ない 28 8 

M28-04 41 士師器 椀(ロクロ) にぶい燈色 黒色 5 少ない 37 9 

M28-04 42 土師器 翠 にぶい赤褐色 にぶい褐色 4.5+ 5.0土 5 少ない 16 51 

M28-04 43 士師器 高台付椀 赤褐色 黒色 1. 8+ 5.4 20 少ない 2 

M28-04 44 須恵器 珂Z オリープ黒色 オリープ黒色 1. 8+ 6.5土 JO 少ない 37 6 

M28-04 45 士師器 坪(ロクロ) にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 1. 8+ 7.4士 15 少なし吋砂・白ー赤) 18 7 

M28-04 46 須恵器 杯(底部) 灰色 灰色 0.8+ JO 少ない 37 3 

N27-01 35 須恵器 費 黒褐色 にぶい黄権色 6.0+ 5 少ない

N27-1 7 30 須恵:器 高台付杯 灰色 灰黄色 1. 3+ 9.7土 10 少ない

N27-1 7 33 須恵器 墾 '*色 灰色 20.2" 3. 1+ 5 少ない 2 

N27-1 7 34 須恵器 聾 暗灰黄色 灰色 21. 3士 3.8+ 5 少ない 3 

N27-22 71 t師器 士干(ロクロ) 燈色 燈色 1. 5+ 9.0" 5 少ない

N27-25 19 須恵器 珂ミ 灰色 灰色 13.2土 3.7+ 7.5土 40 少ない 3 2 

N27-25 37 須恵器 費 にぶい黄燈色 黒褐色 1. 1+ 14.6士 5 少ない

N28-05 1 1 -t.師器 土干(ロクロ) 赤褐色 赤褐色 10.8土 3.9 4.8土 40 少ない 3 

N28-13 2 上師器 H、(ロクロ) 茶褐色 茶褐色 12.1土 3.7 5. 1土 60 少ない(黒粒) 日日4-4 2 

N28-13 11 土師器 品台付杯 褐色 褐色 14.4土 5.2+ 6 日土 25 少ない 004-12 
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調整 版部
備考

外出 内Ifu 切り離lh法 卜Illi調寺院

縄文。沈線 不明

ハケ，刺突文 ハケ

撚糸丈，沈線，ナデ ナデ

ヘラケズリ ナデ

調整 版部

外出 内Ini 切り離し方法 ド而調繋
備考

縦へラケズリ ナデ 脳暗CIAJi(jiへラナテ。ヘラケズリ

横へラケズリ， ミガキ ミガキ H与ちへラケズ') 内外出黒色処理

ナデ，子持ちへラケズリ ミガキ ヘラケズリ

横へラケズリ後ナデ ミガキ 内l白黒色処珂

ナデ ナデ， ミガキ 内Ifu放射状崎文

ヘラケズリ後ナデ ミガキ 1"1曲l黒色処珂

ヘラケズリ，ナデ ナデ 漆fUi

阿転ヘラケズリ，凶転ナデ 1'"1転ナデ

回転ヘラケズリ，阿転ナデ 1"1申』ナデ

回転ナデ， 1日l転ヘラケズリ !日!転ナデ ィ、 I~j 1"1転ヘラケズリ

ヘラケズリ， ミガキ ナデ， ミガキ 内外l由i黒色処理!

調整 応部

外面 内IIlI 切り離し h法 ドI自i調整
備~

回転ナデ 1"1転ナデ ィー町l イ"tljJ

同転ナデ 1"1転ナデ 不明 H寺ちへラケズリ

同転ナデ い|転ナデ， ミガキ イミtザ] 1"1転ナデ

II縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 11縁部ヨコナデ，ヘラナデ M-25-27と接合

ヘラナデ ナデ1 ヘラナデ

ヘラケズリ ナデ

I"J転ナデ I"J転ナデ 11乙称

[叶転ナデ 同転ナデ H転糸切り離し 1"1転ヘラケズリ

回転ナデ，子持ちへラケズリ I"J転ナデ ィ、即j 子J年ちへラケズリ

II縁部ヨコナデ I1縁部ヨコナデ

凶転ナデ 1"1転ナデ イ~Iリj 1"1転ヘラケズリ

回転ナデ 1"1転ナデ

l寸転ナデ 回転ナデ

回転ナデ I"J転ナデ

回転ナデ 阿転ナデ

回転ナデ，手持ちへラケズリ 同転ナデ ィ、iリl チlijちへラケズリ

回転ナデ 同転ナデ 不明 不明

回転ナデτ 子持ちへラケズリ 1'"転ナデ ィ、町l 子持ちへラケズリ

回転ナデ ["1転ナデ h足跡 ~i{珠つまみ

回転ヘラケズリ， ヨコナテ' ナデ い]事ムナデ

ヨコナデ ヨコナデ

回転ナデ ミガキ ィ、町l イJ町l |勾耐黒色処JJl!

績へラケズリ ヘラナデ

同転ナデ ミガキ |口|転糸切り離し 内曲i黒色処理

回転ナデ，子持ちへラケズリ 回転ナデ ィ、IljJ 子持ちへラケズ')

手持ちへラケズリ 凶転ナデ イミ町l 子f寺ちへラケズリ

手持ちへラケズリ M転ナデ イド町l 子t寺ちへラケズリ 底部外市焼成前線主1]

M転ナデ，タタキ [nl転ナデ1 あて具痕

凶転ナデ 阿転ナデ イ~lljJ 1"1転へラケズリ， ヨコナデ

II縁部ヨコナデ，縦へラケズリ 11縁部ヨコナデ

口縁部ヨコナデ，償fj向ナデ?タタキ I1縁部ヨコナデ

回転ナデ，同転ヘラケズリ 1"1転ナデ イ~Iリl ""転ヘラケズ')

回転ナデ，子持ちへラケズ') 1"1転ナデ イ~IリI 子持ちへラケズリ

斜位ヘラケズリ 1"1転ナデ

lロl転ナデ 1"1華ムナデ 1"1転糸切り離し 無調整

回転ナデ 1"1転ナデ [ilJ転糸切り離し 1民胡幣

回転ナデ 1"1転ナデ イ'tljJ ヨコナデ
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位置 番号 焼質 器形
色調

口径 器高 底径 ijf，j符 遺{i度 混入物
'j;f測

I上 ð~Nu
Na 外而 内面

N28-21 13 土師器 JE両高台付汗 赤褐色 赤褐色 4.0+ 10.6 40 少ない(亦) SK-5-1 

N29-02 25 須恵器 事手 暗灰色 暗灰色 1. 7+ 9.4土 10 多い(母白) SK-34-1 

026-12 28 灰鮎陶器 椀 灰色 灰白色 1. 7+ 7.6土 5 少ない

026-16 土師器 村、(ロクロ) にぶい黄燈色 淡燈色 1. 0+ 5.4 25 少ない

026←21 17 土師器 聾 にぶい燈色 にぶい符色 18. 4~ 4.6+ 5 少ない(赤) 2 

027-19 16 上師器 杯 f在色 権色 17.5土 2.0+ 14.2土 5 少ない 日60-41

027-20 24 ヒ師器 皿(ロクロ) にぶい黄袴色 にぶい黄燈色 15.4土 2. 1 7.0士 15 少ない 109-13 

027-23 21 須恵器 よ不 灰色 灰色 13.0士 2.9+ 10 少ない(白) 056-112 21 

027-23 22 須恵器 封; 灰白色 灰白色 13. 4~ 3.1+ 10 少ない 056-13 

028-02 20 須恵器 高台付坪 青以色 灰色 15.6土 3.8+ 10.6土 20 少ない 4 

028-03 4 土師器 町、(ロクロ) 茶褐色 茶褐色 12.0土 3.5 5.2土 30 少ない

028-11 土師器 !f(ロクロ) 権色 燈色 0.6十 5.4土 10 少ない 4 66 

P25-23 36 須恵器 壷 灰色 11(オリープ色 15.2土 7.0十 5 少ない 129-7 

J言採 91 i:師器 主壁 暗褐色 日昔縄色 5 少ない SK-29-1 2 

Jミ探 10 土師器 F干(ロクロ) 暗褐色 暗褐色 9.8土 3.7+ 10 少ない(赤) SK-29-1 

附表 12 遺構外出土土器等観察表(中近世)

位置 番号 焼質 器形
色調

口径 器高 底径 胴径 遺存度 混入物 注記Na
突出IJ

外面 内I白i 間k

K25-11 l カワラケ 皿 にぶい黄樫色 にぷい黄燈色 7. 1 1.8 3.9 55 少ない

K25-07 2 カワラケ 皿 にぶい燈色 にぶい燈色 8. 5~ 1.7 5.2 60 少ない(赤) 10 

K25-10 3 カワラケ 皿 にぶい黄燈色 にぶい黄燈色 1. 6+ 5.1 40 少ない(赤) 3 

K25-14 10 素焼 盃 にぶい燈色 にぶい糖色 3.8 2.4 2.5 80 少ない

K25-20 4 陶器 1m 灰1'1色 灰白色 10.2土 1.8 7日土 20 少ない

L25-20 5 陶器 Illl にぶい黄色 にぶい黄色 10.2土 2.3 6.1士 40 少ない 3 2 

M25-12 6 陶器 llll j火黄色 灰黄色 1. 5+ 日l土 10 少ない 4 

M25-12C 12 陶器 呑炉 灰白色 以内色 4.3+ 6.6土 15 少ない I 

M25-15 II 陶器 燈明皿 灰白色 灰1'[色 5.6土 2.3 3.9土 55 少ない 7 

M25-16 9 陶器 すり鉢 Ix褐色(サピ動) 褐灰色(サビ粧) 5.7+ 5 少ない

M27-25 7 須恵器 火鉢 !火黄褐色 灰黄褐色 11. 2~ 5.8+ 10 少ない 2 

~27-02 8 陶器 灯明只 黄褐色 黄褐色 3.3+ 10 少ない
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調整 底部
備イ号

外而 内由 切り離し均法 下面調整

同転ナデ 回転ナデ 不明 ィーH月

回転ナデ 回転ナデ 不明 手持ちへラケズリ

同転ナデ 回転ナデ 不明 回転へラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 向転糸切り離し 無調整

11縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ，ヘラナデ

日縁部ヨコナデ，横ヘラケズリ後ナデ 口縁部ヨコナデ。ナデ ヘラケズリ 内面放射状陪文畿内産

回転ナデ，手持ちへラケズリ [n[転ナデ 不明 子持ちへラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 不明 不明

凶転ナデ 回転ナデ 不明 不明

回転ナデ 回転ナデ 不明 l円]車民ヘラケズリ， ヨコナデf

回転ナデ 回転ナデ 阿転糸切り離し 無調整

回転ナデ， ミガキ 凶転糸切り離し [口l転ヘラケズリ 底部内i1li墨書

口縁部回転ナデ 11縁部阿転ナデ 内然納

ヘラケズリ ヘラナデ 体部外出墨書

回転ナデ 阿転ナデ 不明 小明

調整 底部

外面 内面 切り離し方法 下由調整
備考

回転ナデ 同転ナデ 回転糸切り離し 無調整

回転ナデ 凶転ナデ 凶転糸切り離し 無調理在

阿転ナデ 回転ナデ 回転糸切り離し 無調整

回転ナデ 凶転ナデ

回転ナデ 回転ナデ 不明 lり転ヘラケズリ 瀬戸・美濃・;与野・丸山(大窯5期) 17C~ij葉

回転ナデ 10転ナデ [n[転ヘラ切り離し 白]転へラケズリ 瀬戸・美濃灰紬丸Illl(大窯3期占段階) 16CllI 

回転ナデ 回転ナデ 瀬戸・美濃灰紺1鉄絵皿

ナデ ナデ 札質香炉

回転ヘラケズリ [n[転ナデ 不明 M転へラケズリ 灰粧燭台

回転ナデ ナデ 瀬戸・美濃(大窯l期新段階) 16C初頭

回転ナデ 回転ナデ M-26-22と接合

同転ナデ 回転ナデ 不明 阿転ナデ
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附表13 出土瓦観察表

遺構番号 番号 遺物経類 色調(外面) 色調 u何回) 調整(外面) 調整(内rTIi)
最大長 最大幅

最(叩大)厚 重量(巴) 時期 注記帯。 実番測号 備考(叩) (cm) 

SI -034 瓦 暗灰黄色 以黄色 6 5 2 62 (占代) 22 

SI-05IB 7 丸瓦 階以黄色 灰黄褐色 縦ヘラケズリ 布H 25.3 12.2 1.9 794.7 古代 113 12 カマド

SI -066 瓦 にぶい椅色 にぶい燈色 縄席文 4.9 4. I 1.9 39.3 市代 106 20 

SI -085 瓦 阪黄色 惰色 3 3 2 14 (古代) 89 

SI-099A 4 丸瓦 符色 にぶい赤褐色 縦へラケズリ 布日 9.5 8.3 1.7 186.0 古代 294 6 Bカ7 ド付近

SI-099B 瓦 黄灰色 灰黄色 格fタタキ 布円 14.0 11. I 3. I 472.0 ~i代 2 4 

SI-I19 11 瓦 にぶい褐色 にぶい褐色 縦へラケズリ 布1I 16.2 9.0 2. I 446.5 古代 4 11 

SI-I27 45 瓦 にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 斜格fタタキ 布11、ナデ 7.0 4.7 2.4 84.5 占代 56 45 

SI-I28 2 丸瓦 にぶい黄槍色 にぶい黄櫨色 縦へラケズリ 布H 14.5 13.8 1.9 572.7 出一代 15 2 カ7 ド

S 1-1 34 9 '1'瓦 灰黄褐色 にぶい黄倦色 格fタタキ .illヘラケズ 'J 18.4 6.9 2.5 432.3 占代 27 9 

SO←6 メL瓦 阪黄色 灰白色 ヘラケズリ 布日 6 7 2 108 古代 123 

SO-6 丸瓦 にぶい黄楕色 権色 7 4 2 56 (古代) 133 

SO-16 13 平瓦 黒褐色 黒褐色 格子タタキ ヘラケズリ 6. I 6.9 2.3 121. 5 占代 7 

SK-5 4 干瓦 褐色 淡褐色 斜格子タタキ ナデ 7.3 8.3 2.4 131. 8 古代 4 

SK-5 3 瓦 にぶい黄燈色 にぶい黄燈色 ナデ ナデ 6.8 7.4 1.6 69.3 (古代) 3 実Ij向]

SK-5 平瓦 にぶい黄樺色 にぶい黄燈色 布目 6 6 2 67 市代 砥石転用

SK-15 7 丸瓦 にぶい黄褐色 にぶい褐色 布H 8.4 7.2 1.8 151. 5 古代 13 2 

L27-16日・ 17A 瓦 にぶい黄僧色 日青以黄色 3 6 2 38 (古代)

L27-16B-17A 瓦 燈色 樫色 3 2 2 13 (内代)

M26-21 瓦 にぶい褐色 明褐色 布十1 7.0 8.2 2.5 160.0 lち一代 3 

M26-21 瓦 樫色 燈色 布目 6.5 8.0 2. I 136.7 古代 4 

M28-230 瓦 灰黄色 にぶい黄色 布日 2.6 2.5 1.6 10.4 古代 13 

N28-14 瓦 にぶい黄褐色 にぶい黄綬色 縄席文 布目 4 4 2 33 古代 4 

028-07 丸瓦 !疋褐色 にぶい褐色 縦へラケズリ 布Ll 5.5 5.7 2.4 110.6 tti代 SI-0i2-5 

028-22日 瓦 にぶい黄燈色 にぶい黄燈色 タタキ 布目 4 4 2 34 古代 砥石転用

SI-OIO 瓦 灰色 (灰色) 3 4 2 14 中近世 296 

SI -022 瓦 灰白色 灰黄色 4 7 2 56 中近世

SI -023 瓦 灰色 (灰色) 2 4 0.5 5 中近世 77 

S I -023 瓦 j:i(色 (灰色) 2 3 5 中j丘桝 78 

SI -032 瓦 黒色 オリ プ黒色 3 2 2 13 'T近間 3 

SI -039 瓦 オリ ブ黒色 (灰色) 4 3 2 17 中近世 71 

SI -087 瓦 灰色 (灰色) 2 0.4 中近tH: 341 

SI -087 瓦 暗灰色 (灰色) 2 2 0.9 4 中近I吐 1662 

S 1-1 08 瓦 灰色 (灰色) 2 2 中近I吐 2 

SK-5 九 灰色 灰色 5 3 3 47 中近世

SK-5 瓦 黒褐色 !火オリ ブ 4 5 2 37 中近世 低u転JtJ

SK-24 瓦 灰色 黒色 日 5 2 74 '1'近l止 l低イJ転J目、内外而こすりあり

SK-60 l5L 青黒色 青黒色 3 2 2 16 <1'近1吐 10 

SX-13 瓦 オリ プ黒色 オリ ブ黒色 2 2 2 7 '1'近jtt 5 

M27-0l 瓦 灰色 11(色 7 6 2 77 (中近tH:)

M28-10A 瓦 !:i(黄褐色 (にぶい黄褐色) 5 5 2 41 中近t吐

M28-17 瓦 オリ フ黒色 黒色 3 4 2 15 中近ttt

M28-19A 瓦 灰色 (灰色) 2 0.5 巾近世

M28-190 瓦 暗灰色 灰ド1色 3 4 0.7 7 中近tH:

N27-12 平k 暗灰色 オリ プ黒色 b 7 3 66 ~，近世 2 

N27-12 五L 灰色 オリ フ黒色 2 3 3 自 中近1廿 3 

N27-13 瓦 灰色 (灰色) 2 3 5 '1'近世

N27-18 瓦 灰色 (以色) 格子タタキ 2 3 0.5 3 中近世 2 紺1かいタタキ

N27-19 瓦 灰色 灰色 3 3 2 12 '1'近ttt

N27-I 9 品 !火色 (灰色) 3 3 5 中近恨

N27-24 血i 灰色 灰色 3 2 6 <1'近世

N27-24 ムL オリ プ黒色 灰色 2 3 2 12 中近tH: 3 

N27-25 瓦 灰色 (灰色) 2 2 2 3 '1'近f吐 2 

N28-09 瓦 黒色 灰色 2 3 2 8 中近I吐 4 

N28-19 九瓦 灰色 黒色 5 5 2 43 '1'近tH: 4 

N28-I 9 瓦 灰色 オリ プ黒色 2 3 2 7 中近世

N28-19 瓦 灰色 阪色 2 3 中近jtr 2 

N28-I 9 止L h止色 灰!'I色 4 4 2 30 中近jtそ 8 

027-17 五L 階灰色 黒色 4 2 2 15 <1'近世

027-21 瓦 灰色 (灰色) 3 4 中近1吐 2 

028日2 止L !:i(色 灰色 6 6 2 63 '1'近tlf: 4 

028-02 五L 灰色 灰色 2 5 2 2 '1'近Ut 4 

SI-015 止L 灰色 灰色 7 9 2 141 近tH 日

SI-018 瓦 黒色 黒色 3 5 3 31 近世 60 桟1iの"J能性あり

SI -078 瓦 灰色 灰色 4 4 2 39 (近1") 114 

M27-07 五L 黒色 3 3 2 10 (近Jlt)
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附表14 土玉・土錘観察表(遺構出土) (遺構別挿図参照]

遺構番号 挿図番号 遺物種類 最大長 (mm) 最大幅 (mm) 重量(巴) 色調 注記番号 実測番号 備考

SI-OI7 2 土玉 23.3 22.3 9.0 明赤褐色 153 12 

SI-OI8 12 土玉 31. 3 32. 7 29.5 にぶい褐色 73 13 

SI-018 13 土玉 32.6 28.9 21. 0 にぶい褐色 61 14 

SI-051 5 土玉 25.8 28.3 19.4 にぶい燈色 107 II 

SHIO 3 土玉 25.4 35.3 24.6 燈色 15 

SD-6 34 土玉 22.4 24. 7 14.0 にぶい褐色 107 

SI-028 管状土錘 42. I 11. 3 4.8 にぶい樫色 9 

SI-055 管状土錘 39. 2 8.8 2. 3 赤樫色 24 12 

SI-055 2 管状土鍾 43.3 8.6 3. I にぶい燈色 140 13 

SI-068 管状土錘 40.0 9. I 2. 5 にぶい燈色 3 8 

SI-079 管状土錘 36.0 8. 5 2.3 にぶい燈色 617 23 

SI-079 2 管状土錘 35.8 8. 2 2目l にぶい樺色 210 24 

SI-084 33 管状土錘 44. 3 9. I 3. I 燈色 49 27 

SI-093 4 管状土錘 43. I 9. 5 2.8 積色 87 4 

SHOO 15 管状土錘 44. 7 10.0 3.3 にぶい黄檀色 110 15 

SH20A II 管状土錘 25.0 7目2 1.2 にぶい褐色 10 36 

SX-8 5 管状土錘 27.6 8.9 1.8 にぶい燈色 II 

SD-2D 40 管状土錘 36.0 17.7 13目。 明赤褐色 4 

SD-5D 42 管状土錘 45.0 9.5 3.2 檀色 13 4 

SD-5D 44 管状土錘 53.0 32. 5 33.6 にぶい燈色 15 5 

SD-5D 43 管状士錘 48.5 8.0 2.5 にぶい褐色 15 6 

SD-5D 41 管状土錘 40. 5 8. 5 2. I にぶい樫色 16 7 

附表15 土玉・土錘観察表(地点別採集) (挿図第318図]

位置 挿図番号 遺物種類 最大長 (mm) 最大幅 (mm) 重量 (g) 色調 注記番号 実測番号 備考

N25-12 土玉 31. 8 28.2 19. I 燈色 13 33 

N28-13 土玉 18.6 19.8 5. I にぶい褐色 2 33 

K25-06 41 管状土錘 39. 8 23.0 8.4 明赤褐色 4 22 

K25-06 45 管状士鍾 38.4 32.0 24.8 にぶい黄樺色 5 23 

K25-06 44 管状土錘 50.8 24. 9 21. 2 にぶい黄樫色 7 24 

K25-06 43 管状土錘 47.9 20.4 16.0 にぶい黄燈色 7 25 

K25-07 40 管状土鍾 46. I 16.0 9.9 にぶい黄褐色 9 26 

K25-07 38 管状土錘 38.9 7.3 1.5 樫色 8 27 

K25-07 46 管状土錘 47.4 21. 4 16目 9 にぶい黄積色 10 28 

K25-10 42 管状土錘 42. 5 22.0 6.2 樫色 5 

K25-18 39 管状土錘 36.5 10.0 3.0 にぶい燈色 II 

L27-04 管状土錘 30.8 4.5 1.7 明赤褐色

M25-17 管状土錘 40.5 25.4 7.9 樫色 32 

N27-14 8 管状土錘 23. I 10.3 4.1 燈色 4 16 

N27-15 7 管状土錘 32. 5 8.6 1.7 樺色 2 17 

N27-15 4 管状土錘 37.7 8.2 1.9 樫色 5 18 

N27-18 6 管状土錘 53目 7 11. 9 5.4 澄色 3 19 

N27-18 3 管状土錘 40.4 9.0 3. I にぶい黄櫨色 3 20 

N27-21 2 管状土錘 39.5 11. 3 4. 3 燈色 21 

N27千 21 5 管状土錘 31. 5 9.3 2.0 燈色 22 
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位置 挿図番号 遺物種類 最大長 (mm) 最大幅 (mm) 重量 (g) 色調 注記番号 実測番号 備考

N28-01 11 管状土錘 44.2 9.6 3.4 にぶい褐色 25 

N28-02 12 管状土錘 40.8 9. 7 3.0 にぶい黄褐色 26 

N28-02 9 管状土錘 43.9 9.3 3.5 樫色 4 27 

N28-04A 13 管状土錘 41. 1 10.5 3.4 檀色 31 

N28-06A 14 管状土錘 37.3 9.6 2.8 檀色 30 

N28-10 17 管状土錘 35.0 8.9 1.7 にぶい褐色 5 32 

N28-19 16 管状土錘 39.6 8.3 2.2 にぶい樫色 5 35 

N28-19 15 管状士錘 37.5 8.9 2.8 にぶい褐色 6 36 

N28-19 10 管状士錘 35.1 9.3 2.6 槍色 7 37 

027-24A 18 管状士錘 16.6 8.2 0.9 にぶい褐色 44 

028-02A 29 管状土錘 44.2 8. 7 2.9 明赤褐色 45 

028-02A 25 管状土錘 41. 8 9. 7 3. 7 にぶい褐色 46 

028-02A 23 管状土錘 44. 7 9.2 2.9 にぶい褐色 47 

028-02A 35 管状土錘 49.4 9.2 3. 7 にぶい褐色 48 

028-02A 24 管状土錘 42.8 8.3 2.5 にぶい褐色 49 

028-02A 31 管状土錘 46.3 9.5 3.6 にぶい赤褐色 50 

028-02A 32 管状土錘 49.8 9.1 3.4 黒褐色 51 

028-02A 33 管状土錘 45.9 9. 7 3.8 にぶい褐色 52 

028-02A 20 管状土錘 48.2 10.0 3.9 にぶい赤褐色 53 

028-02A 28 管状土錘 43.8 9.9 3.3 にぶい檀色 54 

028-02A 22 管状土錘 48.8 9.5 3.6 燈色 55 

028-02A 27 管状土錘 45.1 8.9 3.2 にぶい櫨色 56 

028-02A 26 管状土錘 47.0 9.1 3.4 にぶい檀色 57 

028-02A 34 管状土錘 44.2 9.8 3.4 にぶい赤褐色 58 

028-02A 36 管状士錘 57.3 9.0 3.5 樫色 59 

028-02A 19 管状土錘 40. 7 10.5 4.0 にぶい褐色 60 

028-02A 30 管状土錘 44.0 10.2 3.6 檀色 61 

028-02A 21 管状土錘 41. 3 9.4 3.3 にぶい黄櫨色 62 

028-02A 37 管状土鍾 25.2 8.9 1.6 にぶい赤褐色 63 

M25-16 土器片錘 53.0 20.5 10.4 褐灰色 30 須恵質

附表16 その他の土製品観察表[挿図第142図】

遺構番号 挿図番号 遺物種類 最大長 (mm) 最大幅(田m) 重量 (g) 色調 注記番号 実測番号 備考

SI-091 17 面子 17.6 19.2 1.8 にぶい檀色 2103 

SI-092 18 面子 21. 5 19.4 2.2 樟色 111 

SI-095 19 面子 26.2 19.6 3.4 にぶい黄櫨色 6 

SI-140 20 面子 28. 7 23.9 4.8 積色 24 

SD-3 21 面子 19.7 23.4 2. 7 檀色 3 

SD-6 22 面子 27.4 21. 4 3.3 にぶい燈色 143 6 

N27-14 23 面子 29.1 10.1 4.1 にぶい檀色 14 

N27-14 24 面子 28.8 19.1 3.5 にぶい櫨色 15 

N28-16A 25 面子 32.1 27.3 6.4 燈色 34 

K25-01 15 七輪の網? 42.5 20.0 11. 6 燈色 2 

SI-054 12 土板 54.4 55.2 21. 9 明赤褐色 10 11 

SI-056 5 土板 48.3 31. 9 13.1 にぶい黄褐色 89 11 

SI-057 6 士板 39. 7 40.3 13.4 赤褐色 188 14 

表採 2 土板 31. 0 28.5 9.2 樫色 L27-16B，17A 
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附表 17 羽口・支脚観察表

遺構番号 挿図番号 遺物種類 最大高 (cm)最大幅 (crn) 重量 (g) 胎土 注記番号 実測番号 整理No. 備考

SI-082 17 羽口 7.2 6.9 86.8 II 15 10 

SI-082 18 羽口 6. 7 6.5 114.7 細かい砂粒が多い。小礁が極まれに混入。 181 21 6 

SI-082 羽口 5.1 3.9 42.1 196 9 

SI-082 羽口 3.8 3.1 15.0 294 2244 

SI-082 羽口 5.3 3.9 24.4 294 2246 

SI-097 6 羽口 3.2 2.9 9. 7 白い砂粒を含む 520 9 7 

SI-097 5 羽口 3.6 5.1 27.8 833 8 8 

SI-101 5 羽口 9. 7 9.1 1229.4 154 3 II 

K25-06 羽口 7.4 5.1 55.4 8 4 

M25-02・07 羽口 3.1 2.2 9.6 2 693 

M25-02 . 07 羽口 3.3 2. 7 11. 7 763 

SI-014 支脚 14.8 10.5 1031. 4 42 

SI-017 7 支脚 11. 8 9.2 857.9 176 II 

SI-018 支脚 19.2 7.2 614.2 62 12 

SI-022 支脚 6.9 10.7 510.7 3 

SI-023 4 支脚 21. 3 9.3 1207.7 88 

SI-045 支脚 22.2 9.7 1324.3 143 7 

SI-073 支脚 20目3 10.9 1093.5 24 6 

SI-084 2 支脚 5.4 4.9 89目。 196 26 

SI-084 支脚 22.1 12.2 2078.3 1326 24 

SI-084 3 支脚 9.9 7.6 353.4 607 25 

SI-127 支脚 13.9 8.0 1048.0 180 52 

SK-14 支脚 8.4 9.8 471. 8 6 3 

SD-9 支脚 3.8 5.5 81. 5 74 4 

附表 18 紡錘車観察表

遺構番号 挿図番号 遺物種類 材質 色調 最大長(mm)最大幅 (mm)最大厚 (mm) 重量 (g) 注記番号 実測番号 備考

SI-127 52 石製紡錘車 滑石 青灰色 33目 9 33.4 17.0 34.0 6 46 

SI-008 石製紡錘車 蛇紋岩 灰色 39.3 38.9 8.5 24.6 29 10 

SI-014 石製紡錘車 滑石 緑黒色 37.8 37.8 7.2 32.2 25 10 

SI-098 2 石製紡錘車 蛇紋岩? にぶい黄色 41. 6 41. 8 18.4 55.4 2554 25 

SI-0998 石製紡錘車 安山岩 黄灰色 33.1 19.4 16.4 12.2 347 5 被熱痕

表採 2 石製紡錘車 滑石 黒色 40.0 39.5 10.0 28.1 87 

SI-052 土製紡錘車 土製品 檀色 32.5 27.3 8.2 5.1 186 II 

SI-086 土製紡錘車 土製品 にぶい赤褐色 42. 7 2.1 6.7 21. 1 636 25 

SI-098 土製紡錘車 土製品 にぶい褐色 32.6 16.7 23.2 12.5 1004 24 

附表19 古代石製品観察表

遺構番号 挿図番号 遺物種類 石材 色調 最大長(mm)最大幅(mm)最大厚(mm) 重量(g) 注記番号 実測番号 備考

L25-20 石錘 灰オリープ色 55.8 47.6 11. 5 49.2 2 13 

M25-2・7 3 磨石 黄褐色 78.7 59.7 38. 7 244.7 2 15 

N28-25A 5 石斧 灰黄色 44.5 45.9 16.2 44.9 6 被熱痕

N28 4 凹石 灰オリープ色 82.3 74.1 31. 1 337.6 SK-37-2 

SI-OIIA 14 台石 灰色 83.3 76.8 64.5 609.8 74 14 砥石のような使われ方か?

SI-023 丸玉 黒色 9.6 9.7 7.5 1.0 50 16 
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遺構番号 挿図番号 遺物種類 石材 色調 最大長 (mm)最大幅 (mm)最大厚 (mm) 重量(日) 注記番号 実測番号 備考

SI-035 5 石槌 灰色 81. 0 48.0 49.0 319.3 7 4 

SI-049 砥石 砂岩 にぶい黄燈色 109.4 88.3 46.6 537.6 18 9 被熱痕

SI -054 8 石槌 灰黄色 57.5 55. I 26.6 102.6 13 

SI-055 3 臼玉 灰白色 7.2 6.9 3.9 0.2 107 14 

SI-067 2 石槌 石灰岩もしくは"髄 乳白色 65.2 67.7 44. 7 393.8 7 3 

SI-086 3 円磯 オリーブ灰色 73.9 65.2 52.3 350.6 2384 27 

SI-099B 磯 にぶい燈色 32.7 26.4 15. I 16.2 7 7 被熱痕

SI-100 にぶい黄色 71. 9 45.5 26.5 102.3 755 16 被熱痕，使用痕

SI-101 3 鋳型 にぶい黄檀色 92.0 85.0 58.5 379.5 153 4 赤化痕

SI-IOI 4 金床石 灰色 159.3 61. 4 46.2 373.2 149 5 被熱痕

SD-6 2 割石 灰色 30.9 48. I 29.0 63.9 44 4 被熱痕

SK-20 36 垂飾 灰色 28.2 27.3 5.0 5.8 4 3 

L27-11B・12A 褐灰色 47.2 41. 2 51. 5 151. 6 2 被熱痕

N28-02 磯 灰褐色 31. 5 36.4 11.0 36. I 2 4 被熱痕

N28-19 にぶい褐色 61. I 50.6 31. 5 108. I 6 5 被熱痕

附表20 軽石観察表

遺構番号 挿図番号 遺物種類 石材 色調 最大長 (mm)最大幅 (mm)最大厚 (mm) 重量(日) 注記番号 実測番号 備考

SI-045 9 軽石 灰白色 74.5 67.6 4.2 63.9 114 9 

SI-045 10 軽石 灰白色 70.6 49.2 35. 7 33.8 17 10 浮子

SI-045 8 軽石 灰白色 65.8 65. 7 34.5 32.2 41 II 

SI-045 7 軽石 灰白色 39.5 30.5 23.0 8.0 138 12 

SI-046 5 軽石 にぷい黄櫨色 86.4 65.2 31. 6 46. 7 29 5 

SI-070 3 軽石 灰白色 62.8 43.3 36.5 30.6 27 6 

SI-084 25 軽石 灰黄色 87.9 44.6 29.5 32.6 1125 28 

L28-12D 軽石 灰白色 46.2 39.5 34.2 15.0 2 

SD-11 4 軽石 灰白色 64.0 55.0 35.0 25.5 6 制当&乏口口口 。，

SI-005 13 砥石 軽石 灰黄色 59.3 34.2 45.3 137.5 11 12 被熱痕

附表 21 砥石観察表

遺構番号 挿図番号 遺物種類 石材 色調 最大長 (mm)最大幅(剛)最大厚 (mm) 重量 (g) 注記番号 実測番号 備考

SI-006 9 砥石 灰白色 55.7 48.2 28.9 71. 1 5 12 

SI-007 20 砥石 凝灰岩つ にぶい黄樫色 65.0 38.0 15.5 58.6 90 21 

SI-017 砥石 灰白色 57.3 45.1 23.0 54.3 56 13 

SI-034 4 砥石 褐色 54.2 41. 1 12.1 44.0 17 5 

SI-046 4 砥石 灰黄褐色 112.9 77.3 77.0 803.2 19 4 被熱痕

SI-055 4 砥石 灰白色 30.1 25.1 21. 0 18.5 61 15 

SI-055 砥石 灰オリープ色 30.8 32.4 17.9 23.8 152 7 

SI-066 28 砥石 灰白色 40.1 48. 6 43.2 68.1 40 18 

SI-085 18 砥石 暗灰黄色 68.4 54.4 17.9 87.3 632 18 

SI-086 2 砥石 灰白色 58.2 28.2 20.3 44.9 970 26 

SI-087 53 砥石つ 砂岩 にぶい黄色 103.3 47.1 21. 0 172.7 371 37 

SI-087 52 砥石 灰白色 59. 7 35.7 20.9 55.1 1851 38 

SI-088 14 砥石 砂岩 浅黄色 188.5 136.0 71.5 1275.3 153 14 SI-089-6から移動

SI-130 5 砥石 褐色 35.0 32.0 17.0 27.5 2 6 

SD-3 砥石 にぶい黄褐色 117.3 39. 7 14.0 101.0 2 被熱痕

SD-9 3 砥石 灰黄色 63.8 58.5 53.8 258. 8 74 5 被熱痕
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遺構番号 挿図番号 遺物種類 石材 色調 最大長 (mm)最大幅 (mm)最大厚 (mm) 重量 (g) 注記番号 実測番号 備考

SK-15 35 砥石 56.0 32.8 18.2 38.8 3 3 被熱痕

J25-14 砥石 白灰色 35.9 26.5 27.4 34.0 34 

K25-10 砥石 燈色 60.0 31. 2 14.5 26.4 2 7 

M27-06 砥石 灰黄褐色 62.5 33.0 24.0 71. 2 

N25-11 砥石 にぶい赤褐色 36.6 28.1 13.0 17.0 41 

N27-19 砥石 灰黄色 65.5 71. 5 25.1 139.4 3 被熱痕

027-15D 13 砥石 にぶい黄燈色 62.6 52.7 27.3 108.4 7 

附表 22 鉄鍛計測表[第 328図参照] 単位=mm，g 

挿図 No 遺構名 1主言日 No 現存長 刃部長 逆刺深 刃部幅 厚み 棒状部長 棒状部幅 棒状部厚 突起部幅 突起部厚 主主長 茎幅 茎厚 現存重量

I 1 SI-0I0 8 106. 10 23.55 6.65 3.00 82.55 4.80 4.35 14.20 

21 SI-026 6 123.50 12.50 7.40 l. 65 115.90 3. 25~4. 85 l. 70~2. 60 5.50 7.60 5.78 

31 SI-056 95ー(。 30.90 22.10 6.40 2.80 8.80 3.80 3.50 l. 91 

41 SI-056 95 ② 40.6土 40.6"， 3.90 4.20 3.01 

5 1 SI日85 97 90.50 74.70 4.45 3.40 7.30 3.40 16.00 3.30 2.90 5日9

61 SI-087 1361 92.30 23.30 l. 15 5.50 3.25 57.0"， 4.60 3.65 8.20 35.3土 3.50 3.80 10.28 

71 SI-059 33.80 7.60 8.10 2.70 26. 20+ 6.50 2.50 3.22 

81 SI-079 266 35.40 18.65 6.60 2.70 16.75 6.20 2.35 2.02 

91 SI-085 75 36.90 24.5土 7.70 2.50 12.4+ 5.70 l. 95 2.05 

10 1 SI-088 211-(f) 14.35 14.35 4.80 4.30 l. 02 

10 1 SI-088 211 ② 37.60 16.80 4.60 4.40 5.70 20.80 3.80 l. 95 

II1 SI-087 870 64.00 23.60 6. 0~6. 2 9.20 2.40 45. 10 4.40 3.60 4.03 

121 SI-087 1065 63.30 38日3 4.00 3.90 7.4土 25.30 3.6土 5.63 

131 SI-086 2029 107.45 6.0土 5.50 l. 03 74.70 3.30 3. C日 7.40 3. 10 23.20 3.10 3.05 5.86 

141 SI-097 350 47.30 10.0土 5.60 3.0 37.3士 4.80 4.50 3.64 

151 SI-127 145 70.45 2.35 50.35 4.85 4.25 8.00 17.60 3.75 3.30 5.90 

161 SI-079 68 30.80 7.0士 7.80 3.0 23.8"， 4. 30~4. 50 3. 50~3. 90 2.64 

171 SI-098 2099 67.35 49.80 6.30 4. C日 8.C日 4.30 16.00 5.50 4.50 8.69 

181 SI-054 68 5l. 10 19.30 9.50+ 27.20 26.8土 7.20 3.80 7.90 4.40 5.45 5. oct 8. 17 

191 SI-045 58.55 4l. 20 20.20 3.0士 17.35+ 5.00 3.0土 9日5

20 SHOO 196 101. 55 31. 40 18.4・19.0 39.70 3.00 44.50+ 5.90 5.50 9. 15 6.00 36.30 3.50 3.60 16.24 

21 SK-28 2 66.70 35.80 8.20・8.30 23.30 4.0土 30.90+ 6.55 4.50 17.38 

22 SX-I 6ー0) 23.80 23.80 18.50+ 3.00 2.49 

23 SI-081 131 40.60 22.80 4.25 13.25 1. 75 18.70 3.30 0.8日 2.74 

24 SI-018 56 33. 10 33.10 4. 30~5. 30 4. 00~4. 10 3. II 

25 SK-56 41. 0日 41. 00 3. 80~4. 00 3.50 2.57 

26 SD-6 167 41. 10 41. 10 3.80 2.60 1. 49 

27 SX-I 6ー② 36.30 36.3+ 4.40 3.90 2. 12 

28 N25ー12 35.00 35.0+ 4. 10 3.00 3.90 

29 M25-13 l 26.67 26.67+ 5. 15~5. 40 4. 1O~4. 64 3. 19 

附表 23 刀子等計測表[第 329・330図参照] 単位=阻， g

挿図 No 遺構名 注記 No. 現存長 刃部長 刃部幅 背幅(厚) 関部幅 茎長 茎7G幅 茎尻幅 茎厚 現存重量

1 I SI-007 65.66.93 118.50 61. 20 6.55 2.40 9.00 57. 30 8.20 1. 75 2. 30~3. 00 7.50 

2 I SI-OIO 44 65. 70 40.95 9.50 2. 15 12.0土 24. 75 9. 75 3.2010 11.10 

3 I SI-OIO 83 126.50 78.15 7. 55~ 1I. 10 2. 20~3. 00 14.00 47.10 9. 75 4. 15 1. 85~3. 40 11. 50 

4 I SI-OlO 13 48. 50 36目。。 4. 50~ 7.75 2. 70 8. 30 12.50 6.00 2. 1O~3. 50 4.00 

5 I SI-OlO 23 82.25 82. 25 8. 95~ 9.75 2.40~3. 10 6.60 

6 I SI-OIO 44 38. 25 2.50~2.85 38. 25 7.80 2. 40~2. 85 3. 70 

7 I SI-OIO 175 79. 70 79. 70 7. 50~ 9.70 3.40 7.00 

8 I SI-017 9 79.25 14.50 10. 0 ~ 12.70 3. 70 11.50 64. 75 9.45 1. 10 1. 40~2. 50 6.00 

8 I SI-017 99 53.85 53.85 8. 40~10目。。 2 目 60~3. 35 5.80 

9 I SI-017 17 97.00 30.30 5. 45~ 7.60 2.40 10.80 63. 60 9. 20 2.45 2. 1O~3. 20 9.00 

10 SI-025 18 58.50 58. 50 7. 10~ 8.40 7. 1O~8. 40 3.2土 4.20 

II SI-025 18 110. 50 95. 50 8. 40~1 1. 20 2. 50~3. 60 14.00 12.40 10.65 12.00 

12 SI-026 5 60.60 60. 60 2.40 1. 45~2. 60 3.38 
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挿図 No. 遺構名 注記No. 現存長 刃部長 刃部幅 背幅(厚) 関部幅 茎長 茎7G幅 茎尻幅 茎厚 現存重量
13 SI-027 71 ① 65. 70 29.30 12.50 3. 50 14.25 36.40 9. 30 2. 6~3.6 11. 17 
13 SI-027 71-② 40.55 40.55 8. 20~ 1O. 35 2. 8 ~3. 3 4.59 
14 SI-027 30 130.40 72.40 5. IO~IO. 45 1. 85~3. 45 8.65 58.00 7.85 2.25 2. 25~2. 85 9.42 
15 SI-039 13 58. 25 7.20 8. 85 3. 20 8.85 51. 05 7.85 2. 70~3. 10 6.14 
16 SI-040 38 57. 60 38. 65 4. 30~ 6.95 1. 90~3. 15 7.75 18.95 6. 5土 2.55~2. 95 3.04 
17 SI-044 175 65.80 65.80 3. 20 O. 95~2. 80 2. 1 I 
18 SI-053 27一② 20.60 20.60 6.40 1. 80 0.68 
19 SI-054 136 21. 40 21. 40 6.80 2. 50 1. 00 
20 SI-057 39 30. 50 30.50 7.80 2. 00~2. 40 2.19 
21 SI-070 52 96.40 21. 20 8. 5 ~12. 3 2. 5 ~3. 4 13.40 75.00 9.20 2.80 2. 1O~2. 80 11.46 
22 SI-079 254 32.40 32.40 7. 60 2.30 1. 58 
23 SI-079 647 40.50 40.50 14.60 3.40 3.48 
24 SI-084 1250 47.80 34. 50 10. 40~ 11. 90 3. 15~3. 60 6.56 
25 SI-084 1088 27.40 27.40 8. OO~ 9.00 1.90~3. 15 2.38 
26 SI-084 940 56.80 56.80 4 目 IO~IO. 70 3. 20~3. 65 8.65 
27 SI-084 348 171. 00 II乙50 10. 05~13. 10 3. 20~4. 40 14.00 57. 50 9. 55土 4. 70 21. 16 
28 SI-085 193 128.40 64. 20 7. 20~ 9.50 2.85 11. 80 64.20 8.80 1. 10 2 目 20~2.40 9.39 

29 SI-086 1181 51. 11 44.40 7.93~13.86 2. 95~3 目 21 6.71 10.08 9.61 1. 20~2. 92 5.53 

30 SI-086 92 80. 60 12.60 9.9土 3.80 13.40 68.00 12.50 2.00 3. 30~3. 90 8.25 

31 SI-086 1131 34.85 34.85 6. 10~ 7.90 1. 8 ~2. I 2.45 

32 SI-087 1688 35. 10 35. 10 7.1 ~ 8.1 3. 3 ~3. 4 3. 36 

33 SI-087 852 114.90 84.40 10. 20~12. 40 3.40~3.60 12.40 30.50 7.95 2. 20~2. 50 14.89 

34 SI-087 794 82.10 36. 55 13.10 3. 25 15.20 45. 55 11. 20 2. 90~3. 60 14.20 

35 SI-096 258一② 27.80 27.80 8.50 2. 50 1. 79 

36 SI-096 258ー① 54.00 54.00 8. 50~ 11. 20 3. 00~3. 70 8.30 

37 SI-096 225 54. 30 49.10 8. OO~ 9.00 8. 00~9目。。 9.90 5. 20 7.70 3.68 

38 SI-096 257 52.00 52.00 12. 20~ 15.55 4.00 10.25 

39 SI-097 369 15.90 15.90 6.90 2.40 1. 09 

40 SI-098 2420 158.30 82.00 8. 50~ 9. 15 3.35 12.45 77. 40 8.85 3.60 2. 25~3. 60 18.14 

41 SI-IOO 570 89.80 89.80 8 目 60~10. 50 2 目 70~3. 40 8.58 

42 SI-102 128 42. 90 42. 90 7.80 4.00 1. 50~3. 10 3.23 

43 SI-116 18 96. 95 41. 20 8. 80 2. 65~3. 80 11. 05 55. 75 8目 25 2. 15 10.10 

44 SI-119 37 116.50 57.40 10. 00~12. 80 2.60~3.80 15.30 59.1+ 9.95 4.50 3. 1O~3. 60 18.29 

45 S 1-1 20 119 116. 10 62.30 8. 7 ~10.8 2. 4 ~3. 5 13.40 56.10 7.95 1. 80 1. 30~2. 50 12.12 

46 SI-120 163 134.50 129.10 7. 90~14. 40 2. 2 ~3. 9 15.80 12.60 9.00 20. 73 

47 SI-120 72 77. 80 76.50 5目 6~IO. 0 2目 6~4. 0 11.95 2.00 10.70 7.77 

48 SI-I35 41 61. 80 61. 8+ 4.9 ~10.5 1. 4 ~3. 5 5.51 

49 M27-11 61. 50 17.9+ 9.40 3.3土 10.20 43.60 3. 8~4. I 9. 78 

50 SK-15 II 46.85 46.85 6目 60 2. 50 3.24 

51 027-18 3一① 48.60 39.25 6. 2 ~ 9.6 2. 3 ~3. 0 12.00 9.35 7.90 2.50 5.14 

51 027-18 3一② 19.65 19.65 5.30 1. 20 0.91 

52 M25-12i 6 71. 40 12.50 16.10 2. 60 15.45 58. 90 10.60 3. 1O~3. 20 9.83 

53 SD-6 172 22.85 22.85 7.25 2.10 。目 84

54 M26-16 (小万)6 191. 50 113.00 21. 20 2 目 40~3. 50 21. 80 78. 50 18.80 3.00 2 目 20~2. 40 42.20 

55 SI-107 (小万)55 45.95 45.95 17.20 1. 10 4.03 

第 337図 12N27-1 (大万)3 99. 50 48.30 35.90 3. 70 33目 10 49.40 20.10 27目 42

附表 24 鎌・穂摘み具計測表[第 331図参照] 単位=mm，g 

挿図 No 遺構名 注記No. 現存長 刃部長 刃部幅 背幅(厚) 柄装着部幅 目釘孔径 現存重量 備考

SI-070 42 163.20 157.90 20. 70~32. 20 3 目 20~3 目 35 35.40 70. 65 

2 SI-082 333 47.60 41. 00 32.40 2目 60 32.85 17目 66

3 SI-120 121 84. 90 69.6十 34. 60~35. 80 2. 00~2. 30 36.00 36.48 

4 M29-4 2 47.60 44. 5土 34.00 2.20 33. 90 17.28 

5 SI-032 72.30 34.40 39.40 1. 00 42. 50 17.19 

6 SI-079 351 17.00 36目 90 1. 10 3.49 

7 SI-081 908 96. 15 86.90 17.90 1. 35~ 1. 55 96. 15 3. 5~3.6 9. 62 

8 SI-057 49 36.40 34.00 17.10 。目 70 36.40 4. Ox4. 0 2.37 

9 SI-084 1035 35.25 20.25 19.70 33.60 2.5X3.0 3.03 

10 SI-087 403 51. 35 50.35 18.90 1. 70 51. 35 5.0x4.7 8.32 

11 SI-087 663 98.10 93.90 22. 10 1. 35 98.10 3.5 x4. 0 14.44 
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挿図 No. 遺構名 注記No. 現存長 刃部長 刃部幅 背幅(厚) 柄装着部幅 目釘孔径 現存重量 備考
12 51-098 828 40.65 35.90 19.60 1. 15 33.90 3.55 5.23 

13 51-055 16 44.60 44.60 13.90 1. 25 44.60 3.16 

14 M25-12i 14 25.30 21. 6+ 24.00 1. 90 4.88 

15 51-100 161 38.27 38.27+ 20.27 1. 80"-'2. 21 5.11 

附表25 工具計測表(1 ) 【第332図参照] 単位=皿， g

挿図No. 遺構名 注記No 名称 現存長 刃部長 刃部幅 背幅 棒状部長 棒状部幅 厚さ 突起幅 厚さ 茎長 茎幅 厚さ 現存重量
I I SI-086 654 ノミ 132.60 9.00 9.60 123.60 5. 50~6目 20 17.17 
2 I SI-086 418 ノミ 38.80 9.50 8.5土 29.30 4.00 3.20 

3 I SI-086 103 彫刻万? 47.90 9.20 8目 8土 38.70 4. 2 ~4. 4 4目 87

4 I SI-086 757 ノミ 60.50 5.80 5目 8+ 54.70 3. 9 ~4. 6 4.59 

5 I SI-017 163 ノミ 66.10 11. 85 18.89 50.75 3. 1O~8目 70 15.15 

6 I SI-OIO 7 ノミ 78.50 5.0土 11. 00 54.25 8.50 4.10 8.30 -I 19.25 5.60 2.60 11. 70 

7 I SI-127 8 タヵ・ネ 58. 70 2.5土 7.10 56.2" 4. 0 ~6. 3 2. 5 ~4. 0 4.75 

8 I SI-055 3 タカ.ネ 25.10 6. I土 4.50 19.0" 6.90 4.30 2.61 

9 I SI-050 タカ.ネ 35.30 5.20 5.70 1. 72 

10 SI-086 169 小型げネ 25.10 4.35 4.80 20.75 2. 8 ~3. 5 2.1 ~2. 5 0.76 

II SI-054 136 小型夕方.:f 21. 70 3.10 3.20 0.58 

12 SI-027 61 彫刻万 21. 80 21. 80 6.40 1. 75 0.84 

13 SI-027 85 彫刻万 24.50 2.30 1.10 

14 SI-132 6 Pカ'ネ 75.60 5.50 5.60 3.40 6.50 5.40 11. 30 4目。。 3.80 9.10 

15 SI-005 44ー① 棒状 44.80 44.80 3. 80~4. 80 3.60 2.27 

16 SI-082 6 工具の柄 55.40 4目 7~5.3 3.0 ~4目 3 6.40 

17 SI-012 8 錐つ 75.60 2. 70~5目 60

18 SI-081 533 錐? 28.30 3.1 ~4.1 2.2 ~3.0 0.77 

19 SI-088 402 9カ.ネ 33.40 11. 9土 7.50 21. 5" 4.4 ~4. 8 2目 00~2. 25 1. 66 

20 SI-084 79 工具の柄 24.20 4.80 2.60 1. 62 

21 SI-088 990 ヤリがンナ 33.00 7. 30~8. 90 2.80 3.92 

22 SI-041 5 工具の柄 39.70 39. 70 5. 7 ~9. 5 5.0土

23 SI-088 83 工具の柄 39.90 39.90 7. 00~7. 20 1.20~2. 30 2.87 

24 SI-088 94 工具の柄 21. 40 21. 40 6.50 1.30~ 1. 80 1. 41 

25 SI-005 44 ② 棒状 31. 60 31. 60 4. 40~6. 80 3.20 1. 30 

26 SI-055 139 工具の柄 37.90 37.9+ 6.00 2.80 2.76 

27 SI-044 190 工具の柄 20.20 20.20 4. 5 ~4. 6 2. 0 ~3. 0 0.97 

28 SI-081 51 工具の柄 47.40 4目 2~5.8 3. 4 ~4. 2 3.70 

29 SI-082 154 工具の柄 27.50 4. 3 ~5. 5 1. 50 0.96 

30 SI-088 402ー① 工具の柄 46.95 46.95 5.50 3.2 ~3.5 3.63 

31 SI-088 402 ④ 棒状 16.10 4.00 2.10 0.77 

32 SI-088 402ー③ 工具の柄 19.10 19.10 3.40 2.60 0.57 

33 SI-0I7 9 錐? 66.50 66目 50 3.60 3.20 2.89 

34 SI-084 7 工具の柄 57.30 39.85 5. 4 ~8. 2 5.0" 9.99 10.0 17.45 6.60 5.50 8.99 

附表26 工具計測表 (2) 【第333図参照] 単位=mm，g 

挿図No 遺構名 注記No 名称 現存長 刃部長 刃部幅 棒状部長 棒状部幅 厚さ 突起幅 厚さ 茎長 茎幅 厚さ 現存重量

I 1 SI-066 29 ノミ 160.60 31. 40 28.85 90.15 10.00 6.50 13.50 6.20 32.30 8.50 7.75 59.38 

2 1 SX-23 ヤリカ'ンナ 124.50 36.35 12目 40 88.15 5. 85~ 9.70 3. 1O~4. 40 26.05 

3 1 SD-26 2 ヤリヵ・ンナ 141. 05 10.75 15.55 36.65 14. 00~15. 80 4.30 32.00 3.90 68.80 28.20 2.30 74.85 

4 1 SI-087 1852 刺突具 97.70 6.00 61. 20 12.30 7.50 25目 80 7.30 55.87 

5 1 SI-OIO 22 ヤリfンナ 83.45 27.65 17.80 55目 80 3. 3 ~ 4.1 

6 1 M25-13 811'リがンナつ 61. 80 15.70 12.70 46.10 8. 0 ~ 9.8 3. 4 ~3. 5 8.81 

71SI-0I0 21 ヤリカ.ンナ 41. 45 41. 45 1. 33 4.90 

8 1 N28-9 2ー① ヤリカ.ンナ 50.00 50.00 21. 00 11. 89 

9 1 SI-057 68 ノミ? 48. 10 5. 0 ~ 7.0 3目 6~4. 3 5.53 

10 SI-087 122 ヤリカ.ンナ 39. 70 6. 50~ 8.20 4. 00~4. 50 5.32 

II M25-12 ヤリカ.ンナ 35.40 9目 6~IO. 7 4. 7 ~6. 4 6.20 

12 SI-120 149 ずカ.ネ 53. 70 53.70 5. 3 ~ 5.8 3.00 4.60 

13 SI-088 403 石突? 26.50 7.80 。目 6~0.8 3.70 
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附表 27 鉄斧計測表[第 334図参照]

附表 28 紡錘具等計測表[第 334図参照]

挿図 No 遺構名 遺物 No. 名称 紡錘車径 厚さ

8 I S1-l20A 296 紡錘車 47.6x47.9 O. 8~ 1. 5 

9 I S1-l20A 76 紡錘車 55.5 x48. 5 1.7~2. 9 

10 SD-14 8 軸

11 SI-055 9 軸

12 SI-055 2 軸

13 SI-082 382 軸

附表 29 漁具等計測表[第 334図参照]

挿図 No. 遺構名 注記 No 名称 現存長 頭部長 頭部幅

14 SI-087 127 釣針状製品 30.80 6. 50 1. 70 

15 SI-057 9 ヤス 86.25 2.0土 2.45 

16 SI-069 9 ヤス 36.00 1.5土 1. 50 

17 M25-15 針状製品 38.80 

18 SI-087 122 針状製品 23. 70 1. 50 

19 M25-15 針状製品 78. 70 

附表30 釘等計測表[第335図参照]

挿図No. 遺構名 遺物No 名称 現存長 頭部奥行 頭部幅 頭部厚
1 I SI-OIO 50 主I 78. 65 12.85 16.40 2.41 
2 I SI-088 343 釘 52.60 8.75 11. 10 1. 95 
3 I SI-120 149 釘 32.30 3.50 4.85 

4 I SI-120 241 量T 41. 31 20.40 22.50 4.80 

5 1 SI-131 6 釘 62.40 5.50 8.45 4.60 
6 1 SI→ 099 338-1 釘 115.20 8.40 8.60 

7 1 SI-099 338-2 量I 103.25 

8 1 M25-13 模 81. 80 

9 1 SI-057 121 釘つ 74.90 

IO M25-12d 12 釘 56. 70 14.30 17.70 6.20 

II SI-088 218 鋲 21. 30 6.80 7.40 3. I士

12 SI-I20 121 貴重状 64.60 12.70 

13 SI-087 122 釘 81. IO 

14 SI-087 759 棒状 58.40 4. 8~5. 2 
15 SI-127 9 釘 54.5土

16 SI-099 321 釘 37.80 

17 M25-13 主I 25.0+ 

18 SK-32 鎚 96.90 6.20 10.40 2.85 
19 M25-12i 21 釘 22.50 8.8土 8.80 3.35 
20 M25-12h 13 釘 23.90 7.0士 7. IO 2.60 
21 M25-12i 21 釘 55.60 

22 SI-093 77 釘 28. IO 8.00 8.00 O. 8~0. 9 
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装着部外法

36.95 x 21. 50 

孔径

7.50 

4.6x4.9 

装着部内法

27.40 x 13. 50 

軸径 軸長

4. 7~5. 0 109.15 

3. 6~4. 0 36.80 

3. 0~3. 6 41. 30 

2. 8~3. 0 53.50 

単位=mm，g 

現存重量 備考

12.59 

27.15 

8.90 

2.01 

1. 51 

3.18 ヤスつ

単位=mm，g 

棒状部幅 棒状部厚 現存重量 備考

3.50 4.80 2.40 

2. 70~3. 60 3. 20~4. 10 5.08 

2. 90~3. 60 2.25~3. 70 1. 68 

2目 35 2.25 O. 79 

2. 40~2. 80 2. 30 0.52 

1. 90~2. 40 1. 90~2. 40 2目 27

単位=阻， g

棒状部長 棒状部幅 棒状部厚 現存重量 備考

72.25 6. 2~7. 2 6.8 ~7.0 19.60 

52.65 5. 65~6. 00 3. 60~3. 90 7.06 

28.80 4.20 2.80 2.00 

36.50 6.50 6.60 15.97 

57.80 5.6~6.6 3. I ~4. 8 6.12 

8. 70 6.50 19.63 

103.25 7.95 6.0士 16.53 

81. 80 5. O~IO. 9 4. 0 ~6. 5 23.02 

6. 0~6. 6 4. I ~4. 3 7.89 

50.50 11.40 7目 70 19.37 

18.2士 4.60 4.30 1. 24 

57.30 6.20 3.00 7.26 

81. IO 4.50~6.20 2. 80~4. 30 7.85 

4. O~ 5.4 4.27 ねじり有

54.5土 4. 0~4. 8 2. 5 ~3. 4 4. 70 

37.80 4. 70 4.50 2.48 

4.1~5. 0 5.9土 3.20 

94.05 9.50 3.20 15.78 

19. 15 4. 0~4. I 4.60 1. 82 

20.00 3. 90~4. 10 4.20 1. 66 

55.60 4. 20~4. 10 4. 70~4. 40 3.48 

27. 3~27. 4 3.30 2.00 1. 67 



挿図No 遺構名 遺物No 名称 現存長 頭部奥行 頭部幅 頭部厚 棒状部長 棒状部幅 棒状部厚 現存重量 備考

23 M25-12h II 釘

24 M25-12h 3 釘

25 SD-6 66 釘

26 N25-11 釘

27 M25-12j 21 釘

附表31 馬具計測表[第336図参照]

48.10 

48.20 

67.10 

139.50 

75.85 

鏡板径

52.80 x 57.60 

7.65 

9.00 

3.10 

12.20 

附表32 万装具・鋪子・留金具等計測表[第336図参照]

挿図No 遺構名 I主言己No. 形状等 現存長 (頭部)長

2 1 SI-085 376 環 55.20 

3 1 S1-055 48 花形飾り金具 39. 50 13.50 

41S1-056 112① 環状 29.10 

41 S1-056 112② 環状 28.80 

51 S1-044 178 留め金具 12.00 12.00 

61S1-023 40 把縁金具 18.9:1: 

7 1 SI -132 8 把縁金具? 20.80 22.50 

81 SI-085 554 責金具 43. 20 

9 1 SI-087 122 U字形金具 50.50 

10 SI-098 2440 鋪子(せっし) 31. 80 10.10 

II SI-098 50 吊り金具 45.00 

12 SI-105 226 板状 54.20 

13 SI-105 27 板状 35.40 

14 SI-105 99 援形の板状 18.40 

附表33 扇平棒状鉄製品計測表[第334図参照]

挿図No 遺構名 注記No. 形状等 現存長 (頭部)長

2 1 SI -023 51 肩平棒状 29. 20 

3 1 S1-086 2343 鉄片 17.50 

41 SI-055 13 板状 30.60 

5 1 SI-120 270 板状 75. 70 6.95 

6 1 S1-088 64 扇平棒状 100.70 

7 1 N28-09 2 扇平棒状 66.19 

附表34 その他の鉄製品計測表(1) [第337図参照]

挿図No. 遺構名 I主記No 形状等 現存長 (頭部)長

I ISI-I24 8 棒状 172.00 46.30 

2 1 M28-19 同 122.51 64.28 

3 1 SI-024 48 双頭の棒状 77.60 10.4土

4 1 M25-12cdhi 4 棒状 106.10 

5 1 SI-I27 7 棒状 30.30 

6 1 SK-56 20 ① 三叉状 19.50 13.80 

7 1 SK-56 20ー② 棒状 24.20 

8 1 M25-12cdhi 4 蝶番 26.40 

9 1 M27-11 l ③ 留め金具 26.20 

10 SX-8 4 板状 31. 00 

8.10 4.00 44.10 3.60 3.90 2.42 

7.4土 1.70 46.50 3. 80~ 4.20 4.00 2. 75 

8.20 64.00 4.00 3.60 4.80 

11. 20 5.45 134.05 7. 20~ 7.80 7.50~8.20 28. 10 

75.85 5. 20~ 6.00 5. 30~6. 20 6.47 

単位=mm，g 

単位=mm，g 

(頭部)幅 (棒状部)幅 (棒状部)厚 目釘孔径 現存重量 備考

5.25 x 4.95 8.13 

高さ 12.5 0.50"-"0.90 2. 30 1. 94 

9.1 ""11. 7 6.60 7.04 断面菱形

9. 20"" 9. 60 5. 70 5.10 断面菱形

29. 70 4. 10x 4.60 4.46 

21. 60 1. 1 "-"2.0 2. 70 

24.90 O. 40"" 1. 40 10.56 

8.40 23目。。 2.80""3.20 10.61 

52. 70 9目。。 5.00 17.10 

12.30 6. 70 21. 70 4. 50 2.40 

8.9:1: 3.3 ""4.0 9.07 鈎状

20.2 ""21. I 1.2 ""1.9 2. 05x2. 55 6.97 目釘付

2.4 ""2.7 6.03 透かし有

14. 60""20. 30 1. 30"" 1. 50 1. 97 

単位=醐， g

(頭部)幅 (棒状部)幅 (棒状部)厚 目釘孔径 現存重量 備考

6. 80"" 9. 80 O. 70 0.37 

11. 80 1.5""1.6 1. 43 

12. 70"" 13. 40 1. 00""し40 4.0士 2.48 

8.40 17.00""19.70 2. 50""2. 70 5.0""5.3 23.80 

5. 85"" 6. 20 1. 00"" 1. 20 5.53 

8. 45"" 9. 30 2.00 7.20 

単位=mm，g 

(頭部)幅 (棒状部)幅 (棒状部)厚 目釘孔径 現存重量 備考

24.30 7. 30~ 7.80 4.80 3. 90~4. 30 36.96 

17.80 12. 90~ 16.90 7.0土 83.90 

6. 0~6. 2 4. OO~ 4.50 2.20 4.28 

4. 9 ~ 5.8 2. 8 ~3. 4 3.25 賃巻き

3.10 3.20 1. 84 銅製針金付

29.20 3.1 ~ 4.6 2. 2 ~4. 3 3.09 

4.70 4. 0 ~5. 4 2.29 

17. 3 ~18. 0 8.20 3.50 6. 78 

15. 7 ~16.2 1. 5 ~l. 8 2. 2~2. 5 2.55 

14. I ~15.0 1. 20 4.10 
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(棒状部)幅

27.10・28.20

22. 7 ~30.8 

附表35 その他の鉄製品計測表(2) [第338図参照] 単位=mm，g 

挿図No 遺構名 j主言己No 形状等 現存長 幅 厚 目釘孔径 現存重量 備考

SI-083 68 板状 49.95 63.00 4. Ox4. 5 25. 87 目釘孔有

2 SD-I 5 湾曲した板状 17.50 155.80 1. 8 ~3. 3 201. 87 

3 M25-12i 20 板状 74.60 46. 20 1. 70~卜 80 5.7 x 5.8 32.10 

4 SI-040 2 板状 69.00 88.80 O. 5 ~3. 4 35. 77 

5 SD-I 湾曲した板状 56.05 76.40 l 目 80~2. 35 18.17 

附表36 銅製帯金具計測表[第339図参照] 単位=mm，g 

挿図No. 遺構名 注記No. 部位 外郭 高さ 厚さ 透かし 孔径 鋲脚径 鋲脚長 現存重量 備考

SI-066 8 巡方 31.41x32目。。 4.00 1. 55~ 1. 90 17. 80x5. 50 2.0土 6.80 10.87 

2 S]-]32 5 (裏蓋) 30. 00 x 20. 20 O. 50~ 1. 01 2.00 1. 80 3. 92 

3 SD-l 3 不明 23.00 O. 3 ~O. 7 0.60 

4 S]-]27 2 蛇尾 29.33 x 44.01 6.24 1. 66~ 1. 78 1. 5~2. 0 3.80 16.72 

附表37 銅製品計測表(奈良・平安時代) [第340図参照] 単位=mm，g 

挿図No. 遺構名 ?主言己No. 名称 長さ 幅 局さ 孔径 厚さ 現存重量 備考

SI-039 57 花形飾金具 18.35 17.34 3.80 3.20x3.30 0.30 O. 84 

2 SI-088 243 鋼板 58.80 56.20 2.45 x4. 95 O. 9 ~1. 1 13目 78

3 SI-097 266 帯状飾金具 48. 20 5. 40~6. 00 O. 75~2. 30 3.10 

4 M25-12e 5 I ~凋j宰 23.30 13.00 8目 65 6.88 

附表38 銅製品計測表(中世以降) [第341図参照] 単位=mm，g 

挿図No. 遺構名 注記No 名称 現存長 頭部長 頭部幅 頭部高 棒状部長 棒状部幅 厚さ 現存重量 備考

L25-17 l 分銅 29. 70 3.65 3.05 2. 70 25. 15 13目90 14.00 38.94 

2 SK-23 l 花弁状蓋金具 10.50 6.20 6目20 6.60 。目 10 。目 28

3 M25-2 2 不明 46.50 8.90 5.00 6.10 37.60 4. 7~ 4.8 1. 4~3. 0 5.37 

4 SD-24 2 キセル雁首 41. 20 19.40 17.20 12.30 34.90 9. 6~10. 4 O. 5~ 1. 1 4.89 

5 SK-I02 3 キセル雁首 57.00 16.40 16.00 11. 10 51. 55 6. 8~10. 1 0.7~ 1. 5 9.92 

6 SK-I02 2 キセル吸口 62.10 24.80 10.80 10.50 37.30 3. 9~ 7.7 O. 7~ 1. 0 8.04 

7 K25-13 キセル雁首 56.30 16.30 15.20 8.30 51. 15 5. 75~ 9.30 O. 3~0. 6 5. 15 

8 M28-13A キセル雁首 51. 88 10.50 10.60 6. 75 50.10 10.44 x 10. 90 1. 08 6.50 

9 N28-4 キセル雁首 27.52 15.72 14.75 12.00 22.80 5.88 x 6.45 1. 00 3.10 

10 N28-1O キセル雁首 29.52 14.57 14.15 9.85 24.60 6.31~ 6.45 0.86 4.10 

II M25-12g キセル吸口 76. 70 25. 55 9.50 9. 60 51. 15 9. 9~ 5.6 O. 7~ 1. 1 15. II 

12 M25-16 3 キセル吸口 57. 70 21. 60 9. 20 8. 60 36.10 8. 9~ 3.3 O. 3~0. 5 4.85 

13 027-13 183 キセル吸口 69.21 8. 18~ 3.65 O. 45~0. 62 2.60 
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台地中央部 ・南部付近 [南東より]

台地西部 ・北部付近 [南西より]
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書 名 千葉市鷲谷津遺跡
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ふりがな ふりがな コード 経緯度 調査面積

所収遺跡 在
調査期間

ni 
調査原因

所 地 市町村 遺跡番号 北緯 東経

19871101~ 
都市基盤整備公団千葉

19880331 3500 

19880401 ~ 寺地区区画整理事業に
わしゃっいせき ちばしちゅうおっく

鷲谷津遺跡 千葉市中央区 201 058 35度 140度 19881015 5700 伴う埋蔵文化財調室

ちぱでらちょう 19890106~ 

千葉寺町 771ほか
35分 8::ii 

19890330 5700 

16秒 24秒 19890401 ~ 

19890630 14100 

19900601~ 

19901207 2280 

19960501 ~ 

19970326 8600 

19970701 ~ 

19970731 660 

19980601 ~ 

19980630 750 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

鷲谷津遺跡 散布地 旧石器時代 石器ブロック22か所 石器，縄文土器，弥生士 古墳時代末から平安時代の拠点的集

集落跡 縄文時代 炉穴17基 器，土師器，須恵、器，灰 落

陥穴 1基 手由，緑紬，鉄器，青銅製

士坑 1基 品(和同開路，帯金具)

弥生時代 住居跡 3軒

士綾2基

古墳時代から 住居跡141軒

奈良・平安時 建物跡34棟

代
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